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演 説 要 旨

1・ 結 核 菌

1・ 結核菌議育 ノ適温及肉汁培養 ノ注意

事項

酷 彌太郎(大 阪佳吉内科)

1.偶 然 鰐卵器 ノ高温度 即43度 ニ テ 肉汁培養

ノ結 核菌旺盛 二登育 セル テ認 メタ リ.

2.艀 卵 器 ノ温 度 テ種 々二攣化 セ シメソ ノ登 育

ノ遅速 及良否 テ検 セ リソ ノ結果。

3.30度 遅 々 トシテ登育 セズ、35度 、遅 々爽 育

不良v36,18週 ニ テ登育 ス、37度7週 間、38

度7週 間、39度6週 間、40度 及41度4週 間、

42度5週 間、43度 、嚢育利B長 シ、45度7週 間、

以 上ノ・登育旺 盛 ナ ラズ。

4.上 述 ノ諸鮎 テ綜合 スルニ結 核菌 ノ登育 ノ適

温 ノ、40度 一41度 ナ リ.

5.他 ノ病原菌 ノ適温 ラ再検 ス。

1.葡 萄状球 菌、30度 一38度 迄 獲育 ヨク39

度 悪 シ。

2.連 鎖ll犬球 菌(嫌 氣)、30-40度 迄登 育 ヨク

41度 悪 シ。

3.緑 膿菌、35度 一39度 迄 畿育 ヨク40度 悪

シ0

4.「 ゴ ノ」(培養 セズ成 書 ニ ヨル)、37度 一38

度 迄 獲育 ヨク39度 悪 シ。

5.「 コ リ」、35度 一39度 獲育 ヨク40度 悪

シ。

6.「 チ フス」、35度 一39度 迄議 育 ヨク40度

悪 シ。

7.「 パ ラチフス」、35度 一39度 迄 瑳 育 ヨク

40度 悪 シ。

6.結 核菌 ノ培養 テ40-41度 トス レバ 雑菌侵

入 シテモ登育少 ク爲 メニ結核 菌 テ獲育速 カー シ

テ雑 菌嚢育 セズ。

7.37度 ニ テ培 養 セ シ揚合30%位i雑 菌繁殖 シ

テ 捨 テ シニ40-41度 トシテ ヨリノ・約10%位 ノ

雑 菌 ト減少 セ リ。

8.高 温 ニ テ培養 スル際最 モ多 ク培養基 テ汚 ス

モ ノノ、「カビ」ノ繁殖 デアル。

9.、 「ペ トラニー」培養基 上純梓培養 テ行 フ際高

温 ナ ラバ10日 一14日 ニ テ集落 ヲ登育 ス。

10.肉 汁培 養 スル際 ノニ、三 ノ注 意事項 ラ述 プ。

1.培 養基 ノ性微酸性 トナ スコ ト。

2,培 養 ノ集落 ガ沈 ンダ時 ヨ シ大 キナ集 落 ガ

俘 ンデ從 ツテナカナカ繁殖 シ難 イ。

3.肉 汁培養 ノ菌 集落 ラ新 シキ肉汁培養基 二

植 ヱル ニ際 シ誤 ツテ裏 向キニ俘 ング時決 シ

テ繁殖 セナ イ。

4.結 核 菌幾育 二際 シ酸 ヲ分 泌 シテ酸1生 トナ

ル トア レ ドモ(成 書 二)余 ノ経験 一 ヨレバ

「アルカ リ」ラ分泌 ス。 「ペ トラニー」肉汁雨

培 養基共 二

11.以 上 ノ如 キ高温 ガ結核菌贅 育 ノ適温 トナ レ

バ之 テ臨沐 上二考 ヘ ヲ及 ボ ス時患者 ガ39度 一

40度 ノ議熱 モ何等結核 菌 ノ活動 ラ 阻 止 シ得 ザ

ル可 シ。

質 問

占 部 薫(九 大細菌)
　

結核菌 ノ登 育 ニ ツレテMediumガ 「アルカ リ」

性 トナル ト云 ノ・レルガ何 ヲ標示 トシテソ レテ知

ラ レタカ。

討 論 占 部 薫

吾 々 ノ経験 デノ、結核 菌移 植Mediumノ 、培養数

週間 ハ「アル カ リ」性 二傾 キ爾後漸 次酸性 ニナル

モ ノガ多 イモ ノ ・様 デ アル。

討 論 戸 田 忠 雄

結 核菌 ハ多 クノ場 合培 養基 ノ「メヂュー ム」テ最

初 「アル カ リ」性 ニ シ、一定期 間後 二醐 生二傾 ク

菌 株 トソ ノ儘PHノ 値 ラ攣 ヘヌ菌 株 モ アル ト云

フ ノガ吾 々 ノ常識 デアル。竹 内教授 ノ教 科書 二

云 々 ト申サ レタノノ・恐 ラク同教授 ガ後 者即 チ酸

ガ逞 レテ出來 ル ト云 フ鮎 テソ ノ儘書 ヵ レタ ノデ

'
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ハ ナ ィカ ト思 フ。

討 論 柳 澤 謙

結 核菌 テGlycerin-bouillon二 培 養 スル トキノ、

培 養 ノ初 メニ於 テハGlycerin-bouillonノ ・Alkali

性 ニ ナ リ、培養後10週 内外 二於 テハ 却 テ酸性

ニナル コ トテ實験 的 二認 メテヰル。

答 住 吉 彌 太 郎

(質)長 ク培養 シタ場合 ニノ・酸性 トナル コ トア

リ菌種 ニ ヨリ「アル カ リ」テ出 シ酸 ヲ出 スコ トア

ラン。

r住吉)余 ノ・常 二「アル カ リ」ノ獲生 テ見 タ リ。

〈質)竹 内先 生ノ・アル期 二酸 ガ出ル ト云 ノ・レタ

ルナ ラン細菌學者全禮 ガ竹 内先 生 ノ如 ク考 ヘ

ズ。

(住吉)随 分長 キ間培養 セルモ常 二「アル カ リ」

テ含 ミPHハ 測定 セナ イガ。

2.特 殊縫 代培養 ニヨ リ人型結核菌 ヨ リ

得 タル非抗酸性菌 株二就 テ(第 三報)

松枝 勝夫(竹尾結核研 究 部)

私 ノ・第14同 、第15同 ノ本學 會二於 テ表記 演題

ノ下 二當教室保存 ノ結核菌265株 ヲ「レチ チ ン」

添加 「グリセ リン1寒 天 二纏 代培養 テナ シ、 ソノ

中 「グリセ リン」含有量 テ漸次減 少 シツ ・培養 セ

ル菌 ラ縫代培養 シタルモ ノ ・中明 カニ人型結 核

菌 ト思 ハル ・モ ノ3種 ヨ リ非抗酸 性菌株 ヲ得 タ

ル事及 ソノ細菌學的性状拉 二毒力實験、免疫實

験 成績 ヲ述 べ、 ソノ攣 化過程 テ圖表拉 二顯微鏡

標 本 ニテ供魔 セ リ。

今 同ノ・該菌 テ用 ヒテ凝集反慮 テ行 ヒテ得 タル成

系責テ述 ベ ン トス。

菌液調製法 「グ リセ リン」馬鈴薯 上4週 間培養

セル菌 テ 當教室 中谷 博士考案 ノ振 盈器 ニ ヨ リ

fグ リセ リン」葡萄糖液 ニ テ3 .Omgノ 均 等 「エム

ル ジヨン」トナ シ之 二〇.5%ノ 比 二「ヵル ボー ル」

ラ加 ヘ タリ。

實 験操作 小試験管列 二 試験 血清 テ「グ リセリ

ン」葡萄糖 液 テ以 テ全lll:0・5c・c・ナル様10倍 、20

倍 、40倍 ト倍郵稀 繹 シ、 ソレ等 二 上記凝集元

ヲ0.5c.c・宛 加 ヘ ヨク振 盧 シ約3時 間37度 卿 卵器

内二置 キ後 取出 シテ 室温 こ放 置24時 間後 二判

定 セ リ。 生理 的食賂水 一 ヨル菌俘游液 ノ・自家凝

集 テ起 ス嫌 ビアリヨツテ 成績良好 ナル「グ リセ

リン、葡萄糖液 テ使用 セ リ。

刹定 「アグル チノスコー プ」ニ ヨリ封照 ト比較

シ疑 ノ、シキモ ノ迄 テ陽性 トセ リ。

菌 株 和泉菌、東菌、 小川菌 ラ同一血清 ニ ツキ

凝集 反磨 テ行 ヒ殆 ド差異 テ認 ノズ本試験 ニノ・和

泉菌 ニツキテ ノミ行 ヘ リ。

實験 成績 動物實験 ニハ200瓦 前 後 ノ健 康海猿

テ2群 二分 チ夫 々二和泉菌20.Omg上 池 菌1000

分 ノ1雇 テ静脈 内接種 シ1ケ 月後 二得 タル血清

一ツキ行 ヘルガ ソ ノ成績 ノ、第1表 ノ 如 ク共 二

160倍 ノ陽性傘最大 ナルモ 和泉菌免疫血 清 ノ方

ガ上池菌免疫血 清 ヨ リ凝集 償一般 二高 キモ ノ ・

如 シ。

次 二健康人血清35例 ニツキテ ノ成績 ノ・第2

表 ノ如 ク凝集 贋40倍 マデ ノモ ノ多 ク 時 二160

倍 ノ モ ノア リシモ全 ク陰 性 ナ リシモ ノ6例 ラ認

メタ リ。

次 二肺結核患者血清154例 ニ ツキテノ成績 ノ・表

示 ノ如 クニシテツルバ ン・ゲルノ・ル トノ分類 ニ

ヨ レバ第1期 ノ・20-40倍 ノ モノ最 モ多 ク第2

期 、第3期 ニノ、150倍 ノモ ノテ多 ク認 メタ リ。

次 二是等患者 テ喀疾 中結核菌 ノ有 無 ニ モリ分類

ス レバ第3表 ノ如 ク陽性者 ノ・150倍 最 大 陰性者

ノ・20倍 附近 ラ示 セ リ。

冬赤血球沈降速度 トノ關係 ノ・第4表 ノ如 クニ シ

テ10mm以 下 ノモ ノニノ・20--80倍 陽 性 ノモ ノ

多 ク11-20mmノ モ ノニハ160倍 ノモ ノ多 ク

21-30mm一 ノ・80倍 陽 性者多 ク31mm以 上 ニ

ナルニ從 ヒ凝集債 ノ低 クナル傾 向 テ認 メタ リ。

以 上私 ノ得 タル非抗酸 性菌株 ニ ヨル凝集 反慮 テ

動物拉 二人血清 ニツキ行 ヒ、病期、嘲 爽中結 核

菌 ノ有無、赤血球 沈降速度 トノ關係 ラ調 べ、動

物膿 内ニアル程 度 ノ凝集反慮性抗艦 ノ産 生力 テ

有 シー方試験 管 内ニテモ抗原力 テ有 スル テ認 メ

得 タリrト信 ズ。 爾他 ノ抗 原性 ニ ツキテノ・目下研
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第一表 動物免疫血清ノ凝集反慮成績

1蜻 刎 糀 債12・14・ 80 ・6・132・164・1以64霊

和泉菌免疫血清 13
2
(15.9%)

5
(38.4%)

4
(30.8%)

2
(15.9%)

結核菌免疫血清 10
1
(10.0%)

3
(30.0%)

4
(40.0%)

2
(20.0%)

第二表 健康及結核患者血清ノ凝集反慮成績

病 期 血清数 凝集債10 20 40 80 ・6・132・ 640
640

以 上

健 康 35
11
(31.4%)

8
(22.9%)

7
(20.0%)

2
(5.7%)

1
(2.8%)

第 一 期 97
10
(10.9%)

24
(24.7%)

23
(23.7%)

15
(15.5%)

13
(13.4%)

6
(6.2%)

1
(1.0%)

5
(5.2%)

第 二 期 32
1
(3.1%)

1
(3.1%)

6
(18.8%)

15
(46.9%)

6
(18.8%)

1
(3.1%)

2
(6.3%)

第 三 期 25 1
(4.0%)

2
(8.0%)

7
(28.0%)

9
(36.0%)

2
(8.0%)

2
(8.0%)

2
(8.0%)

合 計 154 10 26 26 28 ・37 14 4 9

(附記 健康人血清6例 ノ・凝集セズ)

第 三表 結核患者喀疾中結核菌 ノ有無 ト凝集反慮 トノ關係

1蜻 刎 凝響 2・14・ い ・1・6・132・164・
640

以 上

喀疲中結核菌陽性 43

108

1
(2.3%)

3
(6.9%)

12
(27.9%)

18
(41.1%)

6
(13.9%)

2
(4.7%)

1
(2.3%)

同 上 陰 性 10
1(9.3%)

25
(23.1%)

2318
(21.3%)1(16.7%)

17
1(15.7%)

8
(7.4%)

1
(0.9%)

6
(5.5%)

第四表 赤血球沈降速度 ト凝集反慮 トノ關係

譲1・ ・m以 下1・ ・-2・12・-3・13・-4・14・-5・
5・以上1計

10 4 2 1 2 1 10

20 5 13 5 3 26

40 6 12 4 3 1 26

80 6 8 11 1 1 1 28

160 4 25 6 1 1 37

320 3 2 4 4 1 1を

640 1 2 1 4

640以 上 1 4 3 1 9

計
30
(9.5%)

68
(44.2%)

5
(3.2%)

13
(8.4%)

5
(3.2%)

3
(0.9%)

154

究 中 ナ レバ他 日登表 スル所 アラ ン トスる

3.結 核菌血症鼓二菌尿症讃明方法1改 夏

砦冷 義著(轟蓉襯

血液中 ノ結核菌菌血症 ノ謹明ノ・結核登生機轄研

究上極 メテ重要ナル役割ラ演ズベキモノデ、其

ノ謹明方法モ今 日迄多撒考案褒表サレテ居ル。

培養謹明法 トシテハ飯淵氏 ノ「フィブリン」法、同

氏 ノ改良法及t'L6wenstein氏 法等 ノ直接培養

法 ト血液 テ特殊 ノ液艦培養地二混入シテ先ヅ菌

ラ増殖 セシメ更 二固定培地二培養 スル間接培養

法 トガアル。雨法 トモ優 レタ特徴 ヲ持 ツテ居ル

ガ爾一長一短 アルヲ免 レヌ。
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就 中飯 淵氏 ニ ヨリテ考 案 サ レタ培 養法ノ・前 以 テ

用意 セル滅菌 「サボ ニ ン・クロールカル シウム」

液 中 二探 血 シ「フィプ リン」中二 捕捉 セ ン トスル

モ ノデ恰 モ磯脊騰 液中 ノ「フィブリン」一菌 ガ附

著 シ菌検査 ラ容易 ニスル ガ如 ク培養 操作中 二生

ズル菌脱 出 ヲ防 グ黙ノ・極 メテ優 秀 ナ創 案 ト言 ノ・

ナヶ レバ ナ ラヌ.然 ル ニ培 養塵 置 スル際 二此 ノ

「フィプ リン」沈渣 ハ比較 的 二 多量且 ツ 強靭 デ培

地 二李等 二塗擦 スル事 ガ困難 デ アル。

血液培養 二於 テ我 々 ノ理 想 トスル トコロバ次 ノ

第1表

諸貼 ヲ満足 セ シムベキ方法 デアル。

1.血 液沈渣中 二結核 菌 ヲ完全 二捕捉 シテ固形

培養地 二塗擦 シ得 ル コ ト。

∬.沈 渣 ガ出來 ルダケ少量 デ且 ツ軟 ク培 地上 二

ZF等 二絵 スコ トナ ク塗 リ得 ル コ ト。

皿.他 材料 ノ培 養塵 置 二於 ケルガ如 ク硫 酸前塵

置 テ行 ヒ雑菌!磯 生テ防 ギ且 ツ登育 テ良好 ニス

ル コ ト。

飯淵氏 ノ「フィブリン」改良 法 ノ・第一 ノ條 件 テ完

全 二満 足 ヒシムル モ ノデ アル ガ第二拉 二第三 ノ

流血中結核菌培養法(「フィブリソ.法)ノ 改良

飯 淵 落 法 飯 淵 新 法 岡 法
一
硫 酸 「ペ プ シ ソ」法

1931 1933 ・1937 1938

血 液 血 液 血 液 血 液
5.Ocα 2.5cq 2.5CG 3.OqG=
↓ ↓ ↓ ↓

蒸 鯉 水

20.Ocq

「サ ポ ニ ソ ・〃 ロ ー ノレカル

チ ウ ム」液

18.0αq

「サ ボ ニ ン ・ク ロ ー ル カ ノレ

チウ噸
8加

「サ ポ ニ.ソ ・ク ロ ー ル カル

チ ウ ム」液

18,0cq

↓ ↓ ↓ 4

氷室内24時 間放置 室温24時 間放置 室温24時 間放置 室温3時 間放置
↓ ↓ ↓ ↓

蓮 心 遠 心 蓮 心 遠 心
3000廻 轄30! 3000廻 轄30! 3000廻 轄20ノ

↓

滅菌蒸鯉水ニテ洗瀞
↓

遠 心

3000廻 轄101

↓
滅 菌蒸鯛水ニテ洗漁

↓
遠 心

3000廻 轄101

↓

4%H2SO4

3000廻 縛101

↓
4%H2SO4100cα 十

5grPepsin

5滴 5滴
,▼ ▼ ↓ ↓

Hohn氏 培養基 鈴木氏銀杏培養基 岡、片倉培養基 岡、片倉培養基

條件 テ満 足 セシメナ ィ故更 二批 鮎 ノ改良 ラ行 ツ

タ。

第1表 ノ如 ク飯淵氏 ノ 「フィブ リン」方法 ノ 「サ

ボ ニン・クロール・カル シウム」原液 ラ豫 メ18

ccm宛 分注 セル 滅菌 「スピッツグ ラス」-3ccm

宛 探 血 シ静 ヵ二振盈 シ、其 ノマ ・室温 二約3時

聞放 置 スル ト極 メテ 理想的 ノ「フィブ リン」ガ折

出 スル。此 ノ時10分 間遠 心 シ上澄 ラ棄 テ、此

ノ沈渣 ラ滅菌蒸貧留水 ニテ良 ク擁搾洗蘇 シ再 ビ遠

心 ス。 此 ノ様 ニスル ト沈渣ハ全 ク血漿及 ビ血色

素 テ含 マナ イ淡 紅 白色 ノ沈渣 トナル。此 ノ檬 ニ

スレバ最早硫 酸液 ラ加 フル モ何等 忌 ムベキ不都

合 ナ沈渣 トナ ラナ イ。然 シ此 ノ沈 渣ノ・極 ノテ硬

ク培 地 二塗抹 スル ニ不都合 デ アル カ ラ更 二次 ノ

如 ク改良 シタ。

即 チ5%ノ 割合 二穎粒駄 「ペ プシ ン」テ加 ヘ タ4

%ノ 硫 酸 ラ5滴 滴注 スル コ トニ シタ。此 ノ液 テ

加 ヘル ト「フィブリン」沈渣 ノ・消化溶解 シ軟 クナ

リ「ピペ.,ト」ラ以 テ吸 引 シ得 ル。之 テ余等 ハPH

6.9ノ 燐 酸盤 味 ノ素鶏卵培 地 二塗抹 スル。(此 ノ

際「ペ プ シン」硫 酸液 テ加 ヘ タ沈渣 ラ輕 ク遠心 ス

レバ更 二沈 渣量 ラ少 ク 且 ツ培 地 一 塗 リ易 クナ

ル)。

以上 ノ如 キ改良 ニ ヨリテ余等 ノ血液培養 二於 ケ

ル3條 件 テ識 ク満 足 セ シメル コ トガ出來 タノミ

ナ ラズ血液 トイフ特殊 ノ材料 ノ培 養 ヲ喀疾材料
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　液原

第2表 培地(岡 、片倉)

「第一燐酸加里KH2PO・
1第二燐酸曹達Na2HPO4

味ノ素

蒸鯉水

5gr

5gr

10gr

100。c3(y滅 菌

液原

ー

1000α α

「ク・リ セ リ ソ」

100cα

2%「 マ・ラ ヒッ ト グ リAソ 」

6ac,

6cc.

卵 液200c.α

分 注、凝固 第1日85。C40!

第2日80。C40ノ

第3日86。C40ノ

ニ於 ケル培 養 ト同 ジ様 ナ庭 置 ニヨ リテ培 養 デ行

フ コ トガ可能 トナ ツタ。

即 チ余等 ノ培養方法 ノ實施 ノ数 果ノ・

第 一、硫 酸法 ノ導 入實施 ニヨ リテ雑菌 ノ.嚢生拉

二培 地 ノ腐 敗 ハ殆 ンド浦失 シタ。

第二 、「ペ プ シン」ノ 慮用 ニ ヨ リテ 「フィイプリ

ン」ラ滑化溶解 セ シタメ培 地 二 塗抹 シタ歌 態ハ

「フィプ リン」残 塊 ナ ク美麗 トナ リ「コロ ニー」ノ

登 見 ガ容 易 ニナツタ』

詮明成績

改良法 ノ實施 ニ ヨリテ 次 ノ如 キ 陽性成績 ヲ得

タ。

布

炎
核

例

騰

膜

瀦

症

行

巴

血
腹

淋

肝自

肺 結 核

例数

4例(腎 臓結核1例)

2例.

1例

3例{鷹灘i観}

ノ菌血症 デ謹明スルコ トガ出來 タ。

菌尿症 ノ詮明方法

膀胱 腎臓及 ピ生殖器 ノ結核 ガ無 クテ尿 中二出

現 スル尿 中ノ結核菌 ヲ謹明スルタメ次 ノ如キ前

虎置方法 テ考案 シタ。

即 チ斯 ノ如キ菌尿症患者 ノ尿中ニハ極メテ結核

菌 モ少撒 デアルカラ少量 ノ尿 ラ遠心沈澱 シテ培

養 ラ行 ツテモ謹明サレナ イノガ當然デァル。

サレバ余等ハ1日 ノ全尿量 テ蓋 ク用 ヒルコトニ

シタ。其 ノ上 二尿 中 ノ結核菌 テ吸著 スル様 ナ沈

澱 テ作 リ此 ノ沈 澱尿 ラ放 置 スル ト徐 々二沈 降 シ

底部 二集 メ得 ル装 置 テ作 ツタ。

先 ヅ尿1.000ccm二2%苛 性 曹達 液15ccmラ

加 注 シ良 ク振盟混合 セ シノ、次 イデ2.5%ノ 硫

酸 亜鉛液 ラ10ccm加 ヘ ル ト前記 ノ如 ク良好 ナ

沈澱 ラ生 ズル、之 テ約1時 間放 置 ス レバ徐 々 二

沈 降 シ底部 二集積 スル、 カ クテ比較 的少量 ノ沈

澱 テ滅 菌 「スピッツ グラス」二 探 リ5分 遠 心 シ上

澄 テ捨 テカ クテ生 ジタル沈渣 ヲ灘 留水 ニテ撹搾

洗 條 シ再 ビ遠心 シ上澄 ラ棄 テ白 キ 沈渣 二 〇.1%

「ト リパ フラ ビン」液1容 量 ト5%硫 酸3容 量 ノ

「トリパ フラピ ン」硫 酸混合液 テ等量加注 スル
。

カクテ苛性曹達 二生 ジタル沈渣 ハ硫 酸 ニヨ リテ

溶 解 サ レル ト同時 二随件雑菌 テ死滅 セ シメ更 二

遠 心 シテ生 ジタ微量 ノ沈渣 テ培養 シタ。

斯 クテ少 量 ノ尿 ニテ謹 明 スル コ トガ出來 ナカツ

タ肺 門淋巴腺 腫脹1、 血行性 撒布1、 初感染症

2、 腹膜 炎2、 脊 椎 「カ リエス」1、 肺結核1、

陳 菖性肋膜 炎1ヨ リ結核菌 ラ培養 シ得 タ。

4.「 マ ウス」拶 内接種 ニ ヨル結核菌 ノー

新 検 出法

野寛順孟響(傳 研)

豫 テ漿 液性磯膜 炎患者 ノ謄 脊臆 液 テ「マ ウス」磯

内 二接 種 シテ病原膿 ノ研究 二從事 シテキタガ、

偶 、一例 ノ結 核性拶膜 炎患者 ノ磯 脊髄 液 テ以 テ

同様 二「マウス」ノ,磯内 二接 種 シタ所 、是等 ノ

「マ ウス」ノ・鼠 痩 ヲ來 シテ艶死 スルモ ノ多 ク、此

ノ磯 ノ塗抹標本 テZiel-Neelsen氏 法 ニヨ リ染

色 シ鏡検 シタルニ無撒 ノ抗 酸性菌 ラ認 メル事 ガ

出來 タ.此 ノ患者 ノ・死後解剖 二附 シ、結核性脳

膜 炎 ナル事 テ確詮 シ、爾此 ノ検査 二使用 シタ磯

脊髄液 ラ張 ク遠 心沈澱 シ、其沈 渣 二抗 酸菌 テ謹

明 スル テ得 ナ カツタ。弦 二於 テ「マウス」拶 内接

種 二依 ツテ結核 菌 ノ壇 殖 テ囲 リ、其 ノ検 出 テ容

易 ナ ラ シムルモ ノ ト考 へ、種 々 ノ結核性疾患 ヨ

リ得 タル検査 材料 テ以 テ以下述 ベルガ如 キ實験

ラ行 ヒ、 見 ルベ キ結 果 ラ得 タノデ、之 テ報告 セ
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ン トス。

實験 方法

検 査材料 トシテハ 肺結核患者拉 一 健康 者 ノ喀

疾 、肋 膜炎拉 二腹膜炎患者 ノ滲出液、結 核 陞拶

膜炎患者 ノ磯 脊騒 夜及 ピ腎臓 結核患者 ノ尿 テ用

ヒ、何 レモ豫 メ精細 二観察 シ、結核菌陽性 ナル

モ ノラ除 キ、確 實 二陰 性 ナル モ ノノミヲ選 ンデ

實 験 二供 シタ.但 シ喀 疲 ノミノ・直接結核 菌 ラ謹

明 シタモ ノ数例 テモ實験 二用 ヒ、比較封照 シタ。

磯脊髄液 ノ・其儘 「マ ウス」磯 内 二注射 シ、肋膜拉

二腹膜滲 出液 ノ・其儘i或ノ・1分3000廻 轄 ノ速度

ニテ20分 間遠 心沈澱 シ、其 ノ沈 渣 ラ注射 シタ。

喀疲拉 二尿 ノ・雑菌除去 ト粘液、細胞溶解 ノ爲豫

メ其性状 ニ ヨリ、5%修 酸水溶液、15%硫 酸 或

ノ・10-15%Antiforminテ 検 査物 ノ約2倍 量

添 加 シ、 ヨク擁絆 シ、或 ハ滅菌乳鉢 中 デ充分 二

磨碑 シ、生理的食盤水 デ 稀繹 シ タ後 、1分 間

3000廻 轄 デ20分 間遠 心沈:殿 シ、其沈 渣 テ 生理

的食盤水 デ2-一一3同遠 心洗 條 シ、適當量 ノ滅菌

生理的食盤水 テ加 へ、良 ク擁 搾 シテ之 ラ注 射材

料 トシタ。各注射材料毎 二3頭 ノ「マウス」テ使

用 シ、1頭 一 ツキ0.02--O.03cc宛 テ 磯 内二接

種 シタ.3頭 ノ中1頭 カ ラデモ結核 菌 ラ説明 ス

レバ、陽性 ト判定 ス。

實験 成績

先 ヅ結核 菌陽性 ノ喀疾 二就 テ「マウス」磯 内接種

實験 テ行 ツタ。注 射 セ ラレタ「マ ウス」ノ・最初 ノ・

元氣旺盛 デアル ガ、注射後2週 間頃 ヨリ元氣漸

次衰 へ、中 ニノ・艶死 スル モ ノガアル。死 亡 スル

ト否 トラ問ノ・ズ、16-30日 後 二拶 ノ塗抹標 本 テ

作 リ、Ziel-Neelsen氏 法 ニ ヨツテ染色 シ、之 テ

鏡検 セ シニ、6例 中全部 二多数 ノ結核菌 ヲ細胞

ノ内外 二認 メル事 ガ出來 タ。是等 ノ「マ ウス」ノ

磯 ノー部 ノ・固定標本作製 二、又他 ノー部 ノ・乳剤

トシテ健康 「マ ウス」二累代接種 シタ。代 テ重 ネ

ル ト潜状 期 ノ・短縮 シ、例 ヘバ初代 二於 テハ16日

デアツタモ ノガ2代 、3代 デノ・、8日 後衰 弱 ノ

度強 クナ リ、第3代 ノ「マ ウス」ノ中 ニノ・後肢 ノ

」茜励弾テ來 スノラ認 メタ。罹 患 セル「マ ウス」ノ月嵩

脊臆液 テ大槽 内穿刺 ニ ヨ リ探取 シ、之 ヲ生理 的

食盤水 ニテ稀稗 シテ健康 「マ ウス」二接種 ス レバ

同様 二登病 セ シメル事 ガ出來 タ。即 チ結核菌 テ

磯 内二接種 スソベ 結核菌 ハ磯脊髄液 ニモ移 ル

事 テ知 ル。磯 ノ組織學的攣化 二就 テノ・時間 ノ都

合 デ省略 スル。

結核菌陰性 ノ結核患者 ノ喀疾14例(此 ノ中・…ノ・

極 メテ輕症 ノ者 テ含 ム)ヲ 「マ ウス」拶 内 二 接種

シ、7例 ヨ リ結核 菌 ラ謹 明 スル事 ガ出來 タn結

核 性拶膜 炎患者 ノ拶 脊髄液4例 ヨリノ・総 テ陽性

ノ成績 テ基 ゲ、肋膜滲 出液14例 中3例 陽性、腹

膜滲 出液2例 、腎臓結核患者 ノ尿2例 ヨリ各1

例 ノ陽性 テ見 タ。是等 ノ成績 ノ・第1表 二示 ス通

リデ ァル。

第1表

検査材料
直接
菌 ノ
有無
例倣
結核
菌陽
性籔
陽性率 菌検出迄ノ日籔

喀 疾 十 6 6 100%

50%

100%

16-30日

同 上 一 14 7 21-33日
一

旙 脊髄 液 一 4 4 16--29日
一

肋膜滲出液 一 14 3 21.4% 26-39日

腹膜滲出液 一 2 1 50% 39日

尿 一 2 1150% 19日

健康 者特 二結核患者 二接 スル機 會 ノ多 イ健康 者

ノ喀疲 中 ヨリ ドノ程度 二結核菌 ラ謹 明 スルカノ・

種 々 ノ意 味 デ興 味 アル問題 デアル。余等 ノ健 康

ナル醤 師、看護婦 ノ喀疲 中直接結核菌 テ読 明 シ

得 ザルモ ノ80例 二 就 テ「マ ウス」磯 内接 種 テ行

ヒ、唯1例(1.25%)ノ 陽 性者 ヲ登 見 シタ。病 的

材料 ヨ リ結核菌 ノ検 出 スル ニノ・種 々 ノ方 法 ガア

ル。即 チ塗抹染色方法、集菌法、培 養法、動物

接種法等 デアル ガ、就 中極 メテ少撒 ノ結核 菌 ノ

検 出ニハ培養 ニ ヨル方法海猿接種 法 ガ最 モ優 レ

テヰル。余 ノ「マ ウス」磯 内接種法 ノ・是等 三比 シ

テ極 メ テ簡輩 デア リ。時 日テ短縮 シ且刺 定 ガ容

易 デアリ、其 上費用 ガ低廉 デァルガ、上記 ノ他

ノ方法 二比 シテ結核菌検 出卒 二遜 色 ガアルカ、

或 ノ・夫 ヨ リモ更 二高 イ検 出率 テ示 スカ、此 貼 テ

追究 スル事 ノ・余等 ノ方法 ノ實用 贋値 ヲ決 定 スル

ー必要 ナ問題 デアッテ、 目下其 ノ實験 中 デ決 定
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的結 論 二到達 シナ イガ、現 在 マデ ノ成績 ノ・第2

表 二示 ス通 リデアル。

第2表

接種材料 「マ ウ ス 」 海 狸
Petroff

培 養 基.

肋膜滲出液 十 一

拶 脊髄 液 十 +集 落倣1一
1 十 十

2 十 ア
喀 疾3 十 一 ●

4 一 一 一

5 一 一 一

結 論

結核性拶膜炎、肋膜炎、腹膜炎、肺結核、腎臓

結核等 ノ患者 ノ磯脊髄液肋膜或ノ・腹膜 ノ滲出

液、尿及 ビ喀疾等二特別ナル塵置 ラ施 シ、之 テ
「マウス」磯 内二接種 シ、2-5週 間前後デ之 ヲ殺

シ、其 ノ磯 ノ塗抹標本テ作 リ、Ziel-Neelsen氏

法 ニヨツテ染色スル ト、細胞内外二多撒 ノ結核

菌 テ謹明スル事 ガ出來ル。本法ノ・海狽 二接種 ス

ルヨリモ操作 ガ容易デ、菌検出モ亦簡軍 デアリ、

経費モ低廉 デアツテ優秀 ナルー新方法 ト信 ズ

ノレ0

5.結 核補髄結合性抗髄 ノSTI菌 乾燥粉

末二依ル吸牧實験

踏 麟(東 京浮風園)

、 緒 言

第15同 本學會二於 テ、私ハ鴻上氏ST菌 乾燥

粉末一ヨリ、血清中 ノ結核補膿結合性抗艦 ヲ吸あ
著 シタル後、 ソ ノ上清 ノ補 膿増進 法 二依 ルカ、

叉ノ・沈澱感作吸牧元 ニヨツテ、徽 毒 ト結核 ノ重

合感染 ノ有無 テ、鑑別 シ得 ル ト、追試報告致 シ

マ シタガ、 今 同ノ・、606例 ノ 血清 ニツキ後 者

即 チ、沈澱感作抗元 二 依 ル 結核補 膿結 合反癒

(KKR)トST菌 液 歌 抗元Squalo-Tuberculin

二依 ル補艦結合反慮(KR)ト テ比較 シ、KKRノ ・

KRヨ リモ優秀 デア リマ シテ、且 ツ、徽 毒性抗

膣 テ、吸著 セザ ル事 テ認 メマ シタノデ、次 ニ ソ

ノ大膿 テ報告致 シマ ス。

1)潭 風 園入園肺結核患者及 ビ外來結核 容疑 者

ノ血 清329例 中

KKRノ 陽 性傘 ノ、91.2%(300例)

KRノ 陽 性傘 ノ、89.3%〈89.3%)

デ ア リマ シテ、 コ ノ場合、疑 問反慮 ハ、之 テ陰

性 二加算致 シマ シタ。

陰性者 中、 ソ ノ大部 分ノ・、肺結核症 ト診断 サ レ

テ、 入園 セル モ、現在 ハ、臨躰 上、「レン トゲ ン」

上、殆 ンド、病攣 テ認 ノズ、赤沈 モ正常値、叉

ハ正常値 二近 キモ ノデ、且 ツ喀疾 中結核菌 ハ、

チール・ガ・㍉ ト法 デ、陰性 デ ア リマ シテ、残 リ

ノ少撒者 ハ、重 症頻死 ノ患者 デ ア リマ シタ。

爾、徽 毒反慮 陽性卒 ノ・10.9%(36例 〉デ アリマ

シテ、 吸著實 瞼 ニ ヨリ、結核 トノ重合感染 テ明

ラカニ致 シマ シタ.

2)浄 風 園 二於 ケル雇員、附添婦 ノ成績

被検 血清65例 中

KKRノ 陽 性卒24.6%(16例)

KRノ 陽 性卒18.5%(12例)

デ ア リマ シテ、7.7%(5例)二 於 テ徽毒反慮陽

性者 ガア リマ シテ、全部KRハ 非特異 的陽性反

慮 ヲ呈 シマ シタガ、KKRハ 陰 性 デ アリマ シタ。

故 二KR陽 性者中眞 二結核 ノ反慮 ラ呈 スルモ ノ

ノ、10.7%ト ナ リマス。

3)東 京市衛 生試 験所、昭和醤學專 門學校皮膚

科 、東京市駒込病院 ヨ リ分與 サ レシ血清212

例 ノ中

KKRノ 陽 性率33%(70例)

KRノ 陽 性傘85.8%(76例)

ア アリマ シテ、

徽毒反磨陽性卒18.3%(41例)ノ 中

結核 トノ重 合感染 アルモ ノ9例 アリマ シテ残 ゾ

ノ32例 ハ徽 毒 ノミノデ アリマ ス。 故 二KR陽

性者 ノ中カ ラ、 コ ノ非特 異的陽性 ノ32例 ラ除

外致 シマス ト、眞 二結核 ノ陽性反慮 テ呈 スルモ

ノノ・、20.7%(44例)ト ナ リマ ス。 以上212例

ハ 、臨躰上 ノ・勿論他 ノ何 レノ診 断 モ行ノ・ザルモ

ノデ ア リマ ス。

4)徽 毒反慮陽性者46例 二於 ケル成績

KKRノ 陽 性30.4%(14例)
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KRノ 陽i輩93.5%(43例)デ ア リマス。

即 チ徽 毒 ト結核 ノ重合感染 アル モ ノガ、30.4%

微 毒 一 ヨノt非特 異的陽性 ガ93.5%存 准 スル事 ガ

ワカ リマ ス。

結 語

以上 ノ成績 ヨリ、KKRノ ・KRヨ リモ、陽性率

高 ク、結 核性抗罷 ラ完全 二吸著 シ、徽毒性抗艘

デ吸著 セザル事 ラ 認 メマ シタ。 故 ニ コ ノ方法

ノ、、現在、最 モ優秀 ナル結核補盟結合反鷹 ナ リ

ト思 ヒマ ス。

質 問

野村 勇吉麟 騨

KKR法 ト、KR法 トガ徽毒患者血清 二封 スル

陽性卒 カラ、吸著法 ラ用 フルKKR法 ガ優秀 デ

アル トノ結論 ハ、雨術式 二於 ケル∫アンチゲ ン」

ラ異 一 スル鮎 カ ラ見 テ、少 シク無理 デノ・ナ ィカ

ト考 ヘマ ス。 同 ジ菌粉 末 テ「ア ンチグ ン」 トシ

テ、吸著法 テ行 フ法 ト之 ラ行 ノ・ザル方法 トヲ比

較 ナサイマ シタカ。

(追加)結 核 ヲ臨沐上謹明 シ得 ザル徽 毒患者血

清 二於 ケル拉行検査 二於 テ、S.T.菌 粉 末 テ「ア

ンチゲ ン」トスル場合 ニノ・、遠心沈澱 ヲ行 フ ト否

トニ拘 ラズ、陽性成績 ラ示 スモ ノノ・非常 二甚助

1λ クワロ・トベル クリ ン」デノ・
、ソノ縮 テニ陽性

成績 テ得 テ居 リマス ノデ、吸著 法 ニヨツテ非特

異的陽性反慮 テ示 スコ トガ砂 イ ト云 フヨ リハ、

モツ ト大 キナ原因 ハ 「アンチゲ ン」ノ製法 ニヨル

モ ノデハ ナィカ ト考 ヘ マス。

答

河 本 徹 夫

私 ノ・、實験 シテ居 リマセ ン。

6.肺 空 洞壁拉 二肺乾酪竈 内二於 ケル結

核 菌所見 ニツ イテ(第3同 報告)

際 難 篠翻⇒
第14同 本學會、 第27同 日本病理學會 二於 テ

「アー リン」水 「フク シン」染 色法
、 「グラム」染色

法 三ヨル室洞壁、肺乾酪竈 内 ノ結核菌所 見ニ ツ

イテ報 告 シタガ、 今 回 ノ、「アニ リン」水 「フクシ

ン・グラム 重染色 ラ用 ヒテ、特 二 結核 菌 ノ各

色素 二封 λ・し親和性、形態學的 多檬性等、菌 ノ

細 部構造 卜紅織學的攣 化 トノ關係 ラ観察 シタ。

極 ク大艘 ニツイテ ソノ結果 テ記載 シテ見 ル ト、

一般 二乾酪竈深部 ニアルモ ノノ・甚 グ微 ・1・ナ穎粒

駄 ラ呈 シ「グラム」嗜好性 、室洞壁 ノ如 キ、表層

一 アル モ ノハ「フク シン」嗜好 性 トナツテ菌膣 ノ・

紅 色 二染色 サ レル様 ニナル。 爾微 小 ナ「グラム」

嗜好 性穎粒 ヨ リ、所謂桿状 ラ呈 λル抗 酸性桿歌

菌 二至 ル間 二千種 萬別 ノ染 色上、形態 上 ノ攣 化

ラ見 ルガコノ過程 ノアル時期 ノ菌 ハ、 「デ ラフィ

ー ル ド・マ イヤー
」 ノ「ヘ マ トキ シリン」 ノ ミナ

ラズヴ ィル シヨウスキー ・マ レシユ岡攣 法 ノ鍍

銀 法ニ ヨリ、美麗 二鍍銀 サ レル事 テ知 リ得 タ。

菌 ノ染 色上、形態 上、 多檬性 二關 シテノ・複 雑 デ

アルカ ラ原著 二譲 ル。

7.「 ツベルク リン」及 ビ結核菌 菌饅成分

ノ家兎赤血球 沈降速度 二及ボス影響

二就 イテ

橋 本 直(九 州 帝大細菌學敦室)

結 核 ノ赤血球 沈降速度促進 二關 シテ ノ實験 的研

究 ノ成績 ラ述ベ タ リ.

實験 動物 トシテ家 兎 ラ用 ヒタル故 二赤沈速度測

定法 トシテノ・比較的大量 ノ血液 ラ要 スル ウエ ス

ター グ レン氏法 ノ・探 血二依 ル影響大 ナ ル結果4

得 テ自家考案 ノ赤沈速度測定法 二依 レリ。 即 チ

測定管 ノ・ウエ スター グ レン氏法 ノ ト同長 ニ シテ

而 モ ウエ スター グ レン氏法測定管 二拉立 スルゴ

トテ得、 加之所要血液 ノ僅 カニ0.5娩 ラ要 スル

ノiニ シテ、絢鴇酸 曹達 液 ト血液 ト7'Isl'的比 ノ・

1封4ニ シテ沈 降償 ノ・ウエ"・タrグ レン氏法 ト

殆 ン ド同値 ナ リ。 傳研 製菖 「ツベル クリツ.健 康

家 兎耳翼静脈 内注射 ニテノ・10倍 、100倍 稀 繹液

各、1蝿 ニテノ・何等影響 ナキモ、原液0.5耗 ニ

テノ・著明 二促進 シ、牛型結核 菌10延 感染 「ツベ ル

クリン」陽性家 兎二於 テノ11萬 倍、100倍 、10倍

稀 繹液各1琵 ニテノ・何等 促進 テ見 ズ、前 者 ト同

様原液0.5琵 ニ テ始 メテ著 明二促進 スノLラ見 タ
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リ。斯如大量 テ結核家兎二注射 セル場合 ニテモ

1例 ニモ過敏症現象e見 ザ リキ。

次 二結核菌菌匿成分中二赤沈速度 ヲ促進 セシム

ル物質 ガ存在 スルヤラ知 ラントシテ牛型結核菌

ソウトン培地培養3ケ 月間 ノモ ノテ集積 シ、其

60瓦 テ用 ヒテ大略 アングニ∠三 ノ方法 ニヨリ

「エーテル」、「アセトン」、「クロロホルム」テ用

ヒテ「エーテル」可溶性「アセ トン」不可溶性第1

燐脂質、第 皿燐脂質「エーテル」可溶性 「アセト

ン」可溶性結核菌脂肪、 「クロロホルム」可溶性

蝋脂質及「エーテル」不溶性蒸溜水可溶性第L

第fi水 可溶性物質 ノ六物質テ抽出 シテ各群3日

間 ノ間隔 テ置 キテ、水溶性 ノモ ノノ、全量各4琵 ・

他 ノモ ノハ全量8殖 テ4同 二分チテ免疫 シ赤沈

速度 テ測定セルニ第1燐i脂 質免疫群、第 皿水可

物質免疫群 ガ最モ促進 セ リ。更二是等各物質 ノ

結合膿ナル結核死菌膿及六物質抽出後 ノ脱脂菌

艦残渣物質テ前述同檬 ノ方法 ニヨリ全量50睡

テ5回 二分 チテ免疫 セルニ死菌禮免疫群 ノ場合

ノ・菌禮成分免疫 ノ如 クニ早期ニノ・赤沈速度ハ促

進 セシメ得ザルモ、長期二亙 リテ測定 スレバ第

1同 冤疫後19日 目ヨリ促進 スルテ見32日 目二

於 テ最 モ促進 スルテ見タリ。脱脂菌膿残渣物質

冤疫群 ハ菌罷成分及死菌膿免疫群二比 シ早期 ヨ

リ著 シク促進 シ32日 目ニノ・反ツテ漸次逞延 ス

ル結果 テ得 タリ、是等 ノ免疫家兎 二更二相異 ナ

レル六物質テ再注射 スルニ第1燐 脂質庭置家兎

_第 皿燐脂質テ注射 シタル家兎群及蝋脂質庭置

家兎 二第 皿水可溶性物質テ注射 シタル家兎群 二

促事竺スルテ見タリ。

最後 二各物質4彪 、水可溶性物質各1耗 子牛型

家兎10延 感染後3週 間目「ツt"'ルクリン」反慮陽

性家兎 ノ耳翼静脈 内二注射 スルニ第1燐 脂質、

第 皿燐脂質及第ll水 可溶性物質 ラ用 ヒタル場合

二結核家兎赤沈速度ハ更 二促進 セリ。以上テ約

言 スレバ結核 ノ赤沈連度 ノ促進二關 スル或 ル因

子ノ・結核菌産生物質及 ビ結核菌菌膿成分中ニモ

存在 シ就中、菌龍成分中脱脂菌禮残渣物質ガ最

モ促進 セシメ軍一牛型結核感染家兎 ノ赤沈速度

ノ促進 テ見ザル時期 二於 テモ菌禮成分注射 ニョ

リテ促進 セシメ得ルコ トラ知 リタリ。之二依 リ

テ從來 ヨリ言ハ レタル如 ク結核 ノ赤沈速度ハ結

核病竈組織 ノ崩壌 ノミーヨリテ促進 スルノデハ

ナクテ組織中 ノ結核菌自艦 ノ産生 スル物質及結

核菌破壌 ニヨリテ組織及血液中二浸出シタル結

核菌艦成分 ニヨリテモ促進 セシメラル ・事テ述

ベタリ。

8.種 々ノ揮翌性物質 ノ結核菌蛮育阻止

作用

遠藤 繁清(大連 南浦保養院)

舷 二揮登性物質 ト云 フ ノノ・強 キ匂 テ駿散 サ セル

物質 テ指 シタ ノデ「フ』ルマ リン」、 「ク レオソー

ト」、「グ アコー ル」、 「ミル トール」、 「ベル ガモッ

ト」油、 「ユー カ リ」油、 「テ レピン」雪由、薄荷油、

「サ ンタル」油、 「ラベ ンデル」油、石油、「チモー

ル」、 「チモール」酒精、大蒜、 葱、 韮及 ピ夫等

ノ酒精又 ノ・「エーテル」抽 出液等 デアル。

是等 ノ物質 ガ結核 菌 二封 シテ如何 ナル程度 ノ登

育 阻止作用乃 至殺菌作 用 ラ有 スルカラ決定 スル

ノガ本研究 ノ目的 デ ア リ、其 爲 二種 々 ノ方法 テ

探用致 シタガ、 主 トシテ次 ノ五種 ノ方法 テ用 ヒ

タ ノデアル。

(1)綿 栓 法 之 ノ・ペ トラニ アニ氏培地 二登育旺

盛 ナル結核 菌 ノ濃厚乳剤 ヲ植 へ、其綿栓 ノ最下

部 二可検液 テ0.5乃 至1c・c・ヅ ・浸 £込 マ セ、直

チニ栓 ラ シテ「パ ラフィン」デ 閉 ヂ、之 ヲ艀卵器

二入 レ置 キ、結核 菌 ガ肉眼的 二 見得 ル 「コロニ

ー」テ作 ルヤ否 ヤ テ検 シタ ノデアル。封照 トシ

テハ何等液腱 テ附著 セ シメヌモ ノテ毎同比較 シ

タ事 ノ・勿論 デアル。

(2)滴 下 法 ペ トラニ アニ氏培地 二結核菌 ノ濃

厚乳剤 テ 植 へ、可検液 テ「ピペ"Jト」デ0・5c・a取

リ培養 管 ノ「コ ンデ ンスワッサー」ノ上 二 滴 下 シ

テ後 二法 ノ如 ク綿栓 テ施 シ、「パラフィン」デ封 ジ

培養 スル ノデ アル。

(3)「 シャー レ」法 之 ノ・大 「シ…'・・一レノ 内二 小

「シャー レ」テ入 レ、其 内二 時計皿 テ 置 キ、夫 二
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結 核 菌苔 テ乗 セ、小 「シャー レ」ノ周園 二 可検物

質 テ5c・c・又 ノ・5瓦 テ 入 レ、大 「シャー レ」ノ蓋 ヲ

ナ シ、 日光 ノ直射 セヌ室 内 二置 キ、一定 時 日 ノ

後 二之 テ開 キ、菌苔 テ取 出 シ、 「ゲリセ リン」肉

汁 テ以 テ濃厚 ナ結核菌乳剤 テ作 リ、 ペ トラニア

ニ氏培地 二植 ヘ テ培 養 スル ノデ アツテ、此際結

核菌 ノ・揮磯 瓦斯 二作用 サ レル ノ ミデ、液艦 ニノ・

接鰯 セヌ ノデア リマス。

(4)「 シャー レ」法 感染試験、之 ノ・前述 ノ「シャ

ー レ」法 ニヨツテ作 ツタ庭 ノ菌乳剤 ヲ「モルモッ

ト」ノ皮 下 二注射 シテ置 キ、封 照動物 ガ 明 カニ

感染 シタ時分 レー メル氏反慮 テ検 シ、且又殺 シ

テ解剖 シ、結核 二感染 セルヤ否 ヤ即 チ可検物 ノ

作用 ニ ヨツテ結核菌 ガ死滅 シテ居 ツタヵ ドウカ

テ見 タノデ アル。

(5)「 グ リセ リン」肉汁添加法 可検 液 ノー定量

ヲ「グ リセ リン」肉汁 二加 へ、10倍 液 カ ラ1億 倍

マデ ノ培養液 テ作 リ置 キ、之 二登育旺盛 ナ結核

菌苔 ノー小片 テ成 ルベ ク同 ジ大 キサニ取 ツテ浮

バセ培養成績 テ見ル ノデ アルガ其 際可検液 ノ揮

登 ラ防 グ爲 ノニ綿栓 テ「パ ラフガン」デ封 ジル。

以上 ノ諸法 テ全部 ノ可検物 二就 テ施 シタ澤 デ

ハ ナク、殊 二動物 ノ感染試験 ノ・完 了 セ ヌ部 分 ガ

多 ク残 ツテ居 リ、從 ツテ今 日殺 菌力 二就 テ、ノ・

ツキ リ報 告致 シ条 ネル ノデ、 之ノ・動物試験 ノ完ρ

了テ待 チ、今 日ノ・登育 阻止作 用 テ圭 トシテ報 告

スルニ止 メルガ、之 トテモ補 足 ラ要 スル貼 ガ少

クナイノデ、今 日 ノノ・中間報 告 ノ意味 二御諒解

テ乞 フ。

實験成績

(1)綿 栓 法 ニ ヨツテノ、、「フォルマ リ ン」、「テ レピ

ン」油、 「ミル トール」、「ユー カ リ」油、「ラベ ンデ

ル」油、 「エー テル」、大蒜酒精、大蒜 「エー テル」

等 ガ登育阻 止作用 テ示 シ、酒精 モ70%以 上 ノ

ハ阻 【ヒスル事 ヲ知 リ、石 油 ヤ「ク レオソー ト」、

「グアヤ コー一ル」、「ベル ガモット」油、薄弔貯油等 ノ、

匂 ガ強烈 デ アツテモ、登 育 テ阻止 セヌ事 、又葱

ヤ韮 ハ大蒜 ト似 テ居 ル ケレ ド阻止作 用 ガ無 カツ

タ。

尤 モ弦 二阻止作 用 ガ無 イ ト申 シタノハ少 シデモ

菌 ガ登育 シタ場 合 テ指 シタノデ夫 故弦 二阻 止作

用無 シ トシタ物質 デモ或 ル程度 マデ登育 テ不良

ナ ラシメル トイフ事 ノ・アリ得 ル ノデ アリマ ス。

(21滴 下 法 二於 テノ・「フォル マリン」、 「ラベ ンデ

ル」油、 純酒精、 「ミル トール」、 「チモール」酒

精、 「カ ンフル」丁幾、大蒜 酒精 等 ガ結 核菌 ノ登

育 テ阻止 シ、 「ク レオソー ト」、「グアヤ コー ル」、

「ベ ルガモット」油、石油 「チモール」等 ノ・阻止致

シ マ セ ンo

(3)「 シャー レ」法 ニ ヨル 成績 ノ、殺菌力 テ窺 フノ

ー比較的便利 デアル ト云 フ見込 カ ラシテ、割合

多数 ノ實験 テ重 ネタ ノデ アル ガ、此試験 デ目立

ツ事 ノ・「フ。ル マ リン」、「カ ンフル」丁幾、大蒜酒

精、大蒜 「エー テル」、 「チモー ル」酒精 ノ阻止作

用 デ アツテ、僅 力5時 間 ノ作用 デモ阻止 スル。

帥 チ培養 シテモ 生 ヘナ イ ノデ アル。 「ラベ ンデ

ル」油 ヤ「ユー カ リ」油ノ・糸畠栓 法及 ビ滴下法 デ阻

止作 用 テ示 シタニ 閑 ハ ラズ、此 「シャー レ」法 デ

ノ・4日 間 ノ作 用 デ始 メテ 阻止 スル ノデアル。

「クレオ ソー ト」
、 「グアヤ コール」ガ2日 テ要 ス

ル事 モ少 シク意外 デアル。石 油 二 至 ツテノ・10

日間 デ毛阻止力 テ示 サズ、12日 デ始 メテ阻止 シ

タ ノデアル。 純酒 精 ヤ70%酒 精 ノ・18時 間 デ阻

止作 用 ヲ示 シタガ、夫 ヨ リ短 時間 ノ試験 成績 ハ

遺憾 ナガ ラ今 日 マデニ 結果 ガ 到 ラナカツタカ

亀ラ
、雑誌 二原著 トシテ報 告 スル時 二補 足 スル事

_ス ル
o

(4)感 染 試験 ノ・先 二述 べ タ通 リ、一部分 二過 ギ

ヌガ、大蒜酒精 ト「フ。ルマ リ ン」ノ・1日 間 ノ作

用 デ感染 力 テ失 ノ・シメル、夫 ヨリ短時間 ノ試験

ハマ ダ完 了 セヌ。 「ラベ ンデル」油ノ・夫 ノ ミノ時

ノ・1日 デノ・感染力 テ失 ノ・セ ヌケ レドモ、大蒜酒

精 ト等分 二混 ジタ場合 ノ・1日 間 デ感染力 テ失 ヒ

マ スO

他 ノ物質 二就 テノ感染試験 ノ・他 日二譲 ル。

(5)「 グ リセ リン」肉汁培 養 ノ成績 ノ・、大蒜酒精

ノ・100倍 液 マデ殆 ン ド完 全 二登育 テ妨 ゲ、夫 以

上ハ段 々 ヨク登 育 スルケ レド100萬 倍 マ デノ・影
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響 ガ ァ リ、1000萬 倍 二至 ッテノ・封照 ト同檬 ノ褒

育 ラ示 ス。大蒜 水 ノ・作 用 ガ少 シク弱 ク、螢 育 二

影響 スル ノノ・10萬 倍 マデ ・"アリマ シタ。 大蒜

「エー テル」ノ・大蒜 酒精 ト同様 デ アル。唯 ノ酒精

ハ10萬 倍 マデ影響 アル テ認 メ タ。

然 シ此 「グ リセ リン」肉汁法 デノ・、各試験 管 二浮

ベル結核 菌苔 テ 皆ZF等 ニスル 事 ガ 困難 ナ爲 メ

ニ、 明快 ナ成績 テ見 ルニハ不可能 デ、大 膿 ノ傾

面 ラ知 ル ニ過 ギナ ィ。

以 上未完成 ノ仕事 デノ・アルガ、之 マデニ知 リ得

タ事實 ノ ミラ中間報 告 ノ意味 デ述 べ タ次 第デ ア

ノレo

此試験二於 テ、著明ナ登育阻止作用テ示 シタ物

質ガ、其褒育阻止作用 ト拉行的二殺菌力テ有 ス

ルヤ否ヤ、又夫ガ結核 ノ豫防乃至治療 二幾分力

役立テ得ル可能性 アリヤ否 ヤ等ノ・將來 ノ機會二

譲 リマス。

9.結 核菌 ノ生活要約二就テノ研究(第

一一報絢

若 林 宏(東 大英 内科)

第1、 人型結核 菌 二就 テ ノ研 究

前 同及今 同 ノ演設 テ総括 ス レバ次 ノ如 シ。

1.人 型結核 菌 テ培 養 スルニノ・人工合成培 地 一…一

必 ズ次 ノ諸 要素 ラ含 ム事 ヲ必要 トス。

A、 炭 素源 トシテ、炭 素原 子数3個 テ有 スル 「グ

リセ リン」又 ノ・炭素原子数6個 ラ有 スル「グル コ.

一 ゼ」ノ何 レカ テ適當 ノ濃度 二含 有 スル 事 テ要

ス。 ソノ主適 濃度 ノ、「グ リセ リン」10%、 「グル コ

ー ゼ」5-10%ナ ル モ、「グ リセ リン」ノ方登育旺

盛 ナ リ而 シテ「グリセ リ ン」ノ・ソノ置換艘、「エ ス

テル」又 ハ近似 ノ構 成 ラ有 スル 物質 ニ ヨリテハ

代 用 スル能 ノ・ザル如 シ。

「グル コー ゼ」モ亦 同分子式 ノ異性艘其他 ラ以 テ

代 用 スル コ トテ得 ズ。

爾 「グリセ リ ン」又ノ、「グル コー ゼ」ガ存 在 スル時

ノ・ソ レ以外 ノ炭 素化合物 テ必要 トセズ。

B、 窒素源 トシテ「ア ミノ」化合物叉 ノ、安 門化合

物 ノ何 レカテ必要 トス。 ソ ノ主適 濃度ノ・1アス

パ ラギ ン」2%、 蔭酸安 門0.1%ニ シテ安門化合

物 ノ・比較的濃 キ濃度 二於 テノ・却 ツテ菌 ノ登育 テ

妨 グ、然 レ共一般 二無機有機安 門化合物 ノ・適當

ノ濃度 二於 テノ、「アスパ ラギ ン」二劣 ラザ ル登育

テナサ シム。

C、 燐源 トシテ燐酸化合物 テ必要 トス。 ソノ主

適濃度 ノ・燐 酸加里 ニテ1%ナ リ而 シテコノ場合

燐酸 「イオ ン」ノ存在 テ必要 トスルモ ノ・如 ク、

然 ラザル燐酸結合禮 ノ・燐源 トシテ用 フル コ ト能

ノ、ズ。

D、 硫 黄源 トシテ硫 酸化合艦 テ必要 トス硫酸叉

ハ亜硫酸化合物 ニ シテ、ソ ノ圭適 濃度 ノ・硫 酸 「マ

グネ シウム」又 ハ 硫酸 「カ リウム」ニ テ共 二2%

ナ リ。

E、 合成培地 ノ・右 ノ成分 二適當 ノ水分 ト適當 ノ

PHテ 有 スレバ菌 ノ登育 二支障 ナ シ。 右成分以

外 ノモ ノ「カ リウムイ オ ン」、「マグネ シウムイオ

ン」、 「ナ トリウム イオ ン」、「クロール イオ ン」等

ノ・之 ラ訣 クモ畿育 二支障 ナ シ。

F、 絶封 的必要 ナル物質 ニ テ爾代 用 シ得 ルモ ノ

ア リヤ又絶 封的 ニノ・必要 二非 ルモ登育 二重大 ナ

ル影響 テ及 ボ ス物 質 二就 テノ、別 二後 日登 表 セ ン

トス。

考 察拉 ビニ慮川

上記 ノ實験 ニヨ リ合成培 地 中 ノ人型結核菌 ノ登

育 二封 シテ絶封 的必要 ナル物質 ノ種類及 ソノ濃

度拉 ビニ圭適濃度 ヲ知 リタルテ以 テ、從 ツテ之

テ参考 トシテ從 來 ノ合成培 地 ノ濃度 二多少 ノ改

訂 テ施 シテ更 二良好 ナル培 地 テ製 シ得 ベキハ 自

明 ノ理 ナ リ。 カ ・ル合成培 地上 ノ登育状態拉 ビ

ー、菌 ノ褒育 ニノ・絶封 的 二必要 二非 ルモ、叢育

二封 シテ良好 ナル影響 ラ與 フル物質 ノ研究 二就

テノ・目下施行 中 一ツキ、後 日之 ラ登 表 セ ン トス。

追 加 今 村 荒 男

「グ リセ リンアガー ル」ノ「グ リセ リン」テ漸次減

少 シマ ス ト逡 二「グ リセ リン」ヲ含 有 セヌ普 通寒

天培 養基 二檜殖 スル ヤウニナル事 ラ實験 シテ居

リマ ス但 シ「グ リセ リン」テ含 有 セヌ寒天培 養基

二於 ケル此攣 化 シタ性質 ヲ得 テ來 タ菌株 ノ檜 殖
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ノ・決 シテ 旺盛 デノ・アリマセ ン
。但 シ「グ リセリ

ンム或 ノ・「グル コー ゼ」テ合 ム寒天培 養基 二此菌

株 テウエマ ス ト非常 ニ ヨク登育 シマ ス。

10・ 結核菌 ノ臓 器親和 性二就 テ

多賀 一郎(金澤署大谷野内科)'

余ハ腎臓結核 二關 スル實験的研究 ラ企圖スルニ

當 リ肺結核患者喀疾中 ヨリ培養 セル結核菌 テ以

ツテセルニ家兎ハ腎臓結核 ヲ惹起 スル事稀ニ シ

テ家兎、腎臓結核尿 ヨリ培養 セシ結核菌 テ使用

シテ後100男 二腎臓結核 テ惹起 セシメ得 タル事

ノ、第13、14同 結核病學會二於 テ既二登表 シタ

リ。斯 ル鮎 ヨリシテ結核菌ノ・動物種族 二封 スル

親和性以外 二臓器二封 シテモ親和性テ有スルモ

ノニ非ズヤ ト考へ、肺結核患者喀疾中 ヨリ分離

培養セル人型結核菌及 ビ家兎腎臓結核尿中ヨリ

分離培養 セル人型結核菌4株 ヲ以 ツテ各々ユ

mgテ 家兎耳静脈 内二注入シ4週 一8週 二致死

セシメ、肉眼的二各臓器 テ精細二検 シ肺臓及 ピ

腎臓 ヨリノ・可及的多敷 ノ切片 ヲ作 リ組織學的二

検 セシニ肺臓 二結核性病髪 テ認メザ リシモノナ

ク病慶 ノ程度 二關 シテノ・幾分相異 アルモ著明ナ

ル差異ナク唯腎臓 二於 テノ・肺菌株ラ使用セル35

例中9例 ノ・腎臓 二結核性病攣 ラ認 メシメズ又1

側 ニバ 螢生セルモ ノ4例 アル然ルニ腎臓菌株

32株例中腎臓二結核性病憂 ラ認 メザ リシモ ノナ

ク全例二雨側性二登生 シタリ。斯ル鮎 ヨリシテ

肺菌株 ト腎臓菌株 トノ・腎臓 二封 シテ特異 ノ親和

性 テ有 スルモ ノト断 ジ得ベシ。

追 加 有 馬 頼 吉

興味アル研究 デアル。家兎静脈 内注入ニヨリテ

同檬 ノ経験 テモツモノデアルガ、海狼 デノ・皮下

注射 ニヨリテモ菌株ニヨリ毎 二腎臓 ニモ張 イ病

攣 テ起 スモノト起サ ・"ルモノ トアリ、同檬iノコ

トハ脾臓二就 テモ亦言 ヒ得ル菌株 アリ。

10二 封 シテ 戸 田 忠 雄

結核菌 ノ臓器親和性 ノ研究ノ・動物個膿 ノ感受性

ノ差異テ考慮 スル必要ガアリ吾々ノ・實験成績 ノ

断定二困難 テ感 ジタル コトガ過去 ノ経験ナルモ

今後研 究 ラ綾 ケテ見 タキモ ノ ト考 ヘル。

質 問 石田 守一(九 大細菌)

「モルモット」ノ實験的結核 二 於 テノ、
、必 ズ シモ

菌種 ニ ヨル臓 器親和性 ガアル トノ、簡軍 ニノ、イヘ

ナ イ。同一 ノ人型菌株 ニヨツテモ、「モルモット」

ノ個盟 ニ ヨツテ臓器親和性 ガ異 ルヤ ウデ アル。

此 ノ鮎 テ御教示 ラ願 ヒタ イ。

11.余 ノ分離 セ シ結核菌=百 株 ノ毒力及

ビ之 卜豫後 トノ關係 二就 テ

松久 昇儒埜 髭)

t余 ハ 肺結核 ノ喀疾 ヨリ分離 セ シ175株
、 肋膜 腔

穽刺液 ヨリ2株 、肺結核 ノ血 液 ヨ リ12株 、 腎

臓 結核 ノ尿 ヨ リ6株 、淋 巴腺結核 ヨ リ1株 、 骨

結核 ノ膿 ヨ リ3株 、顔 面狼瘡 ノ血液 ヨ リ分離 セ

シ1株 、計200株 ノ余 ノ分離 セ シ結核菌 ノ毒力

ヲ調査 シ、強 毒菌34株 、 中毒菌148株 、 弱毒

菌18株 二匠別 スル テ得 タ リ。

右 ノ毒力實 験 方法 ハ、 ブルー ノー、 ランゲ氏、

戸田氏法 テ癒 用セ リ.

右 張、 中、弱、200株 ノ結核菌 ノ毒力 ト、該菌

テ得 タル患者 ノ豫後 トテ比較、封 照 シタルニ、

結核菌 ノ毒力 ト結核症 ノ豫後 トノ・必 ズ シモー致
ニ

スルモ ノニ非 ズ、劃 然 タル關係 ラ認 メズ、 ト云

フ結論 二到達 セ リ.即 チ下表 二示 スガ如 シ。

強毒力菌 中毒力菌 弱毒力菌

豫後不良

豫後不明

豫後不墜

豫 後 良

「
0

1
⊥

ー
ム

7
●

-
↓

可
⊥

9
)

0
リ

ワ
●

4

rO

ー
ム

農
U

上表ノ患者 ノ豫後決定法。

10

/

4

4 200株

患 者 ノ豫後 ラ決 定 スルニノ・臨抹症状及 ビ レン ト

ゲ ン寡眞、其 ノ他 テ精 細 二調査 シ、5、6年 乃至

1ケ 年 ノ経過 テ観察 シ、退院 セ シモノノ・問 ヒ合

セテ成績 テ確實 ナラ シムル檬 努 メタ リ。

爾 ホ此 ノ200株 二付 キ、菌型 テモ實験 的 二研究

セシ所、牛型結核菌 ト思 ノ・ル ・モ ノラ認 メザ リ

キ。

結 核菌々型 決定方法。A、 戸 田氏 法 テ 癒用 セ
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リ。

B、 結核菌 テ新 シク分離培 養 セ ン トスル時 ノ結

核菌含有又 ノ・否?ノ 材料 テ、 雑菌塵置後、其 ノ

マ ・家 兎及 ビ海狽 二注射 セ リ.

C、 既 二分離 セ シ菌 株ノ、、10分 ノ1竜 、1醒 、

10彪 等 二生理的 食鞭水稀繹液 テ、家 兎、海狸 ノ

静脈 内、又 ノ・皮 下 二接種 シ、A、B、C、=共2ケ

月 ニ シテ剖検 シ、 其 ノ病攣 ノ歌態 二依 リ菌型 テ

決定 セ リ。

判 定

牛型結核 菌、家 兎及 ビ海猿 二全身結核 テ起 シ結
ら

核性攣 化 ノ著 明 ナ リシモ ノテ牛型菌 トセ リ。

人型結核 菌、 海狽 ニハ全身結核 テ起 スカ又 ノ・致

死的重症 結核 テ起 セ シモ、家兎 ニノ・唯肺臓 ニノ

ミ、稀 ニノ・脾、肝、 腎臓 ノ何 レカニ可 ナ リノ程

度 ノ結核 テ起 スニ止 マ リタルモ ノテ人型結核菌

トセ リ。

追 加1有 馬 頼 吉

人禮 ヨリ得 タル人型 菌 ノ毒力 ハ試獣 二封 シテ必

ズ シモ人 間 ノ病症 ノ輕 重、経過 ノ長短等 トー致

シナ ィコ ト自家 ノ経験 モ松久 君 ノ 設 ニー致 ス

ル。省 ホ我國 二於 テハ人 膿 ヨ リ牛型菌 テ分離 シ

得 ナイコ ト、余 等 ノ数株 ノ菌 二就 テモ同様 デ ア

ル。満 洲 二於 ケル廣木氏 モ同檬 ノ意見ナ リシ ト

記憶 ス。 西洋 デノ・屠師 が牛型菌 二感染 セル報 告

ガ アリシヤニ記憶 スルガ、本邦 ニテハ古老 ノ獣

馨 二之 テ質 シテモ、屠師 ガ外傷 ヨ リ牛型菌 二感

染 セル者 アル テ知 ル者 ガナ ィ。此鮎西洋 ト東洋

ト甚 ダ異 ナル所 、且人牛結核菌 ノ異 同問題 二寄

與 スル所大 ナルベ シ ト考 フル ニヨ リ、速 カニ國

際的 二登表 アランコ トテ從葱 スル。

追 加2崔 永 恭(京 城)

私 ノ・朝鮮 二於 テ過去5-6年 間結核 患者材料(肺

結核喀疾、 腎結核 、 結核性噛膜 炎)ヨ リ約150

株 ノ結核 菌 テ分離 シ得 マ シタガ1例 二於 テモ牛

型 二遭遇 シ得 ナカツ タコ トテ追加 ス。

追 加3戸 田 忠 雄

吾 々モ10年 間 二亙 ル満洲 二 於 ケル 細 験 二於 テ

モ肺結核患者 ヨ リ牛型菌 テ登見 スル コ トガ、 出

來 ナ カツタ。 乍併 牛結核 二接鯛 スル機會 ノ多 イ

人 ラ特 二選 ンダ場 合 ニハbr何 ナル モ ノカBr.

Langeノ 最 近 ハ ・1告二比 シテ 吾 々 ノ、更 二検索

テ畳 ム必要 ガ アル様 二思 フ.

追 加4近 藤 久(京 帝微生物)

私 モ1ケ 年 間 ニ ワタリ、本邦 二於 テ牛型結核菌

ノ感染 ノ有無 テ確 カメル爲二、特 二外國 二於 テ

牛型結核 菌 ニ ヨル感染 ノ最 モ多 イ ト云 ハ レテ居

ル頸部 淋巴腺結核 、小見結核性臓膜 炎 テ始 メ、

腎臓結核、其 ノ他 ノ外 科的結核、肺騨 核等 ノ材

料 ヨ リ約120株 ノ 結核菌株 ラ 分離致 シマ シタ

ガ、今 日迄 ハ未 ダ1株 ノ牛型菌 テモ認 メテ居 リ

マ セ ンガ
、今後 引 キ綾 キ實験 テ行 ヒ追 ツテ登表

致 シマス心積 リデ ア リマ ス。

又今村教授 ノオ話 デ、牛型菌 ノ・培養 ガ困難 デア

ル ト云 フ貼 二關 シマ シテ、Jensenハ 、人型菌 ノ

培 養 ニノ・硫酸前庭 置 テ用 ヒテ居 リマ スニ反 シ牛

型菌 ニハ特 二苛 性曹 達 テ使用 シテ居 リマス。

私 モ此 ノ貼 二關 シ硫 酸前庭 置 ノ再検索 ノ必要 テ

認 メ、元 來、 酸 「アル カ リ」ノ結核菌 二封 スル作

用比 較 二於 テ容量 「プロセ ン ト」テ使用 シテ居 リ

マ スノハ妥 當 ヲ訣 キ、各 同一一規定液 テ以 テ比較

ス可 キデアル トノ見地 カ ラシマ シテ、硫 酸 苛

性曹達 、盤 酸 ノ各種規定液 ノ人型、 牛型、鳥型、

非病原 性抗 酸 性菌 二封 スル作 用 テ見 マ シタ所、

現 在迄 二於 テノ、、結核菌 二封 ジテ、盤 酸、硫酸、

=苛性曹達 ノ順 二害作用 テ及 ボ シ
、 非病原 性抗酸

性 菌 ノ或 ルモ ノニ於 テ、苛性曹達 ノ・硫 酸 二比 シ

著 明 ナ殺菌 作用 テ示 シ、又結核 材料 ヨリノ結核

菌 分離 ノ實 験 二於 テモ亦苛性曹達 ハ硫 酸 二優 ル

モ劣 ラヌ ト云 フ結果 テ得 テ居 リマ ス、 爾本實 験

モ引 キ緬 キ各種 ノ菌株 二就 キ行 フ心積 デ アリマ

ノ ・o

追 加5今 村 荒 男

牛型 菌 ノ培養 ノ・分離培養 ガ困難 ナル モ ノデ アリ

マ スカ ラ培 養 シ得 タ菌 ノ・人型 菌 ダケデ アル ト云

フ ヤウ事 ガ起 ルカモ知 レマセ ンカラ此貼 ハ松久

君 モ注意 シタ所 デ ア リマ スガ分離培養 二就 テー

寸右 ノ事 テ追加 イタ シマ ス。
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12.團 護検査二於ケル喀疾中結核菌培養

二就テ

蟹村爆 麟調
宮城縣師範學校 二於 テ連績5ケ 年 間結核早期診

療 テ行 ツタ影響 二就 テノ・昨年報 告 シタ.昭 和12

年 度 二於 テノ・「レ ントグ ン」拉 二生物學的検査 二

併用 シ喀疾 中結核菌培養 テ行 ツタ。

培地 ノ・余等 ノ燐酸盤味 ノ素鶏卵培 地(PH6.9)テ

使 用 シ、豫 メ交附 セル 滅菌 「シャー レ」二 喀疾 テ

探取 セシメ4%H2SO,ニ テ前 塵置培 養 シタ。

検査人員293名 二就 キ4同 ノ喀疾培養 二於 テ1

名 ノ塗抹 標本陽性 テ 除 キ培 養陽性者20名 テ登

見 シタ。EPチ 「レ」像慶化 ナキモノ2、 初感染浸

潤5、 肺門淋 巴腺腫脹5、 肺門周園炎2、 肺尖結

核3、 再燃性浸潤3デ アル。 塗抹標 本陽性 ナル

者ノ・治癒 シツ ・アル肺結核1名 デ ァツタ。

是等 ノ培養陽性者20名 ノ生物學的反鷹 テ 見ル

ー「ツベ ル クリン」皮 内反慮 ノ・強陽性 デア リ赤沈

速度 ハ培養 時1時 間値10粍 以 下即 チ 促進 セザ

ルモノ14名 アツタ。

培養 陽性者20名 二於 テ1同 ノ ミ培養 シ得 タモ

ノ10名 デ アリ2同 ノ・8名 、3同 ノ・2名 デアル。

培 養 シ得 タ聚落数 ノ・僅少 デア リ聚 落数+11-15

箇)ナ リシモ ノ12名 、十(16-35箇)ノ ・2名 、柵

(36-100箇)ノ ・1名 、冊(101筒 以 上)ノ・5名 デア

ツタ。

次 二培養陽性者 ノ経過 ラ観察 スル ニ初感染浸潤

5中3ノ ・肺結核 トナ リ其 ノ中1名 ハ死 亡 シ、肺

門淋 巴腺腫脹5中1ノ ・肋膜 炎 二移行 シ、肺尖結

核3中1、 再燃性浸潤3中1ノ ・登i熱 テ見 タ.是

等褒病 セ シ者 ヨ リ培養 シ得 タ聚 落数 ノ・多撒 デ ア

ツタガ他 ノ15名 二於 テノ・聚 落数 ノ・僅 少 デ アリ

自覧症状、理學 的所 見 モ無 ク榮養 ノ・良好 デ アツ

タ。

検査人員293名 中 「ツベル ク リン」反慮終始陰性

ナル137名 二於 テノ・培 養陽性 ナル 者1名 モナ

ク、 「ツベル クリン」反慮陰性 ヨリ陽性 二轄化 ヒ

ル者18名 アリ、 之 ノ 中6名 ノ培養陽性者 ラ得

タ。即 チ初 感染浸潤 症2、 肺 門周園炎2、 肺 門淋

巴腺腫脹1、 「レ」像攣 化 ナキモ ノ1デ アル。 初

メ ヨリ「ツベル ク リン」反磨陽性 ナル138名 中14

名 ノ菌培養 陽性者 ガ アツタ。帥 チ肺門淋 巴腺腫

脹4、 初 感染 浸潤3、 肺尖結核3、 再燃性浸潤3、

「レ」像 攣化 ナキモ ノ1デ ァル。 「ッベル クリ ン」

反慮陰性 ヨリ陽性 二 轄化 シタル18名 中6名2P

チ33%ノ 菌 陽性 ナルノ・il,目二値 スル、術初 メヨ

リ「ツベル ク リン」反慮陽性 デ アツテモ肺 門淋 巴

腺腫 脹4、 初 感染浸潤3ノ ・勿論初感染 二入ル可

キデ アルカ ラ初 感染期 ニノ・極 メテ少量 デノ・アル

ガ喀疾 中菌 ガ喀出 セ ラレル コ トガ屡 け ル テ知

ノレo

余等 ノ培 養陽性者20名 一 於 テノ・理學 的所 見 ノ

ミナ ラズ「レ」像 モ於 テモ攣化 ナキ ヵ所 見ノ・極 メ

テ僅微 デアル。 臨躰上理學的所 見及 ビ「レン ト

ゲ ン」所 見無 ク喀疾 中結核菌 ノ 存在 セル テ注

目 セシノ・Cordier(1927)一 シテ彼 ノ・結核菌 ノ

.,,Porteursvalides``ノ 存 在 テ提唱 シヨ リ諸學

者 ニ ヨリ同様 ノ症例 ノ報 告 ガ アツ タ.多 クハ

Bezangon等 ノ如 ク結核菌 ノ・「レ」像9テ モ認 メ

得 ラレヌ肺臓 中 ノ小 ナル病竈 二起 因 スル ト言 ヒ

或 ノ・Meerssemanノ 如 ク健康 ナル 結核 菌喀出

者 テ認容 セルモ ノモ アル。併 シ乍 ラ余等 ノ・長期

ノ定期検 査 』 ヨリ外 見健康 ナル結核 菌喀 出者ハ

初 感染症 ナ ルカ或 ノ・肺臓 中 二陳菖性病竈 テ有 ス

ルモ ノニ シテ「レ」像 二所 見少 キモノデ ァル コ ト

テ知 ツタ.

上 述 セル所 ラ絃括 ス レバ

1.喀 疾 中結核菌培養 ノ・團龍 ノ早期診断 二於 テ

喀疾 中結核菌培養成績

検査
人員

「ソ ベ ル ク リ

ソ」 皮 内 反 磨
培 養
陽性者 上 像 所 見

293

(一)137 0

(+)138
14
(10.1%)

一

上像所見ナキモノ1
肺 門淋巴腺腫脹4

初 感染浸潤3
肺尖結核3
再燃性浸潤3

(一)→(+)18 (3潔蒲 鹸蕨ノi
物感噸蔓潤2
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経濟的且ツ優秀確實 ナ検査方法デアル。

2・ 「ツベルクリン」皮内反庭i陽性轄化二呼磨iシ

テ33%ノ 喀疫中結核菌培養陽性者 ヲ得 タ。

3・ 培養陽性者20名 中経過一於 テ臨躰症朕 テ

現 セシノ・6名 一シテ他 ノ14名 ノ・何等症状デ現

ノ、サズ外見健康者 デマツタ。

13.肺 結核患者尿 ヨリノ結核菌培養二

就テ

岩前 五六(阪 大今村内科)

結 核菌 分離培養 法ノ・1909年UhlenhuthガAn-

tiformin法 テ嚢 見 シテ 以來近年 マ デ最 モ優 秀

ナル方法 トシテ廣 ク 用 ヒラ レタ リ。 最 近佳 吉

L6wenstein-一 ヨ リ硫 酸法登見 セラ レ且ohnハ

之 レニ多少 ノ改良 テ加 へ梢 く完全 二近 キモノガ

現 在一一般 二用 ヒラル。

一方培 地 二於 テモDorsetガ 卵培 地 テ初 メテ登

見 シ、Lubenau,且ohn,Petragnani,L6wen-

stein,小 林 、鈴木 等 ニ ョリ、各個有 ノ卵培地 テ

基礎 トセル培 地 テ創 製 セリ。

近時熊谷 内科 佐藤 ノ・尿 中結核菌培 養 テ、鈴木氏
の

銀杏培地 テ用 ヒ、掲特 ノ培 養法 ニ ヨ リ施 行 シ、

優秀 ナル成績 テ得 タルニ ヨリ之 レテ追試吟 味 セ

＼騒
含有＼
菌量

1 2 3 4 5 6 7 8

+ll+,「 需 「F「 再

上
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十4・・… ・鍛 学 ノ・Kolonie数

リ結 核 菌 分 離 培 養 テ施 行 セ リ。
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難 扇含騰 森魂鐘罵
mg以 下 ノ微 量菌 ノ誰明 ノ・不可能 ナ リキ。

ソノ他種 々 ノ吟 味 ノ結果、熊谷 内科佐藤 氏培養二

法 ノ・非常 二優 秀 ナル方法 ナル事 斗認 メタ リ。

以上 ノ前實験 二次 イデ菌尿 ノ検索 二從 事 セ リ。

實 験 乃'法

今村 内科 入院 ノ肺結核患者及 肋膜 炎患者160名

二就 テ、 ソ ノ尿病 的所 見 ノ陰性 陽性 タル テ論 ゼ

ズ、絡 テー定 ノケ式 ニ ヨリ結核菌謹 明 テ施 明 セ

リ。

實験 結果

160例 中尿 中病的所 見陽性者26名 一 シテ 内9

例 二於 テ結核 菌尿 テ読 明 セ リ。

尿 中病 的所見陰 性者124名 中菌尿讃 明者ノ・1名

ナ リ。 此 ノ1例 二就 テ約1ケ 年絵 ノ経過 テ観 ル

ニ、約1ケ 年後 ヨリ尿 中輕 微 ノ蛋 白陽 性、 白血

球少数 テ謹 明 セ リ。6同 ノ結核菌培養 二於 テノ・、

常 二培 養基上少数 陽性 ナ リ。

結 論

尿 中病的所見陰性 ニ シテ、 シカモ菌尿 症護明 ノ

1例 二就 テ考察 スルニ、約1ケ 年後 二輕微 ナル

総菌尿検索患者分類

贈暫轡種睡 句鶴 核薩
重症

肺結核 中症
輕症

178

塁

30

41・… 上 ○ 善0

31

肋膜炎肺門
淋巴腺結核

1… ・田 ○ 弘 ○ 30

早期浸 潤 0 2

.合 計 26 134
【r

上○善○氏尿所見

-
⊥

一9
旬

月 司 尿 所 見

151X皿!36

21皿137

32811V!37

τ28/VI!37

5 8/X137

1111/386

E(一)

沈 渣n.b.

E(Spur)

沈 渣n.b.

EO.03%

白血球少数

贅 誓勲 鰍 備考
十2十1

十7十10

十6十12

十8十 】o

十c.十5

十lo十7

Dr.(柵 ノ

Milz(十)

=
①
旦
。
壱
g
のδ

尿病 的所 見 テ観 ル。 之 レラ以 テDeist一 派 ガー

過 性 二表バ レル菌 血症 ノー指示標 トシテ ノ菌尿

ラ考 ヘル ヨリモ、 猫初期 腎結核 ノ初登 症状 トシ

テ ノ菌 排泄 ト考 ヘルガ合理的 ナ ラ ント思惟 ス。

14.結 核 菌堵養 ノ形 態 ト酸凝 集 二就 テ

鱒 椛薯(長崎留大病 理)

結核 病竈 組織 内二於 テ結核 菌 ノ・厘撃 凝集 シ、或

ノ・塊 状 トナ リ或 ノ・刺 犬二接著 シテ存在 スル等種

種 ノ凝集 ノ形 ラ探 ル事 アルノ・、余等 ガ飢 二記述

セル所 ノ如 シ。 然 ルニ組織 内二於 テノ・或 ル場合.

ニ ノ・菌 ノ・個 々軍掲散 在性 二撒布 スル事 ア リ、即

チ結 核病攣 ノ初 メ ト思ノ・ル ・白並'球性病竃 ノ時

期 二於 テノ・散在性 二存在 シ、攣化 ガ壌死 二移行

スルニ及 ビテ凝集塊 トナルモ ノ多 キ テ登 見 ス。

弦 二於 テ余等 ノ・結核 ノ病的産物 ガ結核菌培養

上、菌集落 嚢育 二及 ボ ス影響 ヲ研究 セ ン ト欲 シ、

4%「 グ リセ リン、 ブイ ヨン」培甕基 二結核性膿

(1%結 核 菌浮游液 ラ 家兎皮下 二注射 シテ得 タ

ルモ ノ)テ約2-3%ノ 割 合 二加 ヘ テコ レニ結核

菌 テ培養 シタル ニ、結核菌 ノ・コノ培養基 中 二於

テノ・概 ネ山脈駄或 ノ・磯級状 テ呈 シ、叉 ノ・塊 歌 ニ

シテ中心 二於 テ上方 二高 ク盛 リ上ル集 落 テ形成

(以下之 テ山型 ト構 ス)ス ル ニ反 シ、封 照 タル普

通 ノ4%「 グリセ リ ンブ イヨ ン」培 養基上 ノ集落

ノ・卒面 二鑛ガ リテ 登 育 シ盛 リ上 ルガ如 キ形 テ探

ラズ(以 下之',ZF型 ト構 ス)。 然 シテ山型 ハ比較

的強固 二塊 マ リテ存 スルニ反 シ、ZF型 ノ・容 易二

分離 シテ細片 トナ リ易 ク、 コノ液龍培養基 テ少

シク揺 リ動 カス時 ノ・パ ラパ ラニ周 園へ離散 ス。

即 チ結核性膿 ノ影響 ニ ョ リテ結核菌 ノ・肉眼的 二

集 落 ノ形 ノ上 二憂 化 ヘル事 テ實験 シタ リ。

次 二結核菌集落 ノ斯 クノ如 キ 形 ノ漿 化ハ所謂

「デツ ソチ アチ オ ン」(Dissoziation)ト 同様 ノi現

象 ト想像 セ ラル ・所 ニ シテ、所謂R型 ノ・其 ノ記

載 山型 二相當 シ、S型 ノ・李型 二相 當 スルが如 ク

思 考 セラル。然 シテ是等 山型或 ハ李型 ノ形 ノ上

二攣 化 テ生 ズル所 以 ラ考 フル ニ、 爾者 ノ凝集性

二強弱 アル ニ由ル モ ノナ ラン ト想像 セ ラル ・ガ
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故 二雨 型 ノ酸凝集 ノ強弱 二就 テ實験 セ リ。 帥 チ

酷酸曹達、 酷酸及 ビ監酸、 第二 「フタール」酸加

里 ラ用 ヒテPH2.2-7.0間 ノ緩 衝液 テ作 リ、之

二雨 型 ノ1%結 核菌浮游液 テ加ヘ テ2時 間後及

ビ15時 間後 二之 テ検 シタル ニ、酸 凝集 ノ・山型

二於 テ強 クZF型 二於 テ弱 シ。 即 チZF型 二於 テハ

約PH2.2-4.8位 マ デ凝集 入ルニ 過 ギザル ニ、

11.1型ノ・約PH2.2-5.6位 マ デ凝集 ス。帥 チ凝集

ノ範園 二於 テ相違 テ示 スナ リ。然 ルニ弦 二興味

アルノ・、 山型 ノ凝集 二於 テハ普 通 ノ凝集即 チ白

雪様黒胡犬ノ凝集 又ノ・沈澱物 トナ リテ凝集 スル等

ノ凝集 ノ形 ノ他 二、P且4.6-5.0ノ 貼 二於 テ菌

凝集 ハ線條様、粘稠 ナル物 質 トシテ凝集 スル事

ニ シテ、凝 集 ノ模様 二、即 チ凝集 スベ キ物質 二

於 テ山型 ト卒型 トー相違 アル事 テ登 見 シ、菌禮

以 外 二粘稠 ナル物 質 ノ存在 テ想像 シ、其 ノ凝集

最適鮎 ノPHガ4.6-5.0ナ ル テ 思 ノ、シムル モ

ノナ リ.

今 此 ノ凝集 シタル菌 塊 テ探 リテ顯微鏡 下 二検 ス

ル ニ、 山型 ノ凝塊及 ビ特 二御條様粘稠物 質 二於

テノ・結 核菌菌膿 ノ周園或 ノ・菌禮 ノ 間 二 石炭 酸

「フク シン」溶 液 ニ テ淡 赤色 二染 色 スル物 質即 チ

抗 酸 性 ノ物 質 ノ存在 ガ読 明 セラル ・二反 シ不型

ノ結 核菌凝塊 二於 テノ・殆 ド褒 見 シ得 ズ。帥 チ山

型、 李型 二分 ル ・所 以 ノー ハ斯 ノ如 キ抗 酸 性物

質 ノ存在 二,基クモ ノニ非 ルヤテ想像 セ シムルモ

ノニ シテ、此 ノ淡赤 色雲片歌 或ノ・星雲状 二菌塊

テ取 リ霧キ テ存 スル物 質ノ・石炭酸 「フク シン」溶

液 、5分 加温染 色 ノモ ノテ5%硫 酸液 二10-15

秒 浸 漬、65%酒 精1分 浸 漬、 脱色 スル時甚 ダ明

瞭 二存在 シ、5%硫 酸液3分 浸漬、65%酒 精1

分 浸漬、脱 色 セル時ハ可 ナ リ罷 色 ス レ ド術其 ノ

存 在 テ十分認識 スル コ トテ得。尚此 ノ物 質 ノ外

二菌 盟 ガ明 カー崩 壊 シテ生 ジタ リト思 ノ・ル ・菌

禮 陰影様物 質モ認 メ ラル。

次 二菌 「デ ツソチアチオ ン」R型 、S型 ガ之 ト同

様 二酸凝集 二相違 テ呈 スル ヤ否 ヤテ知 ラ ン ト欲

シ、先 ヅ大原 赤痢 菌、 「パ ラチ フス」B菌 テ解離

シ同様 二酸凝集 テ検 シタルニ、大原 赤痢 菌 二於

テモ、 叉 「パラチ フス」B菌 二於 テモR型 ノ・凝集

張 ク、S型 ノ・凝集弱 シ。 サ レ ド是等 ノ菌 二於 テ

ノ・結核菌 山型 ノ場合 二於 ケルガ如 キ線條檬 粘稠

性凝集 ノ出現 ハ之 テ見ザ リキ。

次 二結核菌 二就 テR型 、S型 ノ解離 テ「ペ トロ

フ」固形培 養基 二於 テ出現 セ シメ、之 ト酸凝集 ト

ノ關係 テ検査 セ リ。 即 チ該培 養基 二生 ジタル集

落 ノ・岩 ノ如 ク盛 リ上 ル菌塊 テ作 ルモ ノR型 ト、

縮緬雛 ラ呈 スル圓形 二李 タク生 ズルモ ノS型 テ

得 タ リ。嚢 キニ液禮培 養基 二於 テ得 タル山型、

}卜型 トノ・少 シク形 ヲ異 ニ スル事勿論 ナルモ、大

禮 二於 テ雨 者同檬 ノモ ノ ト見 ルベ ク、其 ノ酸凝

集 ノ・S型PH4.0位 迄 凝集 スルニ 過 ギザル ニ、

R型 ノ・PH5.2迄 凝 集 ス。而 シテ 線條様粘稠 ナ

ル物 質ノ・之 二於 テハ前述結核膿 テ加ヘ タル場合

(lll型)ノ 如 クニハ明瞭 ナ ラザ リシモ爾 之 ラ認 メ

且器底 二沈澱 セル凝塊 テ取 リ出 スニ際 シ、粘稠

ナル物質 ガPH5.0附 近 ニテ引 キ出 サル ・事 テ

R型 二於 テ認 メ タ リ。

次 ニ コ レガ顯微鏡 的所 見 二於 テ、R型 ノ俘游菌、

或 ・・凝塊、又 ノ・粘稠物及 ビ沈澱 二於 テ抗 酸 陞淡

赤染星雲状物質 ガ菌 ラ園続 シテ、或 ハ菌腱間 二

存 スルテ認 メタル ニ、S型 二於 テノ・之 テ認 メズ

シテ唯菌塊 ノ陰影 テ認 ムル ノミナ リキ。即 チR

型 、S型 解離 二於 テモ全 ク山型、李型 ト同様 ノ

事 實 テ認 メタ リ ト言 フベ シ。

以 上 ノ實験 結果 ニ ヨリテ、結 核菌ハ動物罷 ノ病

的産物 ノ影響 ニ ヨリテ、又 ハ結核菌 ノ性質 ニヨ

リテ、 山型、李型 又ノ・R型 、S型 ト匠別 シ得 ル

集落 ノ形 ノ攣 化 ラナス事 テ認 メ、此 ノ集落 ノ攣

化 ノ、結核 菌 ノ凝集 状態 ノ攣化 ニ ヨツテ招來 スル

モ ノナル事 テ確 認 シ、此 ノ凝集状態 ノ攣 化ハ多

分菌膿 ヨリ生 ズル抗酸性淡赤染星雲状物質 ノ壇

生 二基由 スルモ ノナル テ想像 セ シメ、此 ノ物 質

ハPH4・6-5.0二 於 テ最適凝集鮎 ヲ有 シ、菌 ノ

凝集 テ助 長 スルニ非 ズ ヤ ト思考 セラル。 即 チ環

境 ノ攣 化 二件 ツテ結核菌 ハ ソノ凝集能 ノ攣 化 テ

來 タ シ、集 落 ノ形 ノ上 二攣 化 テ來 ス ト推 察 セ ラ

ノレo
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以上本研究 ノ結 果 ニヨツテR型 、S型 テ生 ズル

所以 ラ推察 シ、 又環焼攣 化 ニ ヨル結核菌 ノ順 慮

性 テ知 リエタ リ ト信 ズ。

討 論

占 部 薫(九 大細菌♪

演 者 ノ云 ノ・レルR型 、S型 ナル モ ノノ・演述 内容

及 ピ圖 二糠 ツテ見 ルニ眞 ノR型 、S型 ナ リ トノ・

首青 シ難 イ。之 ノ・飽迄 「山形」、 「卒形」ノ名稽 テ

以 テ セラレル ノガ妥當 ト思 フ。

15.結 核 ノ刺戟療 法

屠學博士 大谷 彬 亮
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第一章 緒 言

結核 ノ治療法 トシテノ・多種 多様 ノ方法 ガ アル

が、外科的虎置 テ除 ケバ結局第一 二患者 ノ治癒

能 力 ノ檜進法 ト、第ニ ニ刺戟療 法 トノニ種 二大

別 スル コ トガ出來ル ト思 フ。從來結核 ノ化學療

法 トシテ世 二畿 表 サ レタモ ノノ、殆 ド悉 ク刺戟療

法 二屍 シテ居 ル。

元 來刺戟療 法ハ ソノ慮 用法 ノ如何 ニ ョリテ有赦

トモナ リ有害 トモ ナルモ ノナ レバ後 章二述 プル

施 行治則 テ違守 スベ キノ・勿論、患盟 二褒現 スル

諸種 ノ現象 ヲ精密 二観察 シ、適正 ナル判断 ラ下

シ、合理的 二治療 テ進 メテ行 カナケ レバ良 イ成

績 ハ塞 ラヌ。殊 二患購 二於 ケル治癒能力 ノ強弱

ノ・本療 法 二至大 ナル關係 アルラ以 テ先 ヅ此鮎 二

關 シテー言 シテ置 ク。

治癒能 力

患者 ノ治癒能 力ノ・結核治癒 ノ唯一 ノ原動力 デア

ル。之 ラ無硯 シテハ結核 ノ内科的治療 ノ・不可能

デアル。刺戟療法 ノ如 キモ此 ノ患者 自身 ノ保有

スル治癒能力 テ基礎 トシタモ ノデ、若 シ患者 二

之 ガ鋏乏 シテ居 タナ ラバ本療 法ノ・有 害 二作 用 ス

ル バ デ、有数 ニハ決 シテナ ラナ イ。

結 核 ガ自然 二治癒 スル コ トアルハ先進 ノ學 者 ガ

教 ヘ テ居 ル。是 ノ・ソノ個艦 ノ有 スル治癒能 力 ノ

作 用 ニ ヨル モ ノデ此能 力 ノ・大 多撒 ノ人 々二存 シ

テ居 ル。吾人 臨躰家 ガ結核 患者 トシテ取扱 フ者

バー時的 二叉ノ・持緬 的 二此能 力 ノ訣 乏 シタ少撒

ノ不幸 ナル人 々二過 ギナ イ。

治癒能 力 ノ根源 トナルモ ノノ・身禮各部器官 内一

存 スル網状織 内被細胞、 白血球等 ノ特殊細胞 ヤ

罷液 中二存 スル・補膿 ナ ドノ先天性 ノモ ノ ト、罹

患 ニヨ リテ登 生 スル免疫及 ビ病竈周圃 二存 スル

肉芽組織細胞等 ノ後天性 ノモ ノガアル。本能力

ノ張弱 ノ・全 身 ノ各器官 ノ機能 ノ消長 ト密接 ナル

閂係 ガアル モ ノデ、患者 ノー般状態 ガ良好 ナル

時 ハ疾病 ノ経過 モ亦良好 デ アル ノノ・此爲 メデ ア

ノレo

以上述 ベ タル治癒能 力ノ・各患者 ニ ョリテ大 ニ ソ

ノ強弱 ラ異 ・」スルハ勿論 、 同一人 ニ ア リテモ身

禮 内外 ノ諸條 件 ニ ヨリ刻 々二攣動 シテ居 ル。署

家 ハ此鮎 二關 シテ注意 シ、特 二刺戟療 法 ノ如 キ

本能 力 テ基礎 トスル治療法 ラ行 ノ・ン トスル際 ニ

ハ深甚 ナル注意 テ彿 ヒ、、之 ラ減 殺 スルガ如 キテ

避 ケ、之 テ助 長 スルニ努 メナケ レバ ナ ラヌ。而

シテ此貼 二關 シテハ第四 ～;窒二於 テ述 プル コ ト・

ス ルo

刺戟療法 ノ範園

刺戟療法ノ、後述 ノ如 ク病竈反慮 テ惹起 スルコ ト

ニヨリ治赦作用 テ呈 スルガ故 二其範園 二關 シテ

次 ノ如 ク云 フコトガ出來ル。

線 テ病竈反癒 ラ起 ス療法ノ・刺戟療法 二属 ス。

斯 ク云 フ時ノ・「ツベル ク リン」療法 ヲ始 メ沃 度療
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法、金及 ビ銅ナ ドノ重金属療法、諸種藥品 ノ濃

厚溶液静脈内注射療法、日光浴療法、太陽燈療

法、灸療法等極 メテ多数 ノ結核療法ハ刺戟療法

二属 スル。勿論是等療法中特殊 ノ治数作用テ有

スルモ ノハ其作用 ト同時二刺戟療法 ノ意味二於

テモ作用 スル。唯此際注意スベキハ是等療法ハ

刺戟療法 ノ施行法則 テ違守 シテ行ノ・ナケレバ無

数 トナルノミナラズ時 二有害 トモナルデアラ

ウ。彼 ノ「カル シウム」溶液 ノ静脈 内注射 ノ如キ

モ「カル シウム」ノ清炎作用 ラ過信 シテ過大量テ

然 モ短 キ間隔 テ以 テ度々注射 シ、消炎作用テ見

ナイ ノノ・マダ シモ、病竈 ノ炎性症状 テ増激 シ、

逡 ニハ疾病 ノ増悪 テ招來 スルガ如 キ場合モ砂 ク

ナ イ。

第二 章 刺戟療法 ノ本態

刺戟療法 ノ本態 二關 シテ次 ノ如 ク云 ヒタイ。

刺戟療法ハ患艦 ノ保有 スル治癒能力 ラ鞭捷 シ

テ疾病 ノ治癒 テ促進 スル療法ナ リ。

刺戟療法 二於 テノ・刺戟禮 二治癒能力 テ期待 シナ

イ。化學療法二於 テハ治療剤 ガ病原禮二直接作

用 シ之 テ滅殺 シテ疾病 ノ治癒 テ促進 スルガ、刺

戟療法二於 テ使用スル刺戟膿 ノ・直接病原罷ニノ・

作用 セズ、患者 ノ艦細胞 二作用 シテ間接 二病原

燈二作用 スルモ ノデアル。換言 スレバ刺戟療法

二於テノ・治癒能力テ患禮 二賦與 スルモ ノデハナ

イ。此鮎本療法 テ實施 スルニ當 リテ特 二重要ナ

ル意義 テ有 シテ居ル。第五章 二於 テ述 ブル施行

法則 ノ如 キノ・全 ク之 テ基礎 トシテ編立テラレタ

モノト云ツテヨイ。 ソシテソレガ又臨休 ノ實際

トモ極 メテヨク適合 スル。

刺戟 ニヨル身膿 ノ攣化

刺戟膿 ラ人艦 二與ヘタル場合極 メテ多種多様 ノ

身膿的攣化ラ惹起スルガソノ詳細二就 テハ弦 二

省略 スル。唯健康膿 ト患禮 トデノ・ソノ攣化 ノ程

度二於 デハ 勿論、質二於 テモ異 ナルモノガァ

ル。而 シテ患膿 二於 テハ諸種刺戟 二封 スル鋭敏

ノ度高 キノミナラズ、病竈 ヲ形成 スル結核 ノ如

キデノ、所謂病竈反慮ヲ惹起 スル。此病竈反慮ハ

健膿 デノ・全然見ルコ トノ出來ナイモノデ、而 モ

刺戟療法 ノ治敷作用二關 シテ最大重要ナル攣 化

ア ア ル 。

元來反慮ハ疾病本來 ノ症歌ガ刺戟禮 ノ作用ニヨ

リテー時的二檜劇スル ノ現象デアル。刺戟龍 ラ

與ヘテカラ反癒症状 テ呈 スル迄 ノ機轄ノ・各刺戟

膿 ノ異ナルニ從 ヒテ差 ガアル ノデァラウガ、 ソ

ノ詳細ハ今 日筒不明デァル。是等 ノ研究ハ學者

二譲 リ吾々臨躰家ノ、惹起 サレタ反慮二就テ注意

シテ居 レバヨイノデアル。

反慮ノ、全身反慮 ト病竈反癒 トノニ種 二幅別サ

レ、全身反慮 トシテノ・膿温 ノ上昇、頭痛、倦怠、

食慾不振、盗汗、睡眠障碍等 ガ最 モ厘 ≧議現ス

ル。病竈反慮ハ病竈 ノ位置ニヨリ夫々 ノ症歌 テ

呈 スル。例ヘバ肺結核デハ咳瞬如喀疾 ノ増加、血

疾 ノ出現、胸痛、肩凝、水泡音 ノ塘加、濁音ノ

檜張等 ガ主ナルモノデアル。是等 ノ反慮ノ・軍掲

二或ハ撒種相件 フテ登現 スルコ トがアル。

反鷹褒現 ノ時期ノ・早キノ・刺戟膿投與後1乃 至2

時間多クハ5時 間 ヨリ18時 間位 デアル.稀 ニ

ハ48時 間以後二始 メテ反磨症歌テ 見 ルコトモ

アルガ、是等ハ恐 ラク純梓ナル反慮デハナク、

患者 ノ不囁生 ト刺戟 トノ合同作用 ト見ルベキデ

アラウ.次 二反慮症状 ノ持績期間ハ短キハ僅カ

ニ1乃 至2時 間二過 ギナイモ ノモアルが普通撒

時間 ヨリ1叢 夜位 デアル。然 シ刺戟ガ強キニ失

シタル場合、患者 ノ抵抗力薄弱ナル場台、不囁

生ガアツタ場合ナ ド激 日間モ持績 スルコ トガア

ル。術之以上永綾 スルモ ノハ特 二之テ増悪 ト呼

ビ吾人 ノ最モ忌 ム所 デアル。

以上 ノ反慮期 テ過 グル ト症状 ノ輕快 スル時期ガ

來ル。尤モ斯 カル数果ノ・患膿 二治癒能力ガ充實

シテ居ル上二與ヘラレタル刺戟 ガ適度デアツタ

場合二限 ラレル。若 シ治癒能力鋏乏 シ抵抗力薄

弱 ナル者二刺戟 ガ與ヘラレタ時ノ、假令 ソレガ適

度 デアツテモ徒 ラニ反慮 ノミ著明且ツ永績 シテ

致果ハ基 ラヌ.ソ レデ反慮 ガ永綾 スル患者ハ本

療法テ禁忌 トスルノデアル。

反慮 ト敷果 トハ臨林上正反封 ノ現象 デァルガ之

ラ生物學的反癒 トシテ親ル時ハ同一反慮 ノ唯相
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テ異ニスルニ過 ギナィ。 ソレデ或ル反磨症状ガ

術存 スル時期 二於 テ他方 デハ既二数果 ガ暴 ガル

コ トモ稀 デノ、ナイ。

第三章 刺戟療法 ノ治敷作用

刺戟療法 ノ治数作用 トシテ從來種々 ノ學設 ガ褒

表サ レテ居ルガ矢張病竈反慮ガ最モ重要ナルモ

ノト思バ レル。人ニヨリテハ患禮二治癒能力充

實 シテ居 レバ疾 病ハ直 チニ治癒二赴 クモノ ト思

フカモ知 レヌ。然 シ事實ノ・左様二簡軍ニハ解決

サ レヌ。例ヘバ免疫 ノ程度ニ シテモ比較的輕症

デ速カニ治癒`赴 ク者 ヨリ、重症ニシテ容易二

輕快 シナイ者二於 テ遙 カニ高 イノテ普通 トス

ル。 ソレノ・病原膿 ガ病竈 テ形成 シテ居ル時ノ・假

令免疫ノ・高度二成立 シテ血液中二多量ノ免疫禮

ガ謹明サレル場合ニモソレガ病竈深部二到達ス

ルコト困難 デ、結局病原罷 ハ免疫禮 ノ作用テ免

カレル爲メ容易二死滅 シナイ。腸 「チフス」菌 ノ

如キ比較的抵抗力 ノ弱 キ菌種 デモ之 ガ病竈周園

二厚 キ肉芽組 、kノ形成 ヲ見ル時ハ免疫禮 ノ作用

テ免 カレテ容易二絶滅 シナ イ。 マシテ結核菌 ノ

如キ抵抗力張大ナル菌種 ガ厚 キ肉芽組織 デ包園

セラレル時ノ・容易二死滅 シナイノハ 當然デァ

ル。今斯カル際患禮ニー定 ノ刺戟 ラ與へ病竈反

慮 テ起サ シムル時ノ・新 ラシキ滲出液ガ多量二生

ジ、之ガ病竈深 邪二到達スル。此滲出液ノ・免疫

禮ハ勿論、其他 ノ抗菌性物質モ含有 シテ居テ、

之 ガ病竈深部 二潜在スル病原農 二作用 シ、之 ト

同時二新鮮ナル白血球 モ病竈 内二侵入 シテ病原

禮ラ攻撃スル。斯 クシテ病竈反慮ノ・患膿 ノ保有

スル治癒能力テ動員 シテ之テ病竈 内二途 リ込 疋

其威力テ褒揮 スル ノ機會 ラ褒作 スル。

刺戟療法 ノ止血作用 ト治敷作用

線テノ刺戟療法 ニハ 止血作用 ガアル。「カルシ

ウム」溶液 濃厚食盤水 ノ静脈内注射ノ・勿論、

「チアノクプロール」、「ツベルクリン」、沃度,
「レントゲ ン」線照射等ニモ止血作用 アルテ報告

サレテ居ル。是等ノ・皆刺戟療法 二厩 シ、病竈反

慮 テ惹起 スル病竈反慮 テ起 セバ病竈 ノ充血 ラ來

シ出血 スコトモアルガ、之 二止血作用 ガアルコ

トハー見矛盾 シテ居ル様デアル。然 シソレノ・事

實デアル。元來毛細血管ノ・血液循環 ノ原働力 テ

有 シテ居ルガ、病竈周園 ノ毛細血管ハ時 二病毒
　

ノ作用 テ蒙 ム リ其機能 ガ庶癖 シ、血液 ノ運行 ガ

停止 シテ暗紫色 テ呈 シテ居 ル コ トガ アル。斯 カ

ル病竈 カ ラノ・ヨク出血 スルテ見 ル。 ソレノ・毛細

血 管 ノ麻痺 ニ ヨリ血液 循環 ガ障碍 サ レテ居 ル時

二血管 ノー 部 二損 傷 ガ アレバ ソコヨリ多量 ノ血

液 流出 テ見ル デアラ ウ。斯様 ナ際 二適 度 ノ刺戟

テ與 ヘ テ病竈反鷹 ラ起 サ シメ、病竈 周園 ノ 「チ

ア ノー ぜ」去 リ、鮮紅 色 テ呈 スル ノノ・毛細血管 ノ

麻痺 ガ除 去サ レタ詮 デアツテ、從 ツン止血作用

ガ現 ノ・レル。若 シ然 シ刺戟 ガ強 キニ失 スル時 ノ・

毛細血管 ノ麻癖 ハ愈 亙高度 トナ リ、 出血 ハ盆 ≧

大量 トナル。臨休 ノ實際 二於 テ刺戟 ノ直後一旦

出血量 ラ檜 シ次 デ 止血 スル ノテ ヨク 見受 ケル

ガ、之 ハ毛細血管 ノ麻癖 ガー時高度 トナ リ、次

デ ソノ機能 テ恢 復 スルカ ラ ト思 バ レル。

刺戟療 法 デ止血 ノ目的 テ達 シタ場 合 ソノ刺戟 ハ

疾 病 ノ経 過 ニモ 良 キ 影響ラ 與 フルモ ノデ アル

ガ、 ソレノ・毛細血管 ノ機能 ガ改善 セラレ、 ソノ

結果 トシテ病竈周 園 ノ肉芽組織 ノ榮 養 ガ良好 ト

ナル。 肉芽組織 細胞 ノ・病 原膿 二封 シテ身盟 中デ

最 モ抵抗力乃 至攻撃 力強大 ナル細胞 デ アルガ、

此 ノ榮養 及 ビ機能 ノ改善 ハ疾 病 ノ経過 二良 キ影

響 テ及 ボ スコ ト當然 ト云 ハ ナケ レバ ナ ラヌ。

刺戟療 法 ノ鎭痛作用 ト治数作用

線 テノ刺戟療法 二鎭痛作 用 アル コ トモ周知 ノ事

實 デアル。病竈 部 ノ疹痛 ノ原 因ハ軍 一 ノモ ノデ

ノ・アルマ イガ、少 ク トモ其 一部 ハ病竈部組織液

ノ水素 「イオン」濃度 ガ高 マル コ トニ基 因 シテ居

ル。此際刺戟i療法 テ施 シ病療反鷹 ラ惹起 セシメ

血管 ノ機能 テ改善 シテ病竈部組織液 ノ新 陳代謝

テ盛 ンニ シ、水 素 「イオ ン」濃度高 キ陳 薔組織液

ラ駈逐 シ、新鮮 ナル モ ノ ト交代 セ シムル時 ノ・癒

痛 バー時 二清退 スル デア ラウ。又疹痛緩解 ト疾

病 ノ輕快 トハ相作 フテ褒現 スルモ ノデ アルガ、

前述 ノ組織液 ノ新陳代謝 ハ肉芽組織細胞 ノ機能

テ改善 シ、疾病 ソノモ ノ ・経過 テ良好 ニスルモ
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ノト思バ レル。

以上刺戟療法二於 ケル病竈 ノ攣化ハ本療法 ノ最

大重要ナル現象 デアツテ、之ナクシテハ赦果 テ

暴 グルコトハ出來 ナィ。刺戟療法 ノー部門デア

ル局所刺戟療法デハ全身的二殆 ド何等 ノ作用 テ

呈 セズ、唯病竈反慮 ノミテ惹起サセルコ トガ出

來ルガ、 ソノ治療成績ハ寧 ロ他 ノ刺戟療法二比

シテ優秀デァル。此事實ハ刺戟療法二於 テ病竈

反慮ガ如何 二重要ナルカラ詮 シテ鹸 リアリト云

ノ、ナケレバナラヌ。又是 アルガ故 二総 テ病竈反

庶 ラ呈 スル療法ハ刺戟療法二属 スト云 フコトガ

出來ルノデアル。

原形質賦活作用設

刺戟療法 ノ治敷作用 二關 シテワイカル トハ原形

質賦活作用設 ヲ唱 へ、 之テ支持 スル學者 モ砂

クナィ。本読 ニヨレバ生禮 二或 ル刺戟 ヲ與 フレ

バ各種細胞 ノ機能元進 シ、 ソノ生活力及 ビ病原

二封 スル抵抗力 ノ壇進 テ來 シ疾病 ノ治癒 テ促進

スル ト云 フニアル。本設モ刺戟療法 ノー部 ラ設

明 シテ居ル コトハ確實デアル。然 シソノ圭要ナ

ルモ ノトハ信 ぜラレナイ。 ソレノ・慢性傳染病 ガ

容易二治癒 二赴カナイノハ必 ラズ シモ治癒能力

ノ訣乏二基因スルモノデナ久 病竈深部二漕在

スル病原膿ガ患禮 二充實 セル治癒能力 ノ作用テ

免 ガル ・ガ故デアルコトニ思 ヒ到 ラバ原形質賦

活作用詮 ノミラ以テ刺戟療法 ノ全膿ジ設明スベ

カラザルテ了解 スル コトガ出來ルデアラウ。

然 レドモ次章二述 プル 肝臓 ノ赤外線照射ニヨ

リ、肝細胞 ノ機能 テ充進 セシメ、 ソノ解毒作用

テ旺盛 ニシ、諸種 ノ中毒症状ヲ除去 スルノ法 ノ

如キノ・當 二此原形質賦活作用読テ以 テ設明スベ

キモ ノデアル。又諸種刺戟療怯 二於 テー方病竈

反慮 ニヨル治敷 ラ基 グル ト同時二他方二於 テ原

形質賦活作用 ノ起 ルコ トモ否 ムコ トノ・出來 ナ

イ。唯刺戟膿 ノ分量及 ビ刺戟 ノ間隔等本療法二

最 モ重要 ナル事項ハー ツニ病竈 ノ歌態如何 ニヨ

リテ定r・ルコ トテ忘 レテハナ ラヌ。

第四章 治癒能力檜進法

患膿 ノ治癒能力 ガ刺戟療法 ノ基礎 トナルハ前述

ノ通 リデアル。 サ1ノバ之ガ清長二就 テハ本療法

ラ行ハ ントスル者 ノ最 モ深 キ注意 テ彿 フベキハ

當然 ノ義務 ト云ツテヨイ。而 シテ治癒能力 ノ張

弱 ハ各人 一ヨリテ差 アルハ勿論、同一人 ニァリ

テモ身盟内外諸種 ノ原因ニヨリテ可ナリ大ナル

動揺ラ來スモノデ、殊 二刺戟療法二於 ケル反慮

期ニハ之 レノ減弱 ヲ來 ステ普通 トスル。

治癒能力 ノ強 サバ患者 ノー般状態良好ナル程、

中毒症状 ノ輕微 ナル程強大ナルテ普通 トスル。

サ レバ患者 ノー般状態ラ改善 シ、中毒症状 テ除

去 スルノ・治癒能力檜進法 トナルモ ノデアル。

患者 ノ榮養

患者 ノ榮養 ガ治癒能力 ノ根元 トナルハ論 スル迄

モナ イ。然 シ患者 ノ榮養テ改善 スルノ目的ラ以

テ患者二多量 ノ獣魚肉テ囁取セシムルノ・寧 ロ有

害 デアル ト思 フ。 ソノ理由ノ・肝臓 ノ機能 二注意

スレバ容易二理解出來ル。肝臓 ニハ種 々ノ作業

ガ員荷 サレテ居ルガ其同化作用 ト解毒作用 トハ

肝臓ノニ大機能 ト云 ツテモヨイ。同化作用ハ榮

養 ト直接 ノ關係 アリ、解毒作用ハ全身 ノ各器管

ノ機能 ト至大ナル關係 アル爲 メ共二治癒能力 ト

ハ密接ナル關係 ニアルコ トハ多ク論 スルノ要テ

認 メナイ。サ レバ治病殊 二刺戟療法 テ行 フニ當

リテ肝臓機能 ノ良否 二注意 スベキハ云 フ迄モナ

イ。更 二肝臓ハ各臓器中實質 ノ最モ大ナル器官

デアル鮎 ヨリ見テ之ガ員澹 スベキ仕事 ノ量 ガ如

何 二大 デアルカノ・想像二蝕 リアル。於弦肝臓 ラ

保護 シ、 ソノ機能 テ助長 スルハ治病 ノ第一歩 ト

云 ツテモ過言デハアルマイ。

肝臓保護法 トシテ第一二考 フベキハ食餌問題 デ

アル。肝臓 ノ機能 カラ見テ肉類 テ多量二囁取ス

ルコ トハ如何 ナル結果 ラ生 ズルカ、榮養 ノ三大

要素中蛋白質 ノ同化ハ最モ困難 ニシテ肝臓 ノ員

憺最モ大ナ リトサ レテ居ル。故 二多量 ノ蛋 白質

囁取ニヨリテ肝臓 ノ員憺 テ大 ニスレパ解毒作用

ハ必然的 二不完全 トナルデアラウ。而モソレガ

或 ル疾患 二罹 リ李素 ヨリモ更二大二解毒作用 テ

必要 トスル際二大量 ノ肉類囁取ハ大二愼 シマナ

ケレバナラヌ。肉類多食 ノ結果ハ全身 ノ中毒症
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歌 テー一層増激 シテ、磯 二於 テハ頭重、頭痛、不

快感等 テ覧工、感情ハ激登 シ易久 瀞経質 トナ

ルデアラウ。消化器二於 テノ・食慾不振檜強 シ、

筋肉ハ疲拶 シ易 クナル。其他全身 ノ各器官 ノ機

能 モ低下 シテ逡ニハ治癒能力 ノ喪失 ラ來 スデア

ラウ。時二生來肝臓ガ強力ナル者二於テ大量 ノ

肉食二堪 工肥満 スル者モアルガ是等ノ・必 ラズシ

モ健康 ナル肥満 デハナク、肥満 セル肺結核患者

ガ病勢急激 二進行 シテ死亡スルコ トモ稀 デノ・ナ

イ。之 二反 シ動物蛋白質 ラ必要最少限度 二制限

スル時ハ禰氣爽快 トナリ、食慾充進 シ、諸動作

ハ輕快 トナルデアラウ。之中毒ガ輕減 セル ノ兆

デアツテ、之 ト同時 二他 ノ重要器官 モ中毒ラ免

ガレ、榮養、血色 ノ改善ハ元 ヨリ疾病 ノ経過 二

良好ナル影響 テ齎 スラ見ルデアラゥ。於弦想起

スルハ本邦二於 テ古來有熱患者ニノ・粥食 ヲ與 へ

淡白ナル副食物 ノミテ與 フル習慣 ガアルガ、之

ノ・有熱患者即チ中毒症状 テ件 フ患者 ノ肝臓保護

法 トシテ適切 ナル食解 ト云ヘル。

然 ラバ1日 何瓦 ノ動物蛋白質 ガ適當 カ ト云 フ

ニ、 ソレハ第1肝 臓 ノ機能 ノ良否、中毒症状 ノ

強弱等ニヨリテ可ナリ廣 キ範園二於 テ動揺 スル

ガ、中毒症状輕微 ニシテ食慾モ相當良好ナル者

二封 シテモ1日 凡 ソ100瓦 ラ以テ充分 ト思バレ

ル。勿論之ハ患者 ノ個性ニヨリテモ増減ガ必要

デアルコ トラ附言 シテ置 ク。

肉類偏食 ノ者ノ・一般 二静経質デ、小見期二野茱

テ嫌 ヒタル者ノ、一般 二皮膚ガ生涯繊弱ナル者 ガ

多 ク、是等 ノ人々ノ・諸種 ノ傳染病二罹 リ易 ク且

ツ罹患スレバ治癒困難 ノコ トガ 多 イ。小見デ

「インフルエンザj菌 ニヨル慢性肺炎或ハ氣管枝

加答見ガ撒年二渉 リ治癒 シナイコ トガアルガ、

是等 ノ者 デノ・野菜 ラ全然囁取 シナイ者 ガ相當ニ

アル。兎 モ角 モ野菜類ハ人禮 ノ保健上殊 二諸種

疾患 二封 スル抵抗力乃至治癒能力 ノ重要 ナル1

要素 ト思ノ・レル。 ソレハ野菜中二含有 セラル ・

諸種「ヴィタミン」モ之二關與 スルハ 勿論 デァル

ガ、其他 ニモ爾未知 ノ有敷成分 ガ含有 セラレテ

居ルノカモ知 レヌ。何 レニシテモ野菜 ノ囁取が

不充分ナル者 デノ・呼吸器或ノ・清化器粘膜 ガ加答

見テ起 シ易イ。肺結核 ノ場合野菓 が少 イ ト治癒

能力薄弱デ殊 二感冒二罹 リ易久 縮 テノ治療法

モi敷果ガ薄 イ。而 シテ疏茱 中デ若 シ生食二適 ス

ルモノガァレバ最モ有敷デアルヤー思ノ・レル。

其他食餌二關 シテ「ヴ.タ ミン」ガ治癒能力ナ曾進

二寄與 スルノ、今更論 スル迄 モナイ。

便通 ノ整調

便秘 スル ト頭重、不快感、食慾不振等ガ起ル。

是等ノ・腸内異常醗酵 ノ産生物 ガ吸牧 セラレ、肝

臓 ノ員憺 テ大ニ シ、解毒作用ガ不完全 トナル ノ

結果 ト見テヨイ。斯 カル際 ニー定ノ方法ニヨリ

快通 ラ見ル時ノ・忽 チ瀞氣爽快、室腹感 ラ壁 工、

食思振 フノテ見ル。是ノ・輩 二腹部 ノ器械的攣化

ニヨルモノトノ・云ヘナィ。便通 ノ整調ノ・肝臓保

護法 トシテー重要事項 デアル。次 二述 ブル肝臓

ノ赤外線照射ニヨル機能鞭捷法 ノ如 キモ食餌 ノ

注意及 ピ便通整調 ノ肝臓保護法ガ同時 二行ノ・レ

ナクレバ決 シテ有敷ニノ・作用 シナイ。

肝臓 ノ赤外線照射 ニヨル機能鞭捷法

肝臓 二解毒作用 アルハ前述 ノ通 リデアル。之ノ・

健常時ニモ極 メテ大切ナル肝臓 ノ機能 デアル

ガ、疾病二罹 リタル揚合ノ、更二病毒 テモ解毒 シ

ナケレバナラヌノデ肝臓 ノ員澹モー層重加 サレ

ル。更 二肝細胞 自身モ病毒 ノ作用 テ蒙 ムリ其機

能 モ兎角充分 トハ云ヘナィ。若 シ肝細胞 ノ中毒

強 ク攣性テ起 スニ至 ラバ患者ノ豫後ハ甚グ懸念

スベキ状態二立チ到 ルデアラウ。若 シ然 シ肝臓

二鞭捷 テ加ヘテ之二慮ズル丈 ノ飴力ガ残存スル

場合ハ之一ヨリテ肝臓 ノ機能 ラ旺盛 ニシ、中毒

症状 テ除去 シ、治癒能力 テ増進 スル事 モ出來ル

ノ理 デアル。之ニハ赤外線 ノ皮膚透過性 アルヲ

利用 シ肝臓部 ラ外部 ヨリ照射 シテ肝臓 ノ血行 テ

盛ニシ、同時二肝細胞 ラ刺戟 シテ其機能 テ充進

セシムル時ハ或 ル程度迄此目的ラ達 シ得ルコ ト

テ知 ツタ。

此 目的二赤色電球 内二炭素線テ装置 シ、反射鏡

内二取付 ケ、之テ以テ肝臓部 ラ照射 スル。肺又

ノ・腹部 ノ肝臓附近 二病攣存スル時ハ之ガ病竈反
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慮 テ起 ス コ トアル テ以 テヨク該部 テ被覆 シテ照

射 シナケ レバナ ラヌ。次 二電灯 ノ距離 ハ大膿 二

於 テ患 者 ガ快感 テ魔 ユル程度 デヨ イ。 又照射 ノ

時 間ハ普 通3分 間位5日 毎 二1同 位 テ適度 トス

ル。然 シ肝臓 自身 二攣性其他 ノ病攣存 スル時ハ

1分 間 ノ照射 ニ ヨリテモ悪心嘔 吐 テ起 スコ トガ

アル。斯様 ナ患者 ニノ・本療法 ハ禁忌 デ アル。 省

照射 ノ時刻 ノ・可成室腹 ノ時 ガ ヨイ。

肝臓 ノ赤外線 照射 ノ敗 果 トシテノ・第1二 食慾 ノ

充進 デアル。大 多撒 ノ患者ノ・之 ニ ヨ リテ直 二室

腹感 テ豊 工、 食慾 ノ大 二振 フ ノテ見ル。甚 シギ

ハ照射 ノ當夜室腹 ノ爲 メ睡眠不能 二陥 ツタ者 サ

ヘ アツタ.此 食慾充進 ト共 二患者 ノ榮 養 ガ改善

サ レル ノノ・當然 ト云 ヘ ヨウ。

次 二血色 ノ改善 デアル ガ貧 血 モー種 ノ中青症歌

デ、之 ガ肝臓 ノ赤外線 照射 ニヨ リテ改善 セラ レ

ル。一方食慾充進 シテ榮養 ガ良好 トナル時 ハ次

デ貧血 ガ恢 復 スル コ トモ アル デア ラウ。更 二興

味 アルハ本照射 ニ ヨ リ盗汗 ノ減 少乃 至消失 デ ア

ル。稀 ニノ・本照射 ニ ヨ リテ盗汗 テ見 タ者 モアツ

タガ是等 ハ恐 ラク肝臓 二病憂存 スル場 合 デア ラ

ウ。

本照射療 法 二於 テ特 二注意 テ惹 ク貼 ハ之 ガ熱 候

二封 シテ殆 ド政果 ナキ コ トデ アル。 ソノ何 故 デ

アル カバ今 日全 ク知 ル事 ガ出來 ナ イガ、或 ノ・登

熱 毒ノ・肝臓 二於 テノ・解毒 サ レヌ ト云 フ檬 ナコ ト

ガアル ノデハ アルマ イカ。

尚弦 二附言 シテ置 キタ イノノ・本照射療法 ノ・前述

ノ肝臓保護 法 ト拉行 シテ行 ハナ ケ レバ敷果 ハ ナ

イコ トデ アル。

封症療法

治癒能 力保持 ノ爲 メ不快 ナル症状 ヲ除 去 スル コ

トモ必要鋏 グベ カ ラザ ルモ ノデ アル。然 シ封症

療 法 ガ治癒 能力 テ損 耗 スルモ ノデ アツテハナ ラ

メ^

解熱 剤 ノ・多量 ノ螢 汗 テ見 ル ノハ有害 デ アル。解

熱剤 中デ「エルボ ン」、「エ チナー ル」、「フエバ ぜ

轟 ン」等 ノ・殆 ド無害 デ 喀血 中 デモ使 用出來 ル
。

其他 ノ解熱剤 ノ・長期 間 ノ連用ノ・、不可 ナル コ ト

ガ多 イ。

「モル ヒネJ、 「コカイ ン」ノ類 ノ・治癒能力 テ減殺

スル作 用 ガ彊 イ。 止 ムテ 得 ザル 場合1、2同 ノ

使用 ノ・差 支 ヘナ イガ、連用 ハ 絶封 二 不可 デ ァ

ノレ ・o

「ヂギ ター リス」ノ0 .1瓦 程 度或 ノ・ソノ製剤 ノ之

二相當 スル量 テ脈搏頻 薮 アル患者 二使用 スル コ

トノ・有利 デアル。 此分 量 デノ・激 ケ月間連用 スル

モ蓄積作用 ノ・殆 ド見 ナ イ。

裡疾剤 ノ・食慾 テ害 シナ イ程 度 二用 フルガ ヨイコ

レニ燐酸 「コデ ィン」ノ少 量 ラ付加 スルノ・差支 ナ

イガ、其他 ノ庶酔剤 ハ使 用 シナ イガ ヨイ。

紳 経質 ノ患者 二「ブロー ム」テ使用 スル コ トハ時

二甚 ダ有利 ノ事 ガ アル。然 シ之 ニ ヨリテ食慾 テ

害 スルガ如 キノ・避 ケナ ケ レバ ナ ラヌ。不 眠症 二

封 シテ催眠剤 モ必要 デ アル ガ、翌 日迄不快感 ガ

残 ル様 デノ・ヨクナ イ。精騨 ノ・常 二爽 快 デ アル コ

トガ望 マ シイ。精瀞 爽快 デ ア レバ全 身各器官 ノ

機能 モ之 二追從 シテ良好 トナ リ、治癒能 力檜進

二寄與 スル コ ト砂 クナ イ。患者 ガ不 安 ノ念 二騙

ラ レル コ トハ甚 ダ忌 ムベキ事柄 デアル。

第五章 刺戟療 法 ノ施 行法

刺戟療 法ノ・ソノ慮用法 ノ巧拙 ニヨ リ有数 トモナ

リ、 有害 トモナルモ ノデ アル。若 シ刺戟禮 ヲ改

慶 シテ無 害 トナス トキハ同時 ニ ソ レノ・無i敷 トナ

ル。之 テ有数 トナ シ、無害 トナ スニノ・唯巧 二之

テ慮 用 λル ノ外 ハ ナ イ。於弦刺戟療 法 ノ施行法

ノ・黄全 デナケ レバナ ラヌ理 由モ自 カラ明白 トナ

ル デアラウ。而 シテ本療 法 ガ前 々=章二於 テ述 ベ

タル ガ如 キ特殊 ノ治敷作 用 ラ有 スルガ故 二其施

行法 モ特殊 ノモ ノデ アル。然 シ各種 ノ刺戟療法

ノ・皆 同一 ノ法則 一 ヨル ガ故 ニ ソ ノー ノ施行法 テ

充 分 二會得 スル時ハ次 ノ刺戟療法 ノ慮用法 モ容

易テ會得 スル コ トガ出來 ル。

適磨症。刺戟療 法 ノ適磨症及 ビ禁忌症 テ鑑別 ス

ルハ署家 ノ第憎 ノ義務 デ アル。而 シテ本療法 ノ

適磨症 二關 シテ次 ノ如 ク云 ヘル。

刺戟療 法 ノ適慮症 トシテ患膿 ガ治癒能 力 テ保有

ス ル テ 要 ス。
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以上ノ・本療法ガ患艦 ノ治癒能力ヲ基礎 トスル以

上當然 ノ事 デアル。治癒能力 ノ強弱ハ患者 ノー

般状態 ノ如何ニヨリテ差ガアル。榮養、血色良

好ナル程其力大 デアル。熱、脈撞頻数、頭痛食

慾不振、盗汗、疲勢感等中毒症状 ノ顯著ナル者

二於 テハ其力薄弱デアル。是等中愚症状 ノ強キ

ハ本療法 ノ禁忌症 トシテ先ヅ前章二於テ述ベタ

ル治癒能力壇進法テ講ズベキデアル。

更二結核二於 テノ・治癒能力 ノ強弱テ知ルノー法

トシテ大谷氏血漿喰菌現象試験法ガアル。本現

象ノ・結核二關 スル免疫反癒デアツテ、結核患者

二於ケル免疫程度テ知ルニ最モ都合 ヨキ方法デ

アル。若 シ本反慮陰性デアラバ1ケ 月間肝臓 ノ

赤外線照射 テ以 テ治療 シ、更 二本反磨テ再検 シ、

之が陽性 トナルテ待ツガヨイ。

次 ニー一度本療法 テ施 シ其結果 ヨリ治癒能 力ノ張

弱テ判斯 スルコトガ出來ル。即チ本療法後 二症

状 ノ輕快 スルノ・治癒能力 ノ充實 テ意味スル。

反鷹症状 ガ1週 間以上モ持績 スルハ治癒能力ノ

鋏 如又ノ、薄弱 ナル ノ徴 ナ リ。

刺戟ガ過強デアレバ反慮モ強 イガ、若 シ患膿 ノ

治癒能力或ノ・抵抗力張大デアレバ強 キ反慮 モ短

日数デ消退 スル。然 シ抵抗力薄弱ナル者デノ・微

弱ナル反慮モ永綾スル。是等 ノ者デノ・本療法 ノ

数果テ基 グルコト不可能 デアルガ故 二之 テ禁忌

トスル。勿論患者 ノ不囁生 ノ爲 メニ反慮症状 ガ

永績スル ノノ・別問題デアル。次 二患者 ノ症状 ヨ

リ見テ次 ・如 ク云ヘル。

患者 ノ症駄 ガ日々増悪 スル者及 ビ症駄 ノ不安定

ナル者ノ・治癒能力薄弱 ナルノ徴 ナリ。

患艦二治癒能力充實 シテ居 レバ疾病ノ・輕快 シナ

fマ デモ増悪ノ・シナイ。又僅少 ノ原因デ登熱其

他 ノ症状 テ獲作 スルガ如キハ矢張治癒能力 ノ訣

乏 ノ謹左デアツテ、斯 カル者二刺戟療法テ施 ス

時ノ・徒 ラニ張烈ナル反慮 テ惹起 シ数果ノ・基 ゲ得

ナイ。是等 モ本療法 ノ禁忌症 トシテ治癒能力檜

進法テ講 ズベキデアル。

更 二肺結核 二關 シテ注意 スベキノ・肋膜炎、腹膜

炎及ピ腸結核テ合併 シテ是等 ガ急性症状テ呈 シ

テ居ル 場合 ノ・禁忌 トシナケ レバナ ラヌ。 磯膜

炎 、急 性粟粒 結核 、乾酪性肺炎 ノ症状 テ呈 スル

者 モ禁 忌 デ アル。 肺 ノ病攣 二就 テ云 ヘバ新鮮 ナ

ル病竈 テ形成 シタ場 合或 ノ・新 二病 竈 ノ憤大 セル

場 合ノ・少 ク トモ3週 間禁忌 トスル。大喀血後 モ

3週 間以上本療 法 テ見合 セルガ ヨイ。少量 ノ血

疾 程度 ノモ ノナ ラバ1週 間後 二之 ラ施 シテモ無

害 ノコ トガ多 イ。 時 二止血 ノ目的 二本療 法 テ施

ス コ トサヘ アル。

合併症。 非結核 性合併症 中急性 ノモ ノ例 ヘバ感

冒 ヤ急性 ノ腸 加答見 等ノ・之 ガ治癒 テ待 チテ本療

法 テ施 スラ可 トスル。慢性 ノ合併症 モ ソレノ輕

快 スル テ待 ツガ ヨ イガ、機能障碍 テ件 ノ・ナ イ程

度 ノモ ノナ ラバ注意 シ本療 法 テ行 フコ トガ出來

ル。然 シ或 ル重要器官 ノ機能障碍 ガアル場合 ハ

之 テ禁忌 トスル。

刺戟艦}1賢 其結果 ノ大小

刺戟艦 ノ量 ガ大 ナル時其刺戟 ノ結果 バ必 ラズ シ

モ強大 デノ・ナ イ。勿論刺戟膿量 ノー定 ノ範園 内

二於 テノ・大 量 ノ刺戟膣 テ用 ヒタル場合反慮 モ強

ク惹起 サ レルガ、或 ルー定 ノ量 テ超ヘ テ大 量 テ

用 フル時 ノ・、反 ツテ無反 磨 二 終 ノ・ルモ ノデァ

ル。此事實 ・・最初刺戟艦 トシテ沃度加里 テ用 ヒ

タル場合 二畿見 シタガ、次 デ掲逸 ノチ ンメルノ、

「ヤ トレン」及 ビ硅 素 二 同檬 ノ事實 アル テ注 意

シ、更 二注意 シテ観察 スル ニ多少 ノ差 ノ・アルガ

殆 ド線 テ ノ刺戟盟 二同様 ノ現象 ガアル。 此貼 二

關 シテニ、三 ノ實例 テ申述 べ テ見ル。

第1例 。肺結核兼腎臓結核。本患 者 二最初沃度

加 里 ノ0.2瓦 ラ1日 間與 ヘ タガ何等 ノ反磨 モ認

メナカ ツタ。1週 間 ノ後0.1瓦 ラ與 ヘ タガ矢張

無 反慮無数果 二終 ツタ.更 二1週 間後 二〇.05

瓦 テ與 ヘ タ。此度 ノ・極 メテ顯著 ナル反磨 テ呈 シ

タガ敷果 ノ・墾 ラナ カツタ。更 二1週 間後 二〇.02

瓦 テ與 ヘ タ。今同 モ反慮 テ認 メタガ前同 ヨ リ輕

度 デ且 ツ反 慮症歌 ノ溝退 二次 デ本來存 シタ諸症

歌 ガ輕 快 スル ノ斗認 メ タ。

第2例 。 肺炎球 菌 二因 ル慢性肺炎。最初流行性

感冒 二罹 リ爾來約6ケ 月間毎夕刻37.5度 ノ微
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熱 ア リ、諸種解熱剤 ノ・勿論 凡ユル努 力モ赦 ナ シ

ト云 フ。本患者 ハ1日 量0.5瓦 ノ沃度加里 テ服

用 シタルモ何等 ノ数 ナ シ。 然 ル ニ0.02瓦 テ1

日量 トシテ連用 セル ニ、 サ シモ頑固 ナル熱 ガ翌

日ノ・最高37.2度 、 其翌 日ノ・更 二降 リテ37.0度

爾 來無熱、胸部所 見 モ漸次 浦失 二近 クナ ツタ.

其 後 自家 「ワクチ ン」テ注射 シタルニ意外 ニモ最

初 ト同檬 ノ症状 テ呈 スル ニ至 ッ タ。 ヨリテ再 ビ

沃 度加 里1日 量0.02瓦 テ投與 シタル ニi熱 ノ・直

チニ下降 シテ李温 二復 シ胸部所 見 モ清失 シテ全

治 シタ.

第3例 。脊髄徽 毒。30年 前 二徽毒 二罹 リタル コ

トア リ ト云 フ。主症候 トシテ膀部以下 二知魔鈍

麻、雨下肢 二張 直性蓮動 庶癖 ガ ァル。最初 ワツ

セル マ ン氏反慮 血液 及 ビ脊髄液 共 二陰性、沃度

微量投與後 ニハ同反慮 陽性 トナ ツタ。本患者 二

最初沃度 加里0.5乃 至0.8瓦 ヲ1日 量 トシテ與

ヘタガ何等 ノ反慮 テ認 メナヵ ツタ。次 デー定 間

隔 テ以 テ0・Ol、0.02、0.03瓦 ヲ各1同 頓服 トシ

テ與 ヘ タガ、何等 ノ反 慮 ラ認 メナカ ツタ.次 二

〇.04瓦 ラ與 ヘ タルニ 從來常 二ZFnaデ ア ツタモ

ノガ翌 日37.3度 、 其翌 日ノ・37.2度 ト盟温 ノ上

昇 ヲ認 メ、且 ツ下肢 二痙 攣頻登 スル ラ認 メタ。

2週 間 ノ後更 二同量 ノ沃度加里 ラ與 ヘ タル ニ矢

張 下肢 ノ痙攣登作 ラ見 タ.後 二至 リテ本患者 二

沃度加里 テ0.1瓦 ヨ リ始 メ漸次 檜量 シテ1日 量

2.0瓦 二達 スル迄連 用 シタガ 全 ク反磨症歌 テ認

メ ナカツタ。

本例 ハ極 メテ陳菖性 ノ脊髄 炎 デ沃度療法 ノi炊果

ハ認 メナカ ツタガ病竈反磨 ノ・沃度 ノ少量 ヲ用 ヒ

タ場合 二判然 ト認 ムル テ得 タ.之 二反 シテ比較

的大量 テ用 ヒタ揚 合ノ・前例 ト同檬何等 ノ作用 テ

モ認 ムル コ トガ出來 ナカツ タ。

以上 ノ分 量的逆現象 ノ・掲 リ沃度 加里、「ヤ トレ

ン」、硅 素 二限 ラレタモ ノデノ・ナ久 線 テ ノ刺戟

療 法 ノ刺戟 膿 二 共通 ノモ ノデアル ト思 フ。 「ッ

ベ ル ク リン」、紫外線、「カル シウム」静脈 内注射

等 ニモ同様 ナ コ トガ アル。之 ガ如何 ナル理 由 二

基 クヵハ今 日伺不 明 デ アルガ、膠質反癒 二矢張

適量 ナル モ ノガアル。人艦 モー種 ノ膠 質禮 デア

ツテ刺戟盟 二同檬 ノ適量 ガ存 シテモ不 思議 デノ・

ナ イ。 ソ レハ兎 モ角刺戟療法 二於 テ分 量的 二嚴

然 トシテ存 スル 此逆現 象 テ 否 ムコ トハ 出來 ナ

イ。

沃度 ノ分 量的逆現象 一 關 シテノ・アッレル及 ビフ

ランクノ實験 ガ注意 セ ラ レル。 ソ レノ・別 出 セル

猫 ノ心臓 ノ冠状動脈 ヨリ灌流 セ シムル ニ沃度溶

液 ノ6萬 倍 デノ・何 等 ノ作用 テ認 メナ イガ、 之 テ

500萬 倍 二稀繹 スル ト著 シク 毛細血管 ノ憤 張 ラ

來 ス。 ダジゲ ンノ・イメル及 ピ フイヅシヤアノ・此實

験 テ複試 シテ之 ヲ承認 シ、更 二同檬 ノ事實 ノ・、

末梢 血管 ニモ見 ル コ トガ出來 ル ト云 ツテ居ル。

如斯沃度 ノ・比較 的濃厚 ナ場合 二無作 用 デ、稀薄

ナル場合 二却 ツテ毛細血管 ノ鑛張 ラ來 ス事 ノ・刺

戟療法 二於 テ比較的大量 ガ無作 用 デ、少量 ガ却

ツテ著 明 ナ反 慮 テ呈 スル ノ事實 ト封 比 シテ興 味

甚大 ナル モ ノガ アル。

適 當 量

刺戟療 法 二於 テ数果 ノ基 ル ト否 トノ、刺戟龍 量 ノ

適 否 ガ重大 ナル役割 テ演 ズル。之 二關 シテノ・次

ノ如 ク云 フ事 ガ出來 ル。

刺戟禮 量 ハ常 二適當 ナル ヲ要 ス。

適 當量 トノ・輕微 ノ反慮 テ呈 シ、又ハ之 テ認 ムル

コ トナク シテ次 ノ時期 ニノ、疾 病 ノ輕 快 テ來 スノ

量 ナリ。

右 ノ反磨 テ認ムルコトナクシテ ト云 フノ・病竈 ガ

身禮 内部 二存 シ、之ガ反磨 テ惹起 スルモ臨躰的

二外部 ヨリ認 メ得ザル場合 テ指 スモノニシテ、

決 シテ反癒無 クシテ ト云 フ意味デハナイ。換言

スレバ適當量ハ反慮 ラ起 ス最少量ナリ。適當量

ハ患者 ノ艦質不良及 ピー般状態不良ナル程少量

デアル。肺結核 ノ場合 二就 テ云 ヘバ病攣部ガ廣

キ程、又 ソレガ新鮮ナル程少量 デアル。肺結核

以外 ノ結核二於テモ之 ト同檬 デアルガ、一言ニ

シテ云ヘバ重症者 二封 シテハ少量ラ用 フルガ原

則 デアル。更 二分量 二關 シテ實際的二極 メテ重

要 ナル事項 トシテ次 ノー項ガァル。

適當量ハ必 ラズ反復 スベ シ。
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刺戟 療 法 二於 テ刺戟症歌 ガー旦輕快 スルガ撒 日

後 ニハ菖歌態 二復蹄 スル コ トガ可 ナ リア・ル。之

ラ見 テ刺戟罷量 ガ不 足ナ リ ト思 フ人 ガアルカ モ

知 レヌ。然 シ此分量 ノ・適 當量 デアツテ次 同 ニハ

心 ラズ同一量 テ使 用 シナケ レバナ ラヌ。 之 テ若

シ誤 リテ檜 量 テ敢 テスル時ノ・過大 ニ シテ有 害 ナ

ル反慮 ラ惹起 スル カ、或 ノ・撫 作用 ノ過大量 二

突 入 スル デア ラウ.其 他過大 ナル反磨 ラ起 シタ

場 合ハ次 同 一ノ・大 々的 二減 量 シナケ レバナ ラ

ヌ。若 シ又反磨 モ赦果 モ認 メナ イ場合 ノ、次 同ニ

ハ増量 シテモ ヨ イガ、」曾量 スル ニノ・前 同 ノ5割

以 内二於 テ スルガ ヨ イ。但 シー度反癒又 ノ、数果

ヲ認 メタル分量 ノ・假 令反慮 ナキ時 ニモ容 易 二増

量 シナ イガヨイ。無反癒 、無敏果 ガ撒同 モ績 イ

タナ ラバ少量 ノ檜 量 テ試 ミルガ ヨイ。

刺戟 ノ間隔

刺戟 ノ間隔 モ刺戟療法 ノ治療成績 ヲ左右 スル重

要 ナルー因子 デ アル。此件 二關 シテ次 ノ如 ク云
■

ヒタイ。

前 同 ノ刺戟 ノ影響 ガ完全 二消退 シタル後 二次 ノ

刺戟 ラ行 フ。

右 ノ刺戟 ノ影響 ト云 フノ・反癒 ハ勿論数 果 ラモ指

ス ノデアル。 此期 間 二於 テノ・反磨 テ起 シタ病竈

ハ刺戟 二封 スル鋭敏 ノ度 ガ高 マ リ前 同 ノ適當量

ト同一量 ノ刺戟 禮量 ラ用 ヒテモ過度 ノ反慮 テ起

スコ トガ アル。更 二假 令反慮 テ認 メナ イ揚合 デ

モ刺戟後第3乃 至 第4日 目二至 リテ敷 果 ノ基 ガ

ル コ トアル故 二刺戟 ノ最短 間隔 ノ・満4日 トスル

ガ ヨイ。然 シ反磨 ラ認 メタ揚 合ノ・少 ク トモ満6

日 ノ間隔 ラ保 タナケ レバ ナラヌ.金 ヤ銅 ノ製剤

ノ刺戟療 法 デノ・ソノ作用期 間長 ク、最短2週 間

トシナ ケ レバ ナラヌ.罷 質 ヤ ー般状態不 良 ノ

者、重症 者 ニ アリテノ・此間隔 テ大 ニ スル ノ要 ガ

アル。又折角数果 ノ暴 リツ ・アル間 二、或 ハ数

果 テ期待 スベキ時期 二次 ノ刺戟 テ施 ス コ トモ愚

策 デアル。彼 ノ「カル シウム」ノ如 キモ毎 日又ハ

隔 日二注射 スル ガ如 キノ・余 ノ断 ジテ質 同 シ得 ナ

イモ ノデアル。

総 テ刺戟療法 ハ前 回 ノ刺戟 ノ結果 テ見 テ分 量 ノ

適 否 ヲ判断 シ、次 ノ刺戟 盟量 ヲ測定 シナケ レバ

ナ ラヌガ、 之 テ正確 二知 ルニノ・少 ク トモ前 同 ノ

刺戟後4日 間 ハ患者 ノ経過 テ観察 シナ ケ レバ ナ

ラヌ.此 鮎 カラ見 テモ本療法 二於 テノ・刺戟 間隔

ノ短 キニ過 グルハ甚 ダ不都 合 デアル。

患者 ノ庭 置

患者 ノ虜 置 トシテ第一 二努 メナケ レバ ナ ラヌノ、

前述 ノ治癒能 力壇進法 デ アル。此貼 二關 シテノ・

再設 スル ノ要 ラ認 メナ イ。刺戟療法 ノ・原則 トシ

テニ種以上 ヲ同時 二併用 スル コ トハ不可 トサ レ

テ居 ル。 ソ レノ・撒種 ノ刺戟禮 ガ合 同 シテ同一 ノ

病竈 テ刺戟 スル時ハ不測 ノ強反慮 ヲ惹起 スル コ

ト、又一方 二於 テハ之 一 ヨリテ反癒其他 ガ複 雑

トナ リ、吾人 ノ判断 ヲ誤 マ ラシムル コ トラ避 ケ

ンガ爲 メデアル。但 シ局所刺戟療法 ニシテ全 身

的 二何等作用 テ呈 シナ イモ ノノ・他 ノ刺戟療 法 ト

併用 シテモ差支 ナ ィ。例 ヘバ喉頭結 核 二封 シテ

赤外線照射 ラ喉頭部 二施 シ、 同時 二沃度療 法 テ

行 フコ トガ出來 ル。但 シ喉 頭結核 ガ甚 ダ鋭敏 デ

沃度療 法 ニ ヨリ喉 頭部 ノ反 慮 テ起 ス場合 ノ・雨種

併 用ハ勿論不 可 デ アル。

腸 結核 ノ・諸刺戟 二封 シテ甚 ダ鋭敏 デ アル カラ、

之 ガ急性症駄 テ呈 シテ居 ル間ノ・縮 テ ノ刺戟療 法

テ禁忌 トシ、暫 ク封症療法 ラ行 ヒソノ鎭静 スル

テ待 タナ ケ レバ ナラヌ。 肋膜炎 モ右 ノ腸結核 ノ

揚合 ト同様 デアル。

肺及 ビ喉 頭結核 ノ場合時 二咳噺刺戟 ガ甚 ダ強 キ

モ ノガアル。若 シ反鷹期 二咳漱 ガ烈 シイ ト喀血

ノ恐 レガ ァルヵ ラ、是等 ノ・刺戟療 法開始前 二相

當 ノ塵置 テ施 スガ ヨ㌔ 喉頭結核 二封 シテノ・局

所刺戟療法 トシテ赤外燈 ラ以 テ2、3分 間5乃 至

6日 一1回 ノ照射 、或 ハ30乃 至50倍 稀 繹 ル ゴ

ー一ル氏液 又ハ0.5乃 至1・0%「 ピ リフオル ム」溶

液 ラ喉 頭腔 二噴霧 スル。是等局所刺戟療法 中患

者 ニ ヨリテ甲ガ有敷 デ ァツタ リ或 ノ・乙 ガ有敷 デ

アツタ リスル。爾 ル ゴール 氏液 ト「ピリフオル

ム」液 ノ・時 二肺其他 ノ病竈反慮 テ起 スコ トガ ァ

ル カラ注意 シナ ケ レバナ ラヌ.

日光 ノ直射 ハ嚴禁 シナケ レバナ ラヌ。元來 日光
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浴 ハ刺戟療 法 二屡 スル。 日光浴後喀血 スル ガ如

キ ・・明 カニ病竈 反慮 デ アル。患者 ガ勝 手 二之 テ

行 フノ・甚 ダ 危瞼 デアル。灸 ヤ 大蒜療法 ナ ドノ

民間療 法 モ刺戟療 法 ノー種 デ ァツテ他 ノ刺戟療

法 トノ併 用ノ・禁 ジナ ケ レバナ ラヌ。

外氣療 法バー種 ノ治癒 能力増進法 デアツテ刺戟

療 法 ト併 用 シテ有数 デ アル。此 ノ際注 意 スベ キ

ノ・日光 ノ直射 テ避 ケル コ ト、通 風 ラ避 ケル コ ト、

患 者 ノ身艦 殊 二 四肢 ノ冷却 テ避 ケル コ トー ア

ル。 患者 ノ皮膚冷却 ス レバ皮膚血管牧縮 シテ内

臓殊 二肺 ノ雀 血 テ來 シ、肺 ノ病攣 二悪影 響 テ與

へ、喀 血 ラ誘 登 スル コ トサヘ アル。肺結核 患者

ガ風荒 キ地 二轄地 シテ喀血 スルノ・通 風 ノ爲 メ皮

膚 テ冷却 スル コ トガ 圭 ナル 原 因 デノ・アル マ イ

カ。 ソレデ患者 テ戸外 二横臥 セ シムル ニノ・天候

ノ穏 カナル 日ニー定時間 テ限 ル ガヨイ。患者 ガ

此際睡 眠 二陥 ルノ・愼 マナ ケ レバ ナラヌ。

患者 ノ睡 眠 ノ・充 分 ナル テ要 スル ガ、 刺戟療 法 ノ

反磨 期 二患者 ガ甚 シク睡眠 テ催 スコ トガ アル。

チ ンメルノ・之 ラ反慮 ノー種 トシテ居 ルガ、之ハ

寧 ロ数果 二入 ル ・ベ キモ ノカモ知 レヌ。此際患

者 ノ・快眠 テ得 ルガ、豊 間相 當長 時間睡 眠 シテモ

夜 ノ・更 二卒素 ヨ リモ熟睡 スル。 此睡 眠ノ・急性肺

炎 ノ分 利 直後 二見ル モ ノニ酷似 シテ居 ル。此睡

眠 ハ充分 二取 ラ シムル ガヨ イ。 此現 象ノ・多 クハ

本療 法 ノ数果 ノ基 ガル場 合 二見 ラ レル。

其他 、輕 症者 二於 テモ反慮期 ニノ・安静 テ命 ジ外

出 ヤ入浴 テ禁 ジ、有熱患者 ヤ重症者 ハ就床 シテ

居 ナケ レバナ ラヌ。

刺戟療法 ノ終結

患者 が輕快 シテ最 早治療 ヲ要 シナイマデニナ レ

バ本療 法 テ終 結 トスルノ・勿論、若 シー ツ ノ刺戟 ・

療 法 ガ最早赦果 テ基 ゲ難 シ ト見 ル時 ハ本療法 ヲ
コ

中止 シテ次 ノ刺戟療法二移ルガヨイ。甲 ノ刺戟

療怯 ガ無数 ナ者 モ乙ノ・療法ハ有数ナルコ トガ紗

クナ ィ。更 二刺戟療法中重大ナル合併症 ガ登症

シタル場合、治癒能力ガ減弱 シタリト見ル場合、

患者 ノー般状態 ガ漸次不良 トナル場合ノ・本療法

ラ中tLシ テ、暫 ク封症療法殊 二肝臓 ノ赤外線照

射 ラ行 ヒ、患者 ノ治癒能力増進 二努ムベキデア

ノレo

結核 ノ臨躰 的治癒 ヲ知 ル ノー方 法 トシテ大 谷氏

血漿喰菌 現象 テ検 スル コ トガ アル。 本反 慮ノ、

ワツセルマ ン氏反慮 ノ徽 毒 二於 ケル ト略 ≧同様

ノ償値 ガ アル。帥 チ結核菌 ガ其病原作 用 ラ停1ヒ

スル ト間 モナ ク、本反慮 モ陰 性 トナル.勿 論 ソ

レノ・完 全治癒 テ意味 スルモ ノデノ・ナ ク、一旦本

反癒陰 性 トナ ツタ者 デ再登 シタ者 モ アルガ、一

旦 消失 シ本反慮 ガ数年 間陰性 テ績 ケ、再登 モ見

ナイ者 ガ相當 ニ アル。是等 ハ ヤガテ完 全治癒 二

赴 クモ ノデ アラウ。

第 六章 「ツベ ル ク リン」療 法

「ツ・《ル ク リン」療法 ノ・最初原 働性免疫療法 トセ

ラレ、現在 二於 テモ術 本設 テ奉 ズル ノ士 ガ砂 ク

ナイ。然 シ本療法 ガ明 カニ病竈 反磨 テ惹起 スル

ガ故 二前述 ノ圭張,絡 テ病竈 反癒 テ起 スモ ノハ

刺戟 療法 二属 ス ト云 フ主張 二從 ヒ、少 ク トモ其
　一部 ノ・刺戟療法 ノ意味 二於 テ作 用 ス

。唯之 ガ免

疫 療法 トシテ作用 スル ヤ否 ヤノ・問題 デアル。然

シ前述 ノ法則 二從 ヒ、適 當量 テ測定 スルニ其量

極 ノテ少 ク、斯 カル分 量 ラ以 テ シテノ・到底患盟

テ免疫 スル コ ト思 ヒモ ヨラズ。更 二「ツベル ク

リン」ノ・菌 膿毒素 一 シテ 免疫學上他 ノ 「ワクチ

ン」ト同様 ノ性質 テ有 スル。 「ワクチ ン」ノ・之 ラ

健康艦 二疾 病豫防 ノ目的 二注射 スル場合ノ・勿論

原働 性免疫 ナルモ、之 テ患者 二治療 ノ目的 二使

用 スル場 合ノ・前者 トソ ノ根 本 二於 テ異 ナルモ ノ

ガアル。第 一「フクチ ン」療 法ハ患膿 二既 二免疫

ノ成 立 シタル後 ニ ソ ノ数果 テ基 ゲ得 ベ ク、免疫

ノ成 立 シ居 ラザル者 二於 テノ・無数 ナル ノ ミナ ラ

ズ、時 二有 害 二 作用 スル コ トガ アル。 「ツベ ル

ク リン」モ之 ト全 ク同檬 デ 特畿性 ノ肋膜 炎 ヤ、

初期喀 血、 早期 浸潤等 ノ登症後 間 モナキ時期、

即 チ結核免疫 ノ成立不完全 ナル 時期 ニノ・「ツベ

ル ク リン」療法 ノ・禁 忌 デ アル。若 シ本療法 ガ原

働性免疫療 法 デ アルナ ラバ斯 カル発疫 ノ成立前

ノ者 二於 テ有数 デナケ レバナ ラヌ。免疫 ノ成立

シテ居 ル・者二更 二免疫療法 ラ行 フコ トハ理論 上
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カ ラ見 テモ不合理 ト云 ハ ナケ レバ ナ ラヌ。

更 二注意 スベキノ、「ツベ ル クリン」療 法 ノ場合 ノ

反癒 ヤ数 果 ノ登現歌況 ト沃度療 法其他 ノ刺戟療

法 ノ揚合 トテ比較 スルニ其 間何等 ノ差異 テ認 ム

ル コ トノ・出來 ナ ィ。 「ツベ ル クリン」療 法 二於 テ

モ他 ノ刺戟療法 ト同様 二刺戟後撒 時間 ニ シテ、

既 二熱 下降 シ、撒 日間持績 セル後 二奮 二復 スル

コ トガ アル ガ、此事實 ラ原働 性免疫 設 テ以 テ如

何様 二詮明 セン トスルカ。 「ツベル ク リン」注射

後激時間 一 シテ症状 ノ輕快 スル程 ノ高度 ノ免疫

成立 モ考 へ難 イガ、更 二此成立 シタル免疫 ガ僅

力撒 日ニ シテi省滅 スル コ トモ今 日 ノ免疫學 上理

解 二苦 シム。此事實 テ刺戟療法 ヨリ見 テ既 二準

備 セラ レタル治癒能力 ガ病竈反慮 ニ ヨリ其威 力

テ磯揮 スル トセバ、前述 ノ症状 ノ攣 化ノ・病竈状

態如何 二關 スルモ ノデ、其時 間的關係 モ何 等 ノ

困難 ナ シニ理解 出來 ル。 以上 ノ理由 デ「ツベ ル

ク リン」療 法ノ・刺戟療 法 二屡 ス ト圭張 スル。

「ツベル ク リン」療法 ガ刺戟療法 二属 スル トス レ

バ、先 ヅ第一 二起 ル問題 ノ・其 用量 デアル。前述

ノ法則 二從 ヒ反癒叉 ノ・致 果 テ認 ムル最 少量 テ測

定 スルー、無蛋 白「ツベ ル クリン」テ以 ヲ皮 内注射

ノ場合3000萬 乃 至1000萬 倍 液 ノ0.01乃 至O.03

娩 程 度 ガ適當量 デ アル コ トガ多 イ。但 シ之ノ凍

京 二於 ケル患者、殊 二其約 牛敷 ノ・施療患 者 二封

スルモ ノデ アル。地方 二於 ケル患 者 二封 スル適

當量 ノ・今少 シク大量 デアラウ。近 時東京 二於 ケ

ル患者 ノ生活歌態 ノ・精紳 的 ニモ肉膿 的 ニモ甚 ダ

満足 スベカ ラザルモ ノガ多 久 諸種 刺戟 二封 ス

ル鋭敏 ノ度 ガ著 シク高 マ レル テ認 ムル。 此分 量

ノ・格別 ノ困難 ナ ク増量 出來 ル者 モ相 當 アル ガ、

300萬 程 度 ニナル時 ノ・却 ツテ反鷹 モ数果 モナク

ナル コ トガ アル。 ソ レデー度反磨 ラ呈 シタ量ハ

飴 リ檜量 シナ イガ ヨイ。又強 キ病竈反慮 テ反復

シテ惹起 セシムル ト病竈周園 ノ結締織 ガ増殖 シ

テ病竈 テ厚 ク包園 スル結果患膿 ノ・病毒 ノ作用 テ

蒙 ムル コ ト少 久 一 見大 二輕快 シタカ ノ檬 二見

エルガ、之 ガ爲 メ疾 患ハ愈 胤慢1生 トナ リ、途 二

治癒 ノ期 ガナ クナル。 ソレデ「ツベル ク リンJ療

法ハ患者 ガ堪エルカラ トテ無制限 二注射量テ増

スコトノ・不可 デアル。若 シ無反磨無敷果 トナリ

タル時ノ・暫 ク他 ノ刺戟療法 二移 ルガ賢明ナル策

ト云ヘヤウ。

「ツベルクリン」ノ適慮症 トシテ大谷氏喰菌現象

及 ピピルケー氏反癒 ガ陽性 デナヶレバナラヌ。

特登性肋膜炎ヤ早期浸潤 ノ初期 デノ・大概大谷氏

反庶ガ陰性 デアル。是等患者二本療法テ施 スト

徒 ラニ病竈反癒永績 シテ、疾病檜悪 ノ傾向著 シ

ク、数果ノ・基 ラヌ。注射 ノ間隔ノ・普通1週1同

抵抗力薄弱ナル患者 ト見ル時ノ・2週間二1回 ト

ス ル コ トモ ア ル 。

本療法 ニヨ リ輕症 デノ・屡 ≧前記 ノ喰菌現 象 ガ陰

性 トナル テ見ル。然 シ重症者 デノ・斯 ク容 易二陰

性 トノ・ナ ラヌ.若 シ重症者 二於 テ急 二陰 性 トナ

リタル場合 ノ、疾病 ノ檜悪 ヲ疑 ノ・ナケ レバナ ラヌ。

次 二本療法 ノ最近 ノ治療成績 二就 テ述 ベ ル。

治療成績表 二就 テ ノ備考

本備考 ノ・後章 ノ各種療法 ノ治療成績 表 ニモ共通

ス ノレ0

1.疾 病 ノ輕重 二關 シテ(イ)輕 症 ニ シテ之 ラ治
　

癒 二導 ク自信 アル者 テ輕 トシ、(ロ)之 ヨリ…梢≧

重症 ニシテ何等 カノ不囁 生 アル時ノ・重 症 二轄 ズ
む

ル恐 レアル者 テ中 トシ、(ハ)重 症 ニ シテ既 二明

カニ室洞症状 テ呈 シ、或 ノ・進行 性 二富 ミ恢復 ノ
　

見込少 キ者テ重 トセリ。

2.全 身反慮 トシテハ刺戟禮投與後48時 間内

二髄温 ノ上昇、頭痛、倦怠、食慾不振、悪心嘔

吐、盗汗等 テ訴へ、是等症歌ガ2書 夜以内二消

退 セルモノテ算入 シタ。刺戟 ノ直後又ノ・翌 日睡

眠 テ催 シ日中ニモ快眠 スル者ガ相當 アルガ、之

ガ果 シテ反慮 二属 スルヤ否ヤノ・議論 ノ存 スル所

ナルモ今暫 ク之テ全身反慮 二算入 シタ.

3.病 竈反磨 トシテノ・咳1漱喀疾 ノ檜加、血疾 ノ

出現、水泡音 ノ増加、濁音 ノ増強、胸痛、胸部

歴迫感 ノ増劇乃至登現、腹痛、下痢等腸症状 ノ

壇劇乃至出現等 ガ刺戟後48時 間内一登現 シタ

モ ノラ算人 シタ.

4.直 後 ノ数果 トシテノ・刺戟後 ノ反癒期 二引績
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キ從來存 シタル症状 ガ輕快乃至消失 シタルモ ノ

テ算入 シタ。
む

5・ 経過 中良 トアルハ治療前 二比 シテ諸症輕快

シタル者、或ハ禮力恢復 シテ諸作業二從事 スル
　 　

ラ得 ル ニ至 リタル者、不憂 トアルノ・諸症状 ノ輕
　 む

快 セザリシモノ、不良 トアルハ最後 ノ刺戟後1

週間以内二症状 ノ増悪セルモ ノテ算入 シタ。

勿論刺戟後 デモ明カニ他 ノ原因例ヘバ感冒等ニ

ョル症状 ノ慶化ハ成績表 二算入 シナイ。

治療成績

余 ハ無蛋 白「ツベルクリン」テ以 テ治療 テ試 ミ

タ.其 成績二就 テ述 ブレバ第1二 輕症者 デノ・輕

快 セル者 ガ甚 グ多イ。之ハ主 トシテ外來患者 デ

治癒能力 モ相當充實 シテ居 タ者デアツタ。重症

者ノ・圭 トシテ施療患者 デアツタガ是等ノ・其卒素

ノ生活状態ガ衛生的 二満足 シ得 ザルモ ノガアツ

タ爲メカー般 二抵抗力甚 ダ微弱 デ、大谷氏喰菌

現象 ノ如キモ入院當初ノ・陰性 ノモ ノガ多 久 入

院後1、2ケ 月後 二漸 ク陽性 二轄 ジタ者 ガ多カツ

タ。又治療 二封 シテモ不安 ノ念二騙 ラレ治療成

績 モー般有料患者 一比 シテ劣ルモノガアツタ。

ソレニモ係ノ・ラズ99例 ノ重症者中44例 ノ輕快

ラ見タコトノ・寧 ロ成績良好 ト云ヘルカ ト思 フ。

以上 ノ治療成績ノ・後述 ノ他 ノ刺戟療法 ノ成績二

比 シテ優良デアルガ、 ソノ圭要 ナル理由 ノーツ

トシテ患者 ノ適慮症 ノ選揮ガ嚴重 デアツタコト

テ見逃 スコトノ・出來ナイ。 ソレノ・患者 ノ身髄的

ノ諸條件ノ・勿論、大谷氏喰菌現象及 ピピルケー

氏反慮 ガ共 二陽性デ、即 チ患者 ノ発疫程度 モ比

較的満足スベキ者 ヲ選 ンダノデアツタ。他 ノ療

法ハ「ツベルクリン」療法 ノ不適慮症 トサ レタ者

ニモ施サ レタコ トガ少 クナカツタ.

右286例 中最初大谷氏喰菌現象ガ 陽性 デ「ツベ

クル リン」療法中陰性 トナツタ者 ガ29例 アル。

是等 ノ内4例 ノ・中等症 デ、他 ノ25例 ハ 輕症者

デアツタ。重症者中ニモー般駄態及 ビ胸部所見

ノ・相當良好 ノ経過 テ示 シテ居タ者モァツタガ、

余!親 察期間中二之 ガ陰性 トナツタ者ノ・1名モ

ナカツタ⑤

第1表 無蛋 白「ツベノレクリソ」治療成績表

全勇 病竈 直後分 輕 経 過
反慮 反慮 敷果

量 重 司無有1無司無噸1歪
計
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次 二本療法中症駄 ノ悪化 シタ者 ガ19例 アツタ

ガ、其 中喀血4例 、肋膜炎登症2例 、磯膜炎畿

症1例 、腸結核登症1例 、 残 リ11例 ハ肺結核

症状 ノ増悪 シタ ノデアツタ。

第七章 沃度療法

結核病竈ガ沃度剤 ニヨリ反慮 ラ起 スコトハ可ナ

リ古 クカラ知 ラレテ居ル。サ レバ之 テ刺戟療法

二慮用 スベキノ・刺戟療法 ノ本態 ラ知ル者 ノ直二

想到 スル所 デァラウ。殊 二肺結核ハ沃度剤 二封

シテ鋭敏デアツテ、 ソノ慮用法サへ巧デアルナ

ラバ可ナリ優秀ナル治療成績 テ碁 グルコトガ出

來ルモ ノデアル。

沃度加里ヲ内服二用 フル揚合殊 二肺結核二封 シ

テノ・頓服法ニヨルガヨイ。之 テ毎 日連用スル時

ノ・檜悪又ハ喀血 テ誘登 スルデァラウ。而 シテ頓

服 ノ間隔ハ「ツベルクリン」注射 ト同様普通1週

1同 位 ガヨイ。 ソノ用量ハ東京 二於 ケル患者 二

封 シテノ・甚 グ少 ク、時 二1延 テ以テシテモ張キ

反慮 ラ惹起 スルコトガァル。之ハ都會生活者ガ

近時肉食偏食二傾 ケルコト及 ピ生活上精紳 テ勢

スルコ ト多キ結果 デハ アルマイカ。最近0.5冠

デ頓服 ノ翌 日ヨリ1雨 日間非常 二爽快感 テ鍋工
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算 術 ナ ドノ問題 テ解 クニ極 メテ容 易且 ツ迅速 二

出來ル ト云 フ1例 ガ アツタ。 兎モ角 モ東京 二於

ケル患者 デノ・輕症者 デモ 其適 當量 ガ10竈 以上

ノ者 ノ・殆 ドナイ。 田園生活者 デノ・都 會生活者 二

比 シテ適 當量 ガ 籔倍乃至10数 倍大量 デァル ラ

シイ。

肺結核 二腸結核 テ合併 シテ居 ル場合ハ特 二警戒

テ要 スル。偶 々腸結核 ガ潜在 シテ居 ル者 二之 ヲ

知 ラズシテ沃度剤 テ與 へ下痢 ヤ腹痛 テ起 シタル

例 モ稀 デノ・ナ イ。若 シ此腸 ノ症状 ガ永績 スル場

合ノ、本療 法ノ、禁 忌 トシナケ レバナ ラヌ。若 シ又

之 ガー雨 日中 二清退 スル者 二封 シテノ・頓服 テ與

フル日及 ビ翌 日食 物 ノ量 テ減 ジ且 ツ淡 白ナル物

ヲ與 フル ガ ヨイ。斯 クスル時ハ腸 自身 ノ病攣 ニ

モ好影響 テ與 フル モ ノデ ァル。

沃度剤 ノ治療成績 ノ・他 ノ刺戟療 法 二比 シテ根本

的 二異 ナルモ ノハ ナイガ頓服後 ノ嗜眠 ト爽 快感

トノ・他 ノ療法 二比 シテ著 シキモ ノガアル。 ソノ

著 明 ナル者 二於 テノ・頓服後 ノ安 静 テ守 ル コ トサ

第2表 沃度治療成績表

分
量
輕 全均反慮

病竈
反慮
直後
i数果
経 過 1

(種) 重 有 無 司無 有 無 良薩
不
良

計
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1

33 4 48
一 一 }一
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一 一 一 『

6手 中 1 1 1 1 0 2 2 0 0 2

乃○ 一 一 } }

重 6 2 7 1 6 2

一:-

4140 8一 _1_一 一 一 一 一 一
六至 輕 0 3 0 3 0 3i3io

一 一 一 0 3一 一 一 } 一
6る 中 0 0 0 0 0 0
乃○
一 重 0 0 0 0℃

0・010}0

℃1寸 万_[豆 0一
}

小 輕
28 13 17 24 8 33.25 16 0 41

一 一 一
中 41 10 33 18 20「訂丙 16 6 51

計
一 『 一 一 『

重 81 19 78 22 35 65 27 65 8 100_1_ 一 一 一
合 計 150 42 128 64 63 12gi81 97 14 192

へ困難 ラ畳 ユル者 ガ アル。

次 二沃度加 里 ノ頓服 法 ニ ヨル肺結核 ノ治療成績

ノ・第2表 二示 ス通 リデ アル。 ソレノ・優 秀 ナル成

績 トノ・云 ヒ難 イガ、 ソノ理 由 トシテ受 療者 ノ過

牛撒ノ・重症者 デ アツタコ ト及 ピ「ツベル ク リン」

i療法 ノ不適慮症者 ガ本療法 二廻 サ レタコ トガ注

意 サ レル。 ソ ノ爲 メ治癒能力薄弱 ナ リ トシ2、3

同 ノ頓 服後 本治療 テ中止 シタ者 ガ相 當 アツタ。

全 身反慮 中 ニノ・患者 ガ瀞経質 ナル爲 メ精瀞 的 二

褒 現 セル モ ノモアツタ。之 ヲ眞 ノ反慮 ト厘別 セ

ンガ爲 メ沃度無 シノ頓服 テ與 ヘテ見 ル ト矢張之

ニ ヨツテモ頭痛 、倦 怠 テ起 シタ者 モ アツタ。然

シ他 ノ者 デハ毎 同沃度頓服後 二全 身反癒 テ起 シ

テ居 タ者 ガ沃度無 シノ頓服 デノ・何 等 ノ反磨症状

テモ起 サナカツタ。 ソレデ是 等全 身反 磨 ノー部

ノ・患者 ガ碑経質 ナル爲 メ惹起 サ レテ居ル コ ト確

實 デ アルガ、 ソ ノ全部 ガ然 リ トスル繹 ニノ・行 カ

ヌ。病竈反慮 ノ・此鮎 二於 デ梢 支確實 性 テ有 スル

ガ、之 モ偶然 ノ出來事 ガ反癒 ト誤認 サ レテ居ル

コ トガ アル ノデ アラウ。然 シソレラ全部 ガ偶登

現象 トモ思ヘ ナ1。 沃度加里 ノ1延 前後 ノ微 量

ノ頓 服 デ毎同非常 二爽快感 ラ昼 工、或 ノ・肋膜 炎

患者 デ頓服後1雨 日間尿 量 ノ著 シ キ 檜加 テ來

シ、其他 ノ症状 モ1歩 々 々 ト輕快 スル者 アル ノ

鮎 カ ラ見 テモ此微 量 ガ患膿 ニー定 ノ刺戟 ラ奥 フ

ルモ ノデ ァル事 テ否 ム繹 ニノ・行 カヌ。

次 二檜悪 テ見 タ14例 二就 テ述 ブ レバ 腸結核及

ピ腹膜 炎 ノ螢症4例 、肋膜 炎 ノ登 症1例 、他 ノ

9例 ハ肺結 核 ノ壇悪 シタ者 デァッタ。

第八章 「ピリフオルム」療 法

「ピ リフオル ム」ノ・「ヤ トレン」ト同一 ノ化學構造

テ有 スル製剤 デ アル。 サ レバ沃度製剤 デ沃度加

里 ナ ドト同一 二考 ヘテ ヨ イノカモ知 レヌガ、之

ガ患 膿 二於 テ病竈 反磨 テ惹起 スル迄 ノ機轄 ノ・沃

度加里 ナ ド・多少異 ナルモ ノガアルカモ 知 レ

ヌ。之 ガ肺結核 二封 スル適 當量ノ・極 メテ少量 デ

アル コ トガ特 二目立 ツ。反慮 ガ起 キテカ ラノ臨

躰的現象 ノ・他 ノ刺戟戟 法 ノ場 合 ト何等異 ナ ・し瓢

テ見出サ ナ イ。
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本療法テ施 シタ患者ノ・沃度加里療法 ノ場合二比

シテ輕症者ガ多カツタ。 ソレノ・頓服剤 テ散剤 ト

シテ患者二與へ得ル爲メ便宜上外來患者、即 チ

比較的輕症者二多ク用ヒラレタ傾向ガアツタ本

剤 ハ出血患者 二止血 ノ目的 ニモ度々用 ヒラレ

タ 。

最初本剤 ノ肺結核 二封 スル適當量 ヲ知 ラン トシ

テ数 ケ月間 二亙 リ血疾 テ喀出 スル1患 者 ラ選 ン

グ。本患者 ノ・止血 ノ目的 二「クラウデ ン」テ皮 下

二注射 シテモ翌朝 二至 リ明 カニ血疾 ノ檜加 テ見

ル程鋭 敏 ナ患者 デアツタ。 ソレデ「ピ リフオル

ム」ノ幾何量 テ以 テ血疾 ノ檜加乃至消失 スル カ

テ検 シタ。最初 ノ・無害無数 ノ量 ト考 へo・11E9テ

水 剤 トシテ1日 量 トシテ3同 二分服 セ シメ タ。

然 ルニ患者 ハ其 内 ノ2同 丈 テ服 用 シタルニ既 二

血疾 ノ檜 加 テ來 シタ。本患者 二封 シテノ・其後1
　

同 ノ頓 服量0.3廷 迄 檜量 シテ治療 シタガ何等 ノ

数果 テモ認 メナヵ ツタノデ0.1涯 二減 量 シテ撒

回同量 テ與 ヘ タ.之 ニ ヨリ頑固 ナル 血擁 消失

シ、熱 モ下降 シ、輕快 シテ退院 シタ。其後多 ク

ノ患者 二就 テ試 ミルニ輕症 者 二封 シテモ適當量

ノ・0.4涯 以 下 ニアル ノテ知 ツタ。本剤 ノ「インフ

第3表 「ピリフオルム」治療成績表
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董
'0

1

0

0

42

20

38

100

21

9

4

3

」
0

__}_._.

」
2

0

0

28

璽
5

43

1

0

0

0

17

9

2
48

1

丁以
○上

輕

中

重
一 一 一

多
0

0

小

計

輕 53

中

重

22
45

一

合 計 120

、

ルエ ンザ」菌 性慢性肺 炎 二封 スル 適當量 ノ・矢張

0.5睡 以 下 ニ アル ノニ封 比 シテ 興味 テ発 ユル。

本剤 ニ ヨル肺結 核 ノ反慮 テ起 ス頻度 ノ・沃度加 里

ノ場合 ヨ リ多 イ。刺戟直後 ノi敷果 モ第3表 二於

テ見ル ガ如 ク幾分良好 デアル。 ソ レノ・本療法 テ

施 シタ者 二輕 症者 ガ多 カ ツタ爲 メ計 リデノ・ナ ィ

ラ シイ。 從 ツテ良好 ノ経 過 テ取 ツタモ ノモ比較

的多 カ ツタ。但 シ刺戟後 二來 ル爽 快感ノ・沃度加

里 二多 ク且 ツ顯著 デァツタ。

次 二本療 法 テ施 サ レタ120例 ノ内檜 悪 シタ者12

名 アツタガ内2名 ノ・喀血、1名 ノ・肋膜炎、他 ノ

9名 ノ・肺結核 ノ檜悪 デアツタ。

第九 章fカ ル シウ ム」溶液 静脈 内

注射療 法

「カル シウム」二消 炎作用 アリ トテ之 テ無批判 デ

静脈 内二注射 スル事 ガ行 ハ レテ居 ル様 デアル。

然 シソ し・ノ・再検討 ノ要 アル ラ痛感 スル。次 ノ第

4表 ニモ見ユル ガ如 ク本剤 注射 ノ大多数 ノ患者

二於 テ病竈反慮 テ認 ムル コ トガ出來 ル。此病竈

反慮 ノ・何 ヲ意 味 スルデ アラウカ。 ソ レノ・本剤注

射 ニ ヨ リ浦 炎作用 トノ・正 反封 ナル炎衝檜劇 テ明

示 シテ居 ル。斯檬 二病竈 反慮 テ起 ス療法 ノ・刺戟

療法 二屍 スル モ ノデ、從 ツテ第五章 二於 テ述 ベ

タ施行法 二準採 シテ行 ノ・ナ ケ レバナ ラヌ。

第4表 「ヵル シウム」溶液静脈内注射治療成績表

分 輕
全均
反慮
病竈
反慮
直後
数果 経 過 計量

(睡) 重 有1無 有 無 有 無 良 劃歪_一 『
輕 Ol 0 0 0 0 0 0 OiO O

○以 一一 一 「一 一 一 一 一 一 一1一 ,一
●

中 1 1 0 2 1 1 1 110 2
一 一 　 一・一『七下一 一 一 一 一 一 一 一

重 1 1 1 1 1 1 0 1 1{2
一 一 一 一 一 一

一・至 輕 3 1』口 1 3 3 1 0

一 一「一一 甲脚

14

一一 一 一 一 一 一 一
八 二L
ノ● 中 5 6 9 2 9 2 6 4i1 11

}
一 一 一 一 一 一 一 一 一

乃○ 重 26 8 18 16 8 20 6 341gi15
-1一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
輕 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1

二以 一 } 一 一 一 一 一 一 一 一 一
●

中 1 1 2 0 1 1 1 0 1 2
五上一 一 一 一 一 一 一 一 一

重 2 1 1 2 1 2 2 0 1 3
一 一一 　　一 一 一 一 一 一

輕 3 2 4 1 1 4 3 2 0 5
b小 一 一 一一 一 一 一 一

中 7 8 11 4 11 4.臼 5 2 15
一 一 一 一 ㎜ 一 一 一 一 一 一 一
計
重 22 17 28 11 20 19 10 21 8 39一 一 一 一 一

合 計 32 27 43[ 16 32 27 21 28 10 59一
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更 二 「カル シウム」ノ・血液凝固 ノ1要 素 デ アルカ

ラ、之 テ注射 ス レバ血液 凝固 テ促進 シ、止血作

用 ラ呈 スル トノ理 由 ノモ トニ喀血 二際 シテ無條

件 デ頻 々 ト注射 サ レル ガ本剤注 射 ニ ヨリテ果 シ

テ血液凝 固ガ促進 サ レル デアラウカ。次 ノ第4

表 二於 テ縄過不良 ノ欄 ノ10例 中ニハ 注射 ニヨ

リテ喀血 テ誘登 シタ ト思 ノ・ル ・2名 ガ含 マ レテ

居 ル。其他 ニモ本剤注射後血疾 テ出 シタ者 ガ10

撒 名 アル。 是等 ノ・必 ラズ シモ偶然 ノ出來事 デノ・

ナイ。 本剤注射 ニ ヨリテ病竈反癒 テ起 ス以上出

血 テ誘登 スル コ トアルベ キノ・最初 ヨリ制 ツテ居

ル。勿論本剤澁射 ニ ヨリ止血 シタ例 モ アル ガ ソ

レノ・「カル シウム」ノ血液凝 固促進作 用 画 ヨル ト

云 フヨリ他 ノ刺戟療法 ト同様 ノ理 由 二基 クモ ノ

ト考 フルガ穏當 デノ・アル マイカ。絢構酸曹達 ノ

如 キ血液凝固阻 止作用 テ有 スル藥剤 デモ之 ラ静

脈 内二注 射 スレバ「カル シウム」ト同檬 二止血作

用 テ呈 スルモ ノデ アル。 ソレデ本剤 ノ止血 ノ目

的 ノ注 射 モ刺戟療 法施 行法則 二糠 ルベキモ ノデ

アル事 ラ主張 スル。殊 二本剤 ラ毎 日又ノ・隔 日二

注射 スル ガ如 キノ・危瞼 ト云ノ・ナケ レバナ ラヌ。

更 二喀 血 二際 シテ本剤 ノ注 射 ノ・時 二禁 忌 トシナ

ケ レバ ナラヌコ トガ アル。 ソレノ・刺戟療 法 ノ施

行中 二病駄 ガ悪化 シタ場合ノ・刺戟療 法ハ禁忌 ト

スル ト云 フ條項 ガアル ガ、喀血後 二肺 ノ病攣 ガ

ー進展 ラナ シ登熱 スル コ トガ アル
。是等 ノ、當 二

本療法 テ禁忌 トシナ ケ レバ ナラヌ。又 出血後 二

所謂吸牧熱 ト構 スル登熱 テ見ル コ トガアル ガ、

之ノ・一旦血管外 二流 出 シタ血液成分 ガ再 ビ吸牧

サ レテ起 ル現象 デ、 自家 血液注射療法即 チ1種

ノ刺戟療 法 二於 ケル反磨熱 卜同一 ノ性質 ノモ/

デ アル。 サ レバ吸牧熱 ハ刺戟療法 ノ反磨熱 ト見

テ、此際更 二次 ノ刺戟 テ行 フ事ノ・有害無盆 ト云

ハ ナケ レバ ナ ラヌ
。何 レー シテモ喀血後 二登熱

テ見 タ時ノ・最 早「カル シウム」ノ注 射ノ・禁忌 スベ

キモ ノト思 フ。

更 三本療 法 ガ刺戟療 法 二属 スル以上 ソノ注 射間

隔 二就 テモ 刺戟療 法 ノ施行法 二從 フベ キモ ノ

デ、之 テ隔 日二行 フコ トーノ・賛成出來 ナィ。矢

張 最短間隔ノ・満4日 トシ、患者 ニ ヨ リテハ1週

間以上 テ必要 トスル モ ノガ アル。然 ラザ レバ病

竈 ノ振大 テ來 シ患者 テ シテ救 フベ カ ラザル危地

二陥 レル コ トガ アル カモ知 レヌ。

次 二本剤 ノ治療成績 二就 テ述 ベル ガ、余 ノ・3%

溶 液 ラ使用 シタ。本療法 テ施 シタ患者 ノ・常習血

疾喀出者 ヤ「ツベル ク リン」、沃度療法 ノ行 ヒ難

キ者 ガ多 カ ツタ.ソ レデ全例 ノ約:分 ノ2ノ ・重

症者 デ アツタ爲 メ、其治療 成績 ガ不良 デアツタ

コ トモ已 ムラ得 ナイ。 叉右 ノ檬 ナ症例 デアル爲

メ注 射量 ノ如 キモ非常 二注意 シテ過大量 テ避 ケ

ル ニ努 メタケ レ ドモ病竈反癒 テ惹起 シタ者 ガ甚

グ多 カツタ。殊 二注 目スベ キノ・経 過不 良 ノ者 ガ

59例 中10例 ノ多 キー 達 セル コ トデアル。 而 シ

テ其 内喀血 テ起 シタ者2例 、肋膜 炎登症1例 、

腹膜 炎登症1例 、磯膜 炎登症1例 、腸結核螢 症

1例 、他 ノ4例 ノ・肺結核 ノ檜悪 デアツタ。

以上述 ベ タ トコロノ・濃厚食盛水、濃厚 葡萄糖液

ノ静脈 内注射 ノ場合 ニモ 適合 スル。或 ノ・「カル

シウム」液 モ更 二大 量 テ用 ヒテ何 等 ノ副作用 テ

認 メナヵツ タ ト云ノ・レル人 モ アル デアラウ。余

モ20%葡 萄 糖液 ノ20耗 ラ滲透 歴療 法 トシテ静

脈 内二注 射 シテ居 ルガ之 ニテノ・反慮 テ起 スコ ト

ガ殆 ドナ ィ。然 ルニ本液 ノ3乃 至5¢Eデ ハ時 二

反磨 テ見ル コ トガ アル。

第十章 人工 太陽燈療 法

紫外線 ガ生物 二必要 ナ コ トノ・問題 デノ・ナ イ。然

シ之 ガ健康盟 ト患罷殊 二結核 患者 二及 ボ ス影響

ノ・大 二異 ナルモ ノガアル。 ソレデ 日光浴 ナ ドテ

患者 ガ健康人 ト同様 二行 ツタナ ラバ、意外 ノ副

作用 テ見ルデ アラウ。肺結核 患者 ガ 日光浴 テシ

テ喀血 シタ例 ハ甚 グ多 イ。 之ノ・紫外線 ノ作 用 ニ

ヨリ病竈反磨 ラ起 ス結果 デアル。斯 ク紫外線 ガ

病竈反磨 テ起 ス以 上之 テ刺鄭療 法 トシテ磨 用 シ

得 ベキ コ トモ想定 二難 クナ イ。

余 ノ・島津製携帯用 ノ水銀石英燈 ラ以 テ先人 ノ例

二倣 ヒ之 テ肺結核患者 二鷹用 シタガ、成績甚 ダ

不 良 デ アツ タ。 ソコデ其照射量 ガ不適當 ナル テ

知 リ、先 ヅ滲出性肋膜炎 ノ恢 復期患者 二封 シテ
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尿量 ノ増加スル照射量テ求ノタ。其結果驚 クベ

ク少量ガ有敷 ナルラ知 ツタ。 光源距離 テ75糎

トシ胸部皮膚5糎 準方 テ10秒 間照射 シテ始 メ

テ尿量ガー雨 日間増加 シタ。次 デ肺結核 ニモ此

量テ試 ミタガ、其治療成績 ハ從前 二比 シ格段 ノ

相違ガアツテ第5表 二示 ス通 リノ成績 テ得 タ。

照射 ノ間隔ハ普通1週1同 位ガ適當 デアル。患

者ニヨリテハ更 二之 テ延長 スル必要 テ認 ノタ。

毎 日又ハ隔 日二照射スルノ、結核患者 二封 シテハ

ヨクナィ。

次 二肺結核患者ガ勝手ナ日光浴 テシテ悪液質 二

陥 ツテ居ルコ トガアルガ、由來刺戟療法 二属 ス

ルモノテ過度 二行 フ時ノ・格別 ノ反鷹 テ起 サズシ

テ食慾 モ相當 アリナガラ、極度 ノ繍痩 二陥ルコ

トガアル。斯様 ナ患者ノ・最早如何 ナル療法モ数

果ノ・基 ラヌ絶望的ナモ ノデアル。

第5表 太陽燈治療成績表

照
射
量

輕 雛 離 離 経 過

重 有 無 有 無 有1無 良 雛
計

五七1
乃1
至秒

十十
乃五
至秒

二三

吉+亜
至秒

三以
十
秒上

輕

中

11

120

147

214

196

313

04

313
310
01

412

50

2210

3811

5310

11331

02

84

156

520

1015

268

04
-『 　 -

33

21

01

42

41

527

2524

4716

7767

11

75

912

916

187

1519

13
-『

2{4

12

01

15

14

1121

28

20

74

512

241

195

1

4

0

1

11

0
ト1

Oi2
--

12

21

25
『

25

716

311
50

34

4
一

6

3

1

6

5

32

2

1

1 0

重

輕

中一 一
重一 一
輕

中

重
一 一

輕

中

重

輕

中

重

計

0 0

1

5

41

00

小

計

合

30 2

10

29

O

I4

20

24

21 35

14

49

63

144

26

65

37

797941

日光浴 テ刺戟療法 トシテ磨用スルコトモ、勿論

可能 デアルガ唯其紫外線含有量ガ天候ニヨリテ

著 シク左右 セラレ、其測定 ガ困難デ從 ツテ浴 ノ

時間テ定メルコ ト不能 ナル爲メ實際慮用ガ出來

ヌ。尤 モ余 モ或ル例 二於 テ日光浴直後 ノ症状 ノ

輕快ガ可ナ リ著 シキテ見タコトガアル。

次 二太陽燈 ノ治療 成績 二就 テ述 ブ レバ、 第1二

目 二付 ク ノハ輕症 者 ト重症者 トノ治療成績 二格

段 ナル相違 ノアル コ トデ アル。殊 二重症 者 二於

テ比較的大 量 テ用 ヒタ5例 ガ悉 ク不良 ノ経 過 テ

取 ツテ居ル。或 ノ・之 モ其一部 ノ・偶然 ノ出來事 デ

アツタカモ知 レヌガ、然 シ大量 照射 ガ不 可 ナル

ハ之 一 ヨリテモ認 メナケ レバナ ラヌ。余 ノ照射

量 ノ・非常 二少量 デ アツタケ レ ドモ、重 症者 二封

シテハ、爾少量 テ用 フベ キモ ノ'檬 デアル。爾15

秒 以下 ノ欄 二記 入 シタ症例 デ疾病 ノ輕 快 スルニ

從 ヒ30秒 以上 二増量 シタ者 モ勘 クナカ ツタガ、

是等 ノ患 者 デノ・有害 二作用 シタ者 ハ ナカ ツタ。

本療 法中経 過不良 ノ者24例 アツタガ、 内喀血

ラ起 シタ者1例 、腸結核登症3例 、肋膜 炎登症

1例 、他 ノ19例 ハ肺結核 症状 ノ増悪 シタ ノデ

アツタ。

第 十一=章 胸部 赤外線照射療法

赤外線 ハ從來外科的方面殊 二所 々 ノ癒痛 二封 シ

テ慮 用 セ ラレテ居 タ。赤外線 ノ其鎭痛作用ノ・局

所 刺戟療 法 ノ原理 二基 クモ ノデ アル。余 ノ・肺結

核 患者 ガ屡 ≧訴 ヘル「ロイマ チス」様 胸痛 二封 シ

テ赤外 線 ガ如何 二作用 スル カテ試 ミタ.其 成績

ノ・第6表 二示 スガ如 ク、可 ナ リ見 ルベキモ ノガ

アツタ。更 二吾人 ノ注 意 ラ喚起 スルハ之 ニヨリ

テ肺結核 ノ局所刺戟療 法 ガ可能 デ アル コ トテ知

ツ タ貼 ニ アル。勿論 此鮎 二關 スル吾人 ノ経験 日

筒淺 ク、殊 二從來本療 法 ニ ヨリ胸痛緩解 ス レバ

目的就 二達 セラ レタ リ トシ、本療法 テ中止 セル

爲 メ疾 病 二封 スル敷 果 ガ比較的薄 カツタ。 ソ レ

デ弦 ニハ軍 二肺結核 二封 シテモ、局所刺戟療法

ガ可能 デ ァル コ トテ知 ル コ トニ ヨツテ満 足 シタ

イ。

次 二本療法 ノ成績 二就 テ述 ベル。本療法 ノ適慮

症 トシテ、第一 二胸痛 テ訴 フル肺結核患者 ラ選

ング。而 シテ末期 ノ患者 二封 シテモ、 少 ク トモ

患者 ノ苦痛 テ輕減 セ ン トノ努力 カラ之 ラ試 ミタ

ガ、之 ノ・無敷 デアツタ。然 シ可 ナ リ重症 ノ者 二

於 テモ、胸痛 丈ノ、緩 解 シタ者 ガ 相當多数 アツ

タ。喀 血傾 向 アル者 二封 シテノ・本療法 ノ・大 二警
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第6表 胸部赤外線治療成績表

照
射
量

輕

重

全身
反磨
病竈
反慮
胸痛二封
スル敷果

疾病 二封
スル敷果 経 過

計

8
有 無 有 無 有 無 有 無 良

不
墾
不
良

秀
間

=

分
以

主

,小

計
一

聾
虫
重

」
」
22

5 1」
7

』
10

0 2 3!4 1 0」
翌
53

℃苫 2 1 11 2 10 0

31 33 20 39 14 12 41 8 39 6

輕 0 0 0 0 0 0 0 」
」
』
」
ヱ
』
17

」
2
』
」
翌
至
61

里
里
墾
虫
重

」
」
」
」
聖
33

2 2」
5

」
』
5

1 0
}!一

一

』
』
』
聖
55

石 」
0

一

」
2
ユL2
2L量

璽
聖
66

0

」
三
」
」

0

2
』
』
坐
』}.釜
10188

一

ユ
」
44

ユ

」
25

』
至
64

』
21
」
19

1合 計 豆蕊 西万

戒 スベキモ ノト思 フ。本療 法中経過不良 ナ リシ

者10例 アツタガ。 内2例 ハ 喀血 デアツタ.尚

肋膜 炎ニ ヨル胸痛 二封 シテノ・敷果 ガ薄 カツタ。

殊 二其急性症状 テ呈 スル者 二封 シテノ・、他 ノ刺

戟療法 ノ成績 カ ラ見 テモ、本療法 ラ禁 忌 トスベ

キモ ノデ アル。

次 二照射 量 二就 テ云 ヘバ、患者 ガ快感 テ畳 ユル

距離 ヨリ普 通1分 間程度 テ適當 トスル。鋭 敏 ナ

ル患者 デノ・此量 デモ有害 二作 用 シタ。少数例 デ

ノ・2分 間或ノ・3分 間 ノ照射 テ行 フタガ成績 ガヨ

クナカツタ。照射 ノ間隔 ハ5日 乃 至1週 間程度

ガ適當 デ アツタ.然 シ抵抗力弱 キ者 二封 シテハ

更 二間隔 テ延長 スル ノ必要 テ認 メタ。

治療成績 表 二就 テ見 ルニ、 サ スガニ局所刺戟療

法 丈 アツテ 病竈反慮 テ起 シタ 者 ガ 相當 多 カツ

タ.本 來 局所 刺戟療 法 デノ・全 身反磨 ガ極 メテ少

イモ ノデ アルガ、 本療 法 デハ相當多 カツタ。 ソ

レノ・恐 ラク肺 ノ病竈 反慮 ヨリニ次的 二全身反磨

ラ起 シタモ ノモ アツタ コ ト・思 バ レル。

胸痛 二封 スル本療 法 ノ致 果 ノ・可 ナ リ見ルベ キモ

ノガ アル。 更 二本療法 中経過不良 ノ 者10例 ア

ルガ内喀血2例 。肋膜 炎登症2例 。胸痛檜劇1

例 、腸結核褒症1例 、他 ノ4例 ノ・肺結核 ノ」曾悪

ア アツタ。

第十二章 其他 ノ刺戟療法

以上述べタ療法以外ニモ結核 ノ刺戟療法ハ多激

ニアルガソレ等二就 テ詳細 二述ベルコ トハー朝

一タ ノ業 デノ・ナ イ
。弦 ニハ軍 二余 ノ注 意 テ惹 キ

タル撒種 二就 キ簡軍 二述 ベル。

金製剤。結核治療剤 トシテ 多数 ノ金製 剤 ガ ア

ル。最初是等 ノ療法 ノ・皆化學 療法 ト考 ヘ ラレタ

ガ、其治敷作用 テヨク吟 味 シテ見 ル ト純 然 タル

刺戟療法 デ アル。之 ラ化學 療法 ト考 ヘ タ爲 メ最

初 ハ出來得 ル限 リ大量 テ用 フルニ努 メ タ結果其

治療成績 ノ・決 シテ優秀 ナモ ノデハナヵツ タ。若

シ是等製剤 テ刺戟療 法 トシテ前 記施 行法 二從 ヒ

テ磨用 セバ必 ラズ有害程度 ヲ減 ジ、相當 ノ敷果

テ爆 ゲ得 ベ キノ・疑 ヒナイ。

銅製剤。 日本 二於 テ學界 ノ 問題 トナ ツタ「チ ア

ノクプロール」ハ銅製剤 デ アル。 由來 刺戟療 法

二厩 スル療法 ハ學界 二於 テ有数無数 ノ議 論 ガ圖

ハサ レタコ トガ多 カツタ。是等 ハ今 日 ノ刺戟療

法 テ知 ラナカツタ時代 デ、 ソノ慮 用法 ノ巧拙 ニ

ヨ リ或 ハ有数、或 ハ有害 ナル治療成績 テ基 ゲ タ

ノモ已 ムテ得 ナカ ツタ。其功罪 ハ實 ノ・藥剤 一ハ

ナ ク、術者 ニ ア リ ト云 ノ・ナケ レバナ ラヌ。「チ ア

ノクプロール」ノ如 キモ 今 日 ノ刺戟療 法施行法

二準檬 シテ之 ラ磨用 セバ必 ラズ更 二優 秀 ノ成績

テ基 ゲ得 ル デ アラウ.

「リボ ィー ド」製剤
。 「リポ ィー ド」ノ・之 テ非経 ロ

的 二結核患者 二與 フ レバ病竈反 慮 ラ惹起 シテ刺

載 療法 ノ 意味 二作 用 スルモ ノデアル。 「リボ4

一 ド」テ治療 界 二 紹介 セル ムツ フ等 ノ功績 二封

シテノ・大 二敬意 テ表 スル モ ノナ レ ドモ其免疫學

的學設 ニノ、質意 ラ表 シ難 イ。

蛋 白膣療法。蛋 白禮 ハ之 テ同一個 禮 二度 々注射

スル時 ノ・過敏症 テ起 スコ トガ アル。結核 ノ如 キ

1、2同 ノ注射 ニヨ リテ全治 ノ見込 ナキ疾患 二蛋

白膿療 法ノ・不適 當 デ アル。

其他硅素療 法、 「ヘ トール」療 法 ノ如 キモ刺戟療

法 トシテ作 用 スルモ ノデ アル。

民間i療法。灸 ハ古來 盛 二民間 二於 テ使 用 セラ レ

ツ ・アル ガ、少 ク トモ結核 ノ如 キ鋭敏 ナル疾 患

二封 シテハ之 ラ灸 師 ニノ ミ任 セ置 ク課 ニノ・行 カ

ヌ。結核 二封 シテ灸 ガ可 ナ リ有数 二作用 スル コ

トモ アル ガ、場合 ニヨツテハ喀血 ヤ乾酪性肺 炎
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ナ ドテ誘登スル コトサヘアル。灸 テ唯1同 行 フ

タ場合ハ格別 ノ害モナィガ、之 テ連 日行 フ時ハ

多 ク有害 二作用スル。

大蒜。大蒜 モ民間二廣 ク用 ヒラレテ居ルガ之モ

少 シク多量 テ用 フル ト明カニ全身乃至病竈反慮

テ惹起 スル。

温水浴。浴湯が40度 以上 ニナル ト1種 ノ刺戟

禮 トシテ作用スル。入浴 シテ登熱 シタ例ノ・度々

見ルガ、余ノ・一肺結核患者ガ極 ノテ巧妙ナル入

浴法 ラ行 ヒ、之ニヨリテ撒 日間熱下降 シ、吻軟

喀疾 ノ減少、氣分爽快、食慾増進等可ナ リ見ル

ベキ数果 テ基 ゲタ例 テ知 ツテ居ル。

以上 ノ民間療法ノ・馨家ガ或ル刺戟療法 テ行ノ・ン

トスル際ニノ・禁止 スベキモ ノデアル。

第十三章 肺結核以外 ノ結核症 二

封 スル刺戟療法

同 ジク結核症 ニシテモ其占嫁 スル部位 テ異 ニス

ルニヨリ刺戟 二封 スル鋭敏 ノ度 テ異 ニスル。

骨、關節、皮膚等外科的結核ハ肺結核 二比 シテ

著 シク低 キ感度 テ有 シテ居ル。

肋膜炎。特登性肋膜炎ノ初期高熱 テ件 フ時期 ハ

線 テノ刺戟療法 テ禁忌 トスル。肋膜炎ノ・腸結核

ト共 二刺戟二封 シテ最モ鋭敏 デアル。高熱去 リ

テ微熱叉ハ無熱ガ3週 間モ績 イタナラバ太陽燈

ノ5糎 李方10秒 ト云 フガ如キ、極 メテ微量テ

1週1回 位注意 シテ試 £ルモコf。 沃度ヤ「ツ

ベルクリン」療法ハ更 二後 二至 リテ 磨用 スルガ

安全デアル。爾特登性肋膜炎デノ・大谷氏反慮ハ

多 ク陰性デアツテ免疫 ノ不完全 ナル者 ガ多 イ。

從ツテ治癒能力モ薄弱 デアル。

腸結核。腸結核ノ・肋膜炎ヨリ更 二刺戟 二封 シテ

鋭敏デアル。之ガ急性症状 ラ呈 シテ居ル間ハ刺

戟療法ハ禁忌 トシナケレバナラヌ。尤モ腸結核

登症後相當 ノ日撒 テ経過 シ、且ツー般駄態モ強

ク冒サレテ居ナイ場合ノ・赤外燈 テ以テ普通 ヨリ

梢 ≧還 目カラ約1分 間照射 スル。此際腸内容ガ

病竈 ヲ刺戟 スルラ出來得ル限 リ少 クセンガ爲メ

食餌 ノ制限 テー層嚴重 ニスル。前述 ノ諸種刺戟

療法中経過不良 ノ内一ノ・腸結核登症激例 アルガ

是等 ノ・潜在性 ノ腸結核 ガ肺結核 テ封象 トシタ刺

戟 ノ爲 メ壇 悪 シテ表面化 セルモ ノ ト思 フ。輕症

ノ腸結核 ナ ラバ沃度加里 ノ0.5延 ノ頓服 デ相當

ノ敷果 ヲ認 メタ者 モ アツタ。然 シ腸症状顯著 ナ

者 デノ・食餌 ノ搬 取困難 トナ リ、衰弱急 二檜 シ治

癒能力 テ失 フコ トモ速 カデ アル。

喉頭結核。喉 頭結 核ノ・肺結核 二比 シテ鋭敏 ノ度

梢 ≧低 イ様 デアル。 ソノ爲 メ肺結核 目標 ノ刺戟

療法 デハ多 ク ノ場合喉 頭 ノ反慮 テ起 サナ イ。斯

様 ナ時 ノ・喉 頭 ノ局所刺戟療 法 ラ行 フ必要 ガ ァ

ル。 ソ レニノ・從來 種 々 ノ方法 ガ試 ミラレタガ余

ハ 目下赤外燈 ノ喉頭部 照射、20乃 至50倍Z!VL!=i'

一 ル氏液
、0.5乃 至1.0%「 ピ リフオル ム」液 ノ

喉頭腔噴霧 ラ試 ミテ居 ル。此 内甲法 ノ・無数 デ ア

ツテモ乙法 ノ・有 赦 ナコ トガ厘 丸アツタ。赤外燈

ノ、全身的 ノ反慮 テ起 サナ イカラ他 ノ刺戟療法 ト

併用 スル コ トガ出來 ル。 ル ゴール 氏液 及 ビ「ピ

リフオル ム」液 ノ・吸牧 サ レテ 全 身反慮 ラ起 スコ

トガアル カラ他 ノ刺戟療法 ト併用 スルノ、ヨクナ

イ。而 シテ刺戟 ノ間隔 ハ何 レモ5日 乃至1週 間

二1回 トスル。

腹膜 炎。腹膜 炎 ノ急性期及 ビ腸結核症状 ノ著明

ナル者 二封 シテハ、刺戟療法 ハ禁 忌 トシナケレ

バ ナ ラヌ。然 シ急性期 テ過 グ レバ先 ヅ赤外線 テ

以 テ局所 刺戟療 法 ラ試 ミル。之 ニヨ リ格 別 ノ敷

果 ガ爆 ガラヌ時 ノ・沃度療法、太 陽燈療 法、「ツベ

ル クリン」療 法等 テ試 ミル。是等療法 一 際 シテ

ハ常 二腸 ノ反慮 二就 テ注意 シテ居ナ ケ レバナラ

ヌo

第十四章 結 語

以上述ベ タル所 ノ・現在余 ガ結核 二封 シテ施 シツ

ツアル刺戟療法 ノ大膿 デアルガ、 ソノ要貼テ再

設 シテ見ル。

1.刺 戟療法ノ・愚膿ノ保有 スル治癒能力ラ鞭捷

シテ疾病 ノ治癒 テ促進 スルノ療法デアツテ、是

二用 フル刺戟膿 ニノ・特別 ノ治癒能力ラ期待 シナ

イ。

2.刺 戟療法二於 ケル疾病治癒過程ノ・自然治癒

ノ場合 ノソレト異ルコ トノ・ナィ。然 シ其治数作
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用 二至 リテハ他 ノ療法 二比 シテ著 シク相異 スル

モ ノガアル。從 ツテ本療法 ハ治療界 二於 テ、特

別 ナル ー部 門 ラナスモ ノト云 ハナケ レバナ ラ

ヌ0

3.刺 戟 療 法 ノ・結核 二封 スルモ ノ丈 ニテモ多激

ニ アル ガ ソノ準檬 スベキ施行法則 ハ皆 同一 デ ア

ル。從 ツテ或 ルー ツ ノ刺戟療 法 テ充 分 二會得 ス

ル時 ハ他 ノ刺戟療 法 ノ要 領 モ容 易二會得 スル コ

トガ出來 ル。

4.患 禮 ノ保有 スル治癒能 力ハ刺戟療怯 ノ基礎

テナスガ故 二本療 法 ラ施 スニ當 リテノ・常 ニ ソノ

消長 二注意 シ、 之 ラ保全 シ、若 シ之 ガ減 弱 セ リ

ト見ル時 ハ断然刺戟療法 テ中止 シ、患者 ノー般

歌態 ノ改善、中毒症状 ノ除去、殊 二肝臓 ノ赤外線

照射等 ニ ヨリ極 力 ソ ノ充實 テ計 ルベ キデアル。

5.刺 戟療 法 二於 テノ・圭 トシテ病竈反慮 ガ治癒

機轄 ラ登 作 スル モ ノナル ガ、若 シ反慮過強 ノ時

ハ疾病 ノ檜 悪 テ來 スガ故 二刺戟 ノ程 度拉 二間隔

二關 シテハー定 ノ法則 二準篠 シ常 ニ ソノ適否 二

關 シテノ・大 ナル注 意 テ彿 ノ・ナヶ レバナ ラヌ。

6.刺 戟盟 ノ適 當量 ハ反磨 テ起 シ得 ル最 少量 デ

アル。結核 ハ他 ノ諸疾患 二比 シテ外來 ノ刺戟 二

封 シ鋭 敏 デアル ガ故 二適 當量ノ・一般 二少量 デ ア

ル。殊 二諸 内臓 二於 ケル結核 ハ外科 的結核 二比

シテ遙 カニ鋭敏 デアル。又刺戟 二封 スル鋭敏度

ノ・患者 ノ禮質、病勢 ノ如何 ニヨ リテ差 アルガ故

二刺戟療法實施 二當 ツテノ・是等 ノ諸貼 二關 シテ

注意 ラ彿 ハナ ケ レバナ ラヌ。

7.一 度適當量 テ嚢 見 シタナ ラバ其患者 二封 シ

テノ・必 ラズ同一量 ラ使用 シ、假 令反慮 ノ・認 メナ

イ場合 モ多少症状 ノ輕快 スル間ノ・檜量 シナイガ

ヨイ。

8.余 ノ、「ツベル クリン」、 沃度、 「ピ リフオル

ム」、 「カル シウム」溶液、 太陽燈、 胸部赤外線

照射等6種 ノ刺戟療法 ノ治療成績 二就 テ述 ベ タ

ガ其成績表 ノ上 デノ・多少優劣 ノ差 ガ見ヘル。然

シソ レノ・患者 ノ選揮 如何 ニヨ リテ治療成績 ハ左

右 セラ レル モノデ アル カラ各療法 ノ實 際 ノ優劣

ノ・今俄 カニ断 ズ ル コ トノ・出來 ナ イ。唯 患者 ニ ョ

リテ甲療法ガ有数 デアツタリ或ノ・乙療法ガ有敷

デアヅタリスルコ トハ アル。

9.最 後 二附言 シテ置 キタイノハ從來刺戟療法

二屡 スルモノガ免疫療法叉ハ化學療法 トシテ褒

表サ レ、學者 ノ間二有数無漱 或ノ・有害論 ガ盛 二

圖ノ、サレタガ、是等 ノ療法ガ刺戟療法二屡 シ其

慮用法 ノ如何 ニヨリテ有数無数或ハ有害 トナリ

得ベキニ想到 スレバ議論 ノ沸縢 シタル理由ガ極

メテ明白 トナルー事 デアル。

∴II.病 理解剖及 ビ賓験病理

16.脊 髄瘍檬墾性ヲ俘ヘル脊髄孤立性結

核 ワー例二就テ∴{

灘 「英亜(京大辻内科)
山口 頼夫(京 大 病理)

余等ノ・辻内科二入院 セル17歳 ノ男子 ニシテ脊

髄 炎様症状(圭 トシテ腰髄)ラ 合併 シ、途二結核

性拶脊髄膜炎ニテ死 ノ轄蹄 テトレル1例 二就 イ

テ臨床的観察 ノ他 二、病理組織學的検索 テ行 ヒ

シニ腰髄 二於 クルモノノ・孤立性結核ナルテ見 タ

リ。腰髄 テ除 ク他 ノ部分ノ・其 ノ肉眼的拉二組織

學的所見ガ殆 ンド全 ク脊髄務 ノ所 見 トー致 シ且

ツ後根 二於 テモ脊髄疹様所見 アルテ見 タリ.腰

部 ノ孤立性結核竈 二於 テモ亦大、小血管壁ノ・一

般 二著明 ニシテ良 ク保持 セラレ、該血管壁 ノ所

見ノ・肺臓 二於 ケル結核竈中 ノ其 レト異 リ、寧 ロ

脊髄瘍 二於 ケル後索 ノ血管 ノ攣化 テ髪髭 セシム

ルモ ノアリ。上記脊髄瘍檬所見二就テノ・後 日尚

詳細 ナル検索 テ侯 ツテ報告スル所 アルベ シ。

17.猿 二於ケル結核1研 究(第 四報)

再接種試験

秋月 正一儒 矯)

一度結核菌 ノ侵襲 ヲ受 ケタ個禮ノ・結核 ノ再感染

二封 シ如何 ナル態度 テ示 スカ、即結核二於 テモ

著明ナル免疫 ガアルヵ ドウヵハ現在猫未定 デァ

ル。殊 二最初 ノ結核罹患ガ極 ク輕症デ何等 ノ自

罷症状ナク、唯「ツベルクリン」反磨 ノ陽性轄化

ニヨツテノミ結核罹患 ラ知 リ得ルヤウナ場合 ニ

モ果 シテ充分ナ免疫 テ得ルモノカノ・全 ク不明デ



608 総 會 演 訊 要 旨 【第16巻

ア ル 。

余 ノ・一昨年猿 二於 テモ微 量接種 ノ際 ニハ輕症結

核 二罹 患 ズ 「ツベル ク リン」反磨陽性 トナ リ暫

ク陽性 ヲ持綾 シタ後 再 ピ陰性 トナ リ、 シカモ元

氣 二生存 シ陽性 「アネル ギー」ト認 ムベ キモ ノガ

多撒 出現 スル事 テ述 ベ タ。

右 ノ如 ク シテ陽性 「アネルギー」ニナ リ、第1同

接 種後1年10ケ 月乃 至2年10ケ 月経 ツタ4頭

ノ猿 二菌量 ラ増 シ50萬 分1延 テ 静脈 内 二 接種

シ是等 ノ猿 ガ再接種 二於 テ如何 ナル態度 ラ示 ス

カ テ見 タ。50萬 分1冠 ヲ初 同 二静脈 内二接種 シ

タ2頭 即封 照獣 ノ・共 二1ケ 月後 肺 二病攣 テ現 シ

100日 及 ピ163日 後 結核 死 テ來 シタ。然 ル ニ再

接種 獣 デハ 「ツ(ごル ク リン」反慮 ノ、1ケ 月乃 至3

ク 月後敦 レモ陽性 トナ ツタガ2頭 ノ、輕度 ノ禮 温

上昇 テ示 シタ以外何等 「レン トゲ ン」像 二攣 化 ナ
つ

ク10ケ 月後 ノ現在共 二健存 シS其 中1頭 ノ・4

ク月間「ツベル クリン」反慮陽性 ヲ綾 ケタ後又陰

性 トナリ再度陽性 「アネルギー」ノ歌態 テ示 シテ

居ル。残 リノ2頭 ノ・共二結核死テ來 シタガ、生

存期間ノ・190日及 ピ270日 デァリ、封照駄 ヨリ

ハ敦1ノモ遙 二長イ。其 ノ臨躰所見ノ・2頭 トモ近

似 シ共 二2ケ 月後氣管腺又ノ・腋窩腺ガ腫脹 シ盟

温上昇 シ赤沈速度モ促進 シ、5ケ 月後美麗ナ血

行撒布像 ラ示 シ、1頭 ハ其後急速 二檜悪死亡 シ、

1頭 ノ・間モナク撒布像吸牧 シ良好 二向フカ ト思

ノ・セタノデアルガ、其後氣管腺 ガ著明二腫脹 シ

來 リ血行撒布像出現後5ケ 月デ死亡 シタノデァ

ルo

以上 ノ實験成績カラ輕症結核 二罹患セル場合ニ

モ其後暫 クノ・輕度 ナガラ結核 二封 スル免疫 ラ示

ス事ガ分ル。然 シ其免疫ノ・強固 ナモ ノデハナ

イ。然モ再感染後結核死テ來 シタ2頭 ハ敦 レモ

=先ヅ淋巴腺 ノ腫脹 テ來 シ其後血行撒布 ラ來 シテ

居 リ、全 ク初感染 ト同様 ノ経過 テ取 ツテ居ル。

當 内科 一テ診療 シタ患者ニモX線 像 二初感染 ノ

攣 化ガァリ「ツベルクリン」反慮陽性 トナ リ確實

二初感染 二罹 ヅタ者デ其後 ノ経過 ト共二「ツベ

ル クリン」反慮陰性 トナリ陽性 「アネルギー」ト

ナツテカラ後再感染 テ來 シタ者 ガ2例 アル。1

例 ハ肺門淋巴腺腫脹 シ、1例 ハ滲出性肋膜炎ラ

起 シ其後肺結核 二移行 シタ(之 ノ例二就 イテハ

來ル5日 熊谷教授 ガ線會演設二於テ述ベラレル

筈 デァル)。帥猿 二於 ケル 實験 ト全 クー致 シテ

居ル。輕症結核罹患後治癒 シタ者 ガ再感染 テ來

ス場合 ニハ初感染 ト全 ク同ジ経過ラ示 ス事 ガ分

ル0

18.費 験的粟粒結核症二於ケル肺鼓昌脾

組織反慮ノ初感再感ノ差異二就テ

高村 了介儀崎胸

結核既感動物ノ・結核菌 ノ血行性再感染二封 シテ

局所的 ニモ全身的ニモ多核白血球性反慮 テ以テ

激烈且ツ迅速 二反慮スルモノナルガ、斯ル反慮

ハ脾 二粟粒結核結節形成寡 ク結節 ノ大 キサ極メ

テ小 ナル貼 ヨリ観 レバ、病攣 テ局所的二限局化

シ、結核全身感染テ防禦 スルノ意義有 リトナス

テ得ベキカ(詳細 ハ 長崎署學會雑誌第 巻、第

1號 、昭和13年 二於 テ原著 トシテ登表 セリ)。

19.結 核菌二封スル猫 ノ感受性二就テ ∴

第一報 ・

桑原 忠實(北 研)

余ハ約200匹 内外 ノ健常猫ニツ1テ 先ヅ喰菌現

象、赤血球沈降速度、皮 内反磨等ラ検 シ後人型

結核菌又ハ牛型結核菌テ感染 セシメテー定期間

後 二喰菌現象、皮 内反慮、赤沈反慮試験 ラ行 ヒ

後、組織 ノ検索 テ行 ピタリ。

實験材料及實験方法

1.實 験材料

(a)實 験二使用 セル 猫ノ・2500gr内 外 ノ禮重 ノ

モノラ選 ピ豫 メ4、5日 間健康状態及 ピ禮温等テ

検 シテ、 ソノ健康 ナル コトデタシカメテ使用 セ

リ。

(b)人 型結核菌(フ ランクフル ト人型株)「 グリ

セリン」肉汁、2週 間培養 ノ結核菌 テ滅菌食盟

水俘游液 トナス。

牛型結核菌三輪株「グリセリン」肉汁2週 間培養

ノ結核菌テ滅菌食盤水俘游液 トス。
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2.實 験 方法

結核菌 ノ・入型結核 菌及牛型結核菌 モ0.5mg又

ハ1mg或 ノ・3mg 、5mgテ 皮 下及 ピ血管 内二

注射 シ、臨躰的攣化 ラ観察 シツ ・、1ケ 月 目、

2ケ 月 目、3ク 月 目二剖検 ス。

(1)皮 内反磨(ゼ ン トウ氏反 慮)北 研製造 ノ菖

「ツベル クリ ン」原液 ラ滅菌生理的食盤水 ニテ10

倍、50倍 、100倍 、 又ノ・1000倍 二稀繹 シ、其 ノ

0・1c・c・テ皮 内二注射24時 間及48時 間 目_其 反

慮成績 ラ判 定 ス。

(2)赤 血 球沈降速度 吉 田氏沈降速度 法 ラ 用

フ ∩

(3)喰 菌 現象 大谷氏法 テ使 用 ス。

(4)組 織 検査 組 織 ノ・「パ ラフ、ン」包埋法 二 依

ル切片染色 「チール」、 「メチー レンブ ラウ」染 色

拉 二「ヘマ トキ シ リン・エ オジン」染 色 ラ 用 フ。

(5)臨 休所 見 健 常猫 ノ状 態 テ精 細 二観察 ス。

帥 チ膿温 、呼吸器、浦化 器、榮 養歌 態等 ラ観察

スo

實験成績

實験 シタル猫ノ・人型、牛型結核菌ノ各接種群 ノ

各月共3頭 ヅツテ使用 シタリ。今夫 レテ各個 ニ

ツキ記述 スルテ省 キ組織検査 ノ他ハ各月共卒均

卒ラ以テ表示 スル事 ニス(第1表 甲乙参照)。

(イ)皮内反磨 實験 シタノし健常猫ノ・余 ノ實験 シ

タル方法二於 テノ・健常猫モ、菌接種猫 モ均 シク

陰性 二終 レリ。

(ロ)血球沈降速度 健常猫 ノ・13mm内 外 ニテ

之 レモ亦健常猫 ト菌接種猫 トノ間二差 ラ示サ

ズ。

(ノ・)喰菌現象 健常猫 ノ喰菌率顯著ニシテ30-

40%ラ 示 シ結核菌注射感染後幾撒 日ラ経過 スル

モ其 ノ卒ノ、攣化テ來 サズ。

《二)熱 熱 二於 テノ・健常猫 ノ・38度5分 内外 ニ

テ人型結核菌感染後幾数 日ラ経過 スルモ攣化ナ

シ。牛型結核菌感染後ハ39度 以上40度 ノ間テ

上下ス。

(ホ)膣重 健常猫 二於 テノ、25009内 外 アリテ

人型結核菌感染後幾撒 日経過 スルモ攣化ナシ。

然 シ牛型結核 菌感染後3週 間以後 ノ・其禮重漸次

減 少 ス。

(へ)臨 抹 所見 人型結 核菌感染後 ノ・別 二特記 ス

ベ キ攣 化 ナ ク経 過 スルモ牛型結核菌感染3週 間

経過 以後 ノ・登熱 ト同時 二食慾不振 テ來 シ.全 身

衰弱 漸次 加ノ・リ時 々咳漱喀疾 アル コ トア リ。1

ケ月後ノ・漸次 臨 休症状加ノ・リ2ケ 月 二至 レバ猫

ニ ヨリ、全 身貧血、衰弱甚 ダ シクナ リ、食慾全

ク鋏除 スルモ ノア リ。3ケ 月 二至 リテノ・愈 く悪

化 シテ繍痩骨立 ノ歌態 ニテ3ケ 月迄 生存出來 ザ

ル猫 多撒 二達 ス。

(6)組 織 検査

(1)人 型 結菌接種猫 ノ・接種後1ケ 月、2ケ 月、

3ケ 月目共各感染菌量 二於 テ皮 下注射拉 二血管

内注射共何 等 肉眼的攣化 ナ ク又、顯微鏡的 二結

核性攣 化 ラ認 メズ。且 ツ、5mgラ 血 管 内二接

種 シタル猫 ノ・、菌接種後15日 、1ケ 月 目、2ケ

月 目二肺臓 脾臓 、肝臓 二少撒 ノ菌 テ認 メ得 タ

リ。

(2)牛 型結核 菌接種猫 ハ接種後 イヅ レ ノ猫 モ、

肺臓 脾臓 肝臓 二肉眼的結核性攣化 アリ、殊

二、5mgテ 皮 下又 ノ・血管 内二注射 シタルモ ノ

ノ、甚 ダ シク、又0.5mgラ 以 テ シテモ爾、感染

ヲ謹 明 ス。顯微鏡所 見、肺臓、肝臓 、脾 臓 二結

核結節 テ造 リ、 ソ ノ所 二 多撒 ノ抗酸 性菌 ラ 認

ム。殊 二5mgノ 結 核菌 ラ皮下又 ノ・血管 内二接

種 シタル猫 ノ・、 ソノ攣化一層著 明 ニ シテ肺 炎像

ラ呈 ス。

コレ等 ノ實験成績 ヨ リシテ、余 ノ實 験方法 二於

テノ・余 ノ使 用 シタル 結 核菌感染量 テ以 テ シテ

ノ・、猫ノ・牛型菌 二封 シテハ感受性強 キモ、人型

菌 二封 シテノ・之 レラ訣 ク。

20.各 種 結核菌髄 成分 二因 ル組織攣化 ノ

研究

森 良 雄(九 大細菌)

從 來結核 二於 ケル見疫 ト「ア レル ギー」トノ關係

テ究 メン トシテ結核菌膣 成分 テ供試 シタ實験 ノ・

多激 ア リマ スガ、 ソ ノ造病攣性 テ検 索 シタモ ノ

ノ・比較的少 イノデ ア リマス
。然 ルニ最近Sabin,
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Anderson等 圭 トシテアメ リカ學 派 二依 リ結核

菌 「リボ イ ド」中 ノ特殊 不飽 和脂肪酸(所 謂Ph-

thisicacid)ガ 造 結核性軍位 デ アル トノ見解 ガ

登 表 サ レ、又一方 二於 テノ・結核菌 「リボ イ ド」ノ

免疫學 的意義 二關 シ種 々論弔 ガ行 ハ レテ居 リマ

ス ノデ、 私 ハ之 ガ關 明 二資 スル ノー助 トシテ本

實 験 テ企 テ タ次第 デア リマス。

供 試菌 トシテノ・人型、鳥型結核菌蚊 二「チモテー」

菌 テ用 ヒ、是等 ラ更 二脱脂菌及抽 出「リボ イ ド」

ノニ方面 二分 チ夫 々家兎、海猿、 「マウ ス」ノ皮

下 二接 種後 一定時 日テ劃 シテ局所 テ別 出固定 シ

タ後 且.E.重 複 染 色、VanGieson染 色、「アザ

ン」染 色、「ズ ダ ン」皿染 色、 チール、 ギユ ンテル

氏結 核菌染 色等 ラ必要 二鷹 ジテ行 ヒ検索 シマ シ

タ。先 ヅ脱 脂菌 トシテハ「エー テル」脱脂菌、「ア

セ トン、 メ タノー ル」脱脂菌、 「メタノール、 エ

ー テル
、 クロロホルム」脱脂菌 及 ビ更 二是等 テ

Woolridge氏 法 二從 ツテ抽 出 シタ菌匿蛋 白 テ

用 ヒル外、先 二報 告 シマ シタ臭素 瓦斯 ヲ以 テ非

抗酸性 トシタ結 核死菌 テ選 ビ、又封 照 ノ意味 デ

加熱(100度,30分)死 結核菌及生結核菌 ラ接種

シマ シタ。然 ニ ソノ結果 ノ・生結核菌 ラ除 ク他 ノ

場 合 二於 テハ局所 二於 ケル反庭iノ本質 ハ全 ク相

齊 シイモ ノデ アリマ シテ、 ソ ノ大要 ノ・要 スルニ

被接種物 二向 ヒ、擬 「エオ ジン」嗜好細胞 ガ之 ラ

圃続 、貧 喰 セ ン トシテ旺盛 二集籏 シタ後漸次 自

ラモ崩壌 二陥 ル ト共 一、之 二代 ツテ周園 ヨリ組

織球 性細胞,幼 若結締織母細胞等 ノ游 出ガ増加

シ且屡 ≧異物型或 ノ・ラ ングハ ンス氏型 亘態細 胞

ラ件 ツテー ノ肉芽組織 ガ形成 セラ レ決 シテ乾酪

化 二陥 ル事 ナ ク逡 ニノ・織維性 二治癒 スル テ常 ト

スルモ ノデ アリマ ス。斯 カル反癒 ノ経 過 中往 々

ニ シテ所 謂類上皮 細胞性結核檬組織 ガ新生繊 維

二嘔劃 セラ レテ大 、小不 同、形状不規 則 デノ・ア

リマスガ恰 モ同細胞性結核結節 二類 スルガ如 キ

所 見 テ認 メル コ トガ ア・リマスガ 然 シ之 ハ「チモ

テー」脱脂菌 二依 ツテモ 亦認 メ ラレ、 叉 ラング

ハ ンス氏型 互態細胞、類 上皮細胞等 ノ・軍 二「墨

汁」、 「パ ラヒン」、「レチチ ン」等 二依 ツテモ生 ジ

タノデァ リマ シテ、然 モ上述各脱脂菌 二依 ツテ

ハ生菌 ノ場合 二認 メ タル如 キ動物種 屡間 ノ感受

牲乃 至病憂 性 ノ相異 ハ全然認 メル コ トガ出來ナ

カ ツタノデ アリマ ス。即是等 ノ事實 ヨリ見マ ス

ト結核 菌罷 内「リボ イ ド」ノ存否 ハ少 ク トモ斯 カ

ル検索方 法 二於 テノ・結核病攣 ド特殊 關係 テ有 ス

ル様 ニハ思ハ レナ イ ノデ ア リマ シテ、此 ノ際一

般 二脱脂度 高度 ナルモ ノ程反慮 ノ終煽速 カデ ア

リ即吸牧容 易 ナル傾向 ラ 認 メタ コ トハ軍_「 リ

ボ イ ド」ノ異物 トシテ ノ被 消化性 ノ難 易二基 ク

モ ノ ト考 ヘ ラレル ノデ ア リマス。然 シ乍 ラ軍 二

此 ノ實験 ノミデノ・間接 二之 ラ謹 明 シタニ過 ギナ

イノデ、次 二私ハ抽 出「リボ イ ド」自膿 ヲ以 テ同

様 ノ實験 ラ行 ヒマ シタ。此 ノ際 「リボ イ ド」抽 出

法 ハ大略Anderson二 倣 ヒ、 即人型、鳥型結核

菌及 「チモテー」菌 ヨリ何 レモ燐脂質、蝋脂質、

「アセ トン」可溶脂肪 ヲ分離 シマ シタ。 ソノ結果

テ申 シマス ト先 ヅ健 常海猿 二是等 ラ同量注射 シ

タ場合 ニハ人型 菌蝋 脂質、 「アセ トン」可溶脂肪

ノ・鳥型、 「チモテー」ノ夫 等 ヨリモ反慮終焔 遅延

シ、燐脂質 ハ凡 テ 略 ζ同時 二 反磨 ガ 終 リマ シ

テ、是等 ノ反慮 自禮 ハ本質 二於 テ先 二脱脂菌、

加熱死菌等 二認 メ タ彪 ト何 ラ選 プ塵 ガ アリマセ

ン。次 二健 常家兎 二人型菌燐脂質及 「アセ トン」

可溶脂肪 ヲ量 テ異 ニ シテ注射 シマ ス ト反慮 ハ質

的 ニハ全 ク同一 デアツテ、 反癒遅延度 ハ唯接種

量 二ZF行 シ、然 モ之 ヲ海猿 ノ揚合 ト比較 スルニ

結核先天免疫 度 ト何 ラー定 ノ關聯 性 テ示 サナイ

ノデア リマス。

次 二豫 メ結核 二感 染 セ シメタ海狸 二於 テ同様 ノ

検索 ラ行 ヒマスー人型菌蝋脂質及 「アセ トン」可

溶脂肪 ハ健 常海狽 ノ揚合 二比 シ梢 ㌃早期 二反磨

テ終焔 セ シメマスガ、燐脂質 ハ之 二反 シマ シテ

然 モ是等 ノ差 異ノ、何 レモ決 シテ顯著 ナモ ノデノ、

ナ イノデア リマス。

次 二人型 菌燐i脂質 テ家兎 二頻 同静脈 内二注 入 シ

テ前虜 置 シタ後 同菌 「アセ トン」可溶脂肪 テ皮下

接種 シタ局所反慮 ノ・正 常家 兎 ノ揚合 ト異 ル コ ト

ナ ク、 又同菌燐脂質皮 下接種 ノ場合 ニハ接種量
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ヲ異 ニ シタ時相 反 スル結果 トナ リー定 ノ成績 テ

示 サナイ ノデ アリマ ス。爾此 ノ際燐脂質前塵置

家兎 ハ常 二「ツ」反磨陰性 二終始 シテヰマ ス。

斯 ノ如 ク結核菌 「リボ イ ド」二依 ル局所組織憂化

ニハ「リボ イ ド」ノ種類、或 ノ・ソノ存否 二基 ク可

キ何等 ノ特 殊性 テモ認 メル コ トガ出來 ナ ィ ノミ

ナ ラズ、之 ノ・「チモテ'-J菌 「リポ イ ド」乃至脱脂

菌等 トモ全 ク本質的 二相齊 イ シモ ノデア リマ シ

テ、 ソノ組織像 ノ解澤 二加 ヘ テ上述 ノ實験 成績

トテ相封照 シテ 考 ヘマ スニSabin等 ノ設 ク如

ク斯 カル結核菌抽 出「リボ イ ド」二依 ル組織反慮

ガ特 二結核 ト特殊 關聯性 テ有 スルガ如 ク解繹 シ

難 ク寧 ロ之ノ・軍純 ナル異物反庶 ト考 ヘ ラ レ從 ツ

テ斯 カル成分 二依 ル組織攣化 ト特異免疫 トノ・本

態上別個 ノ因子 二依 ルモ ノ ト推論 セラ レル次 第

デア リマ ス。爾此 ノ實験 ヨ リシテ結 核菌 「リボ

イ ド」一ハ「ア レルギー」賦與作 用乃 至 「ア レルギ

ー」作用無 ク又Zieler ,Bessau等 ノ設 ク如 キ病

理組織的立場 ヨリセル 「ツ」反慮特異詮 ニハ質 シ

難 イ ノデア リマ ス。

21.1・Askorbins琶ureノ 費 験的結核 二 及

ボ ス影響(第 二報)

石 田 守一(九 大細菌)

「モルモ・,ト」ノ實 験的結核 二於 テ1-Askorbin-

s5ureテ 人 型結核菌感染 ノ前 後 二連 績注射 スル

ト、 ソノ経過 二於 テモ、剖検 ノ結 果 二於 テモ、

封照 二較 ベ テ良好 ノ成績 テ示 スコ トテ既 二述 べ

タ、又結核感 染 ノ前 ダケ1-Askorbins5ureテ

連緬注射 シテモ 同檬 二、 「モルモヅト」一 結核 二

封 スル相當 ノ抵抗 力 テ與 ヘル トイフ結果 テ得 タ

ノデ、今 同ノ・更 二、幼若 ナ「モルモット」二封 シ

テ、1・Askorbins5ureダ ケ ー ヨル前慮 置 ガ ドノ

様 二作 用 スルカ、BCG接 種 ニ ヨル免疫 二如何

二影響 テ及 ボ スカ、 又、BCGノ 免 疫 力 トAs-

korbins5ureニ ヨル抵抗 力 トノ差 異 テ比較 スル

目的 デ實験 テ行 ツ タ。

150grカ ラ200gr内 外 ノ、 充分 ナ榮養 ノモ ト

ニ飼養 シタ「モル モヅト」60匹 テ4群 二分 チ、感

染 ニノ・Petragnani氏 培 地h-1ケ 月 間培養 シ

タ人 型結 核菌Frankfurt株 ノ0.01mgrテ 右

側大腿 外側部皮 下 二接種 シタ。BCGノ ・Petra-

gnani氏 培 地 上1ケ 月培 養 ノモ ノ1.Omgrテ 左

側大腿外 側部皮 下 二 接種 シ、1-Askorbinsaure

ノ・純 化學 製品 テ用 ヒテ、使 用直前 二生理的食盤

水 二溶 解 シテ腹腔内 二注 射 シタ。

第1群1-AskOrbins5ure10.Omgrテ10日 間

毎 日注射。 績 イテ11日 目二BCG接 種 。更 ニ

テ10-20mgr宛30日 間(時 二 隔 日)注 射後人

型菌感染6-・

第 皿群1-Askorbins乞ure10-20mgrテ 毎 日

(時 二隔 日)注 射40日 後 人型菌感染。

第 皿群BCG接 種 後31日 目 一人 型菌感染。

第IV群 封 照群。

人型菌接種後75日 目 一各群2匹 宛、111-117

日 目 一8匹 宛僕 殺 シテ剖 検 シ、残 リ5匹 ノ・生存

サ セタ^

感 染後 ノ艦重 ノ檜減 其他 一般 的脛過 ノ・各群 ノ間

二殆 ド差 異 テ認 メナヵツ タ。毎週1同 行 ツ タ10

倍Tuberkulin皮 内反慮 ニモ著 明 ナ差 ・・ナカ ツ

タ。剖検 ノ結果 ソ ノ肉眼的及 ビ顯微鏡的所 見 テ

綜 合 シテ、各群 ノ間 デ比較 シテ見ル ト、Askor-

bins邑ureトBCGト テ注射 シタ第1群 二於 テ

最 モ結核性攣化 ガ輕度 デ、次 二BCGグ ケ ラ接

種 シタ第 皿群 ガ良好 ナ成績 テ示 シタ。Askorbin-

s5ureダ ヶ テ 注射 シタ第n群 デノ・、 コ ノ2者

ニノ・劣 ル ガ、封 照群 二比 シテノ・相 當輕 度 ノ結核

性攣化 二止 ツテ居 ル。 コ ノ結果 カ ラモ1-Askor-

binsaureノ ・結核感染 ノ豫 防 二封 シテ 良好 ナ影

響 テ與 ヘルモ ノト考 ヘ ラ レル。

從來、・Askorbins5ureノ ・外部 カ ラ過剰 二與 ヘ ラ

レル ト、過 飽和 ノモ ノノ・直 二尿 中カ ラ生膿 外 二

排泄 サ レテ、過分 ノ貯藏 ノ・行 ノ・レナ イ ト云 ハ レ

テ居 ル。然 シ前 同及 ビ今同 ノ實験 ノ結果、軍 二

結 核感染 ノ前 グ ケニ、相當 ノ量 テ績 ケテ注射 シ

タグ ヶデ、カナ リノ抵抗 力 ノ檜 加 ラ見 ル コ トハ、

長期間 ノ1-Askorbins5ure注 射 ガ臓器 ノVita-

minCノ 含 有量 二何等 カ ノ攣 化 テ及 ボ スモ ノ
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デノ・ナ イカ ト考 ヘ テ、試 ミニ8匹 ノ「モルモヅト」

二1-Askorbins5ure/10-20mgrテ 短 日(時

二隔 日)腹 腔 内 二注 射 シテ60日 一及 ビ、1匹 ノ

注射 量700mgrノ 後 、最後 ノ注射 カラ48乃 至

72時 間 ラ経 テ漉血致死 シ、各臓 器 ノ還元型Vi-

taminCノ 含 有 量 ラ藤 田氏法 ニ ヨツテ測 定 シ

タ。 ソノ結 果 ヲ同時 二同檬致死 サ セタ封 照群 ト

比 ベル ト、各群 トモニ著 シイ個禮差 ガア ツテ明

ラカデナイガ、1-Askorbins5ureラ 注 射 シタ群

デノ・各臓 器 トモ還元型VitaminC含 有 量 ノ卒

均値 ガ少 シク増 加 シテ居 ル ヤウニ見ヱ、殊 二脾

臓 ト副 腎 ノ含有 量 二於 テハ稽 ≧著 明 ノヤウニ思

ノ・し・タ。併 シコノ事實 ガ結核感染 トドノヤウナ

關係 ニアル カノ・直 二明言 ノ・出來 ナ イ。

22.「 チモ フォーゲ ン」ガ實験 的家兎 ノ結

核 二及 ボス影響 二關 スル病理學的研

・ 究

池 田 馨(兵庫縣立帥戸病院病理)

余ノ・昨年 ノ結核病學會 二於 テ比較的短期間内二

於 ケル「チモフォーゲ ン」ノ連緬注射 ガ實験的家

兎 ノ結核二封 シテ乾酪性攣化 ノ程度輕少ニシテ

結核菌撒モ少 ク、結節 ノ周園 二多少 ノ結締織 ノ

檜殖セル傾向 テ有 スルモノ・如 ク報告 セリ.元

來結核 ノ如キ比較的慢性 ノ経過 テ トル病氣 二封

シテノ・到底短期間内 ノ實験 ニテノ・眞 ノ成績 テ明

ラカニスル事ハ不適當デァル ト云 フ豫想 ノ下二

昨年來引績 キ中院博士指導 ノ下 二長期間二亙 リ

實験 テ試 ミタルニ、短期間内ノ場合 ト異 リ誠 二

興味アル成績 テ認 メタルテ以テ弦 ニソノ大様 テ

報告 シ諸賢 ノ叱正ラ仰 ガントスルモ ノナ リ。

即 チ2)if内外 ノ20匹 ノ成熟家 兎ヴ4群 ←分 チ

何 レモ1群 テ5匹 トシ、第1群 ノ・直接肺臓内二、

第2群 ハ耳静脈 ヨリ夫 々O.2醒 ノ人型菌 テ注入

シ、50冠 ノ人間 二封 シ「チモフォーゲ ン」1瓦 テ

注射 スル ト同ジ量 二換算 シタル量即チ0.04瓦

テ結核菌注入 ト同時 二開始 シ隔 日二注射 テ績行

シ、第3群 ノ・同量 ノ人型菌 テ肺臓 内一、第4群

ノ・耳静脈 ヨリ夫々注入 シ封照群 トシ何 レモ経過

ラ逐 ヒ罷重 ノ攣化拉 ニー般状態 ラ詳細二観察 シ

結核菌注入後160日 目二封照群、實験群共 二同

時二撲殺 シテ其 ノ肺臓、腎臓及 ピ其 ノ他全身諸

臓器テ「ヘマ トキシリン、ヱオジン」及 ビワンギ

ー ソンノ染色法 一 ヨ リ結核菌 ノ・チールネルセ

ン氏法 トムッフ氏法ニヨリ染色 シ病理組織學的

二精査 シ次 ノ成績 テ明カニセリ。家兎 ノー般状

態ノ・封照群二於テ静脈 ヨリ菌感染 テ行 ヒシモ ノ

2頭 、實験群二於 テモ同 ジク静脈感染 ノモノ2

頭何 レモ高度 ノ下痢 ノ爲實験 ノ中途二於 テ死亡

セル外他ノ・悉 ク元氣旺盛ナ リキ。死亡セル4頭

ノ・實験テ補 ヒ封照群、實験群共;.10頭 トシ成

績 テ比較 セリ。

・膿重 實験群 二於テハ何 レモ300瓦 乃至800瓦

迄 ノ檜加テ示 シ封照群二於 テノ・1頭ノ・300瓦減

少 シ他 ノ・100瓦 乃至300瓦 ノ檜加ラ示 シ、罷重

二於 テモ斯 ル差異 テ認 メタリ。肺臓 二於 ケル結

核性病攣 テ比較 セル10頭 ノ實験群 ノ内7頭 迄

ノ・主 トシテ孤立性結節 ニシテ他 ノ2頭 ノ・融合結

節 ノ形成 アリシモ結節 ノ数 モ非常二少ク中心部

ノ、梢 く乾酪性攣化 二陥 レルモソノ部分二小 ナル

数個 ノ石灰沈着竈 アリ類上皮細胞 ノ部分ハ段々

石灰化 シ、淋巴球浸潤層 ト類上皮細胞竈 トノ間

二結締織細胞 ノ増殖 セル傾向ヲ認 メタリ。結核

菌ノ・其 ノ内2頭 二於 テ圭 トシテ乾酪性憂化 テ起

セル部分二二、三散見スルニ過 ギズ他ノ・悉ク認

メザリキ。殊二實験群 ノ内2頭 ノ・結節 ノ中心部

ヨリ類上皮細胞 ノ部分ノ・全 ク石灰化 シソノ周園

二厚 キ結締織 テ以テ包園サ レ且結核菌 モ亦全然

認 メズ完全ナル治癒性病竈 テ認 メタリ。残 リノ

1頭 ノ・全臓器 ノ何 レニモ結核性病攣 ナク他 ノ病

憂 モ全 ク認ノザ リキ。10頭 ノ封照群 ノ内5頭 迄

ノ・圭 トシテ大 ナル融合結節 ヲ形成 シ中心部ハ全

ク乾酪性攣化テ起 シソノ部分二多撒 二或ノ・集團

テナシ結核菌 テ認メ又ノ・中心部ハ既二壌死 二陥

リ周園 ニノ・全 ク結締織 ノ壇殖ナク室洞 テ形成 ス

ルガ如キ結節モ認メタリ。他 ノ2頭 ノ・圭 トシテ

孤立性結節ニシテ中心部ハ乾酪性攣化ノ程度強

ク多撒 ノ結核菌 テ認 メ結締織 ノ檜殖ナ シ。他 ノ2
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頭 二於 テハ乾酪性慶化 テ起 セル部分 二非常二輕

度ナル石灰沈著 テ生ジ タルテ認メタルモ之等ハ

ソノ周園 ノ類上皮細胞 ノ檜殖強 ク病攣高度ニシ

テ多撒 ノ結核菌 テ認メ進行性病竈ニシテ實験群

二於 ケル治癒性病竈 トノ・全 ク異 レル所見テ呈セ

リ。残 リノ1頭 ハ菌感染ニヨル封照群ニモ拘ハ

ラズ全臓器二結核性病攣或ノ・他 ノ病髪モ認メザ

リキ。次 二肺臓以外 ノ他 ノ諸臓器 ノ結核性病攣

ハ封照群二於テノ・1頭 モ認 メズ、實験群二於テ

僅力1頭 肝臓 二1個 ノ孤立性結節 テ認 メ之モ亦

中心部 ヨリ類上皮細胞 ノ部分ノ・全 ク石灰化 シ周

園ハ厚キ結締織 テ以 テ包園サレ完全治癒 ノ病竈

ナリ。

次 二斯ル長期 二亙ル 「チモフォーゲン」ノ連綾注

射ガ家兎 ノ全身諸臓器二封 シ副作用テ及 ボサ ぐ

ルカ否 カニ付 イテー言センニ實験中2頭 高度 ノ

下痢 ニテ死亡セル家兎テ早速解剖 セルニ何等副

作用 ト思ノ・ル可キ病理組織學的所見テ認メズ唯

注射部位 ノ耳静脈 ガ多少硬化 セル傾向テ認 ノタ

リ。

以上封照群 ト實験群 トニ於 テ斯ル非常 二異 レル

差異 ラ生 ジタル事實 ヨリ「チモフ,一ゲン」ノ・少

クトモ家兎ノ結核 二封 シ結核病竈 ヲ完全治癒 二

迄導キ得ル特殊治療剤ナ リト云 ヒ得 ラル可 シ。

併之 テ人間 ノ結核 二直チニ慮用 シ果 シテ斯ル成

績 テ基ゲ得 ラル ・ヤ否 ヤノ・頗ル疑問 トスル所ナ

レ共少 ク トモ現今 二於 テ最モ治療上困難 トセラ

ル ・血行性結核 ノ如キ病型 二封 シテノ・必ズヤ試

用的慣値 アルモノ ト思惟 ス。尚實際問題 トシテ

家兎二封 シテモー定期間結核性病竈 ノ登育 スル

ラ待 チ 「チモフ,一ゲ ン」注射 テ開始 シ其 ノ結果

治癒的償値如何 テ検索 スルノ重要ナルハ勿論 ノ

事ナレ共之ハ現在實験中二付 キ何 レ後 日報告ス

ル事 アル可 シ。

次 二「チモフォーゲン」ガ眞二斯 ノ如 ク家兎ノ結

核 二封 シ完全治癒 テ期待 シ得 ラル トスルナラバ

他 ノ幾多 ノ結核治療剤二比較 シ治癒的債値如何

ラ更二追及検索 スルノ必要 ラ認メ「AO」 「ヤ ト

コニン」等テ用ヒ2ケ 月間二於 ケル短期間 ノ成

績 テ認 メタルモ之ハ短期間山テ決定的成績モ判

然 トセザルテ以テ何 レ後 日報告セントス。

23.「 チモフォーゲン」ノ結核菌護育阻止

作用二關スル研究

加地 謹二(齢 鶏

結核 二封 スル 「チモフ。一ゲ ン」ノ作 用 二 就 テハ

實験的試験 二於 テハ多少菌 ノ登育 ラ阻止 スル傾

向 ヲ有 スルガ如 ク、又臨躰 的試験 二於 テノ・各方

面 ヨ リ観 テ良好 ノ治療数果 アル コ ト報 ゼ ラレタ

リ。然 ル ニ實験 的根檬 トシテ果 シテ「チモ フナー

ゲ ン」ガ結核菌 登育上如何 ナル 景瑠 テ 及 ボ スヤ

ハ未 グ研究 セラ レズ。依 リテ余 ノ・「チモ」注射 テ

行 ヒタル入院患者50名 一 就 テ 臨鉢的研究殊 二

血清 ノ結 核菌登 育阻止作用 二就 キテ ノ研究 ラ行

ヒタ リ。

阻止力ノ・S.C.C.法 ニ ヨリ、成績判定 ノ・主 トシ

テ聚落 ノ菌数 テ記載 シ菌壇殖 ノ程度 三ヨ リ阻止

力 テ決定 セリ。 「チモ」注射前 ニノ・可及的長期 二

可及的頻 同 二少 ク トモ1週 間以 上 ノ間隔 ラ以 テ

2同 以 上 ノ検査 テ行 ヒタル後注射 テ行 ヒ、 ソノ

間7乃 至10日 目時 ニハ1ケ 月 目位 二探 血 シテ

阻止力 ラ検 セ リ。結 論次 ノ如 シ。

1.肺 結 核患者 二「チモ」テ 注射 セル50例 二就

キ血清 ノ結核菌獲育 阻止力 ノ攣化 ラ検 シタルニ

中39例 ノ・阻止力檜 強 シ、11例 ノ・不攣若 シクハ

減弱 テ示 セ リ。

2.阻 止力 ノ壇強 ヲ認 メザ リシモ ノ又ハ減弱 テ

來 シタルモ ノ ・多 クハ混合型、 第3期 、 重症及

合併症 テ有 スル モ ノナ リキ。

3.壇 強 ラ來 シタル 例 テ観 ル ニ 注射開始後10

gr二 至 レバ其 ノ大部分 ノ・阻止力増強登現 シ、

20gr二 至 レバ大部分 ハ最 高 ノ 阻止力 二到達 ス

ル ガ如 シ。而 シテ硬化性、檜殖性、早期浸潤、

滲 出性 ノ順序 二早 ク現 ハ レ、早 ク最高 二達 スル

ガ如 シ。

4.阻 止力 ヲ檜強Lセル モ ノ・多 クハ凝集 債モ上

昇 シ、一般諸検査 成績 モ良好 ナル傾 向ラ示 セ リ。

24.(訣)
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25.数 種無機酸化剤 り實験的結核 二及ボ

ス影響二就テ(績報)

欝 歪欝(傳染病研究所)

余等 ノ・種 々 ノ還元剤 ガ結核病攣形成 テ阻ILス ル

作用 アル テ實験的 二謹明 シテ以來結核病攣形成

阻止作用 ト藥 物 ノ還元性 トノ間 ニノ・密接 ナル關

係 アル テ信 ズルニ至 レリ。 今度 ハ酸 化剤 ノ實 験

的結核 二及 ボ ス影響 テ知 ラ ントシテ實験 テ行 ピ

タ リ。 本實験 ノー一部 ノ・既 二昨年 ノ本學會 二於 テ

報 告 シタ リ。即 チ無機酸 化剤KCIO・,KMnO4,

K2Cr207ノ ・何vモ 結核病攣形成 テ促進 スル事 テ

述 ベ タリ。余等 ノ・更 ニコ レ等酸 化剤 ノ結 核病疑

形 成促進作用 ガ果 シテ ソノ酸 化作用 ニヨルモ ノ

ナ リヤ或 ノ・Mn,Crノ 如 キ 重金属 ノ作 用 二蹄

スベ キモ ノナ リヤヲ研究 セ ン ガ タメKJO,,

KMnO4,KCr,07ノ 實 験的結核 二 及 ボ ス影響

ラ検 スル ト同時 ニコ レ等酸 化剤 二類似 セル酸化

作用 ナ キKJ,MnCl,),Cr・(SOi)1、 ノ實 験的結 核

二及 ボ ス影響 テ検 シタ リ。

實験 方法 ハ前報 告 ト略 ζ同一 ナ リ。

實験成績 ニヨ レバKJO,,,KMnO、,K,Cr,07ノ ・

何 レモ結核病攣形成 ヲ著 シク促進塘 悪 セ シムル

ニ反 シKJ,MnC12,Cr2(SO4):sノ ・結 核病攣形 成

テ殆 ンド促進 セザル コ トヲ認 メタ リ。 之 ヨリ考

ヘル トKJO, ,KMnO4,K,・Cr,・07ノ 結 核病攣 形

成促進作用 ハ ソノ酸 化性 二蹄 スベ キモ ノト信 ゼ

ラル。

26.實 験 白鼠結核 二及ボス 「カプ リ ン」酸

及 ビソ ノ誘導髄 ノ影響 二就 テ

楠 信 男

欝 礁麟麟)
遠藤 英夫

嚢 二著者等 ノ・「カ プ リン」酸 ガ結 核性膿胸 二封 シ

良 好 ナ治療数果 テ及 ボ スコ トテ報告 シタガ、更

二之 ガ實験結核 二封 シ何等 カ ノ影響 ヲ與 へ得 ル

ヤ否 ヤ テ知 ラ ン トシ、 「カプ リン」酸及 ビソ ノ種

々 ナル誘 導骨豊ニ ツキ以下 ノ實験 テ行 ツタ。

實験動物 トシテノ・、供試藥 物 テ経 口的 二投與 ス

ル都合 上割 合 二食物 二寛 容 ナ白鼠 テ用 ヒタ。 白

鼠 ハ實験動物 中、最 モ結核感染 二封 シ抵抗力 ノ

張 イモ ノデアルガ大量 ノ菌 テ以 テ ス レバ罹患 セ

シメ得 ル。然 シソノ病攣 ノ・他 ノ動物 二於 ケル結

核 トノ・甚 ダ異 リ、 掲特 ノ形 デ來 ルモ ノデ、 肉眼

的 ニハ唯 肺臓 ノ灰 白色結節 トシテ現 ハ レル ノミ

デアル。脾臓 ハ肥大 スノしト報 ズル人 モアル ガー

般 ニノ・問題 トサ レズ、淋 巴腺 モ個 別的 二大小 ア

リ感染 ニ ヨツテ 必 ズ シモ 腫脹 セズ トサ レテヰ

ル。組織 的 ニハ、山崎氏 ノ精細 ナル研 究 ニョ レ

バ、菌 テ静脈 内二接種 シタ場合、病攣 テ圭宰 ス

ル モ ノハ肺炎竈 ト結節 デアツテ、雨 者共慢 性二

経過 シ軟 化、乾酪化又 ハ石灰 化 ノ傾向 テ示 サズ

健 康部分 トノ境 界 ノ・明瞭 ナ ノラ特徴 トスル。亘

大 細胞ノ・時 二類似 ノモ ノガ見 ラ レル。 肺以外 ノ

臓 器 ノ攣化 ハ甚 ダ僅微 デアル。

著 者等 ノ・各 白鼠 ノ生存 日数、盟重檜減 テ観察 シ、

死 二至 ツテ剖検 シ各臓器 ノ肉眼的、組織 的攣 化

テ比 較 シ肺、脾、肝、腎 ノ諸臓 器 カラノ・塗抹標

本 テッ クリ、一方、培養 テ行 ツテ結 核菌 ノ検 出

二資 シタ。著者等 ノ所 見二於 テモ唯肺臓 ニ ノ走

灰 白色結節 トシテ ノ攣 化 テ認 メ、 他 ノ臓器 ニハ

全 ク肉眼的異常 テ見 ナカ ツタ。臓 器 内結 核菌 ハ

殆 ド縮 テ細胞 内二喰菌 サ レテオ リ、肺 ノ ミナラ

ズ肉眼的異常 ナキ脾、肝、腎 二於 テモ之 ラ謹 明

シ得 タ。培 養 ニ ヨ レバ大部 分 ノ例 二於 テ陽性 デ

肺 テ最 多 トシ、次 デ脾、肝、 腎 ノ順 デ アツタ。

1.経 口的投與試験

供 試藥 物。 「カ プリン」酸、α一沃度 「カ プリン」酸、

「カ プ リン」酸、「カル シウム」、 「トリカプリン」、

封 照 トシテ桂皮酸及 ビ「パル ミチ ン」酸。

白米粉、 「カぜ イン」、肝 油、 「ベ リベ ロール」、

マッカ ラム盤 ノ混合 ヨリ成 ル合成食飼 テ1日1

頭 ニ ツキ15grト シ、 之 二上記藥物 テ水 デ 煉

リ合 ハ セテ與 ヘ タ。初 メ1ケ 月間藥物投與量 ラ

毎 日1頭0.2grト シ禮量減 少 ナキテ 確 メ、人

型結核菌5mgテ 腹 腔 内二接種、 後次 第 二増量

シテ投與量 テ0・3乃 至0.4gr二 至 ラ シメ タ。ナ
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ホ 上記 ノ経 ロ群 ト同時 二「カプ リン」酸注射群

(1%乳 剤0.5ca隔 日皮下注射)テ モ 併試 シタ.

ソ ノ結果 ハ第1表 ノ通 リデ アル。即 チ生存 日数

ノ封 照 ヨリ永 キノ・「バ ル ミチ ン」酸群、 「カ プリ

ン」酸 注射群、桂皮酸群 デ アル。 沃度 「カプ リン」

酸群 ハ生存 日撒 封照 ノ牛 バニ充 タズ、此 ノモ ノ

ハ此 ノ量 デハ毒作用 ア リ ト思ノ・レル。禮 重 ノ減

少 ノ・「カ プリン」酸注射群次 デ「バル ミチ ン」酸群

ガ少 イ。肺 ノ病慶 ハ 「カ プリン」酸注射群最 モ少

ク、5頭 中1頭 ニハ殆 ド攣化 ナ ク、他 ノ1頭 ニ

ノ、僅微 ノ攣化 アル ノミ。桂皮 酸群 、 「バル ミチ

ン」酸群 ニモ攣化 ノ僅 微 ナルモ ノ各2頭 ア リ。

而 シテ是等 病髪 輕微 ノモ ノノ・結核菌 モ亦少撒 デ

アツタ。

2.非 経 口的投 與試験

供試藥物

「カプ リン」酸1%乳 剤0.5c.a1週2同

「トリカ プ リン」3%乳 剤0 .5c.q1週2同

「カ プリ ン」酸 「エチルエ ステル」(純)
、「カ プリ

ン」酸 「エチル エステル」(楡種子油 ヨリ)

2.5%r孚L剤0.5c.c.1週2同

「ニール」青
、 「デカ ノイー ルニール」青、「デカ

ノイール」中性紅、「デカ ノイー ル トル イヂ ン」

青 以 上0.1%水 溶 液0.5c・c・1週1同

「トリカ プリン」ノ・水二不溶 ノ脂肪 ナル故之 テ3

%二 水 ニ トリ「レシチ ン」ラ保護膠質 トシテ超音

波ニ ヨツテ卒等 ナ乳剤 トシタ。

白鼠8頭 ラ1群 トシ藥 物皮下注射開始2週 後、

人型結核菌10mgテ 腹 腔 内"接 種 。食飼ハ 大

変、水、 大根、肝 油 テ與 ヘ タ。實験開始後4週

以 内!死 亡例 及 ピ事 故 ニ ヨル死亡例 テ除 キ結果

テ表示 ス レバ第2表 ノ如 シ。即 チ生存 日数 ノ封

照 ヨリ永 キハ 「カ プ リン」酸及 ビ 「エチルエ ステ

ル」(純)群 デ髄重減少 ノ度最 モ少 イモ ノモ亦 「カ

プリン」酸群 デ アル。 肺臓 ノ 肉眼的憂 化最 モ輕

度 ナルノ・「トリカプ リン」群 デ7頭 中2頭 二攣化

ナ ク、他 ノ2頭 ニハ僅少 ノ攣化 テ認 メタ ノ£。

次 デ病憂輕 度 ナルハ「エ チルエ ステル」(純)群 デ

5頭 中1頭 ニハ攣化 ナ ク他 ノ1頭 ニハ極 ク僅 力

ノ慶化 ガ見 ラ レタノ ミデ アツタ.組 織學的 ニモ

此 ノ2群 ノ肺臓 ノ・一般 二圓形細胞浸潤 ヤ血管 周

園 炎、氣管枝周園 炎 ノ程度輕 ク、殊 二臼 リカ

プ リン」群 中肉眼的攣 化 ノ少 イ例 二 於 テノ・著 明

二輕度 デアツタ。培 養 一ヨツテモ是等 ノ例 デノ・

結核菌少 ク、特 二「トリカ プリン」群 ノ2頭 デノ・

脾臓 カ ラ少敷 ノ「コロニー」テ培養 シ得 タニ過 ギ

ナィ。之 一反 シ封照群 ノ・7頭 中1頭 ニノ ミ病慶

少 ク、他 ハ線 テ強度 ノ慶化 テ示 シ、結核菌 モ亦

多激謹 明 サ レタ。

以上 ノ所 見 カ ラ「カプ リン」酸、ソ ノ「エチルエ ス

テル」及 ピ「トリカ プリン」ノ・之 ラ 非経 口的 二投

與 スル持、 白鼠 ノ實 験結核 二封 シ多少阻止的 二

作用 スル ト思 ノ・レル。

27.淋 巴腺摘 出ガ海獲 ノ結核感染 二及ボ

ス影響 二就 テ

小 野 勇(山 口縣衛生課)

結 核 菌 ノ禮 内進 入 二際 シテ必 ラズ部囑淋 巴腺 テ

侵 シ弦 二淋 巴腺結核 テ醸i成 シ然 ル後更 ラニ淋 巴

流 テ傳 ノ・リテ血 中 二進 入 スルモ ノナ リヤ或 ノ・直

チニ血 中二進 入 スルモ ノナ リャニ關 シテノ・多撒

ノ學者 ノ研究 スル所 トナ リ其 ノ業績 ノ、枚基 スル

ニ逞 ラズ。

結 核菌 ノ進 入部位 トシテ最 モ重大 ナル意義 テ有

スル肺臓 ヨ リノ進 入経路 二關 スルRankeノ 原

登 竈群 祝ノ・結 核菌進 展 ノ・先 ヅ淋 巴系 一ヨル モ ノ

ナル コ トテ最 モ明 白二示 スモ ノ ト謂 フベ シ。

最 近九大 戸田教授 指導 ノ下 二川村氏 ノ・海狽 ノ淋

巴腺 二就 テ詳細 ナル研 究 テ行 ヒ且 ツ結核感染 二

際 シテ淋 巴腺 ガ圭要 ナル役 割 テ演 ズルモ ノナ リ

ト論 ズ。

余 ハ既 二数次 ノ研 究登表 二於 テ膿 内二進 入 セル

結核 菌ノ・必 ラズ部屑 淋巴腺 ラ侵 シ更 ラニ深部淋

巴腺 テ侵 シ次 デ初 メテ流血 中二進 入 スルモ ノナ

ル コ トテ確…認 シタ リ。

然 シテ結核 菌 ガ艦 内二進 入スル際 二於 ケル部馬

淋 巴腺 ノ意義 ヤ如何。 之 レニ關 シ更 二研究 ラ進

メタ リ。

實験方法
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(1)第1實 験

(イ)結核菌 日赤株100萬 分 ノ1延 ヲ右側鼠践部

皮下二注射 シ注射後24時 間、7日 、14日 ノ間

隔 デ経 テ部屍右側膝咽鐵髪腺 ラ摘出 シ摘出部皮

膚ハ縫合ス。

感染後40日 テ経 テ撲殺解剖 シ剖検後各臓器 テ

硫酸法ニヨリテペ トラニヤー二氏培地二培養 シ

30日 目二成績 ラ検 ス。

(ロ)前法二從 ヒ結核菌感染後7日 目二部屈淋巴

腺 ノ摘出テ行 ヒ更 ラニ4日 テ経 テ撲殺解剖 シ剖

検後前法同檬培養 ラ行 フ。

(2)第2實 験

(イ)右側膝脳嫉髪腺 テ摘出 シ摘出部位 ヲ縫合 シ

タル後24時 間及7日 テ経 テ摘出部位 二近 ク日

赤株100萬 分 ノ1廷 テ注射 シ注射後40日 ラ経

テ撲殺解剖 シ剖検後前法同様培養テ行 フ。

(ロ)前項同檬右側膝脳鍛髪腺摘出後7日 目二日

赤株100萬 分 ノ1彪 ラ該部 二注射 シ注射後7

日テ経 テ撲殺解剖 シ剖検後前法同様培養ラ行

フ^

實験成績

第1實 験(イ)ノ 項 二於 ケル剖検所見及培養所見

ハ大膿ニー致 ス。

結核菌感染後 ノ部属淋巴腺 ラ摘出セル海狽群 ニ

アリテノ・封照群 二比 シテ著明ナル相違テ認 ムル

モノーシテ封照群 二於 テ結核菌ハ部属淋巴腺 ヨ

リ深部淋巴腺 テ経 テ血流二入 リ脾臓及氣管枝淋

巴腺 テ侵 シタルニ封 シ淋巴腺摘 出群 ニアリテハ

摘出淋巴腺 ト直接交流セル同側腋窩腺、封側膝

胴雛 腺及右側腰下部腺或ハ左側腰下部腺 二著

明 ノ憂化ヲ認 ムルノミナラズ肺臓、肝臓ご脾臓、

骨髄等 二顯著ナル結核性病攣テ認ムルモノニシ

テ其 ノ病憂 ヨリシテ淋巴腺摘出ニヨリテ結核菌

ガ早期 二血流テ介 シテ播布サ レタルモ ノナル コ

トテ想像 スルニ難 カラズ、依 ツテ第1實 験(ロ)

項 二於 テ淋巴腺摘 出後4日 目二撲殺解剖 シ臓器

ラ培養 シタル成績 ニヨリテ明ラカニ之 レテ立詮

スルコ トテ得 タリ。

24時 間目、7日 目、14日 目二摘出 シタル群二

於テ早期 二摘出 シタル群 ホ ド結核病髪ハ重篤 デ

ア ル 。

第2實 験(イ)項 二於クル解剖及培養所見二於テ

淋巴腺摘出後感染 テ行 ヒタル海猿群 二於 テハ封

照群 二比 シテ結核病攣著明 ナ リ、然 シテ24時

間後感染 セシメタル群 ニアリテノ・剖検拉二培養

所見ヨリ直接結核菌 ガ血流 テ介 シテ傳搬 シタル

コトテ認 ムベク10日 目感染 セシメタル群ニア

リテハ結核菌 ガ直接血流 テ介 シテ進入セルノ・認

メ得ザルモ淋巴流ラ介 シテ、進行早 ク淋巴腺及

臓器 ノ病攣著明ナリ。

淋巴腺摘出後7日 目二感染 ゼシメ更 ラニ7日 目

二撲殺 シ各臓器ラ培養 シタル所見二於 テ菌ノ・直

チニ血流二進 入セザルコ トテ立謹 シタリ。

総括及結語

過去 ノ外科史上淋巴腺結核 ノ治i療ハ摘 出手術 デ

主 トセルモノナリ、殊 二頸部淋巴腺二於 テ然 リ

トス。

余 ノ・動物實験 二於 テ初登病竈群 ノ登生時二其 ノ

淋巴腺 ヲ摘出セバ或 ハ其 ノ後 ノ経過テ輕減 セシ

メ得 ルモノニアラズヤ ト思考 シテ實験ヲ開始 シ

タルニ結果二於 テハ寧 ロ逆 ノ成績 ラ得 タリ。即

チ病攣ハ摘 出セザル封照群 二比 シ摘出群 二於テ

極 メテ重篤ニ シテ摘出手術 二際 シテ結核菌ハ血

流 二進 入シ全身結核 ノ攣化ラ呈スルモノナリ。

然 シテ結核菌感染後24時 間、7日 及14日 ノ間

隔ラ経テ摘出シタル海狽群中、24時 間後摘出群

ガ最モ重症 ニシテ次 デ7日 目群ニ シテ14日 目

群ガ最モ輕症 ナリ、之 ノ相違 ノ生ズルハ恐 ラク

生膿二於 ケル免疫登生 ガ意義 アルベク部属淋巴

腺ガ最モ重大ナル關聯 テ有 スルモノナルざ シ。

以上 ノ實験ニヨリテ淋巴腺ガ結核 ノ進入二際 シ

テ濾過装置 トシテ役立 ツモノナルベク思惟サル

ルモ以上 ノ實験二於テノ・摘出術ガ結核菌 ラ流血

中二進入セ シムル重大ナル因子 ニアラズヤ ト思

料 サル ・ヲ以テ第2實 験 ヲ行 ピタリ。

即淋巴腺摘出海狸 二於 ケル結核菌感染試験成績

ヨリ摘出術自膿ガ結核菌 ノ盟 内進入二及 ボス影

響 ハ相當大ニ シテ且ツ淋巴腺ガ結核菌 ノ進入テ
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阻止 シ更 ラニ免疫禮 テ産生 スル重大ナル臓器ナ

ルコトラ認 ムルモ ノデアル。

28・ 結核症 ノ海狸各種臓器 ノ組織呼吸二

及ボス影響二就テ

大林 容二(傳染病研究所)

嚢二佐藤教授 ノ下二於 テ柳澤、綾木雨氏 ノ行 ヘ

ル、結核 海猿 二於 ケル還 元GIutathion友 ビ還

元Askorbin酸 ノ清長 二關 スル實 験 二引績 キ、

余 ハ海狼 各種臓 器 ノ組織 呼吸 二及 ボ ス結核症 ノ

影響 二關 スル實験 テ行 ヘ リ。

實験方 法

一定飼料 テ以 テ飼養 セル禮重400瓦 前 後 ノ雄海

猿 へ 人型結核菌0・1mg皮 下接種 ニ ヨル 結 核

感染 テ行 ヒ、感染後 第5週 目、第10週 目及 ピ

第15週 目二於 テ、肝臓、脾臓蚊 二肺臓 ノ 各組

織 ノ酸素清費量 テ測定 シ、健康海狼 ノソレ ト比

較 セ リ.

次 二同檬 ノ方 法 ニ ヨリテ結核 二感染 セ シメテ後

8週 間 ラ経過 セル海猿 二、奮 「ツベル ク リン」ノ

10倍 稀稗液0・1c・qヲ皮 内 二注射 シ、24時 間後 二

於 ケル各種臓器 ノ酸素 消費量 ヲ測 定 シ、封 照 ト

シテ用 ヒタル、 「ツベ ル クリン」未注射結核海猿

群及 ピ「ツベル ク リン」注射健康海狸群 ノソ レ ト

比較 セリ。

實験 動物 ト封 照動物 トハ可及的 同一條件 二於 テ

實験 ヲ行 ヒ、動物 テ凡テ最終 食事投與後約24時

間 テ経 テ鴻血、撲殺 シ(「ツベル ク リン」ノ實験 二

於 テノ・約40時 間)、 死後約1時 間 テ経 テ實験 テ

開始 セ リ。

呼吸測定 ハWarburg氏 奮 法 ニ ヨ リ、組織俘游

液 トシテハRinger一 液 テ、瓦斯腔 ニノ・酸素 テ用

ヒ・37・5。Cノ 恒 温槽 内二於 テ1同15分 宛4回
、

1時 間 二渉 リテ酸素消費量 ラ測定 セ リ(「ツベル

クリン」ノ實験 二於 テノ・10分 毎 二測定 セ リ)
。

實験成績

結 核感染後第5週 目二於 テノ・、肝臓 二於 デ梢 ≧

呼吸 ノ増 加 セル テ認 ムル ノ外、脾臓 、肺臓共 二著

キ攣 化 ナ 久 第10週 目及 ピ第15週 目二於 テノ・、

肝臓 ノ呼吸 ノ・著 ク増加 セル ニ反 シテ、脾臓 ノソ

レハ却 ツテ梢 く減少 セル テ認 ム。 肺臓 ノ呼吸

ハ、結核性攣 化 ノ最 モ 著 キ第15週 目 ノ實験 二

於 テ梢 ㌃減 少 セル テ認 メタル ノ ミナ リ.

「ツベル ク リン」注射結核海狽群 ノ組織 呼吸 ヲ封

照結核海瞑群 ノソ レト比較 セル ニ、肺臓 二於 テ

ハ雨者 ノ間 二著 キ差異 ナキニ反 シ、肝臓及 ピ脾

臓 二於 テノ、、 「ツベル ク リン」注射群 二於 ケル呼

吸増加 テ認 メタ リ。

29.Sulfhydryl基 ヲ 有 スル 化合物 ノ實

験的結核 二及ボス影響 二就 テ

袈叢 忠勢傳染病研究所)

サキニ柳澤 ノ・Thio硫 酸 曹達 ガ著 シク結核病憂

形成 ラ阻止 スル作用 アル ヲ實験的 二謹 明 シ、 ソ

ノ結核病攣形成 阻止作用 ノ・Thio硫 酸 曹達 ノ還

元性 ニ ヨリ生禮 内酸化還元 ノ歌 態 ヲ憂 化 セシム

ル事 ニ ヨリ現 レルモ ノニ非 ザルヤ ト考 へ、績 イ

テ柳 澤及 ビ河 合ハ生禮 内酸化還 元 二關與 スル ト

ー般 二信 ゼラル ・Sulfhydryl基(SH)テ 有 ス

ルThiophenol・m・carbonsauresNatrium及 ビ

ソノSH基 ノ且 テAu一 テ置換 セルAurothio-

phenol・m-carbonsauresNatriumナ ル 還元型

化合物拉 二Thiophenol-m-carbonsauresNat-

riumノ ニ 分 子結 合 ヨ リH2テ 失 ヘル酸 化型 化

合物 二属 ス ルDithiophenol-m-carbonsaures

Natrium二 就 キ實験的結核 二 封 スル 結核病憂

形成 阻止作 用 テ 検 シタル ニ、Thiophenol-m-

carbonsauresNatrium及 ピAurothiophenol-

m-carbonsauresNatriumノ ・何 レモ略k同 程 度

二結核病攣形成 テ阻 止 スルニ反 シ、Dithiophe-

nol.m-carbonsauresNatriumノ 、全 ク結核 病攣

形成 阻止作用 ノナキ事 ヲ確 メタ リ。更 二柳澤及

ピ績 木 ノ・生膿 内酸化還元 二關係 アル還 元Gluta-

thion含 有 量 ノ結核症 ニ ヨル 攣動 テ海猿 ノ 血

液蚊 二各種 臓器 二就 テ検 シタル ニ、結核症 ノ最

モ速 カニ進展 セ ン トスル時期 二於 テ血液 中 ノ還

元Glutathion量 ハ 檜加 シ、肝臓 ノ ソレハ却 テ

減 少 スル ラ認 メ、恰 モ 肝臓 内還元Glutathion

ガ結 核症 ノ爲 メ血液 中 二出動 シ、結核症 ノ進展
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ラ防止 セ ン ト=スル生理 的現 象 ノ如 ク察知 セ ラレ

タ リ。以上 ノ實験 ヨ リ余等 ハ結核 ノ化學 的療 法

二於 テSulfhydryl基 テ有 スル化合物 二最 モ興

味 ラ毘 ユルニ至 リタ リ。コ ・二於 テ余等 ハSulf-

hydry1基 テ有 スルー化合物Thiosalicylsaures

Natrium及 ビThiosalicylsauresNatriumノ

ニ 分子結合 ヨ リH2テ 失 ヘル酸化型化合物 二属

スルDithiosalicylsauresNatrium拉 二Sulf-

hydry1基 テ有 セザルSalicylsauresNatrium

ノ實 験的結核 二及 ボ ス影響 ヲ比較 シ、從來抱 ケ

ル知 見 テ更 二検 討 セ ン ト企 テタ リ。

實験動物 ハ禮重350瓦 位 ノ雄 性海猿 ニ シテ人型

結核菌0.1mg-0.001mgノ 皮 下接種 ラ以 テ實

験的 二結核 二罹 患 セ シメ、結 核感染 ト同 日ヨ リ

上記藥物 ノ1/、。mol溶 液2CA(海 猿 盟 重1Kgニ

ツ キ)ヲ1週2回 皮下 二注射 シ、藥物 テ 注射 セ

ザル封照海狽 ト共 二 結核感染後8週 一10週 経

過後致死解剖 シ剖 見上 ヨリ結 核病慶 ノ輕重 ラ比

較 セ リ。實験 成績 ニ ヨル トThiosalicylsaures

Natrium注 射 海猿 二於 テハ 各臓 器拉 二淋 巴腺

ノ結核性攣 化ハ封 照 ヨリ明 カニ輕 キニ反 シDi-

thiosalicylsauresNatrium注 射 海猿 二於 テ ハ

封 照 ト略k同 ジク、SalicylsauresNatrium～ 主

射 海瞑ハ却 テ封照 ヨリ結核性攣化重 キガ如 ク信

ゼ ラレタリ.即 チ本實瞼 二於 テモS且 基 テ有 ス

ル化台物 二於 テ結 核病攣形成 阻IL作 用 テ認 メタ

リ^

追 加 渡 邊 三 郎

大阪 市立 刀根lI」病院 デ藤野學 士 ガ 激年前 カ ラ

「ナ トリウムチえスル フマー ト」ト「ロヂ ノン」ト

テー緒 ニ シテ患者 二注射 シテ、 ソノー般状態 ガ

非常 ニ ヨクナル事 テ経験 シテオ リマス。其 ノ根

櫨 ハ臨 休實験 デ前 二報告 シマ シタ様 二、該物質

ガ尿 「ウロ クロモゲ ン」拉 二「ウロ ビリン」テ明 二

減 少 セ シメ、 即肝 機能 ノ障碍 テ整調 スル事 ラ確

認 シタ事 カ ラデ アリマ ス、演者 ガ塞 ゲ ラレマ シ

タ實験 成績 ト我 ガ臨林成績 トガ甚 ダヨクー致 シ

マス事 テ欣快 二存 ジマ ス。

30.費 験 的結 核症 二於ケ酸素消費量 ワ墾

動=就 テ 第3報 ∫ツペル ク リ7」

過敏症時 二於 ケル酸素消費量 ワ墾化

績木 正夫(傳 研)

第1、2報 二於 テ海瞑02滑 費量 ノ結核症 ニ ヨル

影響 、結核感染後各期 二於 ケルO,・ 消費 量 ノ攣

動 、立重ピニ.Q2清 費 量 ト結核 性攣 化 トノ關係 二

就 キ 報告 セルガ、 此度 「ツベル ク リン・アレル

ギー」時 二於 テハ 結核海狽 ノ02消 費量ノ・如何

ナル攣化 ラ來 スモ ノナルヤニ就 テ述 ベ ン トス。

實験方法

人型結核菌0.1mgノ 皮 下注射 二依 リテ結核 二

感染 セ シメタル海瞑20頭 拉 ピニ其封 照 トシテ

健康 ナル海猿10頭 テ使 用 ス。 膿 重 ハ 雨者 共 二

大膿300瓦 ヨ リ600瓦 テ有 ス。是等海猿 中 ヨリ

盟重略k同 檬 ナル結核 海狸2頭 及 ビ健康海猿1

頭 テ選 ピ豫 メ其 ノ各02清 費量 テ測 定 ス。測定 ニ

ノ・Knippingノ 瓦 斯代謝測 定装 置 テ使 用 セ リ。

而 シテ測 定直後 二健康 海狽 及 ビ結核海猿1頭 二

封 シテノ・其皮 下 二「ツベル ク リン」100倍 稀 繹溶

液1.Oc.aラ 注 射 シ、他 ノ結核 海猿1頭 二 封 シテ

ノ・之 テ行 ノ・ズ、其 ノ儘 トス。 「ツベル クリン 注

射 ヨ リ約20時 間経過後 再 ビ其 ノ0、 清費量 テ

測定 ス.最 初 ノ測 定 バー定室腹時 二於 テ行 フコ

トノ・勿論 ナル モ、其後 第2同 目 ノ測定終 了 二至

ル迄 飼料ノ・一切與 ヘ ザル コ ト・ス。斯 クシテ同

様實験 テ10同 繰返 シ「ヅA"ル クリン」注射前 ト

注射後 ノ02清 費量 ノ差異 テ結核海狽及 ビ健康

海猿 二就 キ比較 シ、 又是等 ト「ツベ ル クリン」テ

注射 セザル結 核海猿 トテモ比較 セ ン トス。

實験成績

第1同 實験 二於 テ結核海狸 二「ツベ ル クリン」テ

注射 セ ル 場合 ノproKgO2滑 費 量壇 加率 ノ、

十10.5%ニ シテ「ツ(ごルク リン」テ注射 セザ ル場

合 即 チ最初 ノ測 定 ヨリ20時 間後 ノ0,消 費量

ノ憂動卒 バー1.O%、 而 シテ健 康海猿 二「ツベル

ク リン」テ注射 セル場合 ハ十2.7%ナ リ。第2同

實験 二於 テノ・各 々、+4.3%、-4.8%、+1・3%

_シ テ 第3同 實験 ニテノ、十22・9%、 十4・4%、

十13.1%ナ リ。斯 ノ如 ク シテ以 下第10回 實験
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二至ル迄
、毎 同結 核海猿 二「ツベル ク リン」テ注

射 セル場合 ノ・他 二者 二比 シ遙 カニ増 加卒大_シ

ラ、其全 李均 ノ・+19.4%ナ リ。 又 「ッベル ク リ

ン」ヲ注射 セザル結核海狽 ノ場合 ト「ツベル ク リ

ン」ラ注射 セル健 康海猿 ノ場合 トラ比較 スル ニ

後者 二於 ケル方、檜 加傘 ノ大 ナル場合稽 亙多 キ

モ、其卒均 ノ・前者 一1.9%、 後 者+1.0%ニ シテ

大 ナル差異 テ認 メズ。

結 論

1.結 核海狽皮下 二「ツベル ク リ}」100倍 稀 繹

溶液 ラ注射後、約20時 間 ニ シテ 其 ノ禮重1冠

當 リ0・ ノ・消費量ノ・19.4%ノ 如 キ著 明 ナルt曾加

テ來 シ、之 テ 健康海狽 ノ場合及 ピ「ツベル クリ

ン」ラ注射 セザル結核海瞑 ノ場合 二比 ス レバ遙

カニ大 ナ リ。

2.健 康 海狽皮 下 二 「ツベル ク リン」注射後20

時 間 ノ1冠 當 リOL)消 費 量増加卒 ノ・軍 二約1.0

%ナ リ。而 シテ「ツベル ク リン」ヲ注射 セザル結

核 海猿 ノ・20時 間後約1.9%ノ02浦 費 量減 少 テ

來 スノ ミー シテ雨者共 二大 ナル攣 化 ヲ認 メズ。

31.結 核 家兎血清 卜奮 「ツベ ルク リン」ト

ワ混和 二於 ケル光線 屈折率 ワ攣化 二

就 テ

川居 徳治(阪大竹尾研 究 所)

蛋 白 ノ溶液 中二於 ケル物理化學的態度 ガ、種 々

ノ要 素二依 ツテ攣化 スル コ トノ・、 スデニ知 ラ レ

タル所 ナ リ。例 ヘバ、蛋 白溶液叉 ノ・血清蛋 白 ノ

光線 屈折能 ガ、酸、 「アル カ リ」、盤酸 ノ作用、

或 ノ・稀繹 二依 ツテ スラ攣化 スル コ トノ・ヘル リヅ

カ,ベ ッケ、近藤、鈴 江氏等 ノ報告 セル所 ナ リ。

余 ・・「プル フ リッピ レフ ラク トメー ター」テ用 ヒ

テ、結 核家兎血清 二菖 「ツベル ク リン」テ加 ヘ タ

ル場合 二於 ケル血清蛋 白 ノ屈折卒 ノ攣 化 テ、種

々ナル濃度 ノ鞭類 ノ景簿 ノ下 二追求 シ、以 テ抗

原抗禮反 慮 二於 ケル物 理化學 的現象 ノー端 ラ窺

ノ、ン トセ リ。

實験方法

家兎血清 ヲ室腹時探血 シ、24時 間後探取 セル血

清3髭 テ0.5妬 宛 小試験管 ニ トリ、異 ナル濃度

ノ盤酸1蝿 宛 テ加 ヘテ暫時放 置後、 ソ ノ屈折卒

テ17.50C二 於 テ測 定 シ、 之 テn1ト ス。次 二蒸

溜水0.5耗 宛 テ 小試験管 ニ トリ、 ソ ノ各 二異

ナル濃度 ノ盤酸1蝿 宛 ヲ加 ヘテ ソ ノ屈折傘 テ測

リ、之 テn2ト ス。nrn2ノ ・血清 中水分以外 ノ

成 分 ノ屈折率 一 シテ、假 二之 ラ血清蛋 白 ノ屈折

卒 ト見倣 セ リ。

同様 ニ シテ探 取 セル血清3琵 テ0.5琵 宛 小試験

管 ニ トリ、 菖 「ツベル ク リン」0.03耗 宛 テ加 ヘ

テ2時 間37。Cノ 艀 卵器 二 入 レタル後、前 ノ揚

合 ノ如 ク異 ナル濃度 ノ監酸1蝿 宛 ラ加 ヘ テソ ノ

屈 折率n、 テ測 定 ス。 …i欠二蒸溜水0.53耗 宛 小試

験 管ニ トリ、 之 二盛酸1蝿 宛 テ加 ヘテ、 ソノ屈

折卒n2テ 測 定 ス。 コノ場合 二於 ケルnrn2テ

菖 「ツベル クリ ン」テ作用 セ シメタル揚合 二於 ケ

ル血 清蛋 白 ノ屈 折卒 ト見倣 セ リ。

以 上 ノ如 キ實験 テ、 牛型結核 菌1EEア タ リ1廷

テ皮 下注射 シテ4週 間後 ノ家兎血清 二 就 テ行

ヒ、封 照 トシテ、 健康家兎血清及 ビ10分 ノ1

二濃縮 セル 「グ リセ リン・ブイヨン」テ用 ヒテ同

様 ノ實験 ヲ行 ヘ リ。

實験結果

第1表

(A)

晦謬警ド n2 n1-n2

N
-

1000
1.33892 1.33324 0.00568

N
-

100
3888 328 60

N
百
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N
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N
-

2
4188 648 40

(B)

茄1 ・・338961 ・・333241 0.00572
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盤酸ノ濃度

第1表 ハ健 康家兎血清 二就 テ以 上 ノ實験 ラ行 ヘ

ル1例 ニ シテ、(A)ノ 、薔 「ツベ ル クリン」テ加 ヘ

ザ ル場合、(B)ノ 、菖 「ツベ ル クリン」テ加 ヘ タル

場 合 ナ リ。 第2表 ノ・結核家兎血清 二就 テ行 ヘル

モ ノー シテ、(A)ノ 、薔 「ツベ ル ク リン」テ加ヘザ

ル場合、(B)ノ)蕗 「ツベル クリン」テ加 ヘ タル揚

合 ナ リ。

第1表 及 第2表 二於 ケル(nrn2)×10sテ 縦 軸

一 トリ、 盤酸 ノ濃度 テ横軸 ニ トリテ、 「グラフ」

』叢 ケバ 第1圖 及 第2圖 ノ如 シ。 各實線 ノ・菖

「ツベル ク リン」テ加 ヘザル場合
、各貼線 ハ加 ヘ

タル場合 ナ リ。第1圖 二於 テノ・實線 ト1線 二大

ナル差 異 テ認 メザル ニ、第2圖 二於 テハ相 當 ノ

差 アリ。 第3圖 ノ・結核家兎血清 二、10分 ノ1・…

濃縮 セル「グ リセ リ ンプィヨ ン」0.03耗 テ加 ヘ

タル場合(黙 線)ニ シテ、加 ヘザル揚合(實 線)ト

大差 ナ シ。

今結 核家 兎血清 二薔 「ツド ル ク リン」テ加 ヘタル
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場 合 ト加 ヘザル場 合 二於 ケルnrn2ノ 値 ノ最

大差 ラ見 ルニ、最 高0.00068、 最 低0.00016ニ

シテ26例 中0・00020以 上 ノモ ノ21例 アリ.然

ル ニ封 照 トシ「テグ リセ リンブイヨ ン」テ用 ヒタ

ル場合(18例 〉及健康家兎血清 二 菖 「ツベル クリ

ン」ラ加 ヘ タル場合(13例)二 於 テノ・0 .00017ノ

モ ノ1例 アル外何 レモ0.00015以 下 ナ リ。

即 チ以上 ノ如 キ實験 方法 二依 レバ、結核家兎血

清 二菖 「ツベル ク リン」テ加 ヘ タル場合 ニノ、、加

ヘザル場合 二比 シテ
、血清蛋 白 ノ屈折能 ニヨ リ

大 ナル攣化 テ來 スモ ノナ リ。

32.膠 檬 金 ノ胎盤通過 二關 スル實験 的

研究

佐 藤 昇

緒 言

妊娠 セル母禮 血液 中 二存 スル有形異常物質例 ヘ

バ細菌或 ノ・金属粒子等 ガ胎盤 テ通過 シテ胎見 一

達 シ得 ル ヤ ト言 フ問題 二關 シテノ・不 明 ノ貼 ガ多

イノデ之 テ明 カニセ ンガ爲 二私 ノ・極 メテ安 定 ナ

膠様金Orsolテ 用 ヒテ本實験 テ行 ツタ。

Orsolノ ・京都 帝大 理學部 堀場教授 ガ特種 ノ方法

テ以 テ金属金 ノ微粒子 テ大 風子 油中 二高 度 二分

散 セ シメテ作 ラレタモ ノデ、So1量19ノ 中約

3mgノ 金 テ含有 シ物理學的拉 ピニ化學 的作 用

二封 シテ極 メテ安 定 ナKolloidデ 已 二公表 セラ

レテ居 ル。

其製法 ハ專費特許 ナル テ以 テ詳 細 テ知 ルテ得 ナ

イガ最初 ノ・或装 置 ノ下 二電氣 的方法 テ用 ヒテ作

ラレタ者 デ最 近 ニハ化學 的方法 テ用 ヒラル。之

一ノ・Schutzkolloidノ ・ナィ
。暗 覗野 装置 デ検 ス

レバ完全 ナKolloidデ ァル。

實験 方法

健康 ナ妊娠末期 ノ海瞑筋 肉内FOrsol総 量21.O

ccm(含 有 金量63mg)テ 撒 同 二分 チテ注射 シ、

注射完 了 ノ翌 日母獣 テ殺 シ子官 内 二存 スル胎見

艦 テ取 リ出 セ・レー、胎見 ノ・凡 テ十分 ナ登 育 ラ逡

ゲ84-1019ノ 膿 重 ラ有 シテ居 タ.

母 子艦 ノ各 々 ヵラ内臓 及 ピ其他 ノ組織 テ取 リ出

シテ秤量 シタ後、 是等 テ細切 乾燥 サセ、乳 鉢内

デ飛 散 シナイ檬 二注 意 シテ粉 末 トシタ。實験 二

當 ヅテハ是等臓器粉 末 ノー一定量 テ徐 々且 ツ完 全

二炭化 サセテ金 ノ定量 二使用 シタ。

金 ノ定量法 ノ・且aber及 ビ大 阪帝大理學部 ノ淺

田雨教授 ニ ヨルMicro-analysis即 チ 水中 一微

量 ノ金 ガ存 スル場合 二之 テ活性炭 素粉 二吸著 サ

セ タ後、更 二鉛塊 中二集金 サ セル方法 テ磨用 シ

タ。此方法 デノ・10-10瓦 ノ金 テ謹 明 シ得 ルカ ラ、

分光學的検索 ヨリノ・一層精 密 デアル。

此 方法 ノ詳細 ハ余 ガ昨秋 日本生化學會 二於 イテ

登表 シタ「健 康家 兎 二注 射 セ ラレタ 膠様金 ノ分

布」二關 スル研 究 二於 イテ 詳述 シタカ ラ弦 ニノ・

省略 スル。

實験成績

第一 試獣及 ビ其飼料

封照動物拉 二飼料 トスル大変、種 々 ノ青葉 二就

イテ、其 等 ガ金 テ全 ク含有 シテ居 ナ イ事 テ本法

一 ヨツテ確 メタ後 二本實験 テ行 ツタ事 ノ・勿論 デ

ア ノレ。

第二 成績総括及 ピ結論

母艦 二於 イテハ 肝臓 ガ 主要 ノ金 貯藏臓 器 デ ア

ル。子宮 ノ貯藏金 量 ガ大 ナルノ・妊 娠 ノ爲 二血液

ラ多量 二保有 シテ居 ル爲 デ アラウ。胎盤 二金量

ノ多 イノモ亦 同 ジ理由 ニ ヨル ト考 ヘ ラ レル。胎

見 二於 イテノ・常 二金 テ謹 明 シ得 ルカ ラ母禮 二注

射 シタ膠様 金若 クノ・微粒子金 ガ胎盤 ラ通過 セル

テ知 ル事 ガ出來 ル。各胎見 ノ大臓器 ガ貯藏 スル

金総 量 ハ略 ≧相等 シイカ ラ實験 ノ過誤 ハ ナイ者

ト考 ヘ ラ レル。次 二胎見肺臓 ノ・肝臓 ヨリ遙 カニ

貯藏金量 ガ多 イ。之 ノ・胎見 二見 ラレル特 異現象

トモ言 フベキデ アルガ其詮 明 テ得難 イ。 恰 モ異

物 タル金 二封 スル濾過器 ノ様 ナ観 ガアル。

最後 二膠様金若 クノ・微粒子金 ガ胎盤 ラ通過 スル

機轄 二關 シテノ・胎盤 ノ血管構≡造 二關 スル現在 ノ

學設 ノ下 デノ・輩 二滲透作 用 二因 ル者 デナ イ事ノ・

勿論 ダカ ラ、 多分金微粒子 ガ機械 的 二腰帯 ノ毛

細血管壁 ノ細胞 間隙 ラ通過 スル ニ非ザル ヤラ疑

ノ・ザル テ得 ナ イ
。 弦 二 〇rso1ノ ・極 メテ安定 ナ

膠質 デノ・アル ガ動物農 内 ノ如 ク種 々 ノ酵 素若 ク
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ハ種 々 ノ化學 的性歌 ヲ有 スル膿液 中二永 ク存 ス

ル場合 二膠質 トシテ永 ク存 シ得 ルヤ否 ヤハ不 明

デ アルカ ラ、此貼 二關 シテノ・余 ハ之 テ他 日重 ネ

テ報 告 シ得 ル機會 ガァル様 二希 フ者 デ アル。然

ル後 二始 メテ金 ガ如何 ナル機 轄 ノ下 二母禮血液

ヨ リ胎 見血管 内二移行 スル カテ明 カニスル事 ガ

出來 ル ノデ アル。

追 加 楢 林 兵 三 郎

日本住 血吸贔 ノ幼轟 ノ・皮膚 テ通過 シ血 中一入 リ

妊娠 「モルモット」ニテノ、胎盤 二損 傷 テ起 シテ胎

見 二移行 ス。余 ノ・曾 テ 「リチオ ン・ヵル ミン」溶

液 テ妊娠 「モルモット」母鵠 二 血管 内注射 スル ニ

色素 ガ胎見 二到著 スル迄 二多 クノ・流産 ス、流産

シタル胎見 ニノ・「カル ミン」移行 ノ様 子 テ見、流

産 セザルモ ノノ・移行 ノ歌 テ認 メ得 ザ リキ。流産

ノ際 二胎盤傷害 ニ ヨ リテ血管 ノ異常 テ來 シ、色

素移行 テ易 クスルモ ノニァ ラズヤ、故 二上記寄

生贔盟 テ妊娠 「モル モット」二 感染 セ シメタルモ

ノ蚊 二然 ラザルモ ノテ封 照 トシテ膠檬金 二關 シ

御研 究 ノ成績 ヲ得 バ幸甚 ナ リ。

33.結 核 患者家族特 二小兜 ノ健康調査

成 績

糠 讐(穰辮
結 核 ノ感染 二家族 内感染 ガ可 ナ リ重大 ナル役 割

ヲ演 ズル コ トノ、、 既 二諸家 ノ注 目 シ報 告 スル所

ニ シテ、deBenedetti氏 ノ・爾親若 シクノ・家族

二開放性結核 テ有 スル31家 庭 ノ幼少見55人 テ

検 シ、其 ノ中50人 ガ「ツ」反 癒陽性 ナ リ シコ ト、

又或人 ノ・結 核患者家族 ノ小見 ノ・多 ク結核性疾 患

二罹 ツタ ト報告 セリ。

鈴木氏 ノ・「ツ」反癒陽性見 ノ約牛数 ノ・其 ノ家族 二

結核性疾患 ア リ ト云 ヒ、新井氏 ノ・東京小學校虚

弱見童検査 二依 ツテX線 上106人 ノ結核患見 中

44人(41.6%)二 家 族 内二 感染源 ア リ ト報 告 セ

リ。

弦 二於 テ余等 ノ・雨親若 シクハ同胞 中二結核患者

テ有 スル家庭 二於 ケル 満15歳 以 下 ノ小見 二就

テ過 去1ケ 年間 二調査 シ得 タル成績 テ報告 セ ン

トス。

1.結 核 感染傘 二就 テ。

2.所 謂健 康見 二於 ケノLマ氏反磨 卜禮温 トノ

關係 。

3.所 謂健 康見 二於 ケルマ氏反慮 ト赤沈 トノ

關係。

4.頸 腺腫 脹 二就 テ。

5.扁 桃 腺肥大 二就 テ。

6.偏 食 ノ有無 二就 テ。

7.既 往症 二就 テ。

8.所 謂健康見 ノ榮養状 態 トマ氏反慮 トノ關

係。

9.マ 氏反慮 陽性見 ノ「レン トゲ ン」透硯 所見。

結核 感染傘 二就 テ

「ツ」反磨 ガ小見 ノ結核殊 二幼弱 ナル小見 ノ結核

ノ診断 二際 シ重要 ナル意義 テ有 スル コ トハ周知

ノ所 ナ リ。

勿論 「ツ」反慮 ガ結核感染 ノ絶封 的標示 タ リ得 ル

カ否 カニ就 テノ・爾多少 ノ論議 ガ存 ス レドモ現在

二於 テノ・最 モ實施 シ易キ方法 トシテ結核感染 ノ

ー標 示 トシテ廣 ク用 ヒラ レテ居 ル
。 「ツ」反慮 テ

施行 スル ニ當 リ余等 ノ・マ ンツー 氏 「ツベル クリ

ン」皮 内反磨 ラ探用 セ リ。

即 チ使 用 セル「ツベル ク リン」ノ濃度 ノ・0.85%滅

菌 生理 的食 盤水 ニテ 之 テ2000倍 二稀繹 シ其 ノ

0.1c.c.テ前 膳 ノ屈側面 ノ中央 ノ皮 内 二注 射 シ48

時 間後 二反癒結果 ヲ検 セ リ。

反慮結果 ノ判定 ニノ・東 京市中野療養所 ノ方式 二

從 ヒ硬結 ノ大 キサニ從 ヒ0.5-1.Ocmテ(+)ト

セ リ。

第1表 二示 セル如 ク満15歳 以 下 ノ乳小見310

人 二於 ケルマ氏反磨 陽性者数ノ・199人(64%)ノ

多敷 二上 レリ。之 テー般 見童若 クハ小見科 入院

患見 ノマ氏反慮陽性率18-25%ナ ル 今迄 ノ報

告 ト余等 ノ陽性卒 ト比較 スル ニ雨 者 ノ間 ノ懸隔

ガ大 ナルー ツ ノ圭 ナル原 因ノ・常 二結核 菌 ノ侵襲

ノ危瞼 二曝 サ レツ ・アル境遇 上 ノ差 異 二依 ルモ

ノナル事 ハ明 カナル事實 ナ リ。

次 ギニ第1表 ヨリ學齢見 童 ノミニ就 テマ氏反慮
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ノ問題 テ検討 スル ニ検査人 員198人 中 マ氏反慮

陽性 者139人 印 チ70%ノ 高 卒 テ示 セ リ。今 之 テ

他 ノ實験 者二依 ルヱ 氏反磨 陽性率 ト比較封 照 ス

ル ニ、野津 氏ハ東京 京橋 塵 ノー般學 童 二於 ケル

「ツ」反慮 陽性率 ノ・38 .14%ナ リ ト云 ヒ、金井 氏

ノ・30・8%、 有 馬 氏等 ノ・42 .0%、 野村 氏ノ・36.24

%テ 報 告 シ伊阪氏 ハ純農村 ノ學齢見 童 二就 テ其

ノ陽性率16・88%テ 報 告 セ リ。 即 チー一般學齢見

童 ノ揚合 二比 シテ余等 ノ結核家族 ノ場 合 二於 テ

ノ、實 二驚 クベ キ差異 アル事 ラ認 メタ リ
。

性別 二依 ルマ氏反慮陽性率

各地 二於 ケル諸家 ノ統 計 テ見 ルニ多 クノ・女見 二

於 テ男見 ヨリ幾分大 ナル陽性率 テ示 スガ如 シ。

只野村氏 ノ東京 二於 ケ ル 統計 ノ・女見35.6%二

封 シ男見36・92%ニ シテ男 見梢 く高傘 テ示 セ リ。

余等 ノ検査成績 二於 テノ・男見71%、 女 見69%ニ

シテ矢張 リ男見梢 ≧高率 テ示 ステ見 タ リ。

所 謂健康見 二於 ケルマ氏反磨 ト
■

艦 重 トノ關係

余等 ノ・理學的所見拉 二「レ ントゲ ン」検査 二於 テ

病的所見 テ認 メザ リシ者 テ所謂健康見 トナ シ、

次 ギ ノ如 キ諸 問題 二就 テ調査 セ リ。

所謂微熱 ト結核感染 トノ關係 ノ・近 時漸 ク考究 サ

レツ ・ア リ。諸家 ノ報 告ノ・雨者 ノ間 二從來考 ヘ

ラレテ居 タ程、特別 ナ關係 ハ ナ シ ト云 フニー致

セルガ如 シ。

余等 モ亦結核患者家族 中 ノ見童 二微熱 ザ有 スル

者相當存 スルヤ否 ヤ、及 ピ之 ガマ氏反慮 トノ關

係 テ調査 セル ニ検 査人員192人 中37C以 下 ノ

者134人(70%)37℃ 以 上 ノ者58人(30%)ニ シ

テ即 チ我 々 ノ想像 二反 シ無熱見童多 ク、之 テニ

三 ノ文献 ト比較 スルニ、金井氏 ノ・見童 中約38%

ガ有 熱 ナ リ シト云 ヒ、伊阪氏 ノ・41.62%ト 報 告

セ リ。種 々ナル事情 ニ ヨリ軍 一1同 ノ ミノ検温

二依 ツテ見童 ノ有熱無熱 ノ問題 ラ論 ズル コ トノ・

當 ラ得 ザルモ、結核患者 ノ家庭 二於 ケル小見 二

於 テ有熱見童 ガ前2者 ノ何 レヨ リモ低卒 ナル事

ハ興味 アル コ トト思惟 ス。

次 ギニ有熱見 童 ノミニ就 キマ氏反慮 テ見 ルニ陽

性者 二於 テ陰性者 ヨーVモ約10%高 率 ヲ 示 セ リ。

而 シ無熱 ノ見童 ノ ミニ就 キマ氏反慮 トノ關係 テ

見 ルニ雨者 ノ間 二明 カナル差異 テ認 メズ シテ、

ム シロマ氏反磨陽性者 二於 テ無熱 見童 ノ梢 く多

キテ見 ル。次 ギニマ氏反癒 陽性者 ノミニ就 テ有

熱見無熱見 ノ撒 テ比較 スルニ、新 井氏 ノ報告 ノ

如 ク、又余等 ノ場合 二於 テノ・結核感染見童 ノ・有

熱 群 二於 ケル ヨリモ無熱群 二於 ケル方 ガ多 シ。

所謂健康見 二於 ケルマ氏反癒 ト赤血球

沈降速度 トノ關係

從來見童 二於 ケルマ氏反癒 ト赤沈 トノ關係 二就

テ ノ報 告 テ見 ルニ、相澤氏ノ・男女鬼共何 レモ其

ノ「ツ」反慮陰性群 二 於 テー一時間値20mm以 上

テ示 セル者多 シ ト云 ヒ、佐藤 氏ノ・皮 内反慮 ト赤

沈 トノ間 ニハ特別 ナル關係 ナ 久7歳 カラ12歳

二於 テノ・男 女見共 年齢 的 二赤沈 二大 差 ナ ク1時

間値2-9mmナ リ ト。 余等 モ 亦結核患 者 ノ家

庭 二於 ケル所 謂健康 見 二就 テ其 ノ赤沈 トマ氏反

慮 トノ關係 テ調査 セルニ次 ギ ノ如 キ結果 テ得 タ

リ。即 チ赤沈 反慮 ト皮 内反慮 トノ間 ニノ・特別 ナ

ル關係 テ認 メ難 ク唯 マ氏反慮陽性者 二於 ケル赤

沈反癒 ノ檜加 セル者 ガマ氏反癒陰性者 ノ其 レヨ

リハ梢 ≧高率 ナル テ見 ル。

マ ンツー氏反慮 ト頸部淋 巴腺腫脹(第2表)

頸 部淋 巴腺腫脹 ノ・頗 ル多数 ニ シテ、果 シテ之 レ

ガ結 核性 ノモ ノナルヤ、或 ノ・非結核性 ノモ ノナ

ルヤ ノ鑑別 ノ・、臨躰的 二容 易ニ アラズ。故 二余

等 ノ、暫 ク之 ノ問題 二鯛 レズ結核患者 ラ雨親 又ノ、

同胞 二有 スル15歳 以下 ノ小見 二 於 イテハ屡 く

重感染 ノ機會 二曝 サ レル テ以 テ 所謂 「スクロフ

ロー ぜ」二見 ルガ如 キ症状群 テ 呈 スル ニ非 ラズ

ヤ トノ観貼 ヨ リ、結核患者 テ家族 二有 スル小見

222人 二就 イテ 頸腺腫脹 トマ ンツー氏反慮 トノ

關係、及 ビ同 ジク343人 二就 キ結核性疾患 テ有

スルモ ノ、有 セザルモ ノ、及 ビ健康見 ナ リ ト認

ノ タルモ ノ・病類別 トノ關係 二就 キテ述 ベ ン ト

スo

頸部淋巴腺腫脹検査方法二就 イテハ種々アルモ

余等ハ次 ノ如 ク定メタリ。自ロチ鰯診 二依 リー側
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二碗 豆大 ノモ ノ1個 テ鯛 レタル時(+)ト シ、雨

側 二碗 豆大 ノモ ノ各 々1個 以 上燭 レタル時(十)

ト シ、是等 ノ程 度以下腫脹 テ(一)ト セ リ。

マ ンツー氏 反慮 ト頸部淋 巴腺腫脹 二就 イテハ表

二示 スガ如 久 マンツー氏反慮陰性 者102人 中

二於 イテ頸 腺腫脹 テ有 セザル モ ノ64人 自Pチ63

%、 頸 腺腫脹 テ有 スルモ ノ38人 即 チ37%=シ

テ、 マ ンツー氏反慮陽性 者120人 中頸 腺腫脹 テ

有 セザ ルモ ノ62人 即 チ5296、 有 スルモ ノ57人

帥 チ48%ニ シテ、マ ンツー氏反慮陽性、陰 性 テ

問 ハズ頸腺腫脹 テ有 スルモ ノ少 ナク李均42%ノ

頸 腺腫脹 子認 メタ リ。尚 マ ンヅー氏反 慮陽性者

ノ頸腺腫脹 テ有 ス・・モ ノ48%一 シテ 陰 性者 ノ

37%二 比 ス レバ鞘 ≧多 シ。 帥 チー般 二頸 腺腫 脹

者 少 ナ シ ト難 ドモ陽性 者 二於 イテハ陰 性者 二比

シテ頸 腺腫脹 テ有 スルモ ノ僅 二多 シ。 之 レテ高

橋 、 松本氏等 ノ名 古屋市 ノー般 見童 ノ46%-

54%二 比 スレバ梢 ㌃低傘 ナ リ。 即 チ結核 患者 テ

家族 二有 スル特殊環境 ニアル小見 二於 イテモー

般學 童 ト大差 ナキ結果 ラ得 タ リ。

今更 二観鮎 テ攣 へ{頸 腺腫脹者 ノマ ンツー氏反

慮 陽性率 テ求 ム レバ60.4%ニ シテ、從來 ノー般

學 童 ノ諸報 告 二見 ル37%-60%二 比 ス レバ敦1/

モ高 シ。 と レハ前述 スルガ如 ク元來 マ ンツー氏

反慮高 キ特殊環境見 童 二就 イテ ノ統 計 ナルガ故

二是等特殊 性 ナキー般學童 ヨリ高 キノ・當然 ニ シ

テ頸腺腫脹 ノマ ンッー氏反鷹 陽性傘高 シ トナ ス

ハ早計 ナ リ ト思考 ス。

要之 了 ンヅニ氏 反癒陽性、陰性 ヲ問ハ ズ頸部 淋

巴腺腫脹 陽性 者ハ 卒均42%ニ シテー般學 童 ト

大 差 ナ キコ トハ、 即 チ是等特殊環境 見童 ノマ ン

ツー氏反慮陽性 者李均64%、 更 二學齢見 童 ノ範

閲 二於 イテ70%ナ ル高卒 テ示 スニモ 拘 ズ頸部

淋 巴腺 二關 シテノ・、是等特殊性 ハ無 キモ ノ ト認

メ ラル。

次 二病類別 ヨリ見 タル頸部淋 巴腺 二就 イテ述 ベ

ントス。但 シ此庭 二於 ケル結核 性疾 患 テ有 スル

モ ントハ、理學的所見拉 二「レントゲ ン」検査或

ノ・赤血球 沈降速度等 ヨ リ結 核性疾患 テ有 セル ト

診断 セル モ ノラ云 ヒ、結 核性疾患 テ有 セザル モ

ノ トハ軍 ナル感冒或 ハ氣管支 「カ タル」ト認 メタ

ルモ ノ及 ビ其 ノ他 ノ疾患 ラ有 スル モ ノニ シテ、

結 核 ノ如 キ慢性 ノ経過 テ トラザル疾 患 ラ現 二有

スルモ ノ弓含 メ リ。

扱 テ病 類別 ヨリ見 タル頸 部淋 巴腺腫脹 ハヤハ リ

是等特殊 環境小見 二於 イテモ検 査人員総計346

人 中腫脹者152人 即 チ44%ニ シテ 牛数 二満 タ

ズ、而 シテ結核 性疾 患 テ有 スルモ ノニ於 イテハ

89人 中54人EPチ52%ノ 結 核性 疾患 テ 有 セザル

モ ノ32人 中7人 即 チ22%、 所 謂健康者225人

中97人 帥 チ43%ノ 如 ク夫 々頸腺腫脹者 ラ認 メ

タリ。

即 チ結核患見 二於 イテハ頸 腺腫脹者梢 ≧多 キモ

ノ・如 シ。

所謂健 康見 二於 ケルマ ンツー氏反磨iト

扁桃腺肥大 二就 テ

ロ蓋扁桃腺 ノ意義 二關 シテノ・今 日未 グ明 カナ ラ

ズ。特 二小見 二於 テ扁 桃腺肥大 ハ頗 ル多 ク局所

蛇 二全 身的疾 患 ノ源泉 タル如 キ観 ア リ。依 テ之

レ トマ ンツー氏反 鷹 トノ關係 ラ調査 セ リ。

口蓋扁桃 腺肥大 ノ判定 二 關 シテノ・種 々 アレ ド

モ、余等 ノ・前 口蓋 弓 ヨリ僅 カニ突 出 セルモ ノテ

eト シ、懸甕垂 二鰯 レルガ如 ク肥大 セルモ ノヲ

⑭ トセ リ。

調査人員211人 中167人 即 チ約80%ノ 大 多数

一於 イテ肥大 テ 認 ノズ。 肥大 ㊥ ノモ ノ22人 即

チ10%、 肥 大⑭ ノモ ノ10%一 シテ、 大 多撒 二

肥大 テ認 メザル黙 、余 等 ノ豫 想二反 セ リ。而 カ

モ肥大θ ノモ ノ ・57%ニ マ ンツー氏反慮 陽性率

ラ示 シ、扁桃 腺肥 大㊥ ノモ ノ及 ビ扁桃腺肥大㊥

ノモ ノニ於 イテハ 夫 々50%ニ マ ンツー氏反庶

陽性卒 ヲ認 メタ リ。即 チ肥大 ラ認 メザル モノニ

却 ツテヤ ・マ ンツー氏反慮陽性 者多 シ トノ結果

二到 レリ。

之 レテ、名古屋市 二於 ケルー般學童 ノ調査 二於

イテ、 マ ンツー氏反磨陰性者 ナル 男見 ノ42%

乃 至44%、 同 ジク女見 ノ37%乃 至40%ノ 肥 大

者 ラ認 メ、 即 チ男女敦 モマ ンツー氏反慮陰 性者
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二却 ツテ扁桃 腺肥大者多 シ トノ結論 ト大膿一致

セ リ。

即 チ余等 ノ調査 セル是等特殊環 境 ニ アル小見 一

於 イテモ亦 、マ ンツー氏反癒 ト扁桃腺肥大 トハ、

必ズ シモ拉行 セズ、肥 大 ラ見 ザル者 一 却 テ マ

ンツー氏反磨陽性者多 キハ興味 アル コ トナ リ。

病類別 ヨ リ見 タル扁桃腺肥大 二就 テ

次 二口蓋扁桃 腺肥大 テ、先 二述 ベ タルガ如 キ病

類 別 ヨリ観 レバ、 マ ンツー氏反癒 ヨリ観 タル結

果 ト同 ジク所謂健康見 ト認 メタルモ ノ233人 中

180人 即 チ77%迄 扁桃 腺肥大 ナキモ ノヲ得、更

二結核性 疾患 テ有 セルモ ノー於 テサへ69%ノ

扁桃 腺 ナキモノテ得 タ リ。.

要 之 マ ンツー氏反癒別 ヨリ見 タル扁桃 腺肥大 ノ

第1表

場合 二於 ケル ト同 ジク結核性疾患 テ有 ヒル モ ノ

ニ於 イテモ扁桃腺肥大者 ノ・31%(① ノモ ノ ・21

%ト ⑭ ノモ ノ ・10%ト ノ和1二 過 ギ ズb更 二所

謂健康見 ト認 メタル者 ノ扁桃腺肥大者 二至 リテ

ハ23%(9ノ モ ノ ・15%ト ⑭ ノモ ノ・8%)二 過

ギズ。 タ ・"結核性疾患 ラ有 セノし者 二梢 ≧扁桃腺

肥大者多 キ ノ ミニテ、扁桃腺肥大 ト結核感染 ト

ノ・大 ナル關係 ナキモ ノ ・如 シ。

偏 食 ノ有無 二就 テ

更 二余等ノ・是等結核患者 テ家 族 二有 スル特 殊環

境 ニ アル小見 ノ榮養 状態 二鰯ル ・二先立 チ、特

二偏食 テ有 スル者 多 キニ非 ズヤ トノ見解 ノ下 二

先 二述 ベタル病類 別 二依 リ調査 テ施行 セルニ、

検査人員281人 中 偏食 ナキ 者 ノ・202人 即 チ72

結 核患者家族中ノ特二小見(満15歳 以下)ノ マソツー氏反鷹

反 慮 (一) (+) (督) (柵

・

(柵1(以 上) 計

訳 ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ 舎 ♀ (一)
●

'

(+)
一
〇-1 5

2

410 0}1 1 0 1 0 0 91
_一 一

6

3
　

1-2 410 03 1 0 3 0 0 7
}-

2-3 4 3io 115 1 1 2 2 1 7 13

3-4 8
1
510 2 2 1 2 6 0 o 13 13

4-5 7 3 2 0 2 1 o巳 0 2 10 11
一

5-6 3 4 1 1 1 2 510 1 2 7 13
　一一 一 一

6-7 3 1 1 1 1 2 0 4 2 4

12

12

7-8 6

1
_一 一}-

6 1 0 1 1 3 0 0 o-} 6

8-9 5 612 2 1 4 4 1 3

一

2 11 19

9-10 2 2 3 0 1 3 3 3 1 2 4 16

10-11 9 4 0 1 1 0 11 5 0 0 13 18

11-12 2 3 1 1 1 4 2 3 2 2 5 16

12-13 4 2 3 1 2 1 3 4 2 0 6116
13-14 2 2 1 2 1 0 5 7 0 2

一一

4118

14-15 0 0 1 0 5 0 7 4 1 0 0 18

計 62 49 16 .12 28 21 48 43 16 15 111 199

第2表 結核性疾患ヲ有スルモノ ト有セザルモノ及 ビ健康見ノ頸部淋巴腺腫脹二就テ

病類別

頸腺腫
有 セ ル 者 有 セザル 者

,

健 康 計

(一) 4146%12578%112857%119456%
(十) 4146%

54%

413%

22%

8035%

43%

12536%

44%
(什) 78% 39% 178% 278%

言†18913212251346
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第3表 結核性疾患ヲ有スル者 ト有セザル者及 ビ健康見ノ既往症二就テ

轡
既往
症

有 セ ル 者 有 セ ザ ノレ者 健 康 計

實 剃% 實 数 % 實 数 % 實 数 %

肋 膜 炎(
一) 81

6%
94% 21 97%

3%1 231 2%98% 3珪1
3%
97%

腹 膜 炎
(一) 8乙

1%
99% 21

3%
97% 241

0.4%
99.6% 35葦

1%
99%

肺 炎(
一) 程

16%
84% 21

10%
90% 211

10%
90% 3窒1

11%
89%

風邪ノ傾向(
一) ll 32%68% 21

27%
73% 、81

21%
79% 2弓1

一

24%
76%

計
`

85人 30人 245人 357人

%ノ 大 多撒 二偏食 ナキ者 ラ得 タ リ。 而 シテ健康

見 ト認 メタルモ ノニ、却 テヤ ・偏 食 ラ有 スハ者

多 シ。

即 チ結核患者 テ有 スル家族 ノ小見 ニノ・、偏 食者

意外 二拶 久 ソノ率 ノ、僅 二28%二 過 ズ シテ、 コ

ノ中結核見 モ健康見 モ格 別 ノ差 異 ナキモ、 ヤ ・

後者 二偏食 ラ有 スル モ ノ多 シ。

既往症 二就 テ(第3表)

次 二頸腺腫脹、扁桃腺 肥大 ト共 二、更 二同 ジ見

解 ノ下 二是等特殊環境 ニアル小見 ノ既往症 二就

キ調査 テナ セル ニ検査人 員357人 中 、風邪 ノ傾

向 二於 イテ86人 即 チ2406、 肺 炎二於 テ40人 即

チ11%、 更 二肋膜炎11人 即 チ3%、 腹 膜 炎二

於 テノ・僅 二3人 自ロチ1%二 過 ギズ。 即 チ肺 炎、

風邪 ノ傾 向 二比 シテ、 肋膜 炎、 腹膜炎か頗 ル少

シ。之 小見 バー一般 二風邪、肺 炎二罹 患 スルモ ノ

ヤ ・多 キニ關係 アランカ。

次 二病類 別 ニ ヨリテ、之 テ見 ルニ腹膜炎 ラ除 キ

結核性疾 患 テ有 セル者 ノ肋膜 炎 ノ6%、 肺炎16

%、 風 邪 ノ傾 向32%ノ ・結核性疾 患 テ有 セザル者

及 ビ所謂健康 見 ト認 メタル者 ノ夫 々 ノ疾患 二於

ケル百分卒 二比 シテ敦 ヨリモヤ ・高率 ナ リ。

之 レテ線括 スル ニ余等 ノ・既往症 二於 イテモ、是

等 特殊環境 小見 ハ、特 二是等 既往症 テ有 スル事

多 シ トハ謂 レズ。

.所 謂健康見 ノ榮養状態 トマ氏反 癒 トノ關係

Lambea氏 ハ結 核感染 ガ姿質 ニー定影響 アル テ

指摘 シ結核感染 テ受 ケタル小見 ハ淋 巴禮質 トナ

リ青年期 トナレバ癒痩 シ40歳 テ越エ レバ肥満
　

型 二傾 ク ト云 ヘ リ。

本邦 二於 テハ高橋、砂川 氏ハ學 童 二於 テ「ツ」反

癒 ト身長、膿重、胸園、榮養 ノ間 一バー定 ノ關

係 ナ シ ト報 ズルモ、伊阪氏 ハ學 童 二於 テ、西川

氏ハ乳 幼見 二於 テ「ッ」反磨 陽性者 ニハ顧痩者多

シ ト云 ヘ リ。余等 ハ叉結核 患者家族 二於 ケル見

童 二於 テ「ツ」反雁 ト姿質 トノ間 ニー一定 ノ關係 ナ

キヤヲ疑 ヒ之 ヲ調査 セ リ。姿質 ノ観 察 二當 リテ

ノ・Piruet氏 攣 法、鶴 見中楯 氏法 二從 ヒ之 ガ甲、

乙、丙 ノ分布ヲ観察 セリ、epチ100¥霧 巫

ノ式 ヨリ100以 上 ヲlllト シ、99--97ラ 乙 トシ、

96以 下 ラ丙 トセ リ、其 ノ検 査成績 ハ 次 ギ ノ如

シ。 即 チ検 査人員183人 中117人(64%)ハ 甲 ノ

部類 二属 シ、乙 ハ40人(22%〉 、 丙 ノ・26人(14

%)ニ シテ結核 患者家族 見童 ノ榮養状 態ノ・甲二

屍 スルモ ノ最 モ多 クシテ、 乙、丙 之 二・次 ゲ リ。

更 二之 ガマ氏反鷹 トノ關係 ラ検討 スル ニ甲二属

スル モ ノ ・中 マ氏反慮陰 性者ハ48.7%、 陽 性者

ノ・51.3%ニ シテマ氏反慮陽性見童 二可ナ リ榮養

歌態 佳良 ナルモ ノ梢 ≧多数 ナル テ認 ム。

翻 ツテ乙、 丙 二屈 スル見童 二付 イテ ノマ氏反慮

ヲ見 ルニマ氏反慮陽性者 二於 テ陰 性者 二於 ケル

ヨリモ可 ナ リ其 ノ数多 キテ認 ム。 即 チ此 ノ黙ハ

西川 氏 ノ乳幼見 二於 ケル検査報告 ト梢 ㌃一致 セ

ル モ ノ・如 シ。

マ氏反慮 陽性者 ノ「レン トグ ン」透覗所見

余 等ノ・マ氏反慮陽性者 ノ ミニ就 テ、 理學 的検査i-、
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拉 ピ ニ「レントゲ ン」透覗 ニ ヨ リ其 ノ病的所見 ノ

有 無 テ検 セ リ。即 チ検査 人員199人 中病的所見

ラ認 メ シ者65人(33%)ニ シテ之 テ2-3ノ 文献

ト比較 スルニ、 藤井氏 ノ・「ツ」反慮陽 性見童中

62.7%二 病 的所 見 ラ認 ノタ リ ト云 ヒ、金井氏ハ

所謂健康見童 中病攣 テ認 メタル者ノ・33.8%、 虚

弱 見童 二於 テノ・44.9%ナ リ ト云 ヒ、高 橋氏ノ・

「ツ」反慮 陽性者 中胸部 二理學 的異常所 見 テ認 メ

タル者約25%、 清 水氏 ノ・所謂健康見童 二 於 テ

61.8%二 病 的所 見 テ認 メタ リ ト云 ヘ リ。

而 シテ余等 ノ検査成績 テ見 ルニ金井 氏 ノ其 レ ト

甚良 クー致 シ、藤井氏、拉 ピニ清水氏 ノ報 告 ノ

其 レ トノ・可 ナ リノ懸隔 アル テ見ル。藤 井氏 ノソ

レノ・都市 ノ小學校 見童 二 就 テノ検査報 告 ニ シ

テ、清水氏 ノ・同 ジク函 館市内 ノ小學見童 二就 テ

ノ検査報 告ナ リ。然 ル ニ結核 患者 ノ家庭 二於 ケ

ル見童 中マ氏反癒 陽性見 ノ胸部 二於 ケル病 的所

見 ノ認 メ ラル ・卒 ノ低 キノ・又注 目二値 スルモ ノ

ナ リ ト思惟 ス。

但 シ本検査 ノ・主 トシテ透視所 見 デ アツテ「レン

トゲ ン」撮影 ノ結果 デノ・ナ イカラ維封的 二結核

性陰影 ノ存在 テ否 定 スルモ ノデノ・ナ イ事 ノ・勿論

ナ リ。

結 論

1.結 核 患者 ノ家庭 二於 ケル乳小見 ノマ ンツー

氏反慮陽性傘 ノ・(64%)ニ シテ、 同 ジ家庭 二於 ケ

ル學齢 見童 ノ ミー 就 テ ノ陽性傘 ノ、70%ニ シテ

可 ナ リ高率 ナル テ見 タ リ。

性 別 二依 ルマ ンツー氏 反慮陽性卒 テ見ル』男見

梢{高 卒 ナ リ.

2・ マ ンツー氏反慮 卜膿温 トノ關係 二就 テノ・、

37℃ 以下 ノモ ノ70%、37C以 上 ノモ ノ30%、

之 ガマ ンツー氏 反磨 トノ關係 ラ見 ルニ、有熱 見

ノ中 マ ンツー氏反慮 陽性者 ノ・55%ニ シテ 陽性

者 二有熱見童 ノ多 キテ認 メタ リ。

3.赤 血球沈降速 度 トマ ンツー氏反庶 トノ間;A'

ノ・特別 ナル關係 テ認 メ難 キモ、 マ ンツー氏反 慮

陽性者 二於 テノ・赤血球沈降速度 ノ速進 セル者 ガ

陰 性者 ノ其 レヨリノ・梢 ≧多数 ナ リ。

4.検 査人員線撒222尺 中頸腺腫脹者 ノ・マ ンツ

ー一氏反慮陽性者 二48% 、マ ンツー氏反慮陰性者

37%ニ シテ、頸腺腫脹者少 シ。

頸腺腫脹者 ノマ ンツー氏反 庭陽性率 ノ・60.4%ニ

シテ、可 ナ リノ高率 ナ リ。

結核性疾患 一1有 スル者99人 中520/o、 結 核性 ナ

ラザル疾患 ラ現 二認 メシ者32人 中22%、 健 康

見 ト認 メ シ者225人 中42%ノ 夫 々頸腺腫脹者

テ認 メ、結核性疾患 ノ有者 二鞘 ヒ頸腺腫脹者多

シ0

5.扁 桃腺肥大者約20%ノ 少数ナ リ。

扁桃腺肥大者 ノマ ンツー氏反鷹陽性率 ノ・50%、

肥大 テ有 セザル者57%ニ シテ肥大 ラ認 メザル

者二却 ツテ.マンツー氏反鷹陽性卒高 シ。

扁桃腺肥大者テ上記 ノ病類別 ヨリ見ル トキ結核

性疾患 テ有 スル者 二於 テ梢 ≧扁桃腺肥大者多

シ0

6.偏 食 者ノ、僅 カニ28%ノ 低 率 ニ シテ病類別 ヨ

リ見 レバ健康見 ト認 メ シ者 二梢 ヒ偏 食者多 シ。

7.肋 膜炎3%、 腹膜 炎1%、 肺 炎11%、 風 邪

ノ傾 向24%ノ 夫 々罹患 セシ 既往症 ラ 認 メタル

ニ過 ギズ。

肋膜炎、腹膜 炎、肺炎、風邪 ノ傾 向 ノ四 ツ ノ既

往症 中例数少 キ腹膜炎 テ除 キ結核性疾患 テ有 ス

ル者 ハ是等既往症 テ有 スル率梢 支高 シ。

8.榮 養状態ノ・甲二属 セル者最 モ多 クC4%、 乙

22%丙14%ニ シテマ ンツー氏反癒 トノ關係 ラ

見 ルニ乙、 丙 二於 テハ マ ンツー氏 反慮陽性者 ノ

方 ガ遙 カニ多 シ。但 シ陽性者 二於 テモ可 ナ リ榮

養状態良好 ナル者 ラ認 ム。

9● マ ンツー氏反磨 陽性見童 中病的所見 テ認 メ

タル者33%ニ シテ、此 ノ中肺 門淋巴腺 腫脹 テ認

メタル者最 モ多 シ。

34.肺 結 核 二關スル集談検 診

今村 荒 男(阪 大)

阪 大 今村 内科及今村 内科 内大 阪府立 健康診断所

竹尾結核研究所等 ノ關係 ニテ近年行 ヒマ シタ集

團検診 二就 イテ報 告 イタ シマス。Reihenunter-

suchung,Serienuntersuchung,Gruppen一
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untersuchung英 語 ノgrouPexaminationa

ヨルcasefindingナ ドテ壽睾シテ集團検診 ト蕎睾

シタ イノテア リマ ス。

集團 ノ意 味ノ・家族 或ノ・周園 ノ人 々 テモ意 味 シマ

スガ只今ノ・相 當撒 ノ團膿 ニ ツイテ調査 シタ成績

特 二肺結 核病 竈 テX線 爲眞 ニ ヨ リテ確 メタモ ノ

テ第1表 二示 シマ シタ.活 動性 ノ肺結核 テ有 ス

ル モ ノ ・%ノ ・團膿 ニヨ リテ特 二年齢 ニ ヨリテ異

ナ リマ ス。此他 二淋 巴腺結核 ノ活動性 ト思 バ レ

ル者 モア リマ ス。第2表 ノ、「ツベル ク リン」反雁

第1表

ガ登 見 サ レタ者 二於 テ如何 ト云 フ問 二封 スル答

デア リマ ス。大禮 二於 テ強 陽性或 ノ・之 二近 イモ

ノニ肺結核患者 ガ多 イノデア リマ ス。

第3表 ノ・赤沈 ノ早 イ者 二多 イ、 第4表 ノ・X線 爲

眞 ニ ヨル 病攣 ニヨ リ症 例 テ分 ツタ ノデ アリマ

スo

トモカ ク集 團検診 二於 テノ、「ツベル ク リン」検査

ガ大切 デ ア リマ ス、 之 ノ陰 性者ノ・先患者 タル事

ヲ否定出來 マ ス、 私共 ノ・訣勤 或 ハ訣席 シテ居ル

者 テ除 キ所謂健康 者 トシテ普 通 ノ如 ク働 イテ居

肺結核二關スル集團楡診ノ成績

調 査 セ ル 團 盟

大 阪 市 内 幼 稚 園

大阪市 内及郊外幼稚園

奈 良 縣 山 村 小 學校
_-r-一 』 一

大 阪 市 内 小 學 校
　一 『 　

阪 牌 間 某 中 學 校
曹一一 一 一 一 一

阪 大 馨 學 部 新 入 生

阪 大 新 入 看 護 婦

和 歌 山 市 某 小學 校

大 阪 市 内 某 商 店

堺 某 工 場(女)

大阪市内某工業工場(男)

兵 庫 縣 鑛 夫

某 肚 年 團 燈

堺 某 事 務 所

計1

調査年度

昭 和12

,,12

,,11

12

,,12

,,9-12

,,7-12

,,13

,,11

,,9

,,12

,,11

,,13

,,12

年 齢

7コ一5

7一5

一b1一7

7-13

13-18

20-27

14-20

7-20

19-53

15-30

15-25

20-60

22

25-54

人 員

207

236

1,330

1,044

1,030

481

563

969

139

3,350

132

503

1,444

158

11,586

「ツ」反慮

陽 性 率
22.4%

35.3%

14.2%

45.8%

63.1%

60%-70%

40%-60%

26.1%

97.8%

67.2%

82.6%

61.2%

84.7%

/

X線 像撮影数

22(10。6%)

40(16.9%)

204(15.3%)

120]1.5%)

297(28.8%)

全 部

全 部

110(11.4%)

42(30.2%)

78(2.3%)

全 部

190(37.8%)

198(13.7%)

32(20.3%)

2.509

活動性肺結核

2(0.96%)

3(1.2%)

3(0.231%)

3(0.29%)

15(1.5%)

8(1.66%)

3(0.53%)

7(0.72%)

4(2。9%)

8(0.24%)

2(1.52%)

4(0.80%)

18(1.25%)

10(6.33%)

90

第2表 集團検診二於テ登見 セル活動性肺結核患者 ノ「ツ」反磨 ト年齢bノ 關係

(活動性肺結核患者90名 中「ツ」反慮 ヲ検セル80名 二就 キテ)

轡
撫

7-10 11-15 16-20 21-25 26-30 31以 上 合 計

M P M P M P M P M P M P M P

(一) 1 1 1

(±) 2
1・

3

(十)
ノ

(軒)

1 1 4 1 2 5

1
璽一一 一 皿

6

8 4 3 2 18

ζ柵) 3 5 6 1 2 23

(柵) 2 4 11 10 1 28

水泡壌死 1 2 2 3 8

合 計
9 15 20 1' 21 6 2 1 5 72 8

o 、15 21 27 3 5 80 1

註M・ … 皮内反磨 P… ・ピル ケ 氏 反 癒
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第3表 集團検診二於テ蛋見セル活動性肺結核患者 ノ赤沈 ト年齢 トノ關係

(活動性肺結核患者90名 中赤沈 ヲ検セシ84名 二就 キテ)

●

＼＼年齢

1-10

11-20

21-30

7-10 11-15

・SしM・wl・St・IM・ ・W・

16-20

1 1

2 5

1St.

_」3
3

一

…6

一

一

.2

…4

蛋

9

一

一

…

M.-W.

1

11

3

6

15

6t15
2L

21-25

・St・IM・ ・vv・・

8

26-30 31以 上

・St・IM・-W・1・St・

2」
一 ㎝τ

M..、v.

合 計

2

FO

劇

5

211
1

22巨14

29

・St・IM・ ・XV.

1

岬0

10

て

2i=∫i _墨_1

、ll-li;

8411

2

一19

菊

5

35

(註1St.・ …1時 間 値 M.-W.・ … 中 等 値

第4表 集團検診二於テ獲見セル907,ノ 活動性肺結核患者ノ胸部「vソ トゲ ン」像 二依ル

病型 ノ分類 ト年齢 ノ關係
一一一一 一一

寂 一 一 轡;7-・ ・1・レ15
16-20 21-25 26-30 31以 上

i計(%)

1

一冒-

肺 門 結 核16}75 3 11茎2璽4・4%)1

輕 症 滲 出 聖L・ ∵ ・一「3 2

　 一 一 一
17(7 .8%)

1-.

輕 症 増 殖 型}21316
一

15 3 3 32〆35.5%)

中等症滲 出到1-『 1
-一

2 3(3.3%)

中等症培殖型 {1 3
一 皿

4

6 2 3 15(16.7%ノ

中等症混合型 12-1 11 1 8(8.9%)

重 症 混 合 型
一

tl
}一 　一 一

一 一一

5
-

5.6%

1
}噛

2(2.2%)
　

11
i___一_

播 種 型ll

i151

i16.7%1

1…1 1(1.1%)

訓9211
　

2911
一 一 一__　 _　_

132.2%

一 一一 一 　一一 一

11
-　 一　　-

12.2%

901合
』 一一一 一 一 一

1百 分 軍 随%-23.3房
1

一 甲 　 』 唱 一

ル人 一 ツ イテ集團検診 テ行 ツタノデァ リマ λ、

カウ云 フ場合 二於 テ登 見 サ レタ症例 ノ・ツ」反慮

ノ強度 ナル者血沈 ノ早 キモ ノー多 イ、勿論X線

爲 眞ノ・理學症 状、主訴特 二咳轍 喀疾 ニ ヨリ又榮

養 ノ悪 シキモ ノ等 又病 歴特 二肋膜 炎其他 ノ結核

性疾 患 テ有 スル 者等 テ特 二X線 検 査 一fナ入又

「ツ」反癒 ノ強 キモ ノー方 ニノ・赤沈 ノ早 キモ ノテ

モ胸部X線 寡眞 テ トルヤ ゥニ選 ンダノデ アリr・P

ス カラ自然以上 ノ如 キ成績 トナ リマ7.h"、X線

「フィルム」テ多撒 二用 フル事 ノ不可能 ナ ル 場 合

ニノ・、種 々ナル調査特 二「ツベル クリ ン」反癒 ヤ

赤沈 テ利用 シタ イノデア リマス。 私 ドモノ・皮 内

反磨 ニノ・近來 圭 トシテ奮 「ツベル ク リ〉」2000倍

0.1耗 ノ皮 内反慮 テ選 ンデ居 リマ ス。

要 スル ニ結核 二關 スル集 團検診 ニ ヨリ結 核豫 防

ノ實績 テ ヨリ多 ク碁 ゲテ開放性結核 トナル人 テ

出來 ルダケ少 グ ヘル事 ガ大切 デ アル ト考 ヘマ ス

f奇集 團検 診 ノ術式 ノ・費川 ノ貼 ニモ ヨリマ スガ種

々考慮 スベ キモ ノト考 ヘマ ス。

35.山 形 縣某村 二於 ケル全村民 ノ精密

検査成績 二就 イテ

粟 野亥佐武

農村 二於 ケル結核 ノ蔓 延歌態、其 家族 内二於 ケ

ル浸潤 ノ程度 、或 ノ・結核患者拉 二「ツベル ク リ

ン」陽性者 ノ分布等 二 關 シ東北地方 ノー小農村

二於 テ 全村民 二封 ヘル「ツベル ク リ)」 皮 内反

慮、 赤沈速度、X線 透視叉 ノ・爲眞撮影 ラ行 ツ テ

其成績 テ見 タ ノデ アリマ ス。

此村ハ地理的 二山形市 二近接 シテ居 ル事、貧村

デ生活 ガー般 二齢 リ=豊カデナ ィ事或ノ・此地 二於

ケル此迄 ノ疫學的経過等 二依 ツテ種 々ナル影響

ラ受 ケテ居 ル事 ト思 フノデ ア リマ スガ此村 ノ最
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近15牟 間 ノ結 核死亡卒 ノ・第1表 ノ如 クデ 李均

1年 間 二人 口1萬 二封 シ18名 ノ割合 トナツテ

居 マ ス。

「ツベ ル クリ ン」反慮 陽性卒 ノ、第2及3表 ノ如 ク

全陽性傘 ハ33.5%デ 年 齢別 一 見 マ ス ト學齢期

テ越 ス ト急速 ナル陽性率上昇 ガ見 ラ レル ノデア

リス。此 ハ年齢的 二外界 ト接 燭 スル機會殊 二此

村 二於 テハ都市 ト交渉 ヲ持 ツ機 會 ガ多 クナル爲

力或 ハ此村 ノ結核死 亡率 ノ消長 ト何 等 カ ノ因果

關係 テ有 スル モ ノカ ドウカ分 リマセ ンガ老 年期

ニナル ト又幾分減少 ノ傾 向 ガア リマ ス。

次 二罹病 者 ノ撒及病型 二關 シテノ・第4表 ノ通 リ

デ初 感染症 患者17名 、早期型 結核患者5名 、晩

期型患者4名 、其他 肺尖結核2名 、滲 出性肋膜

炎2名 、脊椎 「ヵ リエ ス」2名 、是等 ノ中開放 性

患者 ガ3名 ア リマスガ重症 患者 ガ割合 二少 イノ

テ ア リマ ス。

赤血球沈降速度 ノ・第5表 ノ如 ク年齢 ニ ヨツテ差

異 ガ アリ男子 二於 テノ・小見期及老年期 二促進 者

多 ク女子 二於 テノ・各年齢 ラ通 ジテー般 二赤沈速

度 促進 者 ノ卒 ガ高 イノデ ア リマ ス。而 シテ此村

ノ成績 二 依 リマ ス ト活動 性患者ハ 大膿 二 於 テ

全 部1時 間値20粍 以 上 ノ値 テ示 シテ居 マス。

次 二此村 二於 ケル最近15年 間 ノ結核 死亡、者現

在 ノ罹 患者、 「ツベル ク リン」反慮陽性者 ノ分布

駄 態 ラ詳細 二検 ベ テ見マ ス ト死 亡者 又ハ罹 病者

ガ同一家族i或ハ同一一地域 二集 ル ト云 フ檬 ナ場合

ノ・少 ク割合 二均等 二分布 サ レテ居ル ノデ アリマ

ス。結 核死亡者 ト同居 シタ者 ノ罹患卒 ハ14.2%

活 動 性結 核患者家族iノ 罹 患卒 ハ5.7%古 イ大 ナ

ノL石灰化病 竈 テ有 スル患者叉 ハ停 止性結核患者

ノ家族 ノ罹 病傘 ノ・10.6%デ 村 全膿 ノ罹患傘 ト

比較 シテニ甚ダ大 ナル差 異ノ・示 サナ ィノデ ァ リマ

ス。 又結核死 亡者拉 二 罹 病者家族 ノ「ツベル ク

リン」反癒陽性率 ラ見 マ シテモ 此村 ノ全陽性卒

ト比較 シテ大 シタ相違 ノ・ナ ク或 ヒノ・之 ガー定地

域 二集 ル ト云 フ檬 ナ事 ハ見 ラ レナ ヵッタ ノデ ァ

リマ ス。

之 ノ・此村 二割合重症 患者 ノ少 ナ イタメニ起 ツタ

モ ノカ或 ヒバ其他此村 二於 ケル特殊 ナル事情 ノ

タメニ起 ツタモ ノカ明 カデハ アリマセ ンガ併 シ

此村 二於 テ検 査 シタ成績 ノ範園 内二於 テ眺 メマ

ス ト結 核 ノ感 染 及罹病 二封 シテ感染 源 ノ存在 ス

ル ト云 フコ トノ・鋏 クベ カラザル條件 デノ、ア リマ

セウガ而 シ近 クニ感染源 ノ存在 スル ト云 フ事 ハ

少 ク トモ臨躰 的 二見 テ ソ レ程結核 ノ登病 二封 シ

テ重大 ナル意 味 テ有 スル モ ノデハナ ク寧 ロ個人

ノ抵抗力 トカ家族 ノ生 活歌 態而 シテ カ ・ル農村

二於 テノ・農村 自禮 ノ繁榮 トカ或 ノ・窮乏 ガ直 チー

農 村 二於 ケル結核 ノ消長 二重大 ナル影響 ラ與 ヘ

ル モ ノデ アロウ ト考 ヘ ラ レル ノデ アリマ ス。

36.宮 城 縣某村全村民三千名J健 康調査

成績 二就 テ

星 圭(蘇調

昨年4月 ヨリ6月 二亙 リ宮城縣某村全村民3000

名二就 キ結核 テ主眼 トセル健康調査 ヲ行 ツタ.

調査項目ノ・別表 ノ通 リデアル。

先ヅ本村 ノ過去二於 ケル結核傳染歌態 テ見ルニ

(第1囲)結 核死亡数ノ・昭和5年 頃 ヨリ漸次檜加

シ近年ノ・宮城縣李均二近 イ値 テ示 シテル。而 シ

テ以前ノ・實際 ノ結核死亡撒 ト統計上 ノ結核死亡

数 トノ・可成 ノ差 テ示 シタガ、3年 前 ヨリヨクー

致 シテ居 り診断書 ノ進歩テ示 シテル。斯ル企劃

二封 シ村民 ノ何%ガ 参加 シ來ルカノ・結核豫防 ノ

實際二携ル者 ノ重大關心事デァル。此検査デハ

受診卒90.5%デ 之テ地理的二 見 ル ト検査場ナ

ル小學校二最モ近 イニ部落 ガ最 モ成績悪 イ。

「ツベルクリン」反庶陽性率ハ第2圖 ノ如クデ學

齢期 二至 リ始メテ著明二表 レ、以後年齢 ト共 二

上昇 シ70歳51%ヲ ・最高 トシ以後急二低下ス

ル。其卒均陽性率ハ24.5%デ アル。之 ラ男女別

一見 ルト20歳 迄ノ・略1同 傘 ヲ示 スモ以後女子

ノ・上昇度低 イ。健康者二就キ「ツ」反慮陽性度 ラ

年齢的二 見 ル ト15歳 迄強弱陽性撒略k等 シイ

ガ以後年齢 ト共 二弱陽性 ノミ壇加ス。 登見 シ

タ結核患者 ノ・102名 デ中9名 ノ・開放結核 デア

ル。其病型 ラ年齢的二見ル ト初感染、淋巴腺結
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核、肋腹膜炎ノ・少青年期二多 ク早期型ノ・凡ユル

時期 二見 ラレ晩期型、肺尖結核ノ・幼少者ニノ・認

メラレヌ(第1表) 。

此検査 デ疾病者、妊娠等 テ可及的二排除 シタ

2600名 二就キ赤沈速度 テ観察 スルニ性及年齢

ニヨリ差 アリ、即チ75%テ 含マシムル赤沈値 ノ

上界 テ示 セバ第3圖 ノ如ク男ハ8-10歳 デ25

mm以 後年齢 ト共二減少 シ20-40歳 迄ノ・略1

10mm前 後 デ以後再 ビ檜加 ス,レ。女ハ8-10歳

デ30mm、18歳 頃 デ若干減少 ノ傾向テ示 スモ以

後却 ツテ増加 シ老年 ニナル程著ル シイ。此事實

ノ・熊谷内科 デ秋月ガ15000名 二就 キ調査 セル結

果 ト全 クー致 λル。

同村小學見童検査成績ハ第4圖 ノ如ク第4、 第

11、第13學 級ハ特 二「ツ」反慮陽性率高 ク第4

學級ハ結核見童 モ多 イ。 此3學 級及第5、 第6

學級 ノ1部 ハ過 去二於 テ2人 ノ開放結核教師ニ

ヨリ受持 タレタモノデ其影響ガ斯 クモ著明二表

ハvテ ル。次 二此2人 ノ教師ガ在任中見童二與

ヘタ影響 テ遡 ツテ調査 スル ト第2表 ノ如 ク渡○

氏 ノ受持學級ハ同様 二「ツ」反慮陽性傘高ク且結

核見童二於 テモ年次的差異ノ・認 メ難 イ。庄○氏

受持 ノ方ノ・最初 ノ級ハ「ッ」反慮陽性卒低 ク結核

見童モ少 イガ次年度ノ・顯著二檜加 シ來 リ最後 ノ

學級ハ受持期間僅力3ケ 月ナルニ係 ラズ惨禍著

ル シキモ ノガアル。 同氏病歴 テ見 ル ト昭和11

年初頭 ヨリ自豊症状 ガ現ハレタ様ダカラ恐 ク其

頃カラ開放性 トナリ月 ト共 二檜悪 シタタメニ後

程被害ガ大 キイノデアラウ。此第4學 級ノ・咋年

12月 再検査 ノ結果「ツ」反慮陽性韓化者3名 ア

リ、結核見童ノ・5名 ヨリ14名 二檜加 シ、結核

ハ今猫猛威 テ振 ツテル。

本村 ノ開放結核患者9名 中4名 ハ都市 カラノ移

入患者デ中一・ノ・家族及近隣 二病毒 テ傳播 シタト

考ヘラル ・モ ノアリ都市 ヨリノ移入村民ハ其都

度健康診断 ラシテ嚴 二取締ル必要 ガアル。今結

核患者探索方法 ラ考ヘテ見ル ト(第3表)最 モ完

全 ナノノ・全村民検査ナルモ之ハ能卒 ガ悪 ク結核

患者登見卒ノ・3.4二 過ギヌ。次 二「ツ」反慮 ラ全

村民二施行 シ其家族陽性卒 ノ高 イモノ丈更 二調

査 スル トスル。此場合ノ・家族陽性率何%以 上テ

調ベルカガ問題 デアル。今全村 ノ「ツ」反慮卒均

陽性率 二略 く均 シイ25%以 上 ノ家族陽性卒 テ有

スル家 テ調 ベル ト結核患者 ノ、78.4%獲 見サ レ

ル事 ニナリ其中二開放性7名 含マレ結核患者褒

見卒ノ、7.0ト ナル。次 二「ツ」反磨家族i陽性率50

%以 上ノ家族 テ調ベル トスレバ結核患者登見卒

ハ9.3ナ ルモ結核患者 ノ、36.3%褒 見 サレルノ

?。 併 シ開放結核ハ6名 デ比較的多イ。結核死

亡家族 ノ走ラ調査 シタ場合ノ・之モ結核患者登見

卒ノ・9.3ナ ルモ登見結核患者22.5%デ 然モ 開

放結核ハ4名 二過 ギヌ。小學見童 テ先ヅ完全 二

検査 シ其結核見童拉「ツ」反磨陽性見童 ノ家族 ヲ

調ベ ル時 ハ結核患者獲見率5.2嚢 見結核患者

59.2%開 放結核4デ 之ノ・成績最モ悪 イ。要之結

核患者探索方法 トシテハ先 ヅ「ツ」反磨テ全村民

二行 ヒ其家族陽性卒 ノ高イ家族 ヲ調ベルノガ他

法二比 シ能率的デ且完全二近 イ。猫此村二於グ

ル結核患者及 「ツ」反癒陽性者ノ部落集積性ハ僅

カニ之ラ認 メウル丈デアリ又同様 ノ地理的集落

ハ3ヶ 庭 二漠然 ト之ラ認 メウルノミデ農村デハ

隣交ニヨル結核感染 ハ比較的少ナィカ ノ如 ク考

ヘ フ レ ノレo

追 加

餓 執(名 古屋市保健 部)

開放性患者 テ隔離 セ ン トシテ市医吏員1900名

二封 シテ赤沈検査 ラナ シソノ中等値13以 上 ノ

モ ノテX線 検査 ヲナセ リ。X線 検査 ノ結 果滲出

型、増殖型 ナルモ ノノ・喀 疾検査 テ5同 行 ヘ リ、

ソノ成績左 ノ如 シ。

市吏員検査人員
「レ」線検査人員

肺 門 結 核

滲出型及檜殖型

開放結核患者

匠吏員検査人員
「レ」線検査人員

986

214

131

59

13

820

197

22%

13%

5%

1.3%
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肺 門 結 核

滲出型及檜殖型

開 放 結 核患 者

トナ レリ。

189

51

10

23%

6.2%

1.291

特 二開放結核患者 ノ・アルー室 ヨリ集 團的 二登見

シソ ノ室 ニノ・又肺 門結核 患者多 久 開放結核患

者ノ・GV皿GV皿 ノ如 ク結 核菌 テ多 ク護 明 セ リ。

37.夫 婦 間 二於 ケル結核罹患率

三沸 秋子(東 北大熊谷内科)

夫 婦共,或 ノ・ソノー方 二開放性結核 、若 シクノ・

閉鎖性結核 ノアル63例 二就 キ、其年齢、結婚

ニ ヨル登病期(特 二結婚年齢 ノ明瞭 ナル30例 ニ

ヨル)家 族 的 負因(租 父母、雨親、兄弟等 二於 ケ

ル結核 性疾 患)、 結核菌 陽性 率、「ツベ ル ク リン」

皮 内反慮等 ニツ イテ報告 セン トス。

診断 ノ、主 トシテ、 コ レテ「レン トゲ}」 所 見 ニ ョ

リ観 察 シ、 ソ ノ血行性型 ナル カ、浸潤 性型 ナル

カニ分類 セ リ。 結婚年齢 明瞭 ナル30例 ノ叢病

期 テ見 ル ニ、結 婚後5年 間 二登病 スル場合最 モ

多 シ。家族 的員因 テ有 スル モ ノハ殆 ン ド大部分

罹患 セ リ。 「ツベル ク リン」皮 内反雍陽性者 ノ、夫

妻略 ζ同程度 ナ リ。

以 上 ノ結 果 ヨリ夫婦間 ノ罹患率 ハ可 ナ リ多 ク シ

テ家族 的負因 二關係大 ナ リ.結 婚 ニヨル磯病期

ノ・結 婚後5年 間 二於 テ最 モ多 シ。

結 核 ガ傳染病 デ ア リ、殊 二其傳染 方法 トシテ飛

沫傳染 ガ圭 デ アル トイフ理 由 ノモ トー、肚會衛

生 上、傳、染ノ豫防 ガニ普及 サ レ、叉其危瞼程度 二

就 イテ ノ種 々ナル研究 ガナサ レマ シタ。

夫 婦結核 二就 イテノ記載 ノ・、歌米拉 ビニ本邦 二

於 テモナ サ レマ シタガ、私 ノ調 べ得 タ結果 一 ヨ

リマ ス ト開放 性結核 ノ撒値以外 ノ記述 ノ・アマ リ

ナ ィ ノデ ア リマス。

私 ハ當熊谷 内科 二求診 シタ患者 ノ中 カラ、夫婦

共 或 ハ其一 方 二開放性若 シクノ・閉鎖性結核 ノア

ル63例 二就 キ其年齢、診断 、登病期 、家族 的員

因、結核 菌陽性率、 「ツベ ル クリン」皮 内反慮等

一 ツイテ調 べ マ シタ ノデソノ結果 ニツイテ報 告

イ タ シマ ス。

年齢 二就 イ テノ・、登育年齢 テ トリ、コ レラ10代

ヅ ・二分 ケテ表示 シテ見 マ シタ、 コレー ヨツテ

見 マ ス ト(第1表)夫 婦共20代 、30代 二 於 テ登

病 スルモ ノガ最 モ多撒 デ アリマ ス。

病 歴診断 ソノマ ・ニヨ リ、他 方「レン トゲ ン」所

見 ニ ヨツテ診断 シ、 ソノ血行 性型 ナルカ、浸潤

性型 ナルカニ分類致 シマ シタ結果(第2表)二 示

ス様 二夫 ノ・肺結核 ノ者 ガ多 ク63名 中38名 自ロチ

60.3%、 妻 ハ第 一健康者多 ク16名 、次 二肺結

核 ノ者 多 ク11名7.5%デ ア リマス。

「レン トゲ ン」所 見 ニ ツイテ ミマス ト(第3表)夫

婦共罹 患 シタ場合35例55.6%、 コ ノ中夫婦共

血行性型 ノモ ノ17例48.6%、 浸 潤性型 ノモ ノ

14例40%、 夫 妻 ノ型 ノ異 レル 混合型4例11・4

%デ ア リマス。配偶者 ノ何 レカ罹患 シタモ ノノ・

63例 中28例44.4%、 ソ ノ中血行性型 ノモ ノ12

名42.9%、 浸 潤 性型 ノモ ノ16名57・1%デ ア リ

マス。結婚 ニ ヨル叢病期 ニツ ィテ観察 スル タメ

= 、 特 二結婚年齢 ノ明瞭 ナル30例 二就 イテ調

べマ シタn結 婚後5年 目ヅ ・二登病期 テ匠分 シ

テ見マ シタガ、 コ レニ ヨツテ見 マ ス ト(第4表)

結 婚後5年 間 二於 テ登病 スル場合 ガ多 久 夫妻

何 レモ10名 ヅ ・デ33.3%デ ア リマ ス。

祀 父母、雨親或 ハ兄弟等 二結核性疾患者 テ有 ス

ル様 ナ家族 的負因 アルモ ノ ト登病 トノ關係 ニツ

イテノ・(第5表)二 示 シタ様 二63例 中員因 テ有

スル夫ノ・15名 罹 患 シタモ ノ15名 即 チ100%、

妻 ハ8名 員因 ヲ有 シソ ノ中罹患 シタモ ノ7名

87.5%デ ア リマ ス.シ カ シテ此等罹 患 シタモ ノ

ハ大部分肺結核 デア リマス。

喀疾 中結核菌陽性 ノモ ノノ・(第6表)全 例 中夫38

名60.ag6妻11名17.5%コ ノ場合夫婦共 開放性

ナルモ ノ8例12.7%デ ア リマス。

最後 二「ツベル ク リン」皮 内反磨 陽性率 テ見 マス

ト(第7表)夫 ノ、「ツベル クリン」皮 内反磨施 行 シ

タモ ノ全例 中46名 ソノ 中陽性者42名91.3%、

陰 性 者4名8.7%、 妻 ハ「ツベ ルク リン」皮 内反

慮施行 シタモ ノ50名 、 ソノ 中陽性 者6.92%、

陰 性者5名 即 チ8・0%コ ノ中夫婦何 レニモ2名
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ヅ ツ ノ清極 「アネルギー」者 ガ ア リマ シタ。眞 ノ

陰性者 ノ配偶者 ハ何 レモ閉鎖性 ノモ ノデ ア リマ

シタ。

以上 ノ結 果 ヲ綜 合 ス レバ夫婦 共罹患 シタ場合 ハ

55・6%デ 夫 婦結 核罹 患者 ハ可 ナ リ多 イ ノデ アリ

マス。結婚 ニ ヨル登病期 ノ・結 婚後5年 間 二爽病

シタ揚合 ガ33・3%デ ー 番多 ク從 ツテ罹 患年齢

ノ・20代 、30代 二 多 ク見 ラレマ シタ
。 家族 的員

因 ト登病 二就 イテノ・、員因 テ有 スル 夫 ハ●100%

二、 妻87・5%二 罹 患 シテ居 リ、此等 ノ大部分 ガ

肺結核 デアツタ鮎 ヨ リ見 テモ負因 ト登病 關係 ノ

深 イ事 テ知 リマス。

38.東 京 帝國大學學生 ノ結核 二關 スル調

査成績

稻 田 淳

江場 敏雄

岩 田 鎭白
川 元

葛谷 信貞

東京帝國大學學 生 ノ肺結核 ノ早期嚢 見蚊 二登病

豫防 ノ目的 テ以 テ 昭和10年 以降毎年4月 二工

學部及轡 學部新入學生 二就 テ「ツベル クリン」皮

内反癒蚊 二胸部 「レン トゲ ン」爲眞撮影 テ施行 シ

テ オル。昭和10年 度 ヨ リ今 日迄 二調査 シタル

成績 テ総括 報 得ス。

「ツベル ク リン」皮 内反慮 ノ、傳研製 菖 「ツベル ク

リン」1000倍 稀 繹液 ヲ用 ヒ テ検査 シ タ。新入

學生 ノ年齢 ノ・大多撒 ガ20歳 乃至26歳 ニ シテ

縛 数147㌃ 名 中陽性反癒 ラ呈 シタルモ ノ1068名

ニ シテ陽性率 ノ・72 .3%デ アル。之 テ年 齢別 二観

察 ス レバ年齢 ノ塘加 ト共 二高率 トナル ラ認 ム。

陰性 厩 賭 ノ・漸次 陽性 二轄 化 シ陽性率 ガ1年 後

2年 後、3年 後 ト」曾大 スルノ・勿論 デアル ガ本年

3月 卒業 シタル昭和10年 度 入學 ノ工學部 學生

ハ結 局83・8%ノ 陽 性率 トナ ツタ
、即 チ陰 性反慮

・者 ガ肚會 二出ル コ トデアル
。

陰性反磨者 ガ入學後學生 生活第1年 テ終 リテ陽

性 二轄化 シタルモ ノハ58名 ニ シテ1ケ 年 ノ陽

性轄化…率ノ・14.1%デ ァ ッタ。

「ツベル クリ ン」反慮陽性 二轄化 セル學生 二就 テ

ハ無症候 ノモ ノモ胸部 「レン トゲ ン」爲 眞 テ トリ

検査 シタル モ大多数 ニハ著 明ナル結核性病竈 ノ

陰影 ヲ謹明 スル コ トテ得 ズ又赤血球沈降速度 ノ

測定 モ併 セ行 ヒタ レドモ正常値 ヲ示 シタ。次 二

打診蕪診 ニヨル身罷検査 二合格 シタル新 入學生

1477名 ノ 胸部 「レン トゲ ン」像 ラ 調査 シタル ニ

著明 ナル異常陰影 テ認 メタル モノ87名 テ算 シ

タ.即 チ5.9%二 自畳 セザ ル 結核性病憂 テ肺野

二嚢 見 シタノデ ァル。而 シテ其 ノ病竈 ノ櫨大、

新鮮、陳薔 ナルカニ ヨリ又赤血球 沈降速度値等

テ参 考 シ生活 ノ節制 二注意 ヲ要 スルモ ノ又 ノ・休

學 治療 ラ要 スルモ ノ77名 ヲ選 定 シ之等 テ監覗

シタ。

上述 ノ所 謂無 自昼 性肺結核 ノ病型 ヲ簡軍 二分類

ス1ノ バ

1・ 肺 門結核(肺 門淋 巴腺腫脹、肺 門周 園浸

潤)7修 可、8.ogイ 。

1.肺 尖 二限 局 セル結核病竈 アル モ ノ22例 、.

25.2%。

1.肺 上野 二限局 セル 結 核病竈 アルモ ノ50

花列、57.5%。

1.肺 下野 二限局 セルモ ノ2例 、2・3 .%,

1.廣 汎 性 血行性播種性肺結核1例 、1.29」,

1.廣 汎 ナル肺結核4例 、4.6彩

1.其 他1例 、1.2%。

デ アル。滲 出性病攣 ヲ 圭 トスルモ ノ10例 ニ シ

テ其他 ハ士曾強性硬化性病憂 テ圭 トスルモ ノデ ァ

ノレo

又肺尖及 ビ肺上野 二限局セル小結節昇犬陰影又ハ

線H犬索状陰影 ラ混在 スルモ ノガ64例 ニ シテ無

自畳性肺結核 ノ大多撒 テ占ム。
の

休學治療 テ命 ジタル9名 ノ病勢経 過 ハ3名 死亡

シタル モ他 ノ6名 ハ1年 間 ノ休 養 ニ ヨリ通學 テ

許可 シ得 ル状態 二恢復 シタ.又 病 攣 ノ輕 度 ナル

注意 ラ與 ヘ タル ノミノ學生68名 中増 悪休學 ス

ルニ至 リタル モノ4名 及 ビ「シュウブ」テ起 シ陰

影檜加又 ハ増強 テ認 メタル モ ノ8名 アリタルモ

其他 ノモ ノノ・陰影 ガ不攣或 ハ縮小 ノ歌 態 ニテ通

學 シ又 卒業 スルニ至 ツ タ。
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入學 當初健康 ナ リ ト認 メタル學 生 ニ シテ結核性

疾 患 ラ登病 シ休學治療 叉ハ休養 テ要 スル ニ至 リ

タルモ ノガ10年 度 入學 者 ヨ リ14名 、11年 度 ヨ

リ9名 、12年 度 ヨ リ7名 合計30名 出 タガ其 内

「ツ・ぐル ク リン」皮 内反慮 陽性者 ヨリノ・18名 、

陰性 者 ヨ リノ・12名 帥 チ登病率 ノ・前 者 ノ・1.7%後

者 ハ2.9%デ ア ル又前 者 ニハ 肺浸潤 ガ比較 的多

ク後者 カ ラノ・肋膜 炎 ガ 比較 的多 ク登生 シテ オ

ノレ0

39.女 子青年(看 護婦)二 於ケル結核研究

舞噸(北 海道帝大有馬内科)
結核 未感染少女 トシテ入學 スル多数 ノ看護 婦講

習生 ノ中カ ラ毎年 多 ク ノ結核登病者 テ 出 ス ノ

デ、 「ツベル ク リン」反慮 ニヨツテ結核登病 トノ

關係 テ研 究 シタ。

最 近5ケ 年間 ノ看護婦 入學時 「ツベル ク リン」陽

性 率 ノ卒均 ハ41.2%デ 、 撒年前 瀧本、深 谷雨氏

ガ北大 看護婦 二 就 テ入學時42.6%ト 報 告 シタ

ガ之 ト略k一 致 スル。最 近3ケ 年 間 ノ受 験者総

激 二就 テ ノ陽性傘 ノ・45.2%デ アル。出身地 一 ヨ

ツテ分 ケル ト都會 出身者 ノ陽性率ノ・50.3%、 地

方 出身者 ノ・29.8%テ 示 シ北 海道農山村 ニノ・結

核 侵襲 ガマグ少 イモ ノ ト考ヘ ラレル。

入學後陰性者 ノ・次 第9陽 性軸 化 ラ行 ヒ、1年 後

67.2%、2年 後79.6%、3年 後、4年 後 更 二上

昇 シ、5年 生 二於 テノ・100%ノ 陽 性率 テ示 シZF

均81.0%ト ナ ツタ。即 チ病院 内二於 テ結核感染

ノ、誠 二顯i著 ナモノガアル。

入學 時胸部 「レ」爲 眞 ヲ撮 ツテ ミル ト、陽性者35

名 、陰性 者132名 ガ正 常像 テ示 シ(68.4%)、 毛
も

髪像 ラ認 メルモ ノ25名(10.2%)、 初 感染像陽

性者48名(19.6%)、 再 感染像陽性者9名(3.6%)

テ登 見 シタ。 「レ」像 デ病竈 テ 登見 シタ12名 ノ

ソノ後 ノ経 過 バー般 二良好 デ、輕快5、 不攣4、

悪 化3名 デ アツタ。

入學 後 ノ結核嚢病者42名 ノウチ、34名 ノ・入學

時陰 性者 デ アツテ、陰性者絡 数 ノ22.6%二 相 當

シ豫後不良 デ アツタ。陽 性者 カ ラノ叢病 ハ8名

(5.6%)二 過 ギナ ィ。 入學 時張陽性 デ アツテモ

必 ズ シモ登病 スル トノ・限 ラナ ィ。百分傘 カラ考

ヘ テ寧 ロ陰 性者 ノ陽性轄化時 ラ監覗 スベ キデァ

ル。 陽性轄化敷 ケ月以 内二磯病 スル者 多 ク、有

馬教授 ノ陸軍胸膜炎登生 二就 テ、又小 林、 上田

氏等 ノ海軍兵 二就 テ ノ叢病報 告等 ニー致 シテヰ

ル。寺 島氏 ガ東大看護婦 二於 テ陰性 陽性雨者 カ

ラ同程度 二嚢病者 ラ出 ス ト云 フガ余等 ノ成績 ニ

ー致 シナ イ
。

看護婦寄 宿舎 二登生 スル縛疾 患 ニツイテ ノ報 告

ノ・無 イガ、 余等 ノ統計 ニヨノLト3ケ 年 間患者

534例 デ大 牛ノ・感冒、「ア ンギ`・一一・ナ」及 ビ胃腸 「カ

タル」デ308例 テ占 メ、次 ガ結核性疾患 ノ60例

デアル。 ソノ他 各種疾患 ガ少数 ヅ ・見 プ レ傳染

病 トシテハ狸紅熱 ノ1例 ノ ミデ アル。

以上 ノ如 ク看護婦 ト結核登病 ノ・密接 ナ關係 二在

ル ノデ肺活量測定 ニ ヨツテ結核罹 患 テ判定 シ得

ル ヤ否 ヤ試験 シタ。16歳 ヨリ23歳 迄273名 二

就 テ 肺活量 ハ 最 小1200c.a、 最 大3200c.c、4一 均

2323c.αデ、朝鮮女子 二就 テ金氏 ノ報 告1982c.c.ヨ

リ大 デ アルガ高橋氏 ガ北大 入學 生 二就 テ3260c・a

海 軍兵 ノ3415c.c.等 二比較 スル ト甚 ダ低 イ。膣 表

面積 トノ比、 即 チ肺 活量係 数 ノ・ZF均1.57デ 朝

鮮女子 ノ1.40ヨ リモ大 デ アル。 之 ヨリ肺能力

テ換算 スル ト最 低一42%ヨ リ 最大+35%二 至

リ、 コ ノ中一一一15%以 下 ノ者 テ異常低下者 トスレ

バ32名 二達 スルガ コ ノウチ「レ」像 ニ ヨツテ肺疾

患 テ確認 シタモ ノノ・9名 一 過 ギズ他 ノ23名 ノ・

正常者 デ アツタ。 入學 時新 シイ病竈 テ認 メタモ

ノニ就 テ ミテモ肺 活量、 肺活 吊係激、肺能力等

共 二李均値以 上 ラ示 ス者 ガ多 イカラ肺活量試験

ノ ミニ ヨツテ入學 時 ノ膿 格検査等 テ決定 スル ワ

ケーノ・ユ カヌ。 多撒 ノ北大學生 二就 テ嚢 二高橋

氏 モ同檬 ノ報 告ヲ シタ。

要 スル ニ北 海道農村女子青年 ニノ・結核未感染者

多 ク看護婦 トナツテ直 チニ初感染 テ経過 シ而 モ

ソ ノマ ・登病 シ豫後 不良 ノ者多 久 是等 ノ監覗

ニノ、「ツベル ク リン」反慮 ト「レン トゲ ン」像 ガ最

大 ノ武器 デ アツテ、豫 防法 トシテBCGラ 探 用
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ス ル コ トハ看護婦 二就 テノ・最 モ必要 ナ コ ト・思

フ 。

追 加

i青水 寛(麗康相談鋤

函館市 内某高等 女學校生徒247名(15-17歳)一

於 ケル「ツ」反慮陽性率 ノ・55.1%(陽 性 者136、

陰 性者111)デ 、 約81/2ケ 月 後再検 シタ結果ノ・、

243名 二就 テ63.0%デ 、 コノ間 二於 ケル陽性轄

化者 ノ・17名(15.9%)デ ア ツタ。

最初 ノ247名 中 二治療 ラ要 ス ル 結核 患者 ガ17

名(6.9%)ア ツタ。即 チ肺門腺結核9、 早期浸潤

2、 肺尖粟粒4、 廣汎性血行性播種1、 滲出性肺

結核1デ アツタ。コノ中5名 ノ・休學 セ シメタガ,

其 後81ん ケ月間 二更 二10名 ノ患者 ガ 登生 シタ

ガ、他 ヨリノ轄校者1名(肺 門腺結核)ラ 除 イテ、

「ツ」反慮 陽性者群 中 ヨリノ・滲出性肋膜 炎1名 、

肺尖粟粒1名 テ出 シタノ ミナルニ反 シ、 「ツ」反

雁陽性轄化者群 中 ヨ リノ・初期攣化群2名 、肺 門

結核4名 、廣汎性血行性播種1名 、計7名 ノ患

者 ラ出 シタ。

然 シ以 上37名 ノ結 核患者 中、8i/2ケ 月 間 二17

名 ノ・治癒 シテ、現 在 ノ患者 ノ・10名 デ、中7名 ガ

休學 シテヰル。喀疾 中結核 菌陽性者ノ・滲 出性肺

結 核 ノ1名 ノ ミデ、 コレハ 現在 モ 休學 シテヰ

ル。從 ツテ後 二登 生 シタ患者 ノ感染源 ハ多 ク家

庭 ニ アル モ ノ ト思ノ、レル。 兎二角我 々ノ・「ツ」反

磨陽性轄化者 ニノ・充分 ナ養護 ト監察 トラ與 ヘナ

ケレバナ ラヌ。 コレガ爲 メニノ、「ツ」反癒 卜「レ」

検査 トニ依 ル精密 ナ定期健康調査 ガ最 モ必要且

ツ有数 デ アル。 コ レト同時 二家族 二於 ケル結核

診断、及 ビBCGノ 接 種等 モ行 フ必要 ガ アル ト

信 ズル。

40.理 學 的所見著明 ナラザル肺結核 ノ統

計的観察

ZF尾 稔(阪 大今村内科)

嘗 テSampson及 ピBrown雨 氏 ガ1004名 ノ

肺結核 患者 二於 テ理學 的所見 ノ認 メ得 ザル患者

ハ36%ノ 割 合=ア ツタ コ トラ 報告 シテヰマ ス。

術又KlausErmischノ ・肺結核患者 ノ25%ノ ミ

ニ自蜀障碍 テ訴ヘテヰタ ト報告 シテヰル私ノ・過

去最近5年 間二於 ケル今村内科へ入院セル肺結

核患者3153人 二就 テ入院當初 ヨリ経過中二於

ケル胸部 ノ理學的所見 ノ著明ナラザル即打診上

ニモ錬診上ニモ異常 テ認 メ得ザル 患者 ノ「レン

トゲン、像 ヨリ分類 シ或ノ・喀疾中ノ結核菌排出

傘赤血球沈降速度及 ピ初診當時 ノ圭訴或ノ・自覧

障碍等 ヨリ分類統計 シテ観察 ヲ試 ミント致 シマ

シタn

第1表 全調査人呉 即肺結核患者』2153人 中 理

學 的所 見 テ認 メ得 ズシテR6ntgenbildノ 上 ニ

テ初 メテ所 見 ラ認 メ得 ル モ ノ202名 、 即約9.3

%二 相 當 シ之 テ性別及 ビ年齢別 一分類 ス ル時

ノ・次 ノ如 クナ リマ ス(若 年 者 ニノ・爾多撒 ニ アル

デ アラウ ト思 ハル1。

第2表 「レントゲ ン」所 見 ヨリ病型 テ分類 スル

ニ次 ノ如 クナ リマ ス、殆 ド凡 テ ノ病型 ガ含 マル。

第3表 赤血球沈降速度 ヨ リ分類 スルニ 之バ

カッツ(ウ ェステル グレン氏法 ・・:一一ヨ リ1時 間値 及

ビ2時 間値 ノ中間値 テ以 テ表ノ・ス〉。

此 ノ表 二見 ル如 ク大部 ノ・20以 上 ノ値 ラ示 スモ

ノデアルガ10以 下 ノモ ノモ 爾 幾分 アル コ トテ

見逃 シテハ ナ リマセ ン。

第4表 全 身症 駄 ヨリ見 テ重症、 中等症、輕症

ト分類 スルニー般的 二見テ重症 ハ大獲僅 少 デア

ル ガ尚少数 二於 テノ・アル コ トト見テ ヨ イ ノデア

リマス。

第5表 室洞 形成。胸部 二理學的所 見認 メ得 ザ

ルニ拘 ラズ「レン トゲ ン」所 見二依 リ仔 細 二検 ス

ル トキ明 二室洞 ノ存(置払 ルモ ノア リ、而 モ胸部

所 見不明 ナルモ ノ相當 アルノ・特 二注意 スル必要

ア リ ト思惟 ス。

第6表 喀疾 中 ノ結核菌排 出率 ラ見ル ニ次 ノ表

ノ如 シ。

第7表 初診當時 ノ圭訴 ニ ヨリテ其病 型 テ分類

セ ントス
o

主訴 トシテ喀血、或 ハ血疾 テ圭訴 トスル モ ノ、

而 モ胸部 二於 ケル所 見ノ・陰性 ナル モ ノ相當激 ア
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り.一 般 ノ人 一 トリテ血疾乃 至少量 トi碓モ喀血

スル場合ノ・他 ノ自罷症歌 ヨ リモ、 兎 モ角馨者 テ

訪 問 セ ン トスル氣持 テ起 サ ヒル モ ノデ アラウ ト

思 バ レル。

自豊 症状 ト其病型 トノ間 ニノ・大 シテ相關關係 ヲ

認 メ得 ザ リキ。

第17表 此 ノ表 ニ ヨル トキ患者 ノ・自畳 障碍 、全

ク皆無 ニ シテ近親 者 二結核 患者 アリ、或 ノ・團艦、

學 校等 二於 ケル膿格検査、所 謂集團検診 ヨ リシ

テ讐者 ニ ヨ リテ始 メテ罹 病 セル コ トテ登見 サ レ

タルモ ノデアツテ約10%二 於 テ認 ムルモ ノデ

ア リマ ス。此 ノ事實 ヨ リ見 テ、Davies等 ノ所謂、

殊 二若年 者 ノ肺結核 ノ検 索 ニノ・「レン トゲ ン」撮

影 ガ大攣重大 デアル ト読 クノノ・尤 ナ 話 デ ア リ

Ermischノ 謂 フ如 ク殊 二集 團検診 ニ ヨリテ登

見 サ レタル 肺結核 患者 ノ25%ノ ミガ 自魔障碍

ヲ訴 ヘテヰル ト謂 フ統 計 ラ参 照 スル トキ大 イー

興味 アル問題 デアル ト考 ヘ ラル。

近 時今村教授等 ニ ヨ リテ提 唱 サル ・所 ノ集團検

診 二於 テ或 ルー定 ノ標 準 テ以 テ即 チ赤血球 沈降

速 度或 ノ・覗診及 ピ理 學的所 見 テモ参 照 セネバナ

ラナ イ ノデアル ガ(「ツベ ル クリン」反慮)ナ ルベ

クハ多 クX撮 影 テスル コ トニ ヨリテ肺結核 ノ早

期 診断 ヒ イテノ・結核豫 防 ノー端 二資 スル所 以 ノ

モ ノデ アツテ常識 的 ナ問題 デ アリマ スガ最 モ大

切 ナ事 デ アラウ ト思 フノデ アリマ ス。

41.生 命 保険署學上 ヨリ見 タル肺結 核死

亡 ノ統計的観察

羅 醐(盗議舗

太 李生命 ニテ 大正元年 ヨリ昭和6年 迄20年 間

二取扱 ヘル年齢15歳 ヨリ60歳 マ デ ノ被 保瞼者

1,293,755人 二;就 テ 調査 セル ニ肺結核 死亡ノ・

-3,673人 ニ シテ以上 二 就 キ次 ノ結果 テ得 タ リ。

1.肺 結核 死亡 ラ肚會 的位 置 ヨ リ見ル ニ、其 傘

ノ・最近梢 ㌃減少 ノ傾 向 テ示 セル モ ノ ・如 シ。男

子 ノ・18-一一25-EE、女 子 ノ・15-20歳 二最高率 ラ示

シ、女子 ハ男子 二比 シ多 シ。大都會 ハ勿論工業

段 盛 ナル地方 二濃厚 ナル テ認 ム。女子 ノ工揚工

業及 ビ俸給生活者二最高傘 テ示 シ男子 ノ俸給生

活者及 ビ工場工業ハ之二次 グ。

2.肺 結核 ノ合併症 ヲ肚會的位置 ヨリ見ル時、

男子二肋膜炎及 ビ喉頭結核、女子二腸結核及 ピ

結核性腹膜炎等 ノ合併多 シ。高齢者二肋膜炎、

若年者二腸結核及 ビ結核性腹膜炎、肚年者二喉

頭結核多 シ。農業及 ビ工業二肋膜炎及 ビ結核性

腹膜炎多 ク、公務及 ビ自由業者二腸結核及 ビ喉

頭結核多 シ。

3.肺 結核死亡 ト素因、殊 二膿質 トノ關係ラ見

ルニ肺結核死亡者ノ・封照二比 シ血族 ノ結核濃厚

ナ リ。又既往症 アルモノ多 シ。肺結核死亡ノ・膣

格不良ナルモ ノー多 シ。然 ルニ良農格 ノモノト

錐モ決 シテ紗ナカラズ。不良環境 ノ及ボス影響

ノ大ナルヲ思ノ・シム。

42.健 康青少年 ノ赤血球沈降速度、肺活

量、髄温及ビ其 ノ内鮮人ワ差異二就

キテ

(京城署學專門學校受験生二就キテ)

北 村 勝 巳

私共ノ・昭和9年 以來京城轡學專門學校全受験生

二就 イテ禮格検査殊 二結核性肺疾患テ調査スル

方法 トシマ シテ先 ヅ身長胸園膿重 ラ測定 シテ登

育榮養歌態 テ観察 シ同時 二赤沈、禮温、脈搏撒、

肺活量 ノ測定及打聴診 ニヨリマシテ疑 ハシイ者

ノ・更二胸部 「レントグ ン」撮影 テ行 ツテ参 リマシ

タ^

然ルニ是等 ノ検査 ノ中未 ダ私共ハ結核性肺疾患

ノ早期診断二關係 ノ深 イ ト思ハ レマスル赤沈、

禮温、肺活量二就 イテノ標準 トナルベキ撒値ラ

算出 シテヰマセンデシタノデ之 ラ決定 スルタメ

只今申上グマ シタ方法二依 リマ シテ「レントゲ

ン」上所見アルモノ及 ビソノ他 ノ疾患 ヲ有 スル

モ ノヲ除キ全 ク健康 ト認 メマシタ者内鮮人合計

778名 二就 イテソノZF均値及 ピ標準偏差 テ算出.

シ爾赤沈二就 イテハ1時 間 ノ値 ノ人員 ノ分布駄

態 ラ知 ラウ ト思 ヒマ シテ、 ソノ頻度、分布曲線

テ作製 シマシタ。

爾後程私共 ノ1人 ガ御報告申上グマス様 二受験
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生 ノ調査 二於 テ鮮人 ハ内地人 一比 シ活動性 ノ結

核性肺疾 患 ガ少 イ ノテ知 リマ シタ ノデ健康 ナ者

二於 テ是等 ノ数値 二差異 ガアル カ否 カテ検 スル

タノニ内地491名 ト鮮 人287名 二就 イ}ソ ノ1・bl

均 値 ノ比較 テ試 ミマ シタ.検 査 ノ∫法 トシマ シテ

ノ・赤沈 ノ・ウエ スター グ レン氏 ノ法 ニヨ リマ シタ

禮 温 ハ柏木検温 計 ニヨ リ先 ヅ5分 間検温 シ更 二

3分 間行 ヒ前 ヨ リ上 昇 テ兄 タモ ノニハ又更 二3

分 間行 ヒマ シタ.肺 活}ll:ノ・「ヴエルグ ン」ノ肺活

量計 ラ用 ヒ3回 検 シソノ最高 テ トリマ シタ。

只 今是等 ノ結果 二就 イテ中上 ゲマス トコ ノ表及

圖 ノ様 ニナ リマ シタ。

●

健賭 少年、赤沈 麗 肺活嬬 活糞

準 均 標 準 偏 差

1赤轟 篶 鑑 器1:ll牽 雛
_一!鮮 天「緩 王 す墨[β.38‡ ・.・!4-
1全 員3τ ・翌竺0・0980⑨330生0・Ol籾

艦 温1内 地 人37.245±0.00980.321±0.0069

… 塞ゼ総 器搬16!8聡 禦
肺活量 内地人墜 _1-一_

3618.73±14.8501‡87.87=±=10.501

鮮 人3785.71±17・863i418・66±12・631

蠣謙欝1:爆:雛 鐙琶
1鮮 人122

.67±0.19414.88±(1.137

赤 沈 値 頻 度 分 布(1時 間)

〃

0

0

緬

κ

〃

120

1〃

10〃

SD

80

%

御

∬

紹

忽19181716μβだ1110987554321

"

勿

〃

人
員
数

(
y
)
↑

切m位嘩め献洲赤↓

{且 lll
1

1

` {
へ

＼ 箸一一 ㎡聾 痂)備'

＼
ノ

＼
し

'

＼ ●

、
b

＼ ]
＼

一

i
N L＼ 1
＼
＼ i

.

＼

＼ 1
』

N直
一_、

[
」

x
T

■
一

準均値ノ内鮮比較

赤 一 　
盟 一一

肺 活一一
肺 活
、1病.、

沈

一
温
一量

一
量

長

M1～M2±PEd

O.23rmn十 〇.171】mn

O.0480十 〇.01680

166.99αq±23.230aα

0.62±0.255

之 テ見 マス ト膿 温ノ・大攣 高 イ値 テ示 シテヰマス

ガ ソノ後 是等 ノ受 験 生中入學 シタ者 二就 イテ同

檬 二検 温 シマ シタ ノニ 大部分 ガ37C以 下 デ ア

リマ シタ黙 ヨリ見 マス ト之ハ入學試 験 ノ際 デ精

静的 肉禮 的 二正 常 ノ状態 デ無 カ ッタタメ ト考 ヘ

ラ レマス。從 ツテコノ際 ノ禮 温ノ、飴 リ診 断的意

義 ガ無 イ ノデハ ナィカ ト思ハ レマス。赤沈 ノ頻
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度分布 曲線 ノ・算 出 シマ シタ β,及 ビ β2値 ヨ リ

Pearson氏 ノ表 ニ ヨリ適合 ラ試 ミマ シタ所 第一

型及 第三型 ガ最 モー致 スル様 二思 ヒマ シタ ノデ

夫 々 二適 合 ラ試 ミ圖 二叢 キマ シタ ノニ第 三型 ニ

ヨ リ良 ク適合 シマ シタ.

コ ノ圖 テ見 マ スノー 大部 分ノ・10mm以 内 ノ様

デ アリマ7・。但 シX2testノ ・省略 シマ シタ。

次 二内鮮人 ノ比較 二於 テノ・赤沈値 ニノ・差 異 テ認

ノマ センデ シ久 禮温 ノ・梢 く内地人 ノ方 ガ高 イ

様 ナ傾向 テ示 シテヰマ スガ明 ラカニ高 イ トハ 申

上 ゲ兼 ネマ ス、肺活量 ノ・鮮人 ノ方 ガ大 キイ結 果

テ得 マ シタ但 シ肺活 量 テ身長 デ除 シタ指数 二於

テハ梢 ≧鮮人 ノ方 ガ大 キイ傾 向 テ示 シテヰルニ

過 ギマ ヒン。之 カ ラ考 ヘマ ス ト鮮人 ノ方 ガー般

二禮格 ガ内地人 一比 シ勝 ツテヰタ ノデノ・ナ イカ

ト考 ヘ ラ レマス。

43.「 ア イヌ」1結 核 二關 スル研究

(第四報)

鰭角擁(砦㈱
學術振 興會第八小委員會 ノ事 業 ノー部 トシテ、

連年委員有馬 ハ教 室員 ト共 二「ア イヌ」ノ結核 二

付 キテ調査 シ、 ソノ成績 テ毎年本會 二於 テ報告

シタ リ。今 同ノ・第4同 ニ シテ、十勝國帯廣市附

近 ノ伏古別、 毛根一芽室太、 音 更、 白人 ノ四部

落 ノ「アイヌ」二付 キテ調査 セリ。

調査期 日 ノ・昭和12年7月13日 ヨ リ16日 二至

ル4日 間 ニ シテ調査人員142名 、此 ノ中胸 部 「レ

ン トゲ ン」爲眞撮影 セル モ ノ134名(男45名 、女

89名)ニ シテ、15歳 以下 ノ小見 ノ・15名(男5名 、

女8名)ナ リキ。134名 中胸部 ・・;一・結核性疾患所

見 テ認 メ タルモ ノ17名(13%)・;一.シ テ、 之 テ病

型 別 二見 ル ニ早期結核 中早期浸潤、血行性播種

性結核、肺 門淋 巴腺結核 等 ナ リ、滲 出性及 ピ癒

著 性肋膜 炎各 々3名 ナ リ。 晩期結核 中硬化性肺

結 核8名 、檜殖性1名 、滲 出性2名 一 シテ、 即

チ晩期結核 ニ テ最 モ多 キハ硬 化性治癒性結核 ニ

シテ ソノ大多撒 ノ・肺尖 二限 局 セル癩痕 ナ 火 從

ツテ比較的高齢者 二 多 ク8名 中4名 ハ50歳 以

上 二於 テ見 ラ レタ リ。 只1例(63歳 男 子)二 於 テ

ノ・室洞性硬化性肺結核 ニ シテ数+年 來良好 ノ

経過 テ トリテ今 日二及 ブ ト云 フ.滲 出性肺結核

中1名 ノ・10歳 ノ女見 ニ シテ 家族悉 ク結核 ニテ

艶 ル ト云 フ.

要 之 二伏 古別、毛根一芽室太、 音更、 白人 ノ四

部落 ノ十勝 「ア イヌ」134名 ノ 結核調査 一 於 テ

ノ・、比較 的活動 性結核患者 多 ク、又滲 出性肋膜

炎多 ク獲 見 セ ラレタリ。之 レ從來 ノ「アイヌ」調

査 二見 ラレザ リ シ虜 ナ リ トス。然 レ共治癒性結

核 ノ多 キ鮎 ノ・從 來 ト同一 ナ リ トス。其 ノ他石灰

竈 ノ・16名 ノ多 キニ及 ビ、又老人 性 ノ限局 性 自

然氣胸3名 テ見 タリ。

以 上 ノ如 ク肋膜 炎多 ク又滲 出性肺結核 多 キノ・從

來 ノ調査 ト梢{異 ナル所 見ナ レ ドモ、 此 ノ地方

ノ・帯廣 市 ノ附近 ニ シテ交通便 ナ レバ土人 ト和入

トノ交 渉多 キ爲、病型 ニモ攣化 テ來 スモ ノーハ

非 ザ ルカ ト思惟 セ ラル。

44.青 少 年結核性肺疾患 ノ内鮮別 調査

(京城署專 入學受験生 二就 イテ)

成 田 夫 介

北 村 勝 巳
金 行 正 夫

私共 ノ・昭和7年 以來京城 二於 ケル青少年學 生 ノ

結 核性肺疾 患 ノ調査 二著 手致 シマ シテ ソノ成績

テ厘 ヒ褒表致 シマ シタ.此 度 ノ・京城馨學專門學

校 入學受験 生二 就 キ マ シテ 昭和9年 度 ヨリ12

年 度 二至 ル4ヶ 年 間 ノ調 査成績 テ畿表致 シマ シ

テ御高評 テ仰 ギタイ ト存 ジマ ス。検査方法 トシ

マ シテノ・受験 生 ノ全員 二就 イテ私共 ノ1人 ガ42

番 ニ テ申述 べ マ シタ様 ナ色 々ナ検査 方法 ヲ以 ツ

テ先 ヅ結核 容疑者 ラ選 ビ出 スコ トテ第1段 トシ

マ ス。次 イデ第2段 トシテ ソノ選 バ レタ者 二就

キマ シテ 更 二2米 遠距離撮影 ニ ヨリ「レン トゲ

ン」爲眞 テ トリソノ胸部 「レ」線 二 病攣 アル ヤ否

ヤ テ調査 シタノデ ア リマ ス。 コ ノ方 法 テ私共 ノ・

2段 式簡 易早期診断法 ト申 シテオ リマス。斯檬

ニ イタ シマ シテ撮 リマ シタ「レ」線 ニ ヨリマ シテ

内鮮別 二 結核性肺疾患 ヲ 調査 シタ ノデ アリマ

ス。 コノ成績 テ表 ニツ イテ申 シマ ス ト、
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先 ヅ第1表 ニツキマ シテ申 シマス ト、検 査 ラ受

ケタ縮人員 ハ内地人1423名 二封 シ鮮人660名 。

ソ ノ中「レ」爲眞 テ トツタモ ノガ内地人530名 二

封 シ鮮人 ハ222名 デ ア リマ シテ内地人封鮮人 ノ・

2封1ノ 割合 ニナツテヰル ノデ ア リマ ス。而 シ

テ「レ」爲眞 テ所 見 ナキモ ノ ト所 見 アルモ ノ トテ

分 ケ、 ソノ所見 アルモ ノハ之 レテ又硬 キ像 アル

モ ノ ト、梢 く硬 キ像 アルモ ノ及 ビ軟 キ像 アルモ

ノニ分 ケ、 ソノ軟 キ像 アルモ ノラ更 二三 ツニ分

ケマ シテ輕 度 ナモノ、 高度 ナモノ及 ピ室洞 ラ有

スルモ ノニ分 ケ タノデ アリマス、所見 ナキモ ノ

硬 キ像 アルモ ノ(Ghon.PuhLSimon.harter

prim乞reKomp.verkalkteHilus等)及 ビ梢

R硬 キ像 アル モ ノ(h5matogeneIntervalform
　

prim5reslndurationsfeld等)及 ピ軟 キ像 アル

モノ ノ中輕 度 ノモノハ 内鮮大差 ナキ償 テ示 スノ

デスガ、軟 キ像 アルモ ノノ中高度 ノモノ、室洞

ラ有 スルモ ノニ到 リマ シテノ・、高度 ノモノノ・内

地人33名 二封 シテ鮮人7名 、室洞 テ有 スル モ

ノノ・内地人20名 二 封 シテ 鮮人0名 トイフ甚 ダ

シ キ大 差 テ 示 シテヰル ノデ ア リマス、 之 レ等

二封 スル内鮮各 々 ノ百分率 ノ比 テ出 シテ ミマス

ト前述同様 二所 見ナキモ ノ、硬 キ像 テ存 スル モ

ノ、梢 ≧硬 キ像 テ有 スルモ ノ及 ビ軟 キ像 ラ有 ス

ルモ ノノ中輕度 ノモ ノノ・大差 ア リマセ ンガ高度

ナモ ノ、室洞 テ有 スルモ ノー イタ リマ シテノ・非

常 二大 ナル差 ノアル コ トガ明カニ見 ラレル ノデ

ア リマ ス、之 二室洞 テ有 スルモ ノガ鮮人 二於 テ

0ト ナ ツテヰマ スガ之 レノ・京城馨專 ノ場合 ノモ

ノデ アリマ シテ私共 ノ・他 ノ專 門學校 ノ受 験生 二

於 テ室洞 テ有 スルモ ノテ認 メテオル ノデア リマ

ス、次 二第2表 デア リマ スガ、之 レノ・「レ」像 ニ

ヨ リ結核性肺疾患 ノ種別 テ慢性肺疹、早期浸潤、

血行性播種性肺結核、初 装感染.肺 門結核、肋

膜 炎 トシ、之 ノ各 々 テ軟 キ像、梢 ≧硬 キ像及 ピ

硬 キ像 二分 ク、 且 ツ之 レノ内鮮別 テ調査致 シマ

シタノデ ア リマ スガ、御覧 ノ如 ク、梢 篭硬 キ像

及 ピ硬 キ像 二於 キマ シテ各 々内鮮大差 ナク且 ツ

又軟 キ像 デモ初褒感染及 ビ肺 門結核 ノ・大差 ナィ

ノデ アリマスガ、 慢性肺疹 二於 キマ シテノ・内

地人6名 一 封 シマ シテ鮮人1名 及 ビ早期浸潤

(Assmann/Frifhinfiltrat.ウ ル リチ ノLapPen-

randinfiltrat.且.nahesIn丘ltrat及 ピbasale

Infiltrat.テ 合 算 シタモ ノ)二 於 テノ・内地人27名

二封 シ鮮人5名 ト非常 ナル差 テ示 シテ ヰルノデ

ア リマス。 カ ・ル コ トカラ結論 ト致 シマ シテ内

● 鮮人 ラ問
ノ・ズ結核感染卒 ノ・同 ジ様 デア リマスガ

鮮人 二於 キマ シテノ・慢性肺疹 二進展 シヤスイ所

ノ早期浸潤拉 ピニ室洞 テ有 スル モ ノガ甚 シク少

イモ ノ ト考 ヘ ラ レマ ス。此 ノ事實 ハ京城 二於 ケ

ル内鮮共學專門學校程度 ノ學生 二於 キマ シテ長

期鋏席者、休學者拉 ビニ死 亡者 ガ内地人 ガ鮮人

學生 二比 シ遙 カニ多 イ事實 ト封照 シテ大 イニ注

目スベ キ貼 ト思 ハ レマ ス。

追 加 西 村

コノ検査 材料 ノ・受験 生 ノ盟格検査 二於 ケル成績

デ アリマ シテ長 イ間 ノ臨休的観察 ノ・望 ンデモ得

ラ レナ イ場合 デ ア リマ 久。

御 話 ノflUchtigeInfiltrationノ コP・ 私 モ 昭

和9年 「レン トゲ ン」學會 ニ テ報 告 シタコ トモ ア

リマ シタガ ココニ云 フ早期浸潤 トノ・表 ニモ「レ

ン トゲ ン」像 ト書 イテア リマ ス様 二「レン トゲ

ン」學 的 二 見 タモ ノデ アリマ シテhomogene

Infiltrationモ アツ タシinduriert/Schatten

モ ア リマ シタガ場所 ノ、Supraclavicular,retro-

clavicular,infraclavicularニ アルモ ノ最 モ多

ク稀 二LapPenfandinfiltrationヤbasale

Infiltrationモ ア ツタ ノデア リマ ス。

質 問

餅 盛至(盤騰

其 ノ早期浸潤 ノ・澤山 アツタヤウデスガ早期浸潤

ナル決定ノ・ドウシテナサ レマ シタカ?

討 論 長 井 盛 至

早期浸潤 テX線 像 ダケカラ診断サレタサウデス

ガ、ソレノ、甚 ダ無謀 二近 イ事 ト思 ヒマス、私ノ・昨

年 ノ結核病學會 二於 テ瀞奈川縣健康相談所 ノ患

者 二就 テ早期浸潤 ノ研究 テシテ報告 シマシタガ
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其 ノ際 色々経験 シタコ トデスガ、爲眞 ノ上 デノ・

色 々 ノ他 ノ疾 病就 中「グ リ→ペ ンプ ノイモニー」

ト全 ク塵別 出來 マセ ン。 コノ事 ノ・アスマ ンモ既

二指摘 シテ オリマ ス。即 チ雨者間 ノ鑑別 ノ・尿 ノ

食盤含 量 ノ減 少 ナキ事、白血球壇 多 ナ キ事、 呼

吸困難 甚 シカ ラザル事等 ヨ リ「プノ イモニー」ト

歴 別 シ得 ルモ ノデ ァ リマ シテ、尚 且 ツ、早期 浸
●

潤 トイフ診噺 テ下 ス場合 ニハ臨 休的 二悪寒 ヲ以

テ急 二高熱 テ駿 シ、胸殊 二背痛 、高度全 身倦怠 テ

訴 へ、咳噺喀疾 ナ ク而 モ理學 的 ニノ・所 見殆 ン ド

無 イ ノテ特徴 トシマ ス、然 シ赤沈 テ検 スル ト強

度乃至 中等度 二促進 ス、 コ レモ「レン トグ ン」陰

影 ト李行 シテ減退 シテ行 キマ ス。 私 ノ最 モ速 ク

陰影 ノ清 ヘ タノノ・僅28日(登 病 日ヨ リ起算 間

デ、赤沈 モ初120粍 ダ ツ タガ コノ間 二15粍 二

減 ジマ シタ。 マ ン トーノ・強 陽性 デ シタ.X線 像

ノ上 デノ・孤立性(他 二結 核性攣化 ナキ事)ノ 多 ク

ハ圓形 デ アルガ時 ニハ肺葉縁 在 ノ三角形 ノコ ト

ア リ、時 ニノ・集合性 ノ小斑影 ノ コ トア リ、登生

部 位 ノ・定型的 ナ ノハ鎖 骨下 ニ シテヤ ・外後側 デ

アル ガ然 シ實際 ノ・色々 ノ場所 二見 マス。

敦 レニ シテモコ ノX線 像 二該 當 シタ場合 デモ ソ

レガ前述 ノ臨休 的條 件 テ具 ヘ タ場合 デナ ケ レバ

早 期浸潤 トイフ診斯 テ下 ス事 ノ・甚 グ無謀 ト思 ヒ

マ ス。 トコロガ實 際我國 ノ早期浸潤 ノ統計 ナル

モ ノテ ミヤス ト何 年 力前 カ ラ撮 ツ タX線 爲眞 ノ

中 カ ラソ レラシイ像 ダ ケラ選 ンデ ソノ像 ダケニ

就 イテ統 計 テ トツテ テルモ ノガ非常 二多 イ ノデ

ア リマス。 コレノ・オ互 二氣 テ付 ケテナケ レバ ナ

ラナィ事 ト思 ヒマ ス。'

尤 モ早期浸潤 ノ定義 モ人 ニ ヨツ テノ・廣義 二解繹

シテラル モ ノモ アリマ スガ紗 ク トモ狭義 ノ早期

浸 潤 テ目標 ニオカナ ケ レバ非常 二曖昧 ナモ ノト

ナル ト信 ジマス ノデ特 ニー・言 シタ次 第 デス。

IV.合 併症 及 ビ類似症

45.早 酸 性療呆 症 ト結核 トノ關 係二就 テ

ノ病理學 的拉 ビニ髄質學的考察

有 馬 宗雄(石 川縣衛生課)

早 登性擬呆症例 ノ病 理解剖 二際 シテ、結 核 ガ ソ

ノ死 因 トナ レルモ ノ甚 ダ多 シ。弦 二於 テ本症例

ト結核 トノ關係 テ観 察 セ リ。 ソノ成績 ラ概括 ス

レバ次 ノ女ロシ。

A.早 登性癖 呆症例 二於 ケル結核

1.結 核性病竈 ノ・28例 中18例 即64.3%二 於

テ認 メ ラル。

2.結 核性病竈 テ藏 セル モノ ノ中、結核 ガ死 因

トナ レルモ ノノ・15例 即53.6%ラ 占 ム。

3.陳 菖 性初期攣 化群 ノ、3例(10.7%)ア リテb

此 ノ2例 二於 テノ・他 二結核 性病竈 テ認 メズ。

4.病 理組織學的 二結核性病 竈 ノ有無 テバ、 ソ

ノ獲生 ノ比較的稀 ナ リ トセ ラル ル所 ノ肝臓及 ビ

脾臓=一就 テ検 スルニ、 肝臓 二於 テ14例 中8例

.(57.3%)、 脾 臓 二於 テ14例 中10例(71.7%)二

於 テ多登性 二認 メラ レ且病 竈 ニノ・周園組織 性反

慮甚微弱又 ノ・之 テ訣 ケ リ。

肝臓 二於 テ肉眼 的 ニハ硬 攣 テ認 メ得 ザルモ、組

織學的 ニノ・4例(28.6%)二 於 テ輕度 二間質 ノ壇

殖 テ認 ム。

即結核性病竈 ノ認 メ ラレ シ18例 中17例(94.4%)

ノ・結核初期感染後 績 キテ登病 二移行 シタルモ ノ

ナル テ推知 セ シムル ト共 二、本症例 ノ・結核 二封

スル抵抗 力 ノ甚 ダ 低 キモノナルテ 想 ハ シム。

B.麻 癖 性擬呆症 例 二於 ケル結核、早登性癖呆

症例 トノ・膿型 ノ異 ナ リ又結核 二封 シ抵抗力強 シ

トセラルル所 ノ麻痺 性瘍呆症例 二就 テ、 ソレ ト

結核 トノ關係 テ見 ルニ、

1.結 核 性病竈 ノ・42例 中5例 即11.9%二 於 テ

認 ノラル。

2.結 核性 病竈 テ藏 セルモ ノノ中、結核 ガ死因

トナ レル モ ノノ・3例 即7.1%テ 占 ム。

3.初 期 攣 化群 ノ・13例 即31.0%二 於 テ認 メラ

レ、此 ノ13例 中12例(92.3%)ハ 陳 藷性 ナ リ。

4.5例 ノ結核例 中4例 二於 テハ陳菖性初期攣

化群 ガ認 メ ラル。

5.癒 著 性肋膜 炎 ノ・21例ePSO.0%二 於 テ認 メ

ラル。 即本症 例 二於 テノ・結核 ノ登生 ノ・甚 ダ稀 ニ

シテ、早農 性瘍呆 症例 二於 ケル結核登生頻 度 ノ

高 キノ・特 殊的 ナルヲ知 ル。而 シテ麻癖性擬呆症
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例 二於 テキ結 核感染頻度 ノ・稀 ナルモ ノニ非 ズ、

又結核登病 ハ重複 感染 二由 ルモ ノナルテ惟ハ シ

メ、初期 感染 ヨリ績 キテ登病 二移行 スル事 ノ甚

グ稀 ナル テ知 ル。

C.結 核登生頻度 二著 明 ナル差異 ヲ示 ス雨種疾

患例 二於 テ、盟 型 テ異 ニセル テ以 テ亦病 理解 剖

學 的拉 ピニ病理組織學 的 ニモ差 異 ク示 スベ キヤ

テ想 ヒ、雨種疾患 例 二就 テ比較観察 テ試 ミタ リ
。

1.臓 器重 量

(イ)心 臓 ・肝臓 ・腎臓 ・副腎 ・甲状 腺・拶下垂 龍 ノ

各重量李均値 ノ・早議性厩呆 症例 二於 テ、麻癖 性

擬 呆症例 二於 ケル ニ比 シテ小 ナ リ。

(ロ)心 臓 左右各壁 ノ圓錐部 二於 ケル厚径 ノ・雨種

疾患例 二於 テ略 胤等 シキモ、 ソノ踵異係 撒 ノ差

ノ・有意 ニ シテ、早登性厩呆症例 二於 テ大 ナ リ
。

(ノ・)早褒性擬呆症例 二 於 ケル 心臓 ・肝臓 ・腎臓 ・

副腎 ・甲状 腺・拶 下垂艦 ノ各重 量ハ余 ノ成績及 ビ

諸研究者 ノ成績 二於 ケル各 々一般重量 二比 シテ

小 ニ シテ、庶痺性擬呆症例 ニ テノ・差異 ナ シ。.

2.大 動 脈 ノ内周径及 ビ厚径(上 行部)ノ ・早登性

瘍 呆症例 二於 テ麻癖性瘍呆症例 二於 ケルニ比 シ

テ小 ナ リ。而 シテ早登性厩呆症例 二於 ケル大動

脈 ニノ・「ム コイ ド」ノ沈 著 テバ18例 中13例(72.2

%)二 於 テ認 メ ラル。

3.早 登性瘍 呆症例 二於 テ、結核死例 ト非結核

死例 ノ2群 二別 チテ、夫等 二於 ケル臓器重量 テ

比較 スルニ、一般 二差異 ナ シ。 只副 腎重量 二於

テ、非結 核死例 二於 ケルモ ノノ・著 シク小 ナ リ。

4・ 上皮小禮 二於 テ幼若型 ノ構 造 ラ示 スモ ノノ・

12例 中8例(66.6%)二 於 テ認 ノラル。

5・ 肝 臓重量ハ早登性擬 呆症例 二於 テ庶痺性療

呆症例 二於 ケル ニ比 シテ明 ラカニ小 ナルニ拘 ノ・

ラズ、正 中線 上剣状 突起基底下 ヨ リ肝臓 下縁 二

至 ル距離 ハ前 者 二於 テ7.3糎 、 後 者 二 於 テ7.1

糎 テ算 シ、 同方法 二縁 リテ、胃大轡 二至 ル距離

ノ・前者 二於 テ9.9楓 後 者 二於 テ9.5糎 ニ シテ、

何 レモ差 等 ナ シ。

即4及 ビ5ノ 事實 ニ ヨリテ、結 締織 ノ登 育ノ・早

褒 性瘍呆症例 二於 テ貧弱 ナルラ窺知 セ シム。

6.消 耗性機轄二封 シテ鋭敏ナル脾臓 ノ重量4・

雨種疾患例二於 テ差異 ナク且一般重量二該當

ス0

7.蒲 耗性色素 ノ心筋内増量、肝細胞内登現ノ・

前者23例 中2例(8.7%)、 後者23例 中4例(17.4

%)二 過 ギズ。

即以上 ノ成績 ニヨリテ、早畿性擬呆症例二於 ケ

ル各臓器ノ・登育不全性ナリ。從テ程度ハ別 トス

ルモ臓器 ノ機能 ノ、一般 二低カルベ シ。爾ホ弦二

附加 スベキ事實ノ・登青不全膿質 ノー表徴 ト見倣

サルル所 ノ磯髄肥大ガ本症例二於テ、14例 中3

例二於テ認メラレレル所見ナリ。

D.臓 器形成異常

1.肺 臓 二於 ケル異常分葉形成特 二宗族畿生學

的意義ラ帯 ビタル下葉副葉形成ノ・、麻癖性擬呆

症例二於テハ1例 グニ認 メラレザルニ反 シ、早

登性療呆症例二於 テノ・10例中6例 二於 テ認 メ

ラル。即後者二於 テ心臓獲育不全 ノ登生頻度 ノ

高キテ首肯 セシム。

一般 二各種肺臓異常分葉形成 ノ頻度ノ・早登性擬

呆症例二於テ高 シ。

2.腎 臓胎見性分葉及 ビ副脾 ノ形成ノ・早登性瘍

呆症例二於テ高キ傾向ラ示セリ。

3.崎 形(睾 丸崎形・墜腔性子官・重複輪尿管)ハ

早褒性厩呆症例 二於 テノミ認 メラル。

4.異 所性膵臓組織 テバ早登性擬呆症例二於テ

1を列認 メラノレ。

5.骨 及 ビ軟骨組織 ノ迷入ヲバ、早登性瘍呆症

例 二於テ、 扁桃腺 二8例 中3例 、甲状腺 一15

例中2例 認メ得 タリ。

6.胎 生時末期 二消失 スル 所 ノ第IV胸 腺節 ラ

バ早登性癖呆症例中 ノ20歳 例二認メ得 タリ。即

早褒性厩呆症例 二於 テノ・、多種 ノ攣性徴候 ガ認

メラレ且ソノ登生頻度ノ・麻癖姓擬呆症例 二於 ケ

ルニ比 シテ著 シク高 シ。

E.雨 種疾患例 二於 テ、潰瘍性義膜性腸炎及 ビ

化膿性腎孟炎二由ル死亡例ハ略 ≧等 シキ比卒 テ

示 シ、非結核性肺炎(加答見性及 ピ化膿性肺炎)

二由ル死亡例 ノ比傘ノ・麻癖性厩呆症例 二於テ高
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シ。帥非衙生的状態ハ雨種疾患例二於テ差異 ナ

キモノノ如 シ。

要之、早登性厩呆症例 二於テハ艦質的二低劣ナ
　

ルテ知 ル。低劣ナル罷質ハ病原菌二封 シテ抵抗

力弱 シ。即以上 ノ諸事實拉 ビニ想定 ヨリシテ、

早登性厩呆症二就 テ結核死 ノ多 キ事實バー部ハ

非衛生的因子二嫁ルナランモ、本症例 二於 ケル

登育不全盟質的低劣ノ・少 クトモ結核登病豫後不

良 ノ緊密ナル素因ラナスモノナ リト想定 スルモ

敢 テ誤無 キニ庶幾カラム。

弦 二於 テ胚種性障碍 二基 ク所 ノ間葉性組織 ノ登

育不全 二由ル所謂無力性罷質 ト結核 トノ關係 二

就 テハ爾 ホ考究 セラルベキモノニ シテ、之 レテ

否定 セントスルハ早計ナルベ シ。叉結核豫防上

早登性擬呆症二封 シテノ・特殊 ノ見地ヨリシテ考

慮 セラルベキテ主張 セント欲 ス。

V.病 態生化學及 ビ病理生理

46.肺 結核個髄 ノ肝臓機能二就テ(臨 淋

的観察)

高橋 正雄(大 阪 市 立刀根山病院)

肺 結核患者 二於 ケル肝 機能 障碍 二就 キテハ、刀

根 山病 院藤野 ノ報 告 ア リ。余 ノ・引綾 キ潜在性肝

機 能障碍 テ知 ラン トシ、肝臓 色素排泄機能検査

テ行 ヘルテ以 テ此虎 二報告 ス。

實験 方法 ハ色素 トシテ「アゾル ビ ン」S1%溶 液

2c.ae、 早 朝室腹時 二静脈 内二注射 シ、2時 間

目迄 ノ尿 二於 テ検 セリ。併 セテ 前尿 ラ以 テ「ウ

ロ ピリノー グ ン」及蛋 白質 テ検 シ、蛋 白尿 ハ成

績 ヨリ除外 セ リ.

肺 結 核患者150例 二於 テ76.7%二 陽 性 二「ウロ

ピ リノー グ ン」ノ・、定性 的 二検 セ シ爲、梢 、陽

性率低 キモb54.2%二 陽 性 ニ シテ、色素排泄牽

陽性 者中 ニテ63,8%、 陰 性者中 ニテハ24.4%二

陽 性 二出現 ス。又 色素排泄 卒陽性度 ハ病竈 ノ大

サニ比例 シ、病勢進 行性 ニナルニ從 ヒテ高 シ。

螢 熱 トノ 關係 ノ、無熱 ナルモ ノニテ58.0%二 陽

性 へ 以後登熱 ノ度 二比例 シ、1日 ノ最高37.3

度 以 上 ノモ ノニ於 テ100%陽 性 ナ リ。 赤沈速度

ハ全例 ヲ中間値 ニテ比較 セ シガ、 ソ,色 素排 出

陽性率 トハ互 二李行 シ、 色素排出卒大 トナルニ

從 ツテ赤沈速度 大 ナルモ ノ多 ク、又赤沈速度大

ナル者程 色素排 出率大 ナル者 多 シ。 即色素排 出

卒 陽性者 ノ・赤沈 中間値20mm迄 ノモ ノニテ30.2

%30mm迄 ノ者 ニテ93・3%、30mm以 上 ノ者

ニテ93.3%ナ リ、 一方色素排 出奪10迄 ノ者 ニ

テ赤沈10mm以 上 ノ進行者20.7%、 排 出傘迄 ノ

者 ニテ65.9%、30迄 ノ者 ニ テ77.8%、 ソ レ以

上 ノ者ノ、88.9%ナ リキ。

「ツベル ク リン」1000倍 液0 .1皮 内注射 ニ ヨリ、

14例 ニ テソ ノ前後 ノ色素排 出卒 ラ検 セ シニ、9

例 ニテ16時 間後 二色素排 出卒 上昇 シ、40時 間

後 前値 二復 セ リ。 又3例 ニテハ16時 間 ニテ減

少 テ示 シ、40時 間後 前値 二復 セ リ.

更 二残 ル2例 ニテノ・16時 間以後 引綾 キ減少傾

向 テ示 ス。

「ヴィタ ミン」B複 合禮 大量投與 ハ、家 兎 二於 テ

・封 照 二比 シ色 素排泄 機能 二良果 テ與 ヘ タル報告

ア リ。 余 ノ、結核患者19例 二「ヴィタEン 」B,結

晶 製剤毎 日500軍 位 ラ注射 シ日テ追 フテ色素排

泄機能 テ検 セ リ。・中9例 ノ・尿 中色素排泄減少 テ

認 メ、4例 ノ・1乃 至2週 ニテ著明 ナル減少 テ見

シモ30日 後 ニノ・再 ピ上昇 セ リ。残 ル6例 中4

例 ハ影響 ナ ク2例 ハ成績不定 ナ リキ。

結 論

1.全 例 ニテ76.7%二 陽 性ナ リキ。

2.ソ ノ陽性卒ハ病勢、病竈 ノ範園、螢熱及赤

沈 促進 トZF行 ス。

3.「 ツ ベル ク リン」皮 内注射 ニ ヨ リ肝機能ハ常

二影響 ラ受 ク。

4.「 ヴィタ ミン」B1ハ ソノ牛撒 二於 テ良好 ナル

敗 果 テ示 シタリ。

47.結 核個髄二於ケル肝臓機能璽調二

就テ(實験的所見)

鰯 保次傷鵬 妾)

襲 二余ノ・渡邊博士 ト共 二結核患者 二於 ケル「ト

リプ トファー ン」新陳代謝愛調 一就 キ研索テ重
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ネ、 「生盟 ガ結核 菌感染 ニ ヨルNoxe二 反 慮 シ

テE.Guthノ 所 謂vegetativeUmstimmung

ヲ來 タ シ、 コノUmstimmungノ ー ノ表現 ト

シテ「トリプ トファー ン」新 陳代謝 障碍 ガ アラバ

レル ノデ アツテ、 コノ 「トリプ トファー ン」代謝

障碍 ニ ヨリ逆 二 生盟 ノNoxe・ 」ヨル 侵害 ノ程

度 即 チ病 機 ノ活動性 テ知 ル 事 ガ 出來 ル」ト結論

シタe

然 ル ニ臨抹上結 核患者 二 於 テ尿 「ヂ アツ。」反磨

陽性者 ニノ・ソノ尿 中 二「ウロピ リン」艦 ノ檜量 テ

認 ムル事 ガ 多 ク、又 「トリプ トフマー ン」新陳代

謝ノ・圭 トシテ肝臓 ラ中心 トシテ行ノ・レル モ ノナ

ル事 ハ古武教授 門下 ノ業績 ニ ヨリ明 カデ アルカ

ラ「トリプ トフッー ン」代謝障碍 二 依 リ肝臓 機能

ノ状態 ラ窺 ヒ得 ナ イカ トノ想定 ノ下 二本實 験 テ

行 ツタ.

先 ヅ第一 二「クロロホルム」ニヨル肝臓 機能障碍

,ノ場合 二就 テ。2kg内 外 ノ家 兎 テ 用 ヒ、 コ レ

ニ20%「 ク ロロホル ム」ラ1c.G皮 下 二 注射 シ21

時 間後、72時 間後及 ビ更 二強 ク障碍 シテ24時

間後 … 「トリプ トフv一 ン」0・19テ20c・c・生理 的

食盛水 二溶解 シタル モ ノテ膿 温 二温 メテ左耳殻

静脈 二注射 シテ2時 間毎 二探尿 シテ 尿 中 ノ「ウ

ロクロー ム」及 ビ「ウロ クロモグ ン」ラ測 定 シタ

… 、障碍以前 ニハ「ウロクロモゲ ン「ウ
ロクロー ム」」鵬 ・

前尋石

▲

障
舞

障碍後24時 間

4

3

2

1

二至 ラナイ ノ・;b障碍後24時 間後 デハ 高 イ値 ラ

トリ、72時 間後 デハ侠 復 ノ時期 ニ アツテ障碍以

前 ノ値 二近 ヅ ク。

1ヅ レノ場合 デモ「トリプ トフマー ン」員荷後8

時 間 ニノ・比 ハ0二 近 イ。 コレニ反 シ彊 ク障碍 シ

タ場合 ニハ比 ハ比較的低 イ値 ニ シカ上 ラナ イガ

8時 間後 モ0二 近 ヅカナfデ 持績 スル傾 向 テ見

ルo

次 二四盤化炭素 ニ ヨル肝臓機能障碍 ノ場合 二就

テ。20%四 盤 化炭素 テ1CA皮 下 二 注射 シテ24

時 間後 、72時 間後 、5日 後 二前 ト同檬 ニ シテ「ト

リプ トファー ン」テ員荷 シテ 検 シタル ニ24時 間 ・

後 ニノ・比 ノ最高値 ノ・高 イ値 テ トルガ、72時 間、

5日 後 ニノ・次 第 二低 クナツテ障碍 以前 ノ値 二近

ヅ ク。 コノ場合 一=・モ員荷後8時 間 ニノ・比 ノ・0=

近 ヅ ク。又強 ク障碍 シタ場合 ニノ・比 ハ比較的低

イ値 ニ シヵ上 ラナfガ8時 間後 モ0二 近 ヅカナ

イデ持 績 スル傾向 ラ見 ル コ トハ 「クロロホル ム」

ノ場合 ト同檬 デ アル。

然 シテ四盤化炭素 ノ場合 ニノ・恢復 ガ「ク戸ロホ
リ

ル ム 」ノ場 合 ヨ リ モ 逞 イ。 ・

以 上 ノ實 験 ニ ヨ リ「ト リ プ ト ファー ン」新 陳 代 謝
　

ラ検 査 スル事 ニ ヨ リ肝臓機能状態 テ知 リ得 ル コ

トラ知 ル。又 コ ノ攣 調 ノ様 子ノ・結核患 者 二於 テ

得 タル曲線 ト同一 デアル。從 テ結核 患者 二於 ケ

障碍後72時 間 強障碍後24時 間

?
v

2

1

e24`㌦"248㌦0248㌦

?
U

2

1

"248勉

障 碍 前 障碍後24時 間

4

3

2

1

4

3

2

1

障碍後72時 間

4

0J

2

1

障碍後120時 間

4

3

2

1

強障碍後24時 間

4

3
ワ

2

1

024㌦"2468St
.0248娼 ㌦0248蕊"248㌦
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1

6時 間後

1

12時 間後

1

18時 間後

1

24時 間後

"246㌦02488
St.0246㌦ ・248㌦

「レチチソ」投與前

ルvegetativeUmstimmun9ノ ー 部 ノ・肝臓 機

能 攣調 二基 クモノ ト考 ヘ ラ レル。

第三 二肝臓機能 ノ・肝臓 中 ノ糖原質 ノ多少 二支配

セ ラル トイノ・レル ノデ「し・チチ ン」ラ用 ヒテ糖 原

質 ラ減 少 セ シメテ「トリプ トファー ン」員荷試 験

テ行 ツタ トコロ、6時 間後、12時 間後、18時 間

後、24時 間後 二於 テ何 等 ノ攣化 テモ認 メナ カツ

タ。

故 二少 ク トモ「トリプ トフ7一 ン」新陳代謝機能

ノ・肝臓 ノ糖原質 ノ多少 ト何 等 ノ關係 テモ有 シナ

イ事 ガ明 カ トナ ツタ.從 テ 結核患者 二於 ケル

「トリプ トファー ン」新陳代謝障碍 ハ 食慾減 少 ニ

ヨル肝臓 糖原質 ノ減 少 ト何 等 ノ 關係 ラモ有 セ

ズ、 マ タ「ヴィタ ミン」B 、 高張 葡萄 糖等 ラ 與 ヘ

テ「トリプ トフ7一 ン」新 陳代謝歌 態 ノ良好化 テ

認 ムル コ トハ、 直接 ソレ等 ガ肝臓糖原質量 テ増

加 セ シムル コ トト何等 ノ關係 ラ有 セザル コ トガ

確言 出來 ル。

コ レラ要 スル ニ

(1)「 ク ロロホルム」、 四盤化炭素 ニ ヨリ肝臓機

能 テ障碍 シタル 揚 合 ノ「トリプ トファー ン」新 陳

代謝 ノ攣調 歌態ハ結核患者 二於 ケル ト同檬 デ ア

ノレo

(2)「 トリプ トファー ン」員荷試験 ニ ヨ リ肝臓機

能 テ検 シ得。

(3)肝 臓 中 ノ糖原質 ノ多少 ト肝臓 ノ「トリプ ト

ファー ン」代 謝機能 トノ・直接 關係 ラ有 スル モ ノデ

ナ ィ。

48.肺 結 核患者 二於 ケル果糖検査 二就 テ

小島 檜吉(長崎署大角尾内科)

肺結核症ノ際鵠内諸臓器ガ結核菌或ハ其ノ毒素

「レチチソ」投與後

ニ ヨリ侵害 ラ蒙 ルノ・既 二明 白ナル事實 ニ シテ
、

肝臓 又掲 リ其 ノ侵襲 テ免 ル ・事能 ハズ。

第二次 的 二肝 機能障碍 テ惹起 スル ハ既 二多撒先

學 ノ教 示 セル如 ク當然 ノコ トトイ フベ シ。

弦 二於 テ余 ハ肺結 核症 二於 ケル肝機能 ノ良否 ラ

果糖 員荷試験 ニ ヨリ窺ハ ン トシ,最 近2年 間二

亙 リ52例 ノ肺結核患者 テ検 シタル テ以 テソノ

結果 テ弦 二報 告 セ ン トスルモ ノナ リ。 「メル ク」

製精製果糖40瓦 ラ微温湯250妬 二溶解 シ、 是

テ経 口的 二投與 シ、果糖 血 ノ・VanCreveld氏

法 ニ ヨ リ、絃血糖 ノ・Hagedorn-Jensen氏 法 ニ

ヨ リ、 而 シテ尿 ノ・ニー ラ ンデル
、ベネディク ト、

翌■ バ ノフ ノ3反 慮 ラ検 セ リ。 而 シテ先 ヅ肺結

核患者 テTurban-Gerhardtノ 分 類 法 テ参 照 シ、

コ レニ臨躰 的所 見及 ピ「レ」線像 テ綜合観察 シ
、

輕症、 中等症、重症 ノ三態 二分類 セ リ。而 シテ

其 ノ結果 ラ観察 スル ニ、果糖血 ハ2例 ラ除 ク他 ハ

スベテ果糖 投 興後30分 ニ シテ出現 シ、 同30分

二既 二最高値 二達 セ シモ ノ22例
、60分 ノモノ

22例 ニ シテ 多 クノ・30分 乃至60分 ニ シテ最高

値 二到達 シ総例 ノ卒均57分 ナ リ。 而 シテコノ

中輕症 中等症 ハ共 二 其 ノZF均47分 、 重症例 二

於 テノ・67分 一 シテ、 コ レラ輕 症或 ノ・中等症最

高到達時間 ト比較 スルモ 將又健康封 照例 ノ45

分 ト比較 スルモ相當著明 ナル遅延 テ認 メ得。

術 ホ練 血糖 ニ アリテモ 総 例李均59分 ニ シテ、

コ レ亦封 照例46分 二比 シ梢 く遅延 テ示 シ
、其

ノ持績 時間 モ亦果糖縮 血糖共 二殊 二重症例 二於

テノ・遅延傾 向顯 著 ナ リ。 サ レド果糖血拉 ピニ線

血糖 二於 ケル最 高到達時間卒均 ハ上述 ノ如 ク雨

者 ノ間時 間的差異 テ謹 明 スル事 テ得 ズ。

果 糖血陽性判定 ハ箴 島 ノ健康 封照例 二從 ヒ、最
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高12mg%又 ハ ソレ以下 ラ示 シ、3時 間後 ニハ

既 二果糖血 テ謹 明 セザル モノ。又12以 上20mg

%ノ 間 ラ示 スモ2時 間後 ニハ最早之 テ謹 明 セザ

ルモ ノラ陰性 トシ、 コ レニ反 スル モ ノラ本法陽

性 即 チ肝機能障碍 存在 スル モ ノ ト認 メ、而 シテ

最高12mg%二 達 セザル モ3時 間後爾 ホ果糖血

ヲ謹 明 セル モ ノラ移行型 トセ リ。斯 ル判定法 ヨ

リス レバ輕 症 二於 テハ14例 中僅 カニ1例 ノ移

行型 ラ認 メタルニ・過 ギ ズ。 中等 症12例 中1ノ

陽性例及 ピ2例 ノ移行 型 ラ詮明 シ、反之重症26

例 中 ノ14陽 性 例及 ビ5例 ノ移行型 即 チ73%ノ

陽 性成績 テ得 タ リ。

而 シテ重症 中久○、幅 ○等 二於 テノ・陰性 ナ リシ

モ、 コレ等症例 ノ・イヅ レモ相 當著 明 ナル腸結核

ラ合併 セ シモ ノナ レバ、 滑化管 吸牧 障碍 モ亦 ソ

ノ陰性 トナ リタル原 因 トモ考 へ得 ラルベ シ。且

ツ同 ジク該合併 症 テ有 スル松 ○、 林○等 ノ症例

ノ如 キ陽性 二出 デタル モ、 ソノ果糖 血上昇経過

他 ノ例 ト梢 ㌃趣 ラ異 ニ シ上述吸牧 關 係消息 テ窺

フー足ル モノ ト推 断 スル モ大 過 ナカ ラン。

爾ホ経過 デ追 ヒシモ ノ5例 ニツキテ考察 セ シニ

本○ノ・第1同 成績 移行型 ナ リシニ反 シ、一一般症

歌輕微 トナ レル 第2同 目成績 ハ 全 ク陰性 トナ

リ、土○、峰○ ノ例 二於 テモ前 同 二比 シ、著 シ

ク治癒傾 向 ニ オモムケル 第2回 目検査 二 於 テ

ハ、 ソノ最高値、持綾時 間共 二減 少短縮 サ レ、

反之大○ ○、堤等停 止状態 ニアル モ ノノ・前後 ノ

差殆 ン ド認 メ難 シ。

而 シテ陽 性例及 ビ移行型 中今 日迄 二既 二死 亡 ノ

判明 ぜルモ ノ10例 二 達 シ、 内2例 ハ 病 理解 剖

二附 シ
、陰 性例 中死 亡 セル モ ノ1例 コレ亦病理

解 剖 二附 スル コ トヲ得、剖 検例 ノ・イヅ レモ相當

著 明 ナル肝臓攣 性 テ認 メ得 タリ。以上 ノ結果 ヨ

リス レバ本法 ガ肺結核患者豫後判定 二相當 ノ意

義 テ有 スル事ノ・疑 ヒ無 キ トコロニ シテ、且 ツコ

レ ト共 二重症患者 二於 テノ・肝障碍 ノ比較的多 キ

ラ考慮 シ食餌選揮 ノ上 一モ亦充分 ノ注意 ラ要 ス

ベ キモ ノナル コ トデ教 フルモ ノトイフベ シ。

49.結 核 患者血清1肺 臓組織呼 吸二及ポ.

ス影響

麓 多奪二(京都府立署大飯 塚 内 科)

糖 尿病者ノ・結核 ソ ノ他傳染性疾患 二罹 患 シ易

ク、又一 ト度是 二侵 サル ・ヤ経過不良 トナルハ

周知 ノ事實 デ アル。之 ノ原因 二關 シテハ我 ガ飯

塚 内科教室 ヨ リ幾多 ノ業績 ガ 登表 サ レテヰル

ガ、爾 ソノ詳細 テ究 メ タ トハ云 ヒ難 イ。弦 二於

テ余等 ハ結核患者血清及 ビ糖尿病者血清 ト臓器

組織 呼吸 トノ關係 テ明 カーセ ン トシテ本實験 テ

企 テ久 弦 二報 告 セ ン トスル肝臓組織 呼吸ハ ソ

ノー部 デ アル。

實験方法ハ ワール ブル グ氏法 二依 ル。

實験材料ノ、雄性健 康海猿 テ用 ヒタ。

浮游液 トシテノ・リンゲル氏液1000倍 奮 「ツベ

ル ク リン」、リンゲル氏液 及 ピ早朝室腹時 二探血

シ溶血 テ起 サザル様脱繊維素 テ施 シ得 タル健康

者、糖尿病者、結核病者 ノ血清 ラ用 ヒタ。

實験成績

封 照正常動物 ノ肺臓酸 素消費量 ノ・、 リンゲル氏

液 中於 ケル モノノ・最小 ニ シテ、次 デ糖尿病者 血

清 中 ニテノ・少 シク大 トナ リ、結核病者血 清 ニテ

ハ、糖尿病 者血 清 ヨリモ僅 カニ大 トナル ノ傾 向

テ示 ス。健康者血清 中 ニテノ・更 二大 トナ リ、

「ツベル ク リン」
、 リンゲル氏液 中ニテハ最大 ト

ナル。

1000倍 菖 「ツベル ク リン」、 リンゲル氏液 ラ毎 日

0.2瓦 宛 皮下 二連綾注射 セル 動物 ノ肺酸 素消費

量 ハ リングル氏液 中 ニテ最 小 ニ シテ、又正常動

物 ノ ソレニ比 シテモ小 デアル、 シカ シテ糖尿 病

者 血清、健康 者血 清、結 核病者血清 ト順次上昇

スル。 「ツベル ク リン」、溶 液中 ニテノ・著 シク檜

加 シ、 リンゲル氏液中 ノソ レニ比 シ約2倍 余 ノ

壇 加 テ ミル。 コ ノ「ツベル ク リン」テ員荷 セル動

物 ノ肺酸素浦費量 ノ・、糖尿病者、結核病者 ノ血

清中 ニテハ正常 ノソ レニ比 シ下降 シ又下降 ノ傾

向 テ示 ス。

葡萄糖 ノ5%溶 液 ラ2.0瓦 宛毎 日皮 下 一 注射

シ、併 セテ15乃 至20%ノ 割 合 二 薦糖 ラ混入 シ
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タル主食物 ニテ飼育 セル海猿 ニテハ、糖尿病者

血清中一テ最小 一シテ、次 デ結核病者血清中ニ

テハ、僅 カニ大ナル ノ傾向ラ示 スガ如 シ。 リン

ゲル氏液 中一テノ・更 二大 トナルモ、健康者血清

中 ノモ ノニ及バズ、「ツベルクリン」溶液中一テ

ノ・前者同様最大 デアル。

糖及 ビ「ツベルクリン」テ前二者 ノ如 ク合セ員荷

セル海猿ニテノ・、肺酸素消費量ノ・、糖尿病者血

清 中ニテハ最小 一シテ、 リングル氏液中ニテハ

僅 カニ上昇 スル傾向テ示 ス。結核病者血清中ニ

テハ更二大 トナ リ、健康者血清中 ノ肺酸素消費

量 二近ヅク。
・コノ糖尿病者血清中ノ酸素清費量ハ健康者血清

中 ノソレニ比 シ下降 スルコト最 モ大 デアル。又

「ツベルクリン」溶液中ニテ最大 デアル。

以上 ノ實験成績 ヨリ観ルニ、

正常海瞑 ノ肝臓酸素禰費量ハ結核病者血清ニヨ

リ低下 シ、糖尿病者血清ニテハ更 二降下度大ナ

ル ノ傾向 ラ示 ス。糖尿病者血清 ニテ臓器組織呼

吸 ノ低下スルノ事實及 ピ培養組織 ノ登育 ノ障碍

セラルルノ事實ノ・我 ガ飯塚内科教室 ノ幾多 ノ業

積 ニヨルモ明カデアルガ、結核病者血清 ニテ前

述 ノ如 ク障碍 セラルルノ・殊 二興味 アル事實 デ

アル、之ハ從來結核病者ニテハ或ル特殊 ノ毒作

用 ニヨリ特殊 ノ新陳代謝ガ行バ レル ト考ヘラレ

タル推定デ或 ル程度マデ明カーセルモノト考ヘ

ラレル。糖尿病者ニノ・肺結核ガ頻 一合併 スル

王 ノデアリ、又 ソノ豫後ガー般二悪 イモノデア

ルガ、何故ニカク糖尿病者二肺結核 ガ合併 スル

カニ就 テハ從來種々論 ゼラレテ居 リ、過血糖或

ハ鵠液 ノ糖過剰ガ結核二封 スル組織抵抗 ノ減弱

ヲ來 スモ ノト考 ヘテヰルガ、糖 ラ員荷 セル動物

ノ肺臓組織呼吸ノ・、糖尿病者血清拉 二結核病者

血清ニテ著 シク下降 スルノ事實及 ピ「ツベルク

リン」ヲ連絡注射 セル動物 二更 二糖 テ員荷 セル

時ハソノ肺臓組織呼吸ガ著 シク下降 スル等 ノ事

實 ヨリ観ル時ノ・糖尿病者二結核ガ合併 セル時ハ

盆々組織抵抗 ノ減弱 ラ増大 シテソノ豫後ガ悪化

スルモ ノト考ヘラレル。而 シテ輩二過血糖 ノ貼

ヨ リ観 レバ少 ク トモ糖 濃度0.3%マ デハ健康組

織 二封 シテハ決 シテ有害 デハ ナ イガ結核菌 毒素

ニ ヨル代謝異常 ノタメ糖尿病 ノ合併 セル トキニ

ハ悪 イ経過 ラ トル モノ ト考 ヘ ラ レル。又 「ツベ

ル ク リン」浮游液 中 ニテ、酸素蒲費 量 ノ壇加 ス

ル ハ興 味 アル事 實 デ アル ガ、 コレノ、Roudoni

ノ成 績 トヨクー致 シ、 又彼 ガ結 核組織 ニテ著 明

ナ リ ト云 ヘル ガ、余等 ノ實験 ニテハ「ツベル ク

リン」ラ連績 注射 セルモ ノー 於 テ ソノ酸素浦費

量最 モ著明 デ アル。

50.病 的 謹液 二於 ケル蛋 白質分布 卜色素

吸著 二就 テ

奢西壽雛 響㈱
緒 言

血清 ノ色素吸著二關 シテハ、ベ ンホール ド氏ノ・

「アルブミン」(A)ト ノ關係 テ設 キ、ヂャンクソー

及 ゴットリー ブ氏等ハ肝臓疾患 二就 テ報告セリ

ト錐 モ、未 ダ蓋サレタリト云 フベカラズ。余等

モ亦之ガ臨躰的意義二關 スル研究 テ企テ、一部

ノ成績ハ日本消化器病學會二於 テ述ベタリ。而

シテ演者等ノ・病的機轄及膿液 ノ蛋白質量拉二其

組成 ガ色素吸著二及 ボス影響 テ追究 セントシ諸

種病的艦液 二就 テ、一方、「アゾルピン」S吸著

テ検 シ、他方、該蛋白質量及蛋白係敷 テ測定 シ

テ雨者ノ關係ラ観察 シ、得 タル成績 ノ大要ラ述

♂ごン トス。

實験 方法

實験 ノ・凡 テ吾 ガ淺 山 内科入院拉外 來患者 二就 キ

テ行 ヒ、被検 材料 トシテ ノ滲 出液拉滲漏液 ノ・可

及的早朝室腹 時 ヲ選 ピテ探 取 シ静 置 シテ織維素

テ析出 セ シメ、遠心分離 シ、其上清 テ用 ヒタリ。

色素吸 著度 ノ測 定 ハゴ.ト リー ブ及 ルー ドウィッ

三氏法 二依 リテ検 シ、光線濾過板S5。 透過光量

ノExtiuktions-Koeffizient(E.Sト 略 記 ス)ラ 以

テ示 セ リ。縛蛋 白質(E)、 「アル ブ ミン」(A)、

「グロブ リン」(C)及 非 蛋 白質窒素(R .N)ハ ホー

氏 法拉 ニキ ェル ダール氏法 二依 リ測 定 シ、各N

/mg/dl二 換 算 セ リ。
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實 験 成 績

13例 ノ肋 膜 炎 患 者 ノ 滲 出 液 二 就 テ検 シ タ ル 所

ノ、次 ノ如 シ。

「ア ゾ ル ピ ン」S吸 著 度 ハE .Sテ 以 テ 示 セ バ

0.179-0.309zF均0.222ニ シテ 多 数 二 於 テ ハ

0・180-0・250ノ 間 ノ償 ラ 示 シ タ リ。

総 蛋 白質 窒 素(E.N)・ ・612.3--932.4zF均738.3mgldl

「アル プ ミ ソ」窒 素(A.N)ノ ・240 .3--457.gzF均325.5

mgldl

「グ ロ プ リ ソJ窒 素((].N)ノ ・284.2-639.3zF均409 .4

mgldl

非 蛋 白質 窒 素(R・N)ハ18.7-67.2zF均28.2mgldl

蛋 白係 倣(AIG)ノ ・0.458-1.27341s均0.844ナ リ。

次 二 非 炎 衝 性 滲 漏 液 二 於 テ ハ3例 ノ「ネ フ ロ ー

ぜ」例 ノ 肝 臓 癌 及 肝 硬 憂 症 拉 二 心 臓 辮 膜 疾 患 患

者 各1例 ノ腹 水 テ 以 テ検 シ タ所 テ述 ベ ン ニ 、

「ア ゾ ル ピ ン」S吸 著 度 ハE.Sテ 以 テ 示 セ バ 、

0・126-0.434zls均0.280一 シ テ 肝 臓 疾 患 二 随

伸 セ シモ ノ ニ ア リ テ ハE.S高 キ 償 テ示 シ、 「ネ

フ ロ ー ゼ 」ニ ア リ テ ハ 甚 ダ 低 キ 債 テ認 メ タ リ。

從 ツ テ 色 素 吸 著 度 ノ・前 者 ニ ア リ テ ハ 滲 出 液 二 比

シ テ ー 般 二 減 弱 シ、 後 者 ニ ア リ テ ノ・檜 大 セ ル テ

認 メ タ リ。

総 蛋 白質Nノ ・134.4-257.6亭 均188.Omgldl

「アル プ ミソ」Nノ、32 .7-139.OzF均68.2,,

「グ ロ ブ リソ」Nハ82 .0-174.5zF均119.8,,

非 蛋 白質Nノ ・14.0-81.2ZF均32.8,,

蛋 白係 倣 ノ・0.188--1.172zF均0.614ナ リ。

從 ツ テA/Gノ ・滲 出 液 二 比 シテ 小 ニ シ テR.Nニ

ノ、著 攣 ナ カ リ キ
。

練 括

以 上 ノ實 験 成 績 テ線 括 セ ン ニ、

滲 出 液 ノ 「ア ゾ ル ピ ン」S添 加 後 ノE.Sノ ・余 等

ガ健 康 成 人 血 清 ノ夫 二 就 テ検 シ タ ル 成 績 ト比 較

セ ン ニ低 値 テ示 シ タ リ、 從 ツ テ 色 素 吸 著 度 ノ・檜

大 セ リ。 又 、 蛋 白 係 数 ノ・滲 出 液 ニ ア リ テ へ1.0

ヨ リ小 ナ ル ヵ 又 ノ・1.0二 近 キ 贋 テ示 シ、 殊 二後

者 二属 ス ル モ ノ多 シ。 而 シ テ 滲 出 性 肋 膜 炎 ノ経

過 二 沿 ヒ観 察 シ得 タ ル 例 二 於 テ ハ 其 経 過 中 一

時、蛋 白係撒 ガ上昇 スル場合 ニノ・「ア」添加後 二

於 ケルE.Sノ ・増大 シ又 之 ト反封 二 雨者共 二減

少 スル モ ノ又、前者 ノ移動輕度 ナルモ ノニ ア リ

テ後 者 二著 攣 ラ來 サズ、又稀 二「グロプ リン」檜

加 セル場合 二「ア ゾル ピン」S吸 著度 ノ高度 二達

スルモ ノニ遭遇 セ リ。爾疾患 ノ輕快 スルニ從 ヒ

テ色素吸著 度ハ減弱又!・其傾向 テ示 シ、(E.Sノ ・

檜大 ス)、進 行 スル場合 ニノ・檜大(E.Sノ ・低 下 ス)

スル モ ノ多 シ。次 二滲漏液 ノA/Gノ ・一般 二著

シク低位 テ示 スモ ノ多 ク、 「ア」S添 加 一 ヨル

E.Sノ ・之 テ随 件 スル 疾 患 ノ種類 二依 リテ異 ナ

リ、肝臓疾患 ニア リテハー般 二滲 出液 ノ夫 二比

シテ高 キ債 テ示 シ、或 ノ・之 ト著 シ久 「ネフロー

ゼJ"ア リテノ・低 シ。而 シテESトA/Gト ノ・李

行關係 テ認 メ難 シ。以 上 ノ事實 ヨ リ見 レバ炎衝

姓滲出液 ノ「ア」吸著度ノ・正常血清債 二近 キ償 テ

示 シ、疾 患 ノ輕 重蚊 二動 向 二依 リテ攣化 テ來 ス

場合多 シ。而 シテ滲漏液 ノ夫 ノ・肝臓疾 患 二随俘

セル モノ ト腎疾 患 二随 件 セル モ ノ トニ ヨリテ著

シキ差異 ノ存 スル コ トテ謹 明 セ リ。而 シテ病 的

髄液 ノ「ア」S吸 著 二關 シテE.Sテ 以 テ示 シ、其

高 キ償 テ示 スモ ノヨ リ列基 ス レバ肝臓疾 患 二於

ケル滲漏液滲 出液 「ネ フロー ゼ」ノ滲漏液 ノ順 序

ナ リ。爾滲漏液 ト滲 出液 トノA/Gテ 比 較 スル

ニー定 セル攣 化 ノ存 スルモ ノニ非 ラズ シテ色素

吸著度 ニノ・差異 テ認 メタ リ。而 シテ疾 患 ノ経 過

二沿 ヒテ検 シタル所 ニヨ レバ
、病的禮液 ノA/G

ト色 素吸著 トノ間 ニノ・一定 ノ相互卒行的 關係 テ

認 メ難 ク、 雨者必 ズ シモ浦長 テ共 ニスルモ ノニ

アラズ。之 ノ事實 ノ・色素吸著 ガ 主 トシテ「アル

ブ ミン」ニ ヨ リテ行 ノ・ル ト言 フベ ン・ホール ドガ

圭張 スル所 ニー致 セズ。 又全 ク相反 スル結果 二

到 達 スル場合紗 カ ラズ。 ゴ ッ トリー プ及 ルー ド

ウィッヒ等 ハ健康人 血清拉諸種疾 患 患者 二於 ケル

血清 ノ色素吸著度 二封 シテ蛋 白濃度 ノ影響 テ指

摘 セ リト錐 モ、是等 ノ關係 二就 テノ・猶今後 ノ研

究 二倹 タザルベカ ラズ。

51・ 肺結核症 二於ケ ル全血水分量 二就

キ テ
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歎保翻 講 重)
Stejska1,Reiss,Sandelovsky等 ノ・経過 長 キ傳

染 性疾 患 ノ際、血清 ノ・通 常 ヨリ稀薄 トナル事 ラ

唱 へ、佃 村 ノ・盟温 上昇 ト血液 内盤素及水分量 ト

ノ間 二緊密 ノ關係 アリ ト論 ゼ リ。Meyer-Bisch

ノ・肺結核患者 二就 キ血 清蛋 白、食盤及血色素 量

ラ検 シ、其 ノ初期 乃至輕 症 ノ際 ノ・概 ネ正常 ト異

ナ ラズ、疾病 ノ進 行 ト共 二屡 ≧高度 ナル血液 ノ

濃稠 ヲ來 シ、悪液 質 二陥 ル ト共 二水 血症來 ル ト

云 ヒ、木村 ノ・肺結核患者 二於 テ臨抹上重症 ト思

ハ ル ・者 モ 全血比重 ガ1.05以 上 テ保 ツモ ノノ・

豫後 良好 ニ シテ1.04以 下 ノ 時 ノ・豫後不良 ナ リ

ト広 ヘ リ。

柳 ノ・健 康拉 二肺罹 患家兎 二人 工氣胸 テ施行 セル

ニ全 血水分量 ノ攣 化ノ・認 メ難 キテ述 べ、Nast,

Adler,Peters,立 花 、 前 田等 ノ・肺結核患者 二

於 テノ・「アル ブ ミン」量 ノ絶封値 ノ・正常 ヨ リ梢 ≧

減 少 シ「グロブ リン」量 ノ絶封値拉 二相封値 ノ・正

常 ヨ リ高 キラ謹 シ、更 二立花 ハ人工氣胸施 行後

「グロ プリ ン」量 ノ相封値 ノ堆『加 テ來 ス場 合多 キ

テ報 ゼ リ。 サ レ ド肺結核症 二於 テ直接 二血液 ノ

水 分量 テ測定 セル 文獣 ノ・余 ノ淺學未 グ之 テ親

ズ。 故 二余等 ノ・是 ガ検索 テ試 ミ、検査 方法ノ・秤

量 法 ニ ヨリ測定 シ、血液 ノ乾燥 法ノ・約110度 二

保 テル電氣乾燥器 内二於 テ1週 間以上乾燥 セ シ

メ、乾燥物質 ノ重 量 ガー定 スル テ挨 チテ測定 セ

リ。 斯 ク シテ得 タル11例 ノ健者 二 於 ケル 全血

水 分量 ノ・第1表 二示 スガ如 ク、78.80(第4例)乃

至82.01(第10例)、ZF均80.45%ナ リキ。

次 二肺結核患者 ラ重症 及輕 症 二大別 シ、前者 ニ

ノ・開放性結核及 雨側 肺 二於 テ廣汎 ナル病竈 アル

モ ノテー括 シ、後 者 ニノ・病竈 ノ範園 ガ限局 シテ

狭 ク、臨抹 的所見 モ比較的可良 ナル モ ノテ包含

セ シメタ リ.肺 結核患者重症14例 二就 キ21同

測定 セル 全血水 分量 ノ・第2表 二 示 スガ如 久

80.72(第1例)乃 至90.99(第3例 〉、卒均83.74

%ニ シテ、14測 定 値 二於 テ正常値 ヨリ檜量 シ、

從 ツテ該卒均値 モ檜量 セ リ。

経過不良ナル者(第3例 、第4例 及第5例)及 死

亡例(第6例 、7例 、9例 、11例 及12例)ノ8

例 二就 キテノ・、81.35(第11例)乃 至90.99(第3

例)、 李均84.54%ニ シテ1例(第11例)テ 除キ

凡テ檜量テ示 セリ。経過不攣 ナル者(第1例 、8

例、10例 、13例 、14例)或 ノ・経過良好 ナル者

(第2例)ノ6例 一:於テハ正常値 テ示 スカ或ノ・増

量 スルモ輕微二止マ レリ。全血水分 ノ檜量ハ同

時二測定セル赤沈速度、血色素量、赤血球撒及禮

温 トハ必ズ シモZF行的關係 テ示 サザ リキ。次 二

肺結核患者輕症13例 二於 ケル全血水分量ノ・第

3表 二示 スガ如ク78.80(第6例)乃 至86.47%

(第4例)卒 均81.37%ニ シテ、2例(第4例 及第

13例)二 於テノ・檜量著明ニ シテ、1例(第11例)

ハ正常値 ノ上昇 テ示 セリ。檜量セル2例 ノ・共二

滲出型 ニ シテ、探血當時ノー般状態ノ・比較的可

良 ナリシモ共二赤沈速度〕市進 シ其後 ノ経過良好

ナラズ。右3例 テ除 クユ0例ハ 凡テ正常値テ示

シ其後 ノ経過ノ・概ネ順調 ナリキ。次二人工氣胸

施行ニヨル肺結核患者 ノ全血水分量 ノ攣化二關

シテノ・第4表 二示 スガ如久 氣胸施行1日 前 ノ

全血水分量 ラ氣胸施行後1日 目ノ夫 レニ比較 ス

ルモ著攣 テ認 メ難 ク、又氣胸纏綾中二於 テ夫々

氣胸施行後1日 目二測定セル全血水分量 ノ清長

ノ・殆 ド之 テ認 メ得ザ リキ。要之、肺結核患者二

於 テ重症 ナル際全血水分 ノ増量 アル時ノ・豫後不

第1表 健者二於ケル全血水分量

症例 姓 判 年齢1倒 雰麟
1 大 ○ ○ 27 舎 79.75

2 矢 動 ○ 27 含 79.98

3 ○ 田 19 ♂ 80.81

4 内 ○ 20 ♂ 78.80

5 ○ 野 19 舎 79.93

6 草 ○ 19 ♀ 80.91

7 ○ 川 18 ♀ 79.51

8 ○ 村 18 ♀ 81.08

9 内 ○ 18 ♀ 80.40

10 ○ 良 17 ♀ 82.01

11 ○ 野 19 ♀-81.77

卒 均 値18哺
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第2表 肺結核重症例二於ケル全血水分量

釧 姓名1倒 年齢険査日離 難 舞闇 醐 礫 蕪 鰍 酬 記入事項

1 大 江 ♂ 26

201XI 8140 63 452 78 37。

経過 概 ネ不 墾241H 83.13 42 36。8,

131皿 80.72 33 36.71

2 永 野 ♂ 29
231皿 82.06 95 580 10 37.3!

経 過 良 好
18/皿 83.12 36。9,

3 脇 野 ♂ 22
231皿 85.61 71 328 69 3704! 経過不良足背二浮腫

アリ
181皿 90.99 38。

4 中 川 ♂ 55 241皿 86.28 67 466 94 39。
■

経 過 不 良
131皿 85.03 38。

5 熊 谷 ♂ 32
241皿 84.94 76 306

●54
37.5!
経 過 不 良

13佃 84.21 370

6 立 石 ♂ 57 111X皿 82.11 68 451 77 36。8ノ 11∬ 死 亡

7 玖 須 ♂ 20 181X∬ 83.54 77 441 54 39。 26/∬ 死 亡

8 中 野 ♂ 50 18/X皿 82.35 86 486 39 36.5! 経過不攣事故退院

9 岩 城 舎 25 18/X皿 90.47 76 355 77 39.5! 13/2死 亡

10 當 房 ♂ 27 20/XI 84.40 70 375 84 37.51 事故 退 院 不 愛

11 城 戸 ♀ 19 21!XE 81.35 76 355 77 37.11

●

1011死 亡

12 倉 住 ♀ 18 211X江 82.48 65 324 29 36'9! 2/1死 亡

13 藤 野 ♀ 23 201XI 82.44 55 355 65 37.1! 経 過 概 ネ不 愛

14 堤 芋 36
23/皿 81.13 81 536 71 36。4ノ

経 過 不 攣
18!皿 80.84 36.31

亭 均 値18脳

第3表 肺結核輕症例二於ケル全血水分量

症例 姓 名1性1聯 融 日陰麟分1鵠闇 翻 騰 難鰍 細 記入事項
1 光 安 ♂ 23 101X皿 79.11 96 400 7 36。9ノ 経 過 不 攣

2 内 田 ♂ 19 111×11 80.81 73 516 21 36。4ノ 輕 過 不 攣

3 墳 本 ♂ 23 3/皿 80.51 100 495 14 36.51 経 過 不 墾

4 吉 田 ♂ 21 17/X皿 86.47 80 432 68 36つ71 滲出型肋膜炎併螢

5 菅 野 ♂ 43 221皿 40.42 95 741 8 36.3! 経 過 良 好

6 内 田一 一
植田(一)

♂ 20 2/皿 78.80 82 532 16 36.51 経 過 良

7 早 28 181XI 79.07 90 562 16 36。8ノ 経 過 不 愛

8

}一
吉 田 ♀ 18 81X皿 81.62 80 480 35 36.5! 経 過 良

9 井 手 ♀ 19 22/∬ 81.06 91 501 19 36。5ノ 経 過 良

10 中 島 ♀ 27 17/X皿 81.74 84 502 17 36.9! 輕 過 良

11 林 ♀ 21 111X皿 82.10 59 398 81 36.8! 経 過 良 好 ナラズ

12 植 田(光 、 ♀ 29 181∬ 80.38 80 361 14 36。6, 経 過 良

13 池 田
一皐 19 81X∬ 85.77 72 498 70 滲出型経過不良

亭 均 値18・ ・3711 1
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第4表 人工氣胸施行ニヨル肺結核患者ノ全血水分量ノ愛化

捌 姓 名 倒 年 検査E隆 『舞蕪 驕 量
赤血球
薮(萬) 醗 蕪 鯉 橿 温1記 入 事 項

1

『

2

吉 田 含 21

171X皿 86.47 80 432 69 36.51

脛過良好ナ リジモ
3月 二入 リ滲出性

肋膜炎 ヲ併蛮ス

141E 81.20 36。7,

15/皿 700 80.79 102 蜘 31 36。8,

22/皿 700 80.54 13 36。5ノ

9畑 81.85 38.2!

林
●
皐 21

181皿
」

82.10 59 398 81 36。9ノ

経 過 概 ネ 不 憂
191皿 400 81.91 76 83 36.4!

28/E 400 82.13 70 412 80 36.7!

191皿 400 82.05 72 82 36.71

3 光 安 舎 23

9/X皿 ・79
.80 36.81

1月 ヨ リ滲出性肋

膜炎ノ併獲
101X江 450 79.11 96 400 7 37。

281∬ 79.94 98 450 30 36。6ノ

4 菅 野 ♂ 43

201皿 80.15 95 741 8 36.7!

経 過 良211皿 500 80.42 36.6!

9/皿 500 81.21 92 9 36.51

5 池 田 ♀ 19

81X∬ 85.77 72 498 70 36.6!

滲出性肋膜炎併登
経過不良

131皿 82.10 37.61

141皿 400 82.03 50 38。

良 ラ村 度 セ シメ、輕症 ナル モノニ於 テモ檜量 ス

ル時 ノ・経過 不良乃至病竈 ノ活動 性 ヲ指示 スルモ

ノ ・如 シ。 コノ・木村 ノ云 ヘル全血 比重 ノ観貼 ヨ

リ論 ゼル豫後判定 ト略 亙一一致 ス ト云 ヒ得 ベ シ。

而 シテ水血症 ノ出現 ノ・高度 ノ貧 血乃 至悪液質 ニ

ノ ミ蹄 セ シメ得 ズAdler,立 花 ノ肺結核患 者 二

於 テ検 セル如 ク、 「アル ブ ミン」減少、「グロブ リ

ン」檜 加ガ蓋 シ水血症 ノー因 タ リ得 ベ ク、又肺

結核患 者 二於 テ往 々Wasserhanshaltノ 障 碍 ア

ル テ思 ヘ バ斯 カル全 血 水分 量 ノ攣 化 モ敢 テ異 ト

スルニ足 ラザルベ シ。

52.「 ツ ペル ク リン」ノ「ヴィタ 三ン」C

代 謝二及ボス影響 二就 テ

羅 詣塔(阪大竹尾結核研究部)

余等 ノ・昨年本學會 二 於 テ 最近Seibert氏 等 二

依 リ主 トシテ皮 膚反慮物質 ノ「ツベ ル クロ・プロ

テ イン」ヲ 化學的純梓 二 抽 出 セル「ツベル ク リ

ン」P.P.D.テ 用 ヒ實験的海猿 臓器 「ヴィタ ミン」

C量 ノ減 少 スル テ報 告 セ リ。

今同 ノ、更 二傳研 製薔 「ツベ ル クリン」、 ロ ング氏

合成培 地 デ當研究所保存 ノ上池菌 種 テ用 ヒテ製

セル無蛋 白「ツベル ク リン」二依 ル實験 的海狽各

臓 器「ヴィタ ミン」C量 ノ攣 化拉 二 「ツベル ク リ

ン」P.P.D.ニ ヨルC量 ノ攣 化 テ追試 シ、更 二實

験 的結核 海猿 ノ臓 器C量 ノ各種 「ッベ ル クリン」

」一ヨル攣化 テ實験 セ リ。 實験 材料 ハ何 レモ600

瓦 内外 ノ健康雄海狸 テ用 ヒ之 テ健常群 、注射群

ノ2群 二分 チ注射前何 レモ2週 間 ラ以 テー定食

即豆腐粕80瓦 、水茶20瓦 テ以 テ連 日飼 育 シ、

注射完 了後24時 間 テ経 テ 注射、封 照雨者 テ同

一 日中 二解 剖 シ
、各臓器 テ取 出 シ「インドフェノ

ール」法 テ以 テ測 定 セ リ。

先 ヅ菖「ツベル ク リン」注射 ニ ア リテハ5倍 溶液

0.1耗(0.02瓦)テ 連 日10日 間 注射 セルモ ノニ

於 テ脾臓、.磯髄、腎臓、睾 丸、殊 二副腎 二於 テ

著明 二C量 ノ減少 セル テ認 メタ リ。但 シ肺臓a

於 テノ・一定 セル成績 テ得 ザ リキ、

次 二薔 「ツ・ぐルク リン」注射 ニ ヨル量的關係 テ見

ン ト欲 シ最初 ノ注 射量 ノ10倍 量即5倍 溶液1

彪 及 ピ倍量稀繹 ノ10倍 溶液0.1雇 テ 同様 方法

二依 リテ下腹部腹脇 内二注射 シ其 ノ濃厚、 稀繹
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雨 液 ノ濃度 二依 ル影響 ラ検索 セル ニ其 ノ雨者 ノ

直接量的關係 ノ・殆 ン ド見 ラ レザ リキ。

次 二余 ノ製 セル ロング氏培地無蛋 白 「ツベル ク

リン」二依 ル髪化 テ見 ン ト欲 シ、先 ヅ無蛋 自「ツ

ベル ク リン」ト傳研製 菖「ツベ ル クリン
」ノ皮膚

反慮力 ノ比較 ニ ヨリテ濃度 テ定 メタル ニ、前者

ノ3倍 溶液0・1薩 ガ菖 「ツベル クリン」5倍 溶液

0.1雇 二相 當 スル テ検 知 セル テ以 テ、何 レモ無

蛋 白 「ツベ ル クリン」ノ・3倍 溶液0.1彪(0.023

瓦)テ 連 日10日 間 注射 セルニ 前 同 ノ菖 「ツA・iル

ク リン」テ用 ヒタル時 ヨ リ更 二 鮮明 一、殊 二副

腎 ニア リテノ・著明 二C量 ノ減少 テ來 シ、他 ノ臓

器 ニア リテモ脾臓 ハ睾丸等 二於 テC量 ノ減 ズル

テ観 タ リ。

更 二「ツベル ク リン」P.P.D.一 ア リテノ、先 ヅ傳

研製菖 「ツベ ル クリン」トノ皮膚反 庶力 テ検 セル

ニ其成績 ノ・Long ,Aronzon等 二依 リテ定 メラ

レタル米國標準 「ッベ ル クリン」稀繹濃度 ノ最高

稀繹 濃度帥P.P.D.0.05mgガ 菖 「ツベル クリ

ン」0・02瓦 即5倍 溶液0 .1雇 二相當 スルテ検知

シ、 コノ濃度帥0.05mgテ 以 テ10日 間 連 日注

射 セ シメタル ニ、 各臓 器C量 ノ・前同 ヨリモ更 二

鮮 明 二減少 セル テ観 タ リ。

最後 二結核感染 海狼 二於 テノ・何 レモ、其動 物 ノ

致死量以 内 テ用 ヒタル ニ、 各種 「ツベル ク リン」

テ通 ジ、各臓器共 「ヴィタ ミン」C量 ノ・著攣 ナキ

テ観、 コハ結核感染 ニ ヨ リスデニ菌盟 二依 ル 自

家 「ツA""ル ク リン」二依 リテ臓器組織 ノC固 定能

力 ハ減弱 シ、 且襲 二「ツベル ク リン」ノ量的 關係

ニ ヨリ直接影響 ナキ事實 ヨリ シテ コノ・スデニ外

部 ヨリ多量 ノ「ツベル ク リン」テ注 入スルモ其 ノ

臓 器ハ「ヴ1タiン 」C量 ノ攣化 テ 來 サザルモ ノ

ト推察 サル。

結論 トシテ襲 二山上等 ガ登表 セル如 ク實験 的結

核海狽 二於 テ臓 器「ヴィタ ミン」C量 ノ減少 セル

ハ 「ツベル ク リン」中 ノ主 トシテ皮膚反庶物質 タ

ル「ツベ ルクロ・プロテイン」ナ リ ト結論 シ得 ベ

シ0

53.諸 種疾患特 二呼吸器疾患二於 ケル

「ラク トゼリプィカシヨ♪」二就 テ、

虹二血液粘稠度、赤血球沈降速度 ド

ワ關係

翻 馨塗(京大鰯 内科)

肺 結核患者血清 ノ「ラク トゼ リフィカ シヨン」ガ

著 シク短縮 セラル ・事實 二就 テノ・、甑 二我 ガ教

室鶴 崎博 士 ニ ヨリ登 表 セ ラレタル所 ナ リ。余等

ハ更 二呼吸器疾 患特 二肺結核 患者 テーハX線 像

ニ ヨ リテ、滲 出及 ビ」曾殖 ノ2型 二大別 シ、更 二

臨抹 上 ノ所見 ニ ヨ リ、重症、 中等症、輕症 二分

チ、赤血球沈降速度、血液及 ピ、血清粘稠度、

「ラク トゼ リフィカ シヨン」テ 測定 シ、更 二肋膜

炎患者及 ピ肺 炎患者 二 就 テモ 同檬 ノ検 査 ラ行

ヒ、次 ノ如 キ結果 テ得 タリ。

實験方法

血 清 ノ「ラク トゼ リフィカ シヨン」ノ測定 ノ・次 ノ

如 クニス。 即 チー ハ37度(囁 氏)一 ハ38度 ノ恒温

槽 中 一口径2.5糎 テ有 スル特殊 ノ試験 管 テ静 置

シ、溶血現象 ラ全 ク認 メザル血清1琵 テ入 レ、

更 二「メル ク」製乳酸0.15耗 テ 注加 シテ 充分 二

振盈 シ、直 二秒時計 テ以 テ管 内容 ノ凝 固 二要 ス

ル時 間 テ測定 ス。赤血球沈 降速度 ノ・Westergr-

een氏 法 テ用 ヒ、 血液粘 稠度測定 ニノ・Determ-

ann氏 ノ粘稠 度計 テ使 用 セ リ。術血液粘稠度測

定 二於 テ全血液 テ用 ユル場合、血液凝 固 テ防 グ

目的 ニテ豫 メ4%拘 構酸曹達液0.1c.c.ラ 滅 菌乾

燥 セル「ツベル ク リン」注射器 二取 リ、 コ レヲ以

テ肘静脈 ヨリ0.9c・qテ 探血 シ即 チ全量1.Oc.c.ト

ナ シヨク混和 シテ測定 セ リ。爾血液粘稠度測定

器 ノ水槽温 度ノ・常 二18度(囁 氏)ト ナ シ探血 ハ

絃 テ早朝室腹 時 二施行 セ リ。 、

實験成績

肺結核患者31例 中滲 出型15例 二於 テ第1表 二

示 スガ如 ク「ラク トゼ リフィカ シヨ ン」ノ値 ノ・健

康人13例 ノ李均値22分40秒 ト比較 ス レバ、

著 明 二短縮 シ、48秒 乃 至3分30秒 ノZF均 値1

分36秒 ナ リ。症例 ノ第5症 例 ノ・著 明 ナル貧血

ア リ、 タメ ニソ ノ値 ノ・遅延 シ14分25秒 ラ示 セ
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ル テ以 テ例外 トセ リ。 血液 及 ピ血清粘稠度 ハ健

康人13例 、ZF均 血液粘 稠度4.1、 血 清粘稠 度1.8

二比 シ著 明 二檜 加 シ、4.8及 ピ2.3ノ 値 テ示 セ

リ。赤血球沈 降速度 ノ・15例 トモ 促進 シ中等 償

ZF均56 .5mmナ リ。増殖型16例 二就 キ「ラク ト

ゼ リフィカ シヨ ン」テ測定 セル ニ、其値3分 乃 至

44分20秒 卒 均11分20秒 ナ リ。 即 チ健 康者 二

比 スレバ短縮 セルモ滲 出型 二比 ス レバ著 シク延

長(約5倍)セ リ。

血液及血清粘稠度 ノ・共 二、 ソノ値増加 シ4・6及

ビ2.06ナ リ.赤 血球 沈降速度 モ亦16例 トモ促

進 シ中等 償ZF均34.6mmナ リ、更 二他 ノ症例 ニ

テ臨抹所 見 ヨ リ、重症 中等症 二分 チテ検 セル32

例 中重症12例 、 中等症7例 二於 テノ・「ラク トゼ

リフィカ シヨン」甚 シク短縮 シ、輕症12例 二於

テノ、10分 以上 テ要 セ リ。

肋膜疾患 二於 テ赤血球沈降速 度 ノ促進 スルハ既

二諸家 ノ報告 セル所 ナルモ、余 等 ノ検査 セル14

例 バ勲性肋膜 炎及 ビ3例 ノ乾 性肋膜 炎 二於 テモ

亦 ソノ値促進 セル テ 見 タ リ。14例 ノ漁性肋膜

炎患者 ノ「ラク トぜ リフィカ シヨン」ハ1分15秒

乃 至10分30秒 ノ値 テ示 シ、乾性 ノモ ノニ就 テ

ノ・症 例少 キテ以 テ断 定 シ得 ザルモ、3例 トモ著

シク短縮 セ ラレタリ。省粘稠度〉・檜 加 ノ傾 向 テ

示 ス。

更 二肺炎患者 二就 キ検査 セ シニ赤 血球沈 降速度

甚 シク促進 シ、中等 償李均68.5mmニ シテ血液

及 ピ血 清粘 稠度亦上昇 シ準均値血液 一 オ ィ テ

4.69、 血 清 ニ オ ィテ2.12ノ 檜 加 テ來 タセ リ。

「ラク トゼ リフィカ シヨ ン」亦殆 ド全例 二短縮 シ

2分 乃 至10分 李 均、3分58秒 テ示 セ リ。

・ 結 論

肺結 核 ノ滲 出型 ノ・「ラク トゼ リフィヵ ショ ン」最

モ著 明 二短縮 シ、血液及 ビ血清粘 稠度ハ既述諸

疾 患中最 モ増加 セ リ。 且 ツ此型 二於 テノ・血清粘

稠 度 ノ高 キモ ノノ、常 二「ラク トゼ リフィカ シヨ

ン」短縮 シ、雨 者相卒行 スル ガ 如 シ、血液粘稠

度 トノ・必 ズ シモ相併行 スル トノ・限 ラズ。檜殖型

二於 テノ、「ラク トゼ リフィカ シヨ ン」短縮 入ルモ

滲出型 二比 スレバソノ程度弱 ク、血液及ぜ血清

粘稠度ノ・檜加 スル傾向アリ。

肋膜炎患者 二於 テノ・「ラクトゼリフィカシヨン」

著明二短縮 スルモ、粘稠度ノ・血清二於テノ・檜加

スルモ、血液 二於 テノ・梢U曾 加 ノ傾向テ見ルニ

過 ギズ、赤血球沈降速度モ亦著明二促進 セリ。

肺炎患者 二於 テモ亦血清 ノ凝固時間短縮 シ、赤

血球沈降速度著明二促進セ リ、血清粘稠度ノ・増

加 スルモ血液粘稠度ハ梢U曾 加 ノ傾向テ見ルニ

過 ギズ。

追 加

小林 公三(昊甑 潴鶏

小見 ノ諸種 ノ疾 患殊 二呼吸器疾患拉 二泌尿器疾

患 二於 テ 「ラク トゼ リフィカ シヨン」テ癒 用検査

スル ニ次 ノ如 キ結果 テ得 タ リ。

1.小 見 ノ前記疾患 ノ際、 血清 ノ 「ラク トゼ リ

フィカ シヨン」ノ・健康見 二比 シ短縮 スルテ見ル。

2・ 赤 血球沈降速度 ト本反 慮 トノ間 ニノ・、勿論

例外 ノ・存 ス レドモ雨者 ノ・互 二ZF衝 スルモ ノ ト考

ヘ フ ノレ0

3.爾 本反慮ノ・疾患ノ豫後拉 二治療二封 シ何 ラ

カノ啓示 ラ與ヘルモ ノナリト考 フ。

以上小見二於 テ小生検査 セル結論テ追加 シマス

54.「 ツベルクロヌク レヲプロテイン」及

ビ結核患者尿成分ヲ混和セル結核血

清酸濁反慮二就テ

露轡講
第13同 、第14回 日本結核病學會 二於 テ伊藤ノ・

茜「ツベル クリン」拉 ピニ結核菌「ワクチ ン」ラ加

ヘタル結核血清 ノ漏濁反磨 二就 テ、伊藤及 ピ幅

永ノ・第15同 日木結核病學會二於テ結核菌「デリ

バー ト」ヲ混 ジタル結核血清 ノ湖濁反磨i二就 テ

ソノー部成績 テ報告セリ。省今村教授、伊藤等

ノ・咋年第29同 ノ癌研究會學術集談會二於 テ癌

個禮血清二癌抗原 テ加ヘ タル場合二於 ケル本反

慮テ褒表 シ、此 ノ検索方法テ酸濁反慮 ト假構 セ

リ(癌31巻 、第3號 、昭和12牟)。
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今同ハ其後得 タル結核患者血清 一「ツ(ごルクロ

プロテイン」ラ加ヘタル 場合及 ピ結核患者尿成

分 テ結核家兎血清 二混 ジタル場合 ノ酸濁反慮成

績 二就キ報告 ス。

第1圖 健康者血清
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生理 的食盤水 テ以 テ適 當 二稀繹 セル血清 二適當

量 ノ盤酸 テ滴 下 シー方 ソノ水素 「イオ ン」濃度 テ

「ヒ ンヒ ドロ ン」法 ニ ヨリ測定 シ
、他 方 ソ ノ漏濁

度 テ「プル フ リッヒ」ノ潤濁 計 ニ ヨ リ計測 ス。斯

ル操作 テ繰返 ヘ スコ トニ ヨ リ第1囲 ノ如 キ「グ

ラフ」テ得。第1圖 二於 ケル如 ク健康者血清 二於

ケル場 合 ノ・抗 原 ラ加 ヘ タルモ ノ ト加 ヘザル封 照

二於 ケルモ ノ トノ間 二認 ムベ キ潤濁差異 ナキモ

第2囲 二見 ル如 ク、結核患者 血清 二於 テノ・特 ニ

ソノ等電鮎附近 二於 テ明 ラカナル差 異 ラ見 ル。

Zinsser氏 法 一・・-bヨリ作 レル「ツベ ル クロ プロテ

イ ン」テ抗 原 トシ肺結核患者61例 二於 ケル本反
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慮成績 ノ・酸濁差(+)6.0以 上 ラ 陽性 トセバ51

例 二陽性 ニ シテ、 ソ ノ中重症35例 中陽性28、

中等症19例 中陽性17、 輕 症7例 中陽性6一 シ

テ、 コノ使 用セル抗原量 二於 テノ・健康者23例 、

妊婦2例 、腎臓 病患者3例 二於 テ何 レモ酸濁差

5.0以 下 ナ リシモ ノナ リ。即 チ本抗原 テ加 ヘ タ

ル結核患者血清 二於 テノ・健康者及 ピ肺結核患者

以外 ノ血清 二於 テ差異 テ認 メザル程度 ノ抗原 量

ヲ加 ヘル コ トー ヨ リ等電鮎附近 二於 テ潤濁 ノ壇

大 テ認 メタ リ。

次 二Klopstock氏 二倣 ヒ、(Klin.Wochens-

chr・1933,S・249.)肺 結 核患者尿 中 ヨ リ探取 セ

ル「アル コー ル」可溶性成分 ラ結 核家 兎血清(牛

型結核菌1延 耳静脈 内注射後3-5週)二 混 ジタ

ル場合 ノ本反慮成績 ノ・、比較的重症患者尿成分

12例 中10例 二於 テノ・健康家兎血 清 トノ混和 二

於 テノ・差異 ナキ抗原量 二於 テ認 ムベ キ溜濁度 ノ

檜加 アル ヲ見 タ リ。 帥 チ結核患者尿 中 ニノ・結核

家兎血清 ト反慮 スル「アル コール」可溶性成分 ア

ルモ ノナ ラ ン ト思 惟 シ、實験 テ績行 中 ナ リ。

55.肺 結 核患者 ノ尿炭素商 二就 テ

宮原 隆三(京都府立署科大學淺山内科)

肺結核患者 ノ新陳代謝 二就 テノ・從來多数先進家

一ヨリテ種々ナル方面 ヨリ追究 セラレタリト錐
ロ

其 代謝 異常 ハ疾病 ノ時期病 型或 ハ其生活状態 ニ

ヨ リテー 定ナ ラザ ルニ拘 ラズ之 二關 シテ未 ダ閲

明 セラ レザル所 紗 シ トセズ。弦 二於 テ余 ノ・該患

者 二於 ケル罷 内酸化機 轄 ノ状態 二關 シ尿炭 素商

ノ方面 ヨ リ探究 セ ン ト欲 シ先 ヅ肺結核拉 二肋腹

膜 炎患者 二就 テ之 テ検 シテー一定 ノ成績 テ得 タル

テ以 テ其 大要 テ報 告セ ントス。

實験 方法

被検 材料 トシテ ノ尿 ハ之 テ 冷噌所 二 集 メ24時

間 中二排泄 セ ラレタル モ ノニ 就 キ テ之 テ擁 搾

シ、 其一部 テ探 リ實験 二供 セ リ。 帥硬質 濾紙 ヲ

以 テ濾過 シ、更 二蛋 白 テ含有 セルモ ノノ・フ,リ

ンウー氏法 二則 リ之 テ除 去 シC拉 二Nラ 測 定 セ

リ。 術Cノ 測定 ニハ オ7・力氏法 ラNノ 定 量 ニハ
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キ ェールダール氏法 テ磨 用 セ リ。

.實 験成績

1.健 康成人 ノ尿炭素商 二就 テ

先 ヅ封 照實験 トシテ混合食 テ擁取 セル健 康成人

6例 二就 テ検 シタル ニ尿 量ハ970-1680c・c・ 比重

ハ1010-1028C量 ハ461.0-」703.Omg%N量 ノ、

638.6-817.Omg%ニ シ テ 尿炭素商(C/N)ノ ・

0.755-0.867李 均0.814ナ リ。

扱 テホ イ ト及 ル ブネル雨氏 ノ・尿炭 素商 ガ個 性及

食餌 ノ組成 ニ ョリテ移動 ヲ來 スコ トテ述 べ、 圭

トシテ含水炭素 テ以 テ飼養 セル動物 ニァ リテノ・

尿 ノC/Nノ ・一般 二 高 ク、混合飼料及多量 ノ蛋

白 テ含 有 セル飼料 テ以 テ飼養 セ シモノニア リテ

ノ・反之低 トセ リ。ス健康成人 ノ尿炭 素商 二蹴 テ

ノ先進 諸家 ノ成績 テ見ル ニ、井 上氏ノ・一定 ノ混

合 食 ノモ トニ 検 シタル ニ 李均0.6975、 舟 久保

氏 ノ・準均0.713、 細 田氏 ノ・0.67-0.72、 三輪

氏 ノ・0.7-O.8、 マ グヌ スアル ス レーベ ン及空

イ ト氏等ノ・混合食 テ與 ヘ タル モ ノニ 就 テ李均

0.85ヲ 認 メ又久保 氏 ニ ヨレバ0.60乃 至0.95ニ

シテ1.0ヨ リ大 ナルモ ノノ・病的 ト設 キ タ リ。今

余 ノ實験 成績 テ上述 セ シ所 ト比較 スル ニ略 ≧是

等 トー致 シ、稀 二梢 支高 キ償 テ示 スモ ノニ遭遇

セ リ。

2.肺 結核肋膜 炎拉 二肋腹膜 炎患者 ノ尿炭 素商

二就 テ

肺 結核患者40例 及 肋膜炎拉 二 之 二 腹膜 炎 ヲ合

併 セル患者14例 二就 テ 各数同 二 亙 リ総 敷133

回 ノ検 査 ラ行 ヒタルニ第1表 ノ如 キ成 績 ラ得 タ

リ。

其1肺 結核 患者 ノ尿炭 素商 二就 テ

肺結核 患者40例 ノ尿炭素商 ノ・0.736-1.4282、

平 均1.032ニ シテ其贋甚 グ高 ク、32例 二於 テ上

昇 ラ認 メタ リ。而 シテ之 ラ疾病 ノ輕重 二分 チテ

観察 シ、 爾尿 ノC/Nト 赤 沈反慮拉 二 螢熱 トノ

關係 テ検 スルニ次 ノ如 シ。

(1)疾 病 ノ輕重 ト尿炭素商 二就 テ(第2表)

輕 症 ニ シテ檜殖型=属 セル肺結核 患者9例 ニ ア

リテノ・尿炭素商0.736--0.917、zF均0.824ニ シ

テ7例 ハ健康 慣 テ示 シ他 ノ2例 ノ内1例 ノ最大

健康 償 テ他 ハ増大 テ示 セ リ。重症 ナル滲 出型肺

結 核 二屡 セル18例 ニ ア リテノ・尿炭 素商ノ・0.905

-1 .482、李 均1.177ニ シテ凡 テ増 大 シ多撒 即12

例 ニ ア リテノ、1.0テ 越 エ タ リ。

次 二中等症 ニ シテ 混合型 二属 セル モ ノ13例=

ア リテノ・尿炭 素商 ノ・0.841-1.146、zF均0.981

ニ シテ僅 カニ1例 ノミ正常贋 テ示 シ其他 ハ増大

シ1.0テ 越 ユルモ ノ3例 ナ リキ。然 レドモ重症

例 二比 スレバ其度梢 ヒ輕 シ。

(2)赤 沈 反慮 ト尿炭 素商 トノ關係 二就 テ(第2

表)

赤 沈反慮 ノ中間値 ハ25mm以 下 ノモ ノ8例(第

1群)26-55mmノ モ ノ14例(第2群)56mm

以 上 ノモ ノ18例(第3群)ナ リ。 而 シテ尿 炭素

商 二就 テノ・第1群 ノ過 牛敷 ハ健康 債 テ示 シ3例

ノ・梢 支増大 セ リ。第2群 ハ4例 二於 テ1・0テ 越

工他 ノ10例 ニ アリテノ・最大健康 償或 ノ・増大 テ

示 セ リ.次 二第3群 ニア リテノ・1.0テ 越 工甚 ダ

シク高 キ債 ラ示 スモ ノ11例 ニ シテ其他 ノ7例

二於 テモ亦 健康償 二比 シテ檜大 セルモ ノ多 シ。

斯 ノ如 ク肺結核患者 ノ尿炭 素商ノ・一般 二疾病 ノ

輕重拉 二赤沈反慮 ト消長 テ共 ニスルモ ノ多 ク重

症 ニ シテ赤沈反慮 ノ著 シク速 進 セル モ ノニァ リ

テノ・一般 二尿 炭素商 ノ甚 ダ シク増大 スル揚合 多

キテ謹 明 セ リ。

(3)登 熱 ト尿炭素商 トノ關係 二就 テ(第4表)

禮 温37度 以 下 ヲ示 セル肺結核患者28例 ノ尿炭

素商 ノ・0.717-1.306卒 均0.908ニ シテ正 常慣

テ示 スモ ノ11例 、増大 又ハ其傾 向 ラ有 スルモ

ノ17例 ニ シテ其4例 ・=・於 テノ、1.0ヲ 越 エ タ リ。

登熱37.1乃 至38度 テ 示 セル47例 ノ尿 炭素商

ノ・0.768--1.454、 李 均1.01… シテ6例 バ 正

常 償又ハ最 高健康憤 テ示 シ其他 ノ・何 レモ壇大 シ

牛数 即22例 ノ、1.0テ 越 エタ リ。

登i熱38.1度 以 上 一 達 セル23例 ノ尿炭 素商 ノ・

0.870-1.485、 李 均1.147ニ シテ 何 レモ 増大

シ是等 ノ14例 ノ・1.0テ 越 エテ著 シク上昇 セ リ。

自ロ肺結核患者 ノ尿炭 素商ノ・有熱時 ニ ァ リテハ登
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熱 ノ高低 二關 セズー般 二著 シク上昇 シ、解熱 時

ニ アリテモ牛数 以上ノ・上昇或 ノ・其傾 向 ラ示 セ

リ。

其二 肋膜 炎拉 二慢性肋腹膜 炎患者 ノ尿炭素商

二就 テ(第5表)

肋膜 炎患者9例 ノ尿炭素商 ノ・0.802-1.557卒

均1.061ニ シテ第1、 第3及 第4例 テ 除 キテノ・

何 レモ登熱37乃 至39度 或 ノ・39度 ノ 間 テ 上下

シ滲 出液 ノ・尚瀦溜 シ炎衝 性機韓 ガ旺盛 ナルモ ノ

ニ シテ尿炭 素商 ノ・何vモ 増大 シ1 .0乃 至1.50

以 上 二達 セ リ.而 シテ前記3例 ノ・就 二解熱 輕快

セルモ ノー シテ其炭 素商 ハ何 レモ正 常償 テ示 セ

リ。次 二5例 ノ慢性肋膜 炎 二腹膜 炎 テ併畿 セル

患者 ニ アリテノ・尿炭 素商 ノ・0.945-1.910李 均

1.266一 シテ何 レモ 甚 ダ 大 ニ シテ第12例 ニア

リテノ・死 亡前 々 日 ノ償1.960ノ 高 キニ及xcリ 。

即肋膜 炎拉 二慢性肋腹膜 炎患者 二於 テノ・尿 炭素

商 ノ・何 レモ増大 セ リ ト錐肋膜 炎 ニア リテノ・滲 出

液 ガ漸次吸牧 セラル ・時期 二至 レバ再 ビ正常慣

二復 セリ。

以 上縷 述 セシ所 ラ綜括 スルニ肺結核患者 ノ尿炭

素商ノ・0.736-1.478、zF均1.032一 シテー一般 二

檜大 スレ ド疾病 ノ輕 重 一 ヨリ其程度 テ異 ニシ輕

症又 ノ・檜 殖型 二属 セルモ ノニ ア リテノ・稽 支増大

ノ傾 向 テ示 スニ過 ギザ レ ドモ滲 出型 二屡 セル重

症例 ニァ リテノ・其 償甚 ダ大 ナ リ。

又尿炭 素商 ト赤沈 反慮拉 二登熱 トノ間 ニノ・必 ズ

シモ拉行 的關係 ノ存在 スル ニ非 ザ レ ドモ尿 炭素

商 ノ大 ナル モ ノノ・一般 二有熱 患者 ニ シテ赤沈反

慮 モ亦速進 セル モ ノ多 シ。而 シテ肋膜 炎拉 二慢

性肋腹膜 炎患者 ノ尿炭 素商 ノ・一般 二高 ク肋膜炎

患者 ニア リテノ・滲 出液 ガ漸次 吸牧 セ ラル ・時期

二至 レバ尿炭素商 ノ・再 ピ正 常償 二復 ス。

以上 ノ成績 ヨリ肺結核 患者及肋膜 炎拉 二慢性肋

腹膜 炎患者 一ア リテノ・一般 二禮 内酸化機能 ノ不

完全 ナル事實 テ認 メ得 ベ シ。

追 加

王子 喜 一(阪 大布施内科)

家 兎 テ用 ヒ肺臓乳剤 及肺臓製剤注 射拉 二人工氣

胸、繊隔膜静経捻除等 テ行 ヒ肺臓機能 ヲ充進 セ

シムル場合 ノ・尿C:N,Vakat-0二N及 血 浦沃度

酸値 ノ低減 テ見、肺臓 機能 テ障碍 セシムル場合

ノ・尿C:N値Vakat-0:N及 血 清沃度酸値 ノ上

昇7・ルテ認 メ、是 テ第9同 日本生 化學 曾二登 表

セ リ。

其後機 會 アル毎 二肺結核 患者 ノ尿C:N,Vakat-

0;N等 テ検索 セル ニ、重 症 ニ シテ 結核性浸潤

肺 ノ三葉 以上 二及 ビ、 高熱(38℃-390C)ア リ且

赤 血球沈 降速 度1時 間値100以 上 ノモ ノノ・尿

C:N値 及Vakat-0:N値 ノ・著 明 二上昇 シテ正 常

値 ノ2倍 以 上 トナ リタ リ。 中等症 乃至輕症 二於

テノ・大禮 上昇 スル傾 向多 キモ正常範 園 内 ノモ ノ

モ ア リタ リ。

56.病 的 饅液 ノ沃度酸値 二就 テ

駄 一郎(京都府立躊大淺 山 内 科)

演者 ノ・、 各種病 的膿腔瀦溜 液 ノ「コアグラチオ

ンスバ ンド」二就 キテ検索 シ、其 ノ成績 ノ・昨年

ノ本會 ニ オィテ報告 セリ.

今 同ノ・更 二進 ミテ、蛋 白質代謝方面 ヨ リ追究 セ

ン トシ各種病的艦腔瀦溜液 ノ沃度酸値及蛋 白量

ラ検 シ、之 ヲ該 患者 血清 ノ成績 ト比較 シ、筒 之

ト「コアグラチオ ンスバ ン ド」ノi墜化 トノ關係 テ

観察 シ、依 ツテ得 タル 結果 二 就 キテ 述 ベ ン ト

スo

實験方法及實験 材料

病 的禮腔液 ノ沃度酸値 ノ測定 ノ・西垣 氏血 中沃 度

酸値測定法 二準 ジテ行 ヘ リ。

蛋 白量測定 ニノ・Eintanchrefraktometervon

Puefrichテ 用 ヒ、「コアグラチ オ ンスバ ンド」ノ、

Weltmann氏 法 ニヨ リテ検 セ リ。

實験 ハ、吾 ガ淺 山内科 入院 患者 二就 キテ行 ヒ、

検 索材料 トシテノ、膿腔液及 血液 ノ・早朝室腹時

二探取 セ リ。

實験成績

12例 ノ肋膜 炎患・者及 ピ2例 ノ腹膜 炎患者 二就

キテ、其 ノ滲 出期及 ピ吸牧期 二於 テ検 セル結果

ノ、次 ノ如 シ。疾 患 ノ初 期 ニ シテ、滲 出機鱒 ノ旺
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盛 ナル時期 ニ オ イテ検 シ得 タル4例 二就 キ テ観

ルニ、血 中沃 度酸値 ノ・0.111-0.130。 卒 均0.121

ニ シテ、滲 出液 ノ夫 ノ・0.124-0.190 。卒 均0.167

ナ リ。 從 ツテ滲 出液 ノ沃度酸値 ノ・血液 ノ夫 二比

シテ遙 カニ高位 テ占 メタ リ。而 シテ滲出期 ヨリ

漸次 吸牧期 二移行 スル ニ從 ツテ血 中沃度酸値 ハ

増加 シ滲 出液 ノ夫 ノ・減 少 ス。・從 ツテ同一患者 二

就 キテ雨者 ノ償 ラ比較 ス レバ、滲 出期 ニオ ィテ

ノ・血液 ノ償 二比 シテ、滲 出液 ノ償高 ク吸牧期 二

於 テノ・之 ト反封 ノ結果 テ認 メタ リ。即 チ沃度酸

値 ノ検 索 ノ・病的機轄 テ窺 フー意義 アル コ トテ認

メ タリ。

次 二血清 ノ蛋 白量 ノ・、滲 出期 ヨ リ吸牧 期 二移行

スルニ及 ビ増加 シ、其後漸次減 少 スル場合多 シ

ト錐 モ、 滲出液 二於 テノ・滲 出期 ヨ リ吸牧期 二移

行 スル ト共 二常 二増加 ノ傾 向 テ認 メ タリ。

瀦溜期或 ノ・吸牧期 ヨ リ観察 セ シ例 ニ アリテノ、、

血 中沃度 酸値 ハ最初 正常値 二比 シテ遙 カニ高値

テ示 シ漸次減 少 シ、滲 出液 ノ夫 モ亦前者 ト浦長

テ共 ニセ リ.

血 清蛋 白量ノ・、吸牧期 二高値 テ示 シ、其 ノ後期

ニハ梢 ≧減 少 ス
。滲 出液 ノ夫ノ・徐 々二増加 セ%

而 シテ血清及 ビ滲 出液 ノ蛋 白量 ト沃度 酸値 トノ

間 ニノ・一定 ノ關係 テ見出 シ難 シ。

次 二是等 ノ成績 ト「コ アグ ラチオ ンスバ ンド」ト

ノ關係 テ述 くごンニ次 ノ如 シ。

滲 出期 ヨリ観察 シ得 タル4例 ニア リテハ、滲 出

液 ノ沃度 酸値 ガ低下 シ、 血 中 ノ夫 ガ増加 セル時

即 チ吸牧 期 二移行 セル時期 二於 テノ・、滲 出液 ノ

「コアグラチオ ンスバ ン ド」ハ延長 シ
、血 清 ノ夫

ニノ、憂化 ナカ リキ。其 ノ他 ノ例 ニオイテ モ、滲

出液拉 二血 清 ノ「コアグ ラチ オンスバ ンド」ノ延

長 ラ來 セル時 ハ、 吸牧 期 ノ後期即滲 出液 及血 中

沃度酸値 ノ相封 的減 少 テ來 タス時期 トー致 スル

コ ト多 キ事實 テ謹 明 セ リ。

而 シテ是等 ノ事實 ノ・、 臨林 上 ノ所 見 ノ動 向 トー

致 スルガ故 二此 ノ鮎 二 臨休 的意 義 テ認 メ 得 ベ

シo

如上、滲出性肋膜炎患者ニアリテハ、蛋白質代

謝 ノ攣 化 テ來 タスモ ノニ シテ、 臨休的症歌 ノ攣

化 トー定 ノ關聯 ノ存 スル コ トヲ認 メタ リ。

次 イデ肝 硬攣症 ノ4例 、 「ネ フロー ゼ」ノ2例 、

心臓辮 膜症 ノ2例 、卵集腫瘍 ノ1例 二就 キテ検

シタル成糸責ノ、…欠ノ如 シ。

4例 ノ肝硬攣症1内1例 子除 キ)及 ビ2例 ノ「ネ

フロー ゼ」ノ患者 ノ 瓶1}及 腹 水 ノ沃 度酸値 ノ・著

シク高値 テ示 シ、而 シテ血液 ノ償 ヨリモ滲漏液

ノ償租 胤高 シ。

2例 ノ心臓 雛膜症患者 ノ滲漏液 ノ沃度酸値 ノ・、

反 之甚 ダ シク低位 ニ ア リテ、該 患者血 中 ノ夫 ノ・

正 常 贋ナ リキ。而 シラ、滲漏液 ノ蛋 白含有 量ノ・

少 キニ拘 ラズ、沃度酸値 ハ蛋 白量 多 キ滲 出液 二

比 シテ高 キ ラ以 テ、病 的膿 腔液 ノ沃度酸値 トソ

ノ蛋 白量 トノ間 ニノ・、 一定 ノ相互關係 ナ ク病 的

膿 腔液 テ随俘 セル疾患 ニ ヨル蛋白代謝 ノ歌態 二

基 ク慶 化 ナル コ トヲ認 メ得ベ シ。 而 シテ、沃度

酸値 ノ測 定 ニ ヨ リテ、滲 出液 ト滲漏液 トノ鑑別

二資 スル コ ト困難 ナ リ トi碓モ、疾 患 ノ鑑別診断

二封 シテノ・有力 ナル 補助 法 トナ スコ トラ得 ベ

シ 。

「コ アグ ラチオ ンスバ ン ド」モ亦疾患 ニヨ リテ異

ナル。 即 チ 肝硬攣症 ノ滲漏 液 ニ アリテハ 延長

シ、 「ネ フロー ゼ」ノ夫 ニ ア リテノ、短縮 セ リ。

綜 括

以 上 ノ實験 成績 ニ ヨリデ、病的龍腔液 テ随件 ス

ル疾患 ニオ イテハ、蛋 白質代謝異常 テ認 メ,而

モ、疾患 ノ種 類拉 ニ ソノ時期 ニ ヨ リテ、各 々特

有 ナル攣 化 テ招來 スル 場合 多 ク「コァグラチ オ

ンスバ ンド」ノ移動 ト併 セ検 ス レバ、臨休的意

義 アル コ トテ謹 明 セ リ。

今是等 ノ結果 テ約言 ス レバ次 ノ如 シ。

1.滲 出性肋膜 炎患 者滲 出液 ノ沃度酸値ノ・該患

者 血中 ノ夫 二比 シテ高 キ償 テ示 スつ ト多 シ。而

シテ、滲 出機轄 ノ旺 盛 ナル時期 ニオ イテハ、血

中沃度酸値 ハ減 少 シ、 吸牧期 二移行 スル ト共 二

増 加 ノ傾 向 テ示 シ其後 再 ビ減少 セ リ。滲 出液 ノ

夫 ハ滲 出期 二高 キ慣 テ示 シ、吸牧期 二減 少 セ リ。

.血 清 ノ蛋 白=li!:ハ、 滲 出期 ヨ リ吸敗期 へ移行
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スル ト共 二僅 カニ檜 加 シ、其後徐 々二減少 スル

コ ト多 ク、滲 出液 ノ夫ノ・漸次檜 加 セ リ。

3.滲 出液 ノ「コアグラチオ ンスバ ンド」ハ吸牧

機轄 ノ現 ハル ・時期 二於 テ漸次延長 シ、之 トソ

1沃 度 酸値 ノ減 少拉 二蛋 白量 ノ壇加 トハ略 胤一

致 シテ褒現 セ リ^'

4.肝 硬攣 症及 「ネフロー ぜ」患者 二随 件 セ シ滲

漏 液 ノ沃度酸値 ハ著 シク高値 斗示 シタルニ心臓

塀膜症患 者 ノ夫 ノ・反之低位 ニ ア リ.

5・ 病的膿膣液 ノ沃度酸値 ト其 ノ蛋白量 トノ間

一バー定 ノ相互 的關係 テ認 メ難 久 之 ラ随件 セ

ル疾患 ニヨ リテ特 有 ナル債 テ示 ス場合 多 シ。

特別講演(57-62)

57.滲 出性肋膜炎 ノ治療

叛塚 直彦(京 署大敏授)

滲 出性肋膜 炎 ニハイロ イロノ種類 ガ ア リ、滲出

液 モ亦 一檬 デハナ ィガ、弦 デハ尤 モ屡 ≧遭遇 ス

ル結 核性肋膜 炎 デ、 シカモー番頻度 ノ多イ非封

鎖 性 ノ漿液性 肋膜 炎 二就 テ述 ベ ル。

無論治療 法 ハ、結核 ノ如何 ナル時期 二覆 窒セル

カニ ヨツテ必 ズ シモー様 ニノ・ユヵナ イ。又症例

ニ ヨツテキメネバナ ラナ ィガ、從來 入院加療 セ

ル患者 二就 キ、滲 出液、禮温、咳漱、胸痛、 食

慾、睡眠、利尿、肩凝、 「ラ.セ ル」、摩擦音、

赤血球 沈降速度、 「ラク トゼ リヒヵ シヨン」其他

テ目標 トシ、温漁布、穿刺、穿刺液注射、 入工

氣 胸、 「サ リチル」酸剤 、他 ノ下熱 剤、利尿剤、

強心剤、 濃厚 葡萄糖液注射、 沃 度剤、 「ビタ ミ

ン」剤、其他 ノ影響 テ比較 シ、大膿次 ノ様 ナ結

果 テ得 テ ヲル。

1.温 漁布 ノ、患者 ヲ シテ安静 テ守 ラシムルニ必

要 デアリ、且 ツ若干病機 二好影響 テ及 ボ ス様 デ

アル。然 シ患者 ガコ レニ ヨツテ アマ リニ苦痛 テ

訴 フルナ ラバー 不眠、呼吸困難等一 強 ヒテヤル

必要 ガナイ。 ・

2.穿 刺 ニノ、從來種 々議論 ガ アル。 オ ソラ ク今

度 モー番 問題 トナル事 ト思 バ レル。

大膣 ニオ ィテ、滲 出液非常 二多量 デ、著 シキ呼

吸 困難 ラ訴へ、著 シキ脈搏檜 加、其他不快 ナル

症状 アル ーア ラザ レバ大 量 ノ穿 刺ノ・ヤ ラヌ方 ガ

ヨィ。特 二高熱持緬 シテテル場合 ニノ・注意 セネ

バナ ラヌ。厘蓉i穿 刺後 直 チー再 ピ滲出液 ノ貯 溜

テ來 タ シ、又病機 二悪影響 ラ及 ボス事 が アル穿

刺ノ・出來 ルダケ下熱 マデ待 ツ方 ガ ヨイ。 マタ翫

二著 明 ナ肺 結核症状 ノアル場合 ニノ・、大 量 ノ穿

刺 ハヤ ラヌ方 ガ ヨイ。液 アマ リ多量 ナラズ、 下

熱 後2、3週 間後 モ尚呼吸 ノ傾 向 ガナ久 液 ノ高

サガ不愛 デアルナ ラバ穿 刺 セネバ ナ ラヌ。 症駄

テ顧 ミズ ニ早期頻 同穿 刺 スル 事 ニ ノ・質 成出來

ヌ。 タ ・"滲出液鞘 ヒ多 量 デ高熱持 績 セル時、試

験 的 二少量(10.0-20.0妬)テ 穿刺 スル事 ハ何等

悪影響 がナク、屡Uレ ガ動 機 トナ ツテ液 ノ吸

牧 テ促 ガス事 ガアル。

3.穿 刺液 ラ皮下注射 シテ数 果 テ認 ノ タ例 ハナ

イ。

4.大 膿 ニ オイテ「サ リチル」酸剤 ハ 数果 ガ ア

ル。然 シ食慾 ヲ害 シテ迄與 フル必要ノ・認 メナイ。

5.他 ノ下熱 剤 ハ高熱 アル場合症 候的 二良 キ影

響 ガ アル。

6.利 尿剤、強心剤、共 二時 二数 アリ ト思 ノ・ル

ル場合 ナキニ アラザルモ、食慾 ラ害 シテマ デ張

テ使 用 スル必要 ハナ イ。

7.高 張葡萄糖液 ノ注射、沃 度剤、「ビタ ミン」剤

等 ハ無論症例 ニ ヨツテ敷 果ガ アル ガ、大鵠 ニ オ

イテ必 ズ シモ與 ヘネバナ ラヌ ト云 フ事 ノ・ナイ。

8.人 工氣胸 ・、現今 アマ リヤ ツテヰナ イ。 タ ・"

高 熱持績 シ、滲 出液非常 二多量 デ止 ムテ得 ズ穿

刺 シタ場合 二人工氣胸 ラ施 ス ト、 コ レニヨツテ

滲出液 ノ急速 ナル貯溜 テ抑 制 シ病憂 二好影響 ラ

及 ボ ス事 ガ出來 ル。

9.患 例 テ上位 ニ スル方 ガ ヨ イカ、或 ハ下位 ニ

スルカニ就 テハ患者 ノ好 ムガ マ ・ニナサ シムル

方 ガヨイ。一般 二患者 ハ脊位 テ トツテ テル。

10.卒 凡 デノ・アルガ、滲出性肋膜 炎 ノ治療 ニ ア

タ リ。食慾及 ビ睡眠 テ犠 牲 ニ シテマデ與 ヘネバ

ナ ラヌ藥剤、施 サネバナ ラヌ虜置ノ・ナイ。縮 テ

ノ治療 ニアタ リ吾々ノ・先 ヅ食慾、先 ヅ睡 眠 テ考

ヘ ネバ ナ ラヌ。
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58.滲 出性肋膜炎 ノ療法

佃 俊郎麟 講綴 》

演者ガ毫北ニテ特登性滲出性肋膜炎 トシテ牧容

治療 セル約130名 ノ患者二就テ観察 セル成績 ラ

報告ス。

1.治 療 二關係テ有 スト思惟 セラル ・諸黒占、即

チ年齢季節「ツベルクリン」反磨陽性率、結核性

合併症、滲出液1酬犬及 ビ結核菌培養検出卒、韓

蹄 二關 シ皇潜 ノ本患者二地理病理學的特異性無

キヤテ観察 シ顯著ナル事實 トシテ腹膜炎ヲ合併

スルモ ノ・甚ダ少キ事 テ認 メタリ。

2.滲 出液ノ・特別 ノ制限ナク穿刺排出セリ。是

等 ノ成績 ラ縮括検討セルニ、有熱患者 二於 テ穿

刺テ早期 二施行 セル者二下熱速カニ招來 セラル

ルテ見タリ.個 々ノ穿刺が膿温、脈搏、尿量 二

及ボス影響 ヲ有熱時及 ビ下熱後二匠別シテ観察

セルガ其間二大差 テ認 メズ。

3.實 験的 一肺容量(肺 活量、呼吸中位量、残

氣)ノ 測定及 ビ電氣心働曲線 二依 リ肋膜滲出液

二依 リテ蒙ル呼吸及 ビ心臓機能員荷及 ビ穿刺二

依ル員荷除去ラ観察 セリ。

59.肋 膜炎 ノ療法

小澤 修造(大阪帝大)

大正9年1月 ヨリ昭和13年1月 末 日二至ル18

年1ケ 月間二於 テ我小澤内科 二入院診療 ラ加ヘ

タルー般患者縮歎(通 院患者テ除 ク)ノ・14941例

デ、肋膜炎及 ビ肋腹膜炎入院患者(但 シ肋膜肺

炎、急性肺炎及 ビ肺壊疽 二合併 セル膿胸、癌腫

性肋膜炎ラ除ク)ノ・1.026例(7.0%)ニ シテ、入

院患者総数 ノ7.0%弱 ラ占メ、此 ノ内、

全治及 ビ略治861例(8.40%)

肺結核二移行 シ不治退院 ノモノ95例(9.2%)

入院中死亡セシモ ノ70例(6,8%)

死亡 シタルモノハ、皆結核性腹膜炎ラ合併 シタ

ルモノデ、所謂多奨漿膜炎二属 スルモ ノデアツ

タ。

此 ノ入院期間施行 シタル療 法 トシテハ、強 心剤

トシテ、 「ヂキタ リス」浸、「ヂキ タリスチ ンキ」、

「パ ンギター ル」、 「ロデ ア リン」等 テ、利尿剤 ト

シテ、安那加、 「ヂウ レチ ン」、 「テオチ ゾール」

等 ノ「カフエイ ン」及 ビ「デオブロ ミン」剤拉 二酷

酸 「カ リ」液、酒 石酸 「カ リ」ノ「カ リ」盤類 テ、解

熱 獲汗剤 トシテ「ザル」曹、 「アス ピリン」、「ア ミ

ノピ リン」、「ズル フ リン」等 デ與 へ、兼 ネ テ「ヴィ

タ ミン」B製 剤 ノ大量 ラ 内服及 ビ注射 二用 ヒ、

高張葡萄糖液及 ビ各 種 「カル チ ュー ム」剤 ノ静脈

内注射 ラ行 ツタ。

胸腔穿刺 ラ行 フタモ ノノ、内506例(48.3%)

デ過 牛数 ガ穿刺 ニヨ リテ滲 出液 ヲ排 出 スル事1

同 ニ シテ良 ク急速 二病勢 テ頓挫 セ シメ、解熱 ノ

端緒 テ開 キー般状態 ラ佳 良 二 導 クコ トガ出來

タ。

2同 以 上穿 刺 テ行 ツタモ ノノ・262例(25.5%)

デ是 等 ノ場 合 ニモ亦 穿刺排液 ノi数果 テ認 ムル コ

トガ出來 タ。

以 上 ノ統 計的観 察 カ ラ肋 膜炎患者 ノ治療方針

ノ、、

1.可 及 的病院 二牧 容 シ、患者 ラ留師 ノ勢力圏

内 二在 ラ シメ、 以 テ俗務 ト家庭 トノ煩 ヨリ離脆

セ シメ、精瀞及 ビ身禮 ノ静穏 テ計 ル コ ト。

2.「 ヴィタ ミン」二富 ム食Silヲ 供 給 スル ト共 二

蛋 白質、脂肪、含水 炭素 ノ配合 ト種類 トニ留意

シ、可及 的患者 ノ嗜好 ラ参酌調味 スベ ク、徒 ラ

ー牛乳、卵、 肉類 ヲ強制 スベカ ラズ、魚介、豆

類及 ビ其製 品、果 物等本邦 固有 ノ材料 ラ利用 ス

ベ シ
0

3.藥 剤ノ・強心剤、「ヴィタミン」剤以外ノ・特別ナ

ル場合 テ除 キ、利尿剤、解熱剤 ノ如 キ食慾二悪

影響 テ及ボスベキ内服藥ハ必ズシモ是 ヲ必要 ト

セズ、滲出液 ノ瀦溜二慮 ジ、随時穿刺排出ラ試

ミツ・自然晃疫 ノ成立 ト炎症 自然 ノ消罷 ラ待 ヅ

ベ シトノ見解 ラ詳述 スル。

60.滲 出性肋膜炎1治 療二關 シテ

加藤豊治郎(東北帝大)

本口演ニテノ・滲出性肋膜炎 ノ治療二 關 シ余 ノ

「クリニク」二於 テ余等ガ近時感得 シタルニ、三

ノ事項二就 テ ノミ述 プベ シ。
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滲 出液 ノ穿 刺 二就 テモ其 ノ可否 ノ議 論未 ダー致

ラ見 ズ。殊 二穿 刺後 二室氣 ヲ胸腔 内二入 ル コ ト

ノ可否 二就 テモ殿碁褒既 匠 々ナルガ、 此 ノ氣 胸

ガ果 シテ肋膜癒著 ラ防 止スル ニ幾分 ノ致 果 アル

ヤ否 ヤニ就 テハ今暫 ク問ノ・ザルモ、 滲出強盛頑

固 一 シテ、治療 的穿 刺 ラ反復 スルモ毎 常速 二滲

出液 ノ瀦溜 テ見 ルガ如 キ場合 へ 穿 刺後穿刺液

量 ノ約 牛量 ノ室氣 ラ當該胸腔 内二途 入 スル コ ト

ニヨ リテ、滲 出緩 和 シ、液 ノ瀦 溜遅延 シ、 之 テ

反復 シテ途 二液 ノ滲出止 ムニ至 ルコ トア リ.

教 室 ノ西 山 ノ・曾 テ 肋膜 炎滲 出液 ノ大 量 ノ穿 刺

後、血液 ノ蛋 白及 ビ其 ノ膠質滲透歴 ガー時減少

シ、若 シ其 ノ穿 刺後直 二同量 ノ生理的食盤水 テ

胸腔 内二注 入補充 スル時ノ・、此 ノ穿刺後 ノ血液

蛋 白及 ビ其 ノ膠質滲透歴 ノ減 降 テ 見 ル コ トナ

ク、屋 ≧却 テ上昇 スル テ認 メタルガ 教室 ノ安

田、 林等 ノ・前述 ノ穿 刺後 室氣 ノ蓬 入ニ ヨリテモ

穿 刺後 ノ血液蛋 白及其 ノ膠質滲透歴 ノ減降 テ見

ルコ トナ ク、或 ノ・寧 ロ展 支其 ノ増 加 ノ傾 向 アル

テ認 メタ リ.

前述 西山 ノ検 測 ニヨルモ、滲出性肋膜 炎 ノ初期

二於 テ
、滲 出液 ノ蛋 白量及 ビ其 ノ膠 質滲透 巫少

キモ ノハ其 ノ多 キモ ノヨリモ豫後佳良 ニ シテ、

叉一般 二滲 出機轄減 衰 シ滲出液 ノ消失近 ヅ ク時

ノ・血液 ノ蛋 白量及 ピ其 ノ膠質滲透歴次第 二叉 ハ

急遽 二上昇 シ、 コ レニ反 シテ滲出液 ノ蛋 白及 ビ

其膠質滲透 墜減 少 スルヲ見 ル。

「ピラツ オロー ン」誘 導膿 ハEppinger等 ノ所謂

漿液性炎衝 二於 ケル毛細管膜壁 ノ透過性 ノ檜進

テ改善 シ、血液 ヨ リ組織 ヘ ノ滲透、(水 分、蛋

白、赤血球等 ノ逸 出)テ 防護 スル 作用 アルノ・既

知 ノ事 實 ナルガ、余 等ノ・滲 出性肋膜 炎二際 シテ

モ本剤 ノ此 ノ作 用 ガ其 ノ解熱、鎭痛作用以外 一

滲出機轄 ノii「i長二封 シ如何 ナル敗果 テ及 ボ スヤ

テ動物實験的拉 二臨鉢的 二観察 シタリ。教室 ノ

黒 田ハ家 兎二就 テ蟻酸 ニ ヨ リテ惹起 セラ レタル

肋膜腔 ノ滲 出液 ハ同時 二行ヘル「ノヴ ノルギ ン」

ノ注射又ノ・肋膜 脇内注 入ニ ヨリテ其 ノ滲 出滅 少

シ、又 ハ其 ノ浦 失比較的速 カナルテ謹 明 セ リ。

臨休的 二肋膜 炎 ノ如 キ疾 患 二封 シテ藥剤 ノ数果

ヲ正確 二判定 スル・・至難 ノコ トニ属 スノレモ、余

等 ハ「ノヴ ァルギ ン」又 ノ・其 ノ代 用剤 ノ大 量 ノ内

服又 ハ注射 ニヨ リテ屡 ≧滲 出液 ノ穿 刺後 ノ再瀦

溜 ガ邊延 シ、殊 二陳 菖ナ ラザル滲 出性肋膜 炎即

チ其 ノ比較 的新 シキ時期 二於 テノ・是等 「ピラツ

オロー ン」誘導禮 ノ投與 ガ 滲 出液 ノ減退 二好果

ラ與 フル コ ト往 々 ニ シテ アル ベキ 印象 ラ得 タ

リ。殊 二血性滲 出ハ割合 二速 カニ其 ノ血 性 テ減

ズル コ トテ時 トシテ實験 シタ リ。教室 ノ安 田等

ノ・本剤 ニヨ リテ滲 出液 ノ蛋 白量及 ビ其 ノ膠質滲

透 巫減 少 シ、血液 ノ是等 ノ・反封 二上昇 ノ傾 向 ヲ

示 シツ ・次 第 二滲 出液 ノ減退 スル コ ト少 カラザ

ルラ検沢1」シタ リ。

陳蕗 ナル滲 出性肋膜 炎 ニ シテ僅少 ノ滲 出液 ラ胎

シツ ・頑 存 シ、又 ・・滲 出液 去 リ既 二肋膜 ノ腓豚

性硬結形成 二至 ラン トセルモ ノニ封 シテハ、短

波又ハ超 短波 ノ胸部透射 ガ其 ノ吸牧治療機轄 二

貢献 スル コ トア リ。

61.滲 出性肋膜炎 ノ療法、特 二「ヒヨ レ

ステ リ ン」性肋膜炎二就 テ

角 尾 晋(長 崎署大敏授)

私 ガ今日「滲 出性肋膜 炎 ノi療法」ナル特別講演 テ

課 セ ヲル ・二當 リ時 二「ヒヨ レステ リン」性肋膜

炎 二就 テ述 ベル所以 ノ・、本肋膜 炎 ノ成立 ガ劉 夜

性肋膜炎 ノ治癒 如何 ト何等 カ ノ關係 アルガ如 ク

想 像 セ ラル ・カ ラデ ァ リマ ス。 コノ意 味 二於 キ

マ シテ少 シク本肋膜 炎 ノー般 二就 テ述 ブル コ ト

テ許 サ レ度 イ。

私 ノ・長崎醤科大學 一 於 テ 大正1i年4月 カ ラ昭

和11年12月 迄 二4例 ノ「ヒョレステ リン」性肋

膜 炎 テ経験 シタ。 コ ノ間 二入院 シタ滲 出性肋膜

炎患者 ハ361名(第lIOテ 算 スルガ 故 二約1.1

%二 相 當 スル。然 ル ニ余 ノ経験 セル「ヒヨレス

テ リン」性肋膜 炎ノ・悉 ク男 子 ナル ガ故 二男 子 ノ

ミノ肋膜 炎患者193名 ト比較 スレバ2.07%ヲ

占 メル。即 「ヒヨ レステ リン」性肋膜 炎ノ・決 シテ

非常 二稀 ナルモ ノ ト構 ス ル コ トハ出來 ヌ。今

我 ガ國 ノ報 告例 テ見 ルニ余等 ノ例及 ピ今 日相良
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氏 ノ報告 スル モ ノラ 合 シテ36例 二上 ル。 中男

子 ハ30例 、女 子ハ5例 、1例 ノ・性不詳 デ アル。

即余 ノ肋膜炎統計 ト比較 シテ男子 ガ甚 グ多撒 テ

占 ムル コ トハ極 メテ特 異 ナ 貼 ト云 ノ・ネバ ナ ラ

ヌ。患側 ラ決 定 シ得 タル モ ノ29例 中右側ノ・18、

左 側ノ・10、雨 側 ハ1例 ニ シテ右側 二多 キ貼 ノ・通

常 ノ肋膜炎 ノ場合 ニー致 スル ガ、 雨側 ノモ ノガ

極 メテ少数 ナルハ コ レ ト相 違 スル。年齢 テ知 リ

得 タル モ ノニ就 テ 見 ルニ10歳 以下1例 、10--

19歳1&i∫ 、20-29歳12牽 列、30-39歳9{列 、40

-49歳6例 、50-59歳4例 、60-69歳2例 デ

アル。即最 モ多撒 ヲ 占ムル 時期 ノ・20-29歳 ニ

シテ通常 ノ肋膜 炎 ト異 ナル庭 ノ・ナイガ、 コ レ ト

異 ナル黙 ハ30歳 以後 ノ出現卒 ガ大 デ ァ リ、 コ

レニ反 シテ20歳 以前 ノモ ノガ著 シク少 イ事實 デ

アル。是等 ノ例 ノ 中最 高年者 ノ・相良氏 ノ例 ノ

66歳 、最年少者 ノ・橋本氏 ノ9年10ケ 月 デ アル。

コノ年齢的關係 ハ「ヒヨ レステ リン」性肋膜 炎 ノ

患者 ガ通常 ソ ノ過去 二於 テ滲 出性肋膜 炎 ラ長 時

日有 スルモ ノ多 キ事實 トヨクー致 スル。 即比較

的 既往歴 テヨク知 リ得 ルモ ノ ・中肋膜炎 二罹 リ

テ20年 以上 テ 経過 セ リ ト稻iス ルモ ノ3例(佐

藤、 岩田、棟久、相良 ノ例)、10年 以 上 テ経過
の

セル モノハ2例(天 木、河原 ノ例)、5年 以上 テ

維過 セルモ ノハ4例(鈴 木、馬 島、矢部、稻 田、

長田 ノ例)一 シテ ソ ノ他 ノ例 二於 テ モ大部 分ノ・

肋膜 炎罹患後数年 ノ就往 歴 号有 シテ居ル。 又肋

膜 炎 ト明瞭 二稔 シテ 居 ラヌ 例 ニテモ、或 ノ・18

年 前(深 谷、飯室 ノ例)或 ノ・9年 前 松本 ノ例)胸

部 二外 傷 テ蒙 リタリ トカ、或ノ・10年 前肺 炎 二

罹 レリ トカ(高 谷)云 フ如 キ既往歴 テ有 シ古 ク肋

膜 炎 テ縄過 セ シニ非 ズヤ ト思バ レル。 是等 ノ肋

第1表

膜 炎ノ・果 シテ畿病頭初 ヨ リ「ヒヨ レステ リン」性

肋膜 炎登 見當時迄持績 的 二 存在 セ シモ ノナル

ヤ、或ノ・一度 ビ治癒 シテ ソ ノ後 改 メテ「ヒヨレス

テ リン」性肋膜 炎 ラ起 スニ 至 リシモ ノナルヤテ

個 々 ノ例 二就 テ明 カー スル コ トノ・困難 デァル。

殊 二本肋膜 炎 ノ多数 ハ 自昼 的症状僅微 ニ シテ無

熱 二経 過 スルモ ノナル タメ、 コノ貼 テ解決 スル

コ トノ・一層 困難 デ アル。然 シ明 カニ長年 月持綾

的 二存在 セ リ ト思 ハル ・モ ノモアル。例之、第

2表 二示 セル岩 凪、棟久 ノ例 ノ如 キノ・約30年

前 同側 ノ滲 出性肋膜 炎 二罹 ツ,タモノデアルガ初

診 當時 ニ アツテハ左胸部 ノ、強 ク萎縮 シ心臓 ハ高

度 二左方 二 牽 引 セ ラレソノタメ 心臓衰弱 テ來

シ、所謂心臓性肝硬攣 症 テ呈 シテ逡 二死 ノ轄録

ラ取 ツタモ ノデア リ、 コ ノ古 キ肋膜炎 ノ中 ヨリ

穿刺 ニ ヨツテ「ヒヨ レステ リン」結晶 ラ含 ム滲出

液 ラ謹 明 スル コ トガ出來 タノデ アル。倫多 クノ

例 テ見ル ト岩 田等 ノ例 ノ如 キ罹患側 ノ高度 ノ萎

縮 ラ呈 シタモ ノハ ナ イガ、然 シ肋膜腔 ノ穿刺 二

際 シテ張 キ抵抗 ラ謹 明 シ、 ソノ存在 ノ古 キラ物

語 ツテ居ル ノデ アル。

然 ラバ ヵ ・ル「ヒヨ レステ リン」性 肋膜炎 ナルモ

ノノ・疾病 ノ頭初 ヨリ既 二「ヒヨ レステ リン」性肋

膜 炎 トシテ登生 セル モ ノナ リヤ或 ノ・疾病 ノ経過

中攣 化 シ來 レルモ ノナ リヤ ト云 フ貼 テ考ヘ テ見

ネバナ ラヌ。 コ ノ貼 ラ明 カニ スル タメニノ・確實

ナル材料 二乏 シイ ノデ ァルガ、既往歴 ヨリ考 フ

ル ニ初 メ ヨリ「ヒョ レステ リン⊥性肋膜 炎ナ リ ト

推 定 セ ラル ・モ ノノ・1例 モナ4。 唯村瀬氏等 ノ

例 ハ肋膜 炎 ノ既往症 ナキモ ノニテ肝硬攣症 ノ症

歌 ニテ診 ラ乞 ヒタル際偶然本症 ノ存在 テ登見 シ

タ ノデアルガ コノ事實 ノ・必 ズ シモ本症 テ新鮮 ナ

角尾内科灘性肋膜炎患者(大 正14年4月 一1昭和11年12月 末)

性1男 女 例倣
総計

感面＼讐10弱
20-130-一:40-i50-

2gl3～ …49:59

60-

69
例敬
小計
10-

19

20-

29

30-

39

40-

49

50-

59

60-

69
例数
小計

【11
-一 一一

15

571121 161 3 4 93 27 9 4 2 1 83 176右

1需
35 8 3 3 2 66 7

40
}一 一

23 5 3 38 104

1

9 16 3 4 2 34 11 22 6 4 3 1 47 81
一一一

1例嬬 計 35 108 23 13 8 6 193 45 85 20 8 8 2 168 361
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ル モ ノ トナス根稼 一 ノ・ナ ラナ

イ。又松 本氏 ノ・外傷後30日 以

内 二症状完備 セル比較 的新鮮 ナ

ル例 ナル モ ノテ報 告 シテ 居 ル

ガ、 コ ノ例 モ9年 前 二 卜背部 二

外 傷 テ 蒙 リ{)O日 間 入院治療 ヲ

受 ケタ ト云 フ看過 ス〈ごカ ラザ ル

翫往症 テ有 シテ居ル。叉 頭初 二

於 テ膿胸 又ノ・血胸 ノ存 在 ラ確實

二推定 セ シムル モ ノモナ イ。 多

クノ・輩 二滲 出性乃 至{黒性肋膜炎

トセ ラレテ居ル モ ノニテ恐 ラク

漿液性 ノモノナ リシナ ラン ト考

ヘ ラレル。稀 二頭初 二於 テ乾性

肋膜 炎 トセ ラレテ居 ルモ ノモ ァ

ル。 コ ノ問題 二關 シテ興 味 ノア

ルモ ノノ'安田氏 ノ例133歳 、男)

デ アル。 コノ例 ハ氏 ガ初診 二先

ダツ コ ト約1年 前 二左側滲出性

肋膜炎 ノ診 断 テ下 サ レタガ、氏

ノ初診常時 二於 テモ黄 色透明 ナ

ル漿液性滲 出液 テ謹明 シタ。然

ルニ氏 ノ診療開始後約11ケ 月即

病初 ヨ リ起算 ス レバ約2ケ 年 ニ

シテ初 メテ穿 刺液 中 二「ヒョレ

ステ リン」結晶 テ謹 明 スルニ至

ツタモ ノデァル。鈴 木、馬 島氏

ノ例(19歳 、男)モ5年 前 ヨ リ滲

出性肋膜炎 二罹 リ、滲 出液 ノ・初

メ漿液性 デ アツタガ2年 前 ヨ リ

結晶物 テ生 ズルニ至 ツタモ ノデ

アル。是等 ノ黙 テ綜合 シテ考 フ

レバ木肋膜 炎ノ・多 ク ノ場合初 メ

ニ漿液 性肋膜 炎 トシテ登 生 シソ

ノ後 ノ慢 性 ナル経過 中 二本症 二

轄 ジテ來 ルモ ノデノ・ナ イカ ト思

ノ、レ ノレ
o

サテ本症 ノ成 因 ・・コ レテ ソノ登

生病理 ト本來 ノ原 因 トニ分 ツベ
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番號

1

2

姓 名

三〇 徳○

(楠井、魏)

白○ 雪○
(楠井、小松)

綱 性

24

末〇 八〇13
(岩田、棟久)

4

20

85

李 ○ 弼(
原、棟久)

樋 ○熊○郎5
(相 良)

40

66

舎

♂

♂

♂

♂

診 噺

テ
炎
ス
膜
レ
肋
ヨ

殉

ヒ「

リ

同 上
粂 肺 結 核

硬
上
肝性血

同
登
症
粂
攣

テ
炎
ス
膜
レ
肋
ヨ

殉

ヒ「

リ

同 上
粂 肺 結 核

血 中 「ヒ ヨ レ・ス テ リ
ソ」含 量%

検査日 遊離 ケ ス
ア ノレ」
総量

胸

23!XI
(1932)

2/Xll
(1932)

14/Xll
(1932)

5/VII
(1935)

21/V皿

(1935)

15/V皿

(1936)

25/V皿

(1936)

29/Xll
(1936)

9/1
(1937)

18/1
(1937)

1/V皿

(1937)

121V皿

}(1937)
特獲性滲出性肋膜炎患者10例 二於ケル亭均

0.162

0.101

0.114

0.095

0.100

0.090

0.104

0.110

0.118

0.120

0.081

0.083

0.084

0.049

0.053

0.048

0.052

0.076

0.040

0.039

0.050

0.049

0,067

0.069

0.073

0059

検査日

0.211'2蟹1

0.154
2/Xll
32

・.・6劉1饗 ∬

・.・47傭 皿

・.1761鰐 旺

0.13011響 ぽ皿

0.143

0.160

0.167

0.187

0.150

0.156

0.143

291X皿

36

11
7
9
3

町

37

1

1/V皿

37

121V皿

37

量
ccm

112

33

25

20

45

35

120

70

22

1000

160

外 見

乳魔状、光輝アル結晶
ヲ浮游ス

同 上

榿黄色、漿液性透明

淡黄色、稽 く潤濁、光
輝アル結晶ヲ浮游ス

榿黄色、外同上

黄褐色、漿液性光輝ア
ル楓濁

榿黄色、光輝アル溜濁、
漿液性

漿液性稽く溜濁

黄色漿液性、稽 く楓濁

漿液性、光輝アル結晶
ヲ浮游ス

漿液性、光輝アル結晶
ヲ浮游ス

漿 液 性

キデ アルガ、登生病理 二關 シテノ・弦 デノ・述 べヌ。

又確實 ナル コ トモ知 ラレテ居 ラヌ.本 來 ノ原 因

二關 シテモ断定的 ナル コ トノ・圭張 シ難 イ。徽毒

hノ 關係 デアル ガー2一氏反癒 子検 セルモ ノ15例

中陽性例 ノ・僅 カニ2例1楠 井 、魏 、満kノ 例)二 過

ギズ、飲 酒 トノ關係 二就 テモ河原氏 ノ例 ノ、毎 日

2合 テ囁 リ、相 良氏 ノ例 モ豪酒家 デァルガ ソノ

他 ノ例 ・・何 レモ飲酒家 ト云 フ能 ・・ズ、共 二原因

的意義 ア リヤ疑 ノ・シイ。 ソノ他清水氏 ノ・肺 「ヂ

ス トマ」二、 中越 氏ノ・癩 二、安 田氏 ノ・悪性 腫瘍

二原 因的意義 テ附 セン トシタ。 惟 フー「ヒョレ

ステ リン」性肋膜 炎 ノ原 因ノ・一般肋膜 炎 ノ原 因

ト同檬決 シテ輩一 ナルモ ノデノ・ナ イデ ア ラウ。

然 シ上述 ノ如 ク本症 ガ滲 出性肋膜 炎 ヨ リ移行 ス

ル場合多 シ トノ推 定 ガ事 實 トスル ナラバ、當然

本症 ノ少 ク トモ第一次 的原因 トシテハ結核 二充

分 ナル考慮 テ排 ノ・ネバ ナ ラヌ。 マ ンツー氏反慮

テ施行 セル7例 ノ中5例 ノ・陽性、1例 ノ・(±)ニ

シテ他 ノ1例 ノ・陰 性 デ ァル。 自家實験例 ノー・ノ・

本反磨 テ行 ツテ居 ナ イガ正 ニ コノ例 二於 テハ活

動性結核 テ詮 明 シタノデ アル。 ソノ他栗原氏 ノ

例 二於 テノ・喀血 テ詮 明 シ佐藤 氏 ノ例 一テハ肋骨

「カ リエス」ア リ、村瀬 氏等 ノ例 ニ アリテノ・入院

前 数 ケ月 二頸部淋 巴腺 炎 ノ手術 テ受 ケテ居 リ結

核 トノ關係 ヲ否定 シ難 イ。尤 モ今 日迄 本症 ノ滲

出液 中 ヨリ確實 二結 核菌 テ読 明 シタモノノ・ナ イ

ヤウデアル ガ、恐 ラク初 メーノ・大部分 二於 テ特

登性肋膜 炎 ノ状態 ニア リ、 ソノ治癒不完全 ナル
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腔 穿 刺 液

比 重

(15。C)

1

署詣 蛋白 末吉) 凝固性

鏡 検 的 所 見 「ヒヨレステリソ」含認%一

1

白 血 球
赤血球

「ヒ ヨ

1ノス テ

リ ソ」

結 晶

析出結
晶遊離

析出結晶性 ノモノヲ濾
別セル濾液中(」又ハ析
出結晶少量乃 至皆無ノ
トキ ソノ穿 刺液自身
中) 総量

試験的穿刺陰
性 トナリン日

淋巴球多形核 遊 離
「エ テ ス

ノレ」

1,020 (柵)
4.66
(Kjeldahl) (一) 少 籔 少数 (柵) 2.86 0,039 0,035 2,934

1,020 ,,

4.43
(") (一) ,, ,, (十)

測定
不能

0,083 0,047 0,130

1,020 ,,

495
(") (+) 多 鍛 ,, (一) 0,032 0,043 0,075 30/X∬32

1,023 9.0 (一) 多 鍛稽少数

一

(一) (+)
測定
不能

0,208 0,072 0,080

1,023 ,, 8.5 (一) 多 数稽多数 一 (+) 測定不能
0,211 0,085 0,296 16/1×35

1

1,019 ,, 7.0 (一) 少 鍛 少鍛 (+) 0,155 0,045 0,033 0,233
1/V皿36退 院

シ、 ソ ノ後12

日ニ シテ死 亡
セ リ ト

§

一
i

i
1,026 ,, 9.0 (一) 少 数 少鍛 (++) 0.74 0.110io。0181

0,035

10
,868

1,026 ,, 10.0 (一) (一) 精多数 (一) (+)
測定
不能

10,114
!-
i

0,149}

1,026 ,, 10.0 (一) 少 藪 (一) (十)
測定
不能

0,125

1

0.046【0.1719 23十37一
一

1,026 ,, 6.5 (柵) 3.31 0,059 0,040 3,409

…

一

1,025 ,, 6.0 (一) (柵) 1.76 0,051 0,041 1,852 17/V皿37

1,022 ,, 5.9 (+)

一

(一)i㊥1…39 0,033 0,072
」

時 二・膿質 ソノ他不 明 ノ 因子 ガ加 ノ・リ「ヒヨレス

テ リン」結晶 ノ析出 テ見ルニ至 ル モノデァラウ。

以上述 ベ タル塵 ヨリ考 フルニ「ヒヨ レステ リン」

性 肋膜 炎 ノ治療 ノ根 本方針 ノ・漿 液性肋膜 炎 ノ時

代 二充分 ナル治療 ラ施 シ完全治癒 二赴 カ シムル

ニ ア ル
。

一 タビ本症 二移行 シタル場合 二於 テノ・特殊 ナル

治 療法 ノ・存 在 シナ イ。元 來本症 二於 ケル滲出液

ノ組成 テ見 ルニ(第3表)、 「ヒョ レステ リン」含

量極 メテ多キ相良又 ノ・楠 井、魏 ノ例 二於 テモ析

出結 晶(遊 離 「ヒヨレスデ リン」ノ ミヨ リナル)テ

除 去 セル後 ノ濾液 二就 テ見 レバ ソノ遊離 及 ビ結

合 「ヒヨ レステ リン」ノ含 量ノ・特 嚢性滲出性肋膜

炎 ノ場 合 ト大差 ガ ナイ。 又血 中 ノ「ヒョレステ

リン」量 モ楠井、魏 ノ例 ノ第1同 検 査 テ 除 ケバ

特登 性滲 出性肋膜炎患者1(♪.131--0.156、 平 均

0.143瓦%)一 比 較 シテモ、健 康者(O.128-O.163

卒 均0.143瓦%)二 比 較 シテモ著 シキ 上昇 ノ・認

メ ラレヌ。 從 ツテモ シ肋膜腔 中二 析 出 セル「ヒ

ヨレステ リン」結晶 テバ再 ビ溶 解 セ シムル コ ト

ガ可能 デアルナ ラバ、 ソノ吸牧 テ高 メテ治癒機

韓 テ促進 シ得 ルヤモ知 レヌ.然 シカ クノ如 キ コ

トガ不 可能 ナル以上 ノ・穿 刺 ニ ヨツテ除去 スル ヨ

リ他 二方法ハ ナ イ。試験穿刺 ヲ除 キ、i穿刺 ニ ヨリ

テ滲 出液排 除 テ 試 ミラ レタ・し例ノ・28例 アルガ

穿刺 同籔 ノ、少 キノ、僅 カニ1同 、 多 キノ、13同 二

及 ンデ居 ル。穿 刺 ニ ヨル治療例 中轄蹄 ノ明 カナ

ル モ ノ20例 ニ シテ ソ ノ中輕快或 ・・全治 ト思 ノ・
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ル ・モ ノノ・14例 、未治3例 、 死 亡例3例 デ ア

ル。死 亡例 ノ第1例 ノ・第2表 二掲 ゲタル岩 田、

棟 久 ノ例 ニテ1;IE二述r・'タルガ如 ク循環機不全 ガ

直接 ノ死 因 デァ リ、 第2例 ノ・村 瀬氏等 ノ例 ニテ

ラエ ンネ ック氏肝 硬攣 症 テ件 ヒ、1同 ノ胸部穿

刺後 を ルマ ノ手術 テ行 ヒソ ノタ メニ死 ノ轄蹄 テ

トレルモ ノデ アリ、第3例 ノ・安 田氏 ノ例 ニ テ6

ケ月間 一13同(排 泄穂量7490耗 〉ノ穿刺 テ行 ツ

タモ ノデ アルガ、 ソ ノ間 左腕 ノ瀞経痛、 左胸部

皮 膚及 ビ下牛身 ノ浮腫 ヲ來 シ遂 二循環機不全 ノ

歌態 ニテ死 亡 シ著者 ニ ヨリ悪性腫瘍ニノ疑 ヲ置 カ

レタモ ノテアル。

本肋膜 炎ノ・一般 二滲 出液 ノ瀦溜傾 向 ガ甚 ダ大 デ

ァル ト云 ノ・レテ居 ルガ余 等 ノ経 験 ニ ヨレバ必 ズ

シモ然 ラズ。3例 ハ3同 ノ穿 刺 マデ輕 快乃至全

治 シ、他 ノ1例 ノ・9同 ノ穿 刺 テ行 ツタガ穿刺量

ノ・絡 計僅 カニ1360耗 二過 ギズ。2ケ 月牛 一 シテ

全 治 シタ。 タ トへ瀦溜 傾向大 ナルモ ノニ テモ反

復穿 刺 ラ行 フ時 ノ・滲 出液 ノ性歌 ノ・次第 二漿液性

二近 ヅキ逡 ニノ・治癒 二赴 クモ ノーテー般 二豫後

ノ・良好 ト信 ズル。治癒傾 向ナキモ ノノ・或 ノ・安 田

氏 ノ例 ノ如 クソノ原 因ノ・特殊 ナモ ノカモ 知 レ

ヌ。又 中越 氏 ノ例 ノ如 キノ・實 二1ケ 月間 二7800

蝿 ノ穿刺液 テ得 タ ト云 ノ・レテ居 ルガ本例 ノ・癩 テ

基礎疾患 トシタモ ノデアル。

カ ・ル次 第故 本肋膜 炎 二於 テ特 別 ナル理由 ナキ

限 リ肋骨切 除術 テ行 フ必要 ハナ イ。宮本氏 ガ乳

魔様肋膜 炎 ノ1例 トシテ報 告 セルモ ノノ・穿刺液

中 一「ヒヨ レステ リン」結晶 テ翌富 二含有 セルモ

ノーテ恐 ラク本症 二属 スルモ ノ ト思 ハル ・ガコ

ノ例 二於 テハ肋骨切 除後種 々ナル藥液 ヲ川 ヒテ

肋膜 腔 ノ洗條 テ行 ツタガ、殆 ン ド無数 ニ テ在院

181日 ニ シテ未知 ノマ ・退院 シタ。 コノ例 ノ・手

術後突 然10日 間 二亙 リ乳康尿e出 シ、「フィラリ

ア」ノ登 見 ノ・ナカ ツタガ、著者 ニ ヨツテー・種 ノ

全 身病 トセ ラレタモ ノデ ア リ、恐 ラク特殊 ノ原

因 二基 ヅ ク例 デノ・アル マイカ。

穿 刺 ノ副 作用 トシテノ・時 二38度 前後 ノ登熱 テ

認 メル コ トガ ア リ、又穿 刺後 胸部 ノ深部 二疹痛

テ訴 へ(松 本 ノ例)、 或 ノ・咳噺 刺戟 テ來 ス コ トガ
ク

アル。カ ・ル場合相良氏 ノ試 ミタルガ如 ク適當

ノ室氣 テ途入スルコ トモー ツノ方法デアラウ。

62.特 叢性滲出性胸膜炎1滲 出液 二封ス

ル塵置、特二穿刺法 ノ攣遷二就テ

上 田 春 治 郎

特畿性 滲出性胸膜炎 トハ何 ゾヤ?

1.本 症 ノ基 本疾 患 ノ・結核 ナ リ。一特登性滲出

性胸膜 炎 ノ殆 ン ド全部 ハ、結 核活動 ノ第一歩或

ノ・結核登病 ノ第一兆 ト見倣 サ レ(InitialePleur-

itisPenzoldt-K6niger,Staehelin-Mayetc)、

肺 二起 ツテ居 ル結核病機 ノ績 獲現象(Folgeers-

cqeinung)デ ァル(Lannec,BrunsEwig,Asc。

hoff,Gsel1,Mumme,A.Sylla,Landouzy,

佐 藤 、佐多、上 田、小 林、沓掛 等)。 換言 セバ

本症 ノ基本疾患 ガ結核 デ アル事 二就 テノ・、今 日

一般(但 シ金井徳二郎氏等 ノ・然 ラズ ト主張 セ ラ

ル)二 承認 セ ラ レテ居 ル。

2.本 症 ノ大 多数 ハ、結 核感染早期 二起 ル。一

基本疾患 ガ結核 ナ リ トス レバ、其如何 ナル時期

(Stadium)二 起 ルカ ト云 フ黙 二就 テノ・、 詳細 ナ

ル所 二行 ク ト、多少議論 ガ分 レテ居ル様 デアル

ガ、先 ヅ大膿 二於 テ、結核感染 ノ初期、Rankeノ

所 謂第一期乃 至 「第 二期早期」二起 ル ト云 フ事 ガ

肯 定 セ ラ レ(HUbschmann,Punir,Moerke,

Steinert,Ostreich,Orosz,May,Lloben,

Lieberme{steretc)殊 二 近年臨躰 上(Arbore-

ins-Akkeren,Jacobaeus,Wallgren,小 林i義雄

氏等)一 モ、將 タ病 理解剖 上(岡 治 道氏、沓掛諒

氏、川 島直樹 氏Gsell,Syllaetc)一 モ之 ガ立謹

セ ラ レタ ト考 ヘ テモ ヨイ ト思 フ.而 シテ「ツベ

ル ク リン」反癒陽性轄 化後3ケ 月附近(小 林)或

ノ・6ケ 月附近(Arborelins,Wallgren)二 多 ク、

海軍 デハ、入籍後1ケ 年以 内二60-80%登 病 シ

テ居ル(第1表)。0

3.登 病 機序。一 胸膜 二 近 キ 肺初感病竈(sub-

pleuralerPrim5rherd)ノ 周 竈 炎機…(Perifokale

Entz廿ndung}ノ 胸 膜波及(且amburger,Kleins一
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chmidt,Enge1,Fink61stein,Damany,Sauer,

May,Crosz,Wallgren,Syllaetc)或 ノ・初 期 攣

化 群(Prim5rkomplex)二 算 ヘ ラ レル 氣 管 枝 淋

巴 腺 結 核 カ ラ ノ胸 膜 波 及(Arborelins・Akkeren,

Schoeder,Grau,Stachelin,Sch6rmannetc)

或 ノ・其 雨 者(G.Fischer沓 掛 博 士 、 其 他 多 数 學

者)若 ク ノ・結 核 感 染 二 因 ヘル 早 期 「ア レル ギ ー 」

(狡i義 ノ「ア レル ギ ー 」デHgPerergieod.Par-

allergieテ 意 味 ス)状 態 二 、 何 等 カ ノ誘 因(傳 染

性 乃 至 非 傳 染 性 疾 病 或 ノ・機 械 的 刺 戟)ガ 加 ノ・リ

テ 襲 炎 ス(Orosz,Loben,Sylla,Symens,上 田 、

小 林 椎 名 、 聯 林 、 吉 川 等)。 併 シ 小 林 氏 ノ・結

核 感 染 早 期 「ツ ベ ル ク リ ン・ア レ ル ギ ー 」ノ 張 イ

時 二、 胸 膜 炎 ガ起 リ易 イ ノノ・事 實 デ ア ル ガ 、「ツ

ベ ル ク リ ン、 ア レル ギ ー 」 ト 胸 膜 炎 登 病 ト ノ間

第1表

一、如何 ナル關係 ガ アル カバ未決 ノ問題 トシテ

ヰル。

要 スル ニ特5乏性滲出性胸膜 炎 ハ、結 核感染早期

二、何 等 カ ノ誘 因 二依 リテ雅病 セルモ ノ トシテ

秋 ノ講演 テ進 メ度 イ ト思 フ。

即 チ

1.「 ツ」1ズ庭ll塗～・1.生者37%ア リ0

2.胸 膜 炎ノ・「ツ」反磨陰性者 二多登(23%)シ 、

陽性者 二少 シ(15%)。

3.肺 結 核 ノ・「ツ」反慮陽性者 二断 然多 ク(5.4

%)、 陰 性者 ニハ稀 ナ リ(1%)。

4.胸 膜 炎ハ「ツ」反癒陽性群 ニテノ・入籍後早期

二登 シ、陰性群 ニテハ稚 為逞 レル。

5.「 ツ」反癒陽性群 ヨリ焚 スル胞膜 炎ハ入籍後

1年 牛以 内二92%、 「ツ」反慮陰性群 カ ラ 〃 ・76

(柴田氏ノ海軍兵二就テノ調査)
一
総 数5597 胸 膜 炎「 肺 結 核 慢性氣管枝

炎及肺尖炎
「ソ」反磨陽性群 3515(62.8%) 25(14。79%) 19(5.41%) 48(13.66%)

"陰 性 群 2082(37.2%) 48(23.50%) i2(。.96%) 27(12.97%)

胸膜炎患者入籍後獲病迄ノ経過期間

16朔 以内
112-1年 1-11/2年 11/2-2111、 年

ρ

1ソ 」反 晦 陽性 群130 .8% 40.4% 21.1% 7.7%

"陰 性 群i18.8% 39.6% 20.8% 20.8%

第2表 正常胸膜腔液1・滲出液 トノ比較

滲出液 ノ性状(圭 トシテ我國ニケル陸軍、海軍、金澤署大山田内科、東北大熊谷内科等 ノモノヲ綜合ヌ)
●

正 常 胸 液 特 獲 性 炎 滲 出 液

雨側54%

病 側 右"29%左
"17%

55%

35%

6%10%

39%Sylla90例 中

58%

右側二多イノ・・右側氣管〕
枝淋巴腺が左側二比 シ胸{

舗 獅 島憲ア翻!
液 量2cq以 下 多 量(一 側 デ5Liter二 達 ス ル 事 ・・稀 也 ノ

色 調 微 黄 微 濁 黄線、微濁(濁 リハ繊維素 ト細胞 トノ爲ナリ)

PH7.60-7.68(亭 均7.64)
　

6.98-7.58(亭 均7.46)

比 重1013-1017 1018-1034(多 ク ・・1025内 外)

表面張カ ー 59,コ24--61,789

凝固鮎降下 一 0,546-0,637

乳 酸(mg/dl)10・3-27・5(亭 均15・6) 38.0-100.0(亭 均54.0)

.炭 酸 「ガ フ㌧(容 量%)52・3-61・5(亭 均57・8)}44・3-60・9(干 均51・3)
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Rivalta氏 反旛 陰性乃至弱陽性 陽 性

蛋 白 量(%)1.6-3.1(多 ク ・・1・7-2・4)
4・27-7.75(干 均5.46)、(491dl以 上 ナ リMay,sta-

ehelin)

「ア ル ブ ミ ソ」封 「グ ロ ブ リ ソ」比 一一

一

・一 胴 耀 弊 離:1こ1粥沸 う

血 中 「グ ロ ブ リソ」撒(Globulinzahl)40

45-63第1週

52-70第2週

55其 以 後
〇 一 一 一

繊 維 素 少景(非薄膜ヲ生ズ)
多量(繊 維素 ガ固 リテ沈澱スル が全髄ガ凝固 スル事
・・稀ナ リ)

血 液 内繊 維 素(9!d1)0.3-0.4 0.7(Bezan亨on,Weilu.Guillaumin)

粘 稠 度1.00-1.60 1.66-2.40

糖 量(91dl)一 0.02-0.12

数 多 シ400-7000(多 ク ノ・500-1000(出 井 、岸 本 氏)
1700-6200(亭 均4550)(高 橋 、 経 田氏) 少 ナ シ1000-3000(上 與 那 原 氏)

淋 巴 球 少 ナ シ。3-13%
淋巴球様細胞圭部 ヲ占メル80-90%(結 核性 ヲ示ス
(Widal;)病 原的意味 ヲ附ケナイSylla)

大 輩 核 球 多 シ78.8-92.2%ぐ 出 井 ・岸 本 氏)
(大軍核球 ヲ含メル滲出液ハ連鎖球菌感染 ヲ防グGay&C
larke)

好 「エ オ ジ ソ」細 胞50-75%
炎 症 遷 延 ス ル 時 二見 ル 。70%(結 核 性 ヲ示 ス ト云 フ人
ア リClarke),此 時 血 液 二 ・・EosinophiHie・ ・ナ イ。

多形核細胞稀ナリ。 初 メ ニ多 〃、 後 二減 ズ。

破 壊 不 全 細 胞10.8-80.0%(亭 均29.5%)

被 覆 細 胞0.7-6.9%(亭 均3.0%)(高 橋 、経 田 氏) 少 ナ イ(多 イ ノ・・非 炎性 液 ナル 事 ヲ示 スLacbe,Sylla)

病 原 菌 無 シ 結核菌95-100%(海 軍、熊谷内科)

抗 「ト リプ ン ソ」(軍位)50-76(亭 均57) 200-1000(亭 均600)'

「リ'一 ゼj(K)0 .0021-0.0057(亭 均0.0037) 0.0046-0.0085(卒 均0.0060)

「ク ロ ー ル 」(食 鞭9/d1)0.640-0.735(干 均0,683) 0,561-0,605

「ナ ト リウ ム」(mg!d1)312-328(死 均324) 311-333
一

「カ リ ウ ム」(mg/dl)17 .2-26.2(李 均22.5) 10.5-20.4

「カル チ ウ ム」(mg!d1)6
.8-10.2(干 均7.2) 7.8-10.8

,一 一 一 一 一一 一一 一

胸 膜 炎 時 ノ血 液 所 見(Gsell)
「グ ロ ブ リソ」倣 が上 昇 ジテ 居 ル(40→70)

繊 維 素 量 力'増加 シテ居 ル(0.4→0.7)

多 核 球 培 加 ス(16800-7070)淋
巴 球 減 少 ス(10-15%)、 治 癒 二向 ヘ バ増・加 ス
「エ オ ジ ソJ嗜 好 細 胞 ハ培 加 セ ズr滲 出液 二 塙 加 セル 時 期 ニ ノ・)

%テ 占 ム。

滲 出液量(400-500J・u・ デ初 メテ 打診 的 二謹 明 シ

得(Staehelin)OttoGsellノ 、

第一度(1.Gr6sse)輕 度 ノ下部濁音(主 トシテ胸

膜 寳 二限 ルモ ノ)

第 二度(2.Gr.)掌 幅 二 相 當 スル量(腋 下第五肋

骨迄)

第 三度(3.G.)肩 朋 棘迄達 スル量(同 第三肋骨迄)

第 四度(4.Gr・)肩 岬棘 テ超 エル量(隣 接機關歴

排 テ來 タス)

ト匠分 シテル ガ、片 側丈 ケデ5Liter二 達 ス

ル事 ノ、稀 デアル ト。
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滲 出液 生成機轄

胸膜 炎滲 出液 ノ・血液 随 ツテ血漿 二由來 スルノ・勿

論 デ、血管膣 ヨ リ病的 二、組織 間へ進 出 入ル場合、

(1)血 液 ノ攣i化、(2)毛 細 管 ノ攣 化、(3、組織 ノ

攣 化 ガ考 ヘ ラレル。 而 シテ炎性滲出 ノ場 合 ニハ

(a)水 動 力作 用(hydrodynamischeWrikung)

(イ)毛 細管歴、 即 チ水 離力腿(hydrostatis-

cherDruck或 ノ・濾過厘i(Filtrationsdruck)

(ロ)毛 細管r791(II.流述 度

(ハ)毛 細管 ノ廣 サ或 ハ管壁細胞間孔 ノ大 小。

(b)膠 化 學的作 用(KolloidchemischeWirkung)

(イ)滲 歴(OsmotischerDruck)

(ロ)Donnan氏ZF衡 則 或 ノ・不整規滲巫

(AnormaleOsmose)

(ノ・)向水性膠質 ノ膨 化厘i(Quellungsdruck

derhodrophilenKolloide)

(c)毛 細 管 内被細胞乃 至組織細胞 ノ活力(Vitale

Kraft .derZelle)

等 ガ其原動力 トシテ算 ヘ ラレ、滲 出 二際 シテ、

毛細管歴 ノ・重覗 セ ラレズ、寧 ロ、登 炎病竈 ノ充

血、腫脹、血 流速度 ノ遅 クナル 事、毛細管壁細

胞間孔 ノ憤大 卜同時 二局所 ノ組織代謝 ガ旺盛 ト

ナ リ、「分子小 ナル分解産物 ガ激増 シテ、登 炎部

ノ滲座高 クナル結果、周園 ノ低滲歴部 二向 ツテ

遠心性液流 ガ起 ル、而 シテ獲 炎組織 ノ・酸性 テ呈

ス ノレo

膠化學作用中、向水性膠質 ノ膨化厘i、其 「化學

造構」、「分散相 ノ粒子 ノ大 サ」、「分散相、分散

媒 ノ荷電状態」及 「電解質共存 ノ有無及其割合」

等二關 スル。細胞活力ハ水動力作用ヤ、膠質化

學的 二論明 シ難キ現象 二封 スル假定的ノモ ノデ

ア ル 。

滲 出液 ノ存績期間。

通常熱 ノ持績期 間 ヨ リモ長 ク、下熱 シテ全 ク常

温 ニナ リテモ、滲 出液 ノ尚 存 スル ノガ多 イ。

吸牧機轄。

縦隔胸膜 二 限 ル トスル 者(Fleiner,Grawitz,

Grober)ト 壁 胸膜全般 ガ参與 スル ト設 ク者(Na-

egeli)ト アル。 岩男博 士門下荷 見秋次郎氏 ノ鐵

剤胸膜腔 内注 入試験 二依 ル ト、鐵 ノ・縦隔側胸膜

淋 巴管 ヵ ラ圭 トシテ吸牧 サ レル ト云 フ.

吸 牧速度。前 田健造、飯 島博雨氏 二依 ル ト、胸

膜 ハ腹膜 ヨリ劣 ル。胸膜腔 ノ吸牧 二關係 スル因

子 トシテ、呼吸罫 曾加、血行旺盛 仙 本氏)、 甲

状腺機能 充進 ハ吸牧 テ促 ガ シ、 「ア ドレナ リ ン」

(山本氏)横 隔膜神縄捻除、 甲歌腺別 出、人工氣

胸、胸膜 ノ炎機等 ノ・吸牧 ラ阻碍 ス。

吸牧力 ノ・水動 力歴(hydrodynamischerDruck>

ノ原 因即毛細管 ノ廣 サ、 内歴及 ビ血流速度 等 ノ

外、胸膜被覆細胞 ノ活力(且aidenhaim)或 ハ物

理 化學的原因2P滲 唾、Donnan氏 法 則、膨化歴

等(Starling,Hamburger)二 依 ル トシ、植 田潔
の

氏 二依 ル ト、水分吸牧 ノ滲 座 律 二支配 セ ラ レ所

謂Poineuille氏 法 則 二 從 ヒ、被覆細胞 ノ死活

二關 セズ トシ、谷野 氏等 ノ・無機 「イオ ン」ノ交 流

ノ・Donnan氏 ≧卜衡則 一;一・準嫁 スル モ ノデ胸膜 二

於 ケル血液 ト組織 トノ間 ノ物 質交 換ハ滲透禰散

ト共 二「水静力座差(hydrostatischerDruck)二

由 ル濾過機 轄」及 「浸潤 二由 ル被覆 細胞 間接合物

質 内 ノ液 膿乃至溶質 ノ吸引」等 ガ 圭役 テ 演 ズル

トスル。A.Krogh,中 澤(1927)P.IversenE,

Johansen等 ノ・、胸膜 内 二於 ケル 毛細管血漿 ノ

滲歴 ト胸膜膣 内漿液 ノ保有 スル膠質滲歴Kol-

loidosmotischerDruckト ノ大小 ニ ヨ リ、滲 出

或 ノ・吸牧 ガ起 ル ト設 ク.

併 シKylin二 依 ル ト、滲 出期 ノ胸液分子濃度、

即滲歴 ノ・血液 ノ夫 ヨ リモ大 デア リ、叉吸牧期 ノ

胸液 滲歴 ノ・血液 ノ夫 ヨ リモ小 デ、滲 出 ヤ吸牧 ハ

凡ベ テ滲巫 二抗 シテ行 ノ・レル所 テ以 テ見 ル ト、

吸牧,滲 出 ノ機轄 ノ・理化學 的法則 二支配 サ レル

ノ ミナ ラズ、一部 ノ、細胞 活力 ニモ挨 ツモ ノ ト解

スル ノガ穏 當 デ アラウ。 而 シテBinet二 依 ル

ト、胸膜腔 内容 ノ吸牧機 縛ノ・物 ニ ヨリテ相 異 ガ

アツテ、等 シク瓦斯 デモ酸 素 ノ・吸牧最 モ早 ク、

窒素 ノ・遅 クテ酸 素 ノ2倍 ノ時間 ラ要 スル。水 ヤ

盤類 ノ・、滲歴律 二依 ツテ吸牧 サ レル。又有機質

デノ・蛋 白ノ・吸牧良 ク、 油脂 ノ・徐 々 二吸牧 サ レル

蓮 搬(Abtransport)ノ ・、淋 巴管 ヨリモ血 管 二依
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ルプ」ガ多 イ ト。

併 シ現在 ノ解繹 二從 ヘバ、胸膜 炎 デノ・胸膜毛細

管 ノ充 血接張 ガ先 ヅ起 リ、 血流ノ・遅 クナ リ、毛

細管壁 ガ障碍 サ レテ膨 化 シ、 毛細管壁細胞間隙

ガ大 トナル爲 メニ、 血漿 ノ膠質成分 中 デ、其 粘

稠 度小 且 ツ膠質粒子 ノ小 ナルモ ノ自PAIbumin

ガ先 ヅ出デ、炎機 ノ進 ム ト共 二、漸次大 ナル粒

子 即Globulin(「 グ ロ ブリン」ノ多 イコ トガ滲 出

液 ノ特徴 デアル)。 次 二Fibrinogenガ 出 ル檬

一ナル
。血球 モー部 ハ此 際毛細管外 二遊 走 スル

事 二依 リ滲 出液 ガ成 牛 サ レル。而 シテ此 ノ滲 出

液 吸牧 二於 ケル圭役 ラ演 ズルモ ノノ・縦 隔寳淋巴

管 デアル。

滲 出液塵 置法

(甲)食 餌療 法

有熱 時 ノ食餌 ノ・、熱 慣多 キ易清化食 テ刺戟性 二

調理 シ,1同 ノ量 テ少 ナ クシテ、1日 ノ囁取 度

数 テ増 ス。特 二滲 出液 二 封 シテ、Achardund

Lambryノ ・、食 盤 ガ滲 出液 テ増加 スル事 テ経 験

シテ減臨食3推 賞 シタガRobinsonノ ・壇 盤 ノ方

ガ滲 出液 ノ吸牧 ラ促 ス ト報 ジタ.食 盤 ノ漏 出液

(Transsudation)二 封 スノレ關係 ノ・認 メ ラレテ居

ルガ、滲 出液 ニモ影響 アルヵノ・不明 デアル
、

Fppingerノ ・Na少 ナ キK多 キ食餌 ガ ヨ イ。随

ッテRohkostガ ヨイ ト云 フ。

Nonnenbruch,MeyerBischMumme等 ノ、
、

水 分代 謝 ト滲出機韓 トノ・關係 ナ イ、随 ツテ渇療

法 ヤ利尿剤 ノ・無意味 ナ リト云 ヒ、Syllaノ ・胸膜

炎 ノ液 滲出ノ・獲炎病竈 ノ状 態、中毒性(Toxici-

t5t)及 免 疫 關係 二支 配 サ レル ナ ラム ト云 フ
、 從

ツテ脱水 法(entwssserndeMasnahme)デ 血 液

カ ラ滲 出液 ヘ ノ「水分 ノ流出」(Wasserst6mung)

テ阻 止 シ得 ナ イ。 恰 モ磯餓}伏態 ト爲 シテモ癌 ノ

成 育 スル テ阻止 シ得 ナ イ ト同様 デアル ト。

要 スルニ 急 性滲 出期 ニノ・食盤 モ(Deist)、 水 分

モ(peyer-Pezzotti)・ 膿 内 二停滞 シ、 吸牧期 ニノ・

過 剰排泄 ガ起 ル ノガ事實 デアル。

Feender(1907)ノ ・Karel1氏 牛 乳療法 テ有数 ト

スル。 即

第1日1回 約600qc.4回 全 量250c.q

第2日,,約,,"500c.c.

第3日 約""750α α

Stachelinノ ・遷 延 性 叉 ノ・急 激 二 多 量 滲 出 セ シ場

合 二 限 リKarell氏 法 テ 有 放 ト ス ル 。 而 シ テ1

日 量 テ1時 間 毎 二分 ケ テ 與 ヘ レ バ、 磯 餓 感 モ 漏

感 モ訴 ヘ ヌ ト。 近 時VitaminP(Citrin)ガ 血 管

壁 ラ 緊 密 化(verdiceten)ス ル 性 質 テ有 入ル ト云

フ ノデ ア ル カ ラ本 症 二 之 ヲ 慮 用 ス ル 望 ガ 充 分 ア
　

ル。1日 約30mg静 脈 内注入10-一一20日 デ、毛細

管 ノ透過 性ガ正常 二復蹄 スル ト云ノ・レテヰル カ

ラ本症 ノ初期 二用 ヰルガ良 イ ト思 フ。IZGerson,

Sanerbruch-HermannsdorfferDstモ 試 用 シ

テ見ル償値 ガ ア リハ セヌ カ ト思 フ.

次 二食餌療 法 ト云 フヨ リモ藥物療法 二属 スルカ

モ シ レヌガL,Blumノ ・CaCl3ガ 消 炎性及利尿

性 二作用 スル1・ シテ1日 量15.O--30.09/Ca

Cl・ テ100c・c・ノ水 二溶 カ シ1時 間毎 二1-2茶 匙

宛 牛乳 叉ノ・牛乳珈 排 二混 ジテ飲用 ス。撒 日間連

用 ス。1-2日 デ 下熱 シ尿量増加 シ滲出液減 ズ

ト。併 シ本法ノ・不 味 デ胃障碍 テ起 シ、時 トシテ

下痢 スル爲 二患 者 カ ラ忌避 サ レル。Lundeノ ・

Ca鋏 乏Na過 剰 ガ滲 出機韓 テ起 スノデアル ト

シテ減盤食 二術次 ノ庭 方 ノ「カル チウム」剤 テ飲

用 サセル。

鞭化「カルチウム」

酷酸「カルチウム」

水

(乙)穿 刺療 法

(1)軍 純 穿刺

30・0/

611:/聯 一茶宛内服

穿刺 ノ適 慮 トシテ從 來最 モ ヨク知 ラレ且 ツ行 ノ・

レテヰタ ノノ・Troussan氏 適 鷹 デ アル。

(A)Tronssean氏 適 磨i(1866)

(1)生 命 ノ危瞼(lndicatiovitalis)ア ノレ場合。

呼吸困難、 「チア ノー ゼ」、 心蓑弱、頻 小且 ツ不

整i脈等 ノ症状 テ呈 シタル場合 デ、虚 脱、 右心血

栓、心嚢 炎等 テ起 シ易 イ。 之ノ・滲 出液 ノ量必 ズ

シモ多 イ時 トノ・限 ラズ シテ(1)寧 ロ液 ノ瀦溜 ノ

速 カナル爲 二全 身 ガ之 一 適磨 シ(Anpassen)得
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ナ イ時(2)或 ハ 少量 デモ縦 隔寳 二溜 マル ト血行

二影響 シ易 イ(3)心 臓 患者 ニノ・
、比較的少量 ノ

液 ガ瀦溜 シテモ、 非常 二危瞼 テ及 ボ シ易 イモ ノ
ロ　の

ア ア ルo

l死 因1比 較 的初 期 二起 ル突 然 ノ死 因 へ

(1)努 力 過度 二由 ル呼吸筋 ノ無力 トナル事。

(2>多 クノ・下室静脈 、稀 二大動脈 ノ横 隔膜 部 二

於 ケル脈 管 ノ屈曲

(3)右 心 ノ旗 張 二由 ル静脈慶 滞 ノ爲 二心麻 癖 テ

來 タス。

(4)下 室 欄 辰、叉 ノ・右 心血栓 二由 ル肺栓 塞(Lu-

ngenmbolie>(之 ノ・稀 ナ リ)。

(5)左 室 血栓 二由ル磯栓塞(Hirnembolie)

経 過 中一ノ・、粟粒 結核、磯膜 炎、膿胸、多登性

漿膜 炎ラ來 ス惧 ア リ。

経 過後 一ノ・、肺結核 ニテ倒 レ易 イ。

(皿)滲 出液量大 ナル場合。

一側 二大量(前 面第四肋骨迄
、BrunsEwigノ'

後 面肩月甲中央 以上 ノ時 トス)又 ノ・雨側 二 多量 ナ

ル時 ハ、農 位憂換 ナ ド或 ハ長時努力呼吸 セル後

一、突然死 亡 スル コ トガ アルカ ラ、穿 刺 シテ(熱

ガ有 ツテモ呼 吸 ヤ血行 ガ如何 デアラフ トモ之 二

拘 ラズ)不 快感乃至苦痛 テ 去 リ、血行 ラ助 ケテ

吸牧 力 テ促進 スル ガ良策 デアル。再 三溜 ツテモ

苦痛 ノ輕減 サ レル事 ・・否定 シ得 ナイ。

佃)液 量ノ・中等度 デモ吸牧 ガ遷 延 セル場合。

無 熱期 トナツテモ長 ク吸牧 サ レズ ニ患者 ノ呼吸

障碍 アル時 デ、斯 カル場合 ノ・又將來癒着 、胸廓

萎縮、膨脹不全 等 ラ招 キ易 イカ ラ穿 刺 スル。此

場合 ノ、既 二吸牧期 今入 ツテヰルカ ラ再度溜 マル

コ トモナ ク、 叉胸膜 二炎性刺戟 テ與ヘ ルコ トモ

ナ ィ。

(B)Staehelin氏 適 慮(1930)

rI)滲 出液 多量(前 面 第三肋骨、背面 肩騨棘 以上

?)デ 、隣接臓器 ノ巫排現象著 明 ナ ル 時(之 ノ・

Tronsseau氏 適 慮(1)、(皿)二 相當 ス)。

(皿)吸 牧遷 延 セ ル 場合。無熱時 ノ貼残 滲 出液

Restexsudatテ 穿 刺 ス ル(Tronsseau氏 適 慮

(m>)意 味 デナ ク、有熱 ノ儘 デ長 ク滲 出液 ガ増減

セズニ停止 シテ居 ル時 二、熱 ノ下 リ坂 ニナル ノ

テ待 チテ穿刺 スル ノデアル。私 ハ筒次 ノ場合 テ

加 ヘ テノ・如何 ト思 フ.即 チ

〈皿)試 験穿刺液 ガ繊維素 二富 ミ試験 管内 デ凝 固

スル場合。滲 出液 ノ・一般 二初期 一ノ・、 多 ク漿液

柱繊維素性 デ、経過 卜共 二漸次繊維素性 二移行

ヘルモ ノデアルガ」 一方又各例 二依 リテ同一時

期 デモ繊維素含有量 二相當差異 ガアル。而 シテ

繊維素多 キノ・將來癒著 ヤ萎縮 テ起 シ易 ク、其程

度 モ強 イ ト考 ヘ ラレル。

(瑚 雨側性 デ中等量以上 ノ滲 出液 アル場合。

先 キニ起 ツタ方 テ穿刺 スル?或 ハ肺患 ノ輕 キ方

テ穿刺 ス。

(V)他 側 肺 ガ廣 ク冒サ レ進 行性 ノ場合。

穿 刺 ノ時期。

(の 別 二定 マツテ居 ナ ィガ、 目標 ノ・撒 日間滲 出

液界 二著 明 ノ憂化 ガ無 ク而 シテ炎機 ガ停 止乃 至

減 退 シ始 メタ頃(熱 ガ下降 シ始 メル頃)ガ 宜 シイ。・

通常之 ノ・登病後第2-3週 ノ終 リ頃 二 當 ル。併

シ、 蛮熱 中穿刺 スル ト熱 ガ下 リ吸牧 ガ促進 サ レ

ル コ トモ アル。K6nigerノ ・第2週 ノ終 リカ ラ

第4週 ノ始 メ迄 テ最適 時期 トシテヰル。Traube

ハ3週 間以上モ待 テバ癒著、肥厚、萎縮 テ來 タ

ス ト^

(ロ)Peyer,Greuel,Mumme等 ノ・Volhard氏

水 試験 テ行 ヒテ 過剰排泄(Uberschiessend)ノ

結 果 テ得 タ場 合 二穿 刺 スル。

(ノ・)急性滲 出期 ニノ・減尿 シ、 炎機停 止期 ニハ普

通 量 ニナ リ、吸牧期 ニノ・多尿 トナル モ ノデアル

カ ラ、尿量 テ測 リテ、普通 量乃至檜 量 シ始 メタ

頃 テ見計 ラヒテ穿刺 スル。

(二)細 胞像 カラ云 ヘバ、初期急性期 ニハ滲 出液

内 二中性多核球、内被細胞 ガ多 イガ、第2-3週

二到 レバ、淋 巴球増加/80%)ト ナ ル(上 與那原

氏1カ ラ、淋 巴球檜 加或 ハ淋 巴球 及 「エ オジ ン」嗜

好球 ノ檜加 セル時期 テ検 出 シテ(ausprobieren)

此 時期 二穿刺 スル モー法 デア ラウ.

(ホ)叉 滲 出液 内 ノ血漿成分 ノ出方 カ ラ考 ヘ テ、

繊維 素 ガ析 出 シ易 キ時期 テ日標 トスル。 之ハ胸
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膜 表面 二於 ケル炎性機轄 ガ下火 トナ リ、水分 ガ

吸牧 シ始 メタ事 チ指示 スル カ ラデ アル。

(へ)Iversen等 二依 レバ膠質歴 ト水静力歴 トノ

間 二卒衝 ガ成立 スル ト吸牧 ガ始 マ リ、滲 出液 中

二蛋 白 ガ清失 スル迄 ノ・吸水 ガ緬 ク ト。(之ハ簡輩

ナル試験法 ガナイ様 デ アル)。 併 シ穿 刺適慮 二

臨 メバ別 問題 デ、時 期 ラ選 ブ飴裕 ガナ イ。

穿刺 ノ場所。

通常背面 肩朋 線上第九肋間 デ肋骨 上縁 テ 刺 ス

(第九肋間以下 ノ・横 隔膜 ヤ腰筋 テ刺 ス恐 レアリ)

或 ハ肩月甲線 ト後 腋窩線 トノ中間 ヲ選 ブガ、包嚢

性 ナ ドノ場 合モ アルカ ラ、濁 音ガ ア リ、聲動 ガ

弱 クテ試験穿 刺 シテ液 テ得 タル所 デ行 フ ノノ・勿

論 デ アル。

腋 窩線 ヨリ前方 デハ、肋間動脈 ガ肋骨 デ保護 サ

レテ居 ナ イコ ト.及前胸面 デ胸骨線 ヨ リ外方1/2

-一一1cmノ 部 ニノ・内乳動脈 ノ存 スル事 テ注意 スル。

排液 ノ量 ト速度 ト反復 同籔。

一一度 二排除 スル液 量ノ・1--11/2Literヲ 超 エ ヌ

テ安全 卜入。(肺 水腫磯貧血等 テ犯 ス危瞼 ア リ)

トセ ラレタル モ、他 ノノ'マタ出來 ル丈完全 二排除

スル方 ガ ヨイ(BrunsEwigetc)ト スル モアル。

BrunsEwigノ ・Punktionegefahr弓 豫 防 ス

ル意味 デ嘔分排除(fraktionierteAblassung)

テ ス ル。要ノ・患者 ノ状態 二 依 ツテ ドチ ラヵ二

決 スル。

探 取 ノ速度 ノ・1Literラ20分(帥 チ50αc/min)

以 上 費 シテ流 出サ セル テ安全 トス。反復探液 ハ

妨 グヌ ト云 ノ・レテ居 ルガ、余 ノ・時期 テ定 メナイ

デ反復穿刺 ハ不可 ト思 フ。理 由ハ

(1)-i穿 刺 二由ル胸膜刺戟。(2)患 者 ノ苦痛。

(3)経 過 二著 シク關係 シナイ。

穿 刺 ノ近代 的傾向

(2)開 放 穿刺oflenePunktionmitLuftein-

blasung(Wenckebach(1903)Geselschad(1910)

且olmgren(1911),VaquezA.Schmidt(1913)

etc)

我 國 デモ 明治33年(1900年)頃?川 原汎學士

ガ始 メテ「室氣 入 リ穿刺」ト構 シテ穿刺拶腋 後、

自然 二自由二室氣 ノ胸腔内進入ヲ許 シタ。清毒

セズ トモ室氣傳染 テ起 シタ例ノ・無 イ。恰モ開腹

術 二室氣 ガ入ツテモ細菌感染 シナイ浦毒セル

注射器内ヘモ室氣 ノ入ル事ハ屋 ≧アル ト同様 デ

ア ル 。

併 シ手術室 ト病室 デノ・室氣 ノ汚染 度 ガ違 フ ト云

フ議言命モ ア ラゥ.

(3)早 期 穿刺 二人工氣胸 テ併用 スル方 法

之 ハForlanini(1882)ガ 始 メタモ ノデSchot-

tmUller,Zekert,佛 學 派 ハ滲 出液(1/4Litz以

上 〉テ見 ツ ケ次第早 ク穿 刺 シテ、充分 二排液 シ

タル後、清 毒 セル室氣 酸素、窒 素等 ノ瓦斯膿

テ300-500c.q胸 腔 内二 注 入 シ、 内歴一2乃 至

一6ニ トメ、 ○ テ超 エヌ様 ニ スル。遅 ケ レバ被

覆細胞 ガ破 壌 サ レテ吸牧 セヌ。

利貼。(1)瓦 斯禮 補充 ニ ヨリ急激 二胸腔 内歴 テ

攣 化 サセヌカ ラ、穿刺 二依 ル不快副作 用 ラ減 ジ

又 ノ・全 然防 グ事 ガ出來 ル。

(2)癒 着 テ起 サヌ.併 シSyllaノ 報 告 デノ・反 ツ

テ癒 着 ガ多 イ。

(3)経 過 テ短 縮 ス。加藤氏 ノ例 ノ・短縮 セル モ、

Sylla二 依 ル ト有熱期 ガ長 引 久 小西 氏ハ熱、

呼吸、尿 量等 ニー一定度 ノ 良数 ア リト云 フ(第3

表 及第4表 、第5表)。

Staehelin,Nyiri,Sylla,Mumme等 ハ穿 刺 テ

賛成 セヌ、其理 由ハ、

(1)滲 出液 ハ臥床 シテ居 レバ、 多 クハ 自然 二吸

牧 ス。

(2)滲 出液瀦溜 ハ、肺 テ安艀 ニ スルカ ラ自然治

癒 ノ法 則 二叶 ツテヰル。又摩擦 二依 ル疹痛 ヲ減

ズル ニ役立 ツ。 演者惟 フニ

室氣 二比 シ滲 出液 ノ存在ノ・、如何 ナル害 ア リヤ

?結 核 菌 ガ アルカ ラ排除 スル ト云 フ ノナラ別 問

題 デアルガ、菌 ノ存在 ハ免疫成立 二好影響 ガア

ルカモ知 レヌ。

(3)滲 出 液ハ蛋 白 テ多 ク含 ムカ ラ、穿 刺ハ蛋 白

テ失 ナ フ事 ニナル。

(4)滲 出 液 ノ・発疫性及 ビ殺菌 性 二作用 ス(且5u-

temann,Wadder,SyUaetc)滲 出液 二澤111ノ
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第3表 加藤静市氏(海 誌26巻)穿 刺氣胸 ヲ行^バ 不快症状 ヲ去 リ、経過ヲ短縮ス

柄 服 穿 刺 穿刺条氣胸 計

全 測34.9%

轄 院

免 退

52。2,,

9.7,,

34.1%

51.2,,

i13 .2,,
}

49.3%

40.3,,

10.5,,

140

184

41

治療 日藪日

一 一 一7

72--225(144.9)! 46-235(116.1) 59-268〆111.5)

1

從 來 ノ統 計 一1Z3日(菅 原)173
B(鈴 木)202日(江 口)71-
200日 「柴 田)

第4表 穿 刺 療 法 ノ者 ・・下 熱 迄 ノ輕 過 長 シ(Sylla氏 二依 ル)

!下 熱 迄 二 要 セ シ 経 過 週 間

計!
9

}3-3
1

415 6 7 7以 上

OhneBehandlung

KonservativeBehandlung

Punktionsbehandlun窪

計

11〆73%)

31(76%)

16(37%)

58

3(7%)1

5(11%)

11

3(2・%)i・(7%)

3(7%)

5(11%)

9

一

1(2%)

3(7%)

4

一

一

2(5タ 。)

2

一

3(7%)

13(30%)

16

15

41

44

100

保 存 療 法

穿 刺 療 法

癒着無 シ

Q
U

9
～

働 ノ儲 い量キ儲1

臼
ゴ

閏
イ

{
⊥

イ
ユ

計

4

一〇1

Q
ソ

Q
σ

9
～

9
～

の

X線 検 査 成 績

保 存 療 法 ノ方 癒 着 少 ナ シ

(Sylla∫H2i二 依 ノv)

第5表 慶大、小西善造氏ノ成績 ヨリ余 ノ改算セル鍛字

1輕 側 死 亡

ズ

ス

セ

　

　

ロ

　　コ

市
↑

ぎ
ロ

リ束穿

穿

194(87%)

148(81%

342

15(7%)

20(11ク の

35

不 明

14(7%)

15(8%)

29

計

223

183

406

穿刺二依ル影響ガ必ズシモ良好 トハ言ハレヌ(上田)

試験 穿刺

穿 刺 排 液(200-1500以 上)

脈 搏 減 少1呼 吸 減 少1

藁 一・7%

83 =35%
239

轟 一・8%

73 =31%
239

熱 下 降

藷 一3・%

106 =44%
239

利 尿 良

藁 一2・%

65=27%

239

結核菌 ガ アル ガ、培養 ニモ海猿 ニモ陰 性 ノ事 ガ

アル。之 ハ液 ノ爲 二登育能 ヤ感染力 テ失 ツタノ

グ(RistundJonesco)、 炎 機 デVirulenz=ガ

下 ガツ タ(Aschoff)ノ デ アル。併 シ著明 ナル補

盟 結合反慮(Komplement-Reaktiou)ア ル モ ノ

92%ア リ。非結核性液 デノ・陰性 ナ リ(小 川)。

(5)穿 刺 ハ胸膜 テ刺戟 スルカ ラ不可 デ アル。苦

痛 テ與 へ且'ソ多少 ノ危瞼卒 モ ァル。

(6)穿 刺 シテモ経過 ヤ癒着 二攣 リナイ、否 反 ツ

テ穿 刺 セヌ方 ガ経過 ハ短縮 ス(第4表 、第5表)。

(7)早 期 二排液 スル 〃 ・有 害 デアル(Neumann,

Bacmeister,Cobetetc>。 血 液 カラ 滲出液 へ

蛋 白 ガ多 ク移行 セル爲 二、急性期 ニノ・胸膜腔 内

ノ膠質滲歴(KolloidosmotischerDruck)ガ 血

液 二於 ケル ヨリモ 大(Kylin)デ 此Str6mungs。

richtungテ 漿 ヘ ル事 ノ・困難 ナ リ。 蛋 白質量
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(Mhmme)5.7%ノ 時257mmH?0,3.24%ノ 時

155mmH,.O(IversenundJohansen)ナ リ ト云

フe

(8)氣 胸其物 ノ爲 一液ガ瀦溜 スル。氣胸 ハ吸

牧 テ防ゲル、術其他 ノ諸學者 ノ意見ラ基ゲテ見

ル ト^

Meyersteinノ ・中量 ノ・穿刺 セズ、大 量ノ・穿 刺 ス。

Siaehelinノ ・機械的適磨(厘i排 現象)以 外 ノ・穿刺

セ ヌo

Thanhauserノ 、50-100c.c.宛 反 復 排 液 ス ル ト利

尿 ガ ツ キ吸 牧 ガ起 ル ト、K6nigerノ ・Initiale

Pleuritisデ 肺 ノ冒 サ レ方 ガ 少 ナ イ 程 穿 刺 シテ

ヨ イ ト云 フ理 由 テ大 ニ ス ル ト。Br.Ewigノ ・穿

群

群

群

一

二

三

第

第

第

績成

由夕食 トスル。

排尿全量

,,

刺 ノ・控 へ 目(r也khaltend)ガ ヨ イ。 穿刺 シ'1'モ

少 量(5(》-200c.q位)探 ツテ、後 ノ・吸牧 テ 待 ツ.

第4週 テ過 ギテモ不攣 ニ シテ吸牧 セザ レバ根本

的 二排液 シ室氣 テ注 入 スル。

Nyiriノ ・滲 出液 ノ・結核 病攣 二好影響 ラ與 へ,L。

Syllaモ 同檬 デ8-10週 位 待 ツ。

CarlMummeノ ・水試験 テ爲 シ、 穿刺 ノ時期 ラ

定 メル。

水試験(Preyeru.Grenel)

早 朝 室腹 時(午 前7時)禮 重測定、 水1500c・a(約

15分 以 内)テ 飲用夕 食迄2.3個 ノ「パ ンf與 フ

ル ノ ミ。午前11時 迄1時 間毎 二 排尿、其後午

後7時 迄2-3時 間 毎 二 探尿後 、艦重測定、 自

、299ゴ:糠崖灘 勲 論農繊 準㈱)}穿刺セズ
1200--2800aα(過 剰排泄デ髄重1--1.5kg減 、吸牧ヲ始メタ時期

ト見倣ス)穿 刺 ノ好機!

デ、胸膜腔 テ洗1條ス レバ吸牧促進 サ レテ再登 ノ

併 シMummeノ ・過剰 排泄 ノ時 モ穿刺 セヌ。 水

試験 ガ水突 法 トナ リテ利尿 ガ起 リテ滲 出液 ノ・吸

牧 サ レ且 ツ滲 出性炎 二依 ル生命 ノ危瞼 ノ・先 ヅ無

イ ト。

佃)諸 種 ノ藥 物 ラ胸腔 内二注 入 スル法

(1)Damany(1888)ガ 、 排液 スル ト胸廓 ノ再蓮

動、肺 ノ籏 辰 テ來 タ シ、静 止 セ ン トスル肺病竈

テ再燃 サセルカ ラ不可 トセ シ以來。

(2)Lewschew(1891)ノ ・、排液後 ノ陰座 ガ血管

充 血 テ來 タ シ炎機及 滲 出テ檜悪 スルカ ラ、滲 出

液 ト同量 ノ食賂水 テ注 入 セヨ ト云 ヘ リ。

(3)James(1896)・ ・癒着 ラ豫防 シ、 胸廓蓮動恢

復 ノ目的 デ5-6日 ノ間隔 デ300-一一一SOOc.qノ 排 液

後、37.7℃ 二温 メタ生理 的食盤 水 テ 同量注 入

シテ置 ク。

(4)Girard(1894)ノ 、、胃液 テ注 入 シテ繊維素 テ

消化 セ シメ胸膜癒着 テ防 ギ、 淋巴道 ラ開通 シテ

滲 出液吸牧 テ促 ガス。

(5)Lsckow(1908)ノ ・排液後、生 理的食盤水 デ

反復洗1條 シ、 洗液 清浄 トナル迄行 フ、

(6)Mainot(1902)ハ 排 液後4(;一 一一50Cノ 熱 湯

惧 ナ シ ト。

(7)K6niger(1911)ノ 、Jodoformglycerinラ 注

入 スル ト、 多核 細胞 ガ滲 出液 内 二檜加 シテ好影

響 テ與 ヘル ト云 フ。Kohnノ ・「ヨー ドホ ルム」子

「グ リセ リン」
、 「オ レフ」油又!、「エーテル」10%

二溶 カ シテ其1-2ccラ 胸 膜 腔 内二 注 入 入レバ

1.2同 デ奏i敷 スル。大抵 ノ場合2-4日 強 ク登熱

シテ後、滲 出液 ノ・急速 二吸牧 サ レル。併 シ糞熱

反癒 ハ結核 ニノ・危瞼 デ アル ヵ ラ讃 シ難 イ。

(8)渡 邊 氏ノ・37℃ 二温 メ タルLipiodolsc.c.it・

注 入 入ル ト唯 一同 デ著敷 ア リ ト。

(9)川 村 氏ノ・Gamejodin(Jodoformテ 脂 肪、

類脂肱 臓 二溶 ヵ シタモ ノ)テ胸腔 内へ0.5qa注

入 隔 日二2倍 量 二 増加 シツ ・3.O--5.Oc.cト ナ

'ソタ ラ同量 テ持綾 ス(4 -7同 デ有数)
。

(10)CaCl2,水 銀 剤(Salyrgan,19rosin)等 ノ注

入。

例 ヘバ

大 内 一一夫(大 阪回生病院臨沐集報1938)氏 ノ・5ca

注 射 器 二SalyrganO.5-1.0-2.0αq吸 ヒ取 リ、

穿 刺 セル滲 出 一 混和 シ再注 入 ス、1週1-2同
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ノ間 隔 ニテ 反復 ス。大抵1--2回 ニ テ 目的 ラ達

ス。爾利尿剤 内服、Ca剤 静注併用 ハ 数果的 ナ

ツ 。

,111)林 篤 七、花輪盛雨氏 ノ・排液後

}:萎1欝騨 騰1
.反復2-3回 デ(本 藥 静注 ラ隔 日一 行 ヘ バ 術宜

シ)癒 着 テ防 ギ経過 テ短縮 ス。

(12)最 近EpPingerノ ・漿液1生炎 二封 シテ、Ca

・(Atophan
,)「Pyrazolon誘 導 艦」(「アンチ ピ リ

ン」、 「ピラ ミドン」、 「メルブ リン」、 「ノゾルギ

ン」、 「ノヴボ ン」等 ノ如 キ)ハ 毛細 管壁 テ緊密 二

人ル数 ア リ ト。 此意味 デVitaminPモ ヨ4ク

ラウ。又、急 性期 二胸膜 ノ炎性充血 ヲ去 リ且'ソ

鎭痛 ノ数 テ 兼 ネテ「コカ イン・ア ドしナリ ン」ノ

様 ナ物 テ注 入 シテ ミテノ・如何 ヤ?

Vlessandriuiノ ・酸 素瓦斯 テ滲 出液 内へgl・=導 入

7Nル ・kデ、経過 チ短縮 ス ト云7.

自家血清療 法

Gilbert(1894)ガ 始 メタ方 法 デ、 試験 穿刺 シテ

1-3c.c.ラ 吸 ヒ取 リ、針 テ引 キ出 シテ針先 ガ皮 下

二來 タ時此滲 出液 テ其儘 皮下 二注射 スル ノデア

ル。吸牧 ガ促進 サ レル ト稻 セ シモ、K6nigerノ ・

経過 テ不良(Anaphylaxie)一 ヘル ト云 ヒNeu-

mannundPomettaノ ・悪性 ノ接種結核 テ起 シ

タ ノラ経験 シタ ト云 ヒStachelinモ 不 賛成 テ唱

フ。滲 出液 二結核菌100%陽 性 ナル事 テ知 リタ

ル今 日デノ・、無謀 ノ企 ト云 フ可 キヵ?唯 探 血 シ

テ其血清0.3c.a以 下 テ1週1回 位 二反復 ス1レト

云 フ方法 テ可 ト乳ル人 モア ル(小 池重氏)。

.Arnsbergerノ ・早期 二滲 出液 テ注 射 シ、・次 二充

分排液 シテ人工氣 胸 テ施 シ癒 著 テ防 ギ、再度 ノ

瀦溜 ラ此血清療 法 デ防止 スル考 ヘデ アツタ。

「ツベ ル クリン」療法

Neumann,Romberg等 ハMantoux反 磨iノ強

キ時 二Tuberkulin(皮 内 ニノ・1萬 倍乃 至300萬

倍 液皮 下 二 ・・更 二其10倍 稀稗液 テ0・1c・c・カラ

初 メル)注 射 ガ有敷 ト云 フガ、我國 デハ籐 リ行 ハ

レテ居 ラ ・.併 シ岩男氏 ノ・1000倍 菖 「ツベ ル 〃

リン」0.010a皮 内注 入(Mantoux反 磨 テ検 スル

ト同様)テ スル ト中等量 ノ貯溜液 ヵ一夜 二消失

ヘル事 ガアル ト。 川村 六郎氏 ハ「ツベル ク リン」

4日 間隔 デ皮 下注射 モ ヨ イガ、胸腔 内へ注 入 一1・

'・ト皮下 ヨリモ有数 ナ リト.島 崎(有 馬研究 所〉

氏 ・・A.01.Oc.c.宛3-4因(間 隔7日)一 テ下熱

シ、痙痛 去t)、 滲出液 モ急速 二吸牧 サVル ト云

フ.,

藥 物 療 法

「ザ リ チ 匂 酸 剤 、 沃 剥 、 「ピ ラ ミ ド ン」盤 類 利 尿

剤 等 ノ・、 從 來 使 ノ・レ テ ヰ ・しモ ノ ダ ガ、其 他 「カ ・し

チ ウ ム 」剤 ノ内 服1盤 化 「カ ル チ ウ ム」4・0-15・0

瓦)、 毎 日 内 服 ス。 胃 腸 障 碍 ノ・稀 ナ リ ト(Garaf- ◎

eano,Bolle)。 静 脈 内t」二入(5%CaCl215c・c・tS

日5--6日 間(Kru-mmacher)或 ノ・胸膜腔 内注 入

110%CaCl,10c・q宛 胸膜 腔注 入7日 間 デ毒素 ガ

血管 内へ移 行 ヘル ノテ 防 グDaRin)ナ ドノ報

告 アリ。其他Sanocrysinノ 大 量(0.015-0.02

9/kg)テ 高 熱時 二奥 ヘル ト下熱 ラ速 メル、San-

ocrysinハ 網:伏織 内被細胞系統 ノ活動性 ラ賦與

シテ、本系 ガ活動 スル トhyperergischト ナ ・・

ト(Russuu.Sichet1337)。 又 水銀 剤 モ膠質滲

歴 ラ低下 シ利尿 ノ敷 テ奏 スル。

或 ノ・Atophanyl10c.c.注 射 毎 日2同(Arisi)或 ハ

吸牧遷延時 一Novoprotein,Yatrenkasein,

Kaseosan等 テ漸檜的 二與 ヘル(Tellgmannu.

Kanellis)。

結 僻

滲 出液 二封 シテノ・其 吸牧 テ促 ガ 入塵 置乃 至手段

テ講 ズル ノノ・勿論 デア ルガ、病罷 ガ之 二磨 ぜヌ

場合 ハ、其時機 デノ・ナ ィカ ラ、穿刺排液 ス ・しヨ

リモ、浦炎 ノ方途 テ考 ヘルガ合理 的 デアル。

(1)生 命 ノ危瞼、吸牧遅延、(4週 位)ノ 場合 ノ・、

常 二穿 刺排液 スルガ、其他 ノ場合 ニノ・成 ル可 ク

穿刺 セヌ 乃針 ガヨ イト思 フ.

(2)減 盤 減 水食餌 ノ・必 ズ シモ無数 デノ・ナ イ。少

クモ害 ハナ イカ ろ試 い ・,吸 牧 初期若 シクノ・吸



674 総 會 演 訊 要 旨 【第16巻

牧期 二Karell法 テ試 ミル。

Nonnenbruchノ 設 ノ・無條件 二質 成 シ鄭iイ。

(3)病 院 デノ・過 剰排泄 ノアル 頃 テ 見計 ヒ テ

(第2週 ノ終 リヵ ラ第4週 ノ始 メ迄 ノ間)先 ヅ水

試験 ヲ 行 ヒ、飲 水lil:以上排尿 ア レバ直 二穿 刺

スル カ、或 ノ・穿 刺 セ ズニ其 自然 ノ吸牧利尿 ヲ待

ツ。外來 デノ・其 時期 二少量穿 刺 シテ利尿 テ待 ツ

モ ヨ イ。穿刺前 二激 日間 「ヂギ タ リス」、「コフエ

イ ン」、 「クvモ ー ル」酷剥水、Novasuro1,Sal-

yrganIgrosin等 ヲ與 ヘテ置 ク ト筒良 イ ト思 フa

(4)人 工 氣胸 ノ・、滲 出性胸膜 炎其 モ ノノ・大 シテ

意 味 ノナ イ方法 デ推賞 シ得 ヌ。基本疾 患 タル結

核 二封 シテ ノ数果 ノ・別 問題 デアル。 肺 二結核 ア

リテ氣 胸 テ要 スル様 ナ揚合 ノ・、初 メヵ ラ排液 セ

ヌ ガ ヨイ。但 シ初期攣化群 二封 シテ、氣 胸 ヤ滲

出液 ノ歴 迫安静 ガ有数 力?或 ノ・滲 出液 中 ノ成 分

ガ、病竈 二有数 二作用 スル ノカノ・爾研究 ヲ要 ス。

(5)胸 膜 腔 内、藥 物注入法及 「ツベル ク リン」注

射療 法ノ・再検 討 ノ必要 ア リ。

(6)滲 出 液注射法 ノ・好 マ シカ ラズ。

(7)藥 物 療法 ノ・、胸膜 炎滲 出液 ノ生成 吸牧 ノ理

論 二鑑 ミ、水動力作用攣化 テ目標 トシテ血 管剤

ラ、又膠質滲歴 二影響 サセル爲 メニ盤類 剤 ヤ水

銀剤 テ適 當ナル時期 テ選 ミテ奥 フベ キデアル。

63.最 近10ケ 年 間 二於 ケル滲 出性肋膜

炎 ノ統計的観察

杉 本 英 一

岡 谷 實

最 近10ケ 年 間 二京大辻 内科 二入院 セル 患者絡

数4776、 ソ ノ中肋膜 炎患者ノ・560人 ヲ算 ス。コ

ノ中合併症 ノ著 シカ ラザル 滲 出性肋膜 炎患者

ノ中材料 ノ整 ヒタル225例 テ トリテ特 二穿 刺 ノ

治療数果 蚊 二豫後 二就 キテ統 計的 二観察 セ リ。

穿 刺 テ行 ヒタル症例199、 行 ・・ザ リシモ ノ26。

穿刺 同撒ノ・全例 ニ ツキテ縮計558同 、ZF均1例

ニ ツキテ2.5回 。 有熱期 二於 ケル穿刺 同撒 ハ有

熱 同数 卜1關 係 テ兇ル ニ穿刺 同数 ノ加 ノ・ルニ從

ヒ有熱 同撒 ノ・延長 ス。 即 チ屡 ζ穿刺 テ行 ヒタル

症例換 言 ス レバ滲 出旺盛 ナル症例 ニ アリテノ・解

熱 ガ遷 延 ス。次 二初同、穿刺 ノ時期 ト解熱 マデ

ニ行 ヘル穿刺 ノ同撒 トテ見 ル ニ早期 二穿 刺 ラ行

ヘル方穿刺 ノ同数 ノ・少 シ、帥初 同 ノ穿刺 ヲ早期

二行 ヘバ滲 出液 ノ瀦溜 ノ・少 クナル。穿刺 ノ直接

影響 ラ穿刺後1週 間以 内二生 ズル熱、脈搏、呼

吸、一般 自魔症状、拉 二尿量 ニ ツキテ見 ルニ、

穿 刺ノ、一般 ニコ レラニ好影響 ヲ與 へ 悪影響 テ

與 フル如 ク思 ノ・ル ・モ ノノ・甚 グ少 シ。術穿刺 ノ

時期 トノ關係 二於 テノ・早期 二行 ハ レタルモ ノ・

方良好 ナル成績 テ示 ス。初 同 ノ穿刺病 日 ト有熱

日撒 トノ關係 ニ ツキテノ・、早期 二穿刺 ラ行 ヘル

モ ノ・方有熱 日撒 二 少 ク、 殊 二10日 以 内二初

同 ノ穿 刺 テ行 ヘルモ ノ・李均有熱 日数ノ・穿刺 ヲ

要 セザ リシ輕 症例 二比 シテモ倫少 シ。

入院 セル時期 ト有熱 日数 トノ關係 ニツキテハ當

然早期 二入院 セルモ ノ ・方有熱 日撒 ハ少 シ。

退院後 ノ状態 ラ問合 セ及 ビ再検査 ニ ヨリテ検 シ

タル ニ、225例 中109例 ノ観察例 ラ得 タ リ。 コ

ノ中結核 性後登 症 ノアル モノ35例 、 ナ キモノ

70例 、不 明3例 、 ソ ノ他1側 。現 在健康 ナル モ

ノ80例 、 目下静養 中 ノモ ノ7例 、治療 中 ノモ ノ

6例 、死 亡16例 。死 因ノ・不 明、 ソノ他 ノモ ノ

5例 ラ除 キ他 ノ・スベテ結核性疾 患ナ リ。

結核性後登症 ト穿 刺 トノ間 ニノ・特別 ノ關係 ヲ登

見 シエ ズ。結核 性後登 症登病 ノ・解熱 後1年 以内

二最 モ多 ク。後次 第 二減少 ス。疾病 ノ種類 ハ肺

結核最 モ多 ク、肋膜 炎之 二次 ギ骨結核 又多 シ。

要之、大多数例 二於 テ穿 刺 ノ肋膜 炎治癒 二與 フ

ル好影響 ハ之 ヲ否定 シ難 ク、爾 コ ノ数果 ノ・穿刺

ラ早期 二行 ヘバ行 フ程 良好 ナ リ。

64.肋 膜 賓滲 出液 ノ研究(第 一報)

湊 明(齢灘 豹

演者ノ・比較的長期間二渡 リ観察 シ得 タル肺門結

核6例 拉 二肺結核39例 ノ人工氣胸術 ニヨリテ

出現 スル トコロノ肋膜寳滲出液二就 テ臨躰的、

實験的観察特 二今同ノ・主 トシテ其 ノ細胞學的、

化學的性歌拉 二滲出性肋膜炎ヘノ移行歌況 二就

テ述ベ ントスルモノデアル。尚之 レニ動物實験
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ノ成 績 ノー部 テ追 加報告 セ ン トス。

肋膜 寳滲 出液 ノ出現 ノ頻度 ハ、氣胸全経過 二於

テ、唯1同 出現 シタモ ノテモ、加算 スレバ、93.3

%ニ シテ、殆 ド線 テ ノ例 二観 ラレルモ ノナ リ。

コ ノ中滲 出性肋膜 炎 二移行 シタル モ ノハ、17.8

.%ナ リ。

肋膜 賓滲出液 第1同 出現 ノ時期 ト滲 出性肋膜炎

護 生 トノ關係 テ観 ルニ、肋膜寳滲 出液 ノ・第1同

氣胸 ヨ リ第4同 迄 ノ間 二出現 スル モノガ過牛撒

テ占 ム。斯 クノ如 ク、極 メテ早期 二液 ノ出現 テ

観 ルモ ノノ・、滲出性肋膜 炎二移行 スル傾 向頗 ル
ぎ

大 一 シテ、余 ノ例 二於 テハ、第4同 以後 二初 同

ノ蕨 生テ観 ルモ ノノ・、滲 出歌肋膜 炎二移行 セル

モ ノナ シ。 是等 移行例 ノ大牛 ハ、明 カニ肋膜 炎

ノ既往症 テ有 スルモ ノ及 ピ肺門結核 ナル コ ト・・

特 二注 目二値 ヘル トコロナ リ。

初同以後 ノ液 ノ出現駄況拉 二滲 出性肋膜 炎ヘ ノ

移 行状態 テ観 ルニ、液 ノ出現 ノ連績性拉 二瀦溜

度 一ヨ リ、次 ノ6群 二分類 シ得 ル。第1群 ノ・液

ノ出現 ハ…時的 ニ シテ、液量 モ極 メテ少 ナ ク、

清 失 日獄 ハ大牛3日 以 内ニ シテ、8日 、9日 」'

要 シタル モ ノハX各1例 斗算/・ルニ過 ズ。第2

群 ノ・氣胸 ノ早期 二於 テハ、液 ノ出現 テ來 サザル

モ、其 ノ後 出現 シ、液 量 中等度 二達 シ、以後氣

胸 テ綴 績 スル モ、 液量檜加 セズ、氣胸 テ完 了 ヘ

ルモ ノナ リ。其 ノ液 ノ清失 二要7.ル 日撒 ハ7日

ヨ リ10日 チ要 シ、最 ヒ邊 キモ ノノ、、18日 ナ リ。

第3群 ハ比較 的早期 二液 ノ出現 テ観 ルモ ノー シ

テ、液 量ノ、前2者 二比 シテ多量 ナルモ、氣胸 ノ

後 牛 二於 テノ・、液 ノ出現 テ來 サザルモ ノナ リ。

第4群 ヨ リ第6群 迄 ノモ ノノ・、 滲出性肋膜 炎 二

移行 スル傾 向頗 ル大 一 シテ、初 同 ヨリ、液 ノ出

現 テ観 ル モ ノ大 牛 ラ占 メ、其 ノ液 量 モ中等度 ニ

シテ、氣胸 テ纏 績 スル ニ從 ヒ階段 的 二液 量壇 加

シ、 其 ノ消失吸牧 モ、 ヨ リー層 遅延 シテ8日 ヨ

リ28日 ヲ要 ス。斯 ル例 二 於 テハ、液 ノ消失 ラ

待 タズ シテ、氣胸 テ織績 スル トキニへ 途 ニノ・

滲 出性肋膜 炎 二移行 シ或 ハ其 ノ原 因 トナ リ得 ル

モ1ナ リ。

以上 ノ如 ク極 メテ早期 二液 ノ出現 ラ來 タ シ、毎

同出現 スルモ ノ、氣胸毎 二液量檜加 スル傾 向 ノ

モ ノ、消失吸牧 ノ極 メテ遅 キモ ノ、且肋膜 炎 ノ

既往症 テ有 スルモ ノ、肺 門結核 ノ・特 二滲 出性肋

膜 炎 ノ登生 ノ傾 向頗 ル大 ナル コ トノ・特 二注 目ら

値 スル トコロナ リ。

肋膜 寳滲出液 ノ性状 二就 テ述 プ レバ、早期 二出

現 シタル液 ノ外 観 ハ総 テ膿様 一 シテ、氣 胸後 牛

期 二於 テノ・、漿 液性 トナ リ,滲 出性肋膜 炎 二移

行 スル場合 ニノ・、多少 トモ血性 ノ外観 ラ帯 ベル

モ ノ多 シ。化學 的 幽 犬ノ・特獲性肋膜滲 出液、登

泡膏液 ノソレ ト、大 同小異 ナ リ。特 二注 目 スベ

キ鮎 ノ糖 量 ニ シテ、早期 二出現 シタル液 ノ糖量

0.19/dl以 上 ナルモ ノガ、氣胸 テ縫績 スルニ從

ヒ次 第 二減少 シ、滲 出性肋膜 炎 テ叢生 スルニ及

ンデ著明 二減 少 ス。

他 方細胞學的性状 トシテ、最 モ特異 トスル トコ

ロノ・、絡 テノ例 二於 テ他 ノ滲 出液 二比 シ、「エオ

ジン」嗜好性細胞 、非赤血球 細胞 ノ極 メテ多 キ

■ ト、 中性 多核 白血球 、淋 巴球、赤血球 ノ少 ナ

キコ トナ リ.而 シテ 滲出液浮溜 ノ初期 二於 テ

ノ・、 「エ オジン」嗜好性細胞 ノ・80%内 外 、非赤血

球細胞数 ・・1萬 ヨ リ8萬cmm内 外 ナル モ ノ多

ク、氣胸 テ纏績 スルニ從 ヒ階段的 二減 少 シ、滲

出性肋膜 炎二移 行 スル ニ從 ツテ、 「⊥ オジ ン」嗜

好性細胞 ノ・全 ク消 失 シテ、淋 巴球之 二代 リ、 細

胞撒 ハ著 シク減少 シ、赤血球 ノ・増加 シテ、i途 ニ

ノ・特登性肋膜滲 出液 二類 似 スル ニ至 ル .

以 上 ノ化學的、細胞學的性状 ヨ リシテ、結核 二

罹患 セザル正常家兎 二於 テモ、空氣 ノ注 入 ニ ヨ

リ、肋膜寳滲出液 二類似 セル滲 出液 ノ登生 テ観

ル ヤ否 ヤ テ追求 セ ント欲 シ、禮重2班i前 後 ノ正

常家兎5匹 宛 ラ第1群 、第2群 二魑分 シ、 第1

群 ニノ、室氣10e・q第2群 一ノ・30c.cラ 注 入 シテ、

48時 間 後 二於 テ,解 例 シ、氣胸側(右)ノ 肋膜腔

液 ト他 側(左)ノ ソレ トテ比較 シタル ニ、次 ノ如

キ成 績 ラ得 タリ、即 チ、氣胸側 ノ肋膜腔液 ノ外

観 ハ絃 テ膿様 ニ シテ、他 側 ノ・無色透明 ナ リ。細

胞學 的所 見 トシテノ・、氣胸側 ノ「エオ ジン」嗜好
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性細胞 ハ人 間肺結核 ノ場合 二比 シ少 ナキモ.最

低3%ヨ リ最高23.5%二 至 ル。左側 ハ最 高1 、%

ナ リキ。淋 巴球 ハ左側 ヨリ著 シク 少 ナ ク 李均

16.9%中 性 多核 白血球及 ビ大軍核 細胞(主 トシ

テ内被細胞)ハ 、肋膜賓滲 出液 二比 シ極 メテ 多

ク、赤血球 ノ・人 間 ノ場合 二比 シテ著 明ナル差違

ナ ク、左側 ヨ リ稽 く多 シ。 化學 的所見 ハ、比重、

リバル タ氏反慮及 ビ蛋 白量ノ・滲 出液 ノ性状 ノ範

園 内二在 リ.以 上細胞學 的拉 二化學的所 見 ヨリ

観 ル ニ、正常 家兎 二於 テモ人工氣胸術 ニ ヨツテ、

人 間肺結 核 ノ場合 ト同 ジ久 肋膜 寳滲出液 二類

似 セル滲 出液 ノ登 生 デ來 スコ トハ、明 カナル コ

トナルモ、全 ク同一 ナル機轄 二由ル モ ノナ リヤ

否 ヤノ・今 日断 定 スルニ至 ラズ。追 ツテ詳細 ナル

臨躰的及 ビ動物 實験 ノ成績 ヲ待'ソ テ登 表 セ ン ト

欲 ス。

65.「 ヒ ヨ レステ リ ン」性肋膜炎症例追加

相 良潤 一郎(廣 島)

1.22年 前 右側肋膜 炎 二罹患 セ シ66歳 ノ男子

農 業)一 見 ラ レタル右側 「ヒヨ レステ リン」性肋

膜炎 ノー症例 テ追 加 ス。

2.全 経 過 中燈温 ノ上昇 ナ ク徽 毒反癒陰 性、 マ

ン トー氏反慮 ハ強陽性 ナ リ、

3.過 「ヒョ レステ リン」血 ヲ謹 明 セズ即 チ血 中

「ヒョ レステ リン」含量
、遊離型0.081%、 「エ ス

テル」型0.069%ナ リ。

4.肋 膜 腔滲出液ハ凝固性 テ全然鋏 如 セ リ、

5.ソ ノ肋 膜腔瀦溜液 中二結晶 トシテ析 出 セル

「ヒヨレステ リン」ハ 遊離型 トシテ3 .31%二 達

シ、溶解 セル モ 〃 ・遊離 型0.059%、 「エ ステル」

型0.040%絡 量 實 二3.409%一 シテ 遊離型殆 ン

ド大部分 ヲ占 ム。 ユノ・從來 ノ報告例 中其含 量最

高 ナ リ。

6.治 療 法 トシテハ胸膜 腔穿刺 テ反復 シ施行 ス

ル コ ト。本例 二於 テハ3同 ニテ滲 出液 ラ全 ク除

去 シ全治 セ シメ得 タ リ。胸穿後 ノ咳蹴刺戟 二封

シテノ・人工氣胸術 ニ ヨリ極 少量 ノ室氣 ヲ途 入 セ

リ。

7.本 病 ノ原 因 トシテハ本例 二於 テハ「アル コ

一 ル」飲 用 ガ其 一因子 テナ セル モ ノ ・如 シ
。

66.集 團 検診 二於 ケル 「ツペル ク リン」

反慮

寳來 善次(阪 大今村内科〉

淺梅 通太

「ツベル ク リノ」反慮 ガ ピルク'氏一 ヨ リ1907年 、

其皮 膚法 ガ叢表 ゼラ レ、翌年 メ ンデル及 ビマ ン

ヒニ氏 ノ皮 内法其他諸種 ノ方 法 ガ盛 ンニ報告 セ

ラレテヰマ 人ガー般的 二見 テ皮 内法 ノ・ピル ケ氏

法 ヨリ鋭 敏 デ ア リマ ス、 之 二封 シテモ異論 ガア

リマ スガ私共 ノ行 ツタ集 團検診、特 二多撒 ノ人

二行 フ場合ハ皮 内法 ガ簡便 デア リ、 ヨ リ正確 デ

ア リマ ス。

「ツベル ク リン」反 磨施行 ノ封象 トシテノ、
、(1)

結 核 患者 、(2)所 謂健 康者、 トニ分 ケテ考 フベ

キデ ア リマ ス。

結核患者 ノ中 ニノ・、 「ツベル クリン」二封 シテ非

常 二鋭 敏 二反磨 スル モ ノモ ア リマスカ ラー・般 二

多 クノ活動性結核 患者 テ取扱 フ所 デハ、先 ヅ ピ

生 ケ氏法 テ行 ヒ其陰 性及 ビ疑陽性者 二皮 内法 ラ

更 二行 ツタ方 ガ ヨ イ ト思 ヒマ ス。集 團検診 二際

シテモ診 察 ニ ヨ リ確 カニ活動 性 ト思 ノ・レルモ ノ

ニノ・「ツベル ク リン」ノ量 ヲ少 クスル事ハ望 マ シ

イ事 ト思 ヒマ ス。

ソ レ故 二初 メ40000倍0.1cβ 、次 二2000倍 一

1000倍0.1c・qト ニ度行 フコ トノ・特別 ノ集 團 一ハ

ヨィコ トデ ア リマスガ實際多藪 二行 フ揚 合 ニハ

ニ度繰 リ返 ス事 ノ・容 易 ナ コ トデ ァ リマセ ンヵ ラ

私共 ノ・2000倍0.1csx皮 内法 テ最 モ 多 ク用 ヒテ

居 リマ ス。

次 二私共 ノ行 ヒマ シタ集 團検診 二 於 ケル 「ツベ

ル ク リン」反慮 二就 テ申上ゲ マ ス。

「ッベ ル ク リン」反 慮 ノ判定基準 ノ・今村教 授 ガ常

二提唱 サ レテヰル如 クデ第1表 ハ
、皮 内法 ノモ

ノデ ア リマ ス。

大観 的二4粍 以下 ヲ陰性 トシマ シタ 〃 ・B.C.Ge一

接 種 ノ場合 二陰性 ト認 メ、テ接種 ヲ行 ツテ差支 ナ

イカ ラデ ア リマス。尚 ピル ケ氏反 慮 ノ基準 ハ第,

2表 ノ如 クー シテヰマ ス。
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第1表 「ツベ ル 〃 リソ」皮 内 反 慮 成 績 列 定 基 準

A・T・2000倍0.1蝿48時 間後

鷺直赤莚 ㌔劃 鷹 ノ分馴 大 襯
無 反 磨 (一)陰 性 陰 性

一 一 一 一

陽 性

2-4 (±)疑 陽 性

5-10 (+)弱 陽 性

11-20 (什)中 等度陽性

21-30 (柵)強 陽 性

B1以 上及水泡形成壇死 (柵)最 強 陽 性

第2表 ピルケ氏反鷹成績判定基準

原液1滴24時 間後
}

轍 訓 購 ・頒 大 観

無 反 磨 (一)陰 性 ,,

2-4 (±)疑 陽 性 ,,

5-9 (十)弱 陽 性

陽 性10-14 (軒)中 等度陽性
一

15-20
一

一
(柵)強 陽 性

1

21以 上lr冊)最 強 陽 性

第3表 「ツベルク リソ」皮内反慮施行人鍛及陽性率(今 村内科及其關係者調査)

i調 査セル騰 瞬 鞭 人 員 年 酬 方 法 障 時間 陽性卒

幼

稚

園
・

學

校

關

係

一 一9

大 阪 市 内幼稚 園 昭和12 207 5-7
2000倍0.1α α5

粍 以 上 陽 性
24時 22.4%

大阪市内郊外幼稚園 ,,12 236 5-7 ,, ,, 35.3,,

大 阪市 内小學 校 ,,12 1044

一

7-13

一 一 　

,, ,, 45.8,,
一

奈良縣 山村小學校 ,,11 1330 7-16 ,, 48時 14.2,,

奈良縣農村小學校 昭10-12 2043 7-16

　 　 }一

,, ,,

一

23.5,,

奈 良 縣 中 學 校 ,,10-12 1285 13-20 ,, 48.7,,

阪 紳 間 中 學 校 ,,12 1033 13-19

L_

,, 24時 63.1,,

大 阪市 内師範學校 ,,7 230 15-20 ,, 48時 49.0,,

阪大馨學部新入生 昭9-12 481 20-25 ビ ル ケ 氏 法 24時 60-70,,

阪大新入醸 婦生徒1"7-・2 563 14-20
ピ〃 ケ氏 法 、 皮 内

法1000倍 、2000倍
40-60,,

第4表 「ツベル クリソ」皮内反磨施行人数及陽性率

1謎 セル醗 睡 圃 人 川 年 酬 方 法 剃定刷 陽膵

工

場
・

會

杜
・

商

店
・

其

他

住 吉 毛 織 會 社 昭和8 137

一 『-

20-50
1000倍0.1cα5

粍 以 上 陽 性
48時 60.5%

堺 市綿布加工工場 ,,9 3351 13-40 ,, ,, 66.0,,

大 阪 某染 料會 肚 ,,9

　 一

,,10

一 一　

532 20-50
4000倍0.1αq5

粍 以 上 陽 性
,, 90.8,,

一 　 一

大 阪全 購 聯 會肚
_一 畠 　 一一一

ノく阪 市 内 某 商 店

139

一

20-30
1000倍0.1cq5

粍 以 上 陽 性
,, 76.2,,

,,11 139 18-30
2000倍0.1cc5

粍 以 上 陽 性
,, 55.0,,

___一 一

兵 庫 縣 某 鑛 山
一 一 一

,,11 503 20-60 ,, ,, 61.2,,

奈 良縣 山村 村民 .,11 466 20-60 ,, ,, 58.6,,

大阪市内登動機工場 ,,12 134 15-20 ,, 24時 80.2,,

同
}　 　

,,13 50 15-17 ,, ,, 60.0,,

大阪市内某壮年團謄 ,,13 1444 22 ,, 48時 84.7,,

今 村 内科 ノ關係者 ガ集 團検診 ニテ「ツ」反磨 ラ種

々ナル 方法其 中最 モ 多藪 ハ2000倍0.1qq皮 内

法 テ行 ヒマ シタガ 其成績 ハ 第3表 ノヤウデ ア

リマス。

此表 ハ幼 稚園及 ビ學校關係 ノモ ノデ「ツベル ク

リ ン」反慮陽性傘 ノ最低 ノ・奈良縣 山村 小學校

(14.2%)ニ シテ最 高ノ・阪聯間 中學校 ノ63.1%

デ ア リマス。

第4表 ノ・工場、會肚、 商店其他 ニ シテ「ツベル

ク リン」反磨陽姓卒 ノ最低 ハ 大 阪市 内某 商店 ノ
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第5表 「ツベノレクリソ」皮内反慮施行人藪及陽性率(今 村内科調査)

調査セル團髄調査年度 人 員 年 齢 方 法 列定時間 陽性率

紡

績

工

場

A工 場 昭 和8-10 2922 13-30 2000倍0.1α α5粍 以 上 陽 性 48時 間 54.5%

,, ,,11 1792 ,, ,, ,, 73.0%

B工 場 ,,11 2493 ,, ,D ,, 60.0,,

,, ,,12 2626 ,, ,, ,, 39.0,,

C,, ,,11 933 ,, ,, ,● 49.0,,

1,, ,,12 903 ,, ,, ,,

一曾一

49.0,,

π,, ,,12 1694 ,,

7}　

,, ,, 59.3,,

皿,, ,,13 1103 14-40

一　 一 一 一 一 一

,, ,,

騨

61.3,,

IV,, ,,,, 1136 14以 上

一 占 』 一一

,, ,,

一

39.7,,

V,, ,,,, 930 ,, ,, ,, 47。7,,

VI,, ,,,, 1025 14-36 ,, ,, 33.5,,

V皿,, ,,,, 673 14-52

}

,, ,, 51.9,,

V皿,, ,,,, 375 14-36 ,, ,, 64.3,,

IX,, ,,,, 1103 14--45 9, ,, 49.4,,

X,, ,,,, 361 14-50 ,, ,,

一

67.9,,
曹

XI,, ,,,, 724 14以 上

_一 一 一 一 一 一

,, ,,

一

53.7,,

X∬,, ,,,, 473 14--54

一

,, ,, 65.5,,

X皿,, ,,,, 369 14-39

一

,, 1" 65.6,,

XIV,, ,,,, 1465 14-42

一{一

,, ,, 41.4,,

XV,, ,,,, 1470 14以 上 ,, ,,

一　

28.7,,

XVI,, ,,,, 458 ,,

一一 一 丁一

,, ,, 55.0,,

計 25028
●

51.5,,

55.O%、 最 高 ハ大阪 市内某 染料會肚 ノ90.8%デ

ア リマ ス。

第5表 ノ・紡績 工場 テ 關 人ル モ ノデ 検査 人員21

工 場、25028名 ニ シテ、 「ツベ ル クリ ン」反慮 陽

性卒 ノ最低 ハ、XV工 場 ノ28.7%、 最 高 ノ・11年

度 ノA工 場 ノ73.oo/。、ZF均 ノ陽性率 ハ51.5%

デ ア リマ ス。

而 シテ何 故 二2000倍 ラ用 フルカニ 就 イテノ・從

來 マデ色 々 ト調査 シテ來 マ シタ最 近 ノ比較例 二

就 テ述 べマ ス ト1000倍 ト2000倍 、2000倍 ト

5000倍 、2000倍 ト1萬 倍 トノ比較試験 ラ 同一

人 二行 ヒマ シタ。1000倍 ト2000倍 二 就 キマ シ

テノ・某工場83名 ニ ヅ1テ 観察 シマ シタガ大 シ

タ差 異 テ認 メマ セ ンヂ シ久 全盟 ノ陽性卒 ガ大

膿50%デ1000倍 デ5粍 以上 ノモノガ2000倍

デ4粍 以下即陰性 ニナ ツ タモ ノハ アリマ セ ン。

1000倍 デ(十)ノ モ ノガ2000倍 デ3例(十)ニ ナ

ヅテ居 .り、(僻)ノ モ ノが(什)ニ ナツ タモ ノガ3

ノ

例 アリ從 ツテ全禮 ノ大親的陽陞率ニノ・關係 アリ
●

マ セ ンo

又2000倍 ト5000倍 ニ ツ イテハ375名 二行 ヒマ

シタガ2000倍 デ 陰性 ノモ ノガ134名(35.7%)

5000倍 デ 陰性 ノモノガ184名(49.1%)デ ア リ

マス。j又2000倍 ・デ(十)ノ モ ノ46例 、(十)ノ モ

ノ4例 各、5000倍 デ陰性 ニナツテ居 リマ ス。又

20QO倍 デ(升)ノ モ ノ14例 、(柵)ノ モ ノ1例 各

5000倍 デ(十)ニ ナ ツテオ リ、 水泡形成壌 死 ノ・

2000倍 デ8例{2.13%)5000倍 デ4例(1.07%)

デ ア リマ ス。

2000倍 ・ト1萬 倍 ト∴就 テ ・・、673名 二行 ヒマ シ

タガ、2000倍 、 陰性 ノモ ノ324名(48.1%)、1

萬 倍、陰 性 ノモ ノ401名(59.6%)デ ア リマ ス。

2000倍 デ(十)ノ モ ノ34例(十)ノ モ ノ37例(惜)

ノ モ ノ4例(冊)ノ モ ノ1例 各、1萬 倍 デ陰性a

ナ ツテ オリマ ス∴5又2000倍 デ(十)ノ モ ノ25例 、

(柵●)ガ21例 、(冊)ガ1例 各、1萬 倍 デ(十)ニ ナ
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ツ テ オ リマス。 水泡形成及 ピ壊 死 ハ2000倍 デ

17例(2・53%)、1萬 倍 デ4例(0.59%)デ ア リマ

スo

以上 ノ如 ク 水泡形成及 ビ壌死 ハ2000倍 デ ハ1

萬 倍、5000倍 ヨ リ壇 加 シテオ リマ スガ1萬 倍、

5000倍 ニ テ陰 性 ノモ ノガ 可成 リ多撒2000倍 デ

陽性 二出 テ居 リマ 入。

又水泡形成及 ビ壌 死 ハ「ツベ ル クリン」反慮検査

人 員1095名 中189名 二 獲生 シ、1.85%ニ シテ

僅少 デア リマ 入シ其他 忌 ムベキ反慮 ノ・今 日迄認

メテヰマ セ ン。其 レ故 二私共 ハ、B.C.G接 種 モ

考慮 二入 しテ居 リマ ろノデ「ツベル ク リン」反磨

ラ行 フ場合 ニハ2000倍 ガ最適 ト考 ヘ テヰー・・ZN。

「ツベル ク リン」反 磨 ノ診 断債値 二就 イテハ ピル

ケ氏以來色 々 ト言 ノ・レテ來 マ シタガ此 ノ ミニテ

ドウ トモ言 フコ トノ・出來 マセ ンガ 私共 モ2000

倍 、0・1琵 ニ シテ強及 ビ 最彊陽性 ノモ ノニ他 ノ
な

所 見 ト合 セテ結核 ノ早期登見 二役 立 ツ場合 ガ ア

リ、 又集 團検診 二際 ジ しニトデ ン」窮眞 テ凡テ

トル コ トハ費 用 ノ上 デ困難 デ アリマ ヘノデ先 ヅ

「ツベル ク リン」反 鷹 ヲ検 シ赤血球 沈降反磨 ラ考

慮 一入 レテ「レン トゲ ン」爲 眞 斗 トルモ ノラ決定

シマ スノニ「ツ」反癒 ラ利 用 一7・ルニノ・2000倍0.1

耗 皮 内反慮 ガ最 モ適 常 カ ト考ヘ テ居 リマ ス。

VI.冤 疫 及 ビ「ア レルギー」

67.「 ツ ベル ク リン」皮 内反慮 ノ翌現 状態

二就 テ

纂睡 毒(東北大熊谷㈱

實験 材料拉實験 方法

主 トシテ熊谷 内科 入院患者及 ビ看護婦 養成所生

徒 テ材料 トシ「ツベル クリ ン」ハ 傳研製菖 「ツベ

ル クリ ン」テ用 ヒ稀繹度 ノ・1000倍 トシ、 之 ガ陰

性 トナ,し時100倍 液 テ各 々0.1c・c・使用 シタ。封

照 トシテハ4%「 グリセ リ ン・ブ イ ヨ ン」ラ1/1(,

二 濃 縮 シ濾過 シタモ ノラ原液 トシ「ツベ ル クリ

ン」ト同檬 二 稀繹 シタモ ノ、 生理 的食盤水及 ビ

蒸鱈水 二 〇・5%ノ 割合 二石炭酸 ラ加 ヘ タル モ ノ

ー7使用 一i
s注 射 部位 ハ ヒ臆外側 叉 ハ前面 及 ビ前

膳 内側 ヲ選 ンダ。

而 シテ之 ノ観察 ニハ褒赤 テ主 トシ皮 内注射後始

メ ノ12時 間ノ・2時 間毎 トシ、其 ノ後 ノ・24時 間、

48時 間 ト24時 間 毎 二計測 シ反慮 ガ全 ク消失 ス

ルニ至 ルマデ縫績 シタ。

實験 成績

前述 ノ方法 二依 ツテ観察 シ得 タ結果 ラ綜 合 スル

ー=
、 「ツベル クリン」皮 内反慮 ノ・大約8種 類 ノ反

慮型 テ ト'ソテ経 過 スル。以下反慮 ノ程度 弱 キモ

ノカ ラ順次列記 ス レバ、

第1型 ノ・8乃 至10時 間後 一5乃 至10粍 程度 ノ

最大値 二達 シ、12時 間後 ニノ・消失 スルモ ノ。

第 皿型 ノ・8乃 至12時 間 後 二10乃 至20粍 程 度

ノ最大値 二達 シ、以後順次減退 シ、24時 間又 ハ

48時 間後 二消失 スルモ ノ。

第 皿型 ノ・6乃 至8時 間後 一10粍 内外 ノ値 二達

シ12時 間後 ニノ・一一旦反磨減退 シ、其 ノ後再 ビ

上昇 シ24時 間後 一ノ・更 二10粍 内外 ノ値 二達 シ

然 ル後漸次減退 シ消失 二至 ル モノ。

第IV型 ノ・8乃 至12時 間 後 二20乃 至40粍 程 度

ノ最大値 二達 シ順次 反磨 ・・減 退 シ濡失 スルモ

ノ
o

第V型 ・・12時 間後迄 ノ・多少 ノ曲折 テ経 ルモ24

時 間後 二最大値 二達 シ順次減 退 セル モ ノ。

第VI型 ノ・同檬 ニ シテ48時 間後 二最 大値 二達 シ

順次減退 スルモ ノ。

第V皿 型 ハ同様 ニ シテ72時 間後 二最大値 二達 ス

ル モ ノ
o

第V皿 型 モ亦 同檬 ニ シテ96時 間後 二最大値 二達

・・ル モ ノデ アル(第1囲)。

而 シテ封照 ノ示 ス曲線 ハ 圭 トシテ第1.ll型 二屡

ス ノレo

今實験 徳数385例 テ ソ ノ最大値 二從 ヒ各型 二分

類 スレバ第1表 ノ如 クデ、第1型2例 、 第 皿型

26例 、第 皿型14例 、第IV型27例 、 第V型89

例 、 第VI型167例 、 第V皿 型54例 、 第V皿 型6

例 デ、第1型 ヨ リ第IV型 迄合計69例17.9%ノ ・

既 二24時 間 以前 二最大値 二達 シテヰル。

反鷹 ノ著 明 ナモ ・二於 テ ・・72時 間又ノ・96時 間
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第1表 各型 ノ最大値ニヨル分類

＼
最＼型
大 ＼
値 ＼

1型

1

∬型 皿型 IV型 V型 VI型 V皿型 V皿型

0-10 017 6 0 8 o}o 0
11-15 27 」 6 1

6

5 00 0

16-25
-

26-35

0 12 2 26 2511 0
0 0 0

0

0

0

0

12 24 4619 1

36-45 0 0
17

11
114 60112 0

46-55 0 0 11

1
22 11 2

56-65 0 0 0 0 9 10 1

66以 上 0 0 0 1 5 11 2

合 計 2 26 14 27i89 167 54 6

ラ過 グル頃 二至 しバ色素ガ沈著 シ始 メ、 ソレ迄

非常 二稀薄 ニシテ計測 シ得ザ リシ登赤 ノ祁分二

第1

60

50

40

30

20

〃

迄モ及 ピ從 ツテ此 ノ時期 ニアルモ ノテ計測 スル

場合、反慮 ハ幾分鑛大 セルガ如キ観ラ呈 スル。

然 シ更 二時間 ノ経過 二從 ヒ螢赤ガ稀薄 トナル ト

共 二色素沈著 ノ度ノ・壇加 シ反慮 ノ末期二於 テハ

獲赤ノ・比較的迅速 二消失 シ測定 シ得 ザルニ至

ノレo

即 チー般 二反癒 ノ弱キモ ノノ・注射後早期へ 早

キノ・既 二8乃 至10時 間二於 テ最大値二 達 シ、

然モ早期 二浦失 シ、反慮強度 トナルニ從 ヒ最大

値 二達 スル時間ノ・邊延 シ遅 キノ・96時 間後 二最

大値 二達 シテ居 リ反慮 ノ消失 二至ル時期 モ亦遅

延 スル事 テ知 ツタ。

然 ラバ實際上結核感染 ノ有無 ヲ知ルタメニハ如

圖

o

30

20

10

ノ2345678910〃 だ7!41,'5

第2圃

02468〃 〃 24 鞭
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何 ナ ル時期 テ選 ンデ コノ反慮 ヲ判定 スベ キカ ト

イフ黙 ヨ リ余等 ノ實 験例 ラ検 討 スル時次 ノ如 キ

結果 トナル。 即 チ今11粍 以 上 テ 陽性判定 ノ規

準 トス レバ48時 間又 ハ 其 レ以後 二 陽性反癒 テ

示 スモ ノノ・24時 間又 ノ・12時 間 二於 テモ陽性 デ

アル ガ逆 ノ・必 ズ シモ然 ラズ
。 ム シロ24時 間叉

ハ ソレ以前 二11乃 至15粍 程 度 ノ反慮 ザ示7 .モ

ノノ・48時 間又ノヴ レ以後 二於 テノ・濡退 シテヰ

ル ノデ アル。故 二48時 間又 ノ・其 し以後 二陽性

反慮 ラ示 ス如 キ反癒 ノ・兎 モ角、初感染症 ノ中 ノ

アルモ ノ ・如 キ極 メテ早期 ノ「アレ'・ギニ ノ状

態 テ知 ラン トセバ須 カ ラク24時5く ハソ レ以前

二計測 λル事 テ要 プ・ル。

第2圖 ハ熊谷 内科 二於 テ初感染症 卜診定 →㌧ タ

モ ノ・反癒曲線 デ アル ガ是等 弱反 慮 ノ中陽性 ノ

モノ ・・大 部分 ガ24時 間又 ノ・12時 間附近 ニテ陽

性値 二達 シテヰル。是 テ第2表 ノ模型圖 ノ如 ク

分類 スレバ陽性 ト判定 サ レル 場合 ハ12時 間 ニ

テノ・11例 、24時 間 ニテノ・14例 、48時 間 ニテ

ノ・6例 デ是等 ノ・陽性 ト判定 サル ・モ ノ16例 中

各順 二68.796、87.5%、37.5%二 當 ル。

又第3表 二於 テノ・24時 間計測 卜48時 間計測 ト

ノ比較 テ試 ミタノデアルガ24時 間後、48時 間

共 二陰性(154例)又 ノ、共 二 陽性(593例)ノ モ ノ

ニノ、何 しノ時期 テ選 ブモ優劣 テ認 ムベ クモナ イ

ガ24時 間後 陽性 ニ シテ48時 間後陰性 ナルモ ノ

53例 、24時 間 後陰性 ニ シテ48時 間後 陽性 ナル

モ ノ僅 カニ1例 ナル事實 ノ・明 ラカニ24時 間後

計測 ノ有利 ナル事 テ物語 ツテヰル。

即 チ更 二實際上 ノ問題 トシテ 注射後12時 間 二

計測 スル事 ノ・カナ リノ困難 テ件 フ事 ガ多 イ故 二

余等 ノ・最 モ陽性撒多 ク シテ最 モ時間的 ニモ都合

ヨキ24時 間後 二計測 スル コ トガ 適當 デ ア リ、

コ ノ時期 二於 テノ・他 ノ強 キ反磨 テ見逃 スコ トハ

絶封 ニ アリ得 ナ イ ト考 ヘル。

然 ラバ如何 ナル稀繹 度 ガ適當 ナ リヤ トノ問題 モ

從 ツテ生 ズル疑黙 デ アラネバ ナ ラヌ。

第4表 ハ熊 谷 内科 入院患者 二試 ミタモ ノデ アル

ガ100倍 液 使用 二依 ツテノ慨 二著 明 ナ結核 性疾
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の∠
2u48

129 25

110

154

1

丘

-1

1■
邑■

■■
1ー
■1

■■

「「
l

ll

l

l

3"

3一)

018

1
-
ll
炉

1

7μ

β

諮3

ー
o
,
」

ー
1

ー

5忽

04

ρ
014

コ

ー

ー
}

f

計

忽

π

合

〃

・

l1

9

〃

ー
1

ー、
し

患 ヲ有 スルモ ノハ褒熱 ソノ他不快 ナル副作 用 チ

呈 スル モ ノガ 相當激 一 アルガ1000倍 液 使用 二

依 ツテノ・殆 ド副作用 テ認 メラ レナ イ帥 チ1000

倍 液 ハ使用 シテ不 可 ハナ ィ,

又1000倍 液 ト2000倍 液 トテ同一患者 二同時 二

試 ミテソ ノ反磨度 テ検 スル時第5表 及 ピ第6表

ノ如 ク1000倍 液 ハ遙 カニ 有利 トナノ・コ トテ思

ノ・シメルニ充分 デアル,

即 チ結論 トシテ

1・ 「ツベ ル クリ}」 皮 内反鷹 テ時 聞的 二追求 シ
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第 4 表

(+)

(一)

合 計

1:100

9(37.0%)

27

36

1:1000

3(1.5%)

192

195

第 5 表

入院患者外來患者 看護嬬生 徒
1

1000(+)2000(+) 54 102 67

1000(一)2000(→ 一) 0 0 0

1000(+)2000(一) 3 19
『

3

1000(一)2000(一) 8 36 58

総 計 65 157 128

第 6 表

24時 間計測

1入院瀦
外來患者 看護婦生 徒

1

一一
1000(+)2000(+) 53 73

皿 一}響}

0

67

1000(一)2000(+) 0

一

〇

1000(+)2000(一)
一

2

一

6 1

1000(一)2000(一) 10 32 60

1総 計 65 111

一

128

48日寺問言朽則

ソノ反鷹型 テ8型=-es別 シ得 タ。

H.反 慮 ノ弱 キモ ノノ・早期 二最大値 二達 シ早期

二清失 シ反磨張 キモ ノノ・最大値 二達 ヘル時期 モ

清失 二至 ル時期 モ遅延 スル。

m.初 感染症又 ノ・ソレニ近 矧 犬態 ニアルモ ノ ・

早 期反慮 テ知 ラン トセバ 須 ラク24時 間又 ハソ

レ以前 ノ反鷹度 テ検 スルテ要 スル。

IV・1000倍 液0・1c・q24時 間 計測 ガ最 モ 有利 ナ

リ^

68.1一 ツ ベル ク リン」皮 内反慮 ノ組織 像 ニ

ツイテ

ヒ田 輝 子(東 京市療養所)

豫 メ結核 二感染 セ シメタル 天竺 鼠 一」「ツベ ル ク

リ ン」皮 内反磨 テ行 ヒソ ノ組織學 的検 索 ラ行 ツ

タ^

「ツ!ぜ ル ク リ ン」ノ、5倍
、50イ 喜、500倍 ノ モ ノ ーチ

用 ヒ ソ ノ各 濃 度 ノ モ ノ ー ツiテ2時 聞 、12時 間

24時 間 、48時 間 、72時 間 、96時 間 二 ・ソ イ=・re

ヅ臨躰所 見 テ観察 シ、 ツ イデ組織 學的検索 ラ行

ツ タノデ アルが、倫 封照 トシテ5倍 、50倍 、500

倍 ノ「グ リセ リ ン・ブイオ ン」テ 同様皮 内 二注射

シタ。

別出 セル組織 片ノ・雨者 トモニ 先 ヅ「フォル マ リ

ン」デ固定 シ、 一部 ノ・「パ ラフィン」一部 ハ「ツェロ

イヂ ン」デ切片 ラ作 リ、染 色ノ・「ヘ マ トキ シリン、

エ オヂ ン」、 ワ ンギー ソ ン、ワ イゲ ル トノ揮

力繊維染 色法、「アザ ン」拉 ニ ピル シ.ウ スキー、

マ レシ氏鍍 銀法 ノ岡氏攣 法 ラ用 ヒ、必要 二磨 ジ

テ鐵 ノ反 慮 ラ試 ミタ。

先 ゾ封 照 ノ「グ リセ リン・ブ イオ ン」テ注射 セ ル

モ ノ・・5倍 ノモ ノノ ミ6時 間 目二淡 イ畿赤 ガ現

川 ・'7ガ12時 間 目ニハ 大 部分消失 シテ殆 ンド

問題 ニナ ラナ イ事 ラ知 リ得 タ.

之 二反 シ5倍 「ツベ ルク リン」テ注射 スル ト2時

間 目ニハマ ダ液 ガ吸牧 サ レ切 ラナ イ状態 デ蒼 白

ノ膨 隆面 ラ呈 シテヰルガ、6時 間 目カラ淡 ク登

赤 ガ現 ハ レ、12時 間 目二至 ツテ磯赤 ハ大 キクナ

リ、中心部 二貧血帯、ソノ貧 血帯 ノ中心部 二稽 ㌃

紫色 ヲ帯 ピタル壊 死層 テ見 ル ニ至 ル。 カ ・ル歌

態 ノ・時間 ノ縄過 ト共 一盆 為進展 シ、48時 間 目ニ

ノ・直径 ハ梢 ヒ小 サ クハナル が猛 赤 ノ・強度 二達

シ、輪廓 ハ明瞭 トナ リ、硬結 モ著 明 二現 ノ・レテ

來 ル。

皮 膚 ノ厚 サ ・・12時 間 目位 カ ラ正常 ノ約3倍 二

肥厚 スルモ浮腫 ハ何 レノ場合 ニモ殆 ンド見 ルコ

トノ・出來 ナか ソタ。

50倍 、50(1倍 ノ・唯畿赤 ガ短 時間 二而 モ輕度 二現

ハ レル ノミデマ・ソテ500倍 ノ場合 ・」ハ皮膚 ノ肥

厚 モ殆 ン ド見ル コ トガ出來 ナ ヵツタ.

サ テ組織 所見 ハ大膿 血管 ノ反 慮様 式、細胞浸潤

蛇 二膠原繊維 ノ態 度 ノ三様 二分 ケテ観察 シタ。

向血管反慮檬式 ノ・ソ ノ組織所 見 ヨ リ充血、 毛細

血管 ノ籏張、及 ビ出血 ノ三 ツニ分 ケ、同様 二細

胞浸潤 ハ多形核 白血球 、圓形 細胞 、網状織 内皮 系

細胞 ノ三通 リニ、 膠原繊維 ノ態度 ノ・膨 化緻 密化

・ 二様 ノ反慮 サ示 ス コ トそ知 リ得 タガ ソ ノ各々

ニ ツfテ ノ詳細 ナ所 見 ハ複 雑 デ アル カ3原 著 二
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ユ ヅ ル事 トシ大禮 血管 ノ反 鷹様 式、細胞浸潤 及

ピ膠原繊維 ノ態 度 テ各 濃度 ト時間的關係 二就 テ

設 明 スル ト次 ノ通 リデ アル。

即 チ5倍 ノ「ツ'〈'ルクリ ン」ノ場合 ニハ

2時 間 目 ヨ リ充 血及 ビ毛細血管 ノ櫨張 ハ漸次明

カ トナ リ12時 間FIカ ラ輕度 ノ 出血 ガ 見 ラレル

檬 ニナツテ24時 間 二至 ツテ最 モ強 久48時 間

目二梢 ≧弱 マ リ、再 ビ徐 々二毛細血管 ノ接張 ガ

著 明 トナツテ來 ル。

細胞 浸潤 ハ24時 間 二於 テ最 高 二 達 シ以後 同 ジ

様 ナ駄態 ガ96時 間 二及 ンデヰル。

次 二膠 原繊維 ノ態度 テ見ル ト段 々 二膨化緻密化

ガ強 クナツテ48時 間 目ニハ 最高 二達 シ段 々弱

クナツテ クル。

コノ組 織所 見ハ臨躰所 見 ト全 クー致 スル モ ノデ

アツテ、即 チ臨躰所 見 二 於 テ12時 間 目位 カ ラ

中心部 二貧血部 ガ現 ハ レテクル ノノ・恐 ラクノ・膠

原繊維 ノ膨 化拉 二緻密化 ニ ヨツテ毛細血管 ガ歴

迫 テ受 ケル タメデアツテ、 且 ツ強度 二斯 ル駄態

ガ綴績 スル タメニ壊死 ガ起 ル ノデノ・ナ イカ ト思

ノ、 し/ノレo

カ ・ル現 象 ノ・封照 ノ5倍 ドグ リセ リン・ブィオ

ン」テ用 ヒタモ ノニノ・全 ク 見 ル ー・トガ出來 ナヵ

ツタ。

「ツベ ル ク リイ」50倍 b500イ 音二方全テノ・、血.管立立二

細胞浸潤 ガ24時 間 一梢iBlilク 反 磨 シ、膠原繊

維 ノ、50倍 ノ、2時 間 目カラ、500倍 ハ ヤ ・遅 レテ

少 シク膨 化緻密化 スル ノ ミデ ァツテコ ノ場合 モ

臨躰所 見 トー致 スル ノヲ認 メタ。

爾 コ ノ他 暉力繊維 ノ態度 モ観察 シタガ著 明 ナ憂

化ノ、認 メラ レナカ ツタ。

69.「 ツ ペル ク リン」過敏症畿 生二關スル

費験的研究

鶴崎軟 郎(阪大竹尾結核研究部)

第15同 日本結核病學會総會 ニテ結核菌 ト精製

痘苗 テ同時 二接 種 セル海狽 ノ「ツベ ルク リン」皮

内反癒 ・・結核菌 バ 接種 セル 梅狸 ノ「ツ〈・ル ク

リン」皮 内反慮 二比 シ 「ヒペルエル ギー」ナル事

テ報 告 セ リ。 「ツベ ル クリ ン」P・P・Dニ テモ 菖

「ツベル クリ ン」テ使 用 セ シ皮 内反癒 ト同様 ノ成

績 テ得 タ リ。

「ツベル クリ ン」ト精製痘 苗 テ同時接種 セル海狽

ノ「ツベル ク リン」反 磨ノ、「ツベル ク リン」ノ大 量

!原液1妬)ラ 用 ヒタ場合 ノミー部海狽 二弱 陽性

轄化 ラ認 メ シガ結 核死菌 ト精製痘苗 ラ同時接種

セル海猿 ト結核 死菌 ノ ミ接種 セル 海猿 ノ「ツベ

クル ゾン」皮 内反慮 ノ如 キ差 異 ラ認 メズ。

牛型結 核菌 ト精製痘 苗 ヲ同時 二家 兎 ノ耳静脈 三

接 種 シ結 核菌 軍掲接種海狽 ヨ リ「ツベル ク リン」

反磨 「ヒペルエルギー」テ呈 セル 家 兎 ノ血 中「コ

ンゴーロー ト」除去能力 ハ 牛型結 椀菌 ノ ミ接種

セル家 兎二比 シテ梢 支充進 セ リ。又精製痘 苗 ト

加熱人型結核死菌 テ以 テ同時発疫 セル海猿群 ハ

生結核菌 二封 シ多少免疫数果 アル ガ如 キ實験 成

績 テ得 タ レ ドモ實験海猿少数 ナル ラ以 テ再 實験

中 ナ リ。

撒種異種細菌 ノ培養液 ラ「ベ ルヶエフェル ド」Vニ

テ濾過其 ノ濾液 ヲ「ツベル ク リン」反癒 陽性結核

海狽 二1耗 ヅ ・3日 間注射 ソノ「ツベル ク リン」

皮 内反癒 二及 ボ ス影響 ヲ實験 セ シガ肺炎墜球菌

1、皿、皿型培 養濾液注 射海狸 ノ・注射前 ノ「ツベル

クリン」反癒又ノ・封 照海狽 ノ「ツベル ク リン」皮

内反癒 二比 シー過 性 ノ「ヒボ エルギー」ラ呈 シ、溶

血性連鎖耕犬球菌培 養濾液注 射海狽 ニテノ・封 照群

二比 シ「ヒペルェル ギー」トナ レルモ ノ及 ビ憂化

テ認 メザル モノ アリ。赤痢菌培 養濾液接種海狸

ニア リテハ大 原株ノ・「ヒボ エル ギー」ラ呈 シ
、駒

込B株 、 中村株 ハ攣 化 ラ認 ノズ、百 日咳菌培養

濾液注射海狽 モ封照海狽 ノ「ツベル ク リン」皮 内

反癒 ト差異 テ認 メズ、又結核菌 ト異種 細菌 同時

接種 ニ ヨル結核感染海猿 ノ「ツベル ク リン」皮 内

反癒 ト結核菌 ノ ミ接種 セル 海狸 ノ「ツベ ル クリ

ン」皮 内反慮 ノ差 異 ノ有無 デ實施 セ シガ肺炎墜

球菌1、 皿型 、及 淋菌ノ・封照群 ヨ リ「ヒボ エルギ

ー」テ呈 セリ
。 然 レドモ 肺 炎墜球菌 ノ少量 ト結

核菌 同時接種 海狸群 ニ アリテノ・何等 ノ攣化 ラ認

メズ。 溶血性連鎖 歌球菌 接種群 一ア リテノ・「ヒ



684 総、奪 演 説 要 旨 【第16巻

ベ ルエルギー」ラ呈 セ リ
。百 日咳菌及 葡萄 状球菌

ト結核 菌同時接種 セル海瞑 ニ アリテハ大量 テ接

種 シテモ「ツ・ぐル クリン」反慮 二差 異 ラ認 メズ。

以 上 ノ實験 ヨリシテ培 養濾液接種 海狽群 ノ「ツ

ノごルクリ ン」反磨 二及 ボス影響 ト結 核菌 ト異種

第1表

細菌 同時接 種 ニ ヨル「ツベ ル ク リン」反慮 二及 ボ

ス影響 ノ・大膣 實験成績一致 セ リ。

異種 細菌 ノ「ツベル クリン」皮 内反 慮 二及 ボス影

響 ハ以 上 ノ如 クナルモ異種 細菌 ノ毒力及培 養基

ノ性質等 ニ ヨリ多少 トモ攣 化 アル モ ノ・如 シ。

「ツ」反慮陽性海狸二肺炎墜球菌1型 培養濾液注射後ノ「ツ」反慮 ノ影響

一
1

動物慮 置
番號

1

,

髄 重 注射前「ツ」反鷹 注射後「ッ」反磨
一 一』}一

「ツ」反慮前後差 注 射10日 後 「ツ」

反 磨

前1後MmlRIAIN MmlR固N MmlRIA N Mm R A N
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儲 彗灘 國3・5
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人 型 結 核 菌
111。。mg接 種
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1表 説 明 肺 炎 些球 菌1型 培 養 濾 液 注射 海 瞑 ノ 「ツ」反 慮 バー 過 性 ノ 「ポ ジティベ ・ア ネル ギー」ヲ呈 ス

ル カ、注 射 前 ノ「ツ」反 噸 二比 較 シ、 一 過 性 ノ「ヒポ エ ル ギー 」ヲ呈 スル ニ封 シ、封 照 群 ノ

「ブ イヨ ソ」濾 液 注 射 海 狸 及 無 注射 海猿 ノ「ツ」反 磨 ノ・「ヒ ペル エル ギ ー」ヲ呈 セ リ
。

第2表 人 型 結 核 菌1・肺 炎讐 球 菌1型 同時 接 種 海 猿 ノ「ツ」反 慮

庫 置
動物
番號

髄 重 「ツ」皮内反慮2W 「ッ」皮内反慮3W 「ッ」皮内反慮5W

岡 後MmlR A N Mm R A N Mm R A N

人型結核菌1!1m
mgト 肺炎些球

菌1型2mg同
時皮下接種

816 300 360 320}± 十 一

一

400
-

306

十 十 一 360 十
_=二_

十

十
二

一

817 300 360
1

360十1 十 十 十 一 400 十 一

818 305 1355

1
400 十 十 一 432 十 十 一 400 十一

十

十 一

819一 3051380 400 十 十
一 400 十 十 一 400

一
十 一

820 300 310 320

1+
十 一 一 324 ± 十二

一
十

一 360 十 十 一

亭均 360i 372 384
一

=

人 型結 核 菌1/100
mg皮 下 接 種

821 310 365 4801十

1
十十 一 480 十 一 500 十 十 一

822 300 344 272 督 十十 一 560 十 十 一 400 ± ± 一

823 300 340 403 十 十 一 360 十 十 一 480 十 十 一

824 305 360 480 十 十 一 400 十 十 一 400 十 十 一

825 315 400 560 十十 十 一 480 十 十 一 324 十 十 一

不均 438 456 一 420 一

2表 説明 人 型 結 核 菌1・肺 炎墜 球 菌1型 ヲ同 時 皮 下 接 種 セル海 猿 ノ「ツ」反 慮 ・・人 型 結 核 菌 ノ ミ 接 種 セ ノV

海 狸 ノ「ツ」反 慮 ヨ),「 ヒ ペ エ ル ギー」ヲ呈 スMm李 方 粍 、R駿 赤 、A腫 脹 、N埋 死
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70.「 ツ ペル ク リン」紙片反慮 トピルケ ー

氏反鷹 トノ比較

弘 好 文

余 ノ所謂 「ヅベ ル クリン」紙片 反慮(見 科雑 誌44

巻2號 、見科診療4巻2號)ト ピル ケー氏反慮

トラ728例 ノ小 見 二行 ヒテ得 タル成績 ノ・第1表

ノ如 シ。第2表 ノ・ピル ケー氏反 磨疑陽性例 二於

ケル「ツベル クリ ン」紙片反 慮 ノ成績 ノー覧表 ナ

リ。以 上 ノ成績 ヨ リ「ツベル ク リン」紙片反癒 ノ・

ピル ケー氏反慮 ノ代 用 トシテ癒用 シ得 ル債値 テ

有 スルモ ノ ト信 ズ。 又、 同反 慮 ガ實施 ノ際 二患

者 二苦痛 テ與 ヘザルヘ ピル ケー氏反慮 二比 シ

テ遙 二優 レル貼 ト言 ヒ得 ベ シ。,

第1表

紙片
反慮ピル

ー
ケ飼氏反慮

一 ± 十 十十

喚'

冊 計 %

一 518
-

41

516
1

529 72

± 11113 65 9

十 1 33 7
-

54

141
_1_

1178
7
19十十 23

柵 1 8 61151

計 559 17 76 69 71728
% 77 2 21

一
1
一

第 2 表

＼＼ 紙撫

際 氏認
一 ± 十 計 ±十

%

0,5cm 21 4 1 26 19

0.6cm 13 3 6 22 41

0.7cm 7 4 6 17 59

計 41 11 13 65

の

71.「 ツペルクリン」皮内反慮反復中陽韓

セル者ワ韓闘拉二考察

相澤 秀雄(東京市療養所)

「ツベルクリン」反慮 ラ反復追究 シテ結核感染テ

早期二登見セントスルニ際 シ、ソノ陽性轄化(陽

轄)以後之 レガ影響如何 二就 テ余ハ 昭和6年 ヨ

リ13年 迄足掛 ケ8年 二亙 リニ三 ノ團膿及 ビ撒

家族 二就 テ「ツベルクリン」皮 内反慮(傳 研製藷

「ツ」2000倍 及 ピ100倍 稀稗液0・1c・q前騰内側

皮 内)テ 検 シ之 テ 陰 陽雨群 二 分 チ、其陽性群 ニ

ノ・喀疾及 ビ「レントゲ ン」検査其 ノ他 一 ヨ リテ見

出 セル傳染 源 ト認 メ ラルベキモ ノラ隔離 シ其 ノ

陰性群 二就 テ随 時約3ケ 月乃至6ケ 月必要 二慮

ジテノ・1ケ 月毎 位 二反慮 テ反復施行 セルモ ノ・

内 ノ陽轄例19例 テ経験 セル テ 以 テ 是等 二就 キ

今 日迄 観察 シ得 タル経過 ト考察 トテ報告 ス。

即 チ第1圖 二示 セル 如 クABCDE/5群 二亙

リ大盟400人 内外 ノ練人員(即 チ常 一 退轄職、

移動 等 アル タメ其 ノ人員 ノ・一定 ナ ラズ)ノ 内「ツ

〈・ル ク リン」反磨陰性 者ノ・約130人 内外 ニ シテ、

是等 ノ内1-8年 間 二陽轄 セル19例 テ夫 々今 日

迄1ケ 月乃 至5年1ケ 月 一 亙 リ観察 シ(内3例

ノ・轄退職 蹄省等 ノタメ中途 ヨ リ観察 中止 ノ止 ム

ナキモノア リタリ)大 多撒 ノ17例 ハ憂慮 スベ キ

症状 ラ呈 セズ唯2例 二於 テ進行性 ノ登病 ラ呈 シ

内1例 ノ・目下左側 ノ初期浸潤 ト其 ノ後右側 二轄

移肋膜 炎テ併 登 シ人工氣胸其 ノ他 ノ治療施行 中

ニ シテ他 ノ1例 ハ其 ノ後蹄省先 ラ調査 セル ニ陽

轄後1年2ケ 月 目テ死 亡 セルモ ノア リ・即 チ本

例 ノ、陽轄時 「vン トゲ ン」像 二 爾側 二Milliar

Disseminationノ 疑 ピア リタル モ ノニ シテ然 カ

モ直 二蹄 省 セル タメ後塵 置不 明 ナ リ。

陽轄 前 ノ 「ツベル ク リン」使用 同激 ノ・3-20同

(内1同 各100倍)一 シテ登 病 セル2例 ノ内1例

ノ・12同 、 死 亡 セル1例 ハ3回 ニ シテ 即 チ使 用

同撒 ノ多少 テ以 テ シテモ之 レガ影響 ラ及 ボ セ リ

トモ思考 シ得 ズ。

次 二陽轄時 ト前 回 トノ 注射間隔 ハ 最短20日 ニ

シテ次 ・:一一一・1ケ 月 ノモ ノ1例 、3e月 ノモ ノ12

例 、6ケ 月 ノモノ5例 ナ リ。

「ツ!ごル ク リン」反慮 ノ・陽轄時何 レモ強 陽性 二出

現 シ此 ノ内1例 二就 テ詳細 二検査 シ得 タルモ ノ

ラ此庭 二示 セバ第2圖 ノ如 ク即 チ本例 ノ・陽轄前

毎月1同 ヅ ・16同 反 復 シ其 ノ間毎 日検温 セル

モ殆 ド登熱 ナ シ16同 目 ノ後2週 日頃 ヨ リ高熱

テ出 セル タメ「レン トゲ ン」透硯 テナ セル ニ肉眼

的 二認 メ得 ベ キモ ノナ カ リシモ其 ノ後爾1週 間

位瑳熱 セル タメ20日 目二 再 度注射 セルニ陽轄
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第1表 調 査 要 項

調査
群 名 稽 所在地 総人員

「ツ ベノレ

〃 リ ソ」

陰 性
●

観 察 期 間 陽 縛
轄 錦

備 考
良 蛋病

A K精 密機械工場 東京 ・5・崎 蝋 舞 (昭10-13)4年 7♂ 6i1(死 亡) 全 員 通 勤

B 0精 密機械工場 東京 100,,,, 30,,,, (")4" 3♂ 30 大 部 分 寄 宿

C 某 保 育 園
'

鎌倉 80,,,, 40,,,, (昭7-13)7年 2♂ 2io 全員寄宿(大家族)

D 家 族 團 東京 8家 族 23,, (".)7年 6{鴛 5…1♂ 家 庭

E 共 他 東京 1人 1,, (昭6-13)8年 1舎 1iO 療 養 所

計 内400人
外

内130人
外

1-8年 19{草1舞 17i2
ρ

第2表 陽轄時「ツベルクリソ」皮内反磨推移例

(E群)22年 ♂

陽轄後観察期間

陽縛前「ツ」使用

陽1尊1!召 禾08年2月1

5年1ケ 月

16同(毎 月1回)

161133ノ`一)

2・日 工

61ll33/

2。日 ↑↓

261皿33/

2ケ 月/

2'11V33!

2ケ 月 工

261VI33!

2ケ 月 工

261V皿33/

2ケ 月 工

281×33/

2ケ 月 工

父十 ノ

器
48,,

腫 脹

35×26

35×30

32×35

77×55

陽 轄 後 約1ケ 月

48,,60×45

48,, 23×22

48,,32×28

陽轄 後6ケ 月

48,,35×30

26/X皿33143,, 40×35

獲・ 赤

15x15

25×24

18×18

15×15

28×28

65×45

24×24

47×40

13×13漸

弱

漸

強
1
↓
最

強
ー
↓

23×18

20×18

定

23×18

硬 結

13×13

13×13

14×14

21×20

17×17

10×10

↓ ・6×13

12x12

↓ 、4×、3

セル ヲ知 リタ リ、 其 ノ後更 二20日 後 二 同 ジク

2000倍 ニ テ他 側 二 検 セルニ 前同 ヨ リ反慮増 強

セル ヲ見、 以後約2ケ 月毎 二5同 検 セル ニ再 ピ

漸 次弱 クナ リ約 牛 ケ年後位 ヨ リボ ・"毎常 一定 ト

ナル テ知 リタ リ。

即 チ陽轄時 ノ「ツベル ク リン」反慮 出現程度 ハ陽

轄 直後 ヨ リ漸次反磨増 強 シテ約1ケ 月前後 二最

強 トナ リ再 ビ漸次弱 クナ リ牛 ケ年位 三 シテー定

ノ反磨度 テ保 ツニ至 ルモ ノ・如 シ。 一

赤沈 トノ關係ノ・陽韓時1時 間値、5mm前 後 テ

示 セルモ ノ6例10mm以 上 ノモ ノ13例 ニ シテ

後 者ハ何 レモ1-2ケ 月後 一;一一・ハ李常値 二復 セ リ。

胸部 「レン トゲ ン」撮影 検査 ノ・陽轄後毎 月、或ハ

3ケ 月、6ケ 月、1ケ 年毎位't一 施行 庫 情 ニ ヨ



第5號 】 総 會 演 説 要 旨 6817

リ各例 夫 々間隔 二差 ア リ)セ ル 結果 ノ所見 ハ陽

韓後今 日迄何等 認 メ得 ベキ憂化 テ來 サザルモ ノ

10例(内9例 何 レモ1年 以上経過)、 肺門淋巴腺

ノ腫脹 テ見 タルモノ6例(右5
、 左1)其 ノ 後腫

脹腺 内二石灰沈著 テ起 シバ ジノタル モノ3例 、

陽轄時既 二Prim5rHerdテ 認 メ ラレタル モ ノ

2例(内1例 ノ・約1年 後 反封右側 二 轄移 テ來 セ

リ)、 陽轄 時雨側 二MilliarDisseminationノ

疑 ピア リタルモ ノ1例(1年2月 後死 亡)。

陽輔時其 ノ他 ノ症状 トシテノ蟻 熱 ヲ件 ヒタルモ

ノ4例 ニ シテ(37.5'C前 後 ヨ リ39 .0一C前 後約

1週 間)是 等ノ・何 レモ 自豊 的 二 或 ノ・他 ノ機會 二

螢熱 テ訴 ヘ タル タメニ念 ノタメ「ツベル ク リ)」

反慮 ヂ検 セルニ陽縛 シ居 タルテ知 リタリ。其 ノ

他 ノ症状 ノ・何 レモ之 レテ見 ズ。

傳染源 トノ關係 ハ各例 トモ其 ノ所属群 毎 二豫 メ

出來得 ル限 リ之 レガ傳染 源 ト認 メ ラルベ キモノ

ノ・除 キ ア リタル モ其 ノ交友達 ノ間 二之 レガ直接

原因 セル ニ非 ズ ヤ ト思考 セ ラル ・モ ノ7例(即

チ同居者 中ニ ア リタルモ ノ3例 一 内1例 死 亡、

親戚遊友達 ニア リタル モ ノ3例 一何 レ モ 同一

家族 、 水泳練 習友達 一ア リタル モ ノ1例 》ニ シ

テ他 ノ12例 ノ・系路不 明(内1例 嚢病治療 中)
。

糸騙 豊的 二傳 染源 トノ關係 ラ案 ズル ニA群 及D群

二陽性率
、及 ビ登病 セルモ ノ多 キノ・前者 ノ・全員

通勤 ニ シテ其 ノ同居者等 ノ關係 ラ精査 シ得 ズ然

カモ其 ノ同居者 二登病 者 アリ之 レガ原因 ナ ラズ

ヤ ト思 ノ・ル ・モ ノ2例 ア リ、後 者ノ・家庭 人 ナル

タメ交友 關係 自由 ニ シテ且廣範 ノタメナ ラン

カ、BC雨 群 二比較的 少 キノ・全員或 ノ・大部 分寄

宿生活 ナル タメ感染 ノ機會少 キタノナ ラン ト思

考 セラル、殊 二C群 陽轄 ノ2例 共 中學 二入學後

間 モナ ク陽縛 セルノ・注 目二値 ス。A群 中 ノ最近

陽轄者例 テ見 ルニ其 ノ既陽性群 中 二就職 時 ノ検

査 ニ テノ、認 メ得 ザ リシモ ノニ シテ其 ノ後 登病 セ

ルモ ノァ リ、不 幸之 レ ト同宿通勤 セル モ ノ即 チ

陽轄 セ リ(但 シ職場 ノ・別 ニ シテ相當距離 ア リ)然

カル ニ該登病者 ノ職場 二於 ケル周園 ノ陰 性群 ニ

ハ未 グ1名 モ陽轄 セル モノナ シ、 即 ヲ機械 ノ配

置關係 ニテ其 ノ間隔何 レモ接近 セザ リシタノナ

ランヵ。即 チ是等 ノ傳 染源 トノ微妙 ナル關係 テ

察知 シ得 ベ シト信 ズ。

陽轄後 ハ1ケ 月位検温 テ試 ミ赤沈値 ラ顧慮 シ學

校 二於 ケル膿操蓮動 テ中止 セ シメ工場 二於 テノ・

残業 テ禁 ジ場合 ニ ヨリテノ・輕作業 二服 サ シムル

等又水泳、 「スポ ー ツ」等 モ禁止 スル等所要 ノ注

意 テ與 ヘテ規 則的生活法 ニ ヨラシメ登病者 ニハ

早期 ノ休 養 ト塵 置 ラ與 へ以 テ今 日迄大過 ナキテ

得 ツ ・ア リ。

絡 ジテ未 グ陽轄例 ノ少 キ ト其 ノ観察期 間短 キタ

メ断案 ノ・尚早 ナラ ンモ余 ノ調査範 園 内二於 テノ・

「ツベル クリン」ノ反復追究 ガ其 ノ陽轄後 二悪影

響 テ及 ボ シタ リ トノ・思考 シ得 ス唯2例 ノ登病 セ

ルモ ノア リタルモ其 ノ頻度 ノ上 ヨ リ考察 シテ別

二不當 ニモ非 ル可 クム シロ早期 二之 レガ適當 ナ

ル封策 ラ講 ジ得 テ登病 ラ未然 二防iLシ 得 ベキ1

二於 テ結核 ノ豫防上 「ツベル ク リン」ノ・必要不可

訣 ニ シテ且危惧 ノ要 ナキモ ノ ト愚考 ス。

72.健 康 者二於 ケル 「ツベ ルク リン・ア レ

ル ギー二卜血清 「ビリル ビンご量 トノ

關係

山本 和男(精舗

健康 者及 ビ肺結核 患者血 清 「ビ リル ビ ン」量 二關

スル業績 ノ・既 二今村 内科米 田氏 ニ ヨリ度 々報 告

セ ラレ健康 者 ニ シテ「ツベル ク リン」反 磨陰性 ナ

ル モノノ・陽性 ナル モ ノニ比 シ血清 「ピ リル ビ ン」

量低 キ傾 向 アル事 テ述 ベ ラレタ リ.

其 後阪大看護婦生徒及 ビ某 毛織物工 場男 工 二就

キ血清 「ビ」量 ト諸種 生理 的病理 的要約 トノ間 ノ

關係 テ見、併 セテ是 等要約 ノ髪 化 ト血清 「ピ」量

ノ動揺 トノ關係 テモ検 シ次 ノ如 キ結果 テ得 タ

リ。

1.看 護婦生徒116名 、毛織 物工場男工83名 二

就 イテノ血清 「ビ」量 ノ・表 ノ如 ク殆 ンド1.5B.E.

以 下 ニ テ、女子 ノ方男子 ヨリ幾分其値低 キガ如

シ(第1表)。

2・ 膿格 ラ比胸圃 テ以 テ判定 シタルニ廣胸型 ノ
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モ ノノ・狭 胸型 ノモ ノニ比 シ血清 「ピ」量 多 キ傾 向

ア リ。

3.血 清 「ビ」量 ト血球 数、血色素量、 白血球像

トノ間 ニノ・一定 ノ關係 ヲ見 ズ、又赤血球沈 降速

度及 ビ赤沈 ノ髪 化 ト血清 「ビ」量及 ビ其動揺 ノ間

ニモ何等 相關關係 テ見 ズ。

4.所 謂健 康者 二於 イテ「ツ」反慮陰性 者ノ・陽性

者 二比 シ血清 「ビ」量低 キ 傾 向 ア リ(第2表A及

ビB)。

5.「 ツ」反 慮陰性者 二B.C.G豫 防 接種 テ 行 ヒ

3ケ 月 テ経 テ「ツ」反慮陽性轄化後血清 「ビ」量 ノ

第1表 所謂健康者血清「ビ」量
一

＼

碧総 ＼
看護嬬生徒

毛 織 物
工場 男 工

人数 % 人数 %
『

0-0.2 31 26.8 13 15.7

0.21-0.5 61 52.7 40 48.2

0.51-1.0 24 20.5 25 30.1

11.01-1.5「

i1・51-2・O

l計

4 4.8

1 1.2

1116名 100% 83名 100%

第2表A所 謂健康者「ツ」反磨 ト血清「ビ」

量 トノ關係(實 数)

「ツ」

反 磨

血 清B

量(B.E.)

♀r116名) ♂(83名)

一 ■ 十 十十 柵 一 十 十十 柵

0-0.2 24 1 6 10 1 2

0.21-0.5 40 2 11 8 6 5 19 9

0.51-1.0 13 5 6 4 1 13 8

1.01-1.5 1 1 2

1.51-2.0 1

計 77 3 16 20 20 7 35 21
一

第2表B「 ソ」反磨 ト血 清 「ビ」量1・ ノ 關 係(百 分 率)

＼ 「ソ」

反 鷹

血 清B

量(B.E.)

♀(116名) ♂(83名)

陰性 陽性 陰性 陽性

0-0.2 31% 18% 50% 4.8%

0.21-0.5 52% 54%
}　 }}　

28%

30% 52.4%

0.51--1.O 17% 20% 34.9%

1,01・-1.5 6.3%

1,51・-2.0 1.6%

計
100%

(77名)

100%

(39名)

100%

(20名)

100%

(63名)一

第3表 「ツ」反慮ノ攣化b血 清「ビ」量ノ動揺 ノ關係

「ツ」

反

磨

血 清

B量

(B.E.)

♀(111名)

B.C.G

豫防接
種デ陽
性轄化
者

自然二
陽性轄
化者

陰性 ヲ
績ケル
者

陽性 ヲ
績ケル
者

「ビ 」 培 加

(0.1B.E.以 上)
27 7 6 9

「ビ」量 不 攣

(0.1B.E.以 内)
11 5 8 16

「ビ1量 減 少

(0.1B.E.以 上)
3 2 5 12

計 41 14 19 37

動揺 テ見 タルニ、初 メヨ リ「ツ」反 慮陰 性或ノ・陽

性 テ綾 ケル者 ニ テノ、血清 「ビ」量 ノ檜 減不定 ナル

ニ反 シ、 是等陽性轄化 テナセル 者 ニテハ血清

「ビ」量明 カニ檜加 ノ傾 向 アル テ知 ル。又 自然 二

陽性轄化 テナセル者 ニ テモ之 ノ傾向 アルガ如 シ

(第3表)。

73.小 見 ノ「ツベル ク リン」皮膚感受性 ノ

推移(附 マ ン トウ氏皮 内反慮實施要

項)

瀦 誰(京 大幌 科)

從來 「ツベル クリン」「ツ」皮 膚反慮 ノ名 ノ下 一、

検 査 サ レタモ ノノ・、 「ツ」皮 膚感受性 ノー面 二過

ギナ ィ。 コノ感受 性 ノ嚴密 ナ規 定 テ求 メ ントシ

タ。 コノタメニ、 一般 二感受 性 ノ・反慮 ラ起 シ得

ル最小刺戟 ノ大 キサデ與 ヘ ラル ト考 へ、皮 内反

癒 テ陽性 ナ ラ シノル最小 「ツ」量 テ以 テ皮膚感受

性 ノ指標 トシタ。 例 ヘ バ0.1mg(=10--49)ノ

「ツ」二依 リ初 メテ皮 内反慮 ガ陽性 トナル時
、 ソ

ノ感受性 ノ・4デ 表現 サ レル。

我 々 ノコノ報 告 二用 ヒタ材料ノ・、種 々ナル獣態

ニアル 活動 性結核 患者150、 非 活動性結核感染

者103デ ァ ッタ。

1)結 核 感染者 ニ ピル ケー氏反慮(P.R.)及 ビ種

々 ノ濃度 ノ「ツ」デ皮 内反慮 テ行 ヒ、次 ノ成績 ヲ

得 タ。 即 チP.R.(+)ノ モ ノノ・殆 ン ド大部 分

10-89以 上 ノ「ツ」デ皮 内反慮 ガ陽性、P.R.(一)

ノモ ノノ・殆 ン ド大部分10-89ノ 「ツ」皮 内反 慮
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ガ陰 性 デアツタ。 即 チP.R.ト 皮 内反慮 トノ・我

々 ノ検 シタ限 リデノ・、 本質的 二差 異 テ認 メ礼

P.R.ノ ・ホボ10-89「 ツ」ノ皮 内反慮 二等 置 サ レ

得 ル。

2)非 活動性結核感染者 ノ感受性 ト年齢 トノ關

係 ノ・一定 シナ イ。而 テ感受 性ノ・10-3gヨ リ10-26

9マ デ ノ間 一 アツ タ。

3)推 移、種 々 ノ状態 ニアル活動 性結核患者 二

経過 テ追 ヒ、感受 性 テ検 スル ニ、輕 快 ト共 一上

昇 シ、悪化 ト共 二低下 スル。而 テ輕 快 ト共 一上

昇 シタモ ノノ・、更 二長期縄過 テ追 ヘ バ再 ビ低 下

スルモ ノ ト思 ハ レル。

だ

0

6

{ノ
騨

-

8

罐 A

or-一 ・♂h,

1ノ

〆
ノ
ノノ

!
!

〆

4 ♂◎一一

†,,

20406eワOlee200300日

4)分 布 、結核感染者 ノ感受性 二依ル分布 ノ・、

表 ノ如 ク、重症活動 性結核患者 ノ入院 時 ノ感受

性ハ、約30%ノ ・6一 ア リ、非 活動 性結核感染者

ノ・6二 約20% 、20二 約20%分 布 サ レル。 コノ

コ トノ、一般 二感染後急激 二高 キ感受性 テ持 チ、

ソノ後徐 々 二低下 シ、6附 近 デ安定 スルモ ノ ト

解 サ レル。

。 ∪ 活 動 性結 核

非活動性結核

薦受惟

5)P.R.ノ 刺戟 閾値 ナル8以 上及 ビ以下 ノ感

受性 所有 者 ノ比 ラ トル ト・入院 セル活動性患者

デノ・、 ホ ボ同撒、通 院 セル活動性患者 デノ・8以

下ノ・14%、 以 上デノ・86%、 非 活動性結核 デノ・、

8以 下 ハ25%、 以 上 デノ・75%。

以 上 ノ検索 二依 リ、輕症 ナ活動性結核患者及 ビ

非活動性結核感染者 テ含 ムデ アラウ集 團 ノ封象

トシテ、「ツ」検診 テナ ス トキ、殊 二小見 ノ場合、

可及 的 「ツ」害 テ避 ケル必要 上、最初 一P.R.テ

施 行 シ、次 デ10萬 倍、或 ノ・1000倍0.1c.c.ノ 「ツ」

皮 内反癒 テ行 フベ キデ アル。而 テ我 々 ノ云 フ感

受性 テ有 スル何 レノ群 ヨリ、最 モ多数 二活動性

結核 ガ褒生 スル ヤ、 テ見出 スコ トニ依 リ、 ヨ リ

精密 ナ結核褒病 ノ要約 ノ登 見 ガ可能 デ アル ト信

ズノし。

術我 々 ノ使用 シタ「ツ」ノ・傳研製菖 「ツ」デ、皮 内

反慮 ノ・48時 間後8mmノ 直 径 テ持 ツ登赤 テ陽

性 ノ限界 トシタ。

補 遺

松 田 道雄(京 大小見科)

集 團的結核検査 デノ・小見 ノ特殊 性 ガ充 分 二顧慮

サ レネバナラヌ。菖 「ツベ ル クリン」1000倍 乃 至

2000倍0.1c・aテ イキナ リ小見 ノ皮 内注 射 スル方

法 ニハ果 シテ危瞼 ガナィデアラウカ。 コ ノ危瞼

ガ ナfト イフゴ トガ立謹 サ レル マデノ・、 小見 ノ

集 團的結核検査 ニ アタツテ・、、先 ヅ ピルケ氏反

慮 デ陽性者 テ除外 シ、残 ツタ被検 者 二皮 内反庶

テ行 フコ トテ原則 トシタイ。殊 二豫 メ活動 性結

核小見 テ簡軍 二除外 スル方法 ガ ナイ今 日二於 テ

ノ、サ ウア リタイ。

又集團的結核検査 ノ統計 ノ正確 テ問題 トスル際

モ、軍 二薔 「ツベル クリン」ノ濃度 デノ・ナ シニ、

ソノ検 査 ガ結核罹患者 テ登 見 シヨウ トシテヰル

モ ノデ アル カ又 ハ結核 ノ感染率 ラ決定 シヨウ ト

シテヰル ノテ アルカ ガ先 ヅ問ノ、レネバ ナラヌ。

コ ノ雨者 テ同時 二決定 スル方法 ニノ・無理 ガ件 フ

デ アラウ。

追 加 西 川 爲 雄

過 去9ケ 年 間生後5ケ 月以 前 ノ乳 見約10000名

二奮 「ツベル クリン」1000倍 或 ノ・2000倍 稀 繹液

0.lc・qテ皮 内二注射施 行 シ、何 等認 ム可 キ 障碍

ラ経 験 セズ、叉 、幼乳見約20000名 二同様方法 二
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ヨル「ツ」反慮 テ検 シ、同様 ノ結果 テ得 タル事 テ

追 加 ス。

追 加1

寳 來 善次(阪 大今村内科)

集 團検診 ナル言葉 ガア リマ シタ ノデー言質問致

シマ ス。御 説ノ・甚 ダ結構 ト思 ツテヰマ ス私達 モ

結核 患者 ノ場合 ニノ・先 ヅ最初 ニ ピル ク氏反慮 ラ

施 行 シマ スカ、或 ノ・10000倍0.1c・q又 ノ・夫以 上

ノ稀繹 ノモ ノo.1c.c.テ 皮 内二注射 スノレ皮 内法 テ

用 ヒテヰマ ス。然 ル後 二種 々 ナル稀繹度及 ビ量

ラ用 ヒテヰマ ス。而シテー 見健康 二見 ユル集 團生

活 テナセル多人数 ノモ ノ・結核感染 テ知 ルー方

法 トシテ、叉結核 ノ早期屡 見二資 スル タメー「ヅ

ベル クリン」反慮 テ施行 スル 場合 ニハー人一人

ニッイテ種 々 ナル稀繹 度及 ビ量 ラ考慮 スル コ ト

ノ・不可能 ト思、ヒマ ス、 又其 ノ標 準 テ定 メル コ ト

ハ複 雑 ト考 ヘ テヰマ ス。 ソレデ私達 ノ・集 團検診

ノ場 合 ニノ・2000倍0.1c.c.皮 内法 テ 用 ヒテ大 多

数 テ検査 シ、結核 ノ早期登見 二他 ノ検査所 見 ト

併 セテ役立 ツテヰマ ス。松 田氏 ガ集 團検診 ノ實

例 ア リ叉此 二慮 用 スル最 モヨ イ方法 ガア レバ御

教示願 ヒマス。

追 加 ∬

寳來 善次(阪 大今村内科)

集團 検診 ノ場合 二「ツベル ク リン」反慮 テ施行 ス

ルモ ノ ・中 一テ甚 ダ シク活動性 ト思 ヘルモ ノノ・

之 テ除 イテヰマ ス。其 ノ方法 トシテノ・

(1)覗 診 ヨリシテー 見 シテ判 明 スルモ ノア リ。

(2)検 査 當時 二既 二螢病 シテ療養 セル モ ノ。

(3)聴 打 診 ニ テ確 カニ活動性 ト判断 セル モ ノ。

等 ノコ トニ ヨリテ除 イテヰ マス、今 日マデ今 村

教 室 二於 テ三萬幾千人以上 二施行 シテヰマ スガ

忌 ムベ キ事 項登生 テ認 メテヰマ セ ン。 叉私達 ノ

封象 ノ・7歳 以下 ノ幼見 二厨 スルモ ノノ・甚 ダ少 ナ

ク夫以 上 ノモ ノガ大多数 デア リ「ッベル ク リン」

反 感 ノ慮用 ニ ヨ リテ 結核 ノ早期螢 見二 資 シ又

BCG豫 防 接種 ノ封 象 テ決定 シテヰマ ス。

73二 封 スル追加及 ビ討論殊 二 「ツベル ク リ

ン」二封 スル紬括的意 見

渡 邊 義 政

「ツベル ク リン」ノ實際 問題 二就 テ討議 サ レタ事

ハ今 日重大 ナル意義 テ有 シマ ス曾 テ先年 パ リー

會議 デ「ッベ ル クリン」償 ノ統 一 ラ計書 サ レマ シ

タ トキ鶴 見君 ハ 小見 ノ結核豫 防封策 二「ッベル

ク リン」統一慣 テ提唱 サ レ各國共質成 サ レ實験

二著 手 シタ。

現在藥 局法 ノ規定 ノ・「ツベル ク リン」死 テ以 テサ

レテ居 ルガ皮膚反慮 償 テ以 テ スル コ トガ必要 デ

アリマ ス。

「ツベ ル クリン」製 造 二 依 リ皮 膚反磨償 ノ10倍

モ50倍 モ強 キモ ノモ出來 マ ス先 ヅ 此 レテ第一

二統一 スル コ ト。次 二 日本 人小見 一ハ何倍位 ガ

良 イカ ト云 フ事 テ決定 サ レン事 ラ希 望 シマス、

私 ハ 少数 ノ例 デ アルガ マ ドセ ン氏 ノ所謂標準

「ツベ ル ク リン」ト同一程度 ノ皮膚反磨憤 テ有 ス

ル 「ツベル ク リン」テ1000倍 稀 繹 ニ シタモノデハ

反 磨 ガ強 イ様 デア リマ ス。是非共各臨躰家等 ノ

御 力 ヲ願 ヒ適 當ナ ル反慮償 ラ有 スルー定稀繹度

テ判定 サ レン事 ラ希 望 シマ ス。

又 「ツベル ク リン」原液 カラ稀繹 スル ニモ倍数稀

繹 法 二從 ノ・ズ1000倍 液 ラ 得 ル ニノ・滅菌生理的

食 盤水1000.Oc.c・ 中 一 「ツベル ク リン」原液1・O

c.c.テ入 レル ト云 フコ トニ願 ヒ度 イ ト思 ヒマ ス。

73ノ 追加渡邊氏 二封 スル追加

本 間 英 史

マ ントー氏反鷹 テ行 フニ、 蕾 「トユベル クリン」

ラ使 用 スル ノデアル ガ、 菖 「トユベル ク リン」ソ

ノモ ノ ・「ティテル」ガ、各製造所 二 於 テ、時 ト

スル ト同一製造所 二於 テモ、一定 シナ イノデ ア

リマ スカラ、先決 問題 トシテノ・何 トカ此 「トユ

ベ ルク リン」ノ「ティテル」ラ同一・ニスルコ トガ望

マ シイ ト思 フ ノデ ア リマス。

今 日藥 局法 デ 定 メテ 居 ル 検定 方法 デヘ ソノ

「ティテル」ノ相 違 スル ゴ トモ誠 二 止 ムヲ得 ナイ

ノデ アリマ スカ ラ、先 ヅ此検 定方法 テ、 如何 ニ

スルカヲ、 本結核 病學會等 二於 テ、委員 デモ設

ケ、考究 セ ラレンコ トテ望 ムモ ノデア リマス。

尚一般 「トユベル ク リン」反鷹 ニへ 右 ノ量的關
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係 ノ ミナ ラズ、質 ノ問題 テモ併 セテ考究 セ ラレ

ンコ トテ 望 ム モ ノデ ア リマス。 私ハ、 善 「トユ

ベ ル クリン」ノ如 キ彊毒性 ノモ ノテ避 クル意味

二於 テ、激年來、 「アル ブモー ゼ ンフ ライエ・ト

ユベル ク リン」ナ ドテモ 使用 シテ 居 ル 様 ナ次 第

デ アリマ ス。

傳 染病研 究所員二封ス ル質問

佐 川 一郎(京 大小見科)

傳 研製 菖 「ッベル ク リン」ハ如何 ナル規格 二從 ヘ

ル ヤ。 及 ビ如何 ナル程 度 二数果 二動揺 アリヤヲ

質 問 セ リ。

佐川氏 ノ質 問二封 シテ傳研 所員 トシテ ノ

答辮

柳 澤 謙(傳 研)

傳 研 二於 テノ・「ツベル クリン」ノ検定 ノ・從來 ノ・專

ラ日本藥 局方 二準 ジテ行 ツテ ヰタガ、2-3年 以 前

カ ラノ・國際聯盟法(皮 膚反慮 ニ ヨル方法)テ モ併

行 シ、雨法 テ比較 スル ト同時 二検 定 テ行 ツテヰ
　

ル。 コレニ ヨル ト日本藥局方 二記載 シテアル方

法 ヨリ國際聯 盟法 ガ遙 カニ正確 デアル事 ガ判 ツ

タノデ、 コノ頃 ハ國際聯盟 法 テ圭 トシ、 日本藥

局方 二記載 シテ アル方法 ヲ 從 トシテ「ツベル ク

リン」ノ検 定 テ行 ツテヰル。從 ツテ傳研製 「ツベ

ル クリン」ノ「チー テル」ノ・常 ニー定 シテヰル筈

ア ア ル 。

73追 加 マ ンツー反窓 二就 テ

太 縄 壽 郎

「ツペル クリン」反慮殊 ニマ ン トー反鷹實施型式

極 メテ多種多様 ナル テ以 テ「ツ」反 問題 論議 サル

ル今 日「ツベル クリン」反癒度 一定 セル モ ノー ヨ

ツテ實用上其術式拉 二反 慮判定方則 テ決 定 スル

コ トテ本結核學會 二望 ムモ ノナ リ.

追 加

今 村 荒 男

咋年來 私ハ 『集團検診 二於 ケル「ツ」反慮』ト題 シ

テ日本醤事新報 二書 イ タ責任上一寸追加 イタ シ

マ スo

乳幼見 二關 スル事 ノ・西川爲雄博 士 ノ経験 セラ レ

ル所 デ アリマ 人。其 方 二就 テ私ノ・直接経験 ハ ァ

リマセ ン。

私 ドモ ノ「ツ」反慮 テ行 ヒツ ・アルノ・幼 稚園見 ハ

少数 ノミデ多 クハ小學見童以 上 デア リマス。特

二近來 ノ・若 キ紡績 女工 ナ ドニ行 ツテ居 リマ ーヘガ

薔「ツベル ク リン」2000倍0.1c.c.皮 内注射 ニ ヨリ

今迄 ノ所大 キイ障碍 テ認 メマセ ン、殊 二所 謂健

康者 トシテ普通 二働 イテ居 ルモ ノニ明 カニ之 ニ

ヨリ結核 畿病 ガアツ タ ト思ノ・レル例 ノ、ア リマセ

ン、 之ノ・或 ノ・見落 シガ アル カモ知 レマ セ ンカラ

今後 モ注意 シマセウ.ト モカ ク今迄 ノ所 ニテノ・

大 キ イ障碍 ノ・アリマセ ン。然 シ約5%ニ ノ・水泡

ガ出來 ル反慮 モ ァリマス、又咋 日肺結核 二關 ス

ル集團検 診 二述 ベ タヤ ウニ相當多数 ノ人 ガ活動

性肺結核 テモチナガ ラ健康者 ト同 ジク働 キツ ・

筒理學的 二登見 シ得 タモ ノガア リマスカラ勿論

「ツ」反慮 テ行 フニノ・大 二注意 テ要 シマス、而 シ

多数 ノ人 二行 フ場合 ニノ・蕗「ッベ ル ク リン」2000

倍0.1c.c.皮 内 法ガ先 只今 ノ所好都合 カ ト思 ヒマ

ス、殊 二B.C.G接 種 ノ封象 テ選 ブタメニ集團検

診 テ行 フニノ・只今 ノ所此法 テ行 ヒタ イ ト思 ツテ

居 リマス。

1000倍0.1c・c・ 皮 内法 一テ 陽性 一 テモ 青年期 ナ

レバ濃度 ラ原液 二漸壇 シマス ト陽性 二表 ノ、レル

モ ノガ15%内 外 ハ ア リマス、カ クノ如 ク「ツ」反

慮検査 ノ・相 封的 ノモ ノデア リマス、蕾 「ツベル

クリン」・・傳研製 テ用 ヒテ 居 リマ スガ本 間博 士

ノ云ノ・レルヤ ウニ40倍 モ50倍 モ数 力差異 ガア

ル トノ・思 ヒマセ ン、又量 ト卒行 シテ生物學 的反

癒 ガ起 ル トモ考 ヘマ セ ン。

尚…言 シ タ キ ノ・マ ンツー反癒 ト云 フコ トデス

ガマ ンツーノ・1908年 二登 表 シ5000倍0.05c.c・ テ

皮 内二用 ヒ、メ ンデルノ・同年1000倍0.1c.qラ 用
る

ヒタ ノデ アリマス、其故 ニマ ンツー法 デ皮 内法

テ総 構 スル ヨ リモ皮 内法 ト云 ヒ其稀繹 量 テ明記

スル事 ニ シタイノデ ア リマ ス。

74.「 ツ ベル ク リンー仮 慮 ト結核獲病 卜關

係 二就 テ

有 馬 英 二
金 井 進

葛 西 ミ も.子
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「ツベ ル クリ ン」皮 内反慮 ノ強弱度 ト結核登病 ト

ノ關係 テ所 謂健康青年及 ビ見童敷1000名 二就

テ考究 セル ニ次 ノ如 キ結論 テ得 タリ。

1)「 ツベ ルク リ ン」張陽性者 ニ シテ「レン トゲ

ン」無所 見者 ヨリ登 病 スルモ ノ極 メテ稀 ナ リ。

2)「 ツベ ル クリ ン」陰性 者ガ陽性轄化 スル場 合

ノ・張陽性 テ示 スモ ノ多 シ。

3)右 陽性轄化者 ヨリ叢病 スル モ、 ソ ノ傘 ノ、砂

シ。

4)「 ツベ ルク リン」陰性者 ノ登病傘 ノ・極 メテ多

シ 。

5)「 ツベル ク リン」陽性度 ヨリ考察 スル汽 結

核登病 ノ・必ズ シモ強陽性者 二多 キ トノ・限 ラズ。

75.無 蛋 白「ツベル ク リン」各劃分 ニ ヨル

諸種動物實験 二就 テ

柵 正夫(蘇羅勤

「ツベル ク リン」中 ヨリ其有致 因子 テ抽 出 セ ン ト

スル努力 ノ・「ツベル ク リン」ノ登 見者 コッホ自身

ノ、素 ヨ リ引綾 キ多数 ノ研究者 ニ ヨリ排 ノ、レテ來

タ、先 ヅ結核菌培 地 ノ改良 ニ ヨル モ ノ、種 々ナ

ル酸 テ加 ヘ テ得 タル沈澱物 ラ用 ヒ ン トシタルモ

ノ、 「アル コール」ニ ヨル沈澱物 ラ用 ヒ ン トシタ

ルモ ノ、透析 ニ ヨリ有数 成分 テ分劃 セ ントシタ

ル モ ノ、Willststterノ 酵 素精製法 二倣 ヒ水酸

化 「アル ミニュー ム」、或 ノ・「カ オリ ン」テ用 ヒテ「ッ

ベル ク リン」ノ精製 ラ企 テタルモ ノ等多撒 ノ研

究 テ爆 ゲル事 ガ 出來ル、而 シテー方 「ア レルギ

ー」ノ本態 二關 スル基礎的諸實験 ガ 盛 一ナル ト

共 二其好封象 トシテ「ツベル クリ ン」乃 至 ノ・「ツ

ベル ク リン・ア レル ギー」二關 スル諸研究 ノ、盆 ヒ

緊要事 トナ ツテ來 タ。.コ ・一 自分 ノ・「ツベル ク

リ ン」二關 スル研究 二 著手 シソノー部 テ知 リ得

タ ノデ大 方 ノ参考 二供 シタ イ ト思 フ。 而 シテ

「ツベ ル クリ ン」各劃 分 テ得 ル方法 二關 シテ酵 素

精 製法 ニ ヨル ヲ適當 トシ先輩 箭頭氏 二倣 ヒ水酸

化 「アル ミニュー ム」テ用 ヒタ、而 シテ 同氏 ノ・蕾

「ツベル ク リン」ヲ用 ヒタガ 自分 ノ・爾後 ノ化學的

研索 ノ正 鵠 ヲ期 スル爲無蛋 白「ツベル ク リン」テ

使用 シタ、箭頭氏 ノ・コ ノ方法 ニ ヨ リ無蛋 白反慮

性 「ツベ ル ク リン」ラ得 タ リ トシタガ 自分 ノ・Elu-

ation二 際 シP且9ニ スル事 ニ ヨ リ蛋 白反慮性

有数物質 テ探 ル事 ガ出來 タ、而 シナガラPH9

二於 テノ・コ ノマ ・貯藏 スル トキノ・燐酸 「ソーダ」

ノ結晶 テ生 ズル ニ至 ル ノデ之 テ透析 二附 シタル

ニ「ツ」中 ノ有数成分 ラモ透 シ此 二於 テ有敷 成分

ノ ミラ得 ル事 二困難 テ 感 ジタ、 既 二Dorset,

Henly,Maschmann,Ktister等 ノ・「ツ」中 ノ結核

海猿 二封 シ強 ク致死作用 テ呈 スル部分 ガ牛透膜

テ通過 スル事 テ示 シタガ自分 モ亦 コ ノ事實 テ透

析 二關 スル實験 デ知 ル ト共 ニ コ ノ水酸化 「アル

ミニューム」ニ ヨル精 製法 二關 シ燐 酸 「ソー ダ」テ

除 ク際 コ ノ惧 レノ充 分 アル事 テ認知 シコノ方法

ノ不適當 ナル テ知 ツタ。コ ・二於 テMaschmann

KUster二 從 ヒ「カ オリ ン」テ用 ヒテ 分劃 テ試 ミ

タ、既 二本邦 二於 テノ・同法 ニ ヨリ糟谷氏 ノ・α及

β テ得又齋藤 、谷 口氏等 ノ・コレラィ物質 ノ生物

學 的性状 ノー端 テ明 カー シタ、 自分 ノ行 ヒタル

方法 ノ・大艦 表 ノ如 クデ ァ リ「カ オリ ン」二吸著 シ

Polypeptidノ 反 磨 テ呈 スルモ ノテTo-stoffト

シ非吸著物 ラ更 二1同 「カ オリン」ニテ塵置 シソ

ノ残 液 二純 「アル コール」ノ3倍 量 テ加 ヘ テ沈澱

シタルモ ノテ且a-stoffト シ「ヵオ リン」塵置前酷

酸 ニテPH3.8ニ ス ル際生 ジタル沈 澱ノ・之 ラ「エ

ー テル」ニ テ洗條 シ乾燥iシ タルモ ノラNp ・stoff

ト シタ、 ヵクテ以下述 ブル諸實験 二供 シタ。

結核海狽 二於 ヶル 皮 内反 慮ノ・To-stoff2・ 登 赤

テ主 トシHa-stoffノ ・浸潤 テ圭 トシNp。stoffノ ・

ソノ何 レテモ呈 スル、致死 量ノ・proKiloTo-s

O.8mg、Ha-s40.Omg、Np・s25.Omgデ ア リ是

等 ノ・大膿 糟谷 氏等 ノ成績 トー致 シタ。次 デ コレ

ラテ以 テ結核 海狽 テ「ア ンチ・アナフィラキ シー」

ノ封犬態 タ ラ シメ ントシTo-sノ 、0.025mgヨ リ

初 メ3日 毎 二漸次檜 量 シテ皮 下注射 シ7同 行 ヒ

全 量ノ・0.4mgHa・sノ ・2.25mgヨ リ始 メ前同

様 ニ テ全 量15.5mgA.T.ノ 、10×0.1c.qヨ リ

0.35c・a迄全 量1.45caト シ虎 置後A.T.ノ0.2c.q

ヲ全 獣 二静脈 内注射 ヲ行 ヒ シニTo・s塵 置群 ハ
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全 部 生残 リHa-stoff冤 疫 群 ノ・5頭 中2頭 死 シ

菖 「ツ」免疫群 モ生残 リ封照 ノ・全部艶死 シタ次 デ

翌 々日「ソー トンツベル ク リン」,1c.c.テ皮 下注射

シタル ニTo・stoff免 疫 群 ノ・全部生残 リ他 ノ・皆

発 死 シタ、 即 チ結核 海猿 二於 テ コレラテanti-

anaphylaxinノ 駄 態 タラ シメル能力 ハTo-stoff

二於 テ最 モ強 キ事 テ知 ツタ
。猶是等 ノ試獣 二於

テ途中皮 内反慮 テ検 スルニ漸次弱 クナ ツテ來 ル

ガ殊 二 且a-stoff一 テ塵置 シタ群 二於 テノ・ソ ノ

傾 向 ガ著 明 デ アツ タ。而 シテコ ノ事實 ノ・局 所

「アネル ギー」即 チ同一箇所 二1週 ニー度皮 内反

慮 テ試 ミル トキノ・A.T.テ 以 テ シテノ・4同 後陰

性 トナ リ 且a-sノ ・3同 後、To-sノ ・5-6同 後 二陰

性 トナル即 チ コノ揚合 二於 テモHa-sガ 「アネ
　

ルギー」化 ニノ・強 ク作用 スル 實験 トー致 スル事

テ知 ツタ。次 二死菌 免疫家 兎血 清 二於 テ沈 降反

鷹及補禮結合反慮 二於 ケル抗元性 テ検 スル ニ沈

降反慮 二於 テノ・Ha-stoffノ ミ6400倍 迄 陽性 テ

呈 スル、補盟結合反慮 二於 テノ・何 レモ陽性 テ呈

シタ。健康家兎 二各 「フラクチ オン」テ静脈 内 二

注 入 シテ抗盟 ノ出現 テ見ル ニ沈 降反慮 ニヨツテ

モ亦補艦結合反慮 ニ ヨツテモ之 ラ認 メル事 ノ・出

來 ナカ ツタ。 「ア レル ギー」賦與能力 ノ、海瞑 二於

テ 且a-stoffノ 、5mg宛 、To-s5mg5同 注 射 シ

タガ「ツベル ク リン・ア レル ギー」ノ・出現 シ ナ カ

ツタ、而 シSchlepperト シテ豚血清 ラ加 ヘル

ト0.3mmヨ リ0.5mm程 度 ノ螢 赤 テ認 ムル事

ガ出來 タ、 之 ガ特異 的「ツベ ル クリン・ア レル ギ

ー」ナ リヤ否 ヤノ・漸 ク置 ク トシテ各 「フラクチオ

ン」一 豚 血清 テ 添加 スル事 ニ ヨ リ「アレルギー」

ノ傾 向 ノ・認 メラ レタ、以 上 ノ實験 テ 要 スル ニ

To-s、 且a-s何 レモ「ア レルゲ ン」的性質 テ有 ス

ル モ結核 海瞑 二於 テ「ア ンチ・アナ フィラキ シー」

ノ状態 タ ラシムルニノ・To-sノ 方 ガ強 クHaut-

anergieテ 來 ス能力 ノ・ 且a-sノ 方 ガ強 イ ノラ

知 ル ト共 二何 レモ「ノ・プテ ン」的性質ノ・保有 シ免

疫血清 二於 テ沈 降反磨 ノ抗元 性 ノ・Ha・s帥 「ボ リ

サッヵ リ ド」二在 リコノ成績 ノ・他 種 ノ菌 ノPolys

如 キ性質 二近 キ事 テ知 ツタ。

76.所 謂核物質及ビ臓器乳剤注射動物ノ

「ツベルクリン」及ビ籔種細菌培養濾

液二封スル非特異性皮膚反慮二就テ

若菜 秋三(九大署學部細菌學敏室)

余ノ・結核 二於 ケル 「ア レルギー」ト免疫 トノ解離

二關 スル實験 二於 テ「ア レルギー」ノ ミ現ノ・レテ

免疫性 ノ之 レニ件 ノ・ザル方面 ノ實験 的研究 テ行

ノ、ン トセ リ。顧 フニ「ツベル ク リン」ノ ミテ以 テ

動物 ラ免疫 シ之 ラ「アレルギー」化 スル ノ至難 ナ

ルノ・周知 ノ事實 ナ リ。 古 クMorou.Kellerハ

「ツベル ク リン」二牛痘苗 テ添加 シ人 間 二接 種 シ

テ皮膚過敏症 デ起 サ シメ タル 事實 ヨリシテ、

Landsteinerガ 賦 活膿 トシテ用 ヒタル豚 血清 テ

「ツベ ル クリン」二添 加接種 シテ皮膚過敏 症 テ起

サ シメタ リ。之 二依 ツテ「ツベル ク リン」バー一種

ノ 且aptenナ リ トノ見解 テ持 スルニ 至 レリ.

其 ノ後 「ツベル クリン」ラ賦 活 スベ キ物 質ノ・軍 二

豚血清 ノミー止マ ラズ、動物 性各種 蛋白質 中一

モ同様 二賦 活素 トシテ作用 スル物 質 ノ存 スル コ

ト判 明 シ來 レリ。最近賦 活素 トシテ各臓 器 ノ細

胞核物質 ラ基 ゲ ラル ・二及 ビテ余 ノ・之 テ用 ヒテ

解離 ノ實験 二供 セ リ。

實験 方法 細胞核物質 ノ製法

健康海瞑 テ失血 二依 リ死 二致 ラシメ肉眼的攣 化

ノ無 キラ確 カメ シ上臓器 テ無菌 的 二探 取檸切

シ、之 テ0.3%盤 酸 液 二 浸 シ30分 間囁氏37。C

加 温一旦冷却後0・5%ノ 割 合 二「ペ プ シン」テ加

へ振盈 テ常 二 加 へ3叢 夜37℃ ノ艀卵 器中 二保

存 シ、之 ラ滅菌 「ガー ゼ」一テ濾過 シ不融解'性残

渣 ラ除去 シ、濾過物 テ直 チニ動物膜 テ用 ヒテ流

水 中二透析5--6日 間後 之 テ 「ヌッツヱ」ラ以 テ濾

過 シ液状部分 ヲ去 ツテ 低温 二 乾燥 シ「ヱ キ シカ

トー ル」中 二保存 ス。斯 ク シテ 得 タル 細胞核物

質 テ0・2%ノ 割 合 二 生理的 食盤 水 ニテ稀繹混和

セ シメ卒等乳剤0.5qc拉 一 傳研 善「ツベル ク リ

ン」テ 同様 稀程 シ0.5c・c・テ同時 二 腹腔 内二注 射

シ7日 間連績 シ、注射完 了後8日 臥16日 目、

21日 目 二於 テ菖 「ツベル ク リン」、「マ レイン」液
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テ1000倍 、100倍 、10倍 稀 繹 シ封稻液 トシテ

第1同 、第2同 生理 的食盤水 ラ用 ヒ第3同 ノ・「グ

リセ リンブイヨ ン」テ用 ヒ シニ第1表 二示 スガ

如 キ皮 内反癒 ノ結果 ラ示 セ リ。次 二當初 ヨリ10

倍 稀稗 ノ薔 「ツベ ル クリン」及 ビ「マ レイン」液 ニ

テ皮 内反磨 ラ 検 シ、封 照液 トシテ「グ リセ リン

ブ6ヨ ン」テ用 ヒタ リ(第2表)。

然 ルニ此 ノ表 二示 スガ如 キ各試獣動物 ノ塵 置前

ノ豫備試sWt・・一於 ケル10倍 稀 繹 菖 「ツベル クリ

ン」ノ皮 内反磨 ト塵置後 ノ皮 内反慮 トテ 比較封

照 スル ニ攣 化 ノ差 テ認 ムベ キモ ノ無 キモ ノ ・如

シ。 且 ツ薔 「ツベル クリン」二添 加 セル核物 質 ノ

有無 二依 ツテモ亦攣化 ノ差認 ムベ キモ ノナ シ。

故 二「ツベ ル クリン」テ賦活 スベ キ所謂細胞核物

質 二疑 間 テ抱 キ或 ノ・臓 器毒 二依 ツテ「ツベル ク

リン」過 敏症 テ惹起 シ來 ルモ ノナ ランカ ノ推 定

二基 キ健康海猿、家兎 ノ臓器 中 ノ肺臓及 ビ肝臓

ノ乳剤 テ製作 セ リ。該乳剤 ノ製法 タル ヤ無菌 的

二別 出、秤 量、細挫 、研 磨 シタルモ ノニ「10倍」

ノ滅菌 生理 的食盤水 テ加 へ可及的細微 ノ乳剤 ト

シテ2時 間室温 二放置 シ然 ル後綿紗 ニテ組織 ノ

粗大 部分 テ濾過除去 シテ之 テ使用 セ リ。斯 ク シ

テ出來 タル乳剤 テ軍掲 二 或 ノ・之 レ ト薔 「ツベル

ク リ ン」トラ共 ニ シテ 腹腔 内二 注射 シ、馬鼻疽

菌、大腸 菌、 「チモ テ」菌、葡萄状球菌 、連鎖状

球菌 テ各 々「グ リセ リン」肉汁培地 二培養 シ以 テ

出來 タル加熱菌濾液拉 二奮 「ツベル クリン」テ夫

々5倍 乃至10倍 稀 繹液 トシテ 皮 内注射法 二依

リテ皮膚反 磨 テ検 査 セ リ。 ソノ結果次 ノ如 キ所

見 テ得 タ リ。

(1)臓 器 乳剤 テ0.5c.c・、2.Oc・a、7.Oc・c・等 ノ割合

二注射 シタル ニ「チモ テ」菌 以外 ノ菌濾液 二封 シ

テ尤 モ好 ク反慮 ヲ現 ノ・セ シモ ノノ・2.Oc.c.ニ テ庭

置後5日 ニ シテ反癒 テ現 ノ・シ3週 間持緬 セ リn

(2)皮 膚 反慮 ノ・同種族 動物臓 器乳剤 注射 二於 テ

異種族 動物臓 器乳剤 ノ場合 二比 シテ勝 レリ。

(3)該 作 用 ノ・肺臓 ト肝 臓 トヲ比較 セル場合肺臓

梢 ㌃勝 ル。

(4)加 熱 菌濾液 二於 ケル皮膚反慮 ノ大 キサノ・大

腸菌、連鎖 状球 菌、「ツベル ク リン」、 「マ レイン」

ノ順序 ナ ラン。

(5)臓 器細胞核物質 二於 テノ・「ツA"iル ク リン」テ

賦 活 シテ以 テ皮膚反慮 ラ表 ノ・サズ。

(6)「 チ モ テ」菌 以外 ノ各菌濾液 ノ、臓器 ノ毒 ト結

合 スル性質 テ有 シ且 ツ斯 クノ如 キ皮膚反癒 ノ・菌

ノ毒 素 ノ強弱 二依 ツテ表 ノ、レシモ ノナラ ンカ。

追 加

青 山 敬 二

核蛋 白物 質 ガ「ツベ ル クリン」二封 スル賦 活物質

ナル可 シ トノ・私共 ガ年來 ノ圭張 デ アリマスガ、

動物實験 二當 ツ テ皮膚反磨 二嫁 ル場合、 時 二判

定 困難 テ感 ズル コ トア リ。 依 ツテ今後更 二角膜

反慮 ニ ヨッテ判定 ラ試 ミラレンコ トテ御願 ヒ シ

マ スo

次 二、序 二申 シテ置キマスコ トノ・、 「ノ・プテン」

二封 スル賦活物質 トシテ豚血清以外 ノ異種蛋白

又ノ・細菌蛋白ガ有敷デアリ得 ルコトノ・事實 ト考

ヘルガ、其原因ノ・或ノ・是等 ノ物質ガ生艦 二於テ

核蛋白禮遊離テ來 タシ、 コノ核蛋白禮 ガ賦活作

用 テ爽揮 スルノカモ知 レヌ。若 シ然 リトスレ

バ、右 二言 フ異種蛋白拉 二細菌蛋白ノ・間接的二

賦活作用ラ及ボ シタ結果 トナル課 デ是等 ノ事 二

關 シテノ、今後考究 シ度 イ ト思フ。

青山敬二氏ワ追加二封スル討論

戸 田 忠 雄

核物質 ノ賦活物質 トシテノ追試實験ノ・現在 ノト

コロ陽性 ノ結果二達 セズ。皮膚反癒 ノ結果ノ・非

特異的反慮 ト匿別不可能ナ リキ。角膜實験ハ追

試 スベ シ。

77.「 ツベルクリンア レルギー」卜網歌織

内皮細胞系統 トノ關係二關スル實験

的研究

川 ・ 弓ム(九大署學部細菌學敏室戸田敏授)

結核 二於 ケル「ア レル ギー」ト免疫 ノ本態 トノ關

係 二就 キテノ・、結核 問題 テ明 カー スル タメニ、

究 明 スベキ幾 多 ノ重大題 目ガ アルガ、弦 ニへ

Aschoff清 野 教授 以來 多 ク ノ研究 者 ニ ヨリ、個
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鵠 生 存 上櫃 要 ナル役割 テ逡 行 シ、 コ トー、免疫

禮 産生機能 二關與 ス トサ レル網状織 内皮 細胞系

統 ヨリノ観貼 ヨリシテ、 「ア レルギー」ト免疫 ト

ノ問題 テ考察 セ ン トシ、 先 ヅ、「ツベ ルク リンア

レルギー」ト網状織 内皮 細胞 系 トノ關係 二關 シ

得 タル實験 成績 ノ概 要 テ報告 スル ト共 二、聯 力

考察 テ試 ミン ト欲 スル ノデ アリマ ス。

實 瞼材料

トシマ シテノ・、先 ヅ、 弱毒生結核菌B.C.Gテ

10mg宛 、 家 兎 ノ皮下 二接種 シ、薔 「ツベル クリ

ン」ノ皮 内注 射 テナ シ、24時 間、48時 間 後 二、

局所反慮 テ綾赤 ノ直脛及程度等 テ標準 トナ シ検

シタ ノデ ア リマス。

網状織 内皮細胞 系 ノ機能髪 調 ニノ・、墨 汁液 ノ多

寡 、摘脾 術、 「ヒ.レ ステ リン」 投與等 ノ種 々 ノ

方法 テ用 ヒマ シタ.

ソ ノ實験 成績 ノ・

B.C.G接 種 家兎 ノ「ツ」反慮陽性轄化後、之 レテ

2群 二分 チ、一 ツノ・、墨汁液 テ注入 シ以 テ、網

封犬織 内皮 細胞系 ノ機能 テ髪調 セル群 ト、他 テ、

ソノ封 照群 トナ シ、 コノ雨群間 二 於 ケル「ツベ

ルク リンアレルギー」ノ猛現歌態 テ、時間的経

過 二從 ヒ、比較實験 セル ニ、

(1)少 量 ノ墨汁(即 チ、大 凡1.0%液1日1同

5.Oc.α2日 注入)ノ 場合 ノ・、 「ツ」反癒 ガ反 ツテ充

進的 ナル テ認 メマ ス。 即 チ、少量 ノ異物注 入ガ、

網 月犬織 内皮細胞系統 テ 刺戟 シ、 「ツ ・ア レル ギ

ー」ノ充進 テ示 シテヰル。

(2)中 等量 ノ墨汁(1.0%墨 汁1同5.Oc.c・5日 注

入)ノ 揚合 ノ・、網状織 内皮細胞系 ノ機能 テ 侵害

セル タメ、正常 ナル封照群 二比 シ、 ソノ「ツ」反

癒 ノ登現微弱 デア リマ ス。

(3)多 量 ノ墨汁(1.0%液1同5.Oc・c・12日 間)注

入 ノ場 合ノ・、 「ツ」反慮螢現著 シク微弱 デ アル。

(4)次 二、墨汁液 二代 フルニ、脾臓摘 出 テ行 ヒ

シ家 兎ノ・、脾 別出後間 モナ クノ・、明 カニ、 「ツ」

反 慮 ノ低下 チ來 ス ノデ ア リマ ス。

(5)更=、 罷外異物 二非 ズ シテ、生活上必要 ナ

ル物 質 デ アル 「ヒ.レ ステ リン」テ使用 シ、該 細

胞系 ノ興奮 ラ誘起 セ シノ、 「ヒ」食餌投與 中、食

餌 中止時、更 一 中止後 二於 ケル、「ツ・ア レル ギ

ー」ノ・封 照 二比 シ、強烈旺盛 ナル コ トテ知 リ得

タ ノテア リマ ス。

然 シナガ ラ、各 々 ノ實験 ノ場合、以 上述ベ シ如

キ、 「ツ」反慮 ノ・一定時 日 ノ経過 ト共 二、漸次雨

群 ノ間 二認 ム可 キ差異 テ示 サザ ルニ至 ル ノデ ァ

リマス。

以上 ノ實 験事實 ラ絡括 考察 スルニ

B.C.G接 種 家兎 二於 キマ シテ、

(1)各 群 二現 ノ・レタル、「ツ」塚癒 ノ登現 程度 ノ・、

填 塞方法 ニ ヨリ、或 ノ・充進的 二、或 ノ・減弱的 二、

顯著 ナル差異 ノ現 ノ、レル事實 ヲ知 リ得 マ シタ。

而 シテAdler-Reimannノ 「コ ンゴ」赤 法 ニ ョル

該細胞系統機能検査 ニヨ リマ シテモ、該細胞 系

ノ機能攣調 二關係 スルモ ノト思ノ・レマス。

(2)各 群 二於 ケル、 カ ・ル「ツ」反 癒 ノ差 異 ノ・、

時間 ノ経過 ト共 二、再 ビ、正常 二出現 スル事實

ヨリシテ、個農 中 二既 二、獲得 シタル「ツ・ア レ

ルギ_」 二封 スルReagineノ 、艦外 二排除 セ ラレ

ルニ非 ズ シテ、 タグ填 塞當時、網 状織 内皮細胞

系 ノ正常 ノ機能感磨 テ 起 シ得 ナ イガ タメー、

「ッベ ルク リン」ノ反慮抗 元注 入ニ ヨリテ、感作

サ レタル個膿 ノ局所反 慮 ノ・、hyperergische

Gewebs-Reaktionト シテノ通常 ノ外観 テ登現

シ得 ナ イ ノデ アラウ。

(3)網 状 織 内皮細胞系統 ノ・、 「ツベ ル ク リ}・ ア

レルギー」ノ登現 二向 ヒ重要 ナル役割 テ演 ズ ル

モ ノー シテ、Reaginbildung二 關 係 テ有 スル

モ ノ ト推論 スル コ トガ出來 マ ス。

78.「 ツ ベル ク リン.1反慮 ノー現 象 トシテ

リ尿攣化

舗瀞鰯隷
結核 二於 ケル新陳代謝乃至尿 ノ量 的拉 二質的憂

化二關7sル 業績 ノ・多 々 ア リ。叉T.0反 慮 時 二

於 ケル尿異憂 二 就 テモ、蛋 白質、窒素或 ノ・「プ

リ ン」禮 ノ代謝異 常 テ ミル トノ報 告ア レ ド、 「イ

ン ドー ル」誘導膿 二關 ・ヘル研究 ハ 稀 ナ リ ト へ
。
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余等 ノ・T.0皮 内反慮時 ノ尿憂化 ラ高 田氏反 慮

テ中心 トシテ追跡 シ、次 ノ如 キ結果 テ得 タリ。

検査患者 ノ・刀根 山病院 入院 中 ノ輕症 者 ニ シテ、

型 ノ如 ク、1000倍T.0(傳 研 製)0.1ラ 皮 内二

注射 シ、 ソ ノ反慮 ハ48時 間後 一 於 テ判 定、尿

ノ・ソノ前後 二於 テ、 高田氏反慮、「イ ンディヵ ン」

ノ他、 「ウロ ビリ ノグ ン」、 ミロ ン氏反雁、「ウロ

クロモゲ ン」及蛋 白質等 テ、定性的 二、連績8

日間観察、食事 ノ影響 テ考 慮 ニオキテ判 定 セ リ。

得 タル成績 ラ絡括 スル ニT.0皮 内反 磨 ニ ョル

陽性轄化率 ノ・、高 田氏反慮最高 ニ シテ検査総 敷

56名 中、(十)38名(68%)、(一)14名(25%)、

(?)4名(7%)、 「イ ンディカ ン」ノ・、90%二 於

テ、高 田氏反 癒 ト李行 、 「ウロピ リノーゲ ン」、

ミロ ン氏反磨 ノ・(+)ナ ル モ ノ夫 々36%、25%、

「ウロ クロ ヒゲ ン」及蛋 白質 ノ・検索 セル患者 テ輕

症 二限 リタル爲 メカ陽性1例 モ ナ シ。 コ ノ中特

二高 田氏反癒 トT.0反 慮 トノ關係 テ ミル ニ、

螢熱 トハ絵 リ關係 ナキモ皮膚反慮 ノ張弱 トノ、、

可 ナ リノ相關 ア リ。

要之、T.0皮 内注 射時 二於 ケル尿 高 田氏反慮

ノ陽性轄化傘 ノ・「インディカ ン」反慮 ト共 二他 ノ

物質、反慮 二比 シ、遙 ヵ二高 ク、且雨者ノ・大膿

二於 テZF行 ス。而 テ、尿 高田氏反慮 ノ本態 二就

テ、同氏ノ・、腹膜 刺戟 ニ ヨル蛋 白質腐敗 昂進 ノ

結果生 ズル「インディカ ン」様物質 ・」ヨル モ ノ ト

スル モ、 ソノ物 質拉 二登現機轄 二就 テノ・目下研

究績行 中 ニ シテ、 コ ・ニノ・唯「ツ〈ごル ク リン」反

磨 ノー現象 トシテ ノ尿攣化 ノ事實 テ ノミ報 告 ス

ルニ止 ム。

79・ 結 核過敏症 ノ研究(「 ヌク レイネ 三

一」ヲ提唱 ス)

青 山 敬二

櫃 田 卓 也

卵究研馬侑

肇
信
溌
茂
櫛
棚

一
子

政

修
節

林
藤
崎

崎
川
口

卒
齋
岩
森
島
田
谷
楠

1・ 「ヌク レイネ ミー」ノ解 設。

血清 中一「アル ブミン」、 「グロブ リン」ノ存在 ス

ル コ トハ申 スニ及 バヌガ
、「ヌ クレオプロテイー

デ」(核蛋 白膿)ガ 血 清中 二 出現 スルナ ドノ・何人

モ夢 想セザル慮 デアツタ
。然 ルニ、今 日吾等 ノ・

核 蛋 白膿 ノ血清 中出現 ノ事 實 ラ確 カ メ得 テ且 ツ

之 レガ重要性 ラ痛 感 スル次 第 デ アル。

吾 等ノ・既 二屡 ㌃左 ノ如 キ意見 テ開陳 シタ。即 チ

『生膣 ノ組織 細胞殊 二其核 ノ・極 メテ 鋭敏繊細 ノ

構造 テ有 ツモ ノデ アツテ、種 々 ノ毒物乃至外來

刺激 二因7テ 恐 ラクノ・甚 グ容 易二可 ナ リノ影響

テ蒙 リ、 退行攣性 二傾 イテ其 構成成分 テ禮液中

二遊離 セ シメ、 ソ ノ遊 離 シタル 核 成分ノ・所謂

「ノ・プテ)」 二封 シテ賦 活物質 トシテ ノ役割 ラ演

ズ ルニ相 違無 イ』ト、 吾等ノ・斯 ク推論 シ來 ツタ

ノデァルガ、其後 ノ研 究 ニ ヨツテ 右 ノ推論ノ・

愈 く不動 ノ事 實 トシテ謹 明 セ ラレルニ至 ツタ如

クテ アル。

核蛋 白禮 ノ謹 明 ニノ・フォイルゲ ン氏反磨 ガ最 モ

適當 デ アルガ、本反 磨ノ・「チモ ヌクレイ ン」系 ノ

蛋 白燈全般 二封 スル定性的特殊反磨 デ、「チモヌ

クレイ ン」酸 テ始 メ 之 二1乃 至撒個 ノ蛋 白分子

ノ結 合 シタル撒段 ノ蛋 白・膿ノ何 レモガ コノ反慮

二陽性 二慮答 スル コ トノ・周知 ノ通 リデ ァル
。

吾 々 ガ「ヌ ク レイネ ミー」ト謂 フモ、 ソノ、「ヌク

レイン」ナル特 定物 質 テ封照 トシテノ 意味 デノ・

無 久 要 ノ・右 ノブバ ルゲ ン氏反磨陽性 ノ核蛋

白系所属物質 ノ血清 中出現 テ指 シタル便宜 上 ノ

呼構 デアル。

要之、或 ル條件 下 二於 テノ・、血清 中 二核蛋 白系

物 質 ノ出現 ノ・確實 デ ァリ、斯 ル 歌 況 テ「ヌクレ

イネ ミー」ト謂 フ。但 シ、血 清中 「ヌ ク レオプロ

テ イー デ」ノ含 景低 ク爲 メニ ソノ謹 明不能 ノ場

合 ア リ得 ル コ ト勿論 デ ァル。

2.生 理 的 力病 的 力。

手近 ナ動物 二就 テ検 査 シタ結果、家 兎、 海猿、

鶏、家鴨、 「ラッテ」デノ・其 正常血清 ノ・「フォイル

ゲ ン」陰性 デアツ タ。健 康人 ノ血清 モ 陰性 デア

ツ タ。
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豚 ノ正常血 清 ノ・毎常 「フォイルゲ ン」強 陽1生デ明

カニ「ヌク レイネ ミー」ノ封犬態 二在 リ ト認 メラ レ

タ(野 猪 デモ同檬 カ ト想像 セ ラレル)。 此場合、

核 蛋 白膿ノ血 清 ノ生理的成分 ト考 ヘ ラ レル。

牛、馬、 「マウス」ノ血清 二就 テ行 ツ ター通 リノ

検査 デへ 此三者 ノ場合 ノ・何 レモ「フォイルゲ ン」

陽 性 デアツタ.然 シ、右 ノ牛及馬 ノ健 常血清 ト

樗 シテ吾等 ノ入手 シタ物 ノ・成 長牛馬 カ ラ探 取 シ

タモ ノデアツテ、 嚴密 ナ意 味 二於 テ果 シテ正常

血清 デ アツタカ否 ガ不 明デ ア リ、 「マウス」ノ血

清ノ・数頭 カ ラ探取 シタ物 ノ混合物 デアツタ鮎 二

検 定 上ノ不備 ガ有 ル。右 ノ次第 デ此際 ノ判別 ノ・

未定 トシテ置 ク。

扱 テ、 「ヌ ク レイネ ミー」陰性 ノ動物例 ヘバ家兎

或 ノ・海狸 二種 々 ノ細菌乃至其毒成分或 ノ・他 ノ化

學物質等 テ種 々 ノ方 法 デ與 ヘ テ検査 シタ結 果、

或 ル揚合、 明 カニ「ヌ ク レイネ ミー」テ謹 明 スル

コ トガ出來 タ。 即 チ之 ノ・試駄 ノ組織細胞 ニー定

ノ攣 化 テ來 タ シタ結果 二他 ナラヌモ ノデアル
。

此庭 デ想像 サ レル ノノ・、右 ノ如 キ場合、組織 ノ

髪 化 ニモ種 々程度 ノ差 異 ガ有 ルニ相違無 ク、 ソ

レガ最 早恢 復不能 ノ退行髪 性 デ アラバ勿論病的

デ アル ガ、若 シ又生理的閾域 内 ノ動 揺 二止 マツ

テー定 時 日後復 菖 スル範 園 ノモ ノデ アラバ、之

レ素 ヨ リ生理的 「ヌ クレイネ ミー」トモ謂 フ可 キ

デ アツテ、生物 ノ日常生 活中 ニノ・恐 ラク斯 ノ如

キ「ヌク レイネ ミー一げ 件 フ塵 ノ細胞核動揺 ガ屡

反覆 サ レテ居 ル ノデノ・アル マイカ。

要 之、 「ヌク レイネ ミー」二生理的 ト病的 トノ雨

面 ガ有 ル。而 シテ「ヌク レイネ ミー」ガ細胞核 二

由來 スル以上、刺戟 ト抵抗 ノ關係 テ考慮 二置 ク

ナ ラバ、 當然、同一刺戟 テ以 テ シテモ動物 ノ種

別 一 ヨ リ、又個 性 二從 ツテ「ヌクレイネ ミー」登

現 二難 易 ノ差 ガ存 ス可 キデ アル。

3.結 核過・敏症 トノ關係。

日常 自然 ノ現象 トシテノ・、「ツベル クリンァレル

ギー」ノ・結核感染 テ契機 トシテ成 立 スルモ ノデ

アルガ故 二『感染無 クンバ「アレル ギー」無 シ』ト

モ言ヘ ル。 然 シ、 「ア レル ギー」ハ決 シテ感染 ト

同時 二起 ルモ ノデ無 ク、必 ズ感染後或 ル時間 ノ

経過後始 メテ成立 スル モ ノデ アツ テ、 ソ レニノ・

何 等 力理 由 ガ無 クテノ・ナ ラヌ。

「アレル ギー」成 因 ノ本態 ハ
、不完全抗原 タル 「ツ

ベル ク リン」物 質 ガ生膿 内 デ賦 活 セ ラ レテ感作

抗原 トシテノ性能獲得 二至 ル爲 メデ アリ、 ソ ノ

之 テ賦活 スル物質 ノ・生膿 自己 ノ組織 細胞 ノ核蛋

白物質 二相違無 イ。元來、感染 ガ「ア レル ギー」

成立 ノ紹封的條件 トセラ レタ理 由ノ・、感 染 ニ ヨ

ツテ「ツベル ク リン」産生 ト細胞破壌 印 チ核 蛋 白

遊離 ガ同時 同所 二 行 ノ・レル、 換言 ス レバ「ツベ

ル クリン」ノ賦 活行程 ガー基 二 逡行 セラ レル ト

言 フ貼 二在 ル。右 ノ事 態 テ除外 シテ感染 ソノ物

二意味ノ・無 イ。 コ レデ、感染 カ ラ「ア レル ギー」

成立 マデニ或 ル時間 ノ経過 テ必要 トスル謬 モ分

明 シタ。

以上 ノ・吾等 ガ年來 ノ圭張 デアル ガ、 此塵 二詳細

ナル吟味 ヲ行 フニ、軍掲 デノ・感作原性 無 キ筈 ノ

「ツベル ク リン」モ
、 ソノ或 ルー定 量以上 テ以 テ

スル場合、賦 活物 質添加無 ク シテ能 ク實験 的

「ア レルギー」テ見 ル 事 モ 亦事實 デ アル
。 吾 等.

ハ 、コノー 見矛盾 ノ親 アル現象 ノ設 明 二當 ツテ
、

「ッベル ク リン」ノ・毒物 デ アリ此物 ガ動物 ノ組織

細胞 テ退行憂性 二陥 レテ核蛋 白物 質 テ膿液 中 二

遊離 セ シメ、弦 二「ツベル クリン」ノ・賦活作用 ラ

受 クル コ ト必定 ト推論 シタ ノデ アツタ.

今 ヤ、吾等ノ・右 ノ推論 二封 シテ確 固 タル實謹 テ

基 ゲ得 ル ニ至 ツタ。別 二登表 スルガ如 ク、「ツベ

ル ク リン」ノ健康動物 二封 スル 毒性 モ瞭 カデア

リ、此物 ノ侵 害作 用 二基 ク「ヌ2レ イネ ミー」モ

確實 デアル。

要 ノ・、「ア レルギー」成因 二關 スル吾等 ノ所論 中、

推 理 二止 マ ツテ居 タ個所 二「ヌ クレイネ ミー」ナ

ル確謹 ガ基 グラ レ
、爲 メニ木 問題 ノ・最早殆 ン ド

何等 ノ疑 問 テ残 サヌガ如 クデ アル。

4・ 將來 ヘ ノ示唆。

生理的 ニ セヨ、病的 ニセ ヨ、血 清 中二核蛋 白系

物 質 ガ出現 スル ト云 フ事ノ・極 メテ重大 デ アツ

テ、 ソノ聯 ル庭 ノ・、輩 二結核 問題 二止 マラズ
、
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恐 ラクノ・醤學 ノ全面 二亙 ツ テ、基礎學 二又臨沐

學 二甚 グ重要 デアルヵ 一思 ヘル。

吾等 ノ・現 二種 々 ノ方面 二著手研究 シテ居 リ、今

後逐次報 告 セ ンコ トテ期 スル次 第 デアル。

80.結 核 「ア レルギe-JJ研 究(特 二「ヌク

レイネ三一..1二就 テ)

彌田 川

森 茂(有 馬研究所)

楠 節 干

結核 「ア レル ギー」ノ成因 二關 シテ核蛋 白系物質

ノ意義重大 ナルベキ事 ノ・我等 ガ年來 ノ主張 デア

ル。而 シテ生艦細胞殊 ニ ソノ核 ガ鋭 敏繊細 ニ シ

テ、種 々ナル原 因二依 リテ、容 易二膿液 中二核

物質 ヲ遊離 セ シムルモ ノナル事想像 セラル。{乃

ツテ特 二此 ノ意 味二 於 ケル 細胞 ノ「ラビ リテー

ト」テ謹 明 セ ンガタメー、 フ.イ ルゲ)氏 核染 色

法 ラ慮用 シ次 ノ如キ實験 テ行 ツ タ。 弦 ニ フ。イ

ルゲ ン氏核染色法 ナル モ ノノ・、核蛋 白系物 質、

第1表

即 チ核蛋 白、 「ヌ ク レィ ン」、及 ピ核酸 二特有 ノ

モ ノデ、 「チ 之ノー ゼ」ナル五炭糖 ノ存在 二基 ク

モ ノデアル事 ノ・衆知 ノ通 リデ アル。實験動物 ト

シテ海猿 テ用 ヒ、豫 メ探血 シテフ.イ ルゲ ン氏

反慮 ノ陰 性 ナル テ確 メ タル後、 實験 二供 シタ。

實験 操作 ノ・次 ノ如 キ順序 デ行 フ。

先 ヅ動物 ノ耳殻 ノ静脈 ヨリ細硝子管 テ用 ヒテ探

血 シ、数十分後輕 ク遠 心沈澱 シテ分離 シタ血清

ナ略 ≧同 ジ分量宛、痘 苗用細管 テ用 ヒテ載物磨

硝 子 二滴下 スル。 直 二温室 ニ テ乾燥 固定 シ、純

「アル コー ル」二24時 間浸 漬 スル。 次 二水 二移

シ、加水分解 スル タメー、囁 氏59度 乃至61度

二温 メ タルー定規 盤酸 二2分 間作 用 サセ、再 ビ

水洗 ス。而 ル後 、暗室 ニ テ「フク シン」亜硫酸溶

液 二1時 間牛浸漬 ス。最後 二3槽 ノ亜硫 酸溶液

テ用 意 シテ、標 本 テニ分宛通 シ輕 ク洗條脱色 ス

ル。 此 ノ脱 色行程 ノ後直 二反 癒 ノ判定 テ セナケ

「ツベ ル ク リソ」注射

「ソ ベ

ル ク リ

ソ」量

0.1αc.

0.2cc.

0,5cq

1.Oac.

2.Oac.

動物
番號

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

注射前注射後1時 間

±

±

十

±

±

十

十

3,,

十

十

±

十

±

±

十

十

5,,

十

ヨ
±
一王 一

10,,

十

十

±

十

十

+1+

1+

十

i+

十

十 十

24,,

十

十

十

十

十

十

十

十

死

死

2日

十

十

十

十

十

十

十

十

4,,

十

十

十

十

十

十

十

十

7JP

十

十

十

十

十

十

十

十

10,,

±

±

十

十

2週

十

±

十

十

十

朴

臥1

一

一

一

一

一

一

一

ー

傷1

一

一

一

一

一

一

一

翫1

一

一

一

一

一

一

一

馬1

一

一

一

一

一

一

一

L1

一
ー

一

一一

一
l

l
一

一一

一

一

一

一一ー

1

砺1

一

一

一

一

1

ー

飢
一

一

±

±

±

十

±

翫

十

±

十

十

十

±
一

死一-

ー

1
II
l

ー
L

1一

÷什
什什ー

什
i

I

ー

什

什什
一一

什1十

ー

i
ー

一

±

q

什ー
一'

什ー十

骨lI
一

什1十ー
一

…一i

I

「

臥

十

±
-

…
↑1

-
-

:ー

ー

{…

傷●

一

一「

一

±
一

=

週3

一ー

1

+
二

+

+

十

十

十

±

十
1
!1

[
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結 核 死 菌 注 射第2表

15,,14,,13,,12,,11,,10,,9 ,,8,,7,,6,,5,,4,,3,,2週7日2日24,,10,,5,,3 ,,

 

射
1
間

注
後
時

注

射

前

動
物
番
號

死

菌

量
十

十十

十

一

十

十

十

十十

 

±

十

十

十

十

十

一=

十

±

十重
±

±

±

十

十十

 

十十

死

十

±

十

±

十

十

 

±

一

十

±

十

±

±

死±一

十十

十

 

±

±

±

±

±

十

十

±

±

±

±

±

十

±

十

十

十

十

=一==一=一十

十

十

死

十

十

十

十

十

±

 

一十十1十

十

十

±

一
=

十

 

±

十±

±±

=

十==

 

±

十

±±十±

十

±

十

十

十

十

 

一

十

十

十

十

十

十

±

±

±

±

±

±

 

一十

十

十

十

十

十

十

 

十±

=十

 

±

十

十十

±十十十十十

十十

十

十

十

一

十

 

十十

十

十

十

十

±十十

十

十

十=

十

十

 

十

十

一

±

十

十十

十

 

±十十十

一

一
一

}

一

一

一

一

一

}

一

　

一

一

一

一

一

一

一

一

一

【

一

一

一

一

一

一

一

ユ

2

}
3

一
4

一
至

6

つ

一
8

一
9

一10

一11

一
12

一
13

「
14

一
15

一
〇
・O
白
的

一

μ
●
O
島

一

〇
●
Gn
昌

一

〇
●
日
日
的

一
〇
●O
一
据

ベル ク リン」注射 テ 受 ケ シモ ノー シテ、 ソノ死

因ノ・「ツベル クリン」ノ毒性 二在ル モ ノト思考 セ

ラル。第2表 ノ、10.Ogm、1.Omg、0.5gm、0.1

gm、0.01mgノ 結 核死菌 ラ皮 下 一 注射 セル海

狽 二就 テ ノ成績 デアル ガ、通寛 スル ニ各組 トモ、

注射後24時 間 マ デニー一度 ハ 陽性 二轄 ジ、以後

消長 アル モ、15週 後 二於 テモ尚牛数 ノ・陽性 ヲ呈

ス。 第3表 ノ・10%、3% 、0.85%、0.5%ノ 食

盤水及 ビ蒸鱈水 テ10c・c・皮下或 ノ・腹腔 内二 注射

シタモ ノデアル。皮 下腹脇 内注射共 二s10%ノ

如 キ 高張性食盤水及 ビ蒸鯛水 ノ揚合注 射後10

時 間 ニ シテー齊 二 陽性 ヲ呈 シ、192時 間後 ニハ

陰性 トナル。 コ レノ・滲透歴 ノ著 シキ憂 化 二依ル

モ ノ ト考 ヘ ラ レル。第4表 ノ・盤化 「カル シュー

ム」、炭酸 「ソー グ」ノ溶液 テ 注射 セルモ ノデア

ルガ、概 観 シテ盤 ソ ノモ ノニ依 ル,{f性 ガ認 メ ラ

レル。第5表 ノ・葡萄糖、 「ペ ブD」 、 「カぜ イ

ン」、「ナ トリウムJ溶 液 ノ注 射 デ アルガ
、略 く同

檬 ノ成績 テ示 シ、10ρ ♂ ペ プ トン」溶液皮下注射

ノミ全然陰 性 二終 ルノ、、 爾、研究 ノ絵地 ア リ ト

思 ノ・レル。

コノ小實瞼 二依 リテモ既 二明 白ナル如 ク

レバ ナラヌ。 コ ノ場合 三通 リノ封 照 ガ必要 デア

,レ。先 ヅ色素液 ノ適性 ラ検 定 スルタメ・島、加 水

牙解 テ行 ノ・ヌ標 本 ヲ用意 シテ、同一染 色液 ニテ

司時 二染 色 シテ反癒 ガ陰性 デナケ レバナ ラヌ、

欠二健康 正常 ト認 メ ラレル動物 ノ血清 ト、核酸

テ混 ジタ血清 トテ陰性拉 二陽性 ノ封照 トシテ反

態判 定 ノ規準 トスル。即 チ 正常血清 ノ・(一)ト

シコ し・ヨリ僅 二 色調 ノ濃 キテ 思 ハ セルモ ノノ・

(±)、 明 二 濃 ケ レ ドモ 其 度甚 シカ ラザルモ ノ

(+)著 明 二濃 ケ レドモ核酸封照 二及 バザルモ ノ

(什)核 酸 テ混 ジタル血清 ノ示 ス色調 テ(柵)ト

シ、五階級 二色 ノ弧 サ ヲ匠別 シテ判定 二資 シタ

馬ア
い 

デ

ノ

分

同

次

ラ

慮

ー

ー

ー

ノ

扱扱 テ、 實 験 成 績 ヲ述 ベ ル ニ、 先 ヅ 第1表 ノ・、「ツ

ベ ル ク リ ン」 ラ0.1c.c.、0.2c.q、0.5c.Q、1.Oc・c・ 、

2.Occ海 狽 ノ皮 下 二 注 射 シ テ 時 間 的 二 探 血 シ、

フ,イ ル ゲ ン氏 反 癒 テ15週 二及 ブ マ デ観 察 シ タ

ルモ ノ弄 ノv。各組共湖 櫃10時 間 マデニ陽

性 二轄 ジ、6週 乃 至7週 後 二強陽性 テ呈 シ、10

週 後 一ノ・陰 性 二戻 リ15週 後 二 至 ルモ 憂化 ・F示

サズ。但 シ途 中艶死3頭 、之 ヲ剖 見 スルニ結核

性病攣 ラ認 メズ。此 ノ艶死 獣ハ 縛 テ大 量 ノ「ッ
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第3表 蒸鯉水及u"食 盤水10qq注 射

馬19

一

一

一

一

一

一

一

　

こ

「

-l

I
r

一

1ー

一

一

1

亀16

一

±

一

「

一

ト

ー1

㎜「

99

拠
一

一

±

一

一

十

±

±

±

一

一

一

十

馬12

±
一

一

一

一

一

」

一

}

一

十

十

十

十
一

一

「

一

一

一

一

一

一

±
一

十

鉱9

±
一

±
一

一

一

一

一

一

一

一

±

十

±

±

一

一

一

一

一

一

一

十

±

十

馬7
,一

一

一

一

一

一

±
一

±

±

±

±

±

±

十

±

±
一

±

一

i
一

ー
一

一

一

±
一

十

臨4

±
一

±

±
一

一

一

一

一

ーー

1
一

十

十

±

十

一

一

一

一

一

一

一

一

±

十

躬2

十
一

一

一

一

一

一

一

一

一

十

十

死
十十」 …-ー

1

ー

一

一

「

一

一

一

一

-
一

十
1

砺1

十

十

十
一

ー
一一

一」唱1
ー一

一-

距一

ー

一1-1一1-

1一

一
ー

一一1一

一

一

±

十

十1±

十±

ー
1-

-i

十
一

一

±1
」
1

r-
1
-1

ーi

十1
ーー

臥
十

±

十

一

i
ー

ー
一一

一
ー

一一

一

ー
一

ー
一

一

十

十±ー
一

1

ー

一

±
一

一

一

一

一
±

一

一}

ニー1」1「
ー

ー
1

一
1

ー

一

一一
ー[

1

一一

一

ー
一一ーー

ー一

I

l
l

一

一一
I

l一

±

ーー

ト十

十十ー一一

後
間射時主ード 一

ー
一

一1
ー

一

1
一

ー
一

1

-1一

一ll一

ー
」1一

一一

i

ー
ー「

一

二

一一

一

一

一-1
1

一

一

十ー,±一

前射注

±
一一

一

一

一

一

一

一

一

二

一

ー

⊥

1

,

,[
iー

下皮%10水魎食

下皮1%3
99

下皮%85a
19

下皮%㏄
99

下皮水倒蒸

内腔腹%10水盤食

内腔腹%3
99

内腔腹%85識

内腔腹%価
19

内腔腹水.鱈蒸

'第4表 璽類溶液注射10aα

●

注射前注射後1時 間 5,, 10,, 24,, 48,, 72,, 96,, 120,, 144,, 168,,

CaCl210%皮 下

一 十 死
一 十 十 十 ± 十 一

一 十 死

,.3%皮 下

一 ± 一 一 ± 十 一 十 十 一

一 一
●

十 ± 隔 十 一 一

一 ± ± 一 一 十 ± 十 ± 一

"3%腹 腔 内

一 十 死
一 十 死
一 十 死
一 一 死
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"3%腹 腔 内

ら

Na2CO310%皮 下

±

"腹 腔 内

一
ー

ヒー
∴

±

一
十

±

十

±

±

± 十

十

±

±

±

十

}十
二
十

「十

十

一
十

±

十

一十

一±

一十

+
二
±
至

+

±
=
『

十

十 ±

o

十
二
十
=
十

一十
一

±

±

±

± 十

±

±

±

十

一十

十

一十

一
十

一

一

一 一 一一一

一

=
一

一

　 　 一

一

一

一

一
一

第5表 葡 萄 糖 、 「カゼ イ ソ」「ナ ト リウ ム」、 「ベ プ トソ」溶 液10αc注 射

注射前注射後1時 間 5時 間 10,, 24"148"72,, 96,, 120,, 144,, 168,,

葡萄糖10%溶 液
皮下

一 一 十 ± ± 一 ± 一

一 一 十 ± ± 十 一

一 一 十 ± ± 十 ± 一

一3%皮 下

一 ± 一 一 ± 十 ± ± 一 一 一

一 ± 一 ± 十 十 ± 一 一 一

一 一 一 一 一 ± ± 一 ± 一 一

"10%腹 腔 内
一 一 ± 十 ± ± 十 一 一

一 一 ± 十 ± ± ± 十 一

"3%腹 腔 内

一 十 ± 十 十 十 ± 一

一 十 十 一 一 一 ± 十 一 一

一 ± 一 一 一 一

「ペ プ ト ソ」10%

皮 下

一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 ● 一 一 一 一 一 一 一

一 一 ± 一 一 一 一 一 一

"10%腹 腔 内

一 一 一 一 ± 十 一 十 一 一
一 『一
一 一 一 一 十 一 一 一 一

一 一 一 一 ± ± 十 一 一

,,3%腹 腔 内

一 一 ± 一 ± ± ± 一 一

一 ± 一 ± ± 十 十 十 ± ± 一
`

一 ± 一 ± ± ± 一 一 一

「カ ゼ イ ソ」-Na

10%皮 下

一 一 十 十 十 ± 十 一
_一

一 一 ± ±
一 ± ± ± 一 一

一 一 ± _1+ 十 十 十 一 一

1.生 膿 ノ組織 細胞殊 ニ ソノ核 ・・種 々 ノ刺戟 二

封 シテ敏感 デア リ、容 易二核蛋 白 ラバ膿液 中二

放 出 スル モ ノ ・如 クデ アル。

2.特 二「ツベル ク リン」二依 ル核蛋 白 ノ血 中遊

離 ノ・結核過 敏症 成立 二封 シテ意義最 モ重大 デ ア

ノレ0

3.結 核 菌以外 ノ細菌乃至其毒物 ノ作用 二依 ル

「ヌ クレイネ ミー」二關 シテノ・同僚 ガ後 日獲表 ス

ル筈 デア リマー㌔

81.結 核 過敏症 ノ研究(結 核感 染海 撰 二

於 ケル諸種反鷹原 ニ ヨル熱 反慮〉

齋 藤 政信(有 馬研究所)

「ツベ ル クリン」物質 ノ・夫 レ自膿 ニテノ・感作抗原

的性能 ナキモ ノデア リ、核物質 ノ協 力 ニ ヨ リテ

甫 メテ其 ノ性能 ヲ登揮 スル事 ノ・厨 イ謬 會 二於

テ登表 セ シ所 ナ リ.但 シ以上ノ・感作原 トシテ ノ

「ツベル クリン」二關 シテデア リ之 テ更 二反癒原

トシテノ親鮎 カ ラ究 明 一ヘル必要 ガアル
、 今回護
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表 スル所 ノ・熱反癒 テ標示 トセル實験 デ アツテ、

其 ノ第一實験 ノ・結核 菌(薗 株)1/川,廷 二感染 セ シ

メ タル海狽15頭 テ感 染後5週 テ経 テ之 二「・ソベ
の

ル クリン」ト核物質 テ同時 二接 種 シ熱反慮 テ検

セルモ ノニ シテ、其成績 ノ・第1表 第1群 二示 ス

如 ク「ツベル ク リン」二核物 質 テ附加接種 スル時

ノ、「ツベル ク リン」軍掲接種 ノ第2群 二比 シ反慮

梢 ≧増大 セル ラ認 メ、核物質 パ テ接種 セル第

3群 ノ・勿論反慮 ナ シ。 即 チ不完全抗 原 タル「ツ

ベル ク リン」ノ・核物 質 ノ補佐 ニ ヨリ完全抗原化

セラ レ反癒 ノ増 強 ヲ來 ス(尚 此表 ハ結果 ラ判然

タラ シムル爲 メ1日 ノ最高最低膿温 ノ ミテ記 シ

タ リ)。

次 二第二實験 ハ 海狽15頭 テ 弱毒結核菌(奥 田

株)1/2・o・涯 ニテ 感染1セ シメ3週 後 「ツベル ク リ

ン」物質 ヨ リ探集 セル所 謂 α,β 二核酸 ラ附加接

第

第

No.1No.2

初ノ

種 シテ熱反慮 ラ検 シタルモ ノー シテ海猿 夫 々3

頭 宛 テ α,β,核 酸、α+核 酸、β+核 酸接種 ノ

5群 二分 チ、毎 日2時 間毎 二禮温 ヲ測 定 セル モ

ノナ リ。

之 テ観 ルニ第5群 即 チ β+核 酸接種群 ヲ除 ク他

ノ群 ノ・何等登熱 ラ見 ザルモ掲 リ第5群 ノ ミノ・斯

ノ如 ク高度 ノ登熱 テ見 タ リ。 コハ βガ「ノ・プテ

ン」デア リ、核 酸 ノ補足 ら ヨリョク熱 ノ換登 テ

來 ス所 以 ノモ ノ ト思考 ス。弦 二使用 セル β ノ量

ノ・昨年本學會 二於 テ登 表 セル ト同一操作 ノモ ノ

0.05c・c・(實量約0.15延)ニ シテ、 βノ・「ツベ ルク

リン」作用物質 ノー ツデアル 故 、結核罹 患個膿

ノ・當然此物 二反庶 スベ キデア リ
、從 來 ノ余 ノ實

験 二於 テモ其事 テ認 メタ リ、然 ル ニ今 同 βガ反

慮 ヲ換爽 シ得 ザ リ シ事 ノ・實 ニー ノ奇観 デアル

ガ、 コノ・恐 ラク感染 ガ輕 度 デ アノ!力或 ノ・β ノ量

1表

1群

No.3No.4No.5

40

詔

No.1 No.2

第 2

No.3

群

No.4 No.5

No.1 No.2

第 3

No.3

群

No.4 No.5

K… 一 核 物 質 ・ ・1日 中最低最高艦温
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3輪

第

群-

混恥

第

。
1恥

紹

/!
39

切/㌻

詔

第

シ!

3 群

ー
1
ー

山▼

ー
/

!レ

第

弱 物

5

2 表

第2群

No.1No.2No.3

切
1シ

切

/シ
詔

/
グ
群

砂

!

第 4 群

過 少ナル ヵ、何 ソニ シテモ反慮登現 二至 ラナカ

ツタモノ ト解 セラル。即 チ謂 ノ、バ 弱度 「アし・ル

ギー」歌態或 ノ・反癒 下量 ノβモ之 二 核物質 ラ添

加 セバ俄然 トシテ反癒換登 二至 ツタ事ノ・注 目 ス

ベ キデアル。 以上要約 スル ニ 感作原 トシテ ノ

「ツベル ク リン」二於 ケルガ如 ク、反癒原 トシテ

モ亦不完 全抗 原 タル「ツベル クリン」物質 ノ・核物

質其 ノ他 ノ補足、協力 ニ ヨリテ容 易二完全抗原

化 サ レ、從 テ「ア レル ギー」ノ増強 ラ來 スコ トテ

認 メタ リ。

82.結 核 過敏 症J研 究(結 核過敏症 二於

ケ ル賦活髄 二就 テ

櫃 田 卓 也(有 馬研究所)

「ツベル ク リン」過敏症成立 ノ必要條件 ノ・「ノ・プ

テ ン」タル 「ツベノしク リン」物 質 ト細胞核 物質 ト

ノ共 同作用 二基 クモ ノナル事 ノ・青 山博士指導 ノ

下 二吾等 ガ撒年來報 告 シ來 レル トコロナ リ。

我 ガ研究所 ノZF林 博士 ノ・結核過敏症 二關 スル廣

/シ

Nα 一 …核 酸

/シ

・ ・1日 中最低最高膣温

汎 ナル研究 ラ登表 スルニ 當 リ『「ツベル クリン」

過敏症 二與 ル賦活膿 ハ軍 二同種動物 ノ臓器組織

ヨ リ探取 セル細胞物 質 ノミニ止 マ ラズ、市販 ノ

核蛋 白(Nucleink6rper)製 剤 モ 亦賦活作用 ラ現

ノ・ス』事實 テ基 ゲ タ リ。

余 ハZF林 博士 ノ實験 二更 ニー歩 ラ進 メ、核蛋 白

及 ビソノ分解産物 ノ賦 活作 用 ラ追加補遺 セ ン ト

シテ、 ソ ノー部分検 索 シ得 タル成績 ラ報告 ス。

實験 方法

被検動物 ノ・300瓦 以 上 ノ雄 性海狽 テ使用 シ、被

検 材料 タル賦活匿 トシテハ植物性核蛋 白 トシテ

「メル ク」會肚製 ノ酵母 「ヌ クレイ ン」及 ビ酵母

「ヌ クレイ ン」酸 ラ
、動物 性核 蛋 白 トシテノ'ノ

イマ ン(Neumann)ノ 方 法 ニ ヨ リテ牛 ノ胸腺 ヨ

リ得 タル「チモ・ヌ ク レイ ン酸 テ使用 セ リ。

感作原 トシテノ・弱毒結核菌 ノ水分 ラ含 マザル實

際菌量 ノ1萬 分 ノ1彪 テ接種 ス。而 シテ感作 後

2週 目 ヨリ「ツベル ク リン」皮 内反慮 ニ ヨリテ過
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敏症 ノ清長 テ観察 セ リ。

第一實験(賦 活禮 少量 ノ場合)

コ ノ實験 二於 テノ・酵 母 「ヌ ク レイ ン」、酵母 「ヌ

ク レイ ン」酸及 ビ、 「チモ・ヌ クレイン」酸 デ生理

的 食鞭 水1.0耗 中 二各 々3.0延 宛 含 ム如 クニ作

リ、 ソノ1.0琵 宛 ラ隔 日3同 即 チ全 量9.0雇 テ

腹部皮 下 二注射 ス。

感染 ハ前述 ノ生菌1萬 分 ノ1雇 ラ第2同 目 ノ賦

活盟 注射 ノ際 二腹部皮 下 二接種 セ リ。

・ 實験成績

酵母 「ヌ ク レイ ン」9.0彪 ヲ賦 活禮 トシタル感作

群(第1群)ハ 封照 タル軍 ナル感作 群(第4群)二

比 シテ過敏症畿 現 ノ時期 早 ク又永 ク過 敏状態 テ

持績 シ、反庶度 モヤ ・強 シ。

酵母 「ヌク ソイ ン」酸9.0冠 テ賦 活艦 トシタル感

作群(第2群)ハ 封 照群(第4群)ト 殆 ン ド差異 テ

認 メ難 シ。

「チモ・ヌ クレイン」酸9.0彪 テ賦活膿 トシタル

感作群(第3群)ノ ・封照群 ト明 ラカナ 差異e示

シ、過敏症褒現 ノ時期ハ早 ク、過敏状態 モ永 ク

持綾 シ、反慮度 モ反慮検査 ノ都度常 二強烈 ナル

テ見 タ リ。

第二實験(賦 活膿 ヤ ・大量 ノ場合)

コ ノ實験 二於 テハ 酵 母 「ヌ ク レイ ン」、酵母 「ヌ

ク レイン」酸 及 ビ、 「チモ ・ヌ ク ソイン」酸 テ生

理 的食盤水1.0耗 中 二各 々15薩 宛含 ム 如 クー

作 リ、 ソノ1.0琵 宛 ラ隔 日3同 即 チ第一實験 ノ

賦 活膿 ハ全 量9.0薩 ナル ニ封 シ本實験 二於 テハ

全 量45涯 テ用 ヒタルナ リ。

感染 ノ・第 一實験 ノ場合 ト同様 ナ リ。

實験成績

酵母 「ヌ クレィン」45彪 テ賦活膿 トシテ 用 ヒタ

ル感作群(第1群)ノ ・封 照 タル第4群 二較 べ第3

週 頃 ヨ リ張 キ反慮 テ示 シ、25週 頃封 照群 ノ過敏

状態全 ク清失 セル後 モ尚弱陽性程度 乍 ラ ソノ過

敏症 テ保持 ス。

酵母 「ヌク レイン」酸45延 ラ 賦活禮 トセル場 合

ノ第2群 ノ・封照 ヨ リヤ ・早 ク過 敏症 ラ現 ノ・ス如

クナルモ殆 ン ド全期 間 ラ通 ジテ封 照群 ト略 ≧同

様 ノ強 サテ示 シ、過敏 症 ノ潰失 スル時期 モ亦封

照群 ト相 似 タリ。

「チモ・ヌ ク レイ ン」酸45雇 テ 賦活禮 トシテ少

量 感染 シタル第3群 ノ・塵置後2週 目 ヨリSE二 弱

陽性 ノ反慮度 テ示 シ、全期 間 テ通 ジ常 二高度 ノ

陽性度 二終始 シテ封 照群 ノ過 敏症既 二消失 セル

25週 以後 二 於 テモ 爾高度 ナル 陽性度 ラ持緬 セ

リ。

結 論

以上 ノ實験 ヲ通覧 スルニ余 ガ實験 材料 トシテ使

用 セ シ酵母 「ヌ ク レイ ン」、酵母 「ヌ クレイ ン」酸

及 ピ 「チモ・ヌ ク レイ ン」酸等 テ賦 活物質 トシテ

前塵 置 シ微 量生菌 ヲモツテ弱感染 テナ シソノ後

二起 ル「ツベル ク リン」過敏症 テ検 スルニ「チモ・

ヌ ク レイン」酸 テ併用虎 置 セルモ ノ・過 敏症嚢

現 ノ・封 照 一比 シテ早 ク起 リ、且 ツ永 ク持綾 シ、

反慮度 モ常 二強烈 ナ リ。

酵母 「メ ク レイ ン」テ併用塵置 セル モ ノノ・「チモ・

ヌ ク レイ ン」酸併用 ノモ ノー 比 シテ反慮登現率

ノ・低 キテ発 レザルモ封 照 ヨリヤ ・強 ク、過 敏症

ノ登現期及 ビ綴緬期 間モ永 シ。

酵 母 「ヌ ク レイ ン」酸 テ併用塵 置 セル モ ノノ・過敏

症登現期 ヤ ・封 照 ヨ リモ早 キ様 ナル モ殆 ンドソ

ノ間 二差 異 ヲ認 メ得 ズ。

余 ノ・既 二第13同 本學 會 二 於 テ「アレル ギー」感

作 性能微弱 ナル微量生菌 二於 テモ細胞核物質ラ

賦 活膣 トシテ併用塵置 セバ容易 二感作性能 テ現

ハ ス事 テ報告 セ リ。今 同 ノ實験 成績 ヲ之 レ ト比

較検 索 スルニ 「チモ・ヌク レイ ン」酸 ト饗 キ ノ實

験 二於 ケル同種動物 ノ細胞 核物 質 トノ・其 ノ賦活

作用 二就 テ原理的 ニハ甚 グ近似 セルモ ノト思ハ

ル。酵母 「ヌ クソイ ン」ノ・賦 活作用 テ有 スルモ極

メテ微弱 ニ シテ、酵母 「ヌ クレイ ン」酸 二至 リテ

ノ・ソノ作 用 テ殆 ン ド認 メ難 シ。

83.結 核 「ア レル ギー」ノ研究(「ツペル ク

リン」眼 角膜 反慮 ヲ 標示 トシタル實

験)

谷 ・ 修一(大阪有馬研 究 所)
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結 核 過敏症 ノ成因研究 二於 テ實験的過敏症 ノ成

否 ノ判断 テ從來廣 ク慣 用 セラレタル皮 内反慮 二

依 ツテ行 フ場合 二屡 ㌃梢 く苦難 テ感 ズルコ トア

リ。 此 ノ貼 テ補 フ爲 メニノ・一層 明確鏡 敏 ノ反磨

方法 テ選 ブ必要 ガ アル。

次 二述 くごル如 ク「ツ」ノ眼角膜 内接種反慮 ハ極 メ

テ鋭 敏 デ アリ之 テ「インヂカ トー ル」トスルナ ラ

バ1ア レル ギー」ノ成否 ノ判別 ・・實 二容 易且 ツ明

確 デ アル但 シ此 ノ方法 ノ・皮 内反慮其 ノ他 二比 シ

テ可 ナ リ複雑 デア リカナ リ,ノ習熟 テ必要 トスル

モ ノデ アルガ實験成績 ノ正 鵠 埠 帯スル 目的 カラ

スレバ操 作 ノ複雑 ナル鮎 ノ・問題 デ無 イ。

ソコデ結核菌拉 ニソ レニ由來 スル撒種 ノ物 質 ノ

抗 原性 テ検 スル 目的デ家兎 テ用 ヒ大略 左 ノ方 式

デ實験 テ行 ツタ。

(イ)右 物質 ノ各個軍掲 ノ前庭 置 テ施 シタル モ ノ

くロ)右 物質 ノ各個 二核物質 ラ添加 スル カ或 ノ・臓

器破壌 テ施 シタルモ ノニ就 テ前述 ノ角膜 内反 磨

ラ検 シタ.

反 慮 ノ強弱 テ現 ス方法 トシテノ・虹彩、結膜、角

膜 二於 ケル夫 々 ノ痩化 ノ程度 テー定 ノ規格 二從

ツテ符 號 ラ以 テ標示 シ、各試獣 二附 セラレタル

三通 リノ符 號 ノ和 テ以 テ當該獣 ノ反慮程度 ト定

メタ、此 方法 デ反 慮程度 トソノ時間的推移 ニ ヨ

ル清長 テ曲線 トシテ現 シタ。

「ツ」角膜 反癒 ノ感度 實験

種 々量 ノ「ツベ ル ク リン」テ以 テ前塵 置 テ行 ツタ

上 「ツ」ノ角膜 内反慮、皮 内反磨拉 ピニ熱反 慮 テ

同時 二同一試獣 二就 キ検 シタル ニ熱反鷹 二關 シ

テノ、全實験群 テ通 ジテ 反慮 ハ先 ヅ 陰性 二終 ツ

タ。皮 内反慮 ノ・「ツ」大量前塵置群 二於 テ敷頭 ノ

モ ノニ 輕微 ナガ ラ 陽性反磨 テ認 メタルニ過 ギ

ズ。然 ルニ角膜 反磨 ノ・常 二各群 ラ通 ジテ例外無

ク張烈 ナル反 磨 ヲ呈 シタリ。唯0.001/1群 ノ

ミノ・此揚合 ノミノ・陰性 ナ リ。此所 二見 ル如 ク熱

反慮 デ反慮 テ見ザル場 合モ皮 内反 鷹 デノ・陽性 ト

ナ リ角膜反 慮 ・・又皮 内反慮 ヨリ張 シ即 チ「ッ」ノ

最小感作量 ト云 フモ實 ノ・其 ノ反慮 方法 ノ如何 ニ

ヨツテ攣動 スルモ ノデ アル。

其故「アレルギー」ノ本態 二關 スル研究上本實験

ノ如キ角膜反慮ノ・重要 ノ意義 アルモノデアル。

「ッベルクリン」ト細胞核物質併用實験

軍掲「ッ」O.DOIテ 以 テ前塵置 シタル群二於 テノ・

殆 ンド「アレルギー」ノ成立 テ見ズ。 サレド右 ノ

感作不確實 ナルモ ノニ若干 ノ細胞核物質ラ以 テ

前塵置 シタル場合ハ著明ナル過敏症 ノ成立ガ認

メラレタ。

第二實験 「加熱死菌」ト細胞核物質

併用實験

加熱死菌 ノ前塵置群ノ・角膜反慮極 メテ輕度 二過

ギザルニ之二細胞核成分テ添加前塵置 シタル場

合ノ・強陽性 デアル。

第三實験 「微量生結核菌」ト細胞核

併用實験

微量生菌接種 ノミテ受 ケタ實験群二於 テノ、反慮

輕度デアルガ微 ㍉1:結核菌 二細胞核物質 テ添加 シ

テ前塵置子施 シタルモノノ・著 シク高度 ナル過敏

現症 テ呈 セリ。

第四實験 脱脂菌接種 ト臓器破壌

實験群 ノ反慮程度ノ・前塵置1週 後 ノモノ最モ強

ク3週 、6週後 ノ反慮ノ、漸次衰退 セルノ観 アリ。

此 レニ封 シ封照群ハ1週 後 二僅 カニ陽性テ呈 シ

タルノミーテ3週 、6週 ノ、全 ク陰性二終 レリn

第五實験 「ツベルクリン」ト臓器破壌

第三實験 二於 テ謹明サレタルガ如ク感作不確實

ナル「ッベルクリン」量モ肺臓組織 ノ火傷 ニヨツ

テ試駄二作用セシメラレル時顯著ナル感作性能

ノ登揮 ラ認メラレタルニ反 シ、「ツ」0.001前 塵

置封照群 ニハ認 メラレズ。

第六實験 微量結核生菌 ト臓器破壌

實験群 二於 テノ・接種後1週 ニシテ張烈 ナル感敏

症 テ換嚢 シ又時 日経過二從 ヒ其 ノ陽性反慮持績

時間ノ延長 テ認メタリ。此 レニ反 シ封照群ノ・實

験期間 樋 ジ其 ノ反鷹度輕微ナルテ認 メタリ。

第七實験 「β」接種 ト組織破壌實験
「β」ノ最少感作量モ之ラ試獣 ノ火傷二乗 ジテ接

種セバ、著明ナル過敏症成分二至ル事ガ認 メラ

レタ。封照群 デノ・弱 シ帥チ「β」ハ「ノ・プテン」性
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テ有 ス。

第八實験 「β」接種 ト細胞核添加實験

第七實験 二於 テ示 サ レタル ガ如 ク細胞核添加實

験 二於 テノ・著明 ナル過敏症 テ登揚 シ此 レニ反 シ

封照群 ノ・輕度 ナル テ認 メラレタ。

第九實験 「α」接種 ト細胞核物質添 加實験

「α」接種 ト臓器破壊實験

雨實瞼 群共前塵置]週 後 二「ツ」角膜反慮 テ試 ミ

タル ニ何等過敏症 テ認 ムベキ症歌無 ク封照群 ト

比較 シテ異 ナル所無 シ即 チ「α」ニノ・全然抗原性

能無 キガ如 シ。

第+一 實験 菅原 「ア レルゲ ン」ト

細胞核添加實験

實験群 二於 テノ・著明 ナル過敏 反慮 ノ登揚 ヲ見 タ

ルニ封照群 二於 テノ、極 メテ弱 シ。

第十二實験 菅原 「ア レルゲ ン」ト臓器

破 壌實験

實 験群 二於 テノ・最少感作 量 ナルニカ ・ワラズ張

烈 ナル反磨 ノ登揮 テ認 メタルニ反 シ封照群 ノ・極

メテ微弱 ナル反癒 ラ認 メ タル ニ過 ギズ。

結 論

1.角 膜反慮 ノ・皮 内反癒又ノ・熱反癒 二比較 シテ

遙 カニ鋭敏確實 ニ シテ過敏症成否 二關 シテ緻密

ナル判定 ラ必要 トスル際 ノ・特 二有月 ナルモ ノナ

リ。

2・ 「ツベ ル クリン」ノ・不完全抗原 デ細胞核物質

ノ・ソレノ賦活物質 ナ リ。

3.丁 ツ」ノ「β」及 ビ菅原 「アレル ゲ ン」モ不完全

抗 原 デ細胞核物質 ノ・ソ レ等 ノ賦活物質 ナ リ。

4.「 ツ」ノ「α」ノ・抗原 ニアラズ シテ細胞核物質

ニ ヨリ賦活 サ レズ
。

5.生 菌、加熱死菌、脱脂菌 パ ツ」ノ實験 二於

テ見 ラレタル ト同 ジク「ノ・プテ ン」トシテ ノ作用

テ現 シタ コ トノ・恐 ラク是等 ノ場合 ニモ 結局 ノ・

「ツ」ノ物質 二蹄 著 スベ キガ如 シ
。

84.「 ツ ベルク リン・ア レル ギー」動物組

織 ノ「ツ ベルク リン」親 和性 二就 テ
t工 藤友太郎(九 大細菌學)

「ア レル ギー」性疾患 及 ピ結核 患者又 ノ・結核動物

ノ血清 ト「アレルゲ ン」或 ノ・「ツベル ク リン」トノ

中和性 二關 スル實験 ノ・多数 アル ガ、 「ツベル ク

リン●ア レルギー」動物組織 ノ 「ツベ ル クリン」

親 和性 二就 テ實験 シタ者 ノ・1928年K6nigsfeld

ア ル外 今 日迄 見當 ラナ イ様 デ アル。私 ノ・「ア レ

ル ギー」ト免疫 二關 スル實験 テ シテヰル 際細胞

ト「アレルグ ン」トノ・密接 ナ關係 二立 ツテヰル ノ

デァル ヵ ラ、 「ッベル ク リン」ト結核動物組織 ト

ノ間 ニモ「ア レル ギー」疾患 ノ血 清 二見 ラレル様

ナ中和作 用 ガ アル カモ知 レヌ ト云 フ事 ラK6-

nigsfeldト ノ・別個 二考 ヘ タノデアル。最初 二結

核海狽 ノ血 清及 ピ 皮膚 ト各臓器 ノ乳剤 二 就 テ

「ツベ ル ク リン」中和性又ノ・親和性 ノ有無 テ知 ラ

ンガ初 メ次 ノ實験 テ試 ミタ。 血清 ト「ッベル ク

リン」トノ中和性 二 關 スル 實験方 法ノ・省略 シ、

皮膚拉 二各臓 器 ノ「ツベル クリン」親和性 二關ス

ル實験 方法 ラ簡 軍 二述 べ テ見ル。結核海狸 テ固

定 シ脱 毛 シタ後 庶醇剤 ラ用 ヒズ ニ側腹部 ノ皮膚

ラ約0.5瓦 切 リ取 リ直 二秤量 スル。 之 テ成 ルベ

ク小 サ ク刻 ミ同量 ノ金 剛砂 ト20倍 ノ食堕水 テ

加 へ乍 ラ、乳鉢 内デ磨砕 スル ト灰良色 ノ乳剤 ガ

出來 ル。此 テ以 テ 薔 「ツベル クリ ン」ラ・20倍 ノ

割合 二稀繹 シ37C二20時 間 放置 シタ後 蓮心沈

澱 スル。上清 ラ更 二細菌 濾過管 デ濾過 シ、濾液

0.1c.c.ラ結 核 海狽 ノ皮 内 二注射 シ48時 間後 ノ敬

赤腫脹 テ測定 スル ノデアル。封照 ニノ・皮膚 テ除

イテ同様 ノ塵 置 テ シタ「ツベル クリ ン」テ用 ヒ

ル。 各臓 器孚L剤モ同檬 ナ虎 置 テ シテ ソノ親 和性

テ見 タ ノデ アルガ、實瞼成績 ノ・第1表 ノ(A)デ

ア ル 。

次 二B.C.G.接 種 海狽 ノ「ツベル ク リン」皮 内反

磨 陽性 ノ海狸 二就 テ行 ツタ結果 ガ第1表 ノ(B)

ロ　の

ア ア ル 。

流動 「パ ラフィン」ト人 型F株 加熱死菌 トテ混合

シテ皮 下注射 スル時 ニノ・「ツベル ク リン・アレル

ギー」ガ出易 イノデ アルガ之 二就 テ行 ツタ實験

成績 ガ第1表 ノCデ アル。

人 型F株 加熱 乾燥死菌4日 毎 二2.0彪 、3.0竈 、

4.0竈 、5.0延 テ静脈 内 二注射 シ、最後 ノ注射
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第一表 「ツベル〃リソ」過敏性海猿 ノ皮膚及各臓器 ノ「ツペルクリソJ親和性二關スル實験成績

・各群5頭 ノ中1例 ノミヲ記載 シ他・・省略セリ

o

海
狸
番
號

性 験
時重

10%態 「ツ ベル ク實 髄

リ ソ」 皮 内反 磨

皮用號
内海
反狸
鷹番

血 清 ト1ツ ベ ル
〃 リソ」

i封 照

R 1 R
I

1 R 1

A 結 核 海 狸 1 ♀

「

32・12螺 ・O

l

↑1
.6×1.6

101
'0
.8xO.80.5xO.511.0×1.010.8×0.8

料
102

11
.5x1.51.3×1.31.4×1.41.0×1.0

103

一 一

1・・7× ・・7ρ ・5x・ ・5ρ・8× ・・8i・・5× ・・5

B
B.C.G.2.0彪

接 種 海 狸
66 ♀

}

11.5×1.5 1.0×1.0

十

552 1.5x1.511.3x1.312.0×2.OI1.5×1.5
.1

320
十十

553 ・・5x・ ・5}・・Ox1・011・3×1・3i1・0×1・0

554 1.5×1.5 1.0×1.OI1.0×1.0'0.8×0.811

C

テ荒動 「パ ラ フ ィ ソ」
1.Occ人 型F株 加

熱 死 菌1.0晒 皮 下

接 種 海 狸

一

18 ♀

一

400
1.5×1.5

十十

1.2×1.2

十十

390 1.2×1.2 1.0×LO、1.0×1.OlO.8×0.8

391 1.4×1.4 1,0×1.011.2×1.21.0×1.0,

392 1.3×1.3 1.0×1.d1.3×1,311.0×1.0

D

人型F株 加熱乾燥
死亡菌静脈(筋肉)
内接種海狸

61 ♀ 370 一

一『一一 　}

●

一
}

1

一

一 一

一

『　

一

387 1.3×1.3
}

1・Ox1・0}1・5x1・51・0×1・01

388 1.2×1.2 1.0×1.0,1.3x1.4 1.0×1.0

389 1.Ox1.0 0.8×0.8

1
1.3x1。3 1.0×1.0

E 脱 感 作
結 核 海 狸

22 ♀ 330

555 1.0×1.0 0.8×0。8 1.0×1.00.5×0.511

556 2。Ox2.0

一

11
.5×1.52.0×2.01.5×1.51

1

「

557 1.8×1.8 1.5x1.5!1.5×1.5i
11
.0×1.0

F 健 常 海 狸
●

55 ♀

113 2.3×2.4
[

2.0×2.02.4×2.4
1

2.0×2.0

355 一

1

114 2.8×2.8 2.5×2.52,5×2.55 2.0×2.O

l
1 115 2.0×2.0

[
1.5×1、5i2.0×2.011.5×1.5

,
__

中
和
性

皮用號
内海
反狸
鷹番

皮 膚 乳 例 ト 「ソ
ベノレク リ ソ」 i封 照 親

和
性

「ツ ベ ノレ ク リ ソ」親 和 性

R 1 R 1
肺
臓
肝
臓
脾
臓
腎
臓
心
臓
筋
肉 腸

子
宮 膓

一 118 0.4×0.4 一 1.4×1.4
一

1.Ox1.0 十

十 十 十 十 十 十 十 十 十一 119 0.4×0.3 一 1.2×1.2 1.0×1.0 十

一 120 0.2×0.2 一 1.3×1.3 0.8xO.8 十

一 567 0.2×0.2 一
一

1.4×1.4、1.Ox1.0
「 十

十 十 十 十 十 十 十 十 十
一 568 0.3×0.3 一 2.0×2.0 1.8×1.8 十

一 569 0.4×0.40.2×0.2 1.3×1.3 1.0×1.0 十

一 405 一 一 1.2x1.2 1.0×1.0 十

十 十 十' 十 十 十 十 十 十一 406 0.3×0.3 一 1.2×1.2 1.0×1.0 十

一 407 0.2×0.2 一 1。6×1.6 1.3×1.3 十一
一 402 1.4×1.4 1.0×1.0 1.3×1.3 1.0×1.0 一

一

一

一 一 一 一

1

1
_l

l-
[

一 403 1.2×1.2 1.0×1.0 1.5×1.5 1.0×1.0 一
1

-一

↑一 404 1.5×1.5 1.0×1.0 1.6×1.6 1.2×1.2 一

h

_ 570 1.5×1.5 1.Ox1.0 1.3×1.3 1.0×1.0 一

一

一

一 一 一

il
一一 571 1.5×1.5 1.0×1.0 1.5×1.5 1.0×1.0 一 一 司 司_

1
9

一 572 1.5×1.5 1.2×1.2 1.0×1.0 0.8xO.8 二 1

一 130 1.5×1.5 1.Ox1.0 1.8×1.8 1・5×1・5に

コ 一 一 一

9

1

}
_1_

{

一 一 一一 131 2.0×1.8 1.5×1.4 1.8x1.8 1.5×1.5 一

一 132 1.5×1。4 1.2×1.0 1.7×1.6 1.3×1.2 一
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第2表 「ツベルクリソ」親和性二及teメ 諸種影響

諸 種 影 響

海
瞑
番
號

性

「

實盤
験
時重

1%奮 「ソ ベル ク

リ ソ」 皮 内 反 慮
皮用號
内海
反猿
磨蚕

皮 膚乳 剤 ト 「ツ
ベノレク リソ」 封 照

R 1 R 1 R 1

A 56。30分 加 熱 11 ♀ 350 2.Ox2.01.7×1.7

272 1.2×1.2 1.0×1.0 1.4×1.4 1.0×1.0

274 0.7×0.7 0.5×0.5 0.7×0.7 0.5×0.5

275 1.0×1.0 0.8×0,8 0.8×0.8 0.5×0.5

B
遠 心 沈 澱 前
56。30分加熱

12 ♀ ・2.0×2.0

293 1.2×1.2 1.Ox1.0 1.3×1.3 1.0×1.0

370

l
I2
.3×2.3

一

294 1.2×1.2 1.0×1.0 1.3×1.2 1.0×1.0

295 1.5×1.5 1.3×1.3 1.4×1.4 1.2×1.2

C
乾燥粉末 トセル
場合

13 ♀ 350 2.0×2.0 1.5×1.5

314 1.8×1.8 1.5×1.5 1.5×1.5 1.0×1.0

315 2.0×2.0 1.8×1.8 1.7×1.7 1.5×1.5

316 2.0×2.0 1.5×1.5 2.2×2.2 2.0×2,0

D WasserExtrakt 14 ♀ 380 1.5×1.5 1.0×1.0

336 1.8×1.8 1.5×1.5 1.5×1.5 1.3×1.3

337 1.Ox1.0 0.5×0.5 1.4×1.4 1.0×1.0

338 0.7×0.7 0.5×0.5 0.8×0.8 0.5×0.5幽

E 撲 殺後24時 間 15 ♀ 320 11.8×1.8 1.5×1.5

357 1.1×1。1 1.0×1.0 1.2×1.0 1.0×0,8

358 1.2×1.2 1.0×1.0 1.3×1.3 1.0×1.0

359 1.0×1.0 0.8×0.8 1.4×1.4 1.0×1.0

F

56。30分 加 熱後

補盟 ヲ添加セル
揚合

27 ♀ 340 2.0×2.0 1.5×1.5

717 1.5×1.5 1.3×1.3 1.2×1.211.0×1.0

718 1.5×1.5 1.3×1.3 1。6×1.6 1.4×1.4

719 1.8×1.8 1.5×1.5 1.7×1.7 1.3×1、3
1

一

親
和
性

皮用號
内海
反狸
雁i番

肺 乳 刺 ト1ソ ベ

ノレク リ ソ」
i封 照' 親

和
性

「ツ ベノレク リソ」親 和 性
1

R 1 R 1
肝
臓
脾
臓
腎
臓
心
臓
筋
肉 腸

子
宮 拶

一 275 1.5×1.5 1.0×1.0 1.3×1.3 1.0×1.0 一

一 一 一 一 一 一 一 一一 276 2.5×2.5 2.0×2.0 2.0×2.0 1.5x1.5 一

一 277 2.0×2.0 1.5×1.5 2.5×2.5
[2
.0×2.0 一

一 296 2.2×2.0 1.8×1.5 1.8×1.81.5×1.5 一

一 一 一 一 一 一 一 属 層一 297 1.8×1.8 1.5×1.5
1

1.6×1.6i1.3×1.3 一

一 298 1.5×1.5 1.2×1.2 1.7×1.7 1.5×1.5 一

一 317 1.6×1.61.3×1.3 1.7x1.7 1.5×1.5 一

一 ■一 一 一 一 一 一 一一 318 1.3×1.31.0×1.0 1.2×1.2 1。0×1.0 一

一 319 1.0×1.0
1
0.8×0.8 i.5×1.5 1.3×1.3 一

一 339 1.7×1.7 1.3×1.3 1.5×1.5 1.3×1.3 一

一 一 一 一 一 一 一 一一 340 1.2×1.2 1.0×1.0 1.3×1.3 1.0×1.0 一

一 341 1.0×1.0 0.8×0.8 1.2×1.2 1.0×1.0 一

■一 360 1.0×1.0 0.8×0.8 1.2×1.2
1

1.Ox1.Ol一

一 一 一 一 一 一 一 一一 361 1.2×1.2 1.0×1.0 1.3×1.3 1.0×1.O

I
1.0×1.0

! 一

一 362 1.2×1.2 1.0×1.0 1.3×1.3 一

一 720 1.4×1.4 1.1×1.1 1.2×1.2 1.0×1.0 一一

一 一 コ 一 一 一 一 一一 721 1.2×1.2 1.Ox1.0 1.5×1.5 1.3×1.3 一

一 722 1.7×1.7 1.5×1.5 1.3×1.31 1.0×1.0 一
1

ヨ リ10日 目二「ツベル ク リン」皮 内反磨 テ 検 シ

タ後行 ツ タ實験 成績 ガ第1表 ノ(D)デ ァ ル。

人型F株 生菌0.5雇 皮 下注射後2週 間目 ヨリ菖'

「ッベル ク リン」小量 ヨリ初 メ漸次増量 シテ最後
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二原 液0.5c.c.注 射 シ、5倍 ノ薔 「ツベル ク リン」

ニモ無反慮 トナ ツタ所 謂陽性 「アネルギー」化 セ

ル海猿 二就 テ行 ツタ實験成績 ガ第1表 ノ(E)デ

ア ル 。

健康海狽二行ヅタ實験成績ノ・第1表 ノ(F)デ ァ

ノレo

以 上 ノ如 キ「ツベル ク リン」親和性ノ・第2表 二示

サ レテ アル如 久 乳剤 テ56℃30分 加 熱 シテモ、

又ノ・遠心沈澱 スル前 二S60C30分 加 熱 シテモ ソ

ノ親 和性ノ・失 ノ・レル。亦各臓器 ラ乾燥粉 末 トナ

シ更 二乳剤 ラ製 シテモ親和性 ガ消失 スル。即 チ

組織 細胞 ガ生 キテヰル 中二庭置 ス レバ ヨイガ全

ク死滅 シテカラノ・親 和性 ガ謹明 サ レナイ。死亡

後24時 間経過 シテカラノ・第2表 ノ(E)ノ 如 ク

親 和性 ガ認 メラ レナイ。親和作 用ハ細胞 ニアル

ノデアツテ各臓器 ノ水浸 出液 ニノ・中和作用 ノ・認

メ ラ レナ6事 ハ 第2表 ノ(D)テ 見 レバ 明瞭 デ

ア ル 。

決論 トシテ次 ノ事 ガ云 ヘル。

(1)「 ツベル クリン・ア レル ギー」動物組織 ニノ・

「ツベル ク リン」親和性 ガアル ガ
、血清又 ノ・各臓

器 ノ水浸 出液 ニノ・中和性 ガナイ。

(2)「 ツベ ルク リン・ア レル ギー」動物 モ脱感作

スル時 ノ・各組織 ノ「ツベ ル クリン」親和性 モ清失

ス ルo

(3)人 型F株 ガ熱死菌 テ静脈 内或 ノ・筋 肉内 二注

射 スル時 ニノ、「ツベル クリン・ア レル ギー」モ「ツ

ベ ル ク リン」親 和性 モ謹明 サ レナイ
。

(4)「 ツベル ク リン」親和能力 ノ、熱 二封 シテモ乾

燥 二封 シテモ弱 ク又死 亡 セル組織 ニノ・謹 明サ レ

ナ イ。

(5)以 上 ノ實験 ヨ リ「ツA"ル クリ ン」過敏性 ノ・組

織細胞 二關係 アルモ ノデアツテ、彼 ノ シュルツェ

デール氏現象 ノ如 ク「アレル ギー」ノ細胞設 二封

シテー根嫁 ヲ與 ヘ タモ ノ ト信 ズル。

追 加

本 間 英 史

私 モ氏 ト同様 ノ實験 テ致 シタコ トガァ リマスヵ

ラ追加致 シアス。

私 ノ・「ツベ ル クリ ン」二結核動物 ノ血 清 テ取 ツテ

之 二混合 シテ、 結核動物 二注射致 シマ シ タ ト

コロ、 ソ ノ「ツベ ル クリ ン」量 ハ 當然 ソ ノ動物

テ致死 セ シメナ ケレバナ ラヌ量 デ アツタニ ヵ ・

ノ・ラズ、艶死 シナ イト云 フ成績 ラ示 シマ シタ。

印 チ氏 ノ成績 トハ異 ツ タ成績 二達 シタ ノデ ァ リ

マ ズ 。

次 二又 「ツベル ク リン」二結核動物 ノ臓蘂、自ロチ

肝臓 テ磨砕 セル モ ノテ加 ヘ テ、 ソ ノ結核動物

ノ・、 之 モ右 同檬 「ツベル ク リン」 ノ作用 ガ抑制

セラ レテ艶死 シマセ ンデ シタ。 慶ロチ此場合 二於

テモ、結核動物 ノ組織稟 ノ・、 「ツベル ク リン」

作用 ラ抑制 シタ ノデア リマス。

封 照動物群 二於 テノ・何 レモ艶死 シタコ トノ・勿論

デ ア リマス。

是等 ニヨツテ見ル ニ私 ノ實験 デノ・一 定結核動物

ノ血清 ヤ臓稟 ニノ・「ツベ ル ク リン」抑制作 用 ノア

ルモ ノデ ァル コ トノ・明 カ デア リマ シテ、氏 ト成

績 ノ・幾分違 ヒマ スカラ、参考 ノ爲 二申 シ上ゲ テ

オキマ スo

倫此事 ノ・大正12、3年 頃 カ ノ結核病學 會雑誌 「結

核」二載 セテァ リマスカラ、就 イテ 見 ラ レンコ

トテ希望致 シマス。

85・ コ ッホ氏現象 二關 スル= 、 三 ノ知見

二就 テ

渡 會 浩(九 大細菌學)

結 核 「ア レルギー」晩 疫性 ノ解離 二謬局シテ
、貴

島5ClawsonRothschild,Friedenwald,Page1

等 多 クノ實験 成績 ガ報 告 セ ラレテヰルガ、演者

ノ・コッホ氏現 象ハ
、初感染 ニ ヨツテ高 メ ラ レタ

個膿 ノ抵抗 力及 ピ局所過敏 性 ノ状 態 テ表現 セル

モ ノ トノ從來 ノ設 二從 ツテ先 ヅ
、 コッホ氏現象

ノ憂 化 テ中心 トシテ
、 「ア レル ギー」ト免疫性 ノ

解離 ノ問題 テ 考察 シヨウ ト試 ミタ。 貴島ノ・、

コ ッホ氏現 象ハ
、 「アレルギー」動物 二於 テモ、

「アネルギー」化 シタ動物 二於 テモ全 ク同檬 二現

レル ト述 べ、Rothschildハ コッホ氏現象ノ、
、「ア

ネル ギー」動物 デハ 小結節 トシテ現 ノ・レルニ過

ギナ1.シ カ シ大 キ イ免疫 性 テ有 ス ト設 キ
、Du一
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prezノ 、、「アvル ギー」ガナ クテモ免疫性 ノ、獲 ラ

レルガ、典型的 ノコッホ氏現象 ノ 出現 ニノ・「ア

レルギー」ノ・必須 ノ要 素 デアル ト論 ジ、叉Gior-

danoノ ・「アレルギー」ガ弱 マvバ 非定型的、遷

延性 ノコッホ氏現象 ガ起 ル ト述 べ テヰル。 演

者 ノ・第一實験 二於 テ、全身的 二「アネル ギー」化

シタ結核海猿 ニツ イテ、第二實駒 二於 テ、局部

的 二皮膚 テ「ア ネルギー」化 シタ結核海猿 ニツイ

テ、夫 々 コヅホ氏現象 テ検 シテ、ソノ「ア レル ギ

ー」性 ト免疫性 ノ關係 テ 観察 シ、第三實験 二於

テハ結核菌 トトモニ他 ノ物質 ラ加 ヘ テ直接 コ ヲ

ホ氏現象 テ攣化 セ シメテ、 ソ レガ免疫性 二及 ボ

ス影響 テ検 シタ。 ソノ成績 ハ次 ノ如 クデアル。

豫備實験(第1表)

B.C.G.1mg接 種 海狽、人型菌1/1000mg接 種

海狽夫 々10頭 宛 二於 テ、接種後6週 間 目二「ツ」

反 慮拉 ニコ ッホ氏現象 テ検 シ、雨反慮 トモ後者

二於 テ著 シク強 ク、現 レル ノテ見 タ。爾本 實験

テ初 メ、全實験 ラ通 ジテ、 コッホ氏現象 ニハ人

型Frankfurt種1/10mgラ 用 ヒタ。

第一實験(第2表 甲乙丙)

人 型菌1/1000mg初 感 染海瞑16頭 ノ中12頭 テ

選 ンデ、之 二薔 「ツベル ク リン」0.025c・qテ10日

間 連績皮 下 二注射 シテ、動 物 テ「ツベル ク リ ン・

アネルギー」ノ歌態 ニナ シ得 タ。 コ ノ動物 ノ中

牛撒 ノ6頭 テ トリ、3頭 ニノ・人型 加熱死菌100

mg宛 テ他 ノ3頭 ニノ・ソ ノ50mg宛 テ、 腹腔 内

一1同 注射 シテ、各 々2頭 ガ、 「ツ」二封 スル反

磨性 テ恢 復 スル ノテ 見 タ.カ ク シテ 得 タ「ア レ

ルギー・アネルギー」群 各8頭 ニ オdテ 、 コ ッホ

氏現象 テ検 シ、雨 者 ノ間 二 差異 ナキラ 認 メタ

(甲)。 次 二B.C.G.1mg接 種 海瞑 二上述 ノ「ツ」

注射 ラ行 ツテ得 タ「アネル ギー」動物4頭 ト非庭

置 「ア レルギー」動物3頭 二於 テ、死菌1mgラ

用 ヒテコ ッホ氏現 象 テ検 シタ。 肉眼的 二差別 ハ

認 メ ラレナカツタガ、組織 的 『ニへ 再感染後2

週 間 目二「ア レルギー」群 ハ 炎痒初 期 ノ像 テ示

シ、 「アネルギー」群 ノ・修 覆機轄 テ示 シタ(乙)。

次 二B.C.G.1mg接 種 海瞑11頭 中7頭 ラ選 ン

デ上述 ノ脱感作 操作 テ10日 間宛2回 ニ ワタツ

テ行 ツ タ後 コ・ッ・ホ氏 現象 テ検 シタ。 「アネルギ

ー」群 二於 テ
、 コ ヅホ氏現象 ハ著 シク減 弱 セル

状 態 ニ アツタ(丙)。 以 上 ノ實 験 ラ通 ジテ、「アレ

ル ギー」群 ト「アネル ギー」群 トノ 間 二 免疫 ノ状

態 ニハ明瞭 ナ差異 ハ認 メ ラレナ カツ タ。以上 ノ

實験 ヨ リ、結核 海狽 皮膚 ノ「ツベ ル クリン・ア レ

ルギー」ノ・比較的容 易 二 除去 サ レ、又恢復 スル

モ ノデ アル ガ、結 核菌(生 菌 拉 二死菌)二 封 スル

過 敏性 ハ、容 易 二除 キ得 ナ イコ トテ知 ツタ.シ

カ シ、 十分 ナ操 作 ニ ヨリ、 コ ヲホ氏現象 ヨリア

ル程度 ノ過敏 性 ヲ解離 シ得、 シカモ ソ ノ際免疫

性 ハ保有 サ レル コ トテ實験 シ得 タ。

第二 實験(第3表 甲、乙、丙)

實 験 的結 核海狽 ノ皮膚 二、(7頭)太 陽燈局部照

射、(6頭)軟 「レン トゲ ン」線局部 照射、(5頭)

「ツ」ノ同一局所 ヘ ノ反覆皮 内注射 等 ノ操作 テ加

ヘ テ、 「ツ」二封 スル反慮性 ラ攣 ジテ、「アネルギ

ー」化 シソノ 局所 ノコ ッホ氏現 象ラ検 シタ。太

陽燈 照射群 二於 テ コッホ氏現 象ノ・、肉眼的ニノ・

差 異ノ・認 メ ラレナ イガ、組織學 的 二、「アネルギ

ー」側(照 射側)二 局限性膿瘍形成 ノ 傾向 ノ著 シ

イ ノテ認 メ タ(甲)。 「レ」線 照射群 ニノ・大 シタ所

見ノ・認 メ ラ レナカ ツタ(乙)。 「ツ」反覆注射群 二

於 テ、注射局所 ノ、「ツ・アネルギー」ノ状態 トナ

リ、 コッホ氏現象 モ、著 シク減弱 スル。所屍淋

巴腺 二封 スル影響 ニノ・判然 トシタ差異ノ・認 メラ

レナカヅ タ(丙)。

第 三實験(第4表)

再 感染接 種 ニ アタ リ、結 核菌 トトモニ他 ノ物質

テ加 ヘ テ、直接 コ ヅホ氏現 象 ラ慶 化 セ シメテ、

ソ ノ免 疫性 二及 ボ ス影響 テ検 シタ。特 二、 牛、

豚 馬 ノ睾丸 「エ キス」拉 二藥 用蛭 ノ水溶 性物質

ラ結 核菌 ト混 ジテ再感染 ラ行 ヒ、封 照 二比 シ、

コ ッホ氏現象 ガ速 ヤヵ二経 過 スル ノヲ観察 シ

タ。 ソレガ免疫 性 二及 ボ ス影響 二關 シテノ・目下

實験 中 デアル。

結論。 以上 ノ實験 ヨ リ、 コヅホ氏現象 ヨ リ 「ア

レルギー」性 ノー部 又ハ 全部 テ 除 キ得、 而 モ免
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疫 性 ノ・保有 サ レル コ トラ観察 シタ。即 チ、 演者

ノ・、 コ ッホ氏現象 ヘ ノ考察 ラ中心 トシテ、結 核

「アレルギー」ト免疫 ノ解離 テ實謹 シ得 タ ト信 ズ

ノレ0

86.皮 内 反慮 二於 ケルP.P.D.卜 奮 「ツ

ペルク リ ン」ノ成績比較

黄楊 …雄(大阪帝大今村内科)

余 ハ結核患者、健康未感染者、健康感染 者、「ア

レル ギー」性禮 質者 二於 テP .P.D.ト 薔 「ツベル

ク リン」皮 内反 磨 テ施 行 シ、 ソノ比較成績 テ報

告 シ、併 セテ「バ ラレルギー」二於 タル雨者 ノ比

較 二言及 セ ン トス。

87.(取 濡 シ)

88・ 「ツベル クリ ン」皮内反鷹判定 二關 ス

ル統 計的観察

小池 定雄(東 京 市健康相談所)

ツベル ク リン」皮 内反慮 ノ施行方法特 二稀繹倍

撒、注 射量及 ビ其判定等 二就 イテノ・匠 々 ノ意 見

アリテー定 セズ、是 ガ統一 ノ・種 々 ノ鮎 ヨリシテ

必要 ナル コ ト言 テマ タズ、本調査ハ上述 ノ種鮎

二就 キ標 準 トナルベキ諸要件 テ比較攻究 セン ト

シテ行 ノ・レタルモ ノナ リ、然 レ ドモ爾 ホ幾多不

備 ノ貼 ア リテ今後 ノ研 究 ニマツベキモ ノ多 キノ、

勿論 ナル モ弦 ニー部 ノ成績 ラ得 タル ヲ以 テ本 目

的 ノー部 二資 セン トシテ報告 セ ントス。

本調査 ノ・昭和12年6月 初 旬 ヨリ約7ケ 月 二亙

リ、東京 市健康相談所拉 二特別衛生地匠保健館

(以 上11ケ 所)ノ ー般 來所者14187名 二就 キ観 察

集 計 セル モ ノナ リ、使 用液 ノ・各分澹場所 二於 テ

正確 且 ツー定 セル モ ノテ用 ヒ ンガ爲 メ傳研 ニテ

稀繹調 製 セラ レタル モ ノテ使用 セ リ、稀繹度ノ・

2000イ 音、5000イ 音立立二100f音 ノ3禾 重ノ「ツベ ル ク

リン」稀澤液 テ使 用 セ リ、其 際各液 二就 キ各附届

ノ封 照液 テ使 用 セ リ、注 射量 ノ比較 ニノ・各液 二

就 キ0.1qc拉 二 〇.05c・a/2種 テ用 ヒタリ。注 射

ノ・前搏前面 ノ略中央 部 二針 テ前搏 ノ長軸 二直角

且 ツ切線 ノ方向 二向 ケ皮 内注射 ラ行 ヘ リ、封 照

液 ハ同檬 ナ方法 ニ ヨリ反 封側 二注射 セ リ。

観察 ノ・48時 間 ラ原則 トセ リ。,

反 慮 ハ浸潤 及登 赤 二就 キ其縦横径 テ測定 シ、其

他 ノ諸 項 二就 キテモ可及的精細 二観察 セ リ、但

シ集 計ハ便宜 上右何 レヵ ノ中大 ナルモ ノ ・最大

径 テ以 テセ リ。

本調査 ノ成績 テ概括 スルニ

反慮 出現率 ノ・2000倍 ニ テノ・73.77%、5000倍 ニ

テハ66.10%ニ テ2000倍 液 ノ方 ガ明 カニ反磨 出

現率 ノ高 キテ認 メ タリ。 反癒 ノ大 サノ・各液 共径

10-19粍 ノ 間 ノモ ノ最 モ多 シ、但 シ女ノ・男 二

比 シ、其大 サ ノ分布度 ノ梢廣 キラ見 タ リ。

反磨 出現 ノ大 サ ニ就 キ百分 卒 テ 見 ル ニ2000倍

ト5000倍 テ比較 ス レバ、前者 ノ方 ガ 陰陽不明

ノ疑 ノ・シキ部分 ガ少撒 トナ リ、反慮 ガ大 キ ク出

現 スル傾 向 テ示 セ リ。

叉 同濃度 ノモ ノニ於 テノ・注射量(容 積)ノ 大 ナ リ

シモ ノ(0.1c・c・)二於 テ不 明 ノ部 分 ノ少 ナカ リシ

テ見 ル。

次 二2000倍 液0.05c・c・ト5000倍0.1c.c.液 ノ如 キ

「ツ」量 ヨリスレバ前者 ノ稽勝 レル揚合 ノ如 キテ
　

比較 センニ不明 ノ部 分 ガ後 者 二於 テ著 シク少 ナ

ヵ リシバ興 味深 キ貼 ナ リ.

次 二病類別 ニ ヨリ分類 スル ニ(重 症結核、 中等

症結核、輕症拉 二疑 結核、非結核性疾患及異常

ナキモ ノ)何 レモ前述 ノ傾 向 ラ示 スモ 結核 二於

テ特 二著 明 ナ リシテ認 メ タリ。

封 照液注射 ニ ヨル反磨 出現 ハ各組 一 ヨ リ異 ル モ

大約2--3%ニ シテ而 モ本試験 ノ判定 二 迷 フガ

如 キ結果 テ生 ジタル モ ノノ、極 メテ稀 ナ リ.

陰 性若 シクノ・1-4粍 ノ 径 テ示 セルモ ノー.100

倍 液 ラ以 テ再試 験 ラ施 セル ニ前者 二方全テノ・一

部・後者 二於 テハ相 當多撒 二明 カニ陽性 ナ リ ト

認 ムベ キ反慮 テ呈 セ リ。

局所反慮 トシテノ水萢形 成ノ・2000倍 ニ テノ・1.45

%、5000倍 ニ テ〉・0.93%ナ リキ。局所壌疽、全

身反慰 病竈反購 ノ囎 グベ キモ ノテ認 メ礼

89.結 核 補髄結合反鷹 二就 テ

、 野村 勇吉(東京府立
清瀬病院)
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第 一篇 從來 ノ術式 テ拉行 セ シメテ行 ヒ

タル鴻 上、川上雨氏法 ノ追試

結核補艦結合反慮 二 關 スル 新 ラ シキ術 式 トシ

テ、ω婁 二登 表 セラ レタル所謂鴻 上、川上雨氏法

二就 テ、鴻 上博士 ノ御厚意 ニ ヨリ直接 ソノ術式

ノ指示 テウ ケ、同博 士 ヨ リ結核菌漿型菌 タルS.

T.菌 ノ 加熱 乾燥粉 末及 ビ 「スクワロ・トベル ク

リン」ノ分與 テ得 テ、臣翻木上健康 ナルモ ノ61名 、

肺結核患者273名 、 徽毒患者26例 、 癩 患者20

名 二就 テ追試 テ行 ヒタ リ。

省新 ラ シキ術式 タル鴻上、川上雨氏法 ガ、從來 ノ

術式 二比 シテ如何 ナル關係 ニアル ヤテ知 ラ ン ト

シテ、從來 ノ術式ニ ツテ拉行 セ シメテ検 査 セ リ.

ソノー一ツニノ・「ア ンチゲ ン」トシテ鴻 上、川 上雨 氏

法 ト同一 ナルS.T.菌 加 熱乾燥 粉末 テ用 ヒ(第 ∬

法)、 他 ノー ッニノ・「ア ンチゲ ン」トシテSqualo-

Tuberkulin(2)テ 用 ヒタ リ(第 皿法)。

實 験術式

1.S.T.菌 加 熱乾燥粉 末 テ 「ア ンチゲ ン」 トセ

ル鴻 上、川 上雨氏法(鴻 上博 士 ヨリ.指示 セラ レ

タル術 式)

A.豫 備 試験

1.「 ヘ モ リジ ン」債測 定法

試 験 管1∬ 皿IVVVI

l繭 鞍 ソ」 …2・ ・4・ ・8・ ・16・・32・・

,,,,0.3,,

4%山 羊血 球0.3,,

15倍 稀繹 補 髄0.3,,

生理 的 食 盤水0.6 ,,

(振盈混和37℃ 水浴15分 間)

,,

成 績1)≡ ≡ 熊 冊

使用量=1200÷5=240倍

2)… ≡i≡+柵 ・HH・

使用量=600÷3=200倍

「ヘモ リジ ン」償1000倍 以 下 ノモ 〃 ・3倍 量 ラ

使用量 トシ、1000倍 以 上 ノモ ノノ・5倍 量 テ 使

用量 トス。

省補膣 ノ、成熟 「モル モット」ノモ ノ(妊 娠 セル モ ノ

ハ不可)テ 試験當 日探血 セル モ ノヲ用 フベ シ
。

「ヘ モ リジン」ニノ・血清 二封 スル墜介膿 ラ有 セザ

ルモ ノラ選 ブコ ト
。

2.Antigenノ 使 用 量測 定

S.T.菌 乾 燥粉末20mgヲ 食 盤水1.Oc・a二 「エム

ル ンヨ ン」トスル。

1

一

ユ

あ

(U

(U

管

水

液

水

盤

験

検

菌

盤

環

丁

試

生

S

食

皿 皿IVV

l:1)一::)一::)一::)一脇

,,,レ,,,,

振盗37。C水 浴45分 間(コ ノ間15分 毎 二2回 内

容 ラ振 盈1埼和)・2000-3000廻 轄 遠心沈澱5分

間、上澄液 ヲ捨 テ、沈 渣 二就 テ次 ノ如 ク虎置 ス。

試 験 管1

(菌 量)2㎎

食 璽 水1.15

15イ 音 補 骨豊0.15

∬ 皿IVV

10.50.250.125

,, ,,,,,,

(内容振盈混和、37。C水 浴30ノ 此 ノ間1同 振盟)

感 作 血 球0.2""",r

(振盟37。C水 浴15!)

成 績 冊 ・肚 ≡≡ …≡ ≡

最大溶血菌量0.5十 〇.125=O.625㎎

使 用 量0.625× 垂・-O.315Ca.0.3㎎

本試験二於 クルEmulsionノ ・食盤水1.Oaa二6mg

菌量 ノ割二調製スV1バ ヨシ。

B.本 試験

560C30'非 働 性被検血清0.5-1.Oc.c.二 上記 「エ

ムル ジヨ ン」テ各 々0.1c.c.宛 注 加 シ、37℃ 水浴

55分 間(コ ノ間2同 内容 ラ ヨク振 盈混和 ス)。封

照 トシテ食盤水 二同量 ノ菌 「エ ムル ジヨン」ヲ入

レタルモ ノテ置 クコ トノ・勿論 ナ リ。 水 浴45'後

2000-3000廻 轄 撒 ノ遠心器 二5分 間後、被検血

清及 ビ封 照管共 二上澄液 テ可及的取捨 テタル後

二、沈渣 二 生理的食盤水0.2c.aテ 加 ヘテ、次 ノ

如 キ倍進稀繹 法 ラ探 ル。

1∬ 皿

(沈渣)

鯉 水 。.2)(1:})(1:})(… 捨ツ

(菌 量)0.3mgO.150.075

食 盤 水1.05
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15倍 補 盟0.15

(内 容 ヲ ヨ ク振 盈 混 和 、37。C水 浴30!)コ ノ問1同 内

"
の

熊

α艀

②

氏

冊

o

漸

和
鶴

績

混

作

容

感

成 i≡ 列 定(什)

モ シ封 照菌液 二溶血 阻止 ノアル場 合 ニノ・、本試

験 管 トノ溶 血阻止 ノ差 テ比較 シテ陽性度 ラ判定

スル コ トハ勿論 ナ リ。

2.(2)從 來 ノ術 式 一 ヨル補膿結合反慮

A.豫 備試験

(1)「 ヘ モ リジ ン」債測定法及其使用量ノ・前法 二

同 ジ。

(2)「 ア ンチゲ ン」ノ自家抑制作用検査

各管 二各 「アンチゲ ン」量 テ倍進稀繹的 二採 リ、

之 二生理的食盤水 ヲ加 ヘテ 全量1.15c・c・ラ トナ

シ、15倍 稀稗補禮0.15・ ラ加 ヘ テ37℃ 水浴30'

後 、 感作血球0.2c・c・ラ加 へ、15分 後 判定、完全

溶血 テ起 セル「ア ンチゲ ン」量 ノ1/2量 ラ、本試験

二於 ケル 「ア ンチゲ ン」使用 量 トナ ス。

B.本 試験

第2法 、第3法 共 二各1本 宛 ノ試験管 ヲ用 ピタ

リ。即 チ可検血清0.1c・c・二、豫備試験 二 於 テ検

定 シ得 タル「アンチゲ ン」使用量 テ加 へ、生理的

食盤水 ヲ補充 シテ、 全量 テ1・15ト ナ シ、15倍 ・

稀繹補艦0.15c.c・ テ加 へ370C水 浴30'後 、 感

作血球0.2qcテ 加 へ、再 ビ37C水 浴15/後 判 定

セリ。省、常 二、「ア ンチゲ ン」封照、血清封照、

Wa.R.封 照 テ置 クコ トノ・勿論 ナ リ。

成績 ノ判 定

從來 ノ術式 ニ ヨル補盟結合 反慮ハ、本試験終 了

後 直 チニ之 テ判 定 セ リ。而 シテ明 ヵ二、溶血 阻

止 ラ認 メタル モ ノラ、 陽性(+)ト ナ シ、完全 二

溶血 セル モ ノラ陰 性 トナ シ、 ソ ノ疑 ハ シキモ ノ

テ疑 陽性(±)ト セ リ。

鴻 上、川 上雨 氏法 ニテハ、本試験終 了後 ノ各管

ノ溶 血度 ト、一夜室温 二置 キテ翌朝検 シタル溶

血度 トニ於 テ、余 ノ検査 テ 施行 セル 季節(秋 期

及 ビ冬季)二 於 テノ・、雨者間 二 著 シキ 溶血程度

ノ差異 テ認 メザル ノ ミナ ラズ、翌 朝 ノ方 ガ更 二

精細 ナル溶血程度 ノ制 定 ニモ好都 合 ナ リシテ以

テ、翌朝 二於 ケル溶血度 テ以 テ成績ヲ 判 定 セ リ。

ソノ溶 血程 度 テ次 ノ六 ツ トセ リ。

冊完 全非溶 血、 柵殆 ド完 全非溶血、十中等度非

溶血 、十僅 カニ溶血阻止、 ±痕 跡溶血阻 止、 一

完全溶血。

判 定 溶 血度 トノ混雑 テ防 グ爲 二、括孤 ヲ用 ピ

タ リ。

(帯/3本 共 二溶血 阻止 アル モ ノ。

(升♪2本 共 二溶血 阻止 アル モ ノ。

(十)第1管 ノミニ十ト以上 ノ溶血 阻 止アルモ ノ.

(±)第1管 ノミニ+又 ハ ± ノ溶血阻 止 アル モ

ノo

(一)3木 共 二完全溶血 ラ示 セルモ ノ。

術(±)ノ 成績 ノ・陽性傘検査 ニへ 陰性 トシテ計

算 セリ。

實験成績

1.臨Mc上 健 康 ナル61例 二於 クル成績

KKR1皿 法1皿 法

(十) 1⊥(18%) 2(3%) 9(15%)

(±)

器}(82%)

一

一

一

r-)
1

5952「85%)
1

肋膜炎、原因不明 ノ微熱等ラ経過セル病歴 ラ有

スルモノラ除キ、尚臨躰上拉ニレントグ ン學上

異常ナキ健康者61名 二於 テ、KKR法 ノ・最モ高

キ陽性卒 テ示 セリ。

2.結 核患者練計273名 二於ケル成績

総、 鍛
273名

(一ト)

(一

皿 法1皿 法

結核患者牢均陽性卒二於テ、KKR法 ハ最 モ高

キ陽性卒 ラ示 シ、第 皿法ノ・最 モ低 ク、KKR法

ニョル陽性卒 トノ間ニハ13%ノ 開キラ示セリ。

肺結核 ノ分類 臨休上拉ニレントゲ ン學的所見
ロ

テ綜合 シテ、病状、病型 テ左 ノ如 ク分類 セリ。

A.重 症 重症瀕死期結核

重症滲出性結核
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B.中 等症 中等症混合型

傾硬化性結核

C.輕 症 硬化略治型

初期結核停止性

初期結核活動性

くA)各病状ニヨル陽性率比較

例 倣
KKR

陽性撒 陽性
「鵬議

癩患者合計20 20 13 15

A.結 節癩14 14 11 13

内、結核 ヲ合併セザル者12 12 9 11

B.耐 輕 癩6 6 2 2

内、結核 ヲ合併セザル者5 5 2 2

例 数

重 症

中等症

輕 症

69

%

150

%

54

%

KKR

陽 性
65

(94%)

144

(96%)
35

(65%)

ll法陽性

56

(81%)
130

(87%)

22

(41%)

皿法陽性

61

(88%)

133

(89%)

29

(54%)

各病状 ニヨル陽性率ヲ比較スルニ、3法 共中等

症 二於テ最モ高 ク、重症之二次 ギ、輕症二於テ

最 モ低 シ。

(B)各 病型 二於 ケル陽性率比較

例釧醜 睡眺 皿法陽性
1.瀕 死 期重 症

一 一 一 一一『

22「g2%)

2.重 症 滲 出 性器ll雛鍔 39(87%)
3.中 等症混合型 …}96(96%)総(髄 89(89%)

4.傾 硬 化 性 5・}48(96%)↓L(88%) 44(88%)

5.硬 化 略 治 型 12・ ・4(7・%)112(6・%) 13(65%)

6.初 期 停 止 性1 24115(62%)16(25%)11(46%)

7.初 期 活 動 性 1016(60%)14(40%) 5(50%)

3.徽 毒患者血清 二封 スル反慮

例 鍛
KKR

陽性数

皿 法

陽性数

皿 法
陽性数

臨;床上結核ナキ
徹毒患者10

1 0 10

肺結核 ヲ有スル
徽毒患者16

15 141 16

臨沐上結核 ナキ徽 毒患者10例 二於 テ、 「スクワ

ロ・トベル クリ ン」テ「ア ンチゲ ン」トセノレ第 皿法

二於 テノ・、其 ノ縮 テノ症例 二陽性成績 テ得 タル

モ、 「ア ンチグ ン」トシテ加熱乾燥 セルS .T.菌

粉 末 テ用 ヒタルKKR法 二於 テノ・1例 、第 皿法

二於 テハ結核=補禮結合反癒陽性 テ示 セルモ ノナ

シ。

4.癩 患 者血 清 二封 スル反慮

肺結核 テ合併 セザル結節癩 二於 テノ・、3法 共 一

高 キ陽性傘 テ示 セル モ、KKR法 ハ最 モ高 キ陽

性傘 テ示 セ リ。

結 論

1.同 一可検血 清 二就 テ、 同時 二拉行検査 セル

上述 ノ3法 ハ、結 核患者血清殊 二重症、 中等症

拉 二癩 患者殊 二結節癩患者血清 二封 シ、何 レモ

高 キ陽性傘 テ示 セルモ、 ソ ノ中、 陽性傘最 モ高

キハKKR法 ・…シテ、第 皿法 之 二次 グ、第ll法

ハ陽性率最 モ低 ク、結 核患者 二於 ケルZF均 陽性

率 二於 テKKR法 トノ・13%ノ 陽 性卒 ノ開 キテ

示 セ リ。

2.臨 躰 上結核 テ否定 シ得 ベキ健康封照例 二於

テモ、 陽性率 ノ關係 ノ・右 ト同様 ナ リ。

3.臨 抹 上結核 二 非 ザル 徽 毒患者血清10例 二

於 テ、液 歌 「ア ンチゲ ン」テ用 フル第 皿法 二於 テ

ノ・、 ソ ノ総 テニ陽性成績 テ示 セルモ、S.T.菌

加 熱 乾燥 粉末 テ「ア ンチゲ ン」トセル場合 ニハ、

ソ ノ操作 上遠心沈澱法 テ用 フル ト否 トニ拘 ラ

ズ、結核補艘結合反慮 陽性成績 テ示 スコ ト砂 シ。

第2篇 各術式 二關 スル吟 味

第1章 遠心沈澱 ノ操作 二關 スル吟味

鴻 上、 川上雨氏法 ガ結核患者血清 二封 シ著 シク

高 キ陽性率 ヲ示 スノ ミナ ラズ、 臨休上健康 ナル

モ ノニ於 テモ爾高 キ陽性率 テ示 スコ トハ、前篇

ノ追試 試験 ニ ヨツテ、之 テ確 ムル ヲ得 タ リ,。而

シテ、從來 ノ術式 ニ ヨル第 皿法 ノ・鴻 上、川上雨

氏 法 ト同一 ナル菌粉 末 テ「ア ンチグ ン」トシテ用

ヒタル ニ拘 ラズ、 ソ ノ陽性率 ハ遙 カニ低 キモ ノ

ナル コ トモ亦之 テ認 メ得 タ リ。

余 ノ・弦 二於 テ同一 ナル菌粉末 ラ「アンチゲ ン」ト

セルKKR法 ト第 皿法 トガ、何 故 二上述 ノ如 ク

著 シキ陽性率 ノ差 異 ラ生 ズル ヤテ解決 スベ ク、

雨法 ノ術式 上 ノ差異及 ビソ ノ各 因子 二吟 味 ラ加
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へ、殊 二次 ノ31テ 吟 味 セ リ
。

1.雨 術式 ノ術式 上最 モ大 ナル差異 ノ・、遠心沈

澱 ノ操作 ラ用 フル ト用 ピザル トニア リ。 ヨツテ

遠 心沈澱 ノ操作 二就 テ吟味 セ リ。

2.雨 術式 ハ使 用 「ア ンチゲ ン」量 ラ異 一セ リ。

ヨツテ之 二吟 味 ラ加 ヘタ リ。

3.雨 術 式ハ可検 血清量 テ異 ニス。 ヨツテ次 二

血清量 テ吟 味 セ リ。

1.「 ア ンチゲ ン」ノ溶 血阻止作 用 二及 ボス遠 心

沈澱操作 ノ影響

各菌 量 テ各試験 管 二探 リ、從來 ノ術式 二從 ツテ、

「ア ンチゲ ン」ノ ミノ示 ス抑 制作 用 テ検 スル ニ
、

表示 セル如 クソノ當時余 ガ 本實験 二 用 ヒタル

「ア ンチゲ ン」二於 テノ、、 多 クノ・1/8mg菌 量 二

迄溶血 阻 止作用 ノ現 ノ・ル ・ラ見 タ リ。

次 二鴻 上、川上雨氏法 二從 ツテ、各管 二各菌量

(夫々生理 的食 藍水0.1c・c・二含有 セシム)テ 取 リ生

理 的食盤水0.5c・c・宛 テ加 ヘテ、45分 間37℃ 水

浴 二置 キ、然 ル後5分 間1同 ノ遠 心沈澱 テナ シ、

上清 ラ捨 テ、新 二生理 的食盤水 テ 加 ヘ テ「ア ン

チゲ ン」ノ 疋ニ ヨル溶血 阻止作用 テ見 ルニ、多 ク

ノ・1/2mg或 ハ1/4mg菌 量 迄 二 減弱 サル ・テ

認 メ タ リ。

尚 コノ際5分 間宛2同 遠心沈澱 シテ、洗}條 テ加

タル時 ハ、 「ア ンチゲ ン」ノミ ノ示 ス抑制作用 ノ・

1mg二 迄 減 ズルテ認 メ タリ。

即 チ、「アンチゲ ン」ノ ミノ示 ス溶 血阻止作 用 ハ、

遠心沈澱 ノ操作 ニ ヨツテ、次第 二減弱 スル モ ノ

「ア ソチ ゲ ソ」ノ ミニ ヨル 溶 血 阻 止 作 用
「アソチゲソ」二健常血清ヲ加ヘ

タル場合ノ溶血阻止

各 管 ノ 菌 量

、

1㎎ ・/21・/4 1/8 1/16 1㎎ 1/2 114 1/8 1/16

從來 ノ術式(π法) 器 柵世 十 一 一 一 一 一 一

I
I5分 間1同 ノ遠心沈

澱 ヲ行 フ法(KKR)
冊 十十1; 十 一 一 冊 柵 柵 一 一

5分2同 遠心沈澱 ヲ

行 ヒタル場合
什 _[_

1

一 一1 柵 冊 帯 什 十

ナル ラ認 メ得 タリ。

2.「 ア ンチゲ ン」二健 常血 清 テ加ヘ タル場合 二

於 ケル溶 血阻止作用 二及 ボ ス違心沈澱操作 ノ影

響

各管 二健 常血清0.1c.c.宛 テ 探 リ、 之 二各菌 量 ノ

「アンチゲ ン」テ加 へ
、生理 的食盤水 テ補充 シテ

從來 ノ術式 二從 ツテ ソノ溶 血阻止作 用 ヲ検 スル

ニ、表示 セル如 ク、 「ア ンチゲ}」 ノ抑制作 用ノ・

著 シク減弱 シテ1mg菌 量 ノ「ア ンチゲ ン」テ含

ム試験管 二於 テモ尚完全溶 血 テ認 メタ リ。

次 二各管 二健常血清0.5c.c.宛 テ 探 リ、 各2倍 菌

量(例 ヘ バ菌1mg量 ヨ リ検 セ ン トスル時ノ、、ソ

ノニ2倍 量 タル2mgテ0.lc.aノ 生 理 的食盤水 一

含有 セ シム)ノ 「ア ンチゲ ン」テ加へ、鴻上、川上

雨氏法 二從 ツテ、37。C水 浴45'後 、5分 間1同

遠 心淵 殿 シ、上清 ヲ捨 テ ・、沈渣 二食盤水 テ加 ヘ

テ2分 シ、 ソ ノー一方 ノ ミノ試験管 二、(他 ノー方

ノ、KKR法 二於 テ、倍進稀程怯(2n)一 テ第2

管 及 ビ第3管 トナルモ ノニ シテ、 ゴノ試験 ニハ

用 ヒズ。KKR實 験 術式 ノ項参照。如斯複雑 ナ

ル操作 ラ用 ヒタルノ・、忠實 二原法 ニ ヨランガ爲

ナ リ。而 シテ、菌量及 ビ可検血清量 テ各 々必要

量 ダケ取 リテ行 ヒタル管 ノ溶血度 ト、各 々其 ノ

2倍 量宛 ラ トリテ、遠心沈澱操作 ノ後、上清 ラ

捨 テ、食盤水 ラ補充 シタル後2分 シテ行 ヒタル

試験 ノ各管 ノ溶血度 トハ、 可検 血清 ニ ヨツテ、

ソノ成績 テ 異 ニスルモ ノナ リ)。 生理的食盤 水

ラ補 充 シテ、 法 二從 ツテ検査 シ、 ソノ抑制作 用

テ見 ルへ 「アンチゲ ン」ノ ミノ場合 ヨリノ、強 ク

シテ、1/4mg時 ニ ノ・1/8mg二 迄 及 ブテ認 メタ

リ。前同様 二塵置 シ、5分 間2同 ノ遠 心沈 澱 テ

行 ツテ検 セル ニ、抑制作用 ノ・更 二著 シ列曾強 サ

レ、 「アツチゲ ン」ノ ミノ場合 三ノ、1mg程 度 二

止 リシモ ノガ、健 常血 清 テ加 ヘ タル場合 ニハ、

1/8mg二 於 テモ著 明二、1/16mg二 於 テモ倫抑

制作用 ラ現 ハ スラ認 メ タリ。
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印 チ、 「ア ンチゲ ン」二健 常血 清 テ加 ヘ テ、 ソ ノ

溶血阻止作用 テ検 スル ニ、遠 心沈 澱 ラ行 ノ・ザ ル

從來 ノ術式 二於 テノ・却 ツテ、 ソノ作用 ハ減 弱 サ

ル ・二 反 シ、5分 間1同 ノ遠 心沈澱法 テ行 フ

KKR法 ニ テノ・、既 二該作 用 ノ檜 強 ラ認 メ、5

分 間2同 ノ遠心沈澱 テ行 フ場合 ニハ、更 二著 シ

ク強 キ抑制作用 テ現ノ・スモ ノナル コ トヲ認 メ得

タ リ。

3.健 常人拉 二健 常家兎血 清 ヲ用 ヒテ行 ヒタル

補禮結合反慮 二於 ケル遠 心沈澱操作 ノ影響

上述 ノ關係ハ更 二健 常家兎血 清(探 血後1R6mer

氏 反 慮 テ行 ヒテ、 ソ ノ陰 性 ナル テ確 メタ リ)蚊

二「ッベル クリン」反磨陰性 ニシテ、臨休上、 レ

ン トゲ ン學上異常 ナ キ健常人血清 二就 テ
、前述

ト同檬 ナル術式 テ用 ヒテ検査 セル結果、更 二之

ヲ確 メ得 タリ。

即 チ、違 心沈澱 ノ操作 ラ用 ピザ ル從 來 ノ術式 二

於 テノ・、健 常血清0.1c・c・ノ存在 二於 テ、1mg菌

量 ノ「アンチゲ ン」ラ 用 フルモ(1匹 ノ家 兎 二弱

キ溶血 阻止ヲ呈 セル外)、 縮 テ 完全溶血 テ示 セ

リ。

然 ルニ、5分 間1同 ノ遠心沈澱 テ行 フ鴻上、川

上雨 氏法 ニテハ、 鴻上博 士 ノ指示 セ ラレタル血

清量 ラ用 ヒタル場合、 ソノ溶血 阻止ノ・、大多数

ノ場合、 「アンチグ ン」ノ ミノ示 ス抑制作用 ヨリ

ノ・檜強 セラル ・テ認 メ得。 而 シテ、 「アンチゲ

ン」ノ ミニテノ・溶血阻止 ラ示 サザル量 ノ牛量(鴻

上博士 ノ術 式 ニテノ・約1/10mg菌 量 二相當 ス)

テ用 フルモ、省補匿結合反慮 陽性 ナル モ ノアル

テ認 メそ尋ベ シ。

結 論

鴻 上博 士 ヨ リ指示 セラ レタル術 式 テ嚴守 シ、指

示 セ ラレタル血清量 テ用 ヒテ、遠 心沈澱 ノ操作

ガ、 「ア ンチゲ ン」ノ溶血 阻止作用 二及 ボ ス影 響

テ検 シタルニ、 「アンチグ ン」ノ ミーヨル抑制作

用 ノ・、 遠心沈澱法 ニヨツテ 減弱 サル ・二拘 ラ

ズ、 「ア ンチグ ン」二健常血清 テ加 ヘ テ検 シタル

場合 ニノ・、 ソノ溶血 阻止作用 ノ・壇張 スルモ ノナ

リ。而 シテ、 コ ノ際 「ア ンチゲ ン」バ ニテノ・抑

制作用 テ示 サザル 「ア ンチゲ ン」量 ノ1/2量 テ,r
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本 試 験 二於 ケル使用 「ア ンチゲ ン」量 トスルモ、

健常血清 二於 テモ、補禮結合反慮 陽性成績 テ示

スモノ多 キラ認 ム。

コノ健常血清 テ以 テセル場合 二於 ケル陽性成績

ガ、即 チ、家兎血清 ニ ヨル所謂非特異 的反慮 ニ

ヨル ト假定 シ、又 マ ン トウ反磨陰性 ニ シテ、 臨

躰 上及 ビレン トゲ ン學上異常 ナ キ健常人血清 ニ

モ現 ノ・ル ・補艦結合反鷹 陽性成績 ガ、術免疫學

上結核抗艦 テ有 スルモ ノナル ヤモ計 リ知 ル能 ハ

ザル可 シ ト云 ノ・・"ソレ迄 ナ ランモ、血清學 的診

断法 ノー ヅタル補禮結合反磨 ガ、結核 ノ臨鉢診断

上當然有 ス可 キ意義 ヨ リ考察 スル時ノ・、所謂健

常人血清 二於 テノ・、常 二血清診断反慮 ガ陰性成

績 ラ示 シ、結核患者 ニノ・常 二該反磨 ガ陽性成績

ヲ示 スモ ノナル コ トコソ望 マ シカル可 キナ リ。

コノ意味 二於 テ、鴻 上博 士 ニヨツテ指示 セ ラレ

タル術式 一ヨル鴻 上、川 上雨 氏法ノ・、結核 患者

ノ診断上 二於 ケル慣値 二就 テハ少 シク考 慮 テ要

スルモ ノナ リ ト考 ヘザル テ得 ズ。

更 二余 ハ鴻 上、川 上雨 氏法 二於 テ、各 因子 二亙

リ、殊 二「ア ンチグ ン」ノ使用 量、可検血 清 ノ使

用量 テ吟 味 セル モ詳 細ハ後 日誌 上 二登表 セ ン ト

ス。又從來 ノ術 式 ヲ 用 ヒタル 揚合、 ソノ至適

「ア ンチグ ン」量 テ検定 シテ
、 ソノ量ハ1/4-1/8

mgナ ル ラ認 メ、其 ノ量 テ用 ヒテ、結核 患者、健

康者計500名 二就 テ検査 セル成績 モ、後 日之 テ

誌上 二登表 スベ シ。

文 献

1)鴻 上,川 上;結 核15巻,2號,293頁,1937.

2)鴻 上外;結 核14巻,1號,45頁,1936.

90.吉 田 氏反磨拉 二其攣法 二就 テ

柳澤 文秋(千葉署大)

結 核活動性診断法 トシテ ノ吉 田氏反慮 二就 テノ・

既 二各科方面 ヨ リ報 告 ガアル。演者 ノ・諸家 ノ報

告 ヨ リ見 テ本反慮 ノ意義 ノ甚 ダ重大 ナル ニ鑑 ミ

先 ヅ本反慮 テ原法 二依 リ追試 シ吉 田、太縄氏等

ノ報告 ニー致 セル 成績 テ得、更 二進 ンデ薔「ツ

ベ ル ク リン」及B.C.G.加 熱 「ワクチン」ラ使用

シ本反慮テ試 ミタ ノデ、弦 二其 ノ成績 ノ大要 ヲ

述ベル。

1.吉 田氏反慮(原 法)成績

検査材料 ノ・佐々内科入院及外來患者46例 デア

ル。此 ノ中本反慮テ行 フニ先ダチ詳細ナル臨 休

検査(病 歴、臨休上ノ所見、X線 検査、マ ントー

氏反鷹、赤血球沈降速度、喀疾検査、禮温測定、

其他等)ノ 結果 ヨリ、結核患者 ト認 メラレタル

モノノ・35例、其中、i輕症19例 、中等症8例 、

重症4例 、停止性及結核治癒4例 、非結核患者

ト診断 サレタルモノノ・11例(其 中禮質挫微熱症

5例 ラ含 ム)。是等症例 二就 テ行ヘル吉田氏反

慮 ノ成績 ラ総括 スル ト(表示)

1.臨 休上活動性結核疾患ナル コト明 カナ症例

二於 テノ・2例 ラ除 ク他線 テ陽性、之二反 シ非活

動性乃至治癒例 二於 テハ悉 ク陰性デアッタ。 シ

カモ其陽性度ハ大髄病症 ノ輕重 ニー致 ス。但 シ

此 ノ反慮 ト赤血球沈降速度 トノ・必ズシモ李行的

關係 ガ無 イ。

2.詳 細ナル臨抹検索 二依 リ非結核性疾患ナル

コ トノ確實ナルモ ノニ於 テノ・、本反慮ノ・悉 ク陰

性。就中長期 二亙 リ微熱 テ主訴 トセル青年女子

二就 テ詳細 ナル臨休検査 ヲ行 ヒ、長期観察 ノ結

果、禮質性微熱症 ノ診断 テ下 シタル5例 二於

テ、本反慮 ガ何 レモ陰性 デアツタ.コ レノ・内科

留 ガ屡 ≧困却 スル微熱 ノ解決 二本反鷹 ガ甚 ダ有

力ナルコ トテ示 ス。

以上 ノ成績カラ演者ハ吉田氏反癒ガ結核性疾患

ト非結核性疾患 ノ鑑別乃至ノ・活動性結核 ト停止

性結核 ノ識別二相當意義 アルモ ノト考ヘル。

ll.菖 「ッベルクリン」二依ル吉田氏

反鷹攣法

吉田氏反慮 ノ本態 二關 シテハ爾明確ナ読明ガ下

サレテヰナィガ、恐 ラク結核 「アレルギー」二關

係 ガアルモノト思ノ、vル。然 ル トキノ、A.0以

外 ノ結核菌又ノ・其 ノ製剤 モ同様 ノ反磨 ラ起 ス筈

デアル。吉田氏モ當初「ツベルクリン」テ使用 シ

テ實験テ試 ミタガ副作用 ノ危瞼 テ慮 ツテ中止 シ

タ。其後星氏ノ・薔 「ツA・iルクリン」1000倍一10000
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倍稀繹液0.1c.c,ノ 皮 下注射 二依 リ本反慮 ヲ検 査

シA.0二 勝 レル成績 テ得 タ ト云 フ。 演者 ノ追

試 二依 レバ 吉 田氏反磨陽性 ナル 例 二 於 テモ、

5000倍 稀 繹蕾 「ツベル ク リン」液0.1c・c・皮 下注射

デノ・本反磨陰性、2000倍 一100倍 稀 繹液 ラ用 ヒ

テ始 メテ陽性 ノ結 果 テ得 タ.

皿.B.C.G.加 熱 「ワクチ ン」・…依 ル吉

田氏反磨愛法

ソコデ演者ハ弱毒 結核菌 デアルB.C・G・ ノ使用

二著眼 シ、傳染病研 究所 ヨリ恵與 サvタ ルB・

C.G.加 熱 「ワクチ ン」テ用 ヒテ 吉 田氏反慮 ラ試

行 シテ見 タ。其結果 二依 ル ト(表示>

1.1c・G中 二B.C.G.0.001mg含 有 ノ加熱 「ワ

クチ ン」 ノ皮 下注射(禮 重50Kg一 就 テ1c・qノ

割)デ ノ・本反慮ノ・不著明 デアル。

2,lc.a中 二B.C.G.0.01mg或 ノ・0.05mg含

有 ノ加熱 「フクチ ン」テ用 ヒタ場合 ノ・略 くA.0

テ用 ヒタ場合 二近 キ成績 テ得 タ。而 モ此際何等

ノ厭 フベ キ副作用 テ認 メナ カツ タ..

之 ラ要 スル ニ吉田氏反磨 ノ・A.0ノ 外 、注射量

サへ適 當 ナ ラバ奮「ツベ ル クリン」或 ノ・B.C.G.

加 熱 「ワクチ ン」テ用 ヒテモ原則的 ニノ・大艦 同檬

二現 レル ガ、特 二演者 ノ・結核活動性診断 二際 シ

吉 田氏反慮 ノ債値 アル ヲ認 メ、 同時 二演者 ノ試

用 セルB.C.G.加 熱 「フクチ ン」一 ヨル攣 法 モ副

作用 ナ ク實施 シ得 ベ シト信 ズ。

追 加

櫃 田 卓也(有 馬研究所)

余 ノ・「ツベル ク リン」ノ・之 レテ使 用 セザル モ煮沸

セルA.0テ 用 ヒテ結核 患者 ノ白血球増減 ラ検

セ シニ ソノ病竈 ノ存 在 セル ニ拘 ラズ白血球 ノ・殆

ン ド全例 二於 テ増 加 セル ヲ認 メタ リ。

吉 田氏反慮原法 ノ・検査時 間2時 間 テ要 スル1二

不便 テ感 ズル コ トアルモ結核 ト非結核性疾患 ト

ノ庭別、活動性結核 ノ診断及 ピ結核性疾患 ノ豫

後 二向 ツテ確 實 ナル償値 テ有 スルモ ノ ト信 ズ。

91・ 結核菌乾燥 粉末 ニ ヨリ血清 内 ノ抗饅

ヲ吸牧後其 ノ感作抗 元ニ ヨル結 核補

髄結合反慮所謂K.K.R.〈 鴻 上、川上 ・

反慮)二 就 テ.

川 上 三景(東 京市療養所)、

結核菌乾燥粉 末(菌 株 工一ル リッヒ、寺崎、三宅、

東方)テ 抗元 トシ、血清 内 ノ抗 禮 テ 吸牧後 ソ ノ

感作抗 元 ニ ヨル結核補 盟結合反慮 ノ成績 二就 テ

述 ベ ン トス。

1.本 法 二於 ケル優秀 ナル鮎 テ基 レバ、

(イ)徽 毒血清 二 封 シ非特異性反磨 テ呈 セザル

事。

(ロ)結 核 菌 ノ抗元性 二封 スル特 異性 ノ差 テ少 ナ

クスル事 ガ出來 ル。即 チ現在 マ デ ノ普通方法 二

於 テノ・鴻上氏S.T・ 菌 ガ最 モ優秀 ナル抗元性 テ

有 シ。他 ノ菌 ノ追随 テユルサザ リシモ本法 ニ ヨ

レバ著 明 ナル差 ノ・認 メズ。

2.本 法 ニ ヨツテ最 モ確實 ナル結核患者、即 チ

開放 性結核 患者 マ ン トー氏反庶陰性者 トテ比較

セル ニ前者 二於 テノ・殆 ン ド100%ノ 陽 陞卒 ラ示

シ後者 二於 テノ・12例 中僅 力3例 ノ弱陽性反磨i

テ呈 スル ニ過 ギズ。

3.東 京市i療養所 患者238例 ノ本法 二於 ケル陽

性率 ノ・95%、 健 康 ト思ノ・ル看護婦 テ封照 トシテ

選 ビ比較 セル ニ其 ノ陽性卒 ノ・18%テ 示 セリ。

然 シ封照 ノ内 ノ陽性者 ノ・殆 ン ド弱陽性 ニ シテ中

等陽性6例 二過 ギズ張 陽性1例 モ無 シ。 、:

抗 元=結 核 菌 乾 燥 粉 末

柵

72
30.3%

十十

76

31.9%

十

77
32,4%

計

13238

5.4%}

抗元=鴻 上氏S.T.菌 乾燥粉末

92
38.7%

85
35.7%

51
21.4%

10238

4.2%

(結核 菌乾燥粉末7ト鴻上氏S.T.菌 乾燥粉末 ヲ

抗元 トシ同一血清ニヨリ同時二結核補髄結合反

磨施行ヌ)

4.本 法 ノ陽性反 慮 ラ支配 スル圭要項 目テ観察

セル ニ開放性結核 ト滲出性結核 ナル ゴ トガ主 ニ

シテ雨者共 二殆 ン ド100%ノ 陽 性卒 ヲ示 セリ。

次 二病竈 ノ廣 キホ ド又血液 赤血球沈 降速 度 ノ早

キホ ド陽性卒高 キモ其 ノ關係著明 ナ1ラズ、
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5.肋 膜炎滲出液22例 中陽性者19例 、陰性者

3例 ラ示 シ結核性拶膜炎症駄 ラ有 スル脊髄液4

例中1例 弱陽性テ示 セリ。
ロ

92.結 核1冤 疫化學療法二關スル研究

(第三報)

誰 篠詫(金羅 大)

本問題 二就 テノ昨年 ノ報 告以來、私共 ノ・可 ナ リ

澤山 ノ動物實験 ト臨鉢的経験 トテ積 ンデ來 タ。

動物 實験 ノ・非常 二時 日テ要 スル關係 カラ其後 ノ

實験 ガ未 グ掲立 ノ結論 ラ許 サナ ィノデ今同 ノ・主

トシテ臨林 治験 二就 テ申述 ベル。

色 々 ノ材料 カ ラ種 々 ノ要約 ノ下 二調製 シタ注封

液 テ少 クモ同一患 者 二1乃 至2ケ 月間試 用 シテ

ソノi敷果 テ判断 シタモ ノガ 今 日マ デニ20餓 種

…上ル。弦 二掲 ゲ タモ ノガ ソ レデ アルガ(第1

表)、 ソノ詳細 テ弦 デ述 ベル 事 テ略 シテ、之 テ

大別 シテ、人 ノ結核組織 カラ得 タ「リボ イ ド」成

分 ト實験的結核動物組織 ノ「リボ イ ド」成分 トス

レバ、昨年 ノ報 告 ノ際 マ デノ経験 ノ・大部分 ・・人

ノ材料 テ以 テ シタモ ノデアツタガ、其後1ケ 年

間 ノ経験 二徴 スルモ、人 ノ材料 テ以 テ シタ治療

成績 ノ・引績 イテ良好 デ アル。例 ヘバ肺結核 デ云

ヘ バ、患者 ノ自他畳的症状、肺 ノ「レ」所 見、赤沈

速 度等 ノ關係 ガ多 クノ・卒行 シテ良好 ニナ ツテ行

ク。然 ル ニ動物 ノ材料 テ以 テノ治療試験 デノ・相

當好成績 テ牧 メ タ例 モ1妙クナiガ 、長 日月 ノ治

療 ラ綾 ケル中 二往々 三 シテ再 ビ檜 悪 シテ來 ルモ

ノガアル。或 ノ・自他畳症状 ガ良 イ ノニ「レ」所 見

ガ之 二俘 ノ・ナ ヵツタ リ、又 ノ・「レ」爲眞 ノ上 デ病

憂陰騎 ガ減 ツテ行 ク ノニ赤沈速度 ガ之 トZF行 シ

テ減 ラナ カツタ リ、叉 ノ・却 テ速進 シタ リスルモ

ノガ間 ニ アツ タ。或 ハ非常 二良 クナ ツタ ト喜 ン

デ居ル中 二突然喀血 シテ壇悪 スルモ ノモ時 ニ ア

ツタ リシタ.之 ノ・室洞 ノアルモ ノニ見 ラ レタ.

今 年1月 末 迄妙 クモ1ケ 月間入院 観察 シ得 タ患

者 ガ313名 アル ガ、之 テ通覧 シテ人 ノ材 料 テ以

テ シタ治療 成績 二封 シテ動物材料 テ以 テ シタ成

績 ノ・確 カニ劣 ルモ ノアルテ知 ツタ.只 一 ツ人型

結核菌 ヲ睾 丸 二注射 シデ2乃 至3ケ 月 テ経 テ相

當 ヒ ドィ、 シカ シ睾丸 二限 局 シタ攣 化 テ起 シテ

居 ル家 兎睾丸 ノ「リボ イ ド』ヲ以 テ シタ治療成 績

ノ・人 ノ材料 テ以 テ シタ成績 ノ曼 テ摩 スルモ ノガ

アル事 テ知 ツ タ。

今 日未 グ充分 ナル結論 二達 シテハ居 ナィガ動物

實験 ノ成績 二於 テモ同種 動物 ノ材料 テ用 ヒタ治

療 試験 ノ方 ガ異種動物 ノ材料 テ以 テ シタ成績 テ

遙 カニ凌駕 スル檬 二見 エル。異種動物 ノ組織 「リ

ボ イ ド」中二何 力結核病髪 ラ増 悪 サセル様 ナ物

質 ガ移 行 スル ノデアル カ、又若 シ然 リ トス レバ

如何 ニ シテ之 ラ除去 スル事 ガ出來 ル カ、又接 種

二用 ヒタ菌型、菌株 モ多少 ノ關係 ラ有 スルモ ノ

デナ イカ等 ノ問題 ノ・目下實験 中 一属 スル ガ、今

日マデ ノ實験 ノ結果 テ以 テス レバ,前 述 ノ人型

菌 ラ注射 シタ家兎睾丸 ノ「リボ イ ド」以外 ニモ適

當 ノ條件下 二得 タ動物結核組織 「リボ イ ド」成分

テ以 テ、人 ノ結核 ラ良好 ナル成績 ラ以 テ治療 シ

得 ル ノ成算 ノ・充分 アル様 二思 ノ・レル。此事 ニヅ

イテノ・動物 實験 ノ成績 テ纏 メタ上 デ近 イ將來 二

報 告 スル機 會 ガアル ト信 ズル。

結核組織 「リボ イ ド」ノ如何 ナル分 劃 中二最 モ敷

力 ガ認 メラ レルヤ ノ問題 ニツイテモ大 分實験 ラ

行 ツタガ、未 グ此塵 デ明言 スル マデ ノ確 實 ナル

成績 ニノ・達 シテ居 ラヌ。

次 二用量 ノ鮎 ニ ツ イテー言 ス レバ、前 同 ノ報告

デノ・「リボ イ ド」物質 ノ1000倍 ノ「エ ムル ジ ン」

0.1耗 テ1回 ノ使 用量 トシタガ、 ソ ノ後 ノ経験

一 ヨ レバ、 ソ ノ5分 ノ1乃 至10分 ノ1位 ガ 充

分 デ且 ツ適當 ナル量 ノ様 二思 ノ・レル。

第2表 ハ上述 ノ313例 ノ縮括 的 ノ治i療成績 デ、

人 ノ材料 ノ ミラ以 テノ治療成績 ノ・之 ヨリノ・遙 カ

ニ良 クナル。

弦 二私共 ガ今迄 二治療 シタ例 ノ「レ」爲眞 ラ多数

供覧 シテ御批判 テ仰 ギ タ イト思 フ。

93.「 ア レルギー」卜「ヴィタ 三ン」C

坂本 義教(阪大竹尾結核研究部)

1937年5月 大阪署學會 ニテ「ヴィタ ミン」Cノ 過
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敏現象 二及 ボ ス影響 二就 テ(特 二

組織呼吸法 ニ ヨリ得 タル成績)ノ

演題 ノ下 一、「ヴィタ ミン」C!相 當

量 テ用 フル時 ニノ・、 或程度確實 二

生農 内 二於 テ「シヨヅク」テ防止 シ、

又抗原 再注 射 ノ際 二「ヴィタ ミン」

Cト 混合注射 スル方法 ガー番確實

有数 ナル事 テ述 べ、 同時 二生禮外

二於 テモ「ワール ブル ヒ」組織 呼吸

法 二依 リ、或程 度過敏現象 テ 阻止

スル事、及 ビ他 ノ還元剤 ノ過敏症

二及 ボ ス影響 二就 テ報告 セ リ
。

(1)「 ヒ スタ ミン・シヨック」ト過敏

性 「シヨヅク」ノ關係 二就 テノ・今 日

債1ホ言義論 ノアル所 ナ リ。「ヒスタミ

ン」ト「ヴィタ ミン」C(以 下 「ヴィタ

ミン」Cノ・「ヴィタ シミン」ヲ使用 セ

リ。)及 ピ他 ノ還元剤(例 ヘ バ「ア ド

レナ リン」、「ナ トリウム・チオズル

ファー ト」等)ト 混合注射、 或 ノ・「ヒ

ス タ ミン」注射前 ニ コレ等物質 ニ

テ庭 置 セル 海猿 二∫ヒスタ ミン」最

少致 死量 ラ注射 セル ニ、何 レモ「ヒ

スタ ミン・シヨック」テ阻止 セズ。

(2)「 ツベル クリン・アレル ギー」

ト「ヴィタ ミン」Cノ 關係 二就 テ、

1937年 且eise,Martin等 ノ・、「ヴィ

タ ミン」Cテ 結核 患者 ・;.大量注射

スル事 ニ ヨ リ、 「ツベ ル クリン」反

癒 ガ封稻 二 比 シ 且ppoergieニ ナ

ル事 テ讃 明 シ、殊 二尿 中 ノ「ヴィタ

ミン」C量 テ定 量 ス ル 事 二 依 リ

「ヴィタ?ン 」C鋏 乏 ノ甚 シ イ患者

二、 コ レガ著 明 ナル事 テ報告 シテ

居 ル。

坂 本、川居 ノ・、 今 村 内科 入院結核

患 者 二就 テ、 コ レヲ追試 シ、梢 ㌃

コ レニ近 イ成績 テ得、1937年 ノ近

畿結核集談會 ニ テ報告 セ リ。 動物
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實 験 ニテ、 「ヴ4タ ミン」Cノ 「ツベル ク リン・ア

レルギー」二及 ボ ス影響 二就 テ、 未ダ 報告 ヲ見

ズ。依 ツテ鶴崎 ト實験 セ シ結果 ラ報告 ス。

實 験 方法300瓦 乃 至400瓦 ノ 海猿 一 上池菌

1/100mgテ 接 種 シ、2週 間後薔 「ツベル クリン」

0.lc.qテ 皮 内 二注射 シ、24時 間及 ビ48時 間後 ノ

皮 内反磨 ラ検 シ、後10日 間實 験群 ニノ・、「ヴィタ

ミン」C100mg毎 日腹腔 内 二連綾注射、封 照群

ニノ・生理的食盤水2c・aテ 注射 シ、再 ビ皮 内反慮

ラ検 セルニ、 「ヴィタ ミン」C注 射群 ノ・封照群 二

比 シ、且ypoergieテ 呈 シ、人膿 實験 二略1一 致

セル成績 ラ得 タリ。

實 験成績 ラ表示 ス レバ 左 ノ如 シ(但 シ判定 トシ

テノ・、登 赤 ラ面積 ニテ 表 ハ セ リ)。 即 チ封照 二

比 シ100zF方mm前 後 ・Hypoergieラ 呈 セ

リ。

94.B.C.G.J人 髄 接種

籔 嚢難講)
BC.G.ノ 毒力拉 二発疫力二就1テ ハ昭和2年

以來今村内科、竹尾結核研究所 二於 テ種 々ノ實

験動物 ラ用ヒテ撒多ノ實験 ラ行 ヒ度々本學會二

於 テ報告 セラレタル如ク實験動物 二進行性 ノ結

核 ラ起サズ又免疫原 トシテ優秀ナルモノト確信

スル。他方種々ノ結核菌製剤 トノ数力比較實験

二依 レバB.C.G.ノ 免疫原性ノ・他 ノ製剤 ト比較

ニナラヌ程有力デアルノデ今村教授等ノ・昭和4

年來人禮二接種 テ始 メ爾來引 キ績 イテ人燈接種

ラ行 ツテ居ル。

種々ノ結核豫防施設アノル中デ我々ガ特二B・C・G.

接種 二力 テ入 レテ居ル理由ノ・現在 ノ日本 ノ財力

ヨリ見テ結核感染源ラ除 ク如キ設備即 チ多数 ノ

病床 ラ設 ケテ家庭 ヨリ菌喀出者テ除 ク事、或ハ

既感染者 テシテ登病セシメズニ保ツ如キー般生

活状態、衛生状態 ノ改善等ノ方法ガ急速 二實現

出來 ナィ状態 ニアル爲最モ行 ヒ易イ豫防「ワク

チン」二重キテ置 クワケデァル。勿論是等 ノ諸

施設 ノ重要 ナル事ノ・云 フマデモナク是等ガ完成

スル時ガ來 レバ我 ソ々、B.C.G.ラ 捨 テテモ宜 イ

ト思 ツテ居 ル。併 シ此 ノB.C.G.一 シテ所期 ノ

敷果 テ上 グル事 ガ出來 ナ イ ト判 レバ現在 ノ我 々

ノ知識 デノ・他 二用 フ可 キ豫防 「ワクチ ン」ノ・將來

ノ・知 ラズ現在 ノ・存在 シナ イ ト考 ヘル。B.C.G.

接 種 封象 トシテ未感染者 ノ・多 ク集 ル結核 感染機

會 ノ多 イ集 團 テ選 ブノガ適當 デアル。 即 チ農、

山村 ヨ リ都會 二集 ル青少年 ノ集 團或 ノ・看護婦 、

結核家庭 ノ乳幼見等 デアル。

第一表 昭和12年10月 マデニ於ケルB.C.G接 種

(今村内科)

被樋 舗 別1契矧接圃 離 髄 量

乳 幼 見 5535
圭 トシ
テ皮下 5同

1同 一 〇.01-

0.05睡

紡 績 女 工 手 5363 皮 下
1同 或
・・2回 0.02種

看 護 嬬 生 徒 314 ,, ,,

一」L
,,結核患者家族 187 ,, ,,

幼 稚 園 見 194 ,, 1同 ,,
一

中 學 生 382 ,, .,!,,

百 貨 店 員 58 ,,
「一"ドL

}総 人 員 12073

昭和12年10月 マ デニ今村 内科 關係 ニテ行 ツタ

B.C.G.接 種 ノ・第1表 二示 ス如 ク大 部分ハ皮下接

種 テ用 ヒタ。之 ノ・動物實 験 二於 テモ人膿接種 二

於 テモ経 口的接種 デノ・「ツベ ル ク リン」反磨陽性

轄 化率低 ク免疫力 モ充分賦與 出來 ナ イ故 デ ア

ル。 ソ シテ出來得 ル限 リ撒 〃月後 二「ツ」反鷹 テ

行 ヒ尚陰性 ナル者 二再接種 テ行 ツテ居 タ ノデ ア

ル。併 シ動物實験 二依 レ バ 免疫接種 二 用 フル

B.C.G.量 テ大 一 スレバ スル程接種 同敷 ラ多 クス

レバ スル程強 イ免疫 テ得 ル。夫 デ集 團生活者 二

B.C.G.接 種 ヲ行 フ場合 二本年 ハ多少術式 ヲ攣更

シタ。先 ヅ第1日 目=一菖 「ツベル ク リン」2000倍

液0.1耗 テ以 テ皮 内反慮 ラ左 上臆 屈側 二行 ヒ第

3日 目二之 ラ判定 スル。此 ノ場合 直径4粍 以下

ノ登赤 ヲ陰性 ト認 メテ直 二B.().G.接 種 テ行 フ、

接 種ハ0.03竈 ラ1耗 二浮游 セ シメテ皮 下 二注

射 スル。次 二第1同B.C.G.接 種 後5日 乃 至10

日目 二第2同B.C.G.接 種 テ行 フ.接 種 量ノ・第

1回 ト全 ク同 ジデ アル。

此 ノ方法 ラ以 テ本年4月 マデニB.C.G.接 種 テ
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行 ツ タ團禮 ノ・棉花、羊毛、絹統 テ原 料 トスル繊

維工場16デ 総從業 員14607人 二「ツ」反態 ラ行

ヒ7725人 ノ「ツ」反慮陰性 者 テ約二分 シテ4138

人=B.C.G.接 種 テ行 ヒ残 リノ3583人 テ封 照

トシテ観察 スル事 トシタ。

B.C.G.接 種 二依 ル「ツ」反 慮陽1生轄 化率 二就 イテ

述 くごル ト第2表 二示 ス如 ク0.02醒1同 接種群

ヨリノ・0.02乃 至0.03涯2同 接種 ノカ ガ高率 二

陽性轄化 λル。米國 ノノrレズ リ等 ガ最 モ高率 ノ

陽性轄化 テ得 ル方法 トシテ大 量 ノ菌 テ皮 内二注

射 シテ膿瘍硬結 テ形成 シナガ ラ80%ノ 陽 性 傘

ラ得 テ居 ル ノー比 スレバ皮 下2同 接種 法 ガ遙 カ

ー 入グレテ居ル ト考 ヘ ラ レル。

第2表BCG接 種 ニヨル「ソ」反癒陽性縛化率

擁蝶腸繍鯛 疲G
21.7%

第3表 某 工 場 二於 〃B.C.G.接 種 後4ケ 月

二於 テ 「ツ」反磨(B .C.G.0.03瑳2回)

「ツ」反 膳0-45-11-21-31-40一 水

登 赤 直裡 粍10203040泡 壊 死

B.C.G.群3・ 人12・人120次182人116人15人
360人

人5人卜人卜人知人34
7-

人

2

一"

群
人
照
鎚
樹

接種集
團
査
員
槍
人

6岨
紡263

績1588

185

 

工

手 299

654

看訓88
166

紡 績L聖
363

看護婦 16

38.8,,

79.3,,

50・o・ ・

墨 ・5"

74.O.

66・o"

2ケ 」]0.02竈1回

,;『

3ケ 刀

,二『}

,,

77

一

"

68.0,,

93.7,,,

1ケ 『戸 一

卜 丁狛 『 一

91.6,, 4ケ 月

100.Ol1ケ 月

,D

,,

,,

0.02睡2回

0.03M…2同

0.03M…2同

B・C・G.接 種 ニ ヨリ得 タ「ツ」反鷹 ノ陽性度ノ・強 ク

ノ・ナィ。第3表 二示 ス ノハ某 工場 デB .C.G.0,03

延21司 接 種後4ケ 月 目=蕾 「ツ^・ル クリン」2000

倍0.1耗 皮 内反 慮 テ行 ツタ成績 デアルガ之 ラ見

ル トB・C・G・ 接 種 ニ ヨル反磨 ハ弱或 ノ・中奪度 陽

性 が最 モ多 イ。張 陽性 ガ5人 アル ガ封照 ニモ同

奪 一 アル事 テ見 レバ之 ノ・自然感染 ニ ョルモ ノト

考 ヘ テヨイ。

B・C・G.接 種 ニ ヨル副作用 二就 イテ述 ベル ト「チ

フス・コレラワクチ ン」ノ如 ク接種後短 時間 二起 ル

嚢熱 疹痛 等 ノ副作用 ノ・絶無 デアル。但 シB.C.G.

ノ・完全 二無 毒 デノ・ナ イ故 多量 テ接種 スル ト接 種

局所 二硬結 テ作 リ更 二膿瘍 ラ形成 シ得 ル ガ之ハ

2ケ 月 内外 二起 リ螢熱 疹痛 ノ・殆 ドナ ク局所淋 巴

腺 ノ腫脹 テ件 ノ・ズ シテ治癒2r.ル 。0.02醒 皮 下接

種 デノ・「ツ」反慮陰 性者 二 殆 ド硬結 テ作 ル 事 ガ

ナ イガ0・03涯 デ ノ・時 トシテ硬結或 ノ・膿瘍 テ作

ル事 ガ少撒 ニアル。

「ツ」反慮 ガ2日 後判定時 二陰性 デ後 二陽性 二表

レテ來 ルSp乞treaktionノ 揚 合 二数例 出會 ツタ

事 ガ ァルガ此 ノ場合B.C.G.二 依 リ硬結 テ形成

シタ。 又結核 感染 ラ受 ケテヨ リ「アレルギー」登

現 マデ ノ所謂不 全 「ア レル ギー」ト思 ノ・レル時期

一B・C・G・ テ接種 シタ例 ガ1例 アツタガ之ノ・非

常 二早 ク即 チ3日 一 シテ膿瘍 テ作 リ穿刺排膿1

同 ニ シテ約1週 後 二治癒 シタ、以上 ノ例 ノ・非常

二稀 ナ例 デアル
。即 チB.C.G.接 種 殊 二皮下接

種 ニ ヨリ「ツ」反慮陽性 トナ リ爾、 危瞼モナク副

作 用 モ憂 フ可 キモ ノガ無 イ ノデアル カラ今後我

々ノ・更 二多人数 二行 ツテ其 ノ敷果 二就 イテモ検

討 シタ イ ト考 ヘ テ居 ル。

95.B.C.G.人 髄 接種成績(第 一報)接 種

後 ノ「ツ」反慮 及血液像椎移

欝 讐環(灘鋤
鯉灘 春春(禾1繍>

B・C・G・人膿接種 二就 イテノ・本邦 二於 テモ既二

今村、戸田、官川諸教授及其門下ノ報告 ガアル。

然 シナガラ此問題 ノ重要性二鑑 ミ、斯ル研究が

倫各所 デ多撒例 二就 イテ行ノ・レルコトガ必要 卜

考ヘル。 ソコデ演者等モ 昭和11年 多以來、千

葉署科大學附厩馨院看護婦「ツ」反磨陰性者中ノ

22例 及本學小見科乳見生後5日 一11ケ 月1モ
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ノ10例 二封 シ、傳 染病 研究所 ヨリ分與 セ ラレタ

B.C.G.「 ワ クチ ン」ノ接種 ラ試 ミタ。接種 方法

ハ看護婦 ニノ・其0.02mg乳 見 ニノ・0.002-0.003

mgラ 夫 々0.5、0.2c.cノ 生 理的 食盤水 二俘游 セ

シメタル モノラ、二分 シテ雨 上騰外 側皮下 二注

射 シタノデアル。接種後 ハ局所及 全身状態 テ詳

細 二観察 シタガ看護婦乳 見共 二何等認 ムベキ副

作 用 ノ・ナ カツタ。 演者等 ノ観察期 間 モ 短 イ ノ

デ、弦 二・・唯 ダ接種後 ノ「ツベ ルク リン」反慮及

血液像 ノ推 移 二就 イテ ノミ述 くごル。

先 ヅ接種後1-2ケ 月 ノ間隔 テ 以 ツテ「ツ」皮 内

反 磨 テ反覆検査 シタ成績 ニヨル ト、看護婦22

例 中20例 ハ 接種後3ケ 月以 内 二、「ツ」反 鷹陽

性 二輔 化 シタル モ、残 リ2例 中1例 ハ6ケ 月後

自然感染 ニ ヨリ陽性 二轄 化 シ、他 ノ1例 ノ・今 日

二至 ルマデ陰性 デアル。而 シテー旦陽性 二轄化

セル19例 中接種後1年 乃 至1年4/)一 月 ノ今 日

二至 ルマデ其 反慮 ノ強 サガ不愛 ノモ ノ8例 、減

弱 ノ傾向 アルモ ノ1例 、接種後10ケ 月以 内二

再 ピ陰性 トナ レルモ ノ10例 、却 ツテ檜 強 ノ傾

向 テ示 スモ ノ2例 デ アル。 此i曾張例 中 ノ1例 ノ・

接 種後8ケ 月 ・・;一・シテ輕 キ 乾性肋膜 炎二 罹 ツタ

ガ、経過極 メテ良好 一 シテ20日 一 シテ全治 シ

タ。尚 ホ被検乳見7例 二於 テノ・}妾種後3ケ 月以

内 二総 ベテ「ツ」反慮陽性 二轄化 シタ。

次 二接 種後 ノ血液像 二就 イテノ・殴米諸家及本邦

一テハ飯田、西川氏等 ノ報 告 ガ アルガ尚其成績

ガー致 テ見 ナ イ。 演者等 ノ・看護婦15名 二就 イ

テ、B.C.G.接 種 後1週 間逐 日的 二血液像 テ検査

セル成績 ニ ヨル ト、3-5日 後2.000以 上 ノ白血

球 増多 テ示 セルモ7一ガ10例 ア ツタ。 而 シテ白

血球 各種類 ノ攣 化 ノ・時期又個人 ニ ヨリテ差異 ガ

アルガ、大 艦 二於 テ白血球数檜 加 ノ時期 ニー致

シテ、相 封的淋巴球 減少 テ 件 フ「ノイロ フイリ

ー」、 又 ノ・「モ ノチ トー ぜ」ラ認 メル コ トガ多 イ。

叉此時期 二赤血球沈降速度 ガ5-13mm増 加 セ

ル モ ノ4例 アツタ。但 シ以 上 ノ雨攣 化共、極 メ

テー過 性 ニ シテ間 モナ ク菖 二復 シ、且此攣化 ノ

有無 ハ其後 二於 ケル「ツ」反 慮陽性韓化 ガ起 ルヤ

否 ヤーノ・關係 ガナカ ツタ。 爾 ホ 看護婦 乳見共

「ツ」反鷹陽性轄化時 ニモ血液像、赤沈及胸部 「レ

ン トゲ ン」検査、禮 温測定等 ラ行 ツタガ何等 ノ

愛化 モ謹明 シ得 ナ カツタ。

乳見 二於 テノ・、 白血球 ノ生理的動揺範園大 デ且

ツ僅 カノ刺戟 二封 シテモ憂化 シ易 イガ、合併症

ナキモ ノ ト認 メタ乳見 デ接種後(2-6日 後)2000

以 上 ノ白血球檜 加 テ示 シタモ ノガ3例 アツタ。

此増加 ノ状態 ノ・成人 ト同様個人 ニ ヨリ異 ル。 白

血球種類 デノ・「ノイトロフ{リ ー」テ認 メタモ ノ

ガ1例 アツタ外 二憂化 ノ・ナカツタ.又 赤血球 沈

降 速度 ノ・合併症 ナキモ ノニ於 テノ・接種前 二比 シ

促進 テ見ナ ィ。

最後 二是等接 種看護 婦現在 マデ1結 核罹患 ハ上

述輕 症肋膜 炎 ノ1例 ノミデ アル。一方演者等 ガ

接 種例 ノ封 照 トシテ、 「ツ」反磨陰性 者17例 ニ

ノ、接種 テ行ハズ シテ其儘観察 シテ來 タガ、今 日

迄 ノ所結核性罹患 ノ、1例 モナカツタ。

追 加

梅 谷 秀 雄

乳見 一;-O.002-O.003醒 ノB.C.G.ラ 接 種 シテ

居 ラレマ スガB.C.G.ノ ・成 人 デモ乳 見 デモ反磨

・・.ノ・大 差 アリマセ ン、現 二我 々ノ・乳見 一モ0 .02

或 ハ0.03竜 川 ヒテ居 リマス、B.C.G.接 種 量 ガ

少 イ ト敷果 モ少 イカ ト考 ヘマ ス。

96.東 京 市京橋匠二於ケ ル學童結棲豫防

二就 テ

野 房輕(棘市保囎)

東 京市年表 ニヨル 東 京市民 ノ死 亡率 ノ・1000一

封 シ14・66、 乳 見死亡傘 ノ・出産1000二 封 シテ

107・5、 是等 二比 シテ學童 ノ死 亡率ノ・昭和10年

在籍見童数748.494二 封 シ2.88ニ シテ 著 シク

低 イコ トガ明 カデ アル。傘 ノ・紗dガ 総籔 ガ75

萬 二垂 ン トスル程 デ アル カラ、絶封撒 ノ・2155

ノ多撒 二上 ル。是等 ラ病類 別 一スル ト結局結核

性疾患 ニヨルモ ノノ・全死 亡傘 ノ1/3以 上 二達 ス

ルモ ノト考 ヘ ラ レル。學童結核 ハ年齢 別結核死

亡傘 ノ統 計上 カラ云 ヘ バ他 ノ年齢 二比 シテ左程
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重要覗 スベキデノ・ナィガ青春期結核死亡率 テ考

ヘル ト青春期ノ・學齢期 ノ連績 デアルカラシテ學

童 ノ結核研究ノ・決 シテ等閑親得ナ イノデアル。

故二東京市保健館學校衛生部 二於 テ昭和11年

ヨリ京橋塵内全學童二就 キ結核感染及 ビ登病状

態 テ出來ルグケ詳 シク調査 シタ ノデ昭和11年

度、昭和12年度 ノ成績 テ述べ檬 ト思フノデアル。

實施方法 東京市保健館學校衛生部二於 テ昭和

11年4月 ヨリ京橋匠内全小學校(尋 常小學校12

校、高等小學校2校 、合計14校)15000ノ 全學

童二實施 シタ。

調査方法 トシテノ・傳研苗「ツベルクリン」1000倍

溶液0.1皮 内注射 テナシ、陰性者 ニノ、更二100

倍溶液0.1テ 以 テ再考 ノ調査 テ陽性者二封 シテ

ノ・全部 「レ」線透覗、 「レ」線透覗 二於テ術疑ハ シ

キ者 ニノ・「レ」線撮影 テ行 ヒ、赤沈測定、身長、

盟重、胸園、上騰園、皮厚、坐高、肺活量、脊

筋力 ノ測定、…聴打診 ノ臨抹的診査等 テ合 セ行 ツ

タ。

調査 ノ種類拉 二其 ノ成績

昭和11年 度

1)「 ツ」反慮陽性拉 二實施卒 第1表

2)「 ツ」反磨陽性者中 ノ容疑見童… … 第2表

3>是 等容疑見童 ノ診断 第3表

昭和12年 度

4)前 年度容疑見童 ノ経過 第4表

5)陽 性轄化見童 第5表

6)陽 性縛化中ノ容疑見童 第6表

7)新 入見童 ノ精密健康調査 第7表

8)京 橋高等小學校 「ツ」反慮成績… …

第8表(其 ノ1)(其 ノ2)

9)京 橋塵内全小學校職員精密調査・…

第9表(其 ノ1)(其 ノ2)

第1表 「ツ」反慮實施率蛇二陽性奉

年 齢 別

＼ 種＼
別
性 ＼
別 ＼

在 籍
見童数

被調査
見童数 實施奉

1同

(0.1㎎)

2同

(1㎎)
計 陽性率

6-7

男 795 784 98.62 195 19 214 27.30

女 763 751 98.43 180 23 203 27.03

計 1558 1535 98.52 375 42 417 27.17

7-8

男 1172 1161 99.06 317 35 352 30.32

女 1207 1198 99.25 307 32 339 28.30

計 2379 2359 99.16 624 67 691 29.29

8-9

男 1160 1151 99.22 354 18 372 32.32

女 1141 1138 91.74 327 36 363 31.90

計 2301 2289 99.48 681 54 735 32.11

9-10

男 1160 1145 98.71 407 19 426 37.21

女 1048 1040 99.24 360 34 394 37.88

計
一}一 一_

男

2208 2185 98.96 767 53 820 37.53

10-11

1186 1172 98.82 486 41 527 44.97

女 1097 1084 98.81 377 35 412 38.01

計 2283 2256 98.82 863 76 939 41.62

11-20

男 1069 1057 98.88 421 43 464 43.90

女 1046 1038 99.24 433 37 470 45.28

計 2115 2095 99.05 854 80 934 44.58

12-13

男 504 498 98.81 238 22 260 52.21

女 522 516 98.85 222 20 242 46.90

計 1026 、1014 98.83 460 42 502 49.51
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51.92

50.72

51.39

66。36

55.83

61.68

50.00

100.00

62.50

39.19

37.04

38.14

230

177

407

144

99

243

3

2

5

2992

2701

5693

 

16

4

20

7

2

9

220

223

443

214

173

387

137

97

234

3

2

5

2772

2478

5250

100。oo

99.72

99.87

99.54

98.88

99.24

100.00

100.00

100.00

98.98

99.16

99.06

螂
349

792

217

177

394

6

2

8

7634

7293

14927

 

、一
男 443

女 350

計 793

男 218

女 179

計 397

男 6

女 2

計 8

男
　

7713

女 7355

15068

 

計

13--14

14-15

15-16

計

年 齢

＼ 種
＼ 別性 ＼

別 ＼

第一種1第二種1第三種 計 年 齢

＼ 種
＼ 別
性 ＼
別 ＼

第一種第二種第三種 計

6-7

男 4 7 17 28

12-13

男 3 9 31143

女 6 4 22 32 女 1 5 2[30
計 10 11 39 60 計 4 14 55 73

7-8

男 3 11 32 46

13-14

男 1 6 20 27

女 3 12 33 48 女 4 6 21 31

計 6 23 65 94 計 5 12 41 58

8--9

男 2 13 46 61

14-15

男 1 5 15 21

女 4 16 44 64 女 1 1 6 8

計 6 29 90 125 計 2 6 21 29

9-10

男 4 15 45 64

15-16

男 0

女 9 10 33 52 女 1 1

1

計 13 25 78 116 計 1 1

10-11

男 2 18 46 66

計

男 21 104 294 419

女 2 7 41 50 女 33 75 283 391

計 4 25 87 116 計 54 179577i810

11-12

男 1 20 42 63

●

女 2 14 59 75

計 3 34 101 138

第3表 昭和11年 度 京橋匠内全學童「ツ」反磨陽性者中ノ容疑者診噺別表

 

第
2
表

「
ツ
」
反
慮
陽
性
者

中

ノ
容
疑
見
童

學 年 尋1年i2年 3年14年 5年i6年1高(・)1高(2)総 計

性 到 女團 女 男1女 男1女 男i女 剰 女 男国 男因 男1女
肺 結 核111211 一1-

0010-一 一 一
4914-一 一一
846

--

811i7

1
了
下
て
マ
了

1
下
了
丁
τ
T

11312__L」 Σ
o[

313 1
了
了
τ
了
7
τ一
7

万

311
_1_

6111

「 ア「5
--

1}15
-1-

046
-

031

1一 焉一 一
∠.[至
7178

一 一
151304

26
-

5
-

20

26

函一
4

肺 結 核?1 1 0
τ
τ
T
τ
7

2
τ一ミ「

7
了

⊥
18

万

肺 寝 潤

3
了

ユ
⊥
』
32

」 」_
OI1一
一
3
7
ア
τ
τ一
47

可

肺 門 腺 結 核 6
τ
τ
τ一
20

π

一
4
下
7
7
-

26

可

一 一
〇1

「 『-6一
一'す 「 τ

一 一
613

耳1毎一 一
4039

可 一ま「

肺 門腺結核?…
肋 膜 炎

一 一
210
一
〇
了一
12

-

31
一

7

ユ
ユ
ユ
34

-

46

肋 膜 腓 砥 0}- 1一

一
2

-

21
-

36

一
1一 3

陳奮性肺門腺結
核(石灰竈)

9
一

一丁

18

冨

32
-

50

一
8

万

192
-

303計!32 54

備考 肺門腺結核二肋膜炎或ハ肋膜腓脂 ヲ有セルモノ8例 肺寝潤二肋膜炎或・・肋膜腓脂 ヲ

有 セルモノ7例 石灰竈二肋膜炎或ハ肋膜腓腿iヲ有セルモノ19例
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第4表 昭和11年 度容疑見童ノ再楡査(京橋匠全小學校)

學年 男 女
昭 和11年 度 昭 和12年 度

第一種1第二種隠 三 剰 計 第一礁 二種陳 噸 頃 難 劇 計
2年 42 48 7 17 33 33 96 1 12 45 21 (3 8) 79

3年 51 62 4 21 54 34 113 2 6 70 23 (7 5) 101

4年 73 73 4 32 75 35 146 1 11 93 20 (10 11) 125

5年 65 65 5 31 61 33 130 1 17 82
一一
76

18 (3 9) 118

6年 47 74 6 21 68 26 121 7 6 16 (9 7) 105

計 278 322 26 122 291 161 600 12 52 366 98 32 40 528

高(1) 28 31 1 12 38 8 59 1 3 46 3 (3 3) 59

高(2) 28 22 2 11
_-

23

29 8 50 3 3 35 3 (2 4) 44

計 56 53 3 67 16 109 4 6 81 6 (5 7) 97

備考 第一・種 要治療要休養 第二種 要監察 第三種 要注意

第三種A肺 門部及ビ肺野二石灰沈著セルモノB結 核性病竈認メラvズ 虚弱ナル見童

第5表 京橋匠内全小學校陽性縛化見童

學 年 尋2年 3年 4年 5年 6年 高(1) 高(2) 総 計

性 男1女 男1女 男1女 男1女 剃 女 男1女 男1女 男1女

陽性 縛化實数 5215・ 5815557148姐154 421妬 231・ ・ 2・ 」・4 294128・

計 103 114 105 96 88 34 34 574

「ツ」反慮陰性二

封スル割合 一
12

6.娼16。19

-

2

8.35
-

10

7.52
-

6

「
8・51i7・32

「F
7.43
-

5

19
.06 7.2417.01
一
4

5.36
-

1

4.70
-

3

12.04

-

3

8.86
-

1

7.47

陽轄中ノ容疑倣

一
1

一
7 45122

計 14 16 12 6 11 4 4 67
一

陽縛實鍛二封ヌ
ル容疑 ノ割合

2ao814・ ・ 1乳0711a71 1乞2811a46 lL9012・38 1氏6618・26 4・3512乳27 15・ ・17・・4 1凱3017・要

卒 均 13.6 14.03 11.43 6.25 12.5
7

11.67%

學 年

性

診 断一 畠
肺 門 腺 結 核__一　

肺門腺結核?

肋 膜 炎

肺門→肋 膜 炎

肺 寝 潤

肺 結 核

粟 粒 結 核

計

尋2年

第6表

3年

ド啓ド置女男
ヱ

2

一4

「1

2

7

一∠

16

3
了

一-

∠

-

/
7

　6

4

一1

一3

一1

1

一∠

∠

10

2

一ー

ラ

一1

一3

一/

一/

/
一/
7

一∠

2

∠

/

32

一1

一7

三

三

「/

一/

14212

陽性轄化中ノ容疑見童診断別表

4年5年

男ト!計男女計男

∠∠22」∠ 至

∠∠12222

1∠1231」

1∠1 ∠∠∠∠

∠2」二_3∠∠ 」

∠∠∠∠ ∠22

∠∠∠∠∠∠ ∠
67751251

6年 高(1) 高(2) 総

計計啓ド固啓P計女

諾

至
3
ユ
4
7
可

1

一2

一1

一/

一/

一/

一/

4

/

}/

ヨ

一/

一/

一/

一/

「1

1

一2

一/

一/

一/

一/

一/

一3

-

/

一2

一/

一1

一/

一∠

4

-

/

一-

/

一1

一

一/

石

/

一/

ヨ

一/

一/

「/

一/

互

3

一/

一4

フ

一2

一2

一/

一11

/

一/

ヨ

7

一」

2

「/

可

陽封
轄ス
實ル
数割
二合

容i封

疑ス総
ル

鍛割
二合

3.13

1.72

3.65

0.52

1.91

0.69

/
11.67

26.86

14.91

30.90

4.47

16.41

5.97

/
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第7表 昭和12年 度新入見童精密健康調査表

被調査見童薮 「ツ」反磨陽性見童数
●

二 「ツ」反慮陽性見童中ノ容疑者

男1列 計 男1女1司 陽麟 診 酬 剃 列 訓購㌫
肺 門 腺 結 核 7 2 9

1284 1229 2513 264 250 514 20.41% 肺 門腺結核? 5 1
一 一
18

6

陳薔性肺門腺結核 14 32
■

肋 膜.炎 / 1 1

肋 膜 腓 脂 / 2 2

一一∫

二肺 寝 潤 2 2 4

肺 結 核 2 1 3

'

曹

計 30 27 57 11.09%

第一種2第 二種

第8表 京橋京等小學校 「ツ」反庶成績表(其 ノ1)

17第 三種38

陪1女1計 1男因 計
在 籍 鍛

被検 査 人 員 数

實 施 率

「ソ」反旛陽性数

被槍査人員数二封スル陽性率

(

1)登 赤 十硬結

全陽性数二封スル割合

2)登 赤十硬結十浮腫

全陽性倣二封スル割合

346

346

100%

156

63

81

186

186

100%

96

3)獲 赤十硬結十浮腫十水泡

全陽性藪二封スル割合

3

42

44

一

一

2

lll4嚇+硬 結+灘+盗 血EIEI!'(4'3%

100%5)登 赤十硬結十浮腫十水泡十2012

252--1(。.9%) 　 　 　
47.36)曇 赤 ノ ミニ テ覆 結 ナ キモ ノ3114

.)1口(・ ・58%)
7)1000倍 「ツ」液 ニ テ獲 赤 ノ ミ}
ニ シ テ、100倍 ニ テ登 赤 十 硬314105

結 ヲ生 ジ タ モ ノ

41.6%i(1.58%)

8)1000倍 「ツ」液 ニ テ(一)、100

125倍 ニ テ 獲 赤 十 硬結 ヲ生 ジタ336

49.5%(2.4%)

9)陽 性 縛 化 ニ テ1000倍 「ツ」

5(一)、100倍 獲 赤 十 硬 結 ヲ生123

2%(陽40名 中7.5%二 相 當 ス)

4)覧登 赤

5)登 赤

盗血一

6)曇 赤

7)1000
ニ シ'

結 ヲ

一
8)1000

肇ラ

一}

9)陽 性

(一)
ジタ

第9表 京橋京等小學校「ツ」反磨成績(其 ノ2)(獲 赤硬結大サノ比較)

大 サ

獲 赤 硬 結

男1列 計1鍼 蟷 香 男1列 計1鍛 蟷 香
1-5粍 / / 2 3 5 1.98%

6-10 1 1 0.4% 1 1 2 0.8%

11-20 30 11 41 16.27 64 33 97 38.5

21-30 66 28 94 37.30 89 59 148 58.7

31-40 34 21 55 21.82 / / /

41-50 13 20 33 13.0
一 / / /

51-60 13 14 27 10.7 / / /

60以 上 0 1 1
'0
.4 / / /

計 156 96 252 156 96 252
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第10表 京橋匠内全小學校職員健康調査「ツ」反慮成績表(其 ノ1)

訓馴 訓馴 鯛 使丁男1使丁女ll訓 聾1訓馴 保副 使丁男1使丁麦
「

在 籍 激 246 113 29 106 20 「ソ」反慮陰性藪 11 814 「 5 4

「ツ」反磨實施籔 234 110 26 105 18 陰性者ノ實施鍛二i封スル割合 4.7 16.37 !15.3 4.67 22.23

實 施 奉 95.12% 97.34 93.1 99.05 90.00 容 疑 者 14 3 1 8 0

「ツ」反磨陽性数 223 92 22 100 14 容疑 ノ實施鍛二
樹スル割合

5.93 2.72 3.84 7.61 0

陽 性 率 95.3 83.63 84.7 95.23 77.77
一

一

第11表 京橋匠内全小學校職員健康調査(其ノ2)容疑者一覧表

病 名
訓 導 男 訓 導 女 使 丁 男

一

一

計

匪艦鷲療 1難瞬酬 陣瞬瞬
肺

結

核

'肺 結 核
5 5 / 2 1『

『
1『

2

-

1

1 7一

空洞 ノアル モ ノ 3
}

2
-

3

13
-

/

3 1 一
1

-

1『
1『

}

1 / 一 4一

肺 尖 結 核 2 1

一

一

一
1 4一

陳奮性肺結核 3 /
『
/
一

『
1『

一

3

計 3『

一

一

一

7一

一

1一

3 2 1}

一

一

3 18一

陳奮性肺 門腺結核 1

一
1

『
1

P

2

肋 膜 炎 / 一

一

『

『

/
『
1一
/

一
1

肋 膜 腓 砥 1

『
/
一

一 『

1

一 1

肺結 核+肋 膜 炎 /一
/『
/

/ 1
-

1

一
1

-

1
-

3

1

Silicosis
一

一

一
3

一
/ 一 『 1

高 血 塵
『

『
8

一
/

一
1
一
4

1

紹 計 14 3 3 /
噛丁i了 一

8 1 25

以 上 昭和11年 及 ビ12年 二於 テ表 二現 ノ・レタ如

キ成績 テ得 タ ノデアル。

容疑見 童 ノ第一種 即 チ要治療要休養 ノ見童 中喀

疾 テ出 ス者 ノ・極 メテ少数 ニ シテ是等 中喀疾検査

二於 テ結核菌陽性 ナル者 モ亦i妙 イ
。第一種 テ除

キ第二種 二於 テノ・全部禮操 テ 中止 セ シムルモ

ノ、 「ラヂオ」禮操 ノ ミ許可 シタモ ノ等各個 々 ノ

見童 二就 テ ソ レゾ レ注意 シナガ ラ通學 セ シメ、

1ケ 月1同 、2ケ 月1同 、3ケ 月1回 、6ケ 月

1同 等 ノ間隔 ヲ置 イ テ 容疑見童 ノ経過 テ監察

シ、第 三種 二於 テノ・注 意 シナガラ普通健康見 ト

同様艦操 モ實施 セ シメ テ其 ノ経過 テ監察 シタ ノ

デ アル。其 ノ結果昭和11年 度肺 門腺結核 ニ シ
ロ

テ要注意 ナリシ者ガ昭和12年 度 二於 テ要監察

一ナ リシ1例 ヲ除 ケバ他ハ要休養 ナリシ者 ガ要

監察一、要監察ナ リシ者 ガ要注意 二、要注意ナ

リシ者ガ不要注意ニナリシ者 モ少 カラズ表 二示

ス如 キ良好 ナル経過 テ得 タ ノデアル
。

術 叉注 意 スベキハ小學校職員 中要治療、要休養

ナ ル者男訓導3、 女訓導1、 小使1テ 畿 見 シ是

等 ノ・何 レモ恐 ラク開放性結核 ト想像 サ レ喀疾検

査 テ命 ジターモ拘 ラズ唯1人 モ持参 シタ者 ガナ

カツタ。是等 ノ訓導 ニ ヨツテ指導 テ受 ケツ ・ア

ル見童等 ノ危瞼性 テ考 ヘル トキ吾等 バー層積極

的方法 テ講 ズル必要 アル コ トフ思 フノデ アル。

質 問

今 村 荒 男

聞 キ落 シタカモ知 レマセ ンガ學童 ノ登病 ノ・「ツ」

反癒 ノ如何 ナル者 二多 イデセウカ。

答

野 津 謙

陽性韓化見童 ヨリ登 見 セ ラレタル登病見童 ハ表

二示 ス如 クデ ア リマ スガ、 陽性見童 ヨ リノ登病

見 童ノ・非常 二稀 デア リマ ス。
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97.結 核 豫防事業 ノ諸分野 卜観察期間 ノ

取 り方 二就 テ

田澤 錬二(東 京市療養所)

既 二折 々本 會二於 テ部分的報 告 テ シタ問題 ノー

部 デ アリマ ス。

結核 豫防事業 ニハ諸種 ノ分野 ガア リマ スガ結局

ノ所 ノ・登病豫防 デア リマ ス、即 チソコデ喰1ヒ メ

レバ ヨ{ノ デア リマス、感染豫防 モ勿論重 要デ

アリマ スガ、 ソ レノ・登病 ノ危瞼 ノ多 イ濃厚感染

テ豫防 スル ガ目的 デア リマス、 詰 リ褒病豫防 ノ

前提 卜考 フベ キモ ノデア リマス、登病豫防 カ ラ

後 ニモ爾檜悪 阻止、死 亡阻止 ノ豫 防的治療 問題

ガ アリマ λガ之 ノ・治療 ノ部 ニナ リマス。

ソコデ嚢病豫防 ノ基礎 ノ・ト言 ヒマス ト、 ソレハ

健康診蜥 デア リマス、 ソレデ近年所 々 二健康診

断 勃興 ノ兆 ガ見 ラレマスルコ トハ誠 二喜 バ シイ

事 デア リマス カラ、 ソ ノ御参 考 ニモナ レバ幸 ヒ

ト考 へ労 く此 ノ報 告 ラナス ノデア リマス。

私 ガ健康診断 ノ必要 テ痛感 シタ動機 ハ健康 者 二

微熱 ノ多 イコ トテ見出 シタ事 二在 リマス、其後

微 熱 二就 テノ・、精瀞作用 二依 ル モ ノ、結核 未感

染 者 二褒 スルモ ノ等 モ多 イコ トテ見 マ シテ結核

診 漸上 ノ償値 ノ・意外 二少 イ ト考 ヘ ル ノデア リマ

スガ、 ソ レデモ結核症 二依 ツテ起 ツタ微熱 デァ

レバ看過 シテハナ ラナィ ノデ結 局微熱 アル人 ハ

ソノ微熱 ノ原 因就 中結核症 二就 キー慮 ノ精査 テ

要 スル トイフグ ケノ意 味 一考 ヘ マスガ、之 ガ健

康 診断唱道 ノ動機 トノ・ナ ツタ ノデア リマス。

抑 ≧健康診噺 トイフモ ノハ之 テ普及 サセル ニノ・

嚢 見 シタ患者 ヤ虚弱 者 ノ庭理方法 モ合 メテ考 ヘ

ネバナ リマセ ン、 ソレデナ イ ト徒 ラニ混齪 テ起

シタリk途=ノ ・健康診断 中止 テ倉会儀 ナクサ レタ リ

スルニ至 リマ ス。登 見 サ レタ者 ノ内病者 二就 テ

ノ、塵理 方法 ガキマ ツテ 居 リマスガ嚢病(又 ノ、再

嚢)豫 防 テ要 スル者 ノ庭理 二 就 テノ・マダ 方 法 ガ

定 ツテ居 リマ セ ン、之 二就 テ私 ガ先年選 ビマ シ

タモ ノハ、 一 ツノ・米國 ノ延命協 會 ノ定期健康診

査 ノ方法 デ、 之 テ慮 用 シテ 家庭醤 トシ又 ノ・健

康 相談所 トシテ外來 的 二始 末 シタリ.校 署、工

場醤等 ノ仕事 トシテ始末 シタ リスルコ トデ ァ リ

マ ス。他 ノー ツノ・入院施設 デア リマス。外國 二

多 クアリマスル 見童 ノ養護施 設 ヤ 醸 豫防 ノ

「コロニー」モ輸 入 スベキ デァル コ トノ・勿論 デ ア

リマスガ、筒一 ツノ新案 ノ・外 國 二多 ク アル見童

ノ養護學 校乃 至 「プ レベ ン トリウム」ノ仕事 テ我

邦 デノ・青少年大 人 二就 テ行 フコ トガ學術 的 ニモ

實際的 ニモ適切 グ ト考 ヘ タ事 デア リマ λ。是等

ノ趣 旨 二從 ツテ出來 タ研究機 關ノ・健康診 査普及

會(今 日 ノ日本延命協會)ト イフ小 サ イ會 ト成器

寮 「プレベ ン トリウム」トイフー部 ノ仕事 デ ア リ

マ シタガ、當時 カ ラ10年 間 モ タツタ ラバ世間

二行 ノ・レル ヤウニ ト言 ツテ指導 二努 ノテ來 マ シ

タ所、 丁度其 ノ時期 ニナ リマ シタ ノデ、之 ト公

立療養所等 二於 ケル所 見 トヲ綜合 シテ考ヘ テー

鷹此 ノ報告 テナスノデア リマス。

定期健康診査 ノ時期 ハ個人個人 二就 テ定 メマ ス

ガ大禮標準 ハ現在 ノ庭此表 ノ通 リニ シテ居 リマ

スo

此 ノ標準診査 時期 ノ・全 ク健康 ナ人 デモ1年 二1

同 ノ・診査 スル トイフ所 ガ米國 ノ延命協會 ノ式 二

依 ツタモ ノデア リマ シテ、 ソ レノ唱道 ノ爲 メ當

時誕 生 日健康診査、家族的健康診査、 團禮 的健

康診査等 ノ語 ラ用 ヒテ見 マ シタ.

又 診査 ト謂 フ言葉 ノ・必 ズ シモ毎 同診断 テ下 ス程

決定的 ノ結果 テ得 ヤ ウ トカ メル ノデノ・ナ クー雁i

診 テ置 ク トイフ意 味デ謂 ノ・・"一種 ノ観察 デ ア リ

マ ス、之 ハ又健 康診断 デハ診断 ノ決 定 二「時 間」

トイフー要素 ヲ重要覗 セ シメヤ ウ トイフ考 ヘデ

ア リマ ス、換言 ス レバ必 ズ シモー度 二診 断 テ決

メナ ク トモ、必要 ト思 バ レル期 間毎 二度 々診査

シテ其 上デ診断 テ極 メテ ヨイ トィフ ノデ アリマ

ス.其 必要 ハ ヤツテ見 レバ分 リマス
。

此 ノ定期健康診査 ノ・外來 デ行 ヒ叉補 助 トシテハ

通信 デモ行 フモ ノデ、 同時 二囁養 指導 モ行 フノ

デア リマ礼 夫等 二就 テハ色 々試験 モ シマ シ久

獲病豫防 ノタメ労 々観察 ノタメ ィー法 タル入院

施設 トシテ試 ミタ 青少年大 人 ノ「プレベ ン トリ

ウム」ハ種 々 ノ困難 デ苦 イ縄験 デ アツタ ト観察
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定 期 健 康 診 査 表

1.明 カナル結核症ノ既往症アルモ既二療養ヲ完成
シテ髄力相當 ノ仕事二復 シタル者

(a)肺(喉 頭)結 核、肋膜炎
(b)爾 他 ノ結核症

再 登 豫 防弓鉾綴 塩蜘}・ 同

∬.何 等 力活動性結核症二似タル徴候 アルモX線 爲

眞等二確 カナル攣牝 ナキ者(既感染者)
曇 病 豫 防診断決定マデ1グ 月1同

正 徽 麟 因(疾病、翻 纈 等)アノレ者 豪 病 懐'辱防
感染登病豫防

牛年叉・・毎學期1同

IV.燈 力 二比シテノ過勢 其他ノ登病動機アル者
登 病 豫 防
感染登病豫防牛年叉 ノ・毎學期1同

V.1-IVノ 無 キ普通 ノ健康者

(a)輕 微 ナル結核症 ノ既往症謹明セラル ・モ既二

多年健康二普通 ノ勤務 ヲナセル者(
b)未 ダ結核症二罹 リタルコトナキ者(未 感染者
既感染者)

饗 病 豫 防
感染登病豫防

一

1年1同

一 一一 噌一 一

VI.濃 厚感染地帯二在ル者(1-Vノ 健康歌態二從テ
差等ヲ要ス) 感染登病豫防轡 醸 欝 準}・回

1

サ レマ シタガ、外來 定期健康 診査 ノ・行ノ・レ易 イ

居事 デ アリマ シテ、 之 二依 ツテ本人 ノ肚 會的犠

牲 テ最 少限度 二止 メ得 ル多 ク ノ成績 ガ得 ラ レテ

居 リマス、此 ノ研究 ノ最初 カラノー一目的 ノ・健康

診査殊 二定期健康診査 ノ仕事 ガー般實地馨家 ノ

日常業務 ノー面 トシテ行 ハ レ、全國 ノ實地醤家

ガ基 テ「豫 防留學實 地」二蓋 シ得 ルヤウニ トイフ

っ トデアリマ シタガ、其希 望ノ・今 日ノ・一層 強 ク

ナ ツタ繹 デアリマス。

以 上ハ今 日ノ報 告 ノ要 旨 デア リマスガ、終 二此

ノ仕事 ノ意義 二就 テー一寸一言死 亡傘 ノ側 カ ラ読

明 シテ見マス。

我邦 ノ結 核死亡率 ラ現 在 ノ五分 ノー一以下即 チー一

割 何分 マデ(日 本 ノ結核死亡傘人 口10000封20

二陰 レタル結核死 亡 ノ推測数 ラ加 ヘテ之 ヲ米
、

掲等 ノ死亡卒 二 比 スル モ、 又ノ・前記20ヲ 以 テ

米國 ノz亘 三ガム ノ三余 ノ傘 二比 スルモ)減

ズル コ トノ・今 日 ノ馨學知識 ノ慮 用 二依 ツテ出來
ノ

ルコ トデ之 ガ今 日ノ日本 ノ結核豫防 ノ目標 デア

ル筈 デ問題ノ・如何ナル努力二依 ツテ ドノ位 ノ期

間デソレガ實現 サ レルカ トィフ事 デアリマス

ガ、前記 ノ如 ク健康診査 ノ働行 二依 ツテ獲見サ

レタ患者ガ圭 トシテ入院 シ、其他普通 ノ結核患

者 モ入院 スル トイフ東京市内ノ某病院 二於 テハ

昨年11月 末迄 ノ開院以來9ケ 年間 ノ縮死亡李

ノ・12%デ アリマス、之ハ偶然ニモ公立療養所 ノ

60%二 比 シテ五分 ノーニナツテ居 リマス、此結

果 ノ比較検討ノ・別 ノ機會二譲ルコト・シ、今日

ハ健康診断二依 ツテ登見サ レタ患者ハ経過 ガ多

クハ昨年 モ述べマ シタ如ク良好 デアル事 テ述べ

ソレト外來定期健康診査及指導 ノ成績 ノ良好ナ

ルコ ト其他 ノ縄験 テ合セ考ヘテ次 ノ如キ假定推

測 テ述 ブルニ止メテオキマス、即チ今年健康診

噺二依 ツテ結核病竈 ノ國勢調査 ガ行ノ・レ、今後

ノ患者ノ・大部分年 々ノ健康診断褒見患者 ノミト

ナリ自然畿病 ノ患者ノ・極 メテ少 クナツタトシマ

スレバ、患者虚弱者 ノ塵理方法及其他諸種 ノ豫

防事業ガ相當 二能 ク行ノ・ルレバ我邦 ノ結核死亡

傘ノ・撒年 一 シテ前記 ノ目標 二近 イ所 マデ減 ズル

トイフ推定デアリマス、現在ノ患者中死亡スル

者ノ・大部分撒年 内二死 ンデ了フカ ラデ ア リマ

ス、國家杜會 ノ各方面二封 シ豫防事業 ノ完備促

進 テ希望 スルノ絵 リ、 コレテ今 日ノ報告 ノ附言

トシマス。

質 問

楢 林 兵 三 郎

健康者二微熱 ラ有 スル者 アリト云 フ字義 二關 シ

疑問アリ、又先 日「ラヂオ」御途放 ノ月経前』褒

スル微熱 ラモ生理的 ト認メ得ズ。

質 問

安 川 繁 藏

1.月 経時 ノ微熱、慢性腎孟炎アル婦人ハ月経

中微熱ラ有 シ慢性者ハ月経前二微熱 ラ登 スル ト
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云 フ事實 テ認 メ子居 リマ スガ如何。

2・ 吾 々ハ眞 ノ健康者 デナク シテT.B.性 健 康

者 ト考 ヘマ スガ此際微熱 ハ如何 二取扱 フベ キカ

ガ問題 トナ リマ ス。

答

田 澤

(楢 林君 二封 シテ)御 論 ノ・臨抹家 トシテ御尤 モナ

言 デ ア リマ ス。私 ガ微熱 ト申 シマ シタ ノノ・Sub-

febrile亀Temperaturノ 意 味 デ言 ツテ居 ル ノデ

ア リマ ス(或 ハ亜熱 トデモ繹シタ方 ガ正 シイカモ

知 レマセ ンガ)。 最初 二之 ガ健康 者 二 多 イ事 ヲ

褒 見 シテ非常 二驚 イテ健 康診断 ノ 必要 ヲ痛感

シ、コ ンナ研究的 仕事 テ始 メタ ノデア リマスガ、

其後健康 訟断 二依 ツテ調 ベル ト見 童ニモ青年 ニ

モ非常 二多 イ ノデ今 日申上 ゲタヤ ウナ結論 ニナ

リマ シタ。併 シ…面 ニノ・其 ノ微熱所 有者 ガ多 イ

タメニ此微熱 ハ生理的 グ トイフ詮 モ出 テ來 マ シ

タ ノデ、 私 ハ生理的 トイフ前 ニノ・鹸 程調査 シナ

クテノ・イケナ イ、 第一検査 法 二於 テモ十分安静

ニ シテオ イテ検 スベ キ ノラ運動 ヤ精紳 興奮 ノ後

二直 二學校 デ検 スル トイフヤウデノ・イカナ イ
、

帥 チ先人 ノ定 メタ如 クー定 ノ日数 自宅 デ盗度表

テ作 ラセネバ ナ ラナィ、斯 ク シテ検討 ノ足 リナ

イ中一早 目一生理的 トイフ方 ヘ キメナイヤウニ

トイフ意味 デ結核診断 ノ上 デノ・ヤノ・リー慮 ノ精

査 ラ必要 トスル ト思 フ ノデア リマ ス、 ソ レデ私

ガ初 メニ健康 者 ト謂 ツタ意 味ハ無論生理的 トイ

フ程 ノ意味 デノ・ナ ク普通健康者 トシテ我 々 ガ臨

休 上デ他 二何 モ病氣 ノ認 メラ レナイモ ノ トィフ

意味 デ言 ツタ ノデ アリマ ス。

月経 前熱 モ健康者 ニモ出 ル トイフコ トハ外國 ノ

臨 休家 モ言 ツテ居 ル所 デ アルガ我 々モ亦 サウ認

メテ居 リマス。併 シ結核患者 ノ膿温 ガ次第 二下

ツテ來 テ最後 二前熱 グ ケ残 ツテ居 ル者 ナ ドテ見

マ ス ト前熱 ニノ・臨休家 トシテハ勿論十分 注意 テ

要 シマスガ月経 中又 ノ・月経後 二上 ル者 ガ危瞼 ト

思 ハル ・一比 シテノ・前熱 ハ健康 者 ニモ アルコ ト

デ アル カラー 々皆心配 シナ イデ先 ヅ精査 ス レバ

ヨイ トイフ考 ヘデ ア リマ ス。

答

田 澤

(安川君 二封 シテ/微 熱 ノ出ル病 氣 ハ耳鼻科 ニモ

婦人科 ニモア リ又内科 領域 ノ他病 三モ ア リ・例

ヘ バ盲腸 炎 ナ ドニモアツテ多撒 ニ アリマスカラ

腎孟 炎 ノ場合等 ニモ無論 ア リマセウ。之等 ノ・結

核性 トイフデノ・ナ イガ、又之等 ノ病 氣 ノ謹明 サ

レナイ時 二於 テモ ソレテ皆結核性 トノ・云 ヘマ セ

ン。併 シ結核性 デナ ィカ ト精査 シテ見 ル コ トハ

勿論非常 二必要 デア リマ ス。

98.結 核 ノ化學治療法的研究 二關 スル知

見補遺(績 報)

羅 提慧(東 京高等薗科醤學校)
宮 田 眞雄(乙 卯研究所)

余 等ノ慨 二Biscoclaurin系Alkaloid中Dau-

ricin,Berbamin,Tetrandrin,Isotetrandrin,

Oxyacanthin,Trilobin,Isotrilobin,Menisa。

pin,Cepharanthin,Insularin等 ノ諸物質 ノ・天

竺鼠 ノ實験的結核 二封 シテ夫 々 アル程度 二結核

形成阻止作用 アル事實 テ屡 ㌃報 告 セ リ。而 シテ

是等 ノ物質 ノ化學構造 ラ考察 スルニ何 レモ ソノ

酸化成績 膿 トシテ共通 ノMethoxy-diphenyl乞t-

her-dicarbonsEureヲ 柿 捉 スル事 ラ得 ルモ ノニ

シテ又 ソノ共通 性 トシテ2個 乃 至3個 ノ橋歌酸

素 テ有 シ、 ソノ結合形式 ノ・Trilobin,Isotrilo-

bin,Menisarin等 二於 テノ・何 レモDiphenyl-

endioxyd核 ヲ基核 トシテ形 成 サ レ、又是等物質

ノ結核形 成阻止作用 ノ本態 二就 テモ此 ノ核 ガー

部 ノ役 割 ヲ演 ズル モ ノナル コ トラ明 カニセ リ。

次 デ此 ノDiphenylendioxyd核 テ 基核 トシテ

天然 二産 スル物質 ノ作用 ニー致 スル物 質 テ合成

セ ン ト企 テ先 ヅ、R。Aminoalkyl-amino-diphe-

nylendioxyd等 テ中心 ニ シテ合成 サ レタル数種

ノ物質及 ピ之 二類似 セル化合物 二就 テ ソノ作用

ヲ見 タルニ之 ラ認 メ、a-oxy一 β・piperidylEthyl-

diphenylendioxyd及 ビ ソ ノ類似化合物 二就 テ

實験 セル結果Diphenylendioxyd核 ヲ有 スルモ

ノニ於 テ強力 ニ ソノ作用 テ認 メ タル コ トラ報告

セ リ。
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今 回 ノ報 告 二 於 テ ノ・更 二 α一〇xy一β一piperidylal-

kyl-diphenylendioxydi類 及 ビ α一〇xy一β一piperi-

dyl5thylphenoxthin,及 ビa-oxy・ β一piperidy1-

5thyl-thianthren系 ノ物 質 二 就 テ 検 索 セ ル 結 果

テ 報 告 セ ン トス ル モ ノ ナ リ。 是 等 物 質 ノ化 學 的

性 質 二 就 テ ノ・ 日本 藥 學 會 総 會(4月10日)二 於

テ 演 者 ノー 人 高 田 ニ ヨ リ テ報 告 ス ル 豫 定 ナ リ。

實 験

1.供 試 物 質

1)2,6-Di-(β 一piperidylacetyl)-diphenylen-

dioxyd

2)2,6-Di-(α 。oxy一β一piperidy15thyl)・diphe。

nylendioxyd,

3)2,6-Dimethy1-3,7。di-(β 一piperidy1-ace-

tyl-)diphenylendioxyd,

4♪2,6-Dimethy1-3,7-di-(a-oxy一 β一piperidyl-

5thyl)-diphenylendioxyd,

5)2,6・Di-(β 一piperidy1-propionyl)-diphe-

nylendioxyd,

6)2,6-Di-(a-oxy一 β一piperidyl-propyl)-dip-

henylendioxyd,

7)2,6・Di-(γ 一piperidy1-propiony1)-diphen-

ylendioxyd,

8)3,6-Di-(β 一piperidyl。acetyl)-phenoxthin,

9)3,6-Di-(α 一〇xy一β一piperidyl一 乞thylノーphen-

oxthin,

10)2,6-Di-(β 一piperidyl。acetyl)-thianthren,

11)2,6-Di-(α 一〇xy。β一piperidyl-Sthyl)-thia-

nthren

動 物 實 験 ニ ノ・何 レ モ 是 等 ノ盤 酸 盟 水 溶 液 テ使 用

セ リ。 即 チ1ヨ リ7マ デ ノ・Diphenylendioxyd

テ基 核 ト シ テ合 成 サ レ タ ル モ ノ ニ シ テ、1及2

ニ ノ・既 二 結 核 形 成 阻 止 作 用 ア ル モ ノ ト シ テ登 表

セ ル ト コ ロ ナ ル ガ3乃 至7ノ ・前 二 報 告 セ ル1及

2二 於 ケ ル 側 鎖 ノ 炭 素 テ 更 二 檜 加 セ ル モ ノナ

リ.8,9,ノ ・Diphenylendioxyd核 二於 ケ ル2

個 ノ0原 子 ノ 中1個 ラS原 子 テ 以 テ 換 ヘ タ ル 如

キ構 造 テ 有 ス ル モ ノニ シ テ又10,11ノ 、Diphe-

nylendioxyd核 二於 ケ ル2個 ノ0原 子 テ2個 ト

モS原 子 テ以 テ換ヘ タル構造 ヲ有 スルPhenox-

thin及Thianthren誘 導 艦 ナ リ。

2・ 供試菌株 及 ピ實験 動物

強毒人型結核 菌Frankfurt株 ノGlycerin-bou-

illon培 養16日 乃 至20日 ノモ ノラ 用 ヒ、可及

的幼弱 ナル部分 テ探 リ、濾紙 ニテ充分水分 テ除

去 シ、璃磯 ノ乳 鉢 内ニテ 食盤 水 テ用 ヒテ0.5CA

中 二所要 ノ菌 量即 チ10分 ノ1彪 ヲ 含有 スル如

クニ菌俘游液 テ作 リ之 テ各動物 二接種 セ リ。

實験動物 ノ・300瓦 前 後 ノ雄性 ノ天竺 鼠 テ 使 用

シ、各物質 二就 テ各10頭 宛 ノ動物 ラ 用 ヒ、菌

浮 游液 ハ右側 ノ腹壁 ノ皮 下 二接種 シ、 目的 ノ物

質 ノ・背部 ノ皮下 二 注射 セ リ。各實験 二於 テ10

頭 ノ封 照ヲ同檬 ナル條件 ノモ トニ於 テ之 テ飼育

観察 セ リ。

物質 ノ注射 ノ・菌接 種 ノ翌 日ヨ リ之 テ初 メ1週2

同 宛、可及 的大 量 ラ與 ヘ タ リ。而 シテ實験期 間

ノ・天竺鼠 ノ實験 的結核 二於 テ罹 患歌態 ノ最高 二

達 スル ト思 ノ・ル ・時期即 チ、10週 間 ト定 メ、 ソ

ノ間絶 エズ動物 ノ健 康状態 テ観察 シテ、若 シ食

慾不振及 ビ禮重減 少等 ノ不 健康歌態 ノ徴候 ラ示

セル場合 ニノ・ソノ恢 復 ラ待 ツテ次 同 ノ注射 ヲ施

行 セ リ。

成績 ノ判定 ノ・實験開始後10週 日目二封照群拉

二實験群 テ同時 二Ather麻 酔 テ用 ヒテ 殺 シ、

可及 的早 ク解剖 シテ先 ヅ肉眼的 二観察 シテ ソ ノ

結 果 テ記載 シ直 二Formalin二 固 定 シテ顯微鏡

標 本 ラ作成 セ リ。

動物 ノ解剖 二當 リテノ・菌接種 局所 ノ潰瘍状態 テ

観 察 シ次 デ諸種淋 巴腺 ノ結核罹 患歌態 テ検索

シ、脾.肝 、肺、腎臓 ラ夫 々取 リ出 シ結核結節

ノ数及 ピ重量 テ記載 セ リ。

3.實 験 成績

Diphenylendioxyd核 ラ中心 トシテ封 象的 二2

個 ノ側鎖 テ有 スル物質 ニ シテ2二 於 テソノ作 用

最 モ張 久3、4、5、6二 於 テ却 ツテ結核形成 ラ促

進 スル傾 向 テ有 スルノ・-CH3基 ノ 播 入檜加及

ソノ側鎖 ノ炭 素 ノ檜加 二磨 ジテ物質 ノ不安定度

ラ檜大 スル ニヨル モ ノ・如 ク考 察サ ル。8、9、10、



第5號 】 総 會 演 訊 要 旨 733

11ノ ・上記合成物 質 ノDiphenylendioxyd核 ノ

0原 子 テS原 子 一 テ換 ヘ タル構造 テ有 スルモ ノ

ニ シテ化學 的見地 ヨリ シテ
、0原 子 ノ・S原 子 ト

ノ、密接 ナル類 似性 テ有 スモ ノナル タメ』
、此 ノ

實験 テ行 ヒタルー、果 シテO原 子 テ有 スル物 質

ト類似 ノ作用;有 スル モSテ 含有 スル モ ノノ・毒

性 テ檜 加 シ治療 的{質値 ノ・Diphenylendioxydテ

中 心 二合成 サ レタル モ ノー比 シテ ソノ償値劣 ル

モ ノ ・如 シ。 只今 日マ デノ文献 二結核 ノ化學的

治 療法 トシテS含 有 ノ物質多 々 アル事實 二鑑 ミ

興味 アル現象 ナ リ。

尚如斯合成 サ レタル物質 ノ結核形成阻止作用 ノ

最 モ張 キモ ノト錐 モCepharanthin,Isotetra-

ndrin等 ノ天然 二産 スル物 質 ノ作 用 ニノ・遠 ク及

バズ。又是等物質 ノ結核 菌 二封 スル試験 管内嚢

育 阻止作用 ト生膿 内 ノ結核形成阻 止作用 トラ比

較 スルニ關係極 メテ砂 シ。

質問及討論

今 村 荒 男

實 験 方法 二於 テ菌 感染後 化學物 質 ノ注射 テ初 メ

ラル ・期 間ハ如何 デ スヵ。

試 験管 内 一テ数果 ナキモ ノガ鐙 内 デ敷 果 アル ト

ノ事 デスガ此 ノ読 明ハ イカガデスカ。「スラ イ ド

セル・カル チュア」 ニ テ敷果 アル モ ノガ禮 内 ニテ

敷果 アル事 ノ・興味 ガ アル ト考 ヘマ ス。天笠鼠 ト

云 ノ・ズ「モル モット」ト云 ツテ 差支 ナ イ ト思 ヒマ

ス、緒 方博 士 ノ御 意見 モ アルヤウデ スガ…般 二

使 用 サ レテヰルモ ノラ攣更 スル必要 モナ イト思
9

ヒ ・マ スo

答

長 谷 川 秀 治

本 日オ目一カ ケマ シタ實験 ハ菌接種翌 日ヨ リ物

質 テ注射 イタシマ シタガ、Cepharanthin二 就

テノ・既 二登 表 イ タシマ シタ如 久3週 間 目、5

週 間 目ヨ リ物 質 テ注射 イタ シマ シタ結果 ラ出 シ

テテ リマ スガ、 ヤノ・リ強 ク結核 ノ形成 テ阻 止 イ

タ シテテ リマ ス。

2.invitroトslidecellculture及invivo

ト三 者 ノ作用 テ比較 シマ シタコ トノ・既 二昨年 ノ

本 學 會 ニ テ 、 報 告 イ タ シマ シ 久 即invitro

トinvivoト ノ間 ニ ノ・殆 ン ド拉 行 關 係 ノ・ア リ マ

セ ン ガSc.c.ノ ・甚 ダ 面 白 ク 、invivoニ テ作 用

ア ル モ ノノ・S.c.c.ニ テ 作 用 ア ル モ ノ ・中 二 存 シ

マ ス(拉 行 デ ノ・ア リ マ セ ン ガ)。

3.「 モ ル こット」テ天 竺 鼠 ト 申 シ ア ゲ マ シ タ ガ

ソ ノ命 名 法 二 關 シテ ノ・將 來 皆 様 ノ御 教 導 二從 ツ

テ成 ル ベ ク ソ ノ 日 本 語 ナ ー 定 シ タ イ モ ノ ト思 ヒ

マ ス0

99.「 チ モフォーゲ ン」ノ肺結 核 二 及 ボス

作用 ノ實験的研究(「チモ」ワ 氣管内

注入療法 二就 テ》

小原啓 三郎(北 大有馬内科)

「チモフ
ォーゲ ン」ガ結核 二用 ヰ ラル ・場合 ニハ

主 トシテ血管 内二注射 セ ラレ血液 二依 リテ肺臓

二達 シ此塵 二於 テ分 解 シ結核 菌殺菌 作用 ラ登現

スルモ ノ ト考 ヘ ラル。 然 シ乍 ラ血流 内二於 テハ

相 當強 ク稀繹 セラル ・ガ故 二之 テ氣 管 内二注 入

シテ病竈 二直接作用 セ シムル時 ノ・、 ヨリ有数 二

作用 スル ニ非 ザル ヤ ト考 へ本實験 テ行 ピタ リ。

實験 ニノ・雄性家 兎 ラ選 ピ結核感染 ニノ・人型菌 テ

右肺 内直接注 入 ノ方法 テ以 テセ リ。菌量 テ0.3

mg(第1實 験)、0.1mg(第2實 験)、1.Omg(第

3實 験)、0.01mg(第4實 験)ノ4種 トシ、接 種

後 「チモ」4%又 ノ、0.4%溶 液 テ4日 又 ノ、7日 侮

二氣 管内 ヨリ右肺 二注 入 ス
。40日(第1實 験)、

20日(第2實 験)、70日(第3及 第4實 験)等 二

屠 殺観察 セ リ。

以 上4實 験 ノ試験群 ト封照群 トテ肉眼的及 ピ顯

微鏡的 二観察 シ之 テ綜 合 スルニ、

第1及 第2實 験 二於 テハ試 験群 ノ・封照群 二比 シ

テ肉眼的 ニモ結核病慶 著 シク少 ク
、 又顯 微鏡的

一モ病竈 ノ乾酪 性攣 化 ノ程度 ノ・輕度 ニ シテ結核

菌撒 モ少 シ。

第3及 第4實 験 二於 テノ・共 二肉眼的 ニノ・甚 ダ シ

キ差 テ認 メ得ザ ルモ、顯 微鏡的 二之 テ観察 スル

時ノ・病竈 二於 ケル乾酪 性攣 化 ノ程度 及 ビ結核 菌

数 ニノ・相當 ノ差 アルテ認 メ タリ。

以 上 ノ實験 ニョ リ試験群 ノ・封 照群 二比 シテ結核
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罹患度一般 二僅少ナルテ認 ムルモ、殊 二中等量

(0.1mg及0.3mg)ノ 菌量 テ以 テ感染 サセ4%

ノ溶液 テ注入 シタル實験 二於 テ最モ著明ナリキ。

今氣管 ヨリ注入 セラレタル「チモフナーグン」溶

液ノ・肺臓 二達 シ此虜 二於 テ鮎川博士ガ提唱 セラ

レタルガ如ク肺臓燐酸酵素ニヨリテ分解 セラレ

4-Chlorthymolテ 遊離 シ結核菌 二封 シテ殺菌作

用 テ獲現 シ以テ結核 二封 シ阻止的乃至治癒的二

作用 スルモノナラント思惟スルモ、本剤ノ・水溶

液 トシテ用ヰルモ粘膜 ラ刺戟 スルガ故 二此儘人

間 ノ場合三治療法 トシテ實行出來ルヤ否 ヤ疑問

トスル庭 ニシテ、今後筒種々研究 テ績行 スル所

存ナリ。

100.肝 臓 「ヴィタ三ン」B群 ノ肺結核患者

二於ケル實験的観察鼓二之ガ作業能

力二及ポセル影響二就テ

石 井 磨

私 ノ結核患者二用 ヰタV.B群 ハ理化學研究所

鈴木梅太郎博士研究室 ノ中原博士、犬飼學士等

二依 ツテ肝臓 カラ分離抽出サレ動物實験 デ其力

慣 テ確定サレタモノデ、石井ノ・理研二於 ケル研究

者 ノ示唆 テ得テ之テ育見院牧容見童 二試 ミタガ

特 二見ルベキ成績 テ得 ナヵツタ。夫ノ・本育見院

ノ食餌ガー般 ノ標準食 トシテ見テモ遜色ナキモ

ノデ之二依 ツテ得 タ榮養 ハ差 シテ鋏陥 アル ト思

ノ・レナカツタ。乍併實験見童ハ封照見童二比 シ

テ幾分禮位 ノ向上 テ認ムルコトガ出來 タ。

私ノ・之 テ敷術 シテ更二結核患者二磨用 シ榮養及

症状 二封 スル實験的蚊二同患者 ノ作業状況二及

ボ セル影響如何 テ観察 シテ弦二報告セントスル

モノテアル。

私 ノ實験 シタ患者ノ・僅々10名 二過 ギナfガ 之

ラ約 シテ言 フナラバ全身高度 ノ貧血4名 、輕度

ノ貧血1名 、顔面蒼 白色5名 、實験當初微熱一

中等以上ノ熱褒者殆 ド全部、脚氣檬症状 テ呈 セ

:驚 繰1萸灘驚 鷺契議
デノ・アルガ20日前後デ食思 ラ喚起 シ膿温(登熱)

多 クハ下降 シ胃腸症状緩解 ス、帥チ腹部膨満不

快感及折 々起 ル腹痛 又下痢等 ノ症歌 ハ何 レモ同

ジ檬 二退 キ食慾振 ヒ紳氣爽 快、禮力 壇進、 必 ズ

ヤ治疹 スベ キモ ノ トノ自信念慮 テ起 サ シメ、而

シテ多 クハ4ケ 月 内外 デ歩行蓮動 ラ 替 ミ5--7

ケ月 テ輕 易 ナ作業 二就 イタガ良経過 二誘 ハ レテ

急 二作業 時間 テ高 メ或 ノ・遠距離 ノ徒 歩運動 テ行

ツテ熱獲 テ來 シタ者 モ アツタガ安 静 ラ守 ツテ幾

何 モナ ク落付 ラ見 セル様 ニナツタ。併 シ内1名

ノ・極 メテ重 症 デ豫後 モ悪 シクマ ン トウ陰性 ガフ

キー9號2、4週 位 カ ト思 ノ・レタモ ノガ6ケ 月

後 二死 亡 シタ.

1.「 レ」線像 ハ概 シテ陰影 ノ吸牧若 クノ・増殖型

二又ノ・硬化 型 二移 行 スル。

2.膿 重ハ同量 テ維持 シテ居 ル者4名 、檜 量 シ

タ者5名 デ計12名 テ増 シテヰル。

3.赤 血球 沈降速度 ノ・V.B群 服用 開始 時被験

者沈降速度計156mm1名 平 均17.3mm昨12年

12月 検 査 デノ・被 験者計65mm1名 卒 均7.2mm

ト云 フ緩 徐 タル撒字 ラ示 スニ至 ツ タ。

4.血 球及血色素 ノ・11年 末 ノ検査 二比 シ12年

12月 デ ノ・赤 血球56.149。 白血球225テ 増 シ血

色素 ノ・3%テ 色素指撒 ハ0.04テ 減 ジタガ大膿

二於 テ佳 良 ノ成績 ト云 ハ ネバナ ラヌ。

5.最 近 二於 ケル臨躰 的所 見、患者一般 二良好

ノ経 過 テ辿 リ他畳的 ニ ノ・患部 ノ抵抗、呼氣延

長、 又ハ呼吸音弱乃 至ノ・鋭利 、粗 烈等 ヲ謹 スル

ニ過 ギナ イ。

6.患 者 ノ作業歌態 、早 キノ・一昨11年3月 一6;

月 、遅 キノ・同年9月 一10月 頃 カ ラ作業 二服 シ今

日二及 ンデ居 ル。而 シテ患者 ノ輕作業 トシテ1

-2坪 ノ室 内清掃、重作業 ノ・園藝部 ノ鍬 、鎌、

鋤等 テ使用及 「リヤー カー」デ ノ土 砂 ノ蓮搬 、叉

養難部 デノ・飼育 材料 ノ調製 二10-15kgノ 食 餌

材料 テ箱 中 デ「シle・N"ル」ニテ混和 ラ 圖 リ或 ハ10

㎏ 以 上 ノ難卵籠 ラ抱 ヘ テ動作 スル如 キ共 二相當

勢力 テ要 スル モノデ結核患者 トシテ ノ動作到底

普通人 ニノ・想像 シ能 ノ・ザル勢務 二就 イテヰル。

其他配膳 二室 内清掃 二庭掃除 二電機器 具 ノ修理

等 二2-3時 間 又 ハ6-8時 間働 イテ居 ル。
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以 上 ノ事實 テ観察 シ之 ヲ考藪 スル トキ假令少薮

ノ例 デノ・アルガ其大多薮 二於 テ如斯成績 テ暴 ゲ

得 タ所 以 ノモ ノ・・蓋 シ膣質 ヤ症状 ノ如何 モ與 カ

ル コ トノ吻 論 ナルベ キモ要 スルニ實験 二供 シタ

肝臓V.B群 ノ数果 二依 ルモ ノ ト言 フテ偉 ラナ

f、 夫 ガ恐 ラク本V.B群 ガ濃厚歌態 デ而 モ吸

牧 シ易 ク且 堅 ク酸 性土 類 二吸薯 シテ居テ 日光 ヤ

室 中酸 素 ノ影響 ヲ受 クル コ ト少 ナ ク即 チ分 解 シ

難 キ安定状態 二保有 サ レテテルモ ノデノ・ナ イカ

ト考 ヘ ラ レル。 而 シテ本實験 ハ結核 患者 二於 ケ

ル榮養改善 ノ重黙拉 二結核療 法 二好 筒 ノ示唆 テ

與 フルモ ノタル コ トラ信 ゼ ントスル。

因 二言 フ本 「ヴィタ ミン」實験 開始ノ・昭和10年10

月 及 翌12年2月 カ ラデ、又木實験 二 當 ツテハ

他藥 剤 ノ影響 テ慮 リ其使 用 テ止 メテ オイタ.

101.結 核 ノ豫 防 卜治療 「ペル オキ シダー

ゼ」刀 藤用 二就 テ

・ 山 内 保

結核 ノ豫防及 ピ治i療ノ・殊 二至難 ナル事業 デア リ

マス。吾人 ノ・即 チ組織 内 二於 ケル酸化工作 ラ最

高度 ニナ曾強 スル事 ニ ヨ リテ ソノ組織 内二寄生 ス

ル結核 菌 テ酸化撲誠 セ ン トスル方策 テ以 テ其 ノ

豫 防及 ビ治療 二適 慮 シタノデ アリマ ス。

而 シテ其 ノ實験 上及 ピ臨休上 ノ關係 二就 キマ シ

テノ・既 二数 同 二亙 リ署海時報紙上 二於 テ登表致

シマ シタ、 マ タ今 日弦 二諸君 ノ前 二再 ビソノ業

績 二關 シテ御 報告 申上 グル機 會ヲ御 許 シ下 サ レ

タ事 ヲ深 ク諸 君 二感謝致 シマス。

借 テ組織 内 二於 ケル酸化工作 テ最高度 二檜 強致

シマ ス爲 二吾人 ノ・最 モ 張力 ナル 金属 「ペル オキ

シダーゼ」テ用 フル ノデ アリマス。

最 モ張力 ナ ル 金厩 「ペル オキ シグー ゼ」ノ、即 チ

「パ ラヂ ウム=ペ ル オキ シグー ゼ」デ アリマス
。コ

レニ次 ギテ、 マ タ殆 ンドソ ノカ テ同 ジク シテ強

力 ナル金属 「ペルオキ ドー ル」ハ 即 チ 白金「ペル

オキ シダー ぜ」デ アリマス。而 シテ コノニ ツ ノ

金屑ノ・組織 内二沈著 シテ金屡 自身 ニノ・何等 ノ慶

化 テ起 サズ、 マ タ、 ソ ノ周園 ノ組織 ニモ何等 ノ

刺戟 危害 ラ與 ヘズ、永 ク組織 内二沈著 シテ其 ノ

張力 ナル「ペルオキ シダー ゼ」性能 ラ褒揮 シ組織

内 二於 ケル酸化工作 テ最高度 二」曾強 シテ ソノ組

織 内二寄生 スル頑強 ナル結核菌 テ酸化 分解 シ去

ルモ ノデアリマ ス。

弦 二最 モ注 意 スベ キ貼 ハ金属 ノ組織 内浸透 性 デ

アリマ ス。 「パラヂ ム」及 白金 ノ・他 ノ多 ク ノ金屡

卜異 リ、 ヨク拶 組織 内二及 ビ肺組織 内一、 シカ

モ大 量 二浸 透沈著 シテ ソノ組織 内二於 ケル酸化

工作 テ最高 度 二壇 強 スル モ ノデ アリマ ス。

第 ニ ニ注意 スベ キ黙 ノ・「パ ラヂ ウム」及 ビ「白金 」

ノ組織 内浸透性 ガマ タ同一 デノ・ナイ事 デ ア リマ

ノ・o

例 ヘバ、表皮細胞組織 内 二於 テノ・「パ ラヂ ウム」

ノ方 ガ遙 カー「白金」二比 シテ多量 二浸透沈著 ス

ル事 デ アリマ λ。 コノ理由 デ吾人 ノ・實用 上 二於

キマ シテノ、コノ雨種類 ノ金属 「ペル オキ シダー

ゼ」 ノ等分 混合液 テ用 フル コ トラ便利 ト致 シマ

λ。昔 ヨリ多 ク ノ金屡 ガ治療 上 二用 ヒラ レテテ

リマスガ皆 ソノ接媒 性能 ガ「バ ラヂ ウム」及 ビ「白
の

金」ト比較 シテ遙 ヵ二 微弱 ニ シテ ソ ノ治療 上 ノ

数果 モ甚 ダ少 イモ ノデ ア リマス。

例 ヘバ金Aurumノ ・1905年 佛 國 モンペ リエ大

學 ノクレスチェン教授 ガ示申経 中櫃徽 毒 ノ治 療 二

用 ヒタル コ トテ登表 サ レマ シ久1935年 二至 リ

テバ スチニZk研 究所 ノ レバヂ チー氏 ガ金 ノ徽 毒

治療 二關 シテ研究 シ金 ノ磯組織及 ビ肺組織其他

ノ組織 内二於 ケル沈著量 ヲ分析登表 サ レマ シタ

(コ ノ表 ノ・御 参考 トシテ 諸君 ノ御手元 二差 上ゲ

テオキマ シタ)。 然 シナ ガラ 金 ノ接媒性能 ガ微

弱 ニ シテ即 チ蒼 鉛 ノ約8分 ノ1、1バ ラヂウム」

ノ約8分 ノ1ノ 弱 サデ アリマ シテ ソノ治療 」ゾ

数果 モ比較的弱 キモ ノデ アリマ ス。

標 本一標 本 二示 ス如 ク「パ ラヂ ウム」、 「白金 」ガ

沈著 シテテル組織 内 二於 テノ・決 シテ結核菌 ・犠

育致 シマセヌ、 マ タ結核菌 ノ寄 生 スル組織 内 二

「パ ラヂ ウム」
、「白金」、「ペル オキ シダー ゼ」ラ沈

著 セ シム レバ忽 チニ シテ皆酸 化分解 清滅 シ去 ル
コ　り　

モ ノァ ア リ マ ス
o

コレテ要 スルヘ コノ現象 ノ・臨 休上 二於 テモ
、
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マ タ動 物試験 』於 テモ全然 同一 デ ア リマ ス。

臨休上 二於 テハ撒年來 、東 京市委託病院 テ設 ケ

實 二撒千 ノ病例 二就 テ實験 シテテ リマ スガ ソノ

業績 ノ・誠 二良好 デアリマ シテ 日々多 ク ノ全治退

院 ノ例 テ見ル ニ至 リマ シタ。

其 ノ治療 上 ノ結果 ヲ縮括 シテ申 シ上 ゲマ ス ト、

1.肺 組織 ノ病憂 バー般豫後 二影 響 スル所、最

モ重大 ナル モ ノデア リマ シテ肺組織 ガアマ リニ

破壌 サ レテテラヌ場合 二於 テノ・其 ノ恢復 ハ誠 二

容 易 デア リマス。例 ヘバ喉頭結核、腸結核 ノ如

キノ・實 二撒 同 ノ注射 ニ シテ其 ノ症歌必 ズ消解 去

ル モノデア リマス。

1.腎 臓結核 二於 テノ、ソノ金属 「ペル オキ シダ

ーぜ」ノ腎臓組織 内二沈著 スル 分量 ガ 非常 二大

量 デ アル タメニ其 ノ病勢 ガ可 ナ リ進 ンデ雨側 ノ

腎臓 ノ侵 サ レテテル揚合 トイへ實 二其 ノ数果良

好 ニ シテ恢 復 スル 事 ヲ常 トスルモ ノデ ア リマ

ス0

1.マ タ淋巴腺結核 二於 テノ・其 ノ淋 巴腺實質 内

二直接注射 スル事 ニ ヨリー般 二短 キ間 二消解全

治致 シマ スモ ノデ ア リマ ス。

恢復病例 二就 テノ・詳細御報告 申上 グル事 一ナ ツ

テラ リマス。

結 論

吾人 ハ組織 内二於 ケル酸化工作 男曾強 スル方策

ラ以 テ結核 ノ豫防及 ビ治療 ノ上 二、 マ タ延 イテ

ノ・廣 ク免疫學上 ニモー新路 ヲ拓 カ ン トシテ研究

努力 シテ テル モノデア リマ ス。

102.肺 結 核 ノ日光療法

董簾 麟)
正木ノ・昭和12年4月 第15同 日本結核病學會線

會 二於 テ、結核 ノ高山療法 ト題 シ宿題報告 ヲ行

ツタ。其際余等 ノ結核治療 二從事 シテ居ル富士

見高原 ノ氣候 二就 イテノ・詳細二説 イテ置 イタ

ガ、此氣候 ノ下二肺結核患者 二封 シテ實施 シタ

日光療法 二就 イテ今度ノ・報告 スル。

結核性疾患 ノ日光療法ノ・、 アルプス山中デ ノロ

⊥三、ベルンノ、ル ト等 ノ學者 ノ報告以來、枚基

ノ逞 ナキ程 ノ報告 ガ アル ガ、我國 二於 テノ・少撒

例 ノ報告 シカナィ。余 等ノ・過去激年 間 ノ例 テ集

メテ300鹸 二達 シタノデ ァル。

日光療法 ノ、一種 ノ刺戟療 法 デ、且 日光刺戟 ノ蓄

積作用 二員 フ所大 ナルモ ノデアル カ ラ、 四季 テ

論 ゼズ實施可能 ノ揚所 二 於 テ 行 フ事 ト、 省重

要 ナ事 ノ・曇 天雨 天 ノ連績 シナ イ事 ガ、 日光療 法

ノ数果 テ高 カラ シメル。此鮎 ノ参考 トシ先 ヅ昭

和2年 カ ラ同12年 迄 ノ11年 間 中 日光療 法 ラ行

ヒ得 タ日、不完 全 ナガ ラ尚行 ツタ日、全然 不可

能 ダ ツタ日テ、月割 ニ シテ、弦 二表示 スル。 一

般的 ニノ・日照時激 ガ 日光療法可能 ノ時 日 ト拉行

スル ト云 ヘ ルガ、1日 中午前9時 頃 カ ラ午後3

時 頃 マデ ノ間 二1、2時 間 日光 ガ 直射 ス レバ、

他 ノ時 間ノ・雨 雪 デ アツテ モ日光療 法 ニノ・支障 ラ

來 シノ・シナイ。 ソ レ故余等 ノ・日照時 テ問題 トセ

ズ、 日光療 法實施 可能 日数 ラ問題 トシタノデ ア

ル。術4日 以上連綾 シテ不可能 デアツタ同数 モ

附記 シタ。

第1表 日光療法實施上ヨリ観タル 日照 日数

1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

年
`

可 能

42

81

81

61

81

71

02

22

61

71

81

02

522

不全可能

1

一
1

一
2

一
3

一
2

一2

一2

一
1

一
1

一
〇

一
1

一
〇

一
16

不可能

6

9

1

1

1

1

9

8

3

4

1

1

4

1

1

1

1

1

1

1

1

21

上
能
以
不
日
績
数

3
連
同
1

1

1

、
「

2

1

0

2

2

1

1

14

第1表 ノ示 ス通 リ、 富士見高原 ノ・カナ リ日光療

法 テ行 フニノ・好適 ノ地 デアル。特 二多期 間 二於

テ可能 日ガ減少 シナ イ事 ガ好都 合 デアル。

余等 ハ肺結核 二日光療法 テ行 フニ、 ロ リエ式 ノ

全 身 日光浴 ヲ行 ヒ、足部 カ ラ初 メル。胸部迄行

フ事 ノ・稀 レデ、 長 日月 ノ後 且又殆}ド 全快 二達
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シ タ時 二、 日光 二直射 サセル皮膚 ガセマ過 ギテ

刺戟 ガ不 足 デ アル ト認 メ ラレル時、例外 トシテ

胸部 二迄及 ブニ過 ギナ イ。

日光浴 ラ開始 スル時期 ノ・、第一 二患者 ガ高地 へ

動 イタタメ ノ直接影響 ノ完成 シタ後 二 入ル。赤

血球 撒 ノ檜加 ガー定 シタ事 、高 地氣候 ノ中 デ開

放 療 法 二慣 レタ事等 テ標 準 ト7・ル。 普通10日

前後 テ要 スル。

無 熱或 ノ・恒久 的 ノ微熱 、喀 血血疾 ナキ事 、暴診

上浸潤 「ヵ タル」性 ノ「ラ,セ ル」無 キ事等 ガ第ニ

ノ條件 デ アル。

病 型 ノ・滲 出性、特 二大葉 性 ノモ ノニノ・特 二1圭意

ラ シタ。室洞 ノ有無 ノ・飴 リ問題 ニ シナ イ。年齢

男女 モ問ノ・ナイ、 月経 ノ・患者 ガ嫌 悪 シナ イ場合

ハ顧 慮 セズ ニ日光浴 テ行ノ・シノタ。

日光療 法開始 ノ初 期 ニノ・十分注意 シテ、 イササ

カデモ檜 悪傾向 アルモ ノノ・中止 セ シメル方針 テ

トツテ居 ルガ、開始期 ノケテ注意 スル故 力、檜

悪傾向 ノタメ中止 ノ已 ムナキニ到 ル ノノ稀 有 デ

アル。然 シ偶登事 ノタメヤムナク日光浴 テ中止

シタモ ノノ、アル。

余等 ガ過去11年 間 二取扱 ツ タ肺結核 患者 中10

週 以上滞在 シタ者 ノ・440例 デ、男 子353名 女 子

87名 ソ ノカチ日光浴 テ行 ツ タモ ノ356例81%・

又 日光浴 テ全 ク行 フ事 ナ ク退院 シタ撒 ノ・84例

19%デ アル。是等 ノ患者ノ・第2表 ノ如 キ病型 ト

第二表 日光浴 ヲ行ノ・ザ リシ理由
1＼ 病

型
症
状

無 理 由

微 熱

古 軌
同'川

血 疾

喀 血

微 熱 血疾

微 熱 喀 血

高熱 血 疾

高 熱喀 血

重 症

旨 計

型1礎 血撒
化 布
期群1行 型

1

良良良

良

1

9

1
1

」

良

同

良
悪

結

核

増
殖
性

早
期
浸
潤

肺
門
結
核

肺
尖
結
核

同
良
同

良良良

同
悪

良良
同

悪

良良

同

同
悪

良良

　

1良良

7

一 一一 「 一 匝

1

0 5 5[2

滲結
出
性核

良
同

良
同同
悪

同同
悪 死
死死死死死

同
悪悪悪

良

悪
死

同
悪
死

死

良
同同
悪死死死

良
悪悪悪死死
死死死死死

悪
死死

結

核

硬
化
性

良良
同

同

良

死

48 6

計]

14

10

11

11

4

6

6

7

12

3

841

良・… 全治叉ハ輕快 同・… 不

豫 後 デ アル。

是等 ノ患者 ハ大部分 豫後不良 ノモ ノ多 ク、 ソノ

病 型 ノ・浸 出性 ノモ ノデ アツ タ。 余等 ガ日光療 法

攣 悪・… 増 悪 死 ・… 死 亡

二不適 ト認 メタ理由 ノ圭 ナル モ ノノ・
、高熱拉 二

喀血血疾 デ アル。多 ク ノ患 者中 ニノ・余等 ノ意 志

二反 シテ 日光浴 テコバ ング者 モ アル
。 ソ レ等 ノ
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豫後 ノ・常識 的 二種 々デ アル。 起 ル事 モ想像 サ レルガ、弦 ニノ・余等 ノ認 ムル所

又 日光浴 テ開始 シテ中途 デ、禁忌症 ノ起 ツタ者 デノ・日光浴 二責任 ノナ イモ ノノミテ集 メ、 ソノ

モ相當 ニ アル。勿論此禁忌症 ガ日光浴 ノタメー 病型 ト禁 忌症 トラ表示 スル。数 ノ・日光療法 テ行

第3表 一時中止 ヲ絵儀ナクサレタル症状

}

＼ 病
＼ 型

線＼
初攣
化
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潤
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化
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計

ト
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オ

良良即

}
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良

良

悪
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良
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I」
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l

l悪悪

良良
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悪

良良
同同 12

'古b執

同 川 し
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悪
同
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同
悪

良良良良
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高熱血疾
}

良 良
悪

3

甲9噌一

i高熱喀血

1 悪
良良

3

・微 熱
良 良
同 同

悪
同同

良

悪
9

追 進
悪1

同

悪

良
4

下 痢 良良 良[

1

良良良良
悪

良良 10

恨 良良良良其 他1

2

11娘
良良良良

悪悪

良良良良良良

悪
同

、悪

22

計軸 「1・15
_;
∂1 3i13 28

}一 一 ■

3511gl118

良 ・… 全 治叉 ・・輕 快

ツタ患者 ノ22.2%ニ ア タル80例 デ アル。

此 表 テ見 ル ト熱登喀 血等 ガ中途 デ起 ル 日光浴禁

忌 症 ノ圭 ナル モノデ、 ソ レ等 ノ最 モ起 リ易 イ病

型 ハ浸 出性 デアル。此表 二現 レル患者 ノ・、 日光

浴 二責任 ナク シテ禁 忌症 ガ起 ツ タモ ノデ アル

カ ラ、 ソノ禁忌症 ノli「撒 ラ待 ツテ、再 ビ日光浴

ラ績行 シタ ノデ アル。

次 二余 等 ガ日光療 法 ノ適 磨症 ト信 ジテ日光浴 ヲ

行 ヒ、後 明 カニ日光浴 ノ責任 ノ下 二、豫期 セザ

ル禁 忌症 ガ起 リ、從 ツテ再來 日光浴 ラ行 ノげ リ

シ患者 ノ・46例 デ13%ニ ア タル。 ソ ノ豫後 、病

型 、禁忌症 ハ第4表 ノ通 リデアル。

右表 ノ・云 ノい"日 光療法 ノ失敗例 デアル ガ、此程

度 ノ失敗 ハ他 ノ治療法 ニモ屡 く見 ラル ・所 デ ア

同 … ・不 攣 悪 ・… 墳 悪

ル。経験 ト共 ニ カ ・ル例数 ノ減少 スベ キ事 ガ余

等 ノ責務 デアル。然 シ日光療法 ノ・日光 テ選 ビ経

験 テツムナラバ、 ソノ失敗例 テ此程度 二制限 シ

得 ル モ ノデァル貼 ノ・、余等 テ シテ意 テ張 ウセ シ

メル所 デアル。

熱登 バー般 的 二云 ツテ日光療法 ノ禁忌症 デ アル

ガ、微熱 ガ長期 間績 キ、他 ノ臨躰的症状 ガ輕微

ナル場合 ニノ・、余 等ノ・日光浴 ラ開始 シタ.ソ ノ

揚合 ノ鵠温 ノ移動 ノ・第5表 二示 ス如 ク、微熱 ガ

高熱 トナル例 ノ・少 ク、 ム シロ無熱 トナル揚合 ノ

方 ガ多 イ。 ソ レ故余等 ノ・恒久性 ノ微熱 ノ・日光i療

法 ノ禁忌症 ト思 ツテ居 ラナイ。

最後 二余等 ガ富士 見高原 デ實施 シタ肺結核 患者

二封 スル 日光療法 ノ治療成績 二就 イテ述 ベ ル。
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第4表 日光浴 ノタメニ起 リジ禁思症
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良 ・… 全 治 叉 ノ・輕 快 同 ・… 不 攣 悪 ・… 塘 悪 死 ・… 死 亡

第5表 日光 療 法 ノ微 熱 二封 スル 影響

＼ 病型
艦 ＼
温

初攣
化
期群

血撒
布
行型

肺
尖
結
核

肺
門
結
核

早浸
潤
期症

培結
殖性
核

滲結
出
性核

硬結
化
性核
計
百
分
率

1

微撚→高劉 2 1 1 1 5 8.2%
一

微熱→微熱 1 6 1 4 5 1 2 14 23.0%

微熱→無熱 9 6 4 5 8 6 4 42 68.8%

計 10 gI8 5114 8171611100.0%

第6表 日光療法 ノ治療成績

蹄
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墳殖性結核
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75.0%
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75.5%
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…5166・3
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八
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七
五
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一
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五
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此成績 ノ・日光療法 テ行 ツタ全部 ノ患者 二就 イテ

デァツテ、 中途 デー時 中絶 シタ者 モ亦徹底的 二

中止 シタモ ノモ合算 シテ アル。

此成績 ノ・相當 ノモ ノデ アル ト信 ズル。経濟 的 ノ

關係 デ中途退院 ノタメ全治傘 ノ不十分 ナ ノノ・遺

憾 二堪 エ ヌガ、此療 法 ガ我國 二於 テモ所 テ選 べ

バ相當 ノ数果 ヲ了ゲ得 ルモ ノデ アル ト云 フ結論

二達 シ得 タ事 テ、余等 ノ・喜 ブモ ノデ アル。

103.外 科結 核 ノ日光療法

董礒 瑳(富士見高原療養所)

づル ンノ・ル ト及 ピロ リエ等 ニヨリテ提唱 サ レタ

日光療法 ガ種 々ナル創傷拉 二外科的結核性疾患

ノ治療 二勝 レタル数果 ヲアラノ・ス事 ノ・今更 ラ事

新 シク申 シ述 ベル必要 モナ イ位 デ アル。

西欧 二於 テサ ウデ アル様 二吾 ガ國 二於 テモ スデ

ニ十数年前 ヨ リ其 ノ数果 ノ・充分認 メラレテ居

タ。 吾等 ノ・スデ ニ 十撒年前慶慮大學病 院外科

拉 二 整形外科教室 二於 テ實行 サ レタ 日光療 法

ガ相 當 ノ数果 テ アゲ ク事 ノアル事 實 ヲ知 ツテヰ

ルo

低地 二於 テ、而 モ都市 二於 テ ノ日光療 法 ニ シテ

スデニ数果 アルナ ラバ、 ヨリョキ環境 二於 テ ノ

日光療 法 ガ ヨリヨキ数果 テアグルデ ア ラウ事ノ・

論 ズル迄 モナイ。

余等 ノ・大 正15年 二標高1000米 ヲ算 スル長野縣

O
、五
四

一
、
〇
三

富士見高原 二療養所 テ開設 シテ以來10撒 年專

ラ肺結核拉 一外科的結核 ノ 日光療法二從事 シ

テ見ルベキ数果 テアゲ得 タル事 テ信 ジテ居ル。

肺結核 ノ日光療法二關 シテノ・前述 セル通 リデア

ノしo

今 マデ吾 ガ國 二於 テナサ レタ日光療法 ハ大方低

地 二於 テ ノモ ノデ アツタ。吾 ガ國二於 ケル高山

ノ日光療 法 二關 シテ ノ臨躰 的統 計報告 ノ・余等 ノ

報 告 テ以 ツテ最初 ノモ ノ ト信ズル。

吾 ガ富士見高原 ノ地勢拉 二氣象學的設明 ハ之 テ

省略 スル(昭 和12年 結 核病學會宿題 二封 スル正

木俊二報 告〉。

吾 ガ國 ニ レザ ン、 アロサ等 ノ如 ク日光療法 テ理

想的條件 ノモ トニ實施 シ得 ル好適地 ノナ イ事 ハ

甚 グ遺憾 ニ タヘ ナイ次 第 デノ・アル ガ、吾 ガ富士

見高原 ノ地勢拉 二氣 象的諸因子 ガ、吾 ガ國 二於 ・

テノ・比較的良好 ナル條件 テ有 シテヰル事 ハ余等

ノ欣快 ニタヘ ナ イ トコロデ ァル。

レザ ン、 アロサテモツ西欧 ノ日光療法 ノ・甚 グ羨

望 二堪 ヘ ヌ トコロデ アルガ、 余等 ガ 日本 ノ高山

テ撰 揮 シテ日光療 法 ノ褒 達 ヲ促 シタ事 ノ・必 ズヤ

徒 事 デナ カツタ事 ト信 ズル ノデ ァル。

今余等 ガ コ ・二報 告 セ ン トスル外科 的結核 症 ノ

例歎 ノ・甚 ダ僅少 デァル事 ノ・遺憾 デ ァルガ、 ソレ

デモ吾 ガ國 ノ高 山 日光療 法 ノア ラマ シテウカガ

ヒ知 ルニハ充分 デ アル ト信 ズル者 デアル。
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(1)脊 椎 「カ リエ ス」

余等 ガ 日光療法 テ圭 ナル治療法 トシテ取扱 ツタ

外科的結核症 ノ中最 モ多数 テ シムルモ ノハ脊椎

「カ リエス」ノ49例 デ アル
。 日光療法 テ圭 ナル

療 法 トシタ トハ云 ツテモ、必要 二慮 ジ病症 ニ ヨ

リー般 脊椎 「カ リエ ス」ノ療法 ラ併 セ行 ツタ事 ハ

言 フ迄 モナ ィ。 タ ・"遠隔 ナル高 山療養所 ナルガ

爲 二診断 ノ既 二確立 サ レタル者 ガ多 ク、其 ノ貼

甚 グ感謝 スベ キモ ノデノ・アツタガ、必 ズ シモ輕

第1表

症者 ガ多 カツタ トノ・信 ジガ タイノデ アル。安静

ニ シカモ充分 二日光療 法 ラ行 ヒ得 ル爲 ニハ種 々

ナル苦心 ト経験 テ必要 トスル モ ノデ アル。

49例 ノ脊椎 「カ リエス」患者 ノ中20例 ノ胸 椎 「カ

リエ ス」、29例 ノ腰椎 「カ リエ ス」ガ ァルガ、其治

癒率 ノ・雨者殆 ド同卒 デ アツテ、大差 テ認 メル事

ハ出來 ナイ。雨者 ノZF均 入院 日撒、拉 二ZF均 日

光浴時 間モ全 ク相似 タル結果 ニナ ツテ居 ル事 ハ

興 味深 キ事 ト思バ レル(第1表 参 照)。

脊 椎 「カ リエス 」49例(男33女16)

吻

一紳

一強

一亀

一膿

一感

一蓮

候 ＼

ロ ッ プ」 痛

経

覧 異

動 異

痩

豫

分百

痛

一直

一背

一瘍

一常

一常

一孔

胸 椎20(男13女7)

存 在

16

13

18

7

10

10

12

9

後i全7治

率135%

清 失

12

8

8

3

7

5

7

5

快

8

%

駅
工
車

04

清 失%

75%

62%

44%

42%

70%

50%

58%

55%

不 攣

3

15%

培 悪

2

10%

rp均 入 院 日撒1

亭 均 日光浴 時 間1
一 日準均日光浴時間1

185
268(920-83)
1.5

其 ノ李均 入院 日撒 ハ 胸 椎 「カ リエ ス」ニテハ185

臥 腰 椎 「カ リエ ス」ニテノ・180日 デ アル カ ラ、コ

コニ大差 テ認 メル事 ノ・出來 ナ イ。叉其 ノ李均 日

光浴時間 ノ・前者 ニテノ・268時 間、後者 ニテノ・212

時 間 デ アル。即 チ1人1日 李均1時 間絵 リノ日

光浴 テ行 ツタ事 轟ナルガ、天候 ノ如何 ト病症 ノ

輕 重等 ノ爲、各人 ノ日光浴時間 ガ必 ズ シモー檬

デナ イ事 ノ・勿論 デ アル。

日光浴 ニ ヨツテ最 モ目立 ツテ輕快 スル症歌 ハ痙

痛及 ピ膿瘍 ノ消失 デ アル。 「カ リエス」ノ各症歌

ノ輕快 スル割合 ノ・表 ノ如 クデアツテ、 比較 的良

好 デ アル。輕度 ノ強直及 ビ蓮動障碍 ハ療養期 間

中 ヨ リム シロ、普通生活 二移行 シテカ ラ徐 々二

緩解 サルベ キモ ノデ アル。

ロリエノ・脊椎 「カリエ ス」ノ膿瘍 ノ穿刺 ノ・日光療

腰 椎29(男20女9)

存 在 消 失 清 失%

25 22 85%

21 16 75%

28 10 35%

3 1 33%

20 15 75%

9 8 88%

18 13 72%

10 8 80%
全 快 輕 快 不 愛 塘 悪
12 11 3 3

40% 37% 9.5% 9.5%
180

_212(666--66)
1.1

法 二於 テノ・不必要 デアル ト;云 ツ テ ヰ ル。余等

モ、 日光浴 ノ ミニ ヨル膿瘍 ノ縮小 テ認 メテノ・居

ルガ、然 シ穿 刺 テ全 ク必要 ナ シトスル主張 ニノ・

質意 テ表 シガタイ ノデ アル。穿刺排膿可能 ナル

揚 合 ニァツテハ須 ラク速 カニ穿刺排膿 スル ノテ

賢 明 トスル。輩 二日光浴 ニ ヨル輕快 ニ ノ ミ興 味

ラモチ、 ソノ全身 二及ボ ス悪影響 テ看過 シテハ

ナ ラナイカラデ アル。膿瘍 ラナガ ク放 置 スル事

ノ・螢熱 ノ原因 テ作 リ、盟 力 テ消耗 シ、食慾 テ減

退 セ シメ、屡 篭血性膿 トナ リ或 ノ・混合傳染 ラ起

シ痩 孔 ラ形成 シ原病 ラ シテ難治 タラ シムル危険

ガ アル。

余等ノ・膿瘍 二封 シテハ先 ヅ穿刺排膿 テ原則 トシ

テ實行 シ、其 ノ穿刺孔 ノ閉鎖 スル ノテ待 ツテ 日

光浴 ラ開始 シタ。未 ダ幸 二1例 モ ソ レ故 二後悔
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サ レル檬 ナ事 テ経験 シタ事 ガナィ。

癒 孔 ガ長 時 日ニワタ リ閉鎖 セザルモ ノ或 ノ・膿瘍

ガ水分 ラ失 ヒソ ノ吸牧 遅延 スル檬 ナモ ノニ封 シ

テノ・手術 的 二之 ラ彪 置 スル方 ガ、治療期 間 ラ短

縮 シ、患者 ノ榮養 ヲ衰 ヘ セ シメザル貼 二於 テ有

利 ナ場合 ガアル。然 シ此 ノ場合 ニノ、能 フダケ深

ク病竈 二迄 到達 シソ ノ肉芽組織 テ掻把除去 スベ

久 尚 ソノ爲 二施 セル切開創 ノ・一時的 二全縫合

子以 ツテ手術 テ完 了 ス〈ごキデ アル。 カ ・ル深部

二病竈 テ有 スル結核性痩 孔若 シクノ・膿瘍 テ開放

性 二扱 フ事 ・・無意味 デ アル。

再 ビ痩 孔 テ形成 スル カ、混合傳染 ノ機會 テツク

ル事 ニナル。肋骨 「カリエス」ノ手術創 テ開放性

二虎 置 スル コ トノ・自 ラ趣 ヲ異 ニ スル。

脊椎 「カ リエス」ノ膿瘍 ノ容易 二減退 セザル症例

二減盤療 法或 ハ比 較的減 盤療 法 テ併 セ行 ツテ良

好 ナル成績 テ上 ゲ ラル モ ノト信 ズル。

第1表 二於 テ胸椎 「カ リエス」二於 テ 全治35%、

輕 快40%、 腰 椎 「カ リエ ス」二於 テ全治40%、 輕

快37%〃 示 シテヰル。 何vノ 揚 合 二 於 テモ不

攣、増 悪例 ノ僅 少 デアル事 ノ・余等 ノ意 テ強 フス

第2表

ル モ ノア アル 。

(2)骨 及 關節結核

骨及 關節結核 ノ・合計30例 テ 取扱 ツタ。其 中關

節結核 ノ・13例 骨結核 ノ・17例 デアル。

爾者間 二於 テ目立 ツ数字 ハ其症状 ノ消失%デ ア

ル。此 ノ事 ハ手術 ラ加 へ 易 イ骨結核 ガ手術 テ加

ヘ ガ タキ關節結核 二比 シテ良好 ナル撒 テ示 セル

ニ外 ナ ラナ ィ
。 ロ リエノ・筋肉萎縮 ガ 日光浴 ニ ヨ

ツテ恢 復 スル ト云 ツタ.然 シ乍 ラ吾等ハ ソレラ

實謹 シ得 ナ カツタ事 テ遣憾 トスル。禮 重ノ、増加

スル ニモカ ・ノ・ラズ「ウム ファング」ノ恢復 テ見

ル事 ノ出來 ナ ィノノ・、徹底 的 ノ安静 テ嚴守 セシ

メタル爲 ト信 ズル。

其 ノ治癒傘 ノ・雨 者共極 メテ良好 デアル。關節結

核 二於 テ全治62、%、 輕快38%、 骨 結核 二於 テ全

治42%、 輕 快58%デ ア ツテ 雨者共檜悪 セル例

テ見 ナd。 其 ノ入院 日撒 ノ・4一均165乃 至195、

日光浴時間 ノZF均 ノ・238乃 至360時 間 デ アツ

テ、1日1人 李均 日光浴 ノ・脊 椎 「カ リエス」ノ場

合 ト大差 ナ ク1時 間乃至2時 間 デアル。第2表

ノ・以 上 ノ成績 テ示 シタモ ノデァル。

骨及關節結核30例(男18女12)

病 名 關節結核

位
置

…症1
候

膝 關 節 股 縣

4

腫 脹
存 在 消
110

直

ε

終 痛 12 1

膿 瘍

痩 孔

6

6

5

5

8機 能 障 碍

手 術 セル モ ノr

13

髄 重 培 加

豫.後

39,077--42

全
一輕

8 5

百 分 率一 一
62%., 38%一

亭 均 入 院 日数 1
擢

牛均 日光浴時間

,L旦∫魍 旦光浴時間

238(6

1
竃

關節徽 嬰1}・3

股 關 節

6

と
8

5

[
5

一
8

一3

足 關 節

3
鍵

塗

%
%

塑
8。
可

}書

61

39.077--42.023(十7%)

不 攣 塘

00

165

238(623-39)

1.4

(3)腎 臓 結核

15例 ノ 腎臓結 核患者 中二 腎臓摘 出 テセザ ルモ

ノガ7例 デ アル。其 ノ日光浴 ニ ヨ〉レ治癒傘 ハ全

骨 盤

8

存 在

7

13

11

10

9

全
一7
鰯

骨結核劉}・7

足 部

3

清 失

7

13

11

10

5

8

胸 肋 骨

6

%失

亟
叢
脇%55

48。869-51.927(十5%)

鶉 不劃 警
58%
195

360(3528-12)
1.8

治5例 、輕快7例 、壇 悪3例 トナ ツテ居 ル。此

ノ事 ノ・腎臓 ヲ摘 出 シテモ難治 デ アル事 ヲ示 シ、

一 ノア泌尿器結核患者 ノ日光浴 ノ・極 ノテ愼重 デ要
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入ル事 ラ物語 ツテ居 ル。

腎臓結 核 ハ先 ヅ摘出 ドイフー般常識 ハ嚴 トシテ

何 レノ場合 ニモ適慮 サルベ キデァル。

唯 手術不可能 ナル場合他 二治療法 ナ シ トシ放棄

スルガ如 キノ・吾等 ノ トラザル所 デアル。

其 ノ場合 日光浴 ノ・或程 度 ノ輕快 ト罷力 ノ恢復 ラ

モ タラ シテ手術 可能 ニ ミチピク唯 一 ノ方法 デア

ル ト信 ズル。第3表 ノ・其 ノ統計 デア リ、曲線 圖 ハ

日光浴 ニ ヨツテ全治 セル腎臓 結核 患者 ノ禮 重、

赤 沈、尿透 明度(二 川氏法)尿 同撒 テ示 シタモ ノ

テアル。

第 三 表(イ)

腎 臓 結 核 男15例

摘 出 セ ル モ ノ 8

副睾丸 ヲ摘出セルモノ 5

豫 後 全 治 輕 快 塘 悪

5 7 3

禮 重 塘 減
49.600→ 」

52.720147,728
1

6%

46.114→

3%

48.450→

50,600

4%塘

準 均 入 院 日 数 297 96 423

準 均 日光浴 時 間 300 71 100一
1日 亭均日光浴時間

「
1.0 0.7!0.2

第3表(ロ)

→50v60708090100

疾患 ノ合併症 トシテ來 レル痔痩 ノ日光療 法 ノ成

績 デア・ル。第4表 ノ如 ク皆非常 二良好 ナル治癒

卒 ヲ示 シテ居 ル。此 ノ場合 ノ全治乃至輕快 ノ・本

病 ノ治癒乃 至輕 快 モ意味 シテ居 ル場合 ガ多 イ・

余等ノ・肺結核 患者 ノ痔痩 ノ手術 ソノ時機 ノ ヨロ

シキテ逸 セズ必 ズ イツカバ決行 スベ キデアル事

ラ推奨 スルモ ノデ アル。從來一部 二行 ハ レ久

肺結核 ガ好轄 シテ後手術 ラスル トイフ説 ハ改 メ

ラルベ キテアル。

肺結核患 者 ガ痔痩 テモ同時 ニモツ ト云 フ事ノ・、

ニ ツ ノ不安 ラ持 ツテヰル事 ニナ リ、再病症 ガ亙

ヒニー一方 テ刺戟 シテ互 ヒノ治癒 ラ荏再 二導 ク結

果 トナル。 即 チ結核 患者 二併登 セル痔痩 ノ・ナル

ベ ク早期 二之 テ決行 スル方 ガ全 身 ノ抵 抗 ラ檜進

シテ木病 ノ恢復 テ速 ヤカナ ラ シムルモ ノァ ァ

ル。 唯例 外 トシテノ・、肺結核 拉 二痔痩 ソノモ ノ

ガアマ リニ滲出性 デ アル場合 ニハ手術 ハサ クベ

キテ アル。

以上 ノ外余等 ノ・興味 アル第5表 ノ如 キ治験例 テ

経 験 シテ居 ルガ、今 日ノ・唯 ソ ノ例数 ト日光浴時

間 ヲ表示 スルニ ト・'メ、詳細 ノ・之 テ他 日ニユヅ

ラ ン トスルモ ノテアル。

第4表〃〃'2〃

曇畿
体

皇
θだ堪8σ闇
.__・レ 、～ク〃25と13〃 〃34ρ4〃 〃4504ワ3500

島:誹
!
[ 一lTi

1 1 、

、

11・
lI

illI
1

、 il⊥1・50150 50

、1
末li

[/ド 亀＼,ノ
1

瓦
1!1!

1'㌔"切靭t御i4∫ ■ 1-一 一 ロ← 　 一 一 ノL亨 〆 一 『1'

1 1 、
lI.グ

/イ
、 9一'一__

3〃〃301
、

＼ 、 /
==ア'響 一ゼ ー'「 一一1
!'lII

2〃1〃12040

■

!0〃 〃1

1

黛 ミー
7

,ノ〆

も 噌_一 一 一 一 一 一 辱 一 一 一 一

ロ ー_」
k
●ri三一 ・

←「=〆 」ド'、1

1口 レ!
一7

上

「

!

、'† '　 一↑'一'噛 一 一「 〆 ノ「 ・

痔 痩 劉22例

豫 後塵塵 悪

合
併
症

肋 膜 炎L互
7肺 結 核

1141612
4}/

/

合 計

亭均日光浴時間

マ
τ
可

2-7

7
τ
万

/

合

計

22

9

τ

2

222

197

第 5 表9

000∬

(4)痔 痩

痔癖 ノ・大艘結核 性 ト認 メ ラレ手術施行 後 日光浴

テ實行 シタ。其 ノ22例 ニツイテ ノ成績 デ ァツ

テ、肛門周囮 炎或 ノ・其 ノ後 二於 ケル痩孔 ノ再手

術 ノ例 ノ・之 一ノ・嘗 ヘナ カツ タ。帥 チ他 ノ結核性

病 名 鰍1甚光窩鰍
結核性腹膜炎 8196

全

治

廻盲部結核ニヨ
ル通過障碍

引235
1

「イ レ・ ウ ス 」
_
3 250

結核性皮膚潰瘍 3 335

陰 董 結 核 3 57

狼 瘍 1 531
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(5)結 論

余等 ノ・實際 二日光療法 ガ肺結核拉 二各種 外科結

核 ノ治療 二卓数 アル事 テ経 験 シタ。今 後余等 二

残 サ ゾタ問題 ノ・此 ノ貴重 ナル事 實 ラ如何 二理論

ヅ クベ キカニアル ト信 ズル。

質 問(第1)

高 安 愼 一

鷹 用分量 二關 シ判定 ノ標準如何御教示 ラ乞 フ。

質 問(第2)

鎌 倉 政 市

肺結核 ト其他結核 トノ間 二日光浴 二封 シテ差 異

ナ キヤ、若 シアリ トスレバ如何 ナル理由 二基 ク

カ御設明 アリタ シ。 レザ ンニ於 ケル外 科的結核

ノ・非常 二高傘 ノ治癒 ヲ示 シ,肺 結 核 二封 シテ日

光浴 ノ失敗例 多 キノ・事實 ナ リ、依 ツテ此質 問 テ

提 出 シタル次第 ナ リ。

答(第1)

正 木 俊 二

日光刺戟ハ過不 足 ナ ク行 フベ キモ ノデ、過刺戟

ニナラザル事 ノ・特 二注意 シナ クテノ・ナ ラヌ。余

等 ノ・日光浴 ラ始 メ タ當初 ニノ・十分注意 スル。i聴

診 上 ノ所 見 二於 テ増悪 ノ懸念 アル揚合 ノ・勿論、

患者 ガ不快 テ感 ズル場合 ナ ドニノ・、即刻 中止 シ

テ再 ビ適當 ナ時期 ラ待 ツ.日 光 ノ「ドーゼ」ハ経

験 ニ ヨルベ キデ、 日光浴實施 ノ時 ト所 ノ氣象 因

子 テ詳知 シ、且患者 ノ素質拉 二病型病勢 ラ十分

知 ツテ後 、 ソ ノ「ドー ゼ」テ定 ムベ キデアル。

答(第2)

正 木 俊 二

公李 二云 ヘバ、外科 結核 ノ方 ガ内科 的結核 ヨリ

モ、 日光療法 ノ成績 ハ良好 デアル。 ソ レハ外科

的結核ノ・過 刺戟 トナル事 ガ稀 レデアル カラ、徹

底 的 二實行 出來 ル ノニ因ル。

内科 的結核 モ私等 ノ・富 士見高原 二於 テノ・経験 上

相當 ノ成績 ヲ上ゲ テ居 ル。唯外科 的結核 二比較

スレバ、確 カニソノ成績 ハ悪 イ。 ソ ノ大部分 ノ

理 由ノ・、完全 ナ治癒 二達 スルマデ、経濟 的 二 日

光療法 二適 スル土地 二滞在 シ難 イ事 ニアル様 二

思 フ。勿論 内科的結核 ト云 フモ ノノ・、本質的 二

外 科的結核 ヨ リ治療成績 ノヨ クナ イモ ノデ アル

勲 ハ當然 デ、 日光療法 二於 テモ此雨者 ノ間二治

i療成績差 ノアル ノハ當然 デアル。

内科的結核 ニハ 日光療 法ハ害 ノ 乏徒 ラニ多 イ ト

云 フノハ、誤 タ レタル 日光療 法 二就 イテ ノ非難

デ アル ト信 ズル。

104.人 工 氣 胸療 法 ワ経験

叢型葎委轍 騨
昭和4年 以來満8年 絵 二亙 リ實施 セル肺結核 二

封 スル人工氣胸例54例 ニツキ経 験 セ シ庭 ラ述

ベタ リ。倫考察 二資 スル爲 メ同撒例 ノ封照 テ置

ケ リ。 コ ノ封 照例 ノ中22例 ハ氣 胸 ヲ試 ミテ成

功 セザ リシモ ノ及 ビ事情 ニ ヨ リ施行 スル能 ノ・ザ

リ シモ ノーテ 約1500名 ノ 胸部 「レン トグ ン」撮

影 ヲ行 ヘル患者 ヨリ實施例 二可及的相似 ノ症例

テ選 ピ之 テ表示 セ リ。

各症例 ノ・観察期 間割合長 久 飴 リ重症 二偏 ラズ

又絵 リ輕症 二偏 セズ多少 トモ進行性 ノ者 二施 シ

タル モノニ シテ少撒 ノ喀血及血疾 ノ適慮 ノ下 二

行 ヘル モ ノア リ。而 シテ1500名 ノ 患者 二封 ス

ル實施 ノ割合 ノ・約3.6%二 相 當 ス。 氣胸 回撒ハ

約2000飴 同 ニ シテ1人 當 リ約41同 二相當 ス。

コ ノ中雨側氣胸 ハ4例 、横 隔膜紳経捻除術 ラ兼

ネタル モ ノ3例 ヲ含 ム。完全氣胸 テ得 タルノ・24

同 一 シテ不完全氣胸 ハ34同 ナ リ。 氣胸期 間ハ

3年 乃 至4年 二亙 ル モ ノ4例 、2年 乃 至3年 ノ

モ ノ7例 、1年 乃 至2・年 ノモ ノ14例 一 シテ牛

年 以下 ノモ ノハ19例 ナ リ。合併症 ハ 後 二至 リ

膿氣 胸 トナ リタル2例 以外 ノ・極 メテ不愉 快 ナル

モ ノナ シ。然 レドモ滲 出液癒著 壇悪ノ・カナ リ多

撒 アリ、滲 出液 ラ 見 タル 絡 計ハ23同(38.7%〉

ニ シテ増悪15同(25.4%)ア リ、 コノ進展或ハ

再 登 ハ常 二重篤 ナル症状 テ件 フモ ノニ非 ズ シテ

氣 胸糧績 中 「レン トグ ン」上比較的屡 ㌃謹 明 サル

モ ノニ シテ氣胸纏績 中 二拘 ラズ醸 ラ來 シソノ

中 二室洞 ラ形成 シ更 二1年 程 ニテ消失 シ逡 二4

年 後 二至 リ繊維性 ノ陰影 テ残 ス如 キモ ノアリ。

實施例 ト封照例 トラ比較 スル ニ禮温、喀 疾量、
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赤 沈 等實施例 ノ方好成績 ナ リ、殊 二喀疾 中 ノ結

核菌 ノ清 失 ノ程度及清失 二要 スル時 間 二於 テ實

施例 ノ・好成績 テ示 シ、倫室洞陰影 二關 シテノ'コ

レガ浦失又 ハ縮 少 テ見ル モ ノ全例 二及 ブニ反 シ

封照例 二於 テハ依然 タルモ ノ8例 ア リ、 コ18

例 中現在死 亡 セル モ ノ5例 、重症 二陥 レルモ ノ

2例 ニ シテ漸 ク職 二耐 ユルモ ノ1例 ノミナ リ。

治療成績 テ繕括 スル ニ氣 胸終 了頃 ノ歌 態 テ治療

前 二比 シ良 ト見ル 可 キモ ノ40例 、不攣4、 不

良10"シ テ死亡 シタルモ ノナ シ。之等観察期 間

長 短 ノモ ノヲ線括 シテ本年1月 末 二於 ケル状 態

テ比較 スルニ良 ナル モ ノ實施例 二多 ク封 照例 二

死亡者 多数 ナ リ。之 テ職業 二從事 スルモ ノ、家

事 手傳 テ爲 スモ ノ、 自用 テ緋 ズルモ ノ、就床看

護 テ受 クルモ ノ、結核死、其他 ノ死、不明等 二分

類比較 スルニ自用 ラ辮 ズル迄 ノモ ノ實施例 二38

例 封照例 二29例 ニ シテ 結核死 ハ 施行例 中5例

二封 シ封照例 ハ3倍 二達 ス。更 二之等 ノ中2年

乃至8年 ヲ経過 セル實施例40例 、封 照例45例

ニ ツキ遠隔成績 テ求 ムル ニ自用 テi辮ジ得 ル迄 ノ

モ ノ實施例 ニノ、26例(65.0%)一 封 シ封 照例 ニ

ハ22例(48・8%)ニ シテ、結核死 亡者 ノ・實施例5

例(12.5%)二 封 シ封 照 ・・15例(33・3%)二 及 ブ。

コ ノ成績 テ考察 スル ニ近 來人工氣 胸療 法ハ ヤ ・

下火 ノ観 アレ ドモ統 計的 二観察 ス レバ實施例 ノ・

一般 二良好 ナルモ ノ多 ク、死亡者ハ封照例 二遙

カニ多 シ、結核菌 ノ消失、室洞陰影 ノ清失 二關

シテモ遙 カニ好影響 テ観取 シ得 タリ。唯一般療

法 ノ ミヲ以 テモ驚 ク可 キ経過良好 ナルモ ノアル

テ以 テ、各症例 ニツキテハ適磨症 ヲ充分嚴選 ス

ル要 アル ハ勿論 ナ リ。

105.喉 頭 結核

後藤 光治僑璽 嚢)

喉頭結核 ニハ殆 ド常二肺結核 ノ先駈的合併テ認

メ、概 シテ後者 ノ重篤進展セル 場合二頻度高

シ。 サレバ稀有 ナル原費性症例 ヲ除 キ喉頭結核

ハ、呼吸器結核 ノ部分症 ト見倣 スヲ妥當 トス.

從 ツテ喉頭結核 ノ治療拉二豫後ノ・全身歌態、肺

病攣 ノ如何ニヨツテ著 シキ影響ヲ蒙ル。乍併喉

頭結核ハ肺結核 トノ・顯著ナル差異アリ。即チ本

症病竈ノ・外方 ヨリ容易二直接到達 スル コトラ得

ルノミナラズ、適當ナル治療法 ラ適當ナル時期

二加フルナラバ、肺病憂 ノ進行性経過 二際 シテ

モ喉頭病攣 ノ治癒的傾向テ執ルコ トアリ。演者

ノ、京大星野臨沐二於 ケル経験 テ叙述スルニ當 リ

先 ヅ現今本邦 二於 テ專門諸家 ノ懐 ク見解 ト余 ノ

夫 トヲ弦 二併記 シ比較 セントス。因二引用 ノ本

邦專門諸家 ノ見解 ノ・耳鼻咽喉科臨休誌昭和12

年12月 號所載 ノモ ノナ リ。

喉頭結核 ノ登生 二關 シテ管内傳染設、血行脱、

淋巴管詮 ノ3様 ノ見解 アリ.喉 頭結核二際 シ頸

腺罹患ハ比較的少 ク、且ツ頸部淋巴管系 ノ解剖

的研究 ノ結核二徴 スルニ淋巴管設ノ・暫 ク除外 シ

得可 シ.粟 粒結核二際 シ喉頭罹患 テ認 ムル場合

モ紗カラズ、從ツテ血行性感染詮ノ、容認 セザル

可 ラザルモ、臨抹上所謂血行性喉頭結核 ト認定

ス可 キ症例ハ決 シテ多 カラズ、且 ツ亦血行中二

現 二結核菌 テ謹明 スルガ如 キ場合 モ比較的少キ

テ以 テ判 ズルニ喉頭結核ノ・圭 トシテ肺結核二績

ク管内傳染 ニヨツテ起ルモ ノト考 フ。サ レバ喉

頭結核ノ・呼吸器系 ノ臓器結核殊二所謂解放性病

攣 二際 シ併褒 シ易 シ。乍併、一般 二喉頭結核罹

患卒ノ・性別、年齢別、職業別、嗜好別等 ニヨリ

差異アルハ周知 ノ事實 ナリ。是等 ノ事實拉 二病

理解剖的研究 ノ結果二基キ余ノ・喉頭結核 ノ登病

ニノ・局所的素因モ緊要 ナルー要因 ナ リト思惟

ス。從ツテ本病 ノ豫防 ニノ・肺病慶 ノ根治 テ第1

目標 トスベキハ勿論、更 二局所素因 ノ排除テ必

要條件 トシ、併 セテ喀疾停滞、喉頭粘膜損傷等

ノ如 キ補助的要素 テ嚴二防止セザル可 ラズ。

喉頭結核 ノ療法 ニハ、積極療法 ト封症療法 ノ2

種 アリ。通常雨者弓併用 シテ所期 ノ成果 テ得可

シ。就中、積極療法二全身療法 ト局所療法 ノ別

アリ。近時「レ」線療法ノ・最モ汎 ク推奨 テ受 久

又近時ノ學設ニヨレバ殊二原登性喉頭結核ニア

リテノ・第1期 徽毒 ノ如 ク搬痕性治癒モ期待 シ得

可 シ。而 シテ時二喉頭結核 ノ自然治癒 ノ報告 ∴
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接 ス。乍併、如斯症例ノ・極 メテ稀有 ノモ ノノ如

ク概 シテ喉頭結核ノ・血行播種乃至臓器結核期 二

登現 シ、全身1的拉二局所的療法テ待 ツテ初 メテ

治療的経過 ヲトルナリ。而 シテ余モ亦電氣焼灼

法、切除法、「レ」線拉二光線療法等ラ最モ有歎

ナ リト信ズ。殊二治癒的傾向ラ示 ス症例 ノ喉頭

組織的検索ニヨルニ叙上 ノ諸i療法 ノ治癒的機轄

ハ略 ≧類似 ス。乍併、臨休的ニハ劃一一的療法ガ

アラユル症例二奏敷 スルモノニ非ズ シテ肺病攣

蛇二局所病憂 ノ程度病型等二慮 ジテ治療方法テ

異ニス。概 シテ云ヘバ全身症歌、肺病攣 ノ重篤

ナルモノノ、豫後不良 ナリトス。

本病 ノ診断ノ・通常容易ナ リト錐 モ、時 二癌腫徽

毒等 卜鑑別 シ難 キ揚合 アリト云 フ。乍併、本病

ノ早期診断ノ・往々極 メテ困難ナリトス。之 二關

シ諸學者 ノ所読ニヨレバ本病 ノ早期二於テ自他

魔 的症状ガ不確定ナル ト本病ノ・肺結核 ノ相當進

行 セル場合二於 テノミ登來 ス トノ通設ガ早期診

断テ困難ナラシムル原因ナリト云 フ、余モ亦自

罷 症 テ準縁 トシテ早期診断テ企ツルノ・困難ナリ

ト信ズ。而 シテ臨躰上喉頭健全 ナリト信 ゼラレ

タル肺結核屍二於テ組織的二喉頭結核 テ確認 セ

ルモノモ紗カラズ。加之、如斯症例ノ・剖見時二
'肉眼的ニモ常二多少ノ粘膜攣化 ラ認メ ・5

タルテ以テ見 レバ、所謂結核好畿部位

二於 ケル是等微細病攣 テ諸種 ノ光學的 ノo

精密機械等 ノ助 ケラカリテ検出スルラ

本症早期診断 ノ第1手 段 トシ尚疑ノ・シ

キ時ノ・試験切除テ行 ヒ、組織的検索 テ 例

行 フ要 アリト思考 ス。

第1篇 喉頭結核 ノ病理拉二統計

ユ.頻 度

イ、京大耳科(奥井、中村、海老原)

外來患者絡数

55891

100%

喉 頭 患 者 線 数

3450

6.29%

100%

lP、宇 多野療養所(野 中)

肺 結 核 患 者286

喉頭結核患者33

ノ・、京大病理敏室(端)

解 剖 屍1305

結 核 屍

肺 結 核屍

同 進行型

喉頭結核屍
2.性 別

イ、京 大 耳 科

喉頭結椥患者轍

593

100%

口、宇多野療養所

479100%

456.95%

409-

15532%

肺結核

男 子179

女 子107

ノ・、京大病理敏室

前項参照

3.年 齢

イ、京 大 耳 科

男 子

451

76.7%

(男子)(女 子)

818487

303176

292164

264145

9758

女 子

142

23.3%

喉 顧 同 上 男 女

結 核 比 卒 比 率

2111.7%100%

1211.29657%

患 者10歳10--20-30-40-50一

166

100%0.176.5934.727.914.89.782.53

口、 宇 多 野 療 養 所

10歳11-21-31--41-51一

数 以下

5931

Q
ゾ

nb

9
臼

9
触
2

9ー
ム

Q
ソ
3

3949

88

年 齢 以下203040

結 核患者04516558

喉頭結核05169

ノ・、京 大 病 理

1)喉 頭結核 ノ年齢別頻度

60

59以 上

5815

50

22

3

60

60以 上

60

00

喉 頭 結 核 患 者 数

593

1.1%

17.2%

ユ00%

・1
.5%

實線一男子量r熱繍 間離 機

聡 好 姿義 晶 轟羅:磯

2)結 核屍二樹スル喉頭結核 ノ頻度(%)

齢

子

子

性

年

男

女

雨

O--5

17

27

23

31-

35

10

46

44

4.職 業

イ、京 大 耳 科

6-

10

22

51

32

36-

40

33

21

29

11-

15

31

39

37

41-

45

44

36

45

16-

20

29

29

27

46-

50

21

11

21-26--

2530

R
)

ハb

9

6
δ

9
σ

0
σ

ワ
●

Q
ソ

4

り
∂

O
J

O
σ

51-56-

5560

259

197
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無
商

工

農

業 窯業土石加工業
金 属 工 業

造 船 船 具 業

化 學]二 業

飲食 品製造業
紙工業 印刷業

被服髪均具製造

木 竹 細 工 業
土 木 建 築 業

業

他

耕

業

織

ノ

紡

ソ
農

林

業林

交 通蓮 輪業
職 工

水 産 業

其他ノ有業者
ロ、字多野療養所

無

工

自

商

鐵

染
織

裁

教
宗

官
學

古

呉
米

文

接

職

業

業

業

由

物
物

縫

敏

物

服
穀

具
客

14123.7%

10912320.8%

1

13

3111419.3タ6

44

11

10

10

7

1

49916.6タ6

5

5

1

2

7

9

10

18

37

1

818213.996

1

工
業

業
業

員
家

吏

生
商

商
商

商

業

交 通 業 自動車蓮轄手
同 車 掌

俸給 生活 者

5.嗜 好 品

宇多野療養所

物 名 酒 煙草

例 数72

味

5

甘

233.8%

61.0%

10.2%

40.7%

4

4

2

コ

2

2

1

1

1

1

1

1

1

2

1

4

1
↓
1

3

6

FO

3

計

17

ナ好
者

9

嗜

キ

6.喉 頭結核 ノ合併症

合 併 症 京大耳科66例

核
炎
締
痩
核
核
鰹

氣
鵬

結
膜
頭

結
結
繍

∴

ネ

肺

肋
咽

痔

腸
舌

脊

結

腎

脚
十

6

3

3

3

2

2

1

1

1

1

1

6

字多野療養所33例

33

0
σ

Q
O

1

4⊥

9
向

7.結 核屍二於 ケル臓器罹患卒(京大病理)

麟 名肺 畷 巴囎 脾曜 露 隙
結 核 罹 患94%64%60%32%30%28%27タ6

肝臓撒 膿 繭 籐桃副腎 醸 共他
26ク612%10%6%3%2%1%1%

8.喉 頭 結核 ト肺結核 トノ關係

イ、肺病型別二見タル喉頭結核ノ頻度(結 核屍二就

テノ観測 端)

1)・ 滲 出型培殖型 ノ分類

京大病理敏室

肺結核肺病型

墳殖型 停 止 型
lll}進 行 型

混合型 圭増殖型
ll圭滲出型

蠕
滲出型

計

宇多野療養所

11-21-一 一
2030

塘 殖 型36

滲 出硬攣性38

不 明 確

2)

i

開 放 性 肺 攣

喉頭結核 頻度%

47

ll}

、1:

25.6

41.0

37.5

100

31♂1弱51蕊 計

12011

33017

・5

開放性、非開放性 ノ分類(京 大病理)

肺病型別二見タル喉頭結核ノ頻度

蕪 樹ll4111;二}78・5%
非開放性肺繰 灘111

21聯2・ ・5%
ii非 開放性肺結核二併登セル喉頭結核

年 齢14歳 以下15-2526-5051以 上

3

2

,。

瑠

型

乳

病

6

痂

6

8

14

繁

6
8
癖

6

肌

子

子

度

性

計

…m

男

女

頻 0

0

0

0

0
・
0
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肺 病 型 性別14歳 以下15-25

開 放 型 男子559109

女子124032

非 開放型 男子322919

女子20259

ロ、 肺病攣度 ト喉頭結核 ノ頻度、病型

1)京 大耳科(橘 、成瀬)

第 一 期 肺 攣1015%

第 二 其月 月市 攣3249%

第 三 其月B市 墾2233%

明 確 ナ ラザルモノ23%

2)宇 多野療養所(伊 藤、内藤氏)

26-5051以 上

0

2

4

ウ
～

1

33例bモ 何 レ・モTurban・gerhardtノ 第 三

期 ナ リ

3)京 大 病 理

計合

9

13

19

14

敷例
1

1

2

二ー

ー

ニ

ニ

ニ

一

微輕

6

-
22
'
i1

25

ー
数例

イ

ロ

ハ

「

コ・」
ノ

ノ

ノロニ一ロロロイイィ

1
等中

1

ニ

ニ'イイ

ロ

イ

ィハハ

ニ

度強

ニイ

ニ

ニ

ロ

バ

ハノ.イロ

ロ

ニロ日

ロロロロイイイ

強最

微輕

等中

度強

強最

/

肺/喉頭/

イ、滲 出性 喉 頭結 核 二、 培 殖 性 喉 頭 結 核

ロ、 圭 ト シテ"ノ ・、 圭 トシテ"

・・、 肺 罹 患 側 ト喉 頭 罹 患 側 トノ關 係

1)結 核 屍 二就 テ ノ観 察(端)

患 側 一 致12

患 側 不 一2・一一致7

識 別 困 難36

2)

肺 罹 患 側

京大耳科入院患者(橘 、成瀬)

同 例 数

但
隅
借
勝

右

雨

不

島

左側喉頭罹患
,,

,,

詳

右 側 左 側 雨 側

16100%8100%39100%

850%225%410%

425%450%513%

425%225%2769%

000038%

喉頭結核ノ肉眼的観測

不詳

(U

(U

1

2

イ、喉頭各部別二見タル結核憂化ノ頻度

1)京 大耳科入院患者(66例)二 就 テノ槻察(橘 、

察

計

8

8

1

1

5

1

8

1

観

合

5

2

8

9

6

1

ー

ノ

輔
臓
・
-
B
-
-

…

沸

鵬
暫

2

3

爲

4

1
2

1

鋤

囎

-

9
鎗

m

3

2
3

脚

閏

9

0

3

3

8

7

2

4

院

強

1

3

3

2

入

、≧

所

嚇

認

3

蛤

2。

π

。

2

2

簾

遇
辮
鰭
鷲 (野中)

病 攣 部嚇 糊 潰瘍購 灘 合計

聲 帯

後 壁

披 裂 軟 骨

假 聲 帯

會 厭 軟 骨

披裂會厭織髪

前 連 合

3)

1

3

2

0

4

0

0

3

3

8

2

4

5

0

9
陶

9
～

9
陶

9
陶

-
占

0

8

4

1

0

0

4
工

4
ユ

ー
」

2

2

6

1

6

0

0

5

4

2

1

5

0

0

2

2

6

8

0

5

0

0
0

41

FO

O
σ

FO

京大病理敏室二於 ケル結核屍 二就 テノ槻察

(端)

i部 位別二見 タル結核頻度(圖 示)

iiManasse氏 ニ ヨル喉頭結核 ノ分類(端)

浸 潤

}
9
陶
(U

1

9
向

瘍
瘍
炎
炎

縮

骸
骨

寝
潰
軟
軟

　瘍潰

ロ、初期病攣 ノ好登部位(圖 示)

ノ・、喉頭結核 ノ振展経過(圖 示)

10.喉 頭 結核 ノ顯微鏡 的観察(端)

結 核屍(68例)二 就テノ喉頭剖見成績

肉眼的ニモ結核病攣明確ナルモノ

臨林診噺アルモノ

剖見時二獲見セルモノ

再検査ニヨリ登見セノレモノ

n6

ツ
・

0

4
⊥

-

11

9
臼

FO

ワ
●

3

肉眼的二多少ノ疑 ・・シキ所見ア リテ組織的

検査ニヨリ診噺セルモノ

肉眼的二正常ニシテ連績切片検索ニヨリ診

噺セルモ ノ

連績切片二於 テモ正常ナルモノ

目下爾検索中ノモ ノ

35

13

nb

2

9
檸
1
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項 目16148號15654號15694號 6161號i6・3・ 號i6・82劉6126號i5656號

年 齢 6歳 10月 2年11月 丞L歳125歳
14歳 12歳110月

性 別 男
一
男 女 男1女 女 男 女

臨抹診噺 結 核 性
腹 膜 炎

一

腸 炎 結 核 性騰 膜 炎
増 殖 性
肺 結 核 肺腸結核

結 核 性
腹 膜 炎 雛 簑1闘 莫炎

結 核 性

解剖所見1
一 一

肺 粟粒結核 滲出性結核 粟粒結核 雨肺空胴

一1　 一一 一

右 粟 粒 雨 肺 粟
堆 殖 型1粒 結 核

ト
粟粒結核 粟粒結核

肝
一
同 上 1同 上

一
1畠一 一 同 上 同 上

脾 同 上
一

同 上 粟粒結核 粟粒結核 同 上 i同 上

肋 膜 右肺尖癒著 右 繊 維
素 性 炎

一

雨肺癒著 同 上

腸 盲腸部癒著

一

結核性潰瘍 同 左

胃
一

一 一
出 血 性
「カタ ノレ!」

一 一

1
腎 粟粒結核 同 左 左粟粒結核 雨側結核一
心 心臓周園炎

一 1_

i
淋 巴 腺 腺 結 核 結 核 腺 結 核 腺 結 核 旦 左曝 霧
鵬 膜

腹 膜 癒 著 同 左 同 左1

卵 巣
一 一 一

右 結 核一 塗塑 窒塑
結核性潰瘍氣 管

喉 頭 左モ氏蜜一
濾胞結核

右モ氏資一
濾胞内結
核菌

會厭軟骨前
後中央二結
核結節

後壁濾胞
内 結 核

會厭軟骨後
面濾胞二結
核結節

梨子状窩
濾胞二乾
酪 攣 性

一 一

一 『一「

摘 要 管内、血
行 不 詳

同 左 獲病後2週デ死亡
管 内 性
轄 移 血 行 性

淋巴濾胞ノ
全般的罹患

ユ1.肺 結核 患者 二併褒 セル耳鼻科疾患(野 中)

イ、慢性中耳炎

部位別 結核患者数 中耳炎患者 同 頻 度

肺 結 核2863712.9%

喉 頭結核33412.1%

ロ、鼻中隔轡曲症

部位別 結核患者数 鼻中隔轡曲症 同 頻 度

肺 結 核28616256.6%

喉 頭結核332266.6%

ノ・、中耳「カタル」 ・

部位別 結核患者数 中耳「カタル」 同 頻 度

肺 結 核286

喉 頭結核33

二、副鼻腔蓄膿症

部位別

肺 結 核286

喉頭結核33

ホ、制痩性鼻炎

部位別

肺 結 核286

結核患者数

結核患者数

蓄

9
～

nb

ρ0

2

1

膿 症

47

5

56.7%

78.8%

同 頻 度

16.4%

15.2%

削痩性鼻炎 同 頻 度

217.3%

喉頭結核33

へ、 口蓋扁桃腺肥大

部位別 結核患者数

肺 結 核286

喉 頭結核33

9
陶

扁桃腺肥大

137

14

6.O%

同 頻 度

47.9%

42.4%

12・ 喉 頭結核 屍 二於 ケ ル喉 頭各部 ノ計測(合

田、村田)

第II篇 症 状、診噺

1.喉 頭結核 ノ自魔 的症状

イ、京大耳科外來(593人)ノ 観察(奥 井、中村、海

老原)

犬
噺

漱

痛
疾

痛

熱
難

痛

翔

榎

登

困
獲

症黙

軸

篇

例 藪

428

241

228

191

95

79

55

40

頻 度%

72.2

40.6

38.4

32.2

16.0

13,3

9.3

{～.4
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喉頭異物感
盗 汗

疲 勢 感
均髄 痩 削

喉頭狭窄感

無 聲 症
呼吸 困難

3

3

9

0

9

7

4

9
り

9
～

-
↓
-
⊥

5.6

3.9

3.2

1.7

1.5

1.2

0.7

ロ、宇多野療養所入院r33人)二 就 テノ観察(野 中)

犬
湊

噺

漱
感

痛
嚥

難

　り

　

鞭

照

囎

症

ね
ロ
ぜ

喀

聲

咳

喉
疾

誤
呼

例 数

33

31

30

19

16

3

0

鉄 如

0

2

3

14

17

30

33

2.輕 症肺結核 二随件 スル非結核性耳鼻症歌

(後藤、輻田 實験醤報第22年2月 號)

症 状

鼻 症 状

鼻 閉 塞
前 鼻 漏

後 鼻 漏

鼻 内乾燥

鼻 出 血
嗅魔鈍 麿

頭 痛 感

耳 症 状
難i聴

耳 閉 塞

耳 鳴

耳 漏
自家 強 調
口腔咽喉症状

咽喉乾燥感

咽頭異物感

咽頭痙痒感
口腔乾燥感

口 狭 感

咽 頭熱 感

嚥 下障 碍

登聲 衰弱

自畳症猷如

例 撒 頻 度%

1634

1430●

919

612

36

24

24

24

24

24

24

12

0

5

1

5

3

3

2

1

9
臼

4⊥

4⊥

3

2

1

1

6

6

4

2

4

3

2

1

3.老 人 ノ喉頭結核(京大耳科 後藤)

イ、 年

年 齢

例 鍛

ロ、 登

齢

54

2

病

55

1

實 数

20

3

29

7

565760

211

症 例

肺 登 病

の
ロ
ロ

も

喉

ハ

　

無
難
難
麟
、

イ⊥

二

1234567

棚 不囑 ㌔ 年請 棚 晶年
152Jヨ2月5月9.月10月1年

前 前 前 前 前 前

部 位

假 聲 帯

會 厭 軟骨
聲 帯

披 裂軟 骨

喉 頭後 壁

聲 帯 下腔

2)

右 側

雨 側

爾 側

3)

7

5

5

5

3

3

2

2

2

1

1

1

例 頻 度%

100

72

72

72

43

43

29

29

29

14

14

14

潰 瘍 浸 潤 腫 瘍 計

0617

2135

0505

2235

0202

0101

部

部
下

病

大

大
瘍

肥

肥

部

上

上

上

症

腺

腺
潰

鰻

囎
尿
灘

頭

肺

他

糖

口
舌

咽

4⊥

FD

-
占

4
⊥

1
⊥

4
⊥

イ
⊥

4.小 人 ノ喉頭結核(臨 抹勝學 第25年 第9號

後藤、弘中)

イ、年 齢

鱗
磯

別

子
子

症

犬
噺

ユ

覧

月
嘆

-

m

性

男
女

自

症
鯖

も

も

ロ

バ

9

例 数

6

1例

10例

Ω
U

9
り

頻数%

55
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咳 漱

疾 痛
嚥 下 障碍

無 聲 症

喀 疾

、他昼的所見

潰 瘍
會 厭 軟骨

聲 帯
披 裂 軟 骨

浸 潤
會 厭 軟 骨

FO

」4

9
σ

4⊥

0

6

2

9
σ

4

"0

2

5

6

7

9

0

4

2
U
9
～

帯

骨
腔

症

尖

尖
尖

肺

肺

騨

併
鷲

鱒
欝

聲
披

聲

合

雨

左

右
左

右

屯

肺

9
佃

4

4⊥

7
8

1
↓

2

0

4⊥

-
占

5.症 歌 二及 ボ ス氣候 ノ影 響(後 藤)

月 日

lI

l髄 温 脈 搏 呼 吸
氣膣
i氣 温 温 度

昇鯛 恒瀦 艇 者障 者蹴 者障 者 最高i最低 圏 差 最副 最副 差
71 1 5 2 5 2 5 50

一 一}

34

32122110 85173
し

12

6 1 6 1 6 0 6 52 28 6 92172 20

11 0 6 1 6 2 6 49 31 34 7 81160 21

16 1 6 0 6 1 6 56 32 26 6 gol磁 26

21 2 6 2 6 1 6 58 36 27 9 74170 4

26 4 6 1 6 0 6 50 36 27 9 8570 15

81 3 6 0 6 1 6 55 36130 6 81 60 21

6 3 5 2 5 2 5 54 35131 4 82 70 12

11 1 5 1 5 1 5 56 34 131 4 81 71 10

16 1 5 1 5 3
●

5 57 38 33 5 79 60 19

21 2 5 1 5 2 5 55 36 31 5
冨一　 一 一

87163

74164 10

26 2 5 2 5 1 5 57 37 32 5 24

91 2 5 1 5 2 5 55 36 34 2 78 78 0

6 1 5 0 5 2 5 56 34 32 2 81 77 4

11 0 6 1 6 3 6 37 36 34 2 84 70 14

916 0 6 1 6 1 6 61 23 21 2 88 一
1

0

21 0 6 0 6 1 6 61 33 27 6 73171 2

26 2 7 1 7 2 7 65 29 24 5 7955 24

101 2 7 4 7 3 7 61 21 19 2 89184 6

6 2 6 3 6 2 6 60 24 20 4 8318・ 3

11 3 7 1 7 2 7 62 26 20 6 80 65 15

16 7 7 2 7 2 7 53 23 16 7 88 一 0

21 0 8 1 8 3 8 63 23 13 10 80 65 15

26 2 8 2 8 4 8 67 27
-

26

17 10 84182
一

2

111 1 7 2 7 2 7 66 16 10 89182 7

6 4 7 0 7 1 7 61 18 15 3 93}88 5

11 1 6 1 6 1 6 70 16 11 5 93 76 17

16 3 7 3 7 2 7 68 26 10 16 92 56 36

21 3 6 4 6 0 6 62 26 9 17 100 93 7

26 2 6 2 6 1 6 59 18 16 2 90 85 5

121 1 5 1 5 2 5 57 17 15 2 100 92 8

6 2 6 4 6 1 6 64 23 9 14 91 84i7
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巳一

11 1 614

[「

6 2 6 60 13 11 2 100 92 8

16 1 6

一

6 1 6 74 22 10 12 100 92 8
一一

21 3 6
-〇-

6

2 6 1 6 64 14 13 1 78 75 3

26 3 2 6 1 6 64 22 8 14 73 一 0

6.喉 頭結核患者 ノ喀疾中ノ結核菌(加藤 荒木・

松村)

一 窪噸ll響 …
陽 性45484957

陰 性1512113

陽性 卒%75808295

7.喉 頭 結核患者 ノ流血中 ノ結 核菌(加 藤、荒木、

松村)

嘱 轄 繊 詮 ク

†ぎ
ロ

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

合

ド
地
レ
培
ス
氏
ベ
カ
法

ソ

ソ

ベ
イ
鱒
タ
法

レ
ス
氏

陽性 陰性 陽性 陰性 陽性 陰性
13000000

2000000

5000000

4000000

3100000

10000000

9000000

10000000

3・100000

3100000

62300000

8.喉 頭結核症 ノ「し/」線像 二就 イテ(長 石、末廣、

耳鼻咽喉科臨1休 第31巻5號)

モ氏賓、聲帯下腔 ノ診察

喉頭入門部 ノ高度病攣時ノ診察

軟骨膜炎ノ診察

9.喉 頭結核 二於 ケル ピルケ氏反鷹(中 前)

イ、各種 ノ喉頭結核二於ケルピ氏反磨

皮 膚 斑 直 径01-56-一 一1011-1516-20
「カタル」性喉頭結核00410

浸 潤 型02501

潰 瘍 型24910

軟 骨 膜 炎 型00300

結 核 腫 型01000

合 計 陰性9.27%陽 性24.73%

ロ、 ピルケ氏反磨 ノ影響

魏 盤 髄 温 脈 搏 呼 吸
症状 陽 陰 陽 陰 下 不 上 減 不 堆 減 不 培
性 性 性 性 降 墾 昇 少 墾 加 少 憂 加

例 数4174178310678489

頻 度%19811981381448293338193843

10.喉 頭 結 核 二於 ケ ル マ ン トー 氏 反 磨(中 前)

イ、 喉 頭 結 核 各病 型 二於 ケ ル マ ソ トー 氏 反 磨

皮 膚 斑 直 径01-56-1516-2526以 上

寝 潤 型結 核00110

潰 瘍 型,,20111

軟 骨 膜 炎型00001

結 核 腫00001

合 計 陰 性2.22%陽 性7.78%

口、 マ ソ トー氏 反 慮 ノ影響

月犬症購鷺 議 灘 晶
悪 攣 悪 攣 少 愛 加 降 攣 昇 少 痩 加

例 数0909143521224

%01000100135037632512252550

11.喉 頭 結核 二於 ケル 「ツベル ク リン」反慮

(中前)

イ、「ッベルクリソ」皮下注射 ノ影響(%)

局 咳 盟 頭 關 倦 悪 コ 咳

蹴膿 ∴
心1漱

陽性20202020000020

陰性80808080100100100100100

口、 「ツベルクリソ」喉頭粘膜塗布 ノ影響

症 状 局所症培悪 自魔症塘悪

陽 性62

陰 性1014

12.鑑 別 診断(後 藤 治療及塵方 昭13,3月 等)

徽 …毒

癌 腫

限局性喉頭「カタル」

輩純性潰瘍

第1皿 篇 喉頭 結核 ノ治療

1.喉 頭結核 ノ慣 用療 法(後藤 日新治療 第237

號)

イ、全身的療法

ロ、局所的療法

・・、封 症 療 法

手術的療法
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電氣焼灼怯(長 石、耳鼻咽喉科臨沐 第31巻

2號)

人 工氣胸術

横隔膜紳経切断法

氣管切開術

上喉頭紳経切噺術(森 本)

同蹄紳輕切噺術

會厭軟骨切噺術

共他 ノ手術的操作

理學的療法

「レソトゲソ」療法

日光照射法

余 ノ考案 セル 喉頭光線療法器 ニツイテ

(本城 臨抹 日本署學 第2巻 第2號)

喉頭用「ヘ リオヌタット」ノ使用(恩 地)

喉頭 ノ光線及ビ「Vj線療法二就 テ(本 城

末廣)

「ラヂウム」療法

人工光線療法

化學的療法

金 療 法

乳酸、共他

特殊免疫療法

2.喉 頭結核 ノ局所所 見 ト治療成績 ノ關係

(末廣、本城)

イ、喉頭結核病型 ト治療成績

榑 蹄 浸潤 型 塘殖型 滲出型 混合型 合計

良 好223310

不 攣369220

　曾 悪019010

言十5921540

ロ、喉頭病攣部位 ト治療成績

病 墾i部 位 良好 不攣 墳悪 合計

喉 頭 全 般54817

1蕪1難 馨iii}7

雛羅 講 観il}・ ・

1聲帯帯㌧聲謹 醗1}慮
3.肺 病 攣 ト喉 頭結核治療 成績(同)

イ、肺結核病型 ト喉頭結核治療成績

滲出性 混合型 圭増殖型 合 計喉頭縛節
肺愛 肺攣

良 好24410

不 墾i610420

±曾 悪82010

言十1616830

ロ、肺結核病墾度 ト喉頭結核治療成績

雨肺 一肺全 雨肺部 一肺部 計喉頭韓締
全般 一肺部 分的

良 女子235010

不 攣676120

堆 悪406010

言†121017140

4.炭 素 登焔孤光燈 ノ治療成績(同)

喉 頭 病 髪 肺病攣
喉頭轄節 浸 滲 塘 混 滲 混 墳 計

潤 出 殖 合 出 合 殖

良 好12112125

不 攣i21120516

塘 悪02102103

十

5

1
【

pO

昌
ニ
ロ墳

殖

2

1

0

病

混
合

3

2

1

肺
滲

出

0

1

4

雲

欠混

A
ロ
ゥ
～
-

。

献

病
増
殖

1

1

0

薦

頭
滲
出
-
2

5

療

喉

治

寝
潤

1
0

0

蜘

節

好
攣

悪

孫

轄

レ

頭

「

喉

良

不
塘

臥

6.

7.

8■

9

「ヴィタ ミン」療 法
、「ホルモ ン」療 法、金属製

剤療 法(高 原)

各 種治療操作 ノ影響 二關 スル組織 的検 索

(淺井♪ 圖示

上喉頭挿経切除 ノ實験 的研究(森 本、長石)

全 治又 ノ・輕快症例 ノ概観(後 藤、長 石 治療及

庭方 昭10年2月 記載 ノ分 ヲ除ク)

項al洞1飯 則 岡{内 列 守 本

男 男性 別

年 齢

肺 稜 病

喉頭獲病

29歳

7年 前

3月 前

25歳

男 男 男

29歳

8年 前1年9月前

2月 前 「「頁「訂

15歳 33歳

6年 前

6月 前

栗 圃 江 淵陣 井

男 男

25歳

8月 前

22

_}「 一 二 ～一 『

男

歳30歳

　

13月
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圭 訴 嗅 聲 嗅 聲
嘆 聲、
咽 頭 痛

嗅聲、咽
頭乾燥感 咳 聲 嗅 聲 嗅 聲

嘆 聲、
嚥 下 痛

榮 養 中 等 良 好 中 等 中 等 中 等 中 等 良 好 中 等

食 慾 中 等 良 好 中 等 ヤ ・不 良 良 好 良 好 良 好 良 好

燈 重 57冠 一 56妊 一 一 551駈 一 45竜

膣 温 37.2 37度 37度 37.6 37度 37度 37度 37度
一
赤 沈 一 一 71 一 30

}

32 一 一

喀 疾 菌 一 菌十 菌十 菌 一 菌一 菌 一 菌 一 菌十

肺 病 型
混 合 型
部 分 的

滲 出 型
(雨 側)

混 合 型
(雨 側) 壇 殖 型

培 殖 型(
雨 側)

混 合 型
部 分 的 墳 殖 型

混 合 型
部 分 的

空 胴 一 一 十 一 一 一 一 一

肋 膜 炎 一 一 十 一 一
}
一 一

一

■一

喉頭病型 浸 潤 型 滲 出 型 混 合 型 壇 殖 型 培 殖 型 混 合 型 滲 出 型 混 合 型

治 療 法 「レ」 線
「カーボソ」

燈電氣嶢灼

法

「ラ ヂ オ テ

ル ミー」電

氣 焼 灼 法

電 氣 焼 灼 法
「レ」線 、「ラ

ヂ ウ ム」、「カ
ー ボ ソ」燈

日光浴 、「ヵ
一 ボ ソ」燈

「カー ボ ソ」

燈 「レノ」線 、

日光 浴 會 厭

切 除法

電 氣 焼 灼 法 ・
「カー ボ ソ」

燈

「レノ」 線

一
治療日吸 2月 13月 8月 7月 2月 2年1月 6月 6月
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第IV篇 喉頭結核 ノ豫後

1.喉 頭結核患者 ノ血沈検査成績(吉井)

イ、喉頭病攣度ト赤血球沈降反磨(40観測例)

囎 鰻 騨10茄20菊40蕊60蕊8?面 馳

輕 度1315310

中 等 度0018610

強 度0012651

言†133101571

ロ、 赤 血 球 沈 降 反 慮 中等 債 ト縛 臨 トノ關 係(30観 測

例)
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2.喉 頭 結核患者 ノ血液像(中 前、吉井、成瀬)
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3・ 喉頭結核患者 ノ尿検査成績(金子)

イ、喉頭結核患者尿 ノ「ヂアツオ」、「ウロクロモゲ

ゾ」.沃 度反磨

反 慮 名 陰性 弱陽性 陽性 陽性率%
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5.」 ウヒケ氏反慮 ト患者轄蹄(中 前)

ピ氏反慮皮膚斑 良好 不愛 壇悪 死亡

0000100%

1-50202060%

6以 上2914570%

6.マ ン トー氏反慮 ト患者轄蹄(中 前)

皮膚斑経 生存 未治退 死亡
5以 下00100%

6以 上57430%

追 加

有 馬 英 二

喉 頭結核 ノ成生 ニ ツイテハ腸結核 ト同様 二管腔

内 ヨ リノ吸牧 ニヨルモ ノトノ御考 ヘ ノ様 デア リ

マスガ私ハ臨休上及 ピ剖 見上 ノ多数 ノ経験 カラ

血行 性 二登生 スルモ ノガ相當多数 デ アラウ ト考

ヘ テ居ル
、演者 モ肉眼的 二粘膜攣 化 ノ無 イモ ノ

ニ組織 的 二結核性病攣 テ認 メル トノ御話 デ アル

ガ先年本所 ノ木村男也教授 ノ報告 ニモ アル通 リ

デ、組織學 的 ノミノ結核 ト臨躰 上 ノ結核 ト同一

トノ・言ヘ マセ ンガ、兎 二角 力 ・ル粘膜 結核 ハ軍

二管腔 内 ノ吸牧結核 ノ ミデナ ク相當多激例 ニハ

血行 性一淋 巴血行性成生 ノモ ノデ アルニ相 違 ザ

ナイ。

倫治 療法 一ツ イテノ・周知 ノ如 ク肺結核 二合併 セ

ル喉頭結核 ノ治療 ノ困難 ナルモ ノデアル ガ、余等

バー昨年來 「チモフォーゲ ン」ノ注射 又ノ・吸入法

ニ ヨリ咽喉結核 ガ相當 二良好 ナ成績 テ塞 ゲ得 ル

モ ノナル コ トテ信 ズル。氏 ノ表(表 略)ハ 昨年教室

ノ大 澤等 ガ登表 セルモノデア リマ スガ
、肺結核 ニ

テ咽喉頭結核 テ合併 セル モ ノ9例 ニツ イテ0 .1

-0 .2%「 チモ フ.・一一ゲ ン」吸 入一 ヨ リ封症的 二良

数果 ア リシモ ノ5例 デ アツタ。治癒 シタモ ノ1

例(極 初期喉頭結核〉(香宗我部教授 ノ診 断)ア ツ

タガ之ノ・自然治癒 モア リ トノ事 デア リマスカ ラ

「チモ」ノ作用 力否カノ・断定出來 マセンケレドモ

兎二角良好 ナ成績 テ屡ゲラレマス、横濱十全病

院 ノ及能博士ノ、本剤 ノ注射 テ賞讃 シテテル、多

数 ノ追試テ御願 ヒスルモ ノデアル。

106・ 肺結核二封スル横隔膜棘経捻除術、

斜角筋切断術併用 り治療成績二就テ

灘 爺=懸驚)
余 等ノ・第14同 本會席 上 二 於 テ、11例 ノ肺結核

患 者 二横 隔膜神経 捻除術 ト斜角筋切断術 トテ併

用 セル治療成 績 テ報告 セル モ、其 ノ後本年2月

迄 二33例 二達 シタル故、再 ビ弦 二治療成績 ノ

概略 テ報 告 スル。

手術 ノ・縛 テ本 院土 井博 士執刀 ノ下二行ノ・レタモ

ノデ アル。本 法 ノ最 モ適慮 シタモ ノ トシテ選 ン

グ ノノ・、肺 上葉 ニアル病竈殊 二室洞 ガア リ
、而

モ人 工氣胸術 テ 施 シ成功 シナ カツタモ ノデア

ル。手術 二至 ル間 ノー般 治療 ニ ヨル状態 テ見ル

汽11例 ノ・症状 固定 シ且 ツ開放性結核 ノ故 テ以

テ外科的治療 ノ適 當 ナル コ トテ認 メラレタモ ノ

デ ア リ、22例 ノ・當院 デ1乃 至4ケ 月 ノ入院治療

デ症状 ノ輕快捗 々 シクナカツタモ ノデアル。病

竈 ノ部位 ノ・右 上葉18例 、右全葉1例 、左上葉

11例 、左全葉3例 デ、爾他側 ニモ病竈 テ認 メ得

タモ ノノ・5例 デ アル。次 二重要 症状 テ手術前後

二就 テ比較 シ線括的 二述 ブ
。

1.罷i温 ハ李熱 ナル モ ノ手術 前9例 、手術後退

院 時 ニノ・27例 トナ リ、 而 モー般 二 安定 スル傾

向 ガ著 シイ。 手術後禮温 ノ上昇 シタモ ノノ・1例

デアル。

を.脈 搏 ノ・手術後 一過性(1乃 至2週 間)二 頻撒

トナルモ ノアル モ、線 テ再 ビ薔 二復 シテヰル。

3.喀 疾量 ノ・手術 直後 二増加 シタモ ノノ・7例 、

減 少 シタモ ノノ・13例 アル ガ、 退院時 ニハ 減少

シタモ ノハ19例 、全 ク 消失 シタモ ノノ、5例 ニー

及 ビ、檜加 シタモ ノノ・1例 デ其 ノ他 ノ・不憂 デ ア

ル。即 チ喀疾量 ハ手術前後 二著明 ノ差 ガ アル 。

4.喀 疾 中 ノ結核菌 ハ入院 時陽性 ノモ ノ27例 、

陰 性3例 、不 明3例 デ、入院後手術 二至 ル迄 ハ
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殆 ン ド攣化 ナ ク、手術後退院時 ニハ結核菌 ラ謹

明 シ得 ナ クナツ タモ ノ9例 ラ算 シ、消失ノ・シナ

イガ明 カニ減少 シテヰル ト思 バ レルモ ノ8例 ア

ル。 コ レノ・注 目二値 スル コ ト・思 フ。

5.室 洞 「レン トゲ ン」線像 デ手術前室洞 ア リ

ト認 メ得 タル モ ノハ30例 アル。 コレガ 手術後

縮 小 セリ ト認 メラ レタモ ノ16例 、消失 ト思ノ・

ル ・モ ノ3例 、旗大 ハ1例 、不攣8例 デアル。

尚 室洞壁像 ノ攣形 テ認 メタモ ノモ アル。

手術後肩 ガ沈下 シ、深吸氣時 ノ肩 ノ暴上 ガ制限

サ レテヰルモ ノ9例 、上部肋骨 ノ沈下 ラ認 メ タ

モ ノ14例 アル。又肩月甲部筋 肉 一 輕度 ノ萎縮 ヲ

來 シタモ ノ、 鎖 骨上窩 ガ 陥浸 スルモ ノ等 ガ ア

ル。呼吸 曲線描爲 デノ・署局唐澤 氏 ノ観察 一 ヨル

ト横隔膜静経捻除術輩掲 ノモ ノ ト、之 レニ斜角

筋切断術 テ附加 シタモ ノ トノ間 ニー一定 シタ著 明

ノ攣 化ノ・認 メラ レナ イ ト云 フ。

以上 テ綜合 シ見 ル ニ手術後2ケ 月前後 ノ成績 ノ・

輕快22例 、 不攣9例 、 檜悪1例 、死 亡1例 デ

アル。

≡欠二6ケ 月乃至26ケ 月 テ経過 シタル29例 二就

テ調査 スル ニ、大盟相當 ノ劇務 ニツィテヰルモ

ノ3例 、普通 ノ勤務 二從 ツテヰルモ ノ3例 、野

外散歩手先仕事等 ラナ シ日壇 二健康恢復 シツ ・

アルモ ノ7例 、順調 二経過 シテ居 タガ喀疾 中 ノ

結核菌 ガ消失 セズ、 ヨ リ徹底 的 ノ治癒 ヲ望 ンデ

胸廓成形術、肺尖充填術 ラ行 ツタモ ノ3例 、健

康人 ト同檬 二起 居 シテ療養 中 ノモ ノ2例 病床 ニ

アルモ ノ3例 、死 亡ノ・5例 デ、1例 ノ・早期死 亡

デ他 ノ4例 ノ・手術後卒均15ケ 月後 二 死 亡 シテ

ヰル。尚経過不 明 ノモ ノ5例 アル。 即 チ全禮 ト

シテ此 ノ遠隔成績 テ 見 ルニ 輕快 シテヰルモ ノ

16例 、不壁 ノ状態 ニアルモ ノ2例 、増 悪1例 、

死 亡5例 トイフ撒 デ アル。

以 上述 ベ タ トコロカラ見 ルニ、約2ク 月後 即 チ

早期 ノ治療 成績 ノ・相 當 二良好 デアルガ、之 レニ

比 シテ遠 隔成績 ハ アマ リ良好 トノ・云 ヘナイヤウ

デァル。然 シ大禮之 レヲ本手術 テ行 ハ ナカツタ

モ ノニ比 外ル ト相當良好 ト思 ノ・レル。之 レラ專

ラ本法 ノ数果 ノミニ蹄 スルコ トノ・出來ナイガ、

肺結核 ノ補助療法 トシテコノ雨者併用ハ肺上野

ノ殊二室洞 アル病竈二封 シテノ・相當意義 アルモ

ノト信ズルノデアル。今後爾手術後 ノ療養 ノ鮎

昌充分留意 シテ盆 亙其 ノ特長テ登揮 シテ行 キタ

イモ ノト考ヘテヰル。

107.横 隔膜紳経捻除術 ノ治療成績二就テ

川村 一郎(阪大今村内科)

Felixガ1922年 二横隔膜瀞経切除 ノ代 リニ捻

除術 テ創始 シテカラ、肺結核 二封 スル本手術 ノ

適慮症或ノ・治療成績 二關スル報告ノ・、欧米ノ・固

ヨリ我國二於 テモ、既二無数 ト云 ツテ良 イ程澤

山一アル。 ガ、是等 テ大膿総括 シテ見ル ト、肺

結核患者 ノ肋膜面 ガ癒著等 テ來 シテ人工氣胸療

法テ實施出來 ナイ場合 二本捻除術 ガ行ハ レテ居

ル。我今村 内科 二於 テモ、先ヅ人工氣胸術 テ施

シ、室氣注入 ノ出來 ナヵツタモ ノニ本捻除術 テ

實施 シテ、 昭和10年 山上、小倉 ガソノ167名

二就キ、其 ノ治療成績殊 二長期観察 ノ結果 ラ報

告 シテ居ル。

私ノ・更ニソレ以後 二於ケル今村内科入院患者中

横隔膜聯脛捻除術 テ行 ツタ156名 二就 イテソノ

治療成績 テ弦 二報告 スル。

1.症 例

イ、受術者 ノ年齢及性別

第1表
1一

訳1男1女1計
2

10歳 一20歳 16 10 26

21-30 46 32 78

31-40 24 13 37
1

41-50 .5 2 7

50歳 以 上 7 1 8

計 98 58 156

即 チ第1表 ノ如 久 男 性 ハ女性 二比 シ本手術 テ

受 ケ シモ ノ断 然多 ク、又、年齢別 一 見 レバ、

男、 女共21歳 一30歳 ノモ ノ最 モ 多撒 デ アル。

省 ホ コ ノ156例 テ、X一 線所 見 ヨリ病 側別 二

観察 スル ト、1側 健全 ナ リ ト思 ノ、レタモ ノ104

例 、 雨肺=攣 化 テ 認 メタル モ ノ52例 、手術側
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ヨ リ観察 ス レバ、右側 二施 行 セルモ ノ82例b

左 側 二施 行 セルモ ノ74例 トナル,コtrラ 表 示

スル ト、第2表 ノ如 シ。

第2表
鰯

手術側
病側 右 側1左 側

右側肺結核 56鱗

左側肺結核 48隼ll

雨側肺結核 26草21 26軍11

計 82鰐 74鐸

尚ホ横隔膜静経捻除術ハ、全ベテ阪大小澤外科

教室二於テ、小澤教授拉二武田博士ニヨツテ施

行サ レ、術式ノ・武田氏法、捻除禰経 ノ長サノ・李

均15糎 デアル。

2.治 療成績

先 ヅ今同観察 シタ結果 ヲ表示 スレバ、第2表 ノ

如 久 経過良ナルモノハ、手術後3週 以上ニシ

テ(1)喀 疾中二結核菌 テ護 シ得 ザルニ至ルモ

ノ、(2)赤 沈反慮、(3)理 學的症状拉 二(4)一

般症状 ノ著 シク輕快 シタルモノラ構 シ、梢 ≧良

ナルハ、大艦以上 ノ四ツノ目標中、ニ ツ以上即

チ喀疾中ノ結核菌撒 ノ減少テ認 メタル上一般症

歌 ノ輕快セルモノ、又ハ赤沈反慮ガ正常償 二近

接 シ來 レルモノ等 テ算入 シタ。

第3表
1

病症 縄圓 徹陣 不良1死 計

重1

症

」⊥童
[]⊥
1

11

-

3
-

2『
6

1
-

-

2
-

3

6

辮市轡
『
1
一
5

爾 側,,1 1
-

5『
11

-

13
-

10

一
2

一
7

-

18小 計
1_

1
-

18
-

15
-

10

一
3

中
等
症

右側肺結核 7 2

了『
2

-

2

38

左 側,,

}

7

一
1

-

1

一
37

32

避
12

雨 側,, 9{
小 計 43 34 23 4

輕

症

右側肺結核 8
-

8
-

5
-

21『
65

4 一
2『
1『
3

}

32

左 側,,

一
1 11"

雨 側,,

一
2 一

一
6

8

小 計
}

7
-

46

一

『
7

『
31

線 計
一
156

尚ホ熱型ハ、術後ノ・大約4日 一1週 間ニ シテ大

多歎 二於テ下熱 スルラ認 メタルテ以テ、四目標

中ノー般症状 二包含 セシメタ。

次デ本捻除術 ニヨル喀疾 中ノ結核菌 ノ清長デァ

ルガ、 コレハ第4表 二示 ス如 ク、開放性結核症

例86例 中、34例 二於テ結核菌ラ喀疾中二謹 シ

得 ザル様ニナツタ。爾 コレハ、手術後3週 乃至

1ケ 月間 二、2同 以上検疾 ノ結果結核菌陰性ナ

リシモノ。

第4.表
一

状 閉 鎮 性 トナ
リシ モ ノ 開放 性 ノマ ・

開放性結核症
34鐸

(44%)

必鱗
(56%)

閉鎖性結核症 36軍}§ 3鰐
■

第 5 表

ヨ
院

デ

後
退

マ讃
良
過

稽 良

不 攣
不 良

死

入院中ノ経過

調 査 人 員
の

次 二横隔膜禰経捻除術 ガ肺結核 ノ経過二如何 ナ

ル影響 テ與 フルカ ト言 フ事ハ重大ナル問題 デコ

レラ観察 スル爲、入院中 ノ経過拉 二退院後 ノ経

過ラ線括 シテ表示 スル ト、第5表 二示 ス如 ク、

先 ヅ入院中ノ経過 デハ3ケ 月(手術後)以 内、2

週以上二於テ不攣及 ビ経過佳良 ナルモノ断然多

撒 ラ占メ其後二於テハ1斬次其数 ラ減 ズ。

爾 ホ退院後 ノ経過 テ調査 スル爲、種々退院患者

二就 キ問 ヒ合セ等 ノ手段 ラ トレルモ、大阪 ノ如

キ都市二於 テノ・人 ノ流 レト言 フカ、住居 ノ攣更

ノ甚 シキ爲力、僅 力3例 二於テ、 ソレモ91例 ハ

2年 後、2例 ハ3年 後 二於テ、 ソノ居塵 テ分明

セルノミデアツタ。然 シコノ3例 二於 テへ 退

院時 ノ経過良好ナリシモ ノデ、2年 、3年 後 ノ

2

ケ
月

ー

ケ
月

2

.
週

12

一
8

一
7

一
-

一
〇

「
28

16

一14

一13

一」

0

巫

6

一
7

一
4

一
〇

一
〇

一
17

院
ノ
過

退
後
経

π
雛
10

ケ
月

7

ケ

月

5

ケ

月

3

ケ
月

1

一
1

1

一

3

一
〇

8

一
2

3

一
〇

1

一

0

一
3

「7

4

一
2

一
〇

一
16

1

0

一〇

一4

16

一
7

一
8

一
3

一
3

一
37

計

66(42%)

39(25%)

38(24%)

7(4.4%)

6(3.8%)
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各1例 ハ全 ク健康者 ノ如 久 普通 ノ生活 テナ

シ、3年 後 ノ他 ノ1例 二於 テハ、 時々微熱 デ訴

フル状態 ニテ、今 更 二診察 ラ受 ケル ノノ・又病氣

ガ悪 クナ リサウデ御遠慮 スル トノ同答 テ得 タ。

以 上 テ約言 スル ト、肺結核 二封 スル横 隔膜示申経

捻除術 ハ、人工氣胸不能 ノ患者 二施行 スル トキ

ハ本手術後3ケ 月以 内二於 テハ可 ナ リ良好 ナ経

過 テ探 ラ シメ、又 開放性結核 患者 二施行 シテ ソ

ノ44%二 於 テ喀疾 中 ノ結核 菌 ヲ 清失 セ シムル

等相當認 ムベキ結果 テ得 タ。

108・ 肺 空洞及 ビ氣 道内容物 ノ組織學的

所見(特 二結核菌所見 二就 テ)

川 井 安 子(東 京市療養所)

東 京市療養所 二於 テ剖検 シタ結核屍 二於 テ、肺

室洞 内容物 ト氣道 内容物 ノ隻 方 ノ存在 スル例 ラ

選 ンデ、組織學 的観察 テ行 ヒ、特 二結核菌所 見

二就 テ検索 ラ行 ツタ結果
、雨者 間 二明 カナ差異

ラ認 メ、且 ツソノ他二,三 ノ興 味 アル所 見 ラ得

久 検索 ノ方法 ノ・、 固定 シテ 取 出 シタ肺 二就

テ、先 ヅ病攣 テ観察 シ、 内容物 ノ肉眼 的観察 テ

行 ツタ後、大禮 「パラフィン」切片 トナ シ、一部分

ノ・「ゲ ラチ ン」包埋後氷結切片 トナ シタ
。

染 色 ニハ、 「ヘマ トキ シリン・エ オジン」染 色、

弾力繊維染 色、 ビル シ。ウ スキー、 マ レツ シ、

岡氏攣法格 子繊維鍍銀 法及 ピ粘液染 色法 ラ 用

ヒ、結核菌染 色 ニへ 「アニ リ ン」水「フクシ ン」

染色、 「グ ラム」染 色及 ビ「アニ リン」水 「フク シ

ン」、 「グラム」重染 色法 ノ三法 テ用 ヒタ.

組 織 所見

室 洞 内容 ト氣道 内容 トノ・、組織學的 二見ル ト、

大艦 、

1.壊 死組織 ノ剥 離脱落 セル モ ノ

2・ 乾酪攣性部 ノ軟化融 解 セル モ ノ

3.膿

4.粘 液

二大別 スル事 ガ出來 ル
。

之等 ノ組織部分 ト、結核菌 トノ關係 ノ・次 ノ如 ク

デ アル。

(1)壊 死 組織 脱落片

核 ノ染 色性 ハ頗 ル不良 デアル ガ、弾 力繊維、格

子繊維二依 ツテ、組織造構 ノ保 タ レテ居 ル ノテ知

リ得 ル部分 デ,此 塵 ニノ・結核 菌 ノ頗 ル稀 デアル。

(2ノ 乾酪量 性部 ノ軟化融解 セルモ ノニハ次 ノ2

種 ガ アル。

1ハ 核融 解 テ起 シテ來 テ、 「ヘ マ トキ シリ ン」デ

網 様 ノ物質 ガ 染 色 サ レル部分 デ、 ソ ノー 部 ニ

ハ網 眼中 二核 ノ明 カナル細胞 ガ侵 入 シテ居 ル
。

此塵 ニハ結核 菌 ハ頗 ル多数 デ、 ソノ所在 ハ細胞

ノ盟 内外 ラ問ハ ナィ。

他 ノ・核影 ノ ミガ認 メラ レルヵ著 シク核 ガ溝失 シ

テ居ル部分 デ、此庭 二結核 菌ノ・純培 養 ノ如 ク無

歎 二繁殖 シテ、菌聚落 ラ成 シテ居 テ、 ソノ末端

デノ・屡 ≧小塊 ラ作 ツテ居ル。

コ ノ菌聚落 ノ特殊 ノ場合 二所謂 室洞、「リンゼ」ガ

アル。2Pチ 「・リンゼ」全 ク菌 ノ集塊 デアル が、 コ

ノ中二在 ツテモ弾力繊維 ノ ミノ・保 タ レテ居 テ、

ソコニハ菌 ノ、存在 シナ イ。

(3)多 形 核 白血 球群 ハ比較的疎在 シ、細胞 間 二

何等染 色 サ レル物質 ガ無 ク、 核 ハ割合 明確 二保

タ レテ居 ル。結核 菌ノ・前二 者 ト異 リ少数 デ孤立

シ、 多 クノ・細胞禮 内二在 ル。

(4)粘 液 。 此庭 ニハ菌 ノ・殆 ンド見 プ レ無 イ。

以 上 ノ諸部分 ノ室洞、氣道 内容物 中二於 ケル分

布歌態 ノ・次 ノ如 クデアル。

壌死 組織脱 落片 ト菌 聚落ハ島嗅歌 ラナ シテ居 テ

「ヘマ トキ シリン」デ染 色 サ レル 網様 物質 ノ・島

喚状 貝殼状 二存在 シ、殊 二氣 道 内容 デハ縞 目

ノ如 ク流 レテ居 ル
。多形核 白血 球群 ハ以上 ノ部

分 ヲ取園 ム如 ク配置 サ レテ居ル。粘 液 ハ多量 ニ

アル ノハ氣 管 内容 デ 氣管枝 内容 デゾ・少量 周園

二見 ラレ
、又粘 液細胞若 シクハ ソノ攣 性 シタモ

ノガ認 メ ラレル。

室洞 内容 ニハ通 例 ハ粘液 テ見ナ ィ。 勿論、室洞

内 二上皮再生 ノ在 ル揚合 ニノ・見 ラ レル。

一般 二乾酪 性肺 炎 ノ室洞 内容ハ何 レ ノ例 モ大禮

一様 デ
、壌 死組織 睨落片、網様 ノ物 質及菌聚落 ヨ

リ成 リ、多形核 白血球 ハ極 少量 デ アルガ、陳菖 ナ

ル硬 化性肺 疹 ノ室洞 二於 テハ、室洞壁 ノ性質 ノ
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多様 ナルニー致 シテ、其 ノ内容 モ諸部分 ノ混合

シ方 ガ複雑 デ各例 ニ ヨツテ頗 ル異 ル像 テ示 ス。

又、氣管 内容 ノ・室洞 内容 トハ明 カニ異 ル組織像

ラ有 スル。即 チ粘液 ラ含有 シ、 ソノ他 ノ諸部分

ノ配 置モ異 ル ガ、而 モ尚、結核病攣 自身 二由來

スル部分 ト、之 二後 カ ラ追加 サ レタ部分 トノ・明

カニ医別 サ レテ居 ル。從 ツテ菌 ノ分布駄態 ノ異

ル群 ガ確然 ト分 タレテ居 ル ノデ アル。 コ ノ關係

ハ患者 ノ喀 出 シタ喀疾 ノ組織 所見 二於 テモ同様

ア ア ル 。

菌 自身 ノ所 見

菌禮 内 ノ「グラム」陽性穎粒 ハ太 イ桿菌 二於 テハ

少 イカ小 サ ク、細 イ菌 、若 シクノ・曲 ツタ菌 デノ・

比較的多 イ。 即 チ、菌 ノ登育良好 ノモ ノノ・穎粒

ガ少 ク、不良 ノ部分 ノモ ノノ・比較 的多 ク見 ラレ

ル。氣道 内容 デノ・「グ ラム」陽性穎粒 バ デ菌 膿

ノ「フク シン」二染色 サ レヌ檬 ナモ ノハ少 イ。

又穎 粒 ノ大 サノ・嚴密 ニデノ・ナイガ、大禮 細 カイ

部分 デノ・一檬 二細 ヵク、大 キ イ部分 デノ・一檬 二

大 キイ。勿論此 ノ混在 スル部分 モ アル。

室洞 内容 ニハ結核菌以外 ノ雑菌 ヲ見 ル事 ハ殆 ン

ド無 イ。唯、死 亡前既 二肺壌疽檬 喀疾 ヲ喀出 シ

タ例 ト、結核性彊膜 炎 テ併嚢 シタ例 二於 テ ノミ

見 ラ レタ.然 シ氣道 内容 二於 テヘ スベ テ ノ例

二於 テ見 ラ レタ。

以 上 テ要 スルニ、室洞 内容 ト氣道 内容 トノ・明 カ

ニ組織學 的所見 テ異 ニ シテ居ル ガ
、而 モ術室洞

内容 ノ・氣道 テ通過 シテモ本來 ノ形 ラ失 ノ・ズ、他

ト塵別 シテ認 メル事 ガ出來 ル ノデ、 コノ事實 ハ

臨躰 上、喀疾検査 二或 ル暗示乃 至ノ・示唆 テ與 ヘ

ル モノ ト考 ヘ ラレル。

109.結 核 症 二於 ケル赤血球沈降速度 ノ

年次的観察

金田 晴司儲 繭

最近 二於 ケル本邦人結核症 ノ赤沈速度二就キ其

ノ年次的推移 ラ窺 フ目的テ以テ次 ノ如キ統計的

観察 ラ行 ツタ。

昭和6年(6月)ヨ リ同12年 末 二至 ル7ケ 年間

二當熊谷内科 テ訪 レタ結核症患者線撒8108例

二就 イテ先 ヅ之テ診断別二分類 シ、次 二同一診
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断 ノモ ノニツキ年度別一比較 シタ。沈降値ノ・初

診時二於 ケルW氏 法1時 間値(室 温30℃)テ 用

ヒタ^

年次的比較ニハ僅少ナ傾向 テモ可及的鋭敏二表

(第三圖附録)

現 スル必要 ガアル故、此 ノ目的二最モ適當 ト思

バ レル次 ノ方法 テ用 ヒタ。即チ各年度同一診断

二屡 スルモ ノニ就 キ沈降値 ノ最小 ノモノカラ大

サノ順 二酉腋1」シテオキ、其 ノ全例数 ヲ三等分 シ

順次 二第1群(輕 度促進)、第2群(中 等度促進)、

第3群(強 度促進)ノ3群 二塵分 シタ。次二第1、

第2、 第3群 ノ各李均値及 ピ全例数 ノ練ZF均 値

テ算定 シ是等各卒均値拉二各群 ノ最高値 二就 キ

年度別二比較テ試 ミタ。

各年度 二於ケル是等各値 ラ結 ブ曲線テ描 イテ見

ル ト大禮二於テ互二似 テ居 リ就中純呼 均値 ノ曲

線 ト第2群 ノ李均値曲線 トノ・酷似 シテ居 リ、特

二慢性肺結核、滲出性肋膜炎及 ビ肋腹膜炎二於

テノ・此 ノ雨者ノ・最モ近似値 テ示 シ、殆 ド合併 ス

ル。從 ツテ此 ノ方法ニヨリ年次的傾向テ簡軍二

知ルニノ・縮李均値又ノ・第2群 ノ李均値 ノ動向ラ

目標 トスルノが宜 シイ。

以上 ノ方針 二從 ツテ線李均値 二就 キ成績 テ観察

スルニ、慢性肺結核(雨側性、一側性拉 二肺尖結

核1及 ビ脊椎「カリエス」二於テノ・年次 ノ進 ム ト

共 二沈降値ハ次第二減少 ノ傾向テ示 シテ居ル。

之二反 シ其 ノ他 ノモノ即チ初感染、血行性早期

型、浸潤性早期型、再燃性浸潤、滲出性肋膜炎、拉

二肋腹膜炎等ニアツテノ・年度 一ヨリ多少 ノ高低

結核症二於ケル赤血球洗降速度ノ年次的推移

1診 断 例 鍛 沈 降 速 度(亭 均 値)

昭和61昭 和7昭 和81昭 和9 昭和・・1昭 和・・1昭 和・2

初 感 染 1370 26.0 33.6 29.3 26.8 23.6 30.6 28.5

血 行 性 早 期 型 718 36.5 35.8 39.4 41.9 34.1 44.6 38.8

寝 潤 性 早 期 型 458 35.5 41.1 41.0 43.3 41.9 41.9 44.1

肺 尖 結 核 413 25.6 29.0 25.2 25.7. 23.3 26.5 21.2

慢 性 肺 結 核(一 側 性)1 404 64.7 63.9 61.6 65.7 53.1 55.1 53.0
一

慢 性 肺結 核(雨 側 性) 1420 77.9 72.5 73.6 75.4 66,568.8 63.6

再 燃 性 寝 潤 425 26.6 28.5 29.6

一

27.1

一

26,230.8 28.6

治 癒 セ ル 肺 結 核 332 11.9 9.2 10.9 10.2 9.8
『 一　一 一

68.811

一一一一

i10.5
1

10.3

滲出性肋膜炎(一 側 性) 573 65.6 64.4 65.0 66.3 67.7 65.4

陳 奮 性 肋 膜 炎 656 22.6 18.8 20.9 21.5 19.9126.9 20.0

肋 腹 膜 炎 238 50.9 58.4 53.4 65.5 59.3 58.1 54.2

脊 椎 「カ リ エ ス 」

(流 注 膿 瘍 ナ キ モ ノ)
510 28.2 25.8 25.4 26.3 17.1 21.8 17.5

(合 計) 7517
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ラ示 スガ、概 ネ大同小異デ、年次 ノ進行二件 ヒ

増大又ノ・減少等 ノー定 ノ傾向テ認 メ難 イ。尚封

照 ノ目的テ以テ治癒 セル肺結核及 ビ陳菖性肋膜

炎二就 イテモ比較テ試 ミタ。

從來本邦人肺結核患者 ノ赤沈速度ノ・熊谷教授 ノ

言バレル如 ク歌米諸外國 ノソレニ比 シテー般二

大ナル撒値 テ示 スヤウデアルガ.カ クノ如キ慢

性肺結核 二於 ケル沈降値漸減 ノ傾向ノ・、赤沈速

度 ノ観鮎 カラ、本邦人肺結核 ノ漸次外國 ノソレ

ニ接近 シツ ・アル事 ラ示 スモノト考察 シテヨ

イ。

質 問

永 井 秀 太

赤沈 ノ年次下降表示ノ・面白キ「アルバイ ト」ト思

フ。サレバ此 ノ現象 ノ表現 ノ由來 テ如何 二考へ

乃至設明セラル ・考 ヘカ。

答

金 田 晴 司

此 ノ成績 ノ・當熊谷内科 ラ訪 レシ患者 ニツイテ統

計的ナ数字テ表ハ シタモ ノデ、之 が原因理由等

二關 シテノ、今後更二種 々ナル角度 ヨリ研究、考

察 テ要 スル ト思 フ。

110.肺 結核患者 ノ血液像二就テ

小林 修一曜 賠 離)

肺結核患者 ノ血液像 二關 シテノ・Limbok,APP-

elbaum,氏 等 ノ業績 以來多撒 ノ報;i{・■見ル所 ナ

レ ドモ、 之 ガ臨 林的意義 二關 シテノ・其所説 未 ダ

ー致 テ見ル ニ至 ラズ
。

近時肺結核患者 二於 ケル「エオ ジン」嗜好性 白血

球 ノ清長 ガ喧構 セラル ・二至 リ、Leitner氏 モ

肺 結核 ノ「エ オ ジノフィリー」二 就 キテ 追究 セシ

所 テ報 告 セ リ。

演者 ノ・肺結核 患者 ノ血液像 就中 「エ オジ ン」嗜好

性 白血球及網状赤血球 ノ清長 二就 キ之 ト疾患 ノ

輕重 トノ關係 ラ追究 シー定 ノ成績 テ得 タル テ以

ツテ其大要 テ述 ベ ン トス。

検査例及検査 方法

我 淺山 内科 二 入院 セル 肺結核患者29例 二就 キ

テ各症例 テ「レ ントゲ ン」像及他罷的所 見 二基 キ

テ、輕症、 中等症及重症 二大別 シ、早朝 室腹 時

テ選 ビテ掴指 頭 ヨリ探血 シ之 テ實験 二供 セ リ。

即 チ赤血球撒 、白血球撒、血色素量、網状赤血

球、 白血球 百分率分類及赤血球沈降速度 ラ測 定

シ、血球 計算 ノ・Thoma-Zeiss計 算 盤 血 色素

量 ノ・Sahli氏 法 、網状赤血球 ノ・PapPencheim-

Seyfarth氏 法 二基 キテ測 定 シ、赤血球沈 降速度

ノ・Westergreen氏 法 ニ ヨ リテ検 セ リ。

實験成績

(1)健 康 成 人 ノ血液像

健康成人7例 二就 キ検 セルニ 赤 血球数 ノ・405.5

-488 .OzF均473.5萬 、白血球撒 ノ・5700-6400、

李 均6271.4ニ シ テ、網歌赤 血球 ノ・6.0-9.0%

卒 均7.8%、 血 色素量 ノ・90.O--98.0卒 均94.1

%ナ リ。而 シテ白血球 百分率分類 二於 テ中性多

核 白血球 ノ・54.0-58.O%rp均55.8%一 シテ、

1型1.0-3.5、 皿型5.0-13.0平 均8.9%』 型

22.5-28.5李 均26.8%、IV型13.5--18.5卒 均

16.1%、V型1。5-4.5zF均2.5%ニ シテ、「エオ

ジ ン」嗜好 性 白血球 ノ・1.0-2.5卒 均2.5%、 盤

基嗜好性 白血球 ノ・0-3.0卒 均1.1%、 淋 巴球 ノ・

26.0-35.5ZF均26.6%、 大 軍核細胞及移行型

ノ・7.5-17.OZIs均12.0%ナ リ。

(2)肺 結 核患者 ノ血液像 二就 テ

輕症 患者 ノ血液像。

輕症例 一 ア リテ ノ・赤血球撒406-453李 均439

萬 ニ シテ正常憤 二比 シ鞘{減 少 テ示 シ、 白血球

.数 ノ・6800-8800、4一 均7660ニ シテ梢 」曾加 セ

ル テ認 メ、血色素量 モ亦正常 償 ヲ示 スモ ノア レ

ドー般 二減 少 シ、81.O--98.OZIs均88.2%ナ リ。

而 シテ網 状赤 血球 ノ・多 クハ健康成人 ノ成績 ト差

異 ナ 久 少数 ニ アリテノ・増加 シ、後者 ノ檜加 ノ・

李均7.2%ナ リ。 白血球分類 二就 テノ・、 中性多

核 白血球 ノ・一般 二輕度 ナル 増加 テ來 シ、1、皿及

皿型 二移動 ア リ ト錐 モ核像左側推移 ノ・認 メズ。

「エ オジ ン」嗜好性 白血球 ノ・0.5--3.0李 均2.1

%、 又 盤基嗜好性 白血球 ハ0-1.5%ニ シテ稚B

減 少 セ リ。 淋巴球 ノ・15-28%ZF均24.5%=シ
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テ梢 ζ低 キ償 テ示 ス場合多 ク、大軍核細胞及移

行型 ノ・卒均17・0%ニ シテ 」曾加 セ リ。 赤血球 沈

降速度 ノ・Zl1均29.2mmニ シテ稚B促 進 セ リ。

中等症患 者 ノ血液像 。

中等症例 ニア リテノ・赤血球徽 ノ・卒均416.7萬 ニ

シテ減 少 シ、 白血球 教ノ・檜 加 シ5600-10300Zls

均7988ナ リ。網 状赤血球 ノ・多撒 ニア リテノ・檜

加 シ、少数例 ニ ア リテノ・減 少 セ リ。血色素量 ノ・

68-96%ZF均82.O%ニ シテ減 少 シ、中性多核 白

血球 ノ・卒均57.9%ニ シテ檜加 シ、其檜加 ノ・1及

皿型 二著 シ久 殊 二活動 型 ト思惟 セ ラル ・症例

一 アリテノ・1型 ノ増 加 テ識明 シ
、輕 度 ナル核像

ノ左側推 移 ラ認 メ リ。 「エ オ ジン」嗜好性 白血球

ノ・1・5-5・0卒 均2.4%ニ シテ
、就中活動 型 ト思

ノ・ル ・症例 二於 テ減 少 セ リ
。其他 ノ症例 ニア リ

テノ・正 常償 テ示 セ リ.盟 基性嗜好性 白血球 ニノ・

著攣無 ク、淋 巴球 ノ・李均20.0%ニ シテ 減少 シ、

大軍核細胞及移行型 ノ・梢 ヒ増加 シ卒均16.0%

ナ リ。而 シテ赤血球沈 降速度 ノ・促進 シソ ノ中等

償 ノ・1.2-86.5mmニ シテ、活動型 ト思 ノ・ル ・

1例 二著 シキ遅延 テ呈 シ中等償1.2mmノ モ ノ

ニ遭遇 セ リ
。

重 症患者 ノ血液像。

重症例 ニ アリテノ・赤血球撒 ノ・著 シク減少 シ308

-519萬 李均409 .6萬 ニ シテ1例 二於 テ ノミ却

ツテ曾加 シ519萬 テ算 セ リ。血 色素量 モ亦減少

シ51-86%卒 均73.9%ナ リ。網 状赤血球 ノ・4-

23%卒 均11.4%ニ シテ 著 シク檜加 シ正常償 ノ

約2倍 二達 セ リ。而 シテ白血球 撒 ノ・檜 加 シ5800

-11700ZF均8300ナ リ
n殊 二中性多核 白血球 ノ

増加 ラ來 シZF均67.8%テ 占 メ、核像左側推移 テ

認 メ タリ。盤基嗜好性白血球 二著憂 ナ ク、淋 巴

球 ノ・減 少 シ準均17.4%ニ シテ、「エ オ ジン」嗜好

性 白血球 モ亦多 クノ・減少 セ リ ト難 モ、却 ツテ檜

加 セル2例 二 遭遇 シ是等 ノ・5.O-8.0%テ 占 メ

タ リ。大軍核 細胞及 移行型 ノ・輕症及 中等症 二比

シテ減 少 セ リ.

赤 血球沈 降速度 ノ・促進 シ卒均59.4mmナ リ。

然 ル ニ唯1例 ノ重症例 二於 テ中等 慣遅延 テ示 ス

モ ノアリキ。

綜 括

以上縷述セ シ成績 テ綜括 スレバ、輕症肺結核患

者二於テノ・赤血球撒及血色素量 ノ輕度 ナル減少

及白血球及大軍核細胞 ノ輕度ナル檜加 テ認 メ、

網状赤血球薮及中性多核白血球、「エオジン」嗜

好性白血球拉 二臨基嗜好性白血球 ノ百分卒 二著

攣 ナク、赤血球沈降速度 ノ・輕度二促進セ リ.中

等症患者 ニアリテノ・赤血球藪、血色素量及白血

球敷 ノ憂化ノ・前者 二於 ケル ト等 シク而モ梢 亙高

度 ナリ。網状赤血球ノ・多数 二於 テ檜加 シ、中性

多核白血球 ノ檜加 アリト難、核像左側推移著明

ナラズ。「エオジン」嗜好性白血球、淋巴球、大

軍核細胞及移行型ノ・減少 シ、盤基嗜好性白血球

ノ・著攣ナク、赤血球沈降速度ノ・促進 セリn1例

二遅延 ヒルテ認メタリ。

重症患者ニア リテノ・、赤血球数及血色素量 ノ減

少蚊 二白血球数及網月犬赤血球 ノ増加 テ認 メ、是

等 ノ髪化ノ・實二著 シ。猫中性多核 白血球 ノ増加

ト核像 ノ左側推移テ件ヘリ.「エオジン」嗜好性

白血球ノ・多 クノ・減少セリト難 モ2例 三於テ其檜

加 ラ認 メタリ。盤基嗜好性白血球 ノ正 常償 テ示

シ、淋巴球ノ・減少 シ、大軍核細胞 ノ・輕症及中等

症 二比 スレバ減少 セリ。赤血球沈降速度ノ・著明

二促進 シ、唯1例 二於 テ殆 ンド正常債テ示 スモ

ノアリキ
o

上記 ノ「エオ ジ ノブ,リ ー」テ來 セル 重症 ナル肺

結核患者 ノ1例 二就 キテ観察 セ ンニ、其赤血球

数及血色素量 ノ・著 明 二減少 シ、 白血球藪及網状

赤血球 ノ・反之甚 ダ シク」曾加 セ リ、 而 シテ赤血球

沈 降速度 ノ 中等償 ノ・96mmナ リキ。 帥 チ活動

型 二属 スル重篤 ナル1例 ニ シテ「エ オジノブ,リ

ー」テ件 ヘ リ
n而 シテ本例 ノ・血液検 査後10日 一

シテ死 亡 セ リ。文獣 二徴 スルニ肺結核患者 二於

テ・ 「エ オジ ン」嗜 好性白血球ノ・其病勢 及豫後判

定 二封 スルー指針 ニ シテ、一般 二其曾 カロノ・病勢

ノ好轄 テ、其減 少ノ・檜 悪4指 示 スルモ ノナ リ ト

言 フ人多 シ ト難 モ1eitner氏 二依 レバ、 「ピー

ペルエルギー」ナル 歌態 ニ アル 肺結核 患者 ニア
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リテハ 「エ オジ ノフ{リ ー」テ呈 スルモ ノニ シテ、

「エ オジノフィリー」ガ必 ズ シモ 病勢 ノ恢復 ヲ意

味 スルモ ノニ非 ズ ト。 本症例 モ 亦 「ヒーペ ルエ

ル ギー」歌態 二於 ケル「エオ ジノフィリー」ナ リ ト

設 明 スルガ妥 當 ナ ラン。

結 論

1.肺 結核患者 ニア リテノ・其病勢 ノ増 悪 ト共 二

赤血球数 及血色素量 ノ・減 少 シ、 反之白血球撒及

網状赤血球 ノ・檜加 ス。

2.白 血球百分率分類 二於 テノ・、 中性多核 白血

球 ノ・病勢 ノ増悪 ト拉行 的 二増加 シ、核像 ノ左側

推 移 ヲ來 シ、 「エ オジン」嗜好性 白血球 ノ・減少 ス

ル ト錐、稀 ニノ・却 ツテ増加 テ來 スモ ノア リキ。

淋 巴球 ノ・減 少 シ、赤血球 沈降速度 ノ・促進 スルモ、

重症 患者 ニ シテ後 者 ノ正常償 ラ示 スモ ノア リ

キ♂

3.帥 チ網歌赤血球数 ノ・肺結核 ノ増悪 ト略 ≧滑

長 テ共 ニ シテ増加 ス。 「エオ ジン」嗜好性 白血球

ノ・反 之病勢 ノ増悪 ト共 ニー般 二減少 ス ト難、時

トシテ異例 アル ヲ見ル。

111.肺 結 核患者 二見 ラルル喘息檬症侯群

二就 テ

苅部 一衛(大 阪市 立刀根山病院)

弦 二所謂喘息檬症候群 トノ・、1,登 作性呼吸困

難、2ノ痙攣性咳噺、3)氣 管枝粘膜分泌充進ナ

ル3ヅ ノ症状ラバソノ種々ナル程度 二於 テ、叉

種々ナル組合セニ於 テ有 スル所 ノー ツノ症候

群 テ指 ス。之ガ明確 ナル把握ノ・肺結核症 ノ封症

療法 ノ上二、豫後判定 ノ上二將叉氣管枝喘息 ト

肺結核症 トノ鑑別 ノ上二吾人臨躰家 二必要ナル

所ナ リ。併 シ乍 ラ、之ガ臨躰的事項 ノ詳細ノ・、

今弦 二報告スル ノ時間的飴裕 テ有 セザルテ以

テ、之 テ他 日ノ機會二譲 リ、本 日ノ・本症候群 ト

次 ノ4項 トノ關係二就キ、 ソノ統計的成績 ラ墾

グ、之ラ根糠 トシテ、該喘息様症候群 ノ成立機

轄 二關スル吾人 ノ想定テ述ベ ントス。

1.肺 ノ結核性病攣 トノ關係

「レントグン」像 ニヨツテ肺 ノ結核性病攣 テ覗 フ

二、 ソノ結果 ハ(第1表)二 示 ス如 クニ シテ、

第1表 肺ノ結核性病攣

1轟経議 鷺轟轟

萎 結 痕 滲 初

箋1跡難
性 性 的 性 核

聯1髪叢綴 髪
即 チ封 照 タルー一般 入院患者 二在 リテノ・、滲 出性

潰瘍性 ノモ ノ及 ピ初 期結核 二属 スルモ ノ、合 計

約30%テ 占 メ、檜 殖性繊 維性 ノモ ノ70%ナ ル ニ

封 シ、該喘 息様症 候群 例 二在 リテノ・、滲 出性 潰

瘍性 ノモノ及 ビ初 期結核 ノモ ノ皆無 ニ シテ、悉

ク檜殖性繊維 性結核 二屡 スルモ ノノ ミナ リ。而

シテ ソノウチ 萎縮硬化性 ノモ ノ62%ト 云 フ過

牛 テ占 メ、封 照 二比 シテモ著 シク高卒 ナ リ。尚

ホ注 目スベ キノ・コノ種萎縮硬化性 ノモ ノ・ウチ

ニハ、所謂 定型 的上葉炎 二屡 スルモ ノ・過牛 テ

占 ムル コ トナ リ。

2.結 核病勢 トノ關係

之 ノ・(第2表)二 示 ス如 ク シテ

第2表 肺結核症ノ病勢

匿 雛 鷺1;鴇

停

止

性
62%

37%

進
行
性
停
止
性

停
止
性
進
行
性
27%

33%

進

行

性

鷺1霧
即 チー般繊維性結核例 二比較 シテ、病勢 ノ停 止

性傾向ノー層強キラ知 ル。

3.肺 結核症 ノ経過年数 テ見ルニ、(第3表)二

示 ス如 クシテ、

第3表 肺結核症輕過年数 欝矧呈観一喘息様症候群37例
8.0年 75%

樹

照

繊維性結核20例 3.5年 60%

滲出性潰瘍性結核36例 1.7年 17%

死亡者100例 2.8年 31%

即 チ該喘 息様症候群例 ノZF均 経 過年撒 ノ・、封 照

ノウチ、滲 出性潰瘍性結核例 二比較 シテノ・モ ト

ヨリ、同型 ノ繊維性結核例 二比較 シテモ、倫 ホ

遙 カニ長 ク、 即 チ ソノ2倍 二達 ス。

4.過 敏性 素質 トノ關係
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患者 ノ家族歴及 ビ自己歴二於 ケル過敏性諸疾患

ノ有無 テ調査セルニ、 ソノ成績ハ(第4表)二 示

ス如 クー シテ

第4表 過敏性素質 麓讐i朧一

喘 息 様 症候 群37例 40% 84%

照
40% 55%

劃
繊維性結核20例

滲 出性結 核30例 23% 33%

即 チ該喘息症候群例 二在 リテノ・、封照タル同型

ノ繊維性結核例拉 二滲出性結核例 二比較 シテ、

過敏性素質 ノ認 メラル ・モノ遙 カニ 多 キテ知

ノレo

以上ノ統計的成績ヨリ、喘息様症候群例ニハ過

敏性素質 ガ最モ深 ク關係 シ居ルゴトテ知 リ得 タ

リ。且 ツカ・ル過敏性素質ノ・結核病攣 ノ繊維性

化傾向拉二肺結核症 ノ停止傾向病勢 トー定 ノ關

係 テ有スルコトテ認メ得 タリ。

終 リニ肺結核患者二見 ラル ・喘息檬症候群 ノ成

立 ラ考 フルー、上述 ノ成績 ヨリ見テ、過敏性素

質 ガ主要 ナル役割ラ演 ズル ト見 プル ・場合多

シ。即チ本來過敏性素質 テ有 スル個禮 二、例ヘ

バ肺 ノ結核ナル炎症性機轄 ガ展開 スル トキ、夫

レニ随件 シテR6ssleノ 所謂過敏1生炎症起 リ易

久 コノ過敏性炎症ノ・次相 トシテ著明ナル結締

織層殖 テ將來 スベ シ。然 リ而 シテ肺 ノ局所的器

質憂 化ハ、過敏性個艦 ノ有 スル過敏性反慮ニー一

ツノ通路 テ開 クベ シ。カクテ顯現 シ來 タル過敏

性反庶現象 ガ即チコノ喘息様症候群 ナラント推

定 スルモ ノナリ。

112.肺 結核患者二於ケル横隔膜弛緩症 ノ

成因

伊 藤 寛(京都市立宇多野療養所)

横 隔膜弛緩 トノ・Assmann二 依'リマ ス ト横隔膜

ガ退行攣 成 テ來 シマ シテ甚 グ薄 クナ ツテ高位 テ

取 ル様 ニナ ツタモ ノデ アリマ ス。色 々 ト定義 テ

與 ヘ ラレテ居 リマ スガ、弦 デハ ソレラ省略致 シ

マ シテ私 ガX線 像 二就 テ確 實 二本症 デ アル ト考

ヘ ラレルモ ノノ ミラ選 ンデ オ話致 シ度 イ ト思 ヒ

マ ス
。

此 ノモ ノ ・成 因 二關 シマ シテハ諸説 アリマ スガ

要 スル ニ先 天読 ノ結核 ニ ヨル トイフ設、先天及

ビ後 天二説,ソ ノ他特殊 ノ成因 テ基 ゲルモ ノ・

4ツ ニ線括 出來 ル ト思 ヒマス。

先天 性 ニアル トイフ説 ノ基礎 トナ リマ ス虜 ノ・、

本症 ノ・生涯 ソノマ ・弛緩 シテ居 リ恢 復 シナ イノ

ー反 シ、Diphtherieノ 後 二起 ル 急性 ノ 弛緩 ノ・

恢復 スルモ ノデ アル コ ト、剖検例 二依 リマス ト

横隔膜筋 肉ニノ・高度 ノ退行攣 成 ラ認 メタ リ、横

隔膜筋 肉 ノ登育不十分 デ アツタ リ、本 症 テ有 ス

ルモ ノデノ・同時 二横隔膜以外 ノOrgan二Mis-

sbildungテ 認 メマ ス、自PチLungeノ 駿 育 ガ

悪 カ ツタリ、食道 ノ筋組織 ノ登育悪 ク、Diver-

tikelガ ア ツタリシマ ス。 ソ レ故本症 モ亦崎形

デ ァル トィフ コ トニナ リマス。

結核 詮 デノ・要 スル ニDiaphragmaガLuhge,

Pleuraノ 結 核性疾 患 二mitbeteiligenシ マ シ

テ、Diaphr.ノ 癒 著 二依 リ或 ヒノ・Phrenicus

ガ麻 癖 シテ、此 ノ爲 メDiaphr.ガatrophieren

シ テ本症 ガ起 ル ト考 ヘル モ ノデア リマス。而 シ

テ肺結核患者 デハ横隔膜 ノ蓮動性 ガ減弱 スル ト

イフ報 告 ガア リ、 兎 二角Phrenicusノ 障碍 ハ

起 リ得 ルモ ノナル コ トガ此 ノ説 ノ基礎 トナツテ

居 マ ス。

先天後天二元設 デハ以上 』ニツ トモニ存 スル トイ

フモ ノデ アリマス。

ソノ他特殊 ノ成因 テ イフモ ノデハ、 胃潰瘍 ノア

ル場合 ソノ炎症 ガDiaphr.一 移 行 シ テ、 ソ

ノTonusガ 減 退 シテ本症 ガ起 ル トイフ者
、又

Colon,叉 ハMagenノ 膨 満 一 ヨル 腹腔 内歴 ノ

異常 充進 ガ原 因 トナル トイフ者 ナ ドア リマス。

私 ノ見 ル庭 デノ・本 症 ハ幼少時 カラ存在 シ、生涯

ソ ノマ ・アル コ トガ想像 セラ レ、私 ノ諸例 二於

テノ・本症 ガ急激 二生 ジタ ト考ヘ ラレル檬 ナ飢往

症 ラ有 スルモ ノナ ク、X線 像 二於 テモDiaphr.

ノ甚 ダ シキ癒著 ラ認 メル コ トナ ク、結核患者 ノ

藪 ハ甚 ダ シク多 イ ノニ本症 ノ・左程 デモナ イ トィ

フヤ ウナ コ トラ考 へ、本 症ノ・先天的 二存 スルモ

ノ、少 ク トモ先天的 ノ崎形 デ アラウ ト考 ヘ マス。
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次 二頻度Literatur上 ニ モ相當撒 ノ報 告 ガ ア

リマ スガ%ノ 判然 タルモ ノヲ見マセ ン。宇多野

療 養所2500人 二就 テノ・12例 、即 チ0.48%ノ 本

症 テ見マ シタ。

性別Literatur上 ニ モ女性 ノ方 ガ 多 イ。私 ノ

12例 デノ・女0.79%、 男0.31%デ 、 女 ノ結核患

者 デハ男 ノ2倍 似 上本症 ヲ有 シマ ス。Literatur

上 ニ モ女 ノ方 ガ何故多 イカテ説明 シタモ ノテ見

マ セ ン。私 ハ女 ノ方 ガカ ・ル先 天的崎形 ラ多 ク

有 スル ノデハナ イカ ト考 ヘマス。

患側 左右何 レガ多 イカ ト云ヘ ベ、Literatur

上 デ モ左側 ノモ ノガ大 多撒 デア リマス。 私 ノ例

デモ12人 中11人 迄 左 デア リマス。何故左 二多

イカテ述 ベタモノハ ア リマセ ン。左 ニノ、且erz,

Aorta,ArcusAortae等 ア リ、 ソレニ沿 ツタ

LymphdrUseノ 病 攣 ハPhrenicus二 及 ビ 易

イ トイフ人 ガア リマス。私 ノ考 ヘル塵 デノ・左側

ノ方 ニー般 ニカ ・ル崎形 ガ登生學的 二生 ジ易 イ

ノデハナ イカ ト考 ヘマ ス。

年齢Literatur上 デ モ アラー・・Lル年齢 ノ報告 ガ

ア リマス。宇 多野療養所 デノ・幼少見 ラ牧容 シテ

ヰマセ ンカ ラ、子供 ノ方 ノ・判 リマ セ ンガ、15歳

ノモ ノカ ラ54歳 迄 ノモ ノニ本症 ラ認 メマ シタ。

大膿 アラユル年 齢 テ通 ジテ存在 シ、生涯 ソ ノマ

マ攣 ラズニ存 スルモ ノ ト考 ヘ ラレマ ス。

既往症12人 中本症 ト關係 ア リサウナ 甑往症

テ有 スルモ ノハ 飴 リアリマセ ン。 特殊障碍 、

Literatur上 二色 々 ノ報 告 ガ アリマスガ、私 ノ

例 デノ・只1例 患側胸部 二疹痛 テ訴 ヘ タモ ノテ見

タ丈 デ アリマ ス。

轄闘 本症 テ有 スル結核 患者 ノ豫後 二就 テハ諸

読 ア リマスガ、 私 ノ例 デノ・本症 ヲ有 スル結核 患

者 ノ豫後 ノ・不良 デア リマス。 一般結核 患者 ノ死

亡卒 二比 シ、本症 テ合併 スルモ ノ・死 亡傘 ハ高

イノァ アリマ ス。

本症 卜肺 所見 トノ關係 本症 ハ肺結核 ノ主患側

二登 見サ レル コ トガ多 イ ト云 ヘマ ス
。又本症 ガ

アル ニモ不 拘Kaverneガ 判 然 トアツタモ ノガ

ア リマ ス。又喀疾 中 ノ菌 モ本症 ラ有 スル モ ノデ

死 亡 シタモ ノハ全部 陽性 デ アリマ シタ。之等 ヨ

リス レバ本症 ハ肺虚 脱的 二働 クモ ノデナ ク、 働

クコ トア リ トスルモ極 ク不完全 デアル ト云ノ・ネ

バ ナ リマセ ン。

Therapie.Literatur上 デモ ソノ要不 要 ガ イロ

イロ述 ベ ラレテ アリマ スガ、特 別 ノ治療 トィフ

モ ノガアル筈 ナク、只本症 テ有 スル モ ノガ結核

一 力 ・ル ト豫後不良 デ アル カラ、 早期 二確實 ナ

治療 テスル コ トガ必要 ダ ト考 ヘ ラレマス。

結論 以 上 二依 リマ シテ横隔膜 弛緩症 ナル モ ノ

ノ・先天性 ノ 素因 ノモ ノデ ア リ、 結核患者 デハ

0.48%、 ソ レモ女 二多 久 男 ノ2倍 以上 デ アリ、

圭 二左側 二存 スル モ ノデ、結核患者 デ本症 テ有

スルモ ノ・豫後 ハ不 良 デ アル トイフコ トガ出來

マ スo

追 加

田 澤 錬 二

唯今 ノ演設 ヲ大憂面 白 ク承ノ・リマ シタ。

私 ハ以前 二呼吸艦操 ラ唱道 シテ呼吸筋 ノ獲達 二

興味 ラ持 ツテ居 ル者 デア リマ ス ノデ、近來ハ又横

隔膜瀞経捻除 ノ結果 ガ何年 トタツテカ ラ ドウナ

ルモ ノデ アラウカ ト考 ヘテ居 ル ノデ アリマス。

呼吸農操 二依 リ呼 吸筋 ラ強 クスル コ トノ目的ハ

肺結核豫 防 ガー ツ ノ目的 トセ ラレテ居 リマス。

之 レハ虚弱禮質 ノ者殊 二婦人 ナ ドニ多 ク適磨 ス

ル盟 操 デア リマ スガ、唯今 ノ横 隔膜 弛緩者 ノ如

キモ ノガ肺結核登病前 カ ラアヅテ ソレガ特殊 ナ

訓 練 二依 リ強 クセラ レ、肺結核 ノ豫 防法 ニモ役

立 ツ トイフデ ァ レバ面 白 イコ ト・思 ヒマス。肺

結核 登病後 二筋 ガ弱 クナル トイフコ トモア リマ

セウガ、 ヤノ・リ唯今 ノ御 話 ノヤウニ、 ソレ以前

カ ラ存在 シテ居 ル現 象 トシテ考 ヘル方 ガ色々面

白 ク考索 サ レマ スノデ、 サ ウ ィフ 意味 デ盆 ≧

御研 究 ニナ ツテ見 ル コ トテ希望 シマス。

質 問

遠 藤 繁 清

肺結核 ノ経過 中比較 的短時 日間登現 スル庭 ノ横

隔膜 「パ レー ゼ」ノ・時 々見 ラル ・ガ夫等 ノ・貴下御

調査 ノ封 象 デノ・ア リマ センデシタカ。
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答

伊 藤 寛

私 ノ論 ジマ シタ塵 ハ眞性 ノ横 隔膜 弛緩症 デア リ

マ シテ、胸廓成形術 ニテ起 ル「パ レー ゼ」ノ如 キ

モ ノヨリ遙 カニ高 度 ノ弛緩 ノモ ノノミデア リマ

ス。短時 日ノ間 出現 スル モ ノハ封 象 ト致 シテ居

リマセ ン。

113.結 核 患者尿r"ウ ロクロモゲ 勤 ノ臨淋

的意義r第 四報

lll中 和江(大阪刀根山 病 院)

何 故 二結核患者尿 二「ウロ クロモゲ ン」ガ檜 スヵ

二就 テ古武 教授 ノ・結核患者 ノ禮 内二於 テハ組織

崩壌 ニ ヨツテ 生 ジタル「トリプ トフ。ン」ノ・容易

二「キヌ レニ ン」二攣化 シ、之 ト相去 ル事遠 カ ラ

ザル 「ウロクロモゲ ン」トシテ尿 中 二排泄 セラ レ

ル爲一 シテ,殊 二膿 内 二於 ケル「トリプ トファン」

分解経路 ノ偏 移、恐 ラクノ・亦 酸化不 全 ノ存在 ス

ル爲 ニ ヨルモ ノナル可 シ トセラル。

肺結核 ノ臨抹 上VitaminB及 含 硫物質 ノ投與

ガ好影響 テ與 へ尿 「ウ ロクロモゲ ン」量 テ減弱 セ

シメルモ ノナル事 ノ・、既 二刀根 山病院渡邊博 士

拉藤 野學 士 ノ登表 セラ レタ トコロデアル。

私 ・・弦 二VitaminBノ 軍 掲投與 ニテ 尿 「ウロ

クロモゲ ン」量 ノ減少著 明 ナ ラザル 結核患者 二

「タウ リ ン」ラ併 用投與 シ
、尿 「ウロクロモゲ ン」

量 二如何 ナル影響 ノ來 ルヤテ知 ラ ントシ、且之

ガ結核治療 二用 ヒ得 ルヤ否 ヤテ知 ラン トシタ。

筒 同時 二GIutathionガ 結 核 患者 「ウロクロモ

ゲ ン」量 二及 ボ ス影響 テモ 知 ラン トシ、其 製剤

「ツエ ラ トミン」テ使用 シテ實験 シタ。

検査 方法

刀根山病院 中 ノ患者 ニ シテ尿 「ウロ クロモグ ン」

量 ノ比較的大量 ナルモ ノテ選 ビ、實験前 ノ観察

期 間 ラ比較的長 クシテ其動揺範園 テ知 ラ ン トシ

タ。尿 ハ午後9時 ヨリ翌朝6時 迄 ノモ ノニ就 テ

検 査 シ、 「ウロクロモグ ン」定量 ノ・Weiss氏 法

ニ ヨツ タ。VitaminBノ 、「メタボ リン」Blqc.

ト、経 口的 二「スペル ゾン」液30qα ラ毎 食間3同

二分與 シタn「 タウリン」ノ・5%フ 彊容液5c・aテ 、

「ツエ ラ トミン」ハ1號3csラ 皮 下 二注射 シタ。

實験 成績

輕、 中、重症何 レニ於 テモVitaminB輩 掲 投

與 ニテ著攣 ナキモ ノモ「タウ リン」併用投與 テナ

ス ト著 明 二尿 「ウロクロモゲ ン」量 ガ減弱 シ、 中

毒徴候 消退 シ、赤沈速度 モ 良好 トナル。但 「タ

ウ リン」ヲ長 ク投與 シテヰル ト、再 「ウロクロモ

ゲ ン」量 ガ増 ス傾向 テ有 ス、李常 時「ウロクロモ

ゲ ン」ノ極 少量 ノモ ノノ・該藥物投與 ニ ヨル モ減

少 ノ・明 カデナ イ。 「タ ウ リン」軍 掲投與 ニ ヨル モ

尿 「ウロクロモゲ ン」量 二著攣 ガナカツ タ。

「ツエ ラ トミン」投與 ニ ヨツテモ 尿 「ウロ クロモ

ゲ ン」量ノ・著 明 二減弱 スル ノテ認 メタガ 然 シ此

場合 ノ・中毒徴候及赤沈速度 ニノ・好影響 ラ及 ボサ

ナカ ツタ。之等 ノ例 ノ・圖 二示 ス如 クデ アル。

結 論

肺結核患者 二VitaminBト 「タウ リン」ヲ併用

投與 シテ尿 「ウロ クロモゲ ン」ガ減 量 スル.其 作

用機韓 ハ明 カナラザル モ、恐 ラクハ「タウ リン」

ノ作用 ニヨツテvitaminBノ 赦 果 ガ登揮 サ レ

膿 内組織 崩壌 ノ抑 制及 ビ肝機能正調 ガ來 リ其 結

果生膣 内酸 化 ガヨ リ十分 二行 ノ・レル 爲 ト思ノ・

レ ノレo

Glutathion製 剤 「ッエ ラ トミン」モ 亦前者 同様

ノ意味 二於 テ尿 「ウロ クロモゲ ン」量 ラ減少 セ シ

メル モ ノ ト思 ノ・レル。

114・ 上」J!レ ー氏反慮7腸 結 核 二於 ケル

診 箇的債値 二就 テ

大西 忠成(紳戸市外財團法人甲南病院)

緒 言

腸結核 ノ揚合、其 ノ潰瘍面 ヨ リ分 泌サ レル血清

「アル ブ ミン」ラ糞 便 中 ヨリ昇禾 二依 ツテ析 出沈

澱 セ シムルTriboulet氏 反 慮 ノ、1828年L.

Bonaf6氏 二依 ツテ始 メ テ其 ノ診断的 償値 テ認

メラ レタ リ。然 レドモ臨林 的 ニハ最近 佛蘭西 ノ

Bonnamour,ChapayLardel氏 等 二 依 ツテ漸

ク開拓 サ レタモ ノデアル。爾來盆 ヒ本反慮 ガ臨
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沐 的 二鷹 用 サ レ、佛蘭西、英國、或 ハ北欧諸 國

二於 テ多 クノ追試 ラ見 ル ノデアル ガ、掲逸 二於

テノ・1936年Steinu.Dielich氏 等 テ以 テ初 メ

トスル。而 シテ氏等 ガ本反慮 ノ信稼 スベ キ事實

ラ力設 セル ニ、 相次 イデBlunk及 ビOtto

Hett氏 等 ガ全 ク本反庶 ガ腸 結核 ノ診断 二慣値

ナ シ ト報 告 セ リ。余 等 ノ・是等 ノ事實 チ確 メル爲

二、結核 症195名 、 非結核 性疾 患175名 二就 キ

本反慮 テ反覆施行 スル機 會 テ得 タル テ以 テ、弦

二報 告 セ ン トス。

試験 方法

指頭大 ノ糞便 ヲ蒸鱈 水 ニテ擁 搾溶解 セ シメ其 ノ

糞 便濾液3垣 宛2本 ノ試験 管 二探 リ、各 々蒸鰹

水 ヲ加 ヘ テ15垣 マ デ稀澤 シ、一方 ニ トリブレ

ニ氏試藥1糎 テ加 へ、他 ラ封照 トシ、3時 間後

及 ビ24時 間後 二観察 ス、 トリブ レー試藥(昇 乗

3・5瓦 酷酸1重 厘、 蒸宣留フk100.0瓦)。

成 績

初 感染 ヨリ晩期型 二 至 ル195名 ノ 結核症 二就

キ、 入院全経過 二亙 ツテ反覆 本反慮 テ試験 セル

結果、本反磨陽性 ノモ ノ44例 、其 ノ 中腸結核

ラ合併 セルモ ノ22例 テ認 ム。 然 レ ドモ 亦陰性

ナル モ ノ151例 中 二腸結核 テ合併 セルモ ノ5例

ヲ認 メタ リ。 即 チ腸結核27例 ノ中、 陽性 ナル

モ ノ22例 、陰性 ナルモ ノ5例 一 シテ
、腸結核

ノ81・4%ノ 、本反磨陽性 ヲ示 セ リ
。コ レハHert-

zberg,Nico1Roe,Roburson及 ビSteinu .

Dielich氏 等 ノ成績 ト相一致 セル所 ナ リ.然 レ

ドモ本反癒 ガ陽性 一テモ 必 ズ シモ 腸結核 デナ

ク、即 チ44例 ノ陽性 ノ中、腸結核 ・・50%二 過

ギナ イ。併 シトリプレー氏反慮 ヲ3時 間以 内 一

析 出沈澱 スル強陽性 ノモ ノ ト、24時 間 ニテ生 ズ

ル弱 陽性 トニ庭別 ス レバ
、 本反磨 陽性44例 中

張 陽性 ノモ ノ23例 ラ 認 メ、 其 ノ中18例EPチ

78.2%ハ 腸 結核 二依 レリ。即 チ トリブv-一 氏反

磨 ヲ以 テ腸結核 テ診断 スル場合 ニハ強陽性 ヲ以

テ スル ラ適切 ト思 フ.

余 等 ガ本反慮 テ 入院 當初 ヨリ連績試験 セル結

果 、臨抹上腸結核 ノ飴 リ著 明 ナ ラザル時期 三モ

本反 慮 ガ陽性 テ示 セ シコ ト偶然 デナ ク、殊 二肋

腹膜 炎患者 二於 テ、15例 中6例 二於 テ陽性 ラ認

メ、後 二定型的、腸結核 二移行 シ、其 ノ中3名

ハ死亡 セルモ・ノニ シテ、 本反慮 ガ腸結核 ノ診断

蚊 二豫後 ノ診定 二封1シ テ モ 可 ナ リ役立 ツモ ノ

ト信 ズ。斯 ク ノ如 ク本反慮 ハ腸 結核 ノ比較的 二

早期 ニモ認 メラル レ ドモ、本反慮 陽性 ニ シテ臨

躰.ヒ腸 結核 テ認 メザル モ ノ・多 クハ重症肺結核

症 デ アル。殊 二末期 二於 テハ臨躰 上腸結核症状

ノ有無 テ問 ハズ屡 ≧陽性 テ呈 スルモ ノニ シテ、

例 ヘバ結核死17例 中88.2%二 於 テ陽性 テ認 メ

タリ。 コ レタマタマ病 理解剖 ノ教 フル所 ノ結核

死 二於 ケル腸結核 合併 率 ト近似 セル所 ナ リ。然

レ ドモ、 トリブレー氏反慮 ハ腸結核特異 ノ反慮

デナ ク、 出血、 潰瘍 、炎症、或 ノ・他 ノ不 明ナル

要因 二依 ツテ左右 サ レルモ ノ ・如 ク、 非結核性

疾患175名 二就 キ本反磨 テ試験 セル虎、厘 ≧陽

性 テ呈 セル モ ノニ遭遇 セ リ。 即 チ胃癌、無酸症、

黄疸、大腸 炎、赤 痢、腸 「チ フス」、十二指腸轟

症 及 ビ清 化不 良症等 ニ テ陽性 テ認 メタ リ。併 シ

是等 非結核 性疾患 二於 テハ常 ニー定 セル反 慮 デ

ナ ク、臨沐症状 ノ輕快 ト同時 二消失 スルニ至ル

モ ノデアル。然 ルニ腸結核 ノ場合 ニノ・下痢 又ハ

秘結 テ問 ハズ常 二「コンスタン ト」二陽性反慮 テ

呈 ス。 故 二腸結核 ノ診断 ノ場合 ニハ、斯 ル疾患

ノ合併 モ考慮 二入 レ、且 ツ反覆試験 スル ノ要 ア

リ。

結 論

(1)ト リ)'v-一 氏反 磨 ハ腸結核 ノ顯著 ナル場合

其 ノ約80%二 於 テ陽性 ラ示 ス。而 モ反覆試験 ス

レバ腸 結核 ノ比較的早期 ニモ 陽 性ラ認 メ ラレ

ル。殊 二肋腹膜 炎 二於 テ腸 結核 ラ合併 セルヤ否

ヤ ノ診断拉 二其 ノ豫後 ノ診定 二關 シテ可 ナ リ役

立 ツモ ノ ト信 ズ。

(2)ト リ ブv一 氏反慮 ハ腸結核特異 ノ反慮 デナ

ク、臨休 上腸結核 ノ合併 ラ認 メザル結核症 二於

テモ、或 ノ・他 ノ非結核 性疾患 二於 テモ厘 ヒ陽性

テ示 ス。而 シテ非結核性疾 患 ノ場合 ニノ・臨躰症

歌 ノ輕 快 ト共 二浦失 スル モ ノデ アルガ、結核症
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二於 テ陽 性ナル モ ノ ・多 クノ・重症 ニ シテ
、且 ツ

豫後不 良 ナルモ ノデアル。

115.肺 結 核 ノ噺層爲眞的研究

富蕾 董暑(北海道帝大有馬内科)

緒 言

肺 結核診断 ノ上 一、 「レ」検査 ガ最 モ重要正確 ナ

方法 デアル コ トノ・勿論 デアル ガ、病理解剖 的所

見 ハ屡 鷲 レ」像 カラ想像 サ レル ヨ リへ 遙 カー

多種多様 ナモ ノデアル。

之 ノ・通常 ノ「レ」爲 眞 ナル モ ノノ・、肺 トイフ立膿

臓器 ノア ラユル断 面 ガ重狸 シ合 ツテ、 一 ツ ノ李

面上 二投 影 サ レタ総合像 二 過 ギナィカラデア

ノレo

卸 チ種 々 ノ深部 ニアル形 豫 ノ現 ノ・ス陰影 ノ・、或

ハ相重 リ合 ヒ,或 ノ・相接 シテ、個 々 ノ實物 トノ・異

ツタ影像 テツク リ、或 ノ、マタ著 シク濃影 ニヨツ

テ、其前後 ニアル繊 細ナ組織構造 ノ・蔽 ノ・レテ不

明瞭 トナ リ、或 ノ・之 ト反封 二大 キイ室洞 ニヨ リ

實 際 ノ造影禮 ガ抹 消サ レテ 了 フ ノデ アル(第1

囲)。

カ ウ シタ鋏黒占ラ・補 フタメー、Bocage(1921)ノ 、

次 二述 ベル原理 二基 キ、身禮 個 々 ノ断面 テ、「レ」

的 二顯示 シヤウ ト考 へ、 後Grossmann,Cha-

'ou1ガ 之 ラ實用化 シテ
、Tomographナ ル器械

ラ案出 シ、 而 シテ 斯 ル 操 作 テTomographie

(Schichtaufnahme)ト 呼 ンデヰル。

吾教室 デモ、此原 理 二基 キ、 昭和11年 、別 二断

.層撮 影装 置 ナル モ ノヲ作製 シテ、種 々 ノ肺疾患

ノ診断 二慮 用 シテヰル コ トノ・、既 二有馬教授、

佐藤學 士等 ニ ヨツテ登表 サ レテヰル。

今 同ハ種 々 ノ肺結核 患者147名 ニ ツ イテ得 タ成

績 テ述 ベル。

原 理

撮 影中、 「し!」管球 ト「フィル ム」トヲ、 一一ヅ ノ固

定 サ レタ廻轄軸 ノ廻 リニ、反封 ノ方 向 二蓮 動 サ

セル コ トニ ヨリ、或断面 上 ノ貼 ダケガ、撮 影 ノ

各瞬 間 二「フィル ム」ノ同一部分 二 投影 サ レルタ

ノ、鮮 明 二寡 シ出 サ レル ニ反 シ、 此面 以外 ノ総

テ ノ黙 ノ、、「フィルム」ノ種 々異 ナツ タ部分 二投影

サ レ、而 モ露 出時 間 ノ不 足 ノタメ抹浦 サ レテ顯

ハ レヌ トイフ ノデアル(第2圖)。

理論的 ニノ・断面 即 チー一李面 デアルガ、實際 ノ・薄

イ層 ト考 ヘ テヨ イ。

有馬 内科教室考案 ノ断層撮影装 置(爲 眞供賢)

検 査 法

「トモグ ラフ、一」ハ 常 ニ ー般 ノ「レ」検査 殊 二爲

眞撮影後 二行 フ、患者 ノ・立位。

先 ヅ胸廓 ノ厚 サヲ測 定 シ、其1/2ノ 深 サ ノモ ノ、

自ロチ前額 中央断層(之 ノ・肺門及 ピ氣 管分岐部 二

當 ル)、 次 デ中央層 カ ラ2--3糎 離 レタ背側及 ピ

腹側断層 ラ撮 ル、通常 ハ此 三葉 デ充分 デ、必要

二癒 ジ多撒爲 スコ トモアル。

撮影條件

振動時 間1秒 間 振動角度40-50度

電 歴50-60K.V電 流30-40mA

「リスホルム ブ レンデ」使 用

模型 ニ ヨル實験

動物 ノ骨片(厚 サ2-3粍)ラ ー定 ノ間隔 テオキ、

「パ ラフィン」二封 ジタ模型 ニツキ、断層撮 影 テ

行 ツテ ミタ トコロ、 一定深 度 二於 ケル断層攣 化

ダケ ガ明確 二現 ハ レ、他層 ノ形像 ノ・或 ハ不鮮 明

トナ リ、或 ノ、抹 浦 サ レ得 ル コ トラ謹 シ得 タ(爲

眞供賢)。

肺結核 二於 ケル断層爲眞(爲 眞供賢)

(1)室 洞

「トモグ ラフ。一」ノ肺結核診断 二於 ヶル中心 ハ、

室洞 ノ検索 デアル。

(イ)室 洞 ノ登 見

普通撮影 デハ認 メ ラレナカツ タ室洞 ガ、「トモ グ

ラム」ニ ヨリ初 メテ 顯 出 サ レル コ トガ非常 二多

イ、之 ノ・殊 二肺尖部、 上野 二多 久 骨、肋膜腓

脂 、浸潤、癒痕組織等 ニヨツテ隠 サ レテヰ タモ

ノデ、從來 ノ爲眞 二比 べ、 成人 肺結核 ニハ如何

二室洞形成 ナルモ ノガ頻 多ナ モ ノデ アルカ テ知

ル コ トガデキタ.

(ロ)室 洞 ノ大 サ、形状、 各個 ノ關係、

位置、深 サ
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通常爲眞 デ室洞 ト決定 シタモ ノデモ、「トモグ ラ

ム」デ見 レバ、大 サモ ヨ リ大 キ 久 形状 モ異 ル、

各 々 ノ關係 モ明瞭 ニワカル、位 置、深 サモ正確

二知 ラレルガ、 之 ガタメニハ、前額断層 ノ外 、

矢歌断層撮 影 テモ併 用 ス レバー層 ヨ イワケデ ア

ノレo

(ハ)室 洞壁、室洞 周園浸潤 ノ状態

之等 モ普通爲眞 二比べ、著 シク明白 二知 レル。

(二)室 洞 ト氣管枝分岐 トノ開係

室洞 内ヘ ノ氣管枝 入 口部 ノ断層 テ撮影 スル コ ト

ーニ ヨリ
、 ソノ關係 ラ詳細 二知 ラ レル。

(ホ){霧性 室洞

眞 ノ室洞 ノ・鮮鋭 ナル、中心 白明部 テ有 スル環状

陰影 デ アル、血管影、肋膜索條等 ニ ヨル{爲性室

洞 トノ匠別 ガデキル。

(へ)室 洞登 見ニ ヨル浸潤 ト無 氣肺 トノ鑑別

之 ニ ヨリ所 謂肺 上葉 炎ナル モノノ・、 必 ズ シモ無

氣 肺 二因ル モ ノデノ・ナク、炎症性攣 化 ニモ ヨル

コ トノー一謹 左 テ得 タ.

(2)滲 出 性病攣、早期 浸潤

之 ハ=普通爲 眞同様、肺 炎性 ノ軟影 トシテア ラノ・

レ ノレo

(3)檜 殖 性病攣(血 行性播種性結核)

各 病竈ノ・普 通窮眞 二於 ヶル ヨ リ、藪 ノ・少 ク且粗

大 ナ結節 トシテ現 ノ・レル、之通常爲眞 ハ肺 ノ全

層 ノ攣 化 デアル ニ反 シ、 「トモグラム」デノ・極 メ

テ薄層 ノ攣 化 テ示 スニ止 ルカ ラデ アル。

又 小結節 ガ氣管枝壁 二沿 フテ生 ジ、 タメニ壁肥

厚及 ビ鑛張 テ來 シタ像 モ明 カニ ワカル。

(4)硬 化 性病攣i

殊 二該断層 二拉行 シテ走 ル索状影 ノ・著 明 二現ノ・

レ、厘 ≧ソ ノ中二氣管枝壁肥厚及 ピ旗張像 テ認

メ ル 。

線 テ之等 ノ病攣 ノ各層 二於 ケル形成 ノ程度、 即

チ綾 ガ リ具合 ガ適確 トナ リ、普通爲 眞 二於 テ大

ナル像 ノ・、小 ナル像 ノ重 ナ リデアル コ トモ知 ラ

レ〆ノレo

(5)肺 門淋巴脇結核、肺門周園浸潤、

初期攣化群

之等 モ「トモグ ラム」ニ ヨ リテ、一一層 判然 タラ シ

メ得 ル。

(6)肋 膜 炎二於 ケル肺 内所 見

普通 爲眞 デノ・該肺野 ハ漏濁 シ、 内部 所 見 ラ明確

二知 リ難 イガ、断層撮影 一 ヨツテ、殊 二滲出液

層 又ノ・腓腿 ガ薄 イ場合 ニハ、遙 カニ鮮明 ナ ラ シ

メル コ トガデキル。

(7)氣 胸

完全氣胸 力部 分氣胸 力、癒著 ノ有無及 ピソノ状1

況 テ知 リ得 ル。

以 上供覧 シタ断層 爲眞 ヲ通 ジテ、最 モ注 目スベ

キハ、室洞 バ カ リデノ・ナ久 種 々 ノ病攣 ガ好 ンデ

中央断面 ノ後 方自ロチ背側 二多 ク偏在 シ、攣化 ノ

程 度 モ著 シ久 反 之前方即 チ腹側 ニノ・遙 カニ少

イコ トデ アツテ、之 ノ・解剖 的所 見 トモー致 スル、

故 二吾 々モ亦 、背 側断 面撮 影 テ最 モ重要 ト考ヘ

ル ノデ アル。

之 テ要 スルニ、断層撮影検査 ナルモ ノノ・、從來

ノ「レ」的肺結核診断 テ著 シク精細 ナ ラシメルモ

ノデ アツテ、極 メテ有数 ナ補 助診断法 トイフベ

キ ァアル。

又治療 上 二於 テモ、殊 二外科 的療法 二封 シテ重

要 ナル指針 テ與 ヘルモ ノデアル(爲 眞供賢〉。

追 加

有 馬 英 二

唯今 ノ演設 ニテ御 了解 ニナ ツタコ ト・思 ヒマ ス

ガ断層撮影 ノ診断 上又 ノ・治療上緊要 ナル コ トハ

最早疑 フ絵 地 ガ無 イ ノデ ァリマス、然ル ニ断層

撮 影器 ノ・掲逸製 ノモ ノガ圭 ニナツテ居 ル、余等

ノ、昭和10年 以來 本器 ノ製 作 ヲ試 £マ シテ撮影

イタ シマ シタ トコロ唯今供 賢 ノ様 二實 二立派 ナ

像 テ得 マ シタ。 即 チ掲逸製 ノ器械 二何等遜色 ガ

無 イコ トテ確信 イタ シマス。 ソコデ私 ノ・皆様 二

是 非本器 ノ試用 ラ御渤 メ シタイ、 即 チ國産 デ安

償 二作 ツテ使用 二供 シタ イノデ アリマス。國産

ラ奨働 スル意味 二於 テ又讐學 ノ進 歩上是非共試

用 ヲ御願 スル、 專費特 許 ナ レバ之 ヲ磯費 スル謬

ニハ イキマ セ ンカ ラ、實費 ニテ御分 ケ シタイ ト

思 ヒマ ス。
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116・ 外來患者二於ケル呼吸器疾患`主 ト

シテ肺結核♪ノ臨淋、X線 透覗、X線

爲眞所見二就テ

前田 秀三(東大英内科)

東大呉 内科外來 一テ呼吸器疾患 ラ訴 フル患者

1941名 二就キX線 撮影検査ヲ行 ヒ、其 ノ自昼症

状及 ビ胸部 ノ物理的所見 ト照合 シ次 ノ統計的結

果 テ得 タリ。

(1)自 魔症状無 キ者(圭 トシテ健康診断二來ル

者)111例 中、X線 爲眞一結核性陰影ヲ認 メシ

者36例(32%)ア リ。

(2♪自箆症状無 ク、胸部 ノ物理的所見二異常ナ

キ者79例 中、X線 爲眞二結核性陰影ヲ認メシ

者21例(27%)ア リ、而 モ其 ノ中二2例 ノ室洞

性肺結核存在セ リ。

(3)胸 部 二物理的所 見 ノ異 常無 キ者597例

中、X線 窮眞二結核性陰影 ラ認 メ シ者189例

(32%)ア リ。而 モ此 ノ中、臨林的二肺結核 テ診

断或ハ豫想 シ得 タ者 ノハ53例(28%P)二 過 ギズ。

(4)自 鋸症駄 アリ、胸部二物理的所見 ノ異常 テ

認 ムルモ臨休的二肺結核 ト診断 シ得ル根稼 ノナ

キ者489例 中X線 爲眞ニテ結核性陰影テ認 メシ

者197例(40%)ア リ、他方臨躰的二肺結核 ト診

断又ノ・豫想セシ者825例 中、X線 爲眞 二何等異

常 ラ認 メ得 ザ リシ者250例(30%)ア リn

以上一ヨリ胸部疾患テ訴 フル患者二於 ケルX線

検査 ノ必要性 テ撒字的二確認 セリ。

次二同 ジク外來患者1863名 一於 ケルX線 透覗

検査及 ビ爲眞検査 テ比較 シ透覗検査 ノ償値 二就

キ次 ノ結果テ得 タリ。

(1)透 覗ニテ異常ナキ者739例 中、X線 爲眞一;・:・

結核性陰影 テ認 メシ者97例(13%)ア リ。此 ノ

内 ノ大部分ノ・細葉性檜殖型 ノ者ニシテ其 ノ他血

行撒布性 ノ者多数 ラ占ム、一側二相當濃厚 ナル

陰影存在 スル際ハ他側 ノ斯 クノ如邦 会=影ノ・猶更

透視 ニテノ・磯見困難ナリ。

(2)透 覗 ニテ陰影 ア リ ト診噺 セシ者1124例

中、X線 窮眞 一テ何等異常テ認 メ得 ザ リシ者

299を列(27%)ア リ。

以上 一 ヨリX線 検査 ノ完壁 ヲ期 スルニノ・是非透

視検査 ノミナ ラズ爲眞検査 ノ必要 テ痛感 スルモ

ノナ リn

117.胸 部 「レン トゲ ♪」像 二於 ケルー過性

陰影 二就 イテ

小松 雄吉(漸州結核豫防會大連保健所)

余 ノ・最近約1ケ 年間 二當保健所 二於 テー過 性胸

部陰影像 テ12例 畿 見 セ リ。 此事實 ノ・診断學 上

病理學上治療學 上等 二重要 ナル ノ ミナ ラズ、肚

會 衛生上 ニモ密接 ナル關係 アルモ ノナ リ.依 ツ

テ報 告 セ ン トス。

解 設

1來 所 目的

健康 診断8名 、何等 カノ症状 ア リテ受診4名 、

12例 中3分 ノ2ノ ・健康診断 ノ目的 ニ シ テ該 陰

影 ノ・「レ」線透硯(來 所者全部 二 封 シ必 ズ行 ヒ居

ルモ ノナ リ)ノ 際偶然登見 セルモ ノナ リ。

皿 既往胸部所 見

12例 中第2、 第4、 第8、 第12ノ 各 例 テ除 ク8

例 ハ既 二當所 二於 テ健診 濟 ミノ者 ニテ當時5例

(第3、 第5、 第7、 第9、 第11)ノ ・何等 ノ病攣 テ

認 メザ リシガ 第1、 第6、 第10ノ 各 例 ノ、表記 ノ

如 キ病攣 ラ認 メタ リ。

皿 診断直 前 自覧症状 ノ有無

健康診断者8例 ハ學校乃至會杜 二於 テ張制的 二

來 所 セ シメタルモ ノー シテ 自昼症 ラ全然認 メザ

リキ、 一方他 ノ4例 二於 テハ次 ノ如 キ症状 ヲ訴

ヘ タ リ。

(イ1第9例 庄 司 來所前2日 突 然登熱 臥沐來

所翌 日ZF熱 トナ レリ、即 チ感 冒?

(ロ)第10例 通 山 來 所3日 前突然叢熱吻 軟

ア リテ急性扁桃腺 炎 ノ診 陶1ノ下 二療養 セ リ ト.

(ノ・)第11例 津城 來所1週 前突 然畿熱 咽 喉

痛 ラ訴 へ急 性扁桃 腺炎 ト云 ノ・ル。

(二)第12例 星 來所1週 間前 ヨ リ右胸部 二

鈍 痛 テ梵 エ シモ ノナ リ.

以 上 ノ如 ク3名 迄急性 炎症 テ訴 ヘ シモ ノナ リ.

IV臨Mc所 見
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診断直前自畳症 テ訴へ
興 ザルモノ・中二打蕪診

螂 上異状 テ認 メシモノ1

羅 購 徽鵜喜
蘇 穂 短 ク呼吸昔鋭 ク漁

性蜷音 モ聴取 シ得タ

リ^、

敏 診断直前自豊症 テ訴ヘ

シ4名 中第9例 庄司ハ

左胸部、第7例 通山ハ

左胸部二各々漁性曝音
①

ラ又第11例 津城 ハ 左

。。 前胸部漁性嘱音且畿赤

セル扁桃腺肥大 テ認メ

鞭 タリ涕 ・2例星 ノ、所
くつ　

津6見 テ認 メ得 ズ、縛 ジテ8
津
8812例 中4名 二於 テ所
甲→,

見 テ 見 出 セ シモ ノナ

黛 リ。

V「 ツベル クリン」反慮蘂

可ヒ研i聾「ツベル ク リン」

i'ii,罎 繍離 蝿
皮 内 注 射48時 間 後 検

査 登 赤5mm×5mm

以 上 ラ 陽 性 ト認 定 セ

リ。

2000倍0・1c.c.・:・ テ 陽 性

トナ レル モ ノ2例s第

1、 第7例

く(一()1000倍0.1c・Gニ テ陽 性

雪 トナ レ ル モ ノ7例(第

2、第3、 第4、 第6、 第9、

第10、 第11ノ 各 例)

2000倍0.1c.c.ニ テ 陰 性

且 直 後100倍0.1c.qニ

テ モ陰 性 ナ リ シ モ ノ2

例(第8、 第12)
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VI赤 沈 反慮及 ソノ他検 査

(イ)赤 沈反磨(ウ エ ス ター ング レイ ン氏法 一 依

ル)

臨抹所 見 ヲ認 メ タル4例 二於 テハ陰影登 見時 ノ・

中間値30以 上 ヲ数 へ極度 ノ 降下 ラ認 メ シガ臨

躰所 見 ラ認 メ得 ザ リ シモ ノ8例 ノ・イヅ レモ中間

値15以 下 ニ シテ多少 ノ降 下 ラ認 メタ リ。

次 二陰影 消失獲 見時 二 於 テノ・中間値15以 下 ナ

リシモノノ・大 シタ攣 動 ラ認 メ得 ザ リシガ極 度 二

不良 テ示 セル モ ノノ・梢 く良好 ナル コ トラ認 メタ

リ。

(ロノ其他 ノ諸検査(登 見時)

喀 疾検査 ノ・必要鋏 クベ カ ラヅル モ喀疾 ノ排出 ラ

見 シモ ノ皆無 ナ リキ、血液像検査施 行 出來 ザ リ

シノ・頗 ル遺憾 ナ リ。 検 温結果 ノ・38℃ 以 上 ノ登

熱 者ノ・ナク微熱程度 ナ リ。 第7例 江川 、第8例

加藤 ノ・特 ニヱ氏反慮 、村 田氏反慮 テ行 ヒタル ニ

前 者ノ、強陽性、後 者ノ、陰性 ナ リキ。

V皿 陰影部位

陰影 ガ肺 内 二存 スル ヤ肺外 二存 スル ヤニ依 リソ

ノ性質 ノ・自 カラ異 ル モノナルベ シ。余 ノ・透硯所

見 テ参考 ニ ソ ノ部位決定 セル モソノ正確 サニ於

テノ・解剖所見 ト封比 シ得 ザル故 二學術的 ニハ確

定 シ得 ザルモ 爲眞面 二於 ケル 判断 二依 レバ12

例 中10例 ハ、右上葉(5)、 右 下葉(2)、 左 上葉

(2)、 左 下葉(1)ト ナ ル モ、他二例(第7、 第8

例)二 於 テハ肺 内 二存 スル ヤ、肺外 二存 スル ヤ決

定 困難 ナ リキ。

V皿 陰影登 見 ヨリ消失登 見 二至 ル 日数

陰影獲 見ノ・入院観察者 二非 ズ、 而 モ ソ ノ多 クノ・

健診時 二偶然獲 見 セル モ ノニ シテ斯ル陰影 ノ出

現時期 テ決定 スルノ・不可能 ナ リ。 出現後間 モナ

キモ ノ叉相當 ノ日数 ラ経 シモ ノモアルベ ク、即

チ アル病攣 ノ進行途 上 一ア リシモ ノテ登 見 セ リ

ト考 フル テ妥 當 トス。一方消失登 見 モ同様 ニ シ

テ毎 日観察 セル モ ノニア ラザル故 ソノ清失 ノ確

タル時 日ノ・不明 ナ リ。從 ツテ登 見 ヨリ消失登 見

二至 ル 日数 ハ塵 々 タルハ當然 ト云 ノ・ザルベ ヵ ラ

ズ。少 キハ7日 間多 キノ・34日 ラ算 シタ リ。 清

失確定 ノ・透覗及爲眞 ニヨ リ完全 二吸牧 サ レ清失

セルラ認 メテ行 ヘ リ。

IX陰 影 二封 スル考察

解 剖所 見 ト封比 シ難 キ此 ノ種 所見ノ・ソノ本態 テ

決定 スルニハ容易 ナ ラザル モ上記 ノ諸條 件 テ線

合考 察 ス レバ次 ノ如 シ。

(イ)12例 中10例 ノ・浸潤 印 チ肺炎像 ト考 ヘ ラル

ル モ臨 休所 見経過 等 ヨリ見 テ結核症乃至 ハ定型

的肺 炎 トハ考ヘ ラレズ近年所 謂 「非定型的肺炎」

トシテー括 サ レツ ・アル病攣 二届 スルモ ノ ト考

ヘ ラル
。 山岸(附 囲第1)、 毎 原(附 圖第2ノ 、山賀

(附圖第3)、 宇 野(附 圖第4)、 相M(附 圖 第5)、

河 村1附 圖第6)。 庄 司(附 圖第9)、 通 山r附 囲第

10)、津 城(附 圖第11)、 星(附 圖第12)ノ 各 例 ノ、此

ノ部 二属 セ シメ 得 ルナ ラ ン。 然 レ ドモ以上10

例 中結核感 染 テ否定 シ得 ル モ ノノ・星1例 二過 ギ

ズ。他 ノ・「ツ」反磨 陽性 ナル故結核 感染 ラ肯定 シ

得 ラル ・モ、臨鉢 的経過 消失後 ノ肺紋 理等 テ綜

合 スル ニ是等 ノ病影 テ以 テ結核 性 ナ リ トスル ハ

牽強附會 二近 ク寧 ロ非結核 性 ノ浸潤 ガf禺然登 セ

ル場合 ト考 フル ラ妥當 ナ リ ト思惟 ス
。殊 二扁桃

腺炎或 ハ感 冒 ノ後 二獲見 セ ラレシ該病影 ノ如 キ

ノ、結核性以外 ノモ ノ ト考 フ可 キナ リ
。

(ロ)12例 中 上記10例 ラ除 ク2例 〔江川(附 圖第

6)加 藤(附 圖第7)〕 ハ 病影部位 ノ決 定困難 ナ リ

シモ ノー シテ、從 ツテ之 テ肺 内 ノ浸潤 ト見 ルベ

キ カ肋膜 ノ限局的浸 出物 ナ リヤモ不 明 ナ リ
。但

シ加藤 例ノ・「ツ」反陰性、ヱ氏反磨 陰性 ナル故
、

結核 症又ノ・徽毒 ノ・否定 サルベ キモ ノト認 ム。一

方江川例 ハ結核 感染者 ニ シテソ ノ部位 二依 リ限

局 セル肋膜 炎 トモ考 へ得 ラル ・モヱ 氏反磨 陽性

ナル故徽毒 性 モ否 定 シ得 ズ。

X結 論

1・ 以 上 ノ諸陰影 ノ・X線 ノカ ニ依 ラザ レバ登見

不可能 ナ リ。

皿.余 ノ例 ノ大 多撒 ハ肺 内浸潤竈 ト思惟 セラ レ

且 非定型 的肺炎 二 属 セ シメ得 ンカ ト推定 セラ

ノレo

皿・ 少撒例 二限局性肋膜炎ナル場合無 キラ保 セ
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ズ。

IV.赤 沈 反慮 ノ著 シキ降下 ヲ示 シタル例 ハ何 レ

モ臨休的症状 テ件 ヒ降下著明 ナ ラザ ルモ ノハ無

症 状 ナル事實 ラ認 ム。

V.胸 部 二陰影 ラ偶然獲 見 セル時 ソノ診断 ニハ

絵 程愼重 テ要 シ経過観察 ノ要 ア リ。結核 性浸潤

ト推 定 セ ラル場合 ニテモー過 性 ニ シテ自然 清退

スル コ トアルテ以 テ人工氣胸 ノ如 キ塵 置 二封 シ

熟慮 テ要 スベ シ。

VI.從 來 一過性浸潤(flUchtigeIufiltration)ト

稽 セ ラレ シモ ノ・中 ニノ・實際 ノ・肺 内 ノ病墜 ニ ア

ラズ シテ限局性肋膜 炎 ノ陰影 ナル場合 モナキニ

アラザルベ シ ト思 ノ・ル、是余 ガ本報 告12例 二封

シテ直 チニー過性浸潤 トセズ シテー過 性陰影 ト

セル所以 ナ リ。

118.空 洞 ノ研究 第1報 主 トシテX線

爲 眞上 ヨ リ観 タル結核性空洞 ノ統計

的観察

離 毒肇(憲難舗
本研究 ノ・昭和2年 以降、昭和12年 二至 ル11年

間、常教室保存 ノ外來及 ビ入院患者全X線 爲眞

ラ検索 シ得 タル結核性室洞例 二就 キ試 ミタル統

計 ナ リ(本検査 二用 ヒタルX線 爲眞 ノ・練 テ焦貼

乾板距離1米 、照射時間1/一1/1。 秒 、患者 ノ膿

位 ノ・立位、輕 呼氣停止 ノ歌態 二於 テ背腹矧 犬方

向 二撮 影 セラレタル モ ノナ リ)。 室洞 ノ決定 ラ

唯X線 爲眞 上 ヨ リノZ下 サ ン トスル時 ノ・必 ズ シ

モ容 易 ナ リ トノ・セズ」X線 官眞上 二於 ケル圓形

或 ノ・蜂窩駄陰影像 ノ・室洞形成 ヲ推測 セ シムル ト

錐 モ確 實 ナル診断 ノ・此 ノ像 ノ ミヨ リノ・決定 シ難

シ。 何 トナ レバ吾人 ノ目二映 ズル ハ輩 二生膿 ノ

陰=影 ニ シテ組 織鋏 損其物 テ目撃 スルニ非 ザ レバ

ナ リ。{乃 テ余 等ノ・室洞 壁 ノ状態、周園 ノ浸潤、

氣胸後 ノ歌態 等 テ審 サニ綜 合親察 シ疑念 テ抱 キ

シモ ノノ・全 テ之 ラ除外 シ確 認 シタルモ ノノミニ

就 キ、1名 一テ撒葉 テ撮影 セル モ ノハ之 ラ1名

トシテ算 ヘ タリ。扱以上 ノ如 キ方針 ノ下 二検査

ラ進 メタルニ肺野 二結核性病憂 ラ認 メタルモ ノ

3413名(中 、肋膜 炎、肺 門淋巴腺 腫脹 テ含 ム)

中、肺結核2041名 ナ リ。 而 テコ ノ2041名 中結

核 性室洞 テ有 スルモ ノ418名 、 即 チ20.48%_

シテ、之等 二就 キX線 寡 眞所 見及経 過録調査 ニ

ヨ リ室洞 ノ病型 二封 スル關係 、好登部位、室洞

壁 ノ駄態 、撒、大 サ、形状、登 病、結核菌誼明

率等 二關 シ以下 ノ如 キ統 計的激字 ラ得 タリ。

1・ 室洞 ノ肺結核 各病型 二於 ケル關係 ラ知 ラン

ト欲 シ、便宜 上次 ノ分類 テ試 ミタ リ。 即 チ滲 出

性、檜殖性(更 二之 テ結 節性及 ビ硬化性 トニ分

ツ)混 合型(更 二之 ヲ主滲出性、 主増殖性、滲壇

性 ノ三種 二分 ツ)、 粟粒 結核(撒 布型 テ トレルモ

ノテ含 ム)ノ 四種 二 質 的分類 テ 爲 シ、是等各 々

二病攣 ノ廣 サニ{乃リ1.皿.皿 度 ノ量的分類 テ加

ヘ タ リ.之 二就 キ観察 ス レバ、上述 ノ圭滲 出性

第 三度18・18%ヲ 以 テ最 高 ト爲 シ、滲 出性 第三

度16.75%之 二次 グ。主檜殖 性第一度0.48%ニ

シテ最 少 ナ リ。一般 二質 的 ニノ・滲 出性病憂 二多

ク、 量的 ニノ・各型 テ通 ジテ第三度最 モ多 シ。

皿.性 別。男 性 ノ・女性 二比 シ遙 カニ多数 テ示 シ

約2倍 ナ リ。

皿.年 齢。15-25歳 ノ 匠間 テ 最高 トシ49.52

%、 即 チ全例 ノ凡 ソ牛数 ヲ占 ム。而 シテ年齢 ト共

二漸次 減少 シ56歳 以上 ニテノ・僅 々・3.1%ナ リ。

IV.大 サ。直径1.O-1.9cmノ モ ノ38.17%テ

最 高 トシ、4.Ocm以 上 ノモ ノ最 モ少 ナ シ。

V.形 歌。 圓径又 ノ・ソレニ 近 キ モ ノ最 モ多 ク

57.25%、 紡 錘形2.68%ラ 以 テ最底 トス。

VI.室 洞 壁及 ピ周園 ノ状態、室洞 ノ周園 二所 謂

Massivノ 陰 影 トナ レル モ ノ、及 ビ周邊 ノ境界

比較的 明瞭 ニ シテ 圓滑 ナル モ ノ、26.97%テ 以

テ最多 トシ、所 謂、孤 立性室洞0.94%テ 以 テ最

底 ト爲 セ リ。

V皿.好 装部位。右側鎖 骨下縁 ヨリ第 二肋骨下縁

ノ間隔 二於 テ外側 二最多 トシ、左右 ノ比較 二於

テノ・、右 ノ・左 ヨリ多 ク1.2:1ナ リ。

V皿.数 。全葉 二1個 ノミノ場 合最 多 一…シテ、右

側 ノミノ場合34.93%、 最 モ多 ク、 左側 ノ ミ3

個 以 上 ノ場合最 モ少 ナ シ(1.91%)。
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IX・ 結 核菌 ラ謹 明 シ得 タルモ ノ・=.於 テノ・大 凡

ソ、「ガフキー」第V卜X號 テ最多 トシ28.95%、

陰 性 ナル モ ノ9.57%ナ リ。

(詳細 ハ圖表参照)

X・ 登病 トノ關係。患者 ノ自畳症状 ヨリ3箇 月

以 内 ノモ ノ多 ク(23.2%)、 就 中、肋膜 炎 ラ経過

セルモ ノ多 シ。

第1表 空洞 ノ病型二野スル統計

第3表 空洞 ノ大サ

尺 ＼ 槍査劉1

空洞'＼1實 数
ノ大サ ＼1
→1㎝11501

一一一

1-2㎝{2421

2→3㎝11321

3→4㎝ 1-75i
14㎝ → 351

計 634i

%

23.66

38.17

20.82

i,11.83
5.52

100.00

癖総 鷹

殖

型

混

合

型

硬
化
性

結
節
性

滲
出
型

一圭
滲
出
型
一圭
堆
殖
型

滲
薩

1

【
皿

一
皿

一
1

一
∬

一
皿

了

一
∬

五

一-

一
∬

一
皿

一
-

一
∬

一
皿

一
1

}
皿

一
皿

播 種 性 結 副

＼ 性

1献
よ

15→25

26→35

36→45

46→55
-一 一

56→
一 　冒一

計一 畠一 一 ロ「■

113

71

24

339

142

312

99

47

娼

1

1

111

73

17

56

71

82

15

17

空洞 ヲ有ス
ル者(%)

5(1.20)

4(0.96)

7(1.67)

5(1.20)

15(3.59)

29(6.94)
26(6.22) …

37(8.85)

70(16.75)
5(1.20ノ

18(4.31)

76(18.18)

2()

13(3.11)

44(10.53)

3()

10(2.39)
一

37(8.85)

12(2.87)

418(100.00)

第4表 空洞 ノ形状

謹
圓 形

卵圓及楕圓

三 角 形

紡 錘 形

共 他

計
■

第5表

實 鍛%

1器{叢
17!2.68

172,68

5118.04

634}100.00

空洞 壁 及 周 園 ノ歌 態

合 訓2・4ij

(括弧内・・空洞保有者総鍛二封スル百分率)

第2表,性 別及年齢

　

男(%)女(%)}計

i

に1塾29・19)185(20・33)i207(49・52)

26-35pOO(23.92)130(7.18)130(31.10)

36-45128(6・7・ ・,・ ・(2・62)29(9.33)

27(6,46)2()29(6.94)

211161:器i131i31.1。}1:,ll3}Xi(,。講

検査籔空洞
壁及
ビ周園ノ状態

朦朧 タル柔キ影 アルモノ

MassiveSchatten.

境界比較的明瞭ナルモノ

不規則且不明瞭ナルモノ

IsolierteKaverne.

硬化性攣化 ヲ認ムアモノ

計

検査9}il
實 轍

109

171

171

126

6

51

634

%

17.19

26.97

26.97

19.88

0.95

8.04

第6表 肺野匠分法

}100.00

肺野匠分(伊 藤氏)

第7表 登生部位 二關 スル統計

部位 右左1右(%)
156(8.83)
　　　 　　　 　 　　 　

llm47(7.41)

左/%)

皿e 141(22.24)

45(7.10)

55(8.68)

90で14.19)
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皿m 17(2.68) 31(4.89)

皿e 36(5。68) 36(5.68)

IVm 20(3.15) 10(1.58)

IVe 11(1.73) 5(0.75)

V 19(3.00) 15(2.37)

1言fl347(54.72) 287(45.28)

第8表 空洞籔二關スル統計

左右

空洞数
右(%)

1

左(%)
1
1計

同側二1個
有スル場合

146
(34.93)

118264 1

(28.23)i(63.16)

同側二2個
有スル場合

31
(7.42) (10.53)

4475
(17.95)

同側二3個 以
上有スノレ場合

9
(2.15)

8

(1.91)、

17
(4.06)

雨側二1個
有ヌル場合

30
(7.18)

1

一

雨側二鍛不同
二有スル場合

32
(7.65)

総 計
634
(100.00)

第9表 空洞患者ノ結核菌謹明卒
一 楡 査 数

「ガ

フ キ ー」
實 数 %

『}一 一

9.570
一一

40

461一 皿 11.00

IV-VI 96 22.97

V皿一X 121 28.95一
未 槍 査 115

_一 一

27.51

計●
418 100.00

第10表 登病時期 ノ調査

119.青 年期1結 核二關スル研究 第二報

青年期肺結核 ワ「レントゲ ン」學的研

究、特二早期浸潤鼓二血行性播種性

肺結核二就テ

唱

壽 聯
ル時期 ＼

1ケ 月以内

3ケ 月以内

6ケ 月以内

1ケ 年以内

2ケ 年以内

3ケ 年以内

3ケ 年以上

計
1

ヲ
ザ
炎

セ

膜
過
者

肋
郷

ル

り

68

②16(

紛
90

。
5朝

79

(18.90)

72

(17.22)

36

(8.62)

10

(2.39)

20

(4.79)

3汚 一

(89.71)

1肋 膜 炎

ヲ経 過
・セル 者

7

(1.67)

9

(2.15♪

6
(1.44)

12
(2.87)

6
(1.44)

0

3-
()

43
(10.29)

計

75
(17.94)

99
(23.67)

85
(20.34)

84
(20.09)

42
(10.06)

10
(2.39)

23
(5.51)

418
(100.00)

清水 寛儲 灘辮)

青年期 二於 ケル結核初感染 二 就 テノ・咋年11月

北 海道醤學會絡會 二於 テ述 ベ タガ、今同 ノ・早期

浸潤 拉 二血行性播種性 肺結核 二就 テ述 ベル。

余 等 ノ健康相談所 二於 テ昨年4月 開所以來撮影

シタ750枚 ノ 胸部爲 眞中、16-30歳 ノモ ノハ

307枚(260名)デ アツテ、 之 テ所見別 一 スル ト

第1表 ノ如 クデアル。

即 チ青年期結核 ノ早期型 トシテノ・、早期浸潤拉

二血行性播種 性肺結核 ガ多数 テ占 メル コ トテ知

ル。 コ レラノ診断 ノ、絡 テ「ツベ ル クリン」反慮、

赤血球沈降反慮、喀 疾検査、 「レン トゲ ン」透覗

及 ビ爲眞所 見 二依 ツタモ ノデ ァル。

(1)早 期 浸潤25例

定 型的 ナ圓形浸潤 竈 テ 認 メルモ ノノ・12例 デ、

左上葉 二最 モ多 久 次 デ右 上葉、左 下葉 ノ順 ト

ナル。娘浸潤 テ認 メルモ ノガ1例 アル。喀血 ノ

アツタモ ノノ・2例 デ アル。 「ツ」反癒 ハ4例 ノ・中

等、8例 ハ強反 慮 テ呈 シ、其後再検 シテモ殆 ド

不愛 デ アル。 赤沈 中等値 ノ・小結節 ノ見 ラレル1

例 ヲ除 イテ多少 トモ 促進 シ、50粍 以上 テ示 ス

モ ノモアル。1例 ノ・肋腹膜 炎 ノ経過 中 二出現 シ

タ モ ノデ、恐 ラク血行性 ノモ ノト思 ノ・レル。12

例 中9例 ハ輕 快 シ、1例 ノミ増 悪 シテヰル。 人

工氣胸 ヲ施行 シタ4例 ノ・ミナ輕快 シ、 自然 一石

灰 化 二傾 イタモ ノガ2例(共 二下葉)ア ル。 壇悪

例 ノ・最初 カ ラ陰影 ガ大 デ、後 二肺壊疽 ヲ合併 シ、

奔馬性肺携 二移行 シタモ ノデアル。

早期室洞 ノ・8例 デ左 上葉 二 多 ク右 上葉之 二次

グ.室 洞 ノ大 サノ・雀卵大 ヨ リ鳩卵大 位迄 種 々デ

アル。室洞壁 ノ・一般 二薄 ク、又不鮮 明 ナモ ノモ

ァル。 「ツ」反磨 ノ・前者 ヨ リモー般 二弱 ク、赤沈

速 度 ノ・2例 ノ他 中等度 ノ促進 テ示 ス。 自然 二清

失 シタモ ノガ2例 ア リ、他 ノ2例 ハ喉頭結核 ヲ
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第1表 「vソ トゲソ」所見分類表

鴇

眞

所

見

初

期

攣

化

群

肺 門 結 核 早期浸潤
早 期
血行性
播種型
監 行 劃 慢性砺
結 核

滲 石著 非 合
茨出 結
化
性 竈 核

肋 及 性肋
膜 膜 病

炎 癒 憂 計

肺
門
腺
結
核

肺

門
寝

潤

肺

門
空

洞

肺
門
周
園
寝
潤

早

期

ミ受

潤

早

期
空

洞

績

登

症
状

肺

尖
粟

粒

廣汎

性
粟

ジ及
モ肺 尖

粒顯
1

肺 石 結 滲 硬
灰
化 節 出 化
播
種 性 性 型

1

一
實

数

男

女
、
1

幽

ノ

i

計

9

01

7
8

Q
ゾ

3

}
2

}

6621

2621

6
万

一

〇〇

」4

0

τ

7821412851619
1

21 25 35

%0.4 8.1 9.6 13.5

3

T

10

5623151125212

621232155913

11835183

29 56
28011260

11.2 21.5 0.830.84.2

第2表 早期結核二於ケル「ツ」反磨、赤沈反磨蛇二経過

1「レ ソ トゲ ソ」所 見 例 数

「1

「ツベルクリソ」反慮1赤 血 球 沈 降 反 慮
「

経 過

+1 什1副 冊 ・一 ・・1・・-2・12・-5・1 51→ 1轍1穫 塘悪

早 期 寝 潤}12
1

01㌍3i5 31313 3「9i2 1

早期浸潤 早 期 空 洞}8 ・ 「 一 ・12 2}213 ・12}4 2

嘩 獲症劉5 0 1{212 0 111 310 2 3
、

血行性
播種型

肺尖 粟粒 16 1 316 6 3 316 416 7 3

廣汎性粟粒 19 ,0 517 713 3ilol314110 15

績 毅 シテ増悪 シタ。他 ノ・不愛 デァル。

浸潤 ガ肺尖或 パー葉 ノミノ廣 サニ搬大 シテ ヰル

モ ノハ5例 アリ、全部 上葉 デアツテ右側 ガ3例

デ ァル。 「ツ」反慮 ・・張陽性 デ、再検 スル モ同檬

デ アル。赤沈速度 ハ1例 テ除 キ高度 ノ促進 テ示

ス。 目下観察 中 デアルガ、軟化 シテ室洞 テ形成

シタモ ノガ3例 ア リ、赤沈速度 ノ・其後何 レモ遅

延 ノ傾 向 ナク、経過 ハ不 良 デアル。

(2)血 行 性播種性肺結核(早 期型)35例

「レン トグ ン」爲眞 上血行 性播種型 ト思バ レルモ

ノノ・非常 二多 イガ、 ソ ノ中、結 節 ガ小 デ鮮明 ナ

比較的早期 ノモ ノト認 メ ラレルモ ノガ35例 ア

ツ タ.播 種 ノ肺尖部 又ノ・上葉 ノミニ限局 シタ所

謂肺尖粟粒 ノ・16例 、廣汎性 ノモ ノノ・19例 デ ア

ル。 「ツ」反庭iハ9例 ガ弱反磨i叉 ノ・中等度 ノ反磨

テ示 スノ ミデ、他 ノ26例 ノ・強反慮 テ 呈 スル。

赤沈速度 ノ・7例 ノミ高度 ノ促進 テ示 シ、16例 ノ・

中等度、6例 ハ輕 度 デ、残 リノ6例 ノ・正常値 デ

アル。35例 ノ中肋膜 炎又 ハ腹膜 炎 ノ合併症 ノア

ルモ ノガ12例 アツテ、 コ ノ中4例 二於 テノ・粟

粒播 種(肺 二於 ケル)ガ アツテ後 二肋膜 炎又 ハ腹

膜 炎 ノ績登 シタ ノテ観察 シ得 タ。 コレラノ漿液

膜結核 ノ・恐 ラク肺病竈 カラ血行性 二嚢生 シタモ

ノデ アル ト思 バ レル。他 ノ8例 二於 テノ・コ ノ先

後 ノ關係 ハ明 カデハ ナ ィ。

以 上 ノ中痕跡 ナ ク治癒 シタモ ノガ1例 、輕快 シ

タモ ノ9例 、」叉」曾悪 シタモ ノモ8例 、 内1例 ハ

死 亡 シタ。檜悪 シテ來 ル像 ノ・、結節 ガー檬 二周

核 炎衝 テ起 シテ大 トナルモ ノ ト、一部 ノ結 節 ニ

ノミソレガ見 ラ レソノ部 分 住 トシテ」藻/ガ 軟

化、室洞形成 テ螢 ムモ ノ ト、氣管枝籏張 性室洞

テ形成 スル モ ノ トガ アル。

(3)陳 藷 血行 性結核29例

Σ モ ン氏竈5例 、肺尖癒痕5例 、肺尖腓}抵11例

及 ビ廣汎性石灰化播種8例 二於 テノ・、 「ツ」反庶

バー般 二強反慮 テ呈 シ
、赤沈速度 ノ・正常値又 ハ

ソ レニ近 久 コ レラガ檜 悪 シタ例 ハ見 ラレヂカ

ツタ』
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(4,)慢 性 結 節性 肺瘍35例 中 ニ ハ 血行性播種 ト

思 バ レルモ ノガ多撒 見 ラレル。所謂肺尖粟粒 二

於 テモ室洞形 成 ノ見 ラ レルモ ノガ ァ リ、結節 ノ

撒布範 園 ノ大小 ノ・、病攣 ノ進行性 ニノ・關係 ガナ

イ ト思 ノ・レル。 「ツ」反慮 ハ 弱反磨 ノモ ノガ多

ク、赤沈速度 ハ殆 ド例外 ナ ク速進 シテヰル。喀

疾 中結核菌 陽性 ノモ ノモ多 久 喉 頭結核 ラ合併

スル例 モ多 イ。但 シ石灰化 シテ治癒 シタモ ノモ

1例 見 ラレタ。

(5)縮 括

(1)青 年 期 ノ早期結核 ニノ・、初感染 ノ他 二早期

浸潤 及 ビ血行性播種性 肺結核 ガ多 ク見 ラ レル。

(2)早 期 浸潤 ノ・上葉 二多 ク見 ラレルガ、 コ レラ

ノ・檜悪 スル コ トガ多 ク、 下葉 ノモ ノハ輕快 シ易

イヤウニ思 バ レル。又早期浸潤 ノ登 生機轄 ノー

トシテ血行性 再感染 テ考 ヘ ラレル。

(3)血 行 性播種 性肺結核 二於 テ、早期 型 ト思 バ

レル ノデハ結節 ガ小 サ ク且 ツ鮮明 デ アル。 コ レ

ガ檜悪 ス ル 場合 ニノ・、全 部 ノ結 節陰部 ノ増大

(周核 炎衝)、 一部 ノ結 節 ノ軟化、室洞形成、又

ノ・氣管枝籏張 性室洞 ノ形成等 ノ機序 ガアル。

(4)「 ツベル ク リン」反鷹 ハ輕症 二於 テハ強 ク反

癒 シ、病攣 ガ輕快 シテユ ク トキ ニノ、強反癒 ガ持

績 シ、経 過 中二弱反慮 二攣 ジテユ ク場 合ノ・豫 後

ガ不 良 デアル。

(5)赤 血 球沈降反慮 ノ・多 クノ・病勢 ニー致 スル

ガ、必 ズ シモ然 ラザル揚 合 ガア リ、特 二合併症

ノアル場合 ニノ・攣化 スル コ トガ多 イ。

(6)肺 瘍 援生 上、血行性播 種 性肺結核 ガ早期浸

潤 ト同様 二重要 ナ意義 テ有 スル コ トノ・注意 スベ

キ コ トデアル(詳 細 ノ源 著 二譲 ル)。

質問及追加

長井 盛至朧 騰

我國 ノ早期浸潤 ノ渉度 テ決定 スル噛季ハ斯學 ノ大

切 ナ鮎 ト信ズ、 ソコデ我 々碑奈川縣健康相談所

來相者約20000人(昭 和12年 度)中 ノ肺結核患者

約e2000人 二就 テ早期浸潤(狭 義 ノ)僅カー20例

足 ラズ シカ登見 シ得 ナカツタガ只今 ノ満水學士

ノ報 告 デハ260例 中25例 テ 獲 見 シタ トfフ コ

トデ アルガ早期浸潤 ト診断 シタ根糠 貼 テ伺 ヒタ

イ(44ノ 場 合 ニモ同檬 ナ コ トテ質 問 シタガ)。

早期 浸潤 ニハ自 カラー定 ノ臨抹 的症候 ガ アル、

印 チ、 悪寒 テ以 テ始 リ登熱(約38-39度)背(前

胸)痛 、高 度倦 退感等 ア リテ 咳漱及 ビ喀疾 ノ・殆

ン ドナ ク(但 喀血 アル コ トア リ)理學 的所見亦殆

ン ド之 ラ鋏 久 然 ルニ他魔 的 ニノ・赤沈促進、特

異 ナX線 影、 マンツー陽性、 ザ ツ ト右 ノ諸19

考 慮 二置 イテ早期浸潤 ノ決定 テ シタイ。

塵 ガ以上 ノ如 キ臨躰症候 テ示 シテ テル患者 テ早

期浸潤 ノ疑 テ以 テ他 覧的検査 ラ進 メルウチ全 ク

所期 二反 スル 事 ハ 吾 々 ノ厘 ≧遭遇 スル 虎 デア

リ、又反 封 二 以前撮影 シタ「フィル ム」ノ中 ヨリ

全 クソ レラ シイモ ノラ拾 ヒ 出 シテ 試 ミニ「カル

テ」ヲ調 べ テ ミル ト澤 山 ノ「ラッセル」テi聴取 シタ

リ又咳卿 客疾 ノ澤 山 アル ノテ嚢 見 シテ愈 ヒ早期

浸潤 ナル診断 ノ至難 ナル テ感 ジタ。

又先程 大連保健所 ノ小松 氏 ノX寡 眞 ラ拝見 スル

ト小見 一 シテ ソ レラ シキ陰影 ア リテ多 クノ・「ツ」

反 慮陽性 ナル ガ中2、3枚 「ツ」反慮陰性 ニ シテ且

ツ疑 シキー過性 ノ陰影 ガ アツタ。 ソノー ツノ・右

下野 ノ廣汎性 ノモ ノニ シテソ ノ性質 上非定型 的

肺 炎 テ想 ハセルモ ノ甚 シイ、 ソ レ故 コ レガ早期

浸潤 ナ リヤ否 ヤ ヲ決定 セ ン ト欲 セバ先 ヅ尿食盤

含 量 ナキ コ ト、 白血球壇 多症 ナカ リシコ ト等 ラ

否 定 シタ上 デナ ケ レバ甚 グ無謀 二等 シイ ト考 ヘ

ル、故 二重 ネテ希 望所感 ヲ述 ベル次第 デ アル。

答

清 水 寛

余等 ノ健康相談所 二來訪 スル モ ノノ・1ケ年10000

人 ラ超 エ テ居 リ トス。 コ ノ中 カ ラ25例 ノ早期

浸潤 テ登 見 シタカ ラ トテ決 シテ多過 ギル トハ言

ヘナ イ ト思 ヒマス。

診断 ノ方 法ノ・、余ノ・全來訪者 二必 ズ理學 的検査

ノ他 二禮 温検 査、 「ツ」反慮検査、赤沈反慮検査、

及 ビ「レ ントゲ ン」透覗 テ行 ヒ、而 モ1人 ノ者 二

繰返 シテコ レララ行 ツテヰル。而 モ コ ・二持参

シタノハ2同 以上窮 眞 ヲ撮影 シ、4乃 至10同 ノ
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『レ」線透視 テ行 ツタモ ノ ・ミデアル
。

ヵ ・ル愼重 ナ 方 法 一依 ツテ 選 ング ノデアル カ

ラ、Assmann,Redeker等 モ言 フ如 ク、早期浸

潤 ノ決定 ハ困難 ナモ ノニハ相 違 ナイガ、現在 ノ

庭 上記 ノ諸黙 二立脚 シテ診断 スル他 二方法 ノ・ナ

イノテアル。 ノ

120.「 レン トゲ ン」噺面撮影法(Tomogra-

phie)二 櫨 ル肺結核診臨 二就 テ

其一 肺結核空洞 ノ検索

鯛 直義(準 塚 市杏雲堂分院)

昨年(昭 和12年/ノ 夏以來、我杏雲堂分院 二 於

テノ・、掲逸Sanitas會 祉 製 ノ断面撮影装置(To-

mograph)テ 用 ヒテ肺結核診陶伊 行 ヒツ ・アル

ガ、其優秀 ナル性能ノ・、 將來 必 ズ「レ」線診断 上

新紀元 テ叢 スルモ ノ ト思ノ・レル。本 日ノ・同装 置

ヲ使 用 セル我 々 ノ経験 テ簡輩 二述 べ テ見 ヤウ ト

思 フ.

此報 告 二於 ケ ル 断面撮影 ノ・悉 ク前頭断面撮影

(Frontalschnitt)デ アツテ、豫 メ1第六胸椎 ノ・高

サデ胸部 ノ厚 サ テ計 リ、其 中央 ノ断面 テ1枚 即

中央切断面(Mittelschicht)、 更 ニ ソ ノ腹側又 ノ・

背側 二寄 リテ、患者各 自 ノ榮養 状態(肥 痩 ノ程

度)拉 二胸 廓 ノ厚薄 二準 ジテ、中央断面 ヨ リ1・5

糎 乃至2糎 ノ距離 ヲ距 テ ・各1枚 宛、腹側断面

(Ventralschicht)及 ピ都ll断 面(Dorsalschicht)

ノ撮 影 テ シタ。

斯 ク シテ得 タル噺面 又ノ・断層爲 眞 ヲ見ル ト断面

爲眞 ナ ラデノ・見 ラレザル種 々 ノ有利 ナ黙 ガ認 メ

フ レ!ノレ0

1)室 洞 ノ検 索 ガ確 實、且精細 二行 バ レル。

2)肋 膜肥厚 高度 ニ シテ通常 「レ」線窮眞 デノ・其

内部 ノ肺 ノ歌 態不明 ノ場合、断面撮影 ニ ヨル時

ノ・、 内部 ハ著 ク明瞭 二硯 ル コ トガ出來 ル。

3)氣 管枝狭 窄 ニ ヨルAtelektase(Obturations

Atelektase)ノ 状 態 ガ 氣管枝撮影(Bronchogra-

phie)ラ 行 フコ トナ ク シテ判 ル。

4)血 管 又ノ・氣管枝 ノ走行 テ可成末梢部迄追求

スル コ トガ出來 ル、殊 二氣管枝接張 ノ状態 テ造

影剤 ヲ用 ヒズ ニ知 ル コ トガ出來 ル。

5)通 常 「レ」線像 デノ・所 謂正 中陰影 ヤ肋 骨陰影

ガ全肺 ノ2/、テ占 メタ讃影 上 ノ障碍 トナツテヰ

タガ断面撮 影 ニ ヨリ之等 ノ障碍 ガ除 カ レ、蔽 レ

テヰタ内部 ノ病攣 即 チ肺 門淋 巴腺 ノ歌 態 ヤ肺門

氣管枝 ノ獣態 テ明 カニスル コ トガ出來 ル、肺門

附近 二隠 レタル室洞 テ見出 ス コ トモ稀 デナ イ。

以上述 ベ タル如 ク、 肺結核 ノ「レ」線診断 ハ此断

面撮影 法 ニ ヨリ間 モナ クー大飛躍 テ試 ミルデ ア

ラウ。余 ノ・此 二断 面撮 影法 ラ用 ヒテ從來 ノ肺結

核 ノ「レ」線的所 見 二封 シテ再検討 ラ行 ノ・ントス

ル モ ノア ア ル 。

余ノ・先 ヅ80例 ノ肺結核 患者 ノ(Tomogramm)

断 面 寡眞 二於 テ室洞 ノ検索 テ行 ツタ。

我 々ガ断 面爲眞 二於 テ、室洞 ト認 ムル モ ノノ・、

Greinederノ 云 フ如 久 其境界 ガ必 ズ明劃 ナル

邊縁 テ有 シテヰナ ク レバナ ラヌ。 但 シ其 ノ境

ガ、室洞 二聯絡 セル氣管枝 ニ ヨツテ中断 サ レル

場合 ノ・此限 リデ ナィ。

斯 ク シテ断面撮影 ニ ヨリ検 出 サ レタ 室洞 ノ数

ト、通常 「レ」線像 二現 ノ・レタ室洞数 トラ比較 ス

ル ト、第1表 ノ如 クナル。 即 チ検 出 セラル ・室

洞 藪ノ・通常 「レ」線 ノ16箇 二封 シ、断 面撮 影 デノ・、

62箇 デ アツテ約4倍 ノ増 加 デ アル。而 モ室洞 ノ

最 モ多 イ ノノ・、普 通 「レ」線像 ノ場合 ト同様 二右

肺上野 デ アツテ左肺上野之 二次 ギ、 左肺下野 ガ

最 モ少 イ。

此室洞検 出撒 ノ檜加 ノ・、豫後判 定上又 ノ・人工氣

胸、其他手術的操作 テ行 フニ至 リ非常 二参考 二.

ナル。

第1表

「トモ グ ラ ム」 「ノ ル モ グ ラ ム」

1右 左 計 右 左 計
と肺上野40

13 53 12 2 14

肺中野 4 3 7 1 1 2

肺下野 2 0 20 0 0

計 46 16 62「13 3

一一

16

次 二、室洞 ガ左右、拉 二上 中下 各肺野 ノ何 レノ

層 二最 モ多 イカテ 調 べ テ 兄 ヨウ(第2表 及 第3v
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第 2 表

右

肺

左

肺

上野

雨
雨
上野

爾
蕎

1総 計

モ
ノ

全
暦

二
渉

ル

2

τ
0

第 4

麟 中渉1腹二
暦ル
中モ
暦ノ

2

層ル
背モ
暦 ノ

O

o「 『

-
占

0

0

じ

τ
2

0

3

暦ア
噺ル
面モ

ζ ノ

63

0「y

7

了
0

10

ア

ル

モ

ノ

中

暦

ノ

・二

9

2

0-f

0
了τ
0

3

背ア
暦ル
ノモ

三 ノ

18

2

1

2「7

計

40

4

2

13

13

0TIT

15 29 62

第 3 表

ル
空
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敷

二
現
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ル
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側
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数

二
現

ハ
ル

中
央
噺
面

ル
空
洞
数

二
現

ハ
ル

腹
側
噺
面

26197

表

右 左 計

肺上野 28 11 39

肺中野 3 2 5

肺下野 2 0 2

計 33 13 46

上

中

下

一上

中
〒
下

02

011
16

0

〇

一
只
U

2

O

T

2

-
↓

01

2

(U

-
占
4

表)。 即 チ、右肺 上野背層 二 最 モ多 ク右肺 上野

中層拉左肺 上野背層 之 二次 ギ、大膿 トシテ室 洞

ノ・背 側断面 二最 モ多 久 腹側断面最 モ少 イ。斯

クテ室洞 ノ部 位 ラ正確 二知 ル コ トノ・、胸 廓成形

術施 行 ニノ・重大 ナル意義 テ有 スル。爾此断面撮

影 ニ ヨル時 ノ・室洞 ノ深 サ(tiefeDimension)テ

知 ル コ トガ出來 ル。又其他室洞 ガ或 ノ・背面 二或

ノ・腹側 二向 ツテ旗大又 ノ・縮小 シテ行 ク歌 態 ヤ室

洞 ト之 二聯絡 スル氣管枝(DrainievendeBron-

chus)ノ 關 係等 チ委 ク知 ル コ トガ出來 ル。

最後 二通 常 「レ」線像 デノ・見 エズ断面撮影 ニ ヨツ

テ初 メテ見 出 サ レタ 室洞46一 就 テ、 ソレガ何

虎 二最 モ多1カ ラ調 べ テ見 タ(第4表)。 此際 モ

右肺 上野 二最 モ多 ク、左肺 上野 之 二次 グ。

即 チ同部 ニノ・室洞 ソ レ自身 モ多 イ ノデ ァルガ叉

普通 「レ」線像 デノ・見 出 サ レザル室洞 モ亦多 イコ

トガ判 ル。

以 上簡輩 乍 ラ断面撮影 法 二檬 ル室洞 ノ所見 三 ッ

イテ述 べ タ次 第 デ アル。

121.初 感潜在性結核症 二就テ

岡 治 道(東京市療養所)

從來、臨躰上、潜在性結核症 ト云 フ境域 ノ明カ

デナィ病症 ガ考ヘ ラレテヰタ.夫 レノ・第二次結

核症 ノ或 ル場合二斯 ク命名 スル ヨリ外 ニナイ病

症 ガ存在 シタヵラデアル。近時初感染 ノ臨躰的

意義 ガ漸次明 カニサレツ・アリ、且「ツベルク

リン」反慮 ノ慮用 二依 ツテ臨休的 二第 一次結核

症 ノ成立 ト其未ダ治癒セヌ時期 テ臨躰家ノ・確實

二推測 シ得 ル檬 ニナツタ。「ツベルクリン」反慮

ノ陽性轄化時二當面 シタ臨躰家ノ・其際相當明カ

ナ概念ヲ持 ツテ之二庭 スル トコロガナケレバナ

ラヌ ト思フ.演 者ノ・褒病豫防 ノ立場 カラ諸集團

ノ健康監覗 テ行ツテ居ル際、此場合 ノ或病症二

封 シテ初感潜在性結核症 ト云 フ病症 テ置 イテ注

意 ラ彿 フ必要 二際會 シテ來タ ノデ大方諸賢 ノ御

批刺 テ得 ム トスルノデアル。

本症ハ結核初感染後、其未 ダ治癒 セザル期間二

於 テ、病竈 ノ部位テ明カニセヌモノテ云フノデ

ア ル 。

即 チ「ツベル クリ ン」反鷹 陽性轄化後、「レ ン トゲ

ン」検査 二依 ツテ病竈 ノ部 位 テ 明 カニ シ得 ナ イ

場合 デアル。此際 「レン トゲ ン」検査以外 二病竈

部位 テ確 護 シ得 ル方法 ガ ア レバ更 二良 イノデァ

ル ガ、我 々ノ・夫 レテ持 タナ ィ。而 シテ「ツ」反慮

陽轄後、 本病症 ノ存在 スル期 間 テ大盟1年 乃至

1年 牛 ト假 定 スル。之 ノ・演者拉 二太 田良海、相

澤秀雄 ノ経 験 ト欧洲 二於 ケル シエー ル氏等 ノ見

解 二加 フルニ病理解剖 上 ノ知 見 ヲ参考 トシテ大

盟 テ定 メ タ ノデ アル。勿 論短 イ場合 ニノ・撒週 間

カ ラ数 ケ月 ノコ トモアラウ。其 間臨躰的 二何等

ノ症 状 ラ見 出 セナ イモ ノ ト、赤 血球 沈降速度 ノ

異 常促進或 ノ・登熱、違和等 ノ所 見 テ呈 スル モ ノ
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トアル。之 二「レン トゲ ン」検査 デ病竈 ガ明 カ ニ

ナ レバ、夫 々 ノ病 名 ガ附 セ ラレル謳 デ アル。例

ヘ バ第一次浸潤
、肺 門淋巴腺結 核症、肺尖結核

症 、肋膜 炎等 デ アツテ、潜在 性 ノ域 テ脱 スル澤

デアル。

豫後 ハ從來 ノ疫學的統計乃至病理解 剖 ノ所 見 ガ

示 ス檬 二、演者等 ノ経験 デモ大部分 ノ・何 事 モナ

ク治癒 スル ノデ アルガ、 時 トシテ上記 ノ諸症 ノ

他 二、粟粒結核症、磯膜 炎、腸結核症、腹膜 炎

ナ ドラ起 シテ來 ル。症状 ノ有無 二關 セズ陽轄後

少 クモ1年 間ノ・病 竈 ノ治癒 テ期待 出來 ナ イ ノデ

アル カ ラ本症 トシテ取 リ扱 ノ・レネバナ ラナ イ
。

本症 トノ鑑別 ヲ要 スル病症或 ノ症 歌 ノ内、 圭要

ナモ ノノ・所 謂微熱 所持 者 ト虚 弱症或 ノ・所 謂感 冒

二犯 サ レ易 イ膿質者等 デ アル
。本症 ノ・「ツ」反慮

陰 性時 ガ既知 デアツテ始 メテ陽轄 テ知 リ得 ル ノ

デ アル カラ、陰 性時 テ知 ラナ ィ場 合 ニハ適 用出

來 ナ イ。詳細 ハ省略 スル。

塵 置、 結核症 テ積極的 二治癒 セ シメル方法 ノ鋏

ケテヰル今 日、本症 二積極 的 ナ療 法 ノ無 イ ノノ・

勿論 デ アル。消極的 ナ登病豫防 ノ手段 二止ル ノ

ノ・止 ムラ得 ナ イ。本症 ノ豫防 ノ大部 分 ガ良好 デ

アル コ トト、臨休的 二何等異常所 見 テ呈 シナ ィ

コ ト・二依 ツテ、本症 ノ所有者 テ直 二病人 トシ

テ取扱 フコ トノ・好 マ シクナ ィノ ミナラズ、必要

モナ イ ト思 ノ・レル。 但要注意者 トシテ、生活 テ

規 則的 ニ シ、囁 生 二留 意 シ、過勢 テ避 ケル コ ト

ラ主眼 トスル必要 ガ アル。

122.肺 結 核病竈 ノ部位 卜其進展 トノ關係

(余 ノ分 類法 二關 スル補遺)

醸 盆一癬 鑛 癖)
ノ

私ノ・昨年度 ノ本會二於 テ肺結核 ノ臨休的新分類

テ提案 シ、其實際的償値テ統計ニヨツテ立謹致

シマ シタ.其 際其分類法 ノ基本 トシテノ・病竈 ノ

櫨ガ リト其性状 ト病状 ノ傾向 ノ三 ツテ探用 シ、

病竈 ノ部位ノ・分類 テ簡軍ニスル爲二考慮 ノ外一

置キマ シタガ、今同ハ分類中 ノ限局性二屡 スル

モ ノテ其部位 二依ツテ細分 シ、病竈 ノ部位 ト其

進展 トノ關係 テ明 カニ シタ イ ト企 テ タ ノデア リ

マス。即 チ、第一 ノ・肺 門部、第ニ ノ・肺尖部(之 ノ・

X線 上鎖 骨以上 テ指 シマ ス)、 第 三ノ・中部(乳 線

上第四肋骨前部 ノ高 サ マデ ト規 定 シマ ス)、第 四

ノ・下部(之 ノ・ソレ以下 二属 スルモ ノデア リマ ス)

以 上部分 二分 ケ タノデ ア リマス。

検査 ノ封象 トシテノ・宇多野療養所過 去11年 間

二於 テ4ケ 月以上 ノ入所患者 ノ内私 ノ分類 デ限

局性 二属 スル者 ニ シテ虚脱療法 ラ行 ノ、ナカ ツタ

者231名 斗選 ピマ シタ。

而 シテ其後 ノ進展 テ制断 スル ニノ・観 察期間 内 ノ

躍 進ISchub.)ノ 有 無 テ以 テ シマ シタ.EPチ 全 身

性及局所性 ノ悪攣、例 ヘバ喀血 テ來 セル者 ヤ、

登熱 ト共 二胸 部所 見 ノ増悪 セル者、結核 性 ト思

バ レル獲熱 テ來 シタ者 ノ撒 テ調 ベ タ ノデ アリマ

スo

調査 ノ結 果 ・第1表 二示 ス如 クデ ア リマ ス。 部

位 ニ ヨル進 展 ノ差 テ 述 ベ ル前 二申上 ゲ タ イノ

ノ・、各部位毎 二見 マ シテ大禮 二於 テ開抹性 ガ最

モ悪性 デ閉抹性之 二次 ギ開斑 性閉斑性 ノ順 ニナ

ツテ居 ル事、非 代償性 ガ代償 性 ヨリモ ヨ リ不良

ノ傾 向 ラ トル事 デア リマス。 又等 シク閉鎖性 ナ

ル者 テ比 べ テモ亦等 シク開放 性 ナル者 テ比 ベ テ

モ抹影性 ノ者 ガ斑鮎性 ノ者 ヨ リモ著 シク経過不

良 デ アル事 ノ・肺結核 ノ豫後診断 上X線 所見 ガ如

何 二重要 デ アルカテ物語 ルモ ノデア リマ ス。殊

二興 味深 イノ・閉抹 性 ガ開斑性 ヨ リモ経過 ガ悪 イ

事 デア リマ シテ、 一般 二豫後 ノ最 モ有力 ナ指示

者 ト見倣 サ レテ居ル開放非開放 ノ別 ヨリモX線

所見 ノ方 ガ ヨリ偉大 ナル役 目テ演 ジテ居 ル事 テ

知 ル ノデ ア リマ ス。是等 ノ事實 ノ・咋年 襲表 シタ

分類 ニヨル統計 二於 テモ明 カニ現 レテ居 リマ シ

タガ、 此庭 二再 ビ強 ク裏 書 シタ次 第 デ ア リマ

スo

サテ次 二病竈 ノ部位 ト其進 展 トノ關係 テ見 マ ス

ル ニ・肺尖部結核 ノ・数 ガ少 イ ノガ遺憾 デノ・ア リ

マ スガ、何 レモ経過良好 デ ア リマ ス
。肺 門部 結

核 ノ・残 リノ2ツ ニ比 くごル ト大膣 二於 テ著 シク良

性 デア リマ ス。唯 開抹性 ノ揚合 ノ・他 ノ2者 ト等
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限局性肺結核 ノ部位 ノ匠別ヲ附加セル余 ノ分類 ト疾患ノ進展 トノ關係

肺 門 部 肺 尖 部 中 部

ト

下 部

十 一 十 一 十 一 十 一

閉

斑

性

代 償 性 0 65 0 1 1 9 0 4 1

}

ト

非 代償 性
『

0

　一一

39 0 0 2 6 0 1

合 計 0

　 -

104

,

0 1 3 15 0 5

% 0
}一 一　 一 一

2

100 0 100 16.17 83.3 0 100

開

斑

性

代 償 性 13 0 1 0 4 1 3

非 代償 性 0 7 0 0 2 1 1 1

合 計 2 20 0 1 2 5 2 4

% 9.1 90.9 0 100 28.6 71.4 33.3 66.7
臨

閉 袋f麟
抹 合 計

性%

ll
18

11.188.9

0 1 4 3 2 0

0 0 6 3 2 4

0 1 10●6 4 4

0 100 62.537.5 50 50

合

開

抹

性

代 償 性 1 0 0 0 7 8 1 2

非 代償 性 0 1 0 1 6 5 1 0

{一三
ロ

1

50一

1 0 1 13 13 2 5

% 50 0 100 50 50 50 50

1
総 計 4 133 0 4 28 39 8 15

% 2.997.1 0 100 41.858.231.8652

十:入 所 後 躍 進 ヲ來 セ ル モ ノ ー:然 ラザ ル モ ノ

シイ結 果 ガ出 テ居 リマ スガ、例撒 ガ僅少 デア リ

マ スカ ラ、此結果 二如何 ナル程度 ノ償値 テ附 與

スベ キ カノ・疑問 デ アリマ ス。最後 二中部 ト下部

トテ比 ・ごル ト大膿 二於 テ中部病攣 ノ方 ガ梢 ≧悪

性 デ ァ リマ スガ、其差 ハ著 シクノ・ア リマセ ン。

以上 ノ結果 カラ私 ノ分類 ノ限局性肺結核 テ肺尖

部、肺門部 ト、 ソ レカ ラ中部下部 テ合 シテ肺 内

部 ト此3ツ ニ細分 スル事 二依 ツテ分類實用 的慣

値 ガ檜 スモ ノト思 ヒマス。此威 二追加提案 スル

所 以 デ ア リマス。

123.粟 粒 結核症例 卜共 ノ護生機輔 二就 テ

蕎呆 誰(千 葉留科大學石川内科敏室)

余等ノ・成人 ノ粟粒結核症例中7例(外 二剖検 ニ

ヨリ粟粒結核 テ見 タル1例)一 就 キ剖検的二其
る

ノ登生経路 拉 二機轄 テ観察 シ得 タル テ以 テ之 ラ

報告 シ、併 セテ2、3所 見 テ述 ベ ン トス。

症例 ノ各 々 二就 イテハ表 二其 ノ大要 テ示 シアレ

ドモ爾 之 ラ略述 スレバ次 ノ如 シ。

症 例
、

第1例 、32歳 、 男。

初 メ10日 間程咳漱 ア リテ感 冒 ノ氣 味 ア リシガ

其 ノ後爽熱、 呼吸困難 、睡眠障碍等現 ノ・ル ・二

至 リ、1ケ 月牛 ノ経過 ニ テ死 ノ轄露 ラ トレリ。

既往症 ニノ・著 患 ナ シ。

剖検 ニ ヨリ初 感染腺病竈 ノ軟化、檜悪 テ認 メ、

且表示 ノ如 キ臓 器 一粟粒結核 テ認 メ タリ。

術本例 二於 テノ・左肺静脈及胸管 内膜 二極 メテ新

シキ乾酪∂陞竈 テ認 メタ リ。

第2例 、36歳 、 女、妊娠 中。

約5ケ 月前 ヨリ登熱、全 身倦 怠等 アリ、死 ノ1

ケ月前 ヨリ登熱39度 トナ リ、流産 ラ 件 ヒテ、

死 ノ轄蹄 ラ トレリ。剖検 ニヨ リ初 感染腺病竈 ノ

増悪 ノ像 ラ見、且表示 ノ臓 器 二粟粒 結核 テ見 タ

リ。

第3WiJ、25歳 、 」弓。

既往 二特 記 スベ キコ トナ ク、登病後1ケ 月 ノ経

過 ニテ死 ノ轄蹄 テ トレリ、術本例 二於 テハ特 殊
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ナ ル症状 トシテ血液 像 二骨髄 性白血病様 ノ像 テ

呈 シタルコ トナ リ。

剖検 ニ ヨリ表示 ノ如 ク数 種 ノ臓器 二粟粒結核 テ

見、癒著 性結核 性肋膜 炎 ア リ、右側 ノ棋 隔膜面

二包埋 サ レタル乾酪性竈 ア リ、胸 管ノ・横 隔膜 ノ

上方2cmノ 部 ヨリ静脈角 二至 ル迄 内膜 ノ乾 酪

性結核 ア リ、血行 ヘ ノ侵入経路 テ明 カニ謹 シ得

タ リ。

第4例 、 第5例 、 第6例 ノ・共 二3、4年 前肋膜 炎

ラ経過 シ第4例 二於 テノ・之 テ繰返 シ、第5例 二

於 テノ・其 ノ後 二脊椎結核 二罹 リシモノニ シテ剖

検 ニ ヨ リ夫 々表示 ノ如 ク多 クノ臓器 二粟粒結核

テ見 タ リ、而 シテ第4例 ニテハ初感染腺竈 ハ包

裏 サv、 第5例 ニテハ石灰化 シ、第6例 ニテハ

不 明 ナ リ、尚 是等各例 ニ ノ・夫 々痢夙管結核、

脊椎結核、及磯 ノ孤立性結核 ト泌尿生殖器結核

ラ謹 シ得 タ リ。

第7例24歳 ノ男 ニ シテ1年 牛前 二 早期浸潤及

室洞 テX線 検査 ニヨ リ診断 セラ レ、第8例 ハ3

年 前 二生殖器結核 ガアリ、其 ノ経過 中二粟粒結

核 テ惹起 シタルモ ノニ シテ共 二 肺 二 室洞 テ有

シ、腸及其 ノ他 ノ部 二結核 テ見 タ リ。

剖 検 ニ ヨレバ第7例 ニテノ・初感染腺病竈 ハ石灰

化 シ、 第8例 ニテノ、乾酪慶性 テナ セ リ.

以 上 ノ如 キ所 見 ラ得 タルモ、各例 ノ粟粒 結核褒

生 時 ヲ夫 々結核 ノ時期的 二観 ルニ、余等 ノ症例

ノ・次 ノ2群 二分 チ得 ベ シ。

即 チ第1群 ハ症例1、2、3ニ シテ、第1例 、第2

例 ノ・初 感染 ラ経過 シ腺病竈 ノ・爾 ホ全治 セザル状

態 ニ アリ、第3例 ハ初感染腺病竈 ハ其儘進展 シ

テ乾酪 性肋膜 炎 トナ リコ レハ治癒 シ、一部 二包

裏乾酪性竈 テ残 シタルモ ノニ シテ、更 二 つノ乾

酪竈 ヨリ胸管 内膜 ノ結核 トナ リシモ ノ ト解 サ

ノレo

第2群 ハ4-8例 ガ之二属 シ、第4、5、6例 ノ・初

感染後血行性二臓器二結核テ起 シ、 第7例 ノ・

初感染バ ー度治癒 シ、 其 ノ後二早期浸潤 ラ來

シ、 次 イデ肺二室洞 テ生 ジ、 更 二管内性二結

核 ノ進展 テ來 シ、 第8例 ハ初感染後血行性推

進 ラ重 ネ同 ジ ク 肺 ノ室洞其他 ノ臓器 ノ結 核 テ

來 シタルモ ノ ト解 サル、 即 チ コ ノ群 二属 スル

例 ハ可成 リニ 進行 シタル 結核 ト見倣 シ得 ルモ

ノナ リ^

而 シテ第1群 二届 スル2例 二於 テハ 初 感染腺

病竈 ノ壇悪 ノ像 テ呈 スル外 ニハ何等 ノ乾酪性竈

テ認 メザル テ以 テコ ノ腺竈 ヨ リ粟粒結 核 ラ惹起

シタルモ ノ ト思 惟 セ ラル。 省他 ノ1例 二 於 テ

ノ・初感染腺竈 ノ乾酪攣性 ヨ リ肋膜 炎 トナ リ更 二

胸管 ノ結核 トナ リ粟粒 結核 テ生 ジタル モ ノト解

サル。

第2群 二於 テノ・初感染腺病竈 ハ2例 二於 テ石灰

化 シ、1例 二於 テハ包裏 サ レ、1例 ニテハ不 明、

残 ル1例 二於 テハ乾酪攣性 ラナ セル テ見 ル。

從 テ是等 ノウチ初 感染腺病竈 ハ石灰化 セル2例

二於 テノ・粟粒 結核 登生 ノ源泉 ト解 シ得 ズ、 即 チ

他 ノ部 ノ乾酪性病竈 二其 ノ源泉 テ求 メザルベ カ

ラズ。

術 ホ残 ル3例 二於 テモ1例 ハ包裏 セラ し・何等増

悪 ノ像 ナ ク、 又乾酪化 セルモ ノト何等活動 ノ像

ラ呈 セザルテ以 テ前者 ト同様他 二其 ノ源泉 ラ求

ノザルベカ ラズ、而 シテ コレ等 ノ各例 二於 テハ

他 ノ臓 器 二結核 ア リテ是等 ノ部 ハ其 ノ源泉 テナ

スモ ノナル如 ク思惟 セ ラル。

特 二第7例 二於 テノ・肺 ノ室洞 ノ近 久 病竈 内 二

氣管 支動脈 ノ出血竈 ア リテ其 ノ源泉 トナ リ得 ル

モ ノナ ランカ ト思惟 セ ラル。

其他 第1例 二於 テハ左肺静脈 及胸管 ノ内膜 ノ乾

酪 性竈 テ認 メ、 第5例 二於 テノ・副腎 ノ静脈 二結

節 ラ認 メタル ト共 二甚 ダ新鮮 ナル攣 化 ニ シテ粟

粒結核 ノ源 泉 トシテハ時期的 二承認 シ得 ザル モ

ノナ リ。

勿論斯 ノ如 キ解剖學 的攣化 ノ ミー テ粟粒結核 ハ

登生 セザル コ トハ結核 菌血症 ノ研究 ニ ヨ リ明 カ

ナル トコロー シテ個艦 ノ「ア レルギー」ノ歌態 ガ

必要條件 ナ レ ドモコ ノ貼 二關 シ余等 ハ論義 スベ

キ材料 テ有 セズ、 シカ レ ドモ從來諸家 ノ唱 フル

トコロニ從 ヒ余等 ノ材料 ヲ検討 セ ンニ8例 中 ノ

3例(第1群)ハ 諸家 ノ設 ク如 クナ レドモ第2群
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症 例 1(32舎) 2(36♀) 3(25舎) 4(24」F) 5(31含) 6(31♂) 7(24♂) 8(44♀)

既往症 (一) (一) (一) 肋 膜 炎 肋 膜 炎脊椎結核 肋 膜淡 早期寝潤
生殖器結核

経過日 45 30 30 10 45 60 30 60

肺初感 (一) (一) (一) (一) (一) (一) (一) (一)

群 腺
増 悪 培 悪 不 明 包 裏 石 茨 化 不 明 石 茨 化 乾酪攣性

一 一

粟粒結
核分布

}

肺 、肝 、脾 、

膵 、腎 、肺 門

腺

肺 、肝 、脾 、

膵 、腎 、腸 、

心 内膜 、 卵

集 、 子 宮 、

拶 膜

肺 、肝 、脾 、

腎 、小 腸 、骨

髄 、心 嚢 、拶

膜

肺 、肝 、脾 、

腎 、副 腎 、甲

状腺 、腸 、携

膜

肺 、肝 、脾 、

腎 、副 腎 、心

嚢 、 腸 間 膜

腺 、脳1膜

肺、肝、脾、
腎、氣管側
及大動脈側
淋巴腺、膿
膜

}

肺 、肝 、脾 、

拶 膜
肺 、 脾 、 肝

其他ノ結
核性病愛

一一

腹 膜肋膜、胸管、
囁護腺

『

肋膜、腹膜、
内生殖器、

肺淋巴腺

肋膜、脊椎、
腸、喉頭

}

膿、泌尿生

殖器結核

肺(空 洞)、
肋膜、腸、腸
間膜、後腹
膜、縦隔蜜
淋巴腺

肺(空 洞)肋
膜、腹膜、腸
肺門一氣管
一腸間膜腺

喉頭、劇酬
管

血行ヘノ
原登竈

初感染腺病竈
ノ増悪
初感染腺病竈
塘悪

胸管ノ乾酪
性結核 疎帆 管結核脊椎 結 核

膀 ノ結核叉
・・生殖器結

核

肺 病 竈 叉 ノ・

1淋巴腺結核
痢夙管結核

二屍 スルモ ノノ・從來或 ノ・背反 的 トナ シ又 ハ極 メ

テ稀 二見 ル トサ レタル モノナル モ近 時Staehe-

lin(1934)氏 ハ 粟粒 結核症例 中 ノ1/4一/r)二 慢 性

結 核 ラ有 スルモ アル テ報 告 シ、 又本邦 二於 テモ

屡 ≧斯 ノ如 キ症例 ノ報 告 ア リ敢 ヘ テ稀 二見 ルモ

ノニ アラザル ガ如 シ、余等 ノ・前述 ノ如 ク8例 中

5例 二迄斯 ルモ ノテ見 タル テ以 テ砂 ク トモ慢性

結核又 ハ進行 シタル結核 二於 テモ粟粒結核 イ・起

リ得 ルモ ノニ シテ而 モ斯 ル場合ノ・相當多 ク存 ス

ル モ ノナルベ シ ト思惟 ス。

以上余等 ノ検索 ラ縮括 ス レバ、

1.先 人諸家 ノ業績 二見ル如 ク第1群 一=・届7.ル

モ ノ(初 感染後 早期 ノモ ノ)二 於 テノ・初感染腺病

竈 ガ粟粒結核 ノ成立 二大 ナル關係 テ有 スルモ ノ

ナル コ トヲ言登シ得 タリ。

2・ 第2群 即 チ進行 シタル結核 乃至慢 性結核 二

於 テノ・初感染病竈 ノ・前者 二於 ケルガ如 キ大 ナル

關係 ヲ有 セズ寧 ロ夫 レ以外 ノ臓 器 ノ結核 ガ其 ノ

源泉 テナスモ ノナルベ シ ト思 惟 ス。

3・8例 中5例 ノ・進行 シタル結核 ヨ リ粟粒結核

ノ成立 テ見 タルテ以 テ從來諸家 ノ唱 フル トロロ

ヨ リモ斯 ル モ ノ・頻 度 ハ更 二大 ナル モナ ルベ シ

ト,1匿乱4佐ン孔。

4.Ponfik氏 等 ノ読 キ シ如 キ 胸管 ノ結核 性病

攣 ニ ヨリ血行 ヘ ノ移行 ヲ來 シ粟粒結核 テ起 ス コ

トアル ヲ1例a於 テ實謹 シ得 タ リ。

5.Weigert氏 ノ唱 フル如 キ血管 内壁 ノ結核 テ

見 タル ト余 等 ノ症例 二於 テハ粟粒結核 ノ部分現

象 トシテ 現 ノ、レタル モ ノ ト解 サルベキモ ノナ

リ。

124.結 核 性頸部淋 巴腺 炎7感 染経路 二

就 テ'

山田 喜三(日 赤 京支「レ」科)

結核性頸部淋巴腺炎ノ・臨躰上屡 篭遭遇 スル疾患

デアルガ、 ソノ感染経路如何 ノ問題ハ未ダ完全

一ノ、解決 サレテヰナィ。

私ノ・臨休的二結核性頸部淋巴腺炎 ト診断 サレタ

116例 二就 テ胸廓内二於 ケル結核性攣化 ノ有無

テ「レントゲ ン」透覗拉二爲眞撮影 ニヨリ検査 シ

次 ノ如 キ結果テ得 タ。

肺 浸 潤51

肺門部」又ハ氣管側淋巴腺炎20

氣管技周圃炎12計94

肋 膜 炎11

結核性愛化テ認メザルモノ22
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即チ結核性頸部淋巴腺炎116例 中胸部ニモ明カ

ナル結核性攣化テ認メルモノノ・94例約81%ノ

多 キニ達 シ、(此 ノ内肺浸潤 ラ謹 シタルモノ51

例 デアル)胸部 二結核性髪化 ナキモノノ・22例 ニ

スギナィ。

次 二結核性頸部淋巴腺炎ニテ胸部ニモ結核性攣

化 ノ存在スル場含 頸部 ノ罹患側 ト胸部 ノ罹患

側 ガ互 ニー致 スルヤ否ヤ、例ヘバ右側頸部二結

核性淋巴腺炎 ノ存在スル場合胸部 二於 テモ同様

右側 二結核性攣化 ガ存在スルヤ否ヤテ検 シ、次

表 ノ如キ結果 テ得 タ。

胸部ノ結核性
愛化ノ存在側

頸部淋巴腺炎ノ存在側

葎5謂i奄2謂礪9謂
左 側 14 1 2

右 側 4 21・ 7

雨 側 10 23

愛 化 ナ キ モ ノ

12

5 10 7

本表ニヨリ明瞭 デアル如 ク、結核性頸部淋巴腺

炎ニテ胸部ニモ結核性慶化ノ存 スルモノ94例

二於 テノ・頸部 ノ罹患側 ト胸部 ノ罹患側 トノ・甚 ダ

ヨクー致 シ、罹患側ガ互二全 ク反封 ノモノノ・94

例 中僅 力5例 ニスギナィ。

以上 ノ實験 ノ結果結核性頸部淋巴腺炎二於テノ・

ソ ノ大多撒約81%二 於テ胸部 ニモ 明カナル 結

核性攣化 ガ存在 シ、而モ頸部 ト胸部 ノ罹患側 ハ

甚 ダヨクー致 スルコ トガ判明 シタ。即チ結核性

頸部淋巴腺炎 ト胸部 ノ結核性攣化 トノ間ニハ互

一直接 二密接 ナル關係 ノ存 スルコ トテ推察 スル

コトガ出來ル。

トコロデー般 二結核性頸部淋巴腺炎ノ感染経路

二封 シテノ・大膣次 ノ3ツ ノ経路 テ考へ得ル
。第

1ノ・口腔、咽頭、喉頭等 ヨリ結核菌ガ侵入 シ、

先 ヅ局塵 ノ淋巴腺テ侵 シ、次 デ順次下位 ノ淋巴

腺 テ侵 ス経路 デアル。此 ノ揚合二於テハ結核菌

ガ外界 ヨリ侵入スル揚合 ト、既 二肺臓等 二結核

性病竈 ガアリ、 コ・ヨリ菌ガ喀疾 ト共 二氣道テ

上昇 シテ氣管上部或ノ・喉頭等 ヨリ侵入スル場合

トガアリ得ル。第2ノ ・流血中二入ツタ結核菌ガ

直接頸部淋巴腺 二入ルカ、或ノ・先 ヅ流血 テ介 シ

テ扁桃腺又ノ・喉頭粘膜下二病竈 テ作 リ、次デ頸

頭淋巴腺炎テ起 ス経路 デアル。 第3ノ ・既 二肺

臓、或ハ氣管枝淋巴腺等 二結核 ノアル場合、菌

ノ・先ヅ正常 ノ淋巴流 ノ方向二從 ツテ移動 シ、終

二静脈角淋巴腺テ侵 シ、次 デ何等 カノ原因一 ヨ

ル淋巴 ノ逆流ニヨリ或ハ淋巴管炎ラ起 シテ上位

ノ頸部淋巴腺二侵入スル経路 デアル。

以上3種 類 ノ感染経路中第1及 ビ第2ノ 経路 ニ

ヨル考へ方ノ・上述 ノ實験結果 ト矛盾 スル。何 ト

ナ レバ、若 シ結核菌ガ肺臓二於 クル病竈 ヨリ喀

疾 ト共 二上昇 シテ咽頭、喉頭等 ヨリ侵入 シ、叉

ハ流血中二入ツタ結核菌ニョリ頸部 ノ結核性淋

巴腺炎テ起 スモノトスレバ、胸部 ノ病竈存在側

ノ如何 二拘 ラズ顎部淋巴腺炎 ノ起 リ得ル公算ハ

左右 ノ頸部各同藪デアルベキデ、本實験 ノ如 ク

胸部 ト頸部 ノ罹患側 ガ甚 グシクー致 スベキ筈ハ

ナイカラデァル。

次 二解決 テ要 スルノノ・頸部 ト胸部 ノ結核性慶化

ノ・何 レガ先 二起 ツタカノ問題 デアル。結核性頸

部淋巴腺炎二於 テハ其大多数 二於テ胸部ニモ明

カニ結核性慶化 テ謹 シ得ルガ、反封 ニー般 ノ肺

結核二於テ結核性頸部淋巴腺炎テ件 フモ ノガ比

較的小数デアルコ ト及 ビ結核性頸部淋巴腺炎 二

於ケル胸部 ノ結核性憂化ノ・ソノ病歴及 ビ「レン

トゲ ン」寡眞 ノ親察 ニヨリ相當時日ガ経過 シタ

モノ ト考 ヘ ラレル場合ガ大多撒 デアルコ トヨ

リ・結核性頸部淋巴腺炎ノ大多数 二於テハ先 ヅ

胸部 ノ結核性攣化ガ起 ツタモ ノト考ヘルベキデ

ア ル 。

次 汽 臨躰的 ニノ・結核性頸部 淋巴腺 炎 ト診断 サ

レタガ、 「レ」線 診断 ニ ヨ リ胸部 二結 核性憂化 テ

認 メナカツ タ22例 二就 テ 考察 スル ニ、此 ノ内

ニノ、胸部 ノ結 核性攣化 ガ輕度 ナル ガ爲 二看過 サ

レタモ ノヤ、腹部 ノ結核性疾患 一 ソノ原 因 ガ存

スル モ ノモ アル ダ ラウ、或 ハ又眞 二結核 性 デナ

イモ人 例 ヘバ輩純 ナ淋 巴腺 ガ潜在 シテヰル恐

レモ アル。然 シ此 ノ22例 中4例 ノ・雨側 ノ頸 部

二大小 多数 ノ淋 巴腺腫 ガ アリ
、且他 ノ臨鉢 的所

見 ニョ リ疑 モ ナ ク結 核 ト考ヘ ラ レタガ、詳 細ナ
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「レ」線胸部検査 ニモ拘 ラズ何等結核性攣化 ラ護
'シ得ナカツタ

モ ノデアル。此 ノ4例 中2例 ハ其

後著明ナ粟粒結核 テ起 シテ死亡シタ。斯 ノ如キ

例 二於 テノ・結核菌ノ・胸部 ヨリ上昇 シテ頸部二來

タモ ノデナク、外界 ヨリロ腔、鼻咽腔等 ノ粘膜

ラ経 テ侵入 シ、頸部 ノ淋巴腺 二達 シタモ ノト考

フベキデ、此 ノ際頸部 ノ淋巴腺ノ・結核菌 ガ身膣

ノ他 ノ部分二櫨 ルノヲー時防禦 シテヰタモノト

考ヘ ラレル。即チ結核性頸部淋巴腺炎ノ小撒例

二於 テハ結核菌ノ・外界 ヨリロ腔、鼻咽腔等 ラ経

テ直二頸部 ノ淋巴腺ヲ侵 スコ トガ推察出來 ル。

以上 ノ實験拉二考へ方ニヨリ私ハ結核性頸部淋

巴腺炎ノ大多数 二於 テハ先 ヅ胸部二結核性病竈

ガアリ、 コ・ヨリ出タ結核菌ハ初 メ正常 ノ淋巴

流二從 ツテ氣管枝或 ハ氣管周園 ノ淋巴腺 二入

リ、終ニハ静脈角淋巴腺二達 スル。次 デ何等 カ

ノ原因ニヨル淋巴 ノ逆流二從 ヒ或ノ・淋巴管炎ラ

起 シテ頸部 ノ淋巴腺二侵入 スルモノト考ヘル ノ

ガ妥當 ト思 フノデアル。

125.第 皿型肺炎二就テ

辮 毒騰 暴)
第 皿型肺 炎隻球菌(pneumococcustypeIII)二

因 ル 急 性肺炎即 チtypeIIIpneumococcic

pneumoniaテ 假 リニ第 皿型肺 炎 ト呼 ブコ トニ

ス ノレo

此肺炎ハ肺炎菌 ノ他 ノ菌型即チ第1型 、第 皿型

或 ノ・X群各型 二因ル急性肺炎 ト比較 シテ其臨 床

症状重篤且 ツ豫後不良 ナルモノガ多イ。

次 二第 皿型肺炎 ト肺結核 トガ併褒 シタ場合ニハ

臨鉢的二甚ダ興味アル経過 テ トツテテリ、登病

早期ニハ臨鉢症状及 ビ喀疾 ノ培養試験 二依 ツテ

第 皿型肺炎ナ リト診断 セラレテヰタモノガ経過

ガ遷延スルニ及 ンデ最初 ノ病名二疑 ヒラ持 ツ様

ニナリ、喀疾 ノ精査 テ根氣 ヨク績 ケテヰル内二

第 皿型肺炎菌(以 下Pn.IIIト 略ス)ノ他 二結核

菌 ガ検出セラv%二 結核性肺炎ナリト決定セラ

レルニ至ツタ症例ガアル。又肺結核 ノ経過中二

Pn.IIIガ 之 二混合感染 テ起 シテ肺炎症状 ヲ随

俘 シ既存 ノ結核病攣 テ急速二進展悪化 セシメタ

例モアル。斯ル場合 二結核菌 トPn.IIIト ガ

如何 二協力 シタカバ病理學的 ニモ甚 グ興味 アル

研究事項 ナラント考ヘル。Pn.III二 依ル是等

ノ疾患 二就 テノ・未 ダ報告テ鹸 リ見ナ ィノデ余等

ノ症例 ラ記載 シテ諸家 ノ御批判 ラ仰 グ次第デア

ノレo

(1)第 皿型肺炎

當研究部二於 テ検査 シタ隻球菌性肺炎ハ190例

デアリ、其内第 皿型肺炎ノ・13例 即チ6・8%デ ア

ルガ其死亡卒ハ13例 中9例 即 チ69.2%ノ 高卒

テアル。

第 皿型肺炎ノ臨鉢症状バー般 ノ急性肺炎 ト同様

二卒然 トシテ登病 シ、登熱、咳漱、呼吸促迫ハ

初期 ノ必登症状デアルガ経過ノ・遷延 スルモ ノガ

多 イ。余等 ノ経験 シタ13例 テ概括 シ表示 スレ

バ第1表 ノ如 ク遣遙性肺炎ノ症状 テ示 スモノ多

ク且 ツソレ等ニハ死亡者ガ多イ。叉死亡例二於

ケルPn.IIIノ 、概 シテ「vウ ス」二i封スル=毒力モ

強 イ檬 デアル。

(皿)第 皿型肺炎 ト肺結核

前述 ノ如キ第 皿型肺炎 ト肺結核 トノ關係二就 テ

ノ、次 ノニツノ揚合ガ考ヘラレル。

其1ノ ・臨休上認メ得ベキ結核 テ有 スルモノニ

Pn.IIIガ 混合感染テ起 シテ肺炎症状テ件 ヒ

結核病攣 テ悪 化 セシメタモノ(第1例 及 ピ第4

例)、 其2ノ ・第 皿型肺炎ノ経過中一肺結核 テ褒

見 シタモ ノ(第2、3及 ビ第5例)、 コノ場合ニハ

既二latentノ 結核 ガ存在 シテヰテソレガ肺炎

二依 ヅテaktivierenサ レタモノカ或ノ・結核 ガ

ニ次的 二褒病 シタモノカ其病因テ明 カニスルコ

トノ・臨躰的 ニハ困難デアル。

余等 ノ経験 シタ5症 例 二就 テ其経過 テ略記 スレ

バ次 ノ如 シ(第2表) 。

第1例 診断 乾酪性肺炎兼第 皿型菌混合感染

右 上葉二檜殖性結核 アリ、喀疾ニモ結核菌ハ陽

性 デァツタガ其経過中二Pn.IIIノ ニ次的混合

感染 ガ起 リ、右肺全葉二肺炎竈 ガ籏 ガツテ永 イ

経過 ノ後鬼籍二入 ッタ。
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第1表 第皿型肺炎ノ症例

症 例 年齢及性 別
有 熱
日 藪
経過日籔
及 縛 錦 患 側 及 肺 葉

PnIIIノ
「マ ウ ス」

二封 ス ル

MLD(cq)

[

備 考

(No.)1 32(♀) 9(日) (治) 右 下 10-3

2 17(♂) 14 14(死) 左下一右下一右(幸 10-3 遣遙性肺炎

3 25(♂) 19 19(死) 右(重 10-1 ,,,,

4 38(♂) 10 10(死) 右下一右(か 左下 10-4

5 21(♀) 5 (治) 左 下 1.0

6 16(♀) 10 12(死) 右下一右(輩 10-2 ,,,,

7 41(舎) 16 23(死) 右上一右(毒一左下 10-3 ,,,,

8 15(♂) 7 (治) 右(幸 10-6

9 50(舎) 9 9(死) 右(雫 10-4

10 29(舎) 12 12(死)
上
右(中→左下
下

10-b ,,"(?)

11 38(♂) 7 7(死) 右 下 10-2

12 32(♀) 8 (治) 右(雫 10-3

13 25(♀) 28 51(死) 左(奉 10-6

第2表 肺結核二於ケル第 皿型菌混合感染 ノ症例

症例 年齢及性 別有熱日鍛
輕過日藪
及 榑 蹄 患側及肺葉

喀疾中ノ
TB菌

PnIII/

MLD(cα ＼ 病 初 ノ病 名 終 局 ノ病 名

(Nの
1
36(♂) (日

92)
92(死) 右上一右(雫病 初 ヨ リ(++) 10-= 右 肺 結 核 粂PnlII混 合感染

乾 酪 性 肺 炎飛
PnIII混 合感染

2 43(♀) 45 45(死) 左(幸 病 初(一)
末 期(+)

10-3 第 皿 型 肺 炎 乾 酪 性 肺 炎

3 51(♂) 68 75(死) 右(重
病 初(一)
末 期胸水 ヨ
リ(+)

10-2 第 皿 型 肺 炎 乾 酪 性 肺 炎

4 17(舎) 32 (入院 中)
右肺門結核
一左(寺 病初 ヨリ(十) 10→

右 肺 結 核 兼
PnIII混 合感染 同

5 49(舎) 11 (略 治) ・ 左 上
病 初(一)
縄過中1同

(+)

10-z 第m型 肺 炎 左 肺 結 核

第2例 診断 第 皿型肺炎、後乾酪性肺炎

急性肺炎 ノ症状デ突然嚢病 シ、喀疾 ノ培養試験

ノ結果第 皿型肺炎 ノ病名ガ付 ケラレタガ喀疾 ノ

連績精査二・依 リ末期二至 ツテPn.IIIノ 他 二結

核菌 ガ検出セラレタ。

第3例 診断 第 皿型肺炎、後乾酪性肺炎

「インフルェ ンザ」ノ後第 皿型肺炎ガ登病 シ、永

イ経過 二亙ツテ喀疾 ヨリPn.Illテ 検出シタガ

結核菌ハ逡 二陰性二終ツタ.然 シ末期二併登 シ

タ肋膜炎ノ滲出液 ヨリ検鏡、培養及 ピ動物實験

二依 ツテ結核菌テ謹明 シ得タ。

第4例 診断 右肺結核兼第 皿型菌混合感染



788 総 會 演 説 要 旨 【第16巻

右側 ノ輕症肺門結核 ノ経過中第 皿型肺炎ガ合併

シ、肺炎竈ノ・更二左側迄波及 シタ。Pn・IIIハ

永 ラク喀疾中二検出セラレテヰルガ現在 デノ・乾

酪性肺炎 ノ症状 トー致 シテ居ル。

第5例 診断 第皿型肺炎、後左側肺結核

病初ハ第 皿型肺炎 デアツタガ第11病 日デ分離

下熱 シ肺炎バー癒治癒 二赴 イタガ其後モ喀疾中

二永 ラクPn.IIIガ 検出セラレタ。尚既 二治癒

セ シ肺炎罹患部 二「カタール」症状 ガ隠顯出浸 シ

時 二不明 ノ登熱 テ繰 リ返 ヘス状態デアツタガ喀

疾 テ根氣 ヨク検査 シテヰル間全経過中二只1同

極 メテ少撒 ノ結核菌テ検 出シ得 タ.尚X線 検査

二依 レバ左上葉 ノ肺尖浸潤 ガ吸牧セラレタ後 二

該中心部 二結核性病攣 ノ存在 セルテ確 メ得 タ。

以上述べ タ如 ク第 皿型肺炎 ト肺結核 トノ關係ハ

病理的拉二臨躰的二興味 アリ、依 ツテ其臨休例

テ報告 シタ次第デァル。

省第 皿型肺炎菌 二就テノ・今村教授等 ノ綜設(實

験留報、23年 、270號 、842頁、昭和12年4月)

テ参照サ レ度 イ。

126.全 身性(汎 翌性)結 核性淋巴腺腫ノ

ー例

中谷 正章蝶 講 鋤

本症ハ成人二於テノ・極 メテ稀二見 ラル ・モ ノト

サ レテ居テ1888年Ascanazyガ 本症 ノ最初 ノ

報 告テ爲 シテカラ今 日迄絵 リ多 クノ報告 ラ見ナ

イ。余ノ・最近幸 ヒニ本症 ト思バ レル1例 二遭遇

シ之ガ臨休的観察拉 ビニ摘出セル淋巴腺二就テ

其病理組織學的検索 ラ行 フ機會テ得 マシタノデ

弦 二報告 シマス。

患者ノ・22歳 ノ男子無職。

主訴 ハ全身 ノ淋巴腺腫脹、登熱、多量 ノ登汗、

現病歴ハ、昭和11年2月 末 二頭痛、食慾不振

ラ訴 へ3月 二至 リ380Cノ 登熱、呼吸困難及下痢

ガァツタノデ某署テ訪 レ左側漁性肋膜炎、腹膜

炎及右側肺尖「カタル」ノ診断 ノ下二治療 ヲ受 ケ
ー時輕快二赴 イタガ其後間モナク腹部 二多撒 ノ

結節 ラシキモノガアルニ氣附キ尚時々磯作性 二

熱感 ラ毘エタガ禮温ノ・測定 セズ叉當時ハ咳漱喀

疾全身倦怠等ノ、ナカツタ。

同年11月 頃二碩下 ノ淋巴腺ガ何時 トノ・ナシニ

腫脹 シタノニ氣付 イタガ別 二痙痛 モナク獲熱モ

ナカツタノデ放置スル間二顎下淋巴腺モ亦肥大

ラ示 シタ。

昭和12年3月 二至 リ更 二右側頸部淋巴腺次 イ

デ右側頸部淋巴腺 ノ腫脹テ來 タシ痙痛ハ全然感

ジナカツタガ38-3805Cノ 登熱テ件 ヒ高度 ノ登

汗 ガァツタノデ簡易保瞼醤テ訪 レ淋巴肉芽腫 ト

ノ診断 テ受 ケR6ntgen照 射 テ受 ケル 事11同

二及 ピ淋巴腺腫脹ノ・減退 シタ爲照射 ヲ中止 シマ

シタ塵最近二至 リ是等 ノ淋巴腺 ノ腫脹 ガ盆 ≧檜

大 シタ許 リデナク更二新 シク雨側 ノ腋窩及雨側

ノ鼠践部淋巴腺モ亦肥大 シ登熱38。C以 上二及

ビ食慾不振著 シク且左側 ノ側胸部 二瀞経痛様 ノ

疹痛 テ感 ジ更二6月 初 メヨリ腹部 ニモ淋巴腺檬

ノモノ腫大 シ座痛 アリ毎 日4-5同 下痢 テ訴ヘ

タノデ6月16日 外來テ訪 レ18日 入院ス。

入院時現症ノ・膿格榮養中等度膿温3802C、脈搏1

分間100整 調、大サ及緊張度中等度、心臓ハ第

2肺 動脈音 ノ充進 セル外大サ及心音二攣化 ナク

肺臓モ呼吸音 ノー般 二粗雑 ナル外打診聴診上二

著攣 テ認メナカツタ。

腹部二於 テノ・肝臓ハ右乳腺上肋骨弓下二2横 指

径鯛 レタガ脾臓ノ・燭 レル事 ガ出來ナカツタ。又

上腹部廻盲腸部及S字 朕部 二於 テ柵指頭大 ノ淋

巴腺腫脹 ラシキモ ノテ燭 レ且座痛テ箆エタ、淋

巴腺ノ・碩下顎下側頸部腋窩鼠践及腸間膜 ノ肘線

ヲ除 ク身禮各所 ノ淋巴腺ガ2-3個 乃至4-5個

宛碗豆大 ヨリ扮指頭大二腫脹 シ腸間膜 テ除 ク他

ノモ ノノ・歴痛 テ訣 キ、皮膚及下層 トノ・何 レモ可

動性デ癒著 ナク硬度ノ・相當硬 ク之 ラ被覆 セル

皮膚ノ・正常 ト何等攣化 ナ ク只願下顎下及頸部

淋巴腺二在 リテノ・凝塊状 ヲ呈 シテ居ルモ ノガァ

ツタ。

血液 所見ノ・表 ノ如 クデ「エ オジ ン」嗜好 性 ノモ ノ

ノ・0.5-1.O%、 病 的白血球ノ 出現 ヲ 見 ナ カツ

タ。赤沈 ノ中等債ハ39.75マ ン トー氏反慮 ノ・強
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陽 性 デ尿便及喀疾 ノ何 レカ ラモ結核菌 テ謹 明 シ

タ。血液ヱ 氏反 慮ノ・陰性。

胸部 「レントゲ ン」窮 眞ノ・(實物廻覧)雨 肺全面 二

亙 リ特 二中央 ヨリ上部 二細 キ彩粘状 陰影撒布 シ

所謂Acin6s.nod6seFormノ 肺 結核 ノ像 テ呈

シテ居 タ外 二雨側 ノ陳菖性肋膜 炎 ノ存在 ガ知 レ

久 爾 左側頸部 ノ淋巴腺1箇 テ試験 的 二摘 出 シ

テ見 タ塵割面 ノ・白色 デ中 二撒 笛 ノ白色 ノ結 節 テ

認 メ染 色顯微鏡 標本 二於 ケル所 見 ハ正常 ノ淋 巴

組織 ノ・全 ク認 メ ラレズ組織 ノ・上皮檬細胞 テ主成

分 トスル大 小 ノ結節 ノ集積 ト之 テ園 ム僅 カノ肉

芽組織及粗豪 ナ結締織 ヨ リ成 リ結節 ノ大 ナル

モ ノデノ・中心 一 乾酪攣性 テ認 メ、Langhans

Riesenzelleガ 所 々 二介在 シテ居 リEosinophile

ZelleヤSternberg/Megakaryocyten・typus

/Riesenzelleノ 出 現 モナ ク要 スルニTuber-

kulose/Bildテ 呈 シテ居 タ(標 本供覧)。

余 ノ・胸部所 見、血液所 見、赤沈、 マ ントー氏反

磨 ノ結果及 凡 テ ノSekret中 二結核菌 テ謹明 シ

得 タ事更 二摘 出淋 巴腺 ノ所見、血液反磨 ノ結果

等 テ綜合 シテ汎登 性淋 巴腺腫 ト診断 シタ。

倫類症鑑別 トシテ

病 的白血球 ノ出現 ナキコ トヨ リ白血病 テDiazo一

反磨 ノ陰性、EosinophileZelleノ 多 クナ ィ事

及鏡検所 見 トヨ リLymphogranulomatoseテ

血 液ユ氏反慮、臨休的検索 ニヨ リ結核 テ謹明 セ

ル事及鏡検所見 一ヨリ徽毒性 ノGranulomatose

ラ更 二紳経肥大 ヤ知覧障碍 ノナ ィ事 ニ ヨリ癩 ニ

ョルGranulomatoseラ 鑑 別 シタ。

127.所 謂 後肋膜炎性結核 ノ本態 二關 スル

知見補遺(普 遍 「レ」爲眞鼓 二「トモ ヴ

ラム」供覧)

鰍 保髄(亭 塚 市杏雲堂分院)

弦 二後 肋 膜 炎 性 結 核 ト イ フ ノパNeumann/

Tuberculosispostpleuriticaデ ァ ル。 佛 蘭 西 學

派 ノfibro-thorax(Vincenti)又 ノ・h6mithorax

sombreVennti/pleuropulmonaleCirrhose

ト同 部 類 二 脇 ス ル モ ノ デ ア ル 。

此病型 ノ・臨躰的拉 二「レ」所 見 二於 テ、極 メテ特

有 ナル像 テ呈 シ、豫後 ノ佳良 ナル コ トハ何人 モ

異論 ノナ ィ所 デアルガ、其病理解剖 的本態(Su-

bstrat)二 就 テノ・Neumann,Vincenti等 ノ・燭

レテヰナイ。近來肺結核 二 於 テ「アテ レクター

ゼ」ガ相當重要 ナ役割 テ演 ズル コ トガ 明 カーサ

レテ來 タ。本病型 ノ本態 モ廣 汎 ナル「アテ レク

ター ゼ」二蹄 シテヰル 報告 ガ 最近2、3ア ル。余

モ此 「アテ レク ター ゼ」設 二質 スルモ ノデ アル。

コ ・二報告 セ ン トスル1例 ノ・肋膜 肺炎 ノ如 キ病

像経過後 二起 ツタ右側性 ノモ ノデ、 定型的 ノ病

像 テ呈 シ、臨沐所見拉 二「レ」窮 眞特 二「レ」断 面

爲眞 ニ ヨツテ廣汎 ナル「アテ レクター ゼ」ラ確謹

セ シモ ノテ アル。

本例ノ・昭和3年(當 時22歳)以 來観察 中●ノ本年

(昭和13年)32歳 ノ 未 婚婦人 デ アル。19歳 ニ

シテ登病、昭和3年8月 初診當時 ノ「レ」像 ハ右

肺上野及右肺門上部 二僅 カニ 陰影 ラ認 ムル ノ

ミ。23歳(昭 和4年)9月 熱 獲右側 ノ肋 膜肺炎 ノ

如 キ像 テ呈 シタ。此後本病型 ガ出來 上 ツタ ノデ

アル。25歳(昭 和6年)2月 ノ「レ」爲眞 ハ 定型

的 ノ後肋膜 炎型 デ心臓 モ全 ク右側 二韓位 シ唯右

肺上野 二僅 カニ繊維乾酪性病攣(小 室洞 ア リ)ラ

認 ムル ノ ミ。此場合佛 人 ノh6mithoraxsombre

ガ誠 ニ ヨク當 ツテヰル。

其後萎縮 ガ盆 賜墨度 ニナツ久1、2同 熱 獲 シタ

ルモ引績 キ1側 性 テ保持 シ今 日二至 ル。現 在無

熱 二経過 、普 通 ノ家事 二從事 シテヰル。 患者 ノ、

時 二期外牧縮(電 氣 心働圖 ニテ確認)テ 訴 ヘテヰ

ル。現在胸園72糎 、右側35.5糎 、左側36.5糎 、

赤沈反鷹35(1時 間 道)、血液像 ノ・

赤血球4.120.000

白色 素90%血 色 素係数1.1

白血球5.450

白血球 式0.1/0.0.2.51/39.7

断 面撮 影 ラ行 ツテ見ル ニ、(背 面 ヨ リ5.5糎 、7

楓8.5糎 、9.5糎 ノ4断 面 ラ撮 ツ 久 胸廓 ノ厚

サノ、14糎)っ

右肺野 ハ上野 、一部 テ除 イテノ・各層 二於 テ全 ク
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暗 イ、右肺 上野 ノ・腹側 二行 クニ從 ツテ比較的明

ル クナル。以 上 ノコ トカ ラシテ右肺 ノ・上部 ノー

部 ラ除 イテノ、全 ク室氣 ヲ含 マズ 廣汎 ナル「アテ

レクター ゼ」竈 ガ アルモ ノ ト認 メ ラレル。此場

合浸潤例 ヘバ肺 炎性 ノ病竈 ノ・考ヘ ラレヌ。臨 沐

的所 見 カラモ此事 ガ イヘル ト思 フ。

128.結 核 患者 二於 ケル菌血症 二就 テ

垂凝(金 澤署大谷野内科)

余等 ハ昭和9年 一12年 間 二於 ケ ル 比較 的重症

ナル結核患者223例 二就 テ主 トシテ高熱 後 二探

血 シ血 中結核菌培養 テL6wenstein氏 法 及 ビ飯

淵氏法 ニ ヨ リ行 ヘ リ、其結果肺結核154例 中15

例9.74%,粟 粒 結核29例 中14例48.28%、 結

核性拶膜 炎9例 中3例33.33%、 急 性關節 「ロイ

マチ ス」12例 中1例8.33%、 皮 膚結核5例 中1

例20%、 腎臓結核8例 中2例25%二 陽 性 ニ シ

テ肋膜 炎、腹膜 炎6例 ノ・全部陰 性 トナ レリ、而

シテ肺結核 二於 テハ145例 テRehbergノ 分 類

二從 ヒ病攣 テ細別 シ如何 ナル病型 二菌 血症 ノ多

キ カラ見 ルニ粟粒結核 ノ・最 高 ニ シテ48.28%,

結 節 状硬 結性肺結核 デノ・21・21%乾 酪 肺 炎性拉

二氣管枝 肺 炎性肺結核 ノ・11.11%浸 潤 性肺結核

ハ10%ト ナ リ他 ノ型 ノ・全部陰 性 ニ シテ 而 モ病

攣 ノ進 行性檜殖性、進行 性滲 出性 二多 ク静止性

二於 テモ性質 ノ滲 出性 ナルモ ノニ陽性卒高 キテ

知 リタリ。急性 關節 「ロ イマ チス」二於 テハ8.33

%ノ 陽 性卒 テ得、L6wensteinノ 如 ク結核性攣

化 テ以 テ之 ガ原 因 トナ スー 足 ル 成績 二非ザ リ

キ。又雨培養法 ラ比較 スルニ陽性卒及 ピ操作 ノ

貼 二於 テ飯淵氏法梢 ㌃優 レタ リ ト思 ハル。

129.結 核 菌培養 時間 ト喰菌率 トJ關 係 二

就 テ

本田順一郎(難鷲

若 シ個艦 ガ感染 テ受 ケタル場合二於 テノ・ソノ個

膿 ノ白血球 ノ貧喰機能ハ該病原禮 二封 シテ特異

性 ノ態度 テ示 ス事實ガ翫二報告 サレ、又結核菌

貧喰二於テ該菌株 ノ毒力 ノ如何 ガ喰菌卒 二大 ナ

ル慶動 アル事實モ夙二注 目七ラレタル トコロナ

リ。

余ハ人型結核菌 テ用 ヒテソノ培養時間 ノ大小ニ

ヨル登育歌態 ノ如何 ガ喰菌率 二及ボス攣動 二就

テ研索テ試 ミタルテ以 テ愛 二報告セ ントスルモ

ノナリ。

被検者 トシテ68例 ノ結核患者 テ用 ヒタルモ、

ソノ中病歌明瞭 ニシテ刹断二便 ナル22例 テ選

ピテソノ観察 テ述 ブルコ ト・セリ。即 チ大別 シ

テ(1)晩 期型慢性肺疹(廣 汎ナル進展テ経 タル

モノ)、(2)急 性進行型結核及 ビ(3)轄 蹄良好ナ

リシ限局性硬結性病憂 ノ三種 トス。封照 トシテ

13例 ノ健康者 テ観察 ス。

結核菌ハ4%「 グリセリン・ブイヨン」ニテ撒世

代培養 ノ「フラ.ンクフル ト」株 テ用 ヒ培養時間八

3、4及 ビ5週 トス。

實験方法ハ嘗 テ我教室ヨリ登表サレタル紺田氏

ノ新法 ヲ用 ピタリ。既二原著 トシテ十全會雑誌

二登表サ レタルテ以テ弦二省略 ス。

實験成績 ノ大要以下ノ如 シ。

1.晩 期型肺瘍(廣 汎ナル進展後 ノ慢性型)二 於

テハ培養時間ノ大小ニヨツテ喰菌傘ノ攣動著明

二認メラル。 ソノ多激 二於 テノ・培養3週 ノモノ

ニ於 テ喰菌傘 ノ格段 ナル充進 テ認メタリ。

2.之 二封 シテ轄蹄良好 ナリシ限局性硬結性病

攣 ノ例及 ビ健康例 二於 テハ培養時間ニヨル相違

ノ・遙 カニ少 シ。

3.急 性進行型結核(第 二期急性増、粟粒撒布、

急性浸潤)二 於テノ・培養時間 ニヨル攣動著 シキ

モノ、然 ラザルモノ混在 ス。

以上 ノ成績 ヨリ結核病攣 ノ過程 ノ如何 ニヨヅ

テ、結核菌 ノ培養歌態 ノ相違二件 ヒ喰菌卒 ノ攣

動著 シキ事實 アリ ト考ヘ ラル。

次 二非病原菌 トシテ「チモ シー」菌テ 用 ヒテ15

例 ノ結核患者及 ピ6例 ノ健康者二就 キテ實験セ

リn培 養時間ノ・1、2及ビ3週 トス。

1.早 期型良性結核及 ビ限局性硬結性病攣 二於

テノ・培養1週 ノモ ノニ於 テ喰菌率低 クソノ後 ノ

モ ノニ於テ充進 テ示 ス傾向著 シ。
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2・ 晩期 型結核 二於 テ病勢進行急激 ナルモ ノニ

ア リテノ・上述 ト同檬 ナ リ。然 ル ニ慢性肺疹 ニア

リテノ・「チモ シー」菌 貧喰卒 ノ・一般 二低 シ、多少

充進 ノ傾 向 アル モ ノニ アリテノ・ムシロ培養1週

ノモ ノニ大 ナルモ ノ・如 シ。

即 チ「チモ シー」菌 二封 シテモ結核過程 ノ如何 ニ

ヨツテ、 ソノ培養時間 ノ相違 ニヨツテ喰菌 卒 ノ

愛 動 ヲ認 メ タ 堀

以上縮 括 スレバ結核患者 ニア リテノ・喰菌 機能 ノ

充 進 ラ示 ス場合バー定 ノ培養 状態 二封 シテ充進

スル傾 向著 シ。而 シテ ソノ現 象ノ・結核病 漿 ノ過

第1表 慢性肺瘍 二就 テ

第4表 健康者二就テ

症例 病 状3週4週15週
No.1雨 側 肺i磨82%73%50%

2,,94,,80,,59,,
一

3左 肺瘍十肋膜炎72"69"38"

4雨 側 肺 瘍43"8"8"

5,,40,,16,,2,,

6,,68,,45,,20,,

7,,27,,77,,60,,

8左 上 葉 結 核73"62"43"

9右 上 葉 結 核65"58,,33"

例i3釧4週5週

No.1 68%62%74%

2 57,,45,,62,,

3 68,,39,,52,,

4 60,,61,,45,,

5 40,,55"42,,

6 76,,70,,63,,

7 54,,64,,65,,

8 65,,67,,80,,

9 9,,16,,10,,

10 18,,5,,8,,
i

111 24,,23,,9,,
'

12 15,,13,,13,,

13 4,,15,,12,,

10右 肺結核十肋膜炎162"36,,互=]

第5表 「チ モ シー」菌 二就 テ

第2表 急性進行型結核二就テ

症刎 病 劇3週 4週i5週

Nα11 雨側粟粒播種 70% 50% 63%

12 結核性携膜炎 14,, 44,, 68,,

13 左 肺 浸 潤 76,, 73,, 80,,

14 ,, 60,, 35,, 47,,

15 漁性肋腹膜炎 33,, 25,, 5,,

16 ,, 6,, 2,, 0,,

第3表 輕症結核二就テ

症例 病 状13週 矧5週
No.17 肺 門 結 核 67%89% 61%

18 ,, 57,,72,, 50,,

19 ,, 65,,63,, 53,,

20 肺 尖 寝 潤 30,,31,、 45,,
一

21 ,, 9,,6,, 6,,

22レ 肺 門 結 核 23,,8,, 18,,

症例 病 状(備考)陣 細13週
No.1 雨 側 肺 疹17% 19% 2%
一

2 右肺瘍十肋膜炎 8,, 16,, 11,,

3 雨 側 肺 瘍 34,, 20,, 4,,

4 ,, 26,, 14,, 17,,

5 ,, 19,, 19,, 13,,

6 ,, 0,, 4,, 4,,

7 粟 粒 播 種 5,, 42,, 32,,

8,雨 側肺疹末期再燃 2,, 41,, 20,,

10

gi肺 浸 潤 2,, 62,, 35,,

i灘 肋膜炎腋 期 9,, 69,, 26,,
;

111陳 奮性肺尖浸潤 15,,!62"
ヒ

41,,

12 "110,,i39,, 29,,

13 肺 門 結 核 9,, 51,, 13,,

14 ,, 10,, 33,, 8,,

15 結 膜 「プ リク テ ソ」 19,, 41,, 10,,

16雇 康 9,, 8,, 0,,

17 ,, 3,, 22,, 12,,

18 ,, 16,, 31,, 25,,

191,, 0,, 6,, 18,,

20i,, 10,, 17,, 5,,

211" 7,, 2,, 10,,
¶■■■■■」亀ρr-9

程 ト關係 ア リ。 此 ノ事實 ノ・特異性 ノ ミナ ラズ非

特異性菌 二封 シテモ多少認 メラル ・モ ソノ状 態

ノ・固 ヨ リ等 シカ ラズ。




